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富山医科薬科大学は、 平成7年10月 1日をもって開学20周年を迎えることになりまし
た。 一県一医科大学の構想のもとに、 15医学部あるいは医科大学が新設されましたが、 本
学は国立としては唯一の医科薬科大学として昭和50年10月1日に開学致しました。 この間
富山大学より移行されました薬学部、 和漢薬研究所は、 それぞれ平成4 年、 平成5年現在
創立10 0年、 30年の歴史を持ち、 新設の医学部、 大学直属の附属病院(昭和54年10月開
院)と共に 4 部局構成のもとに発足しました。
この度、 いわば成人式を迎えるにあたり、 開学20周年記念事業として、 10月13日に記念
講演会、 記念式典、 記念祝賀会を開催するとともに、 本 誌の発行、 記念植樹、 校歌・応援
歌の制定、 県民を対象とするシンポジウム、 公開講座の諸事業を挙行したところでありま
す。
すでに昭和60年10月に開学10周年記念事業が行われ、 創設期の多くの困難を克服しつつ
希望に満ちた10年間の歴史を、 その際発行された記念誌に読み取ることが出来、 その後の
10年聞を振り返り、 感慨新たなものがあります。
本年3月8日に挙行された平成6年度卒業式では、 医学部は第14 期生、 薬学部は16期生
を世に送り、 開学以来医学部1，34 8名、 薬学部1，512名が卒業し、 この間博士(医学)は
356名(うち課程修了者156名)、 修士(薬学)は491名、 博士(薬学)は162名(うち課程
修了者80 名)に授与されました。 これらの卒業生、 学位取得者はすでに中堅的な研究者、
医師、 薬剤師等として、 各界で活躍しています。 とくに医学部基礎系では3 名が助教授、
附属病院では12名が講師に昇任しているほか、 講座教官の半数以上は本学卒業生が占め、
教育・研究・診療の重要な担い手として活躍しております。
この10年間に組織、 講座の新設、 改組も著しく進展して来ました。 医学部では放射線基
礎医学講座の新設のほか、 附属病院中央診療施設より歯科口腔外科、 臨床検査部、 和漢診
療部が講座化されました。 薬学部では平成3年に従来の 6 講座を、 薬剤 薬理学、 臨床分析
学、 医薬品化学、 衛生・生物化学、薬用資源学、薬剤設計学、薬物生理学の7大講座、 14
研究室に改組し、 両学部の教育・研究面での一層の充実が図られて来ました。 また和漢薬
研究所では 5 部門に加えて、 昭和62年以来高次神経機能制御、 免疫機能制御、 細胞資源 工
学の 3 部門が10年の時限立法で増設され、 研究面での充実と共に外国人留学生を含む大学
院生、 研究生の積極的な受け入れを進めて来ています。
附属病院では院内措置により数部門の特殊診療施設が開院以来設置されて来ましたが、
救急部、輸血部、 集中治療部の設置が相次いで、予算化され、 中央診療施設化されました。
さらに平成6年7月 1 日より特定機能病院の認可をうけ、 紹介患者制の確立を目標としつ
つ、高度医療の提供と開発、専門医の養成等、県内で中核的な医育・医療施設としての基
盤を構築しつつあります。
また、医薬分業は近年厚生省が積極的に推進する方針にあり、本院でも薬剤部長から、
かねがね強い要望がありましたが、 調剤薬局等受皿の問題の解決と、診療科のコンセンサ
スを得るために時間を要し、平成5年11月よりスタートしました。 院外処方発行率は現在
約40%で、 薬剤師の病棟業務への全面的な参入目標である50%のラインは近く達成される
と思われます。 院外処方の発行にあたっては患者サービスの低下を招かない様細心の配慮
がされ、 待ち時間の短縮、 また病棟業務による服薬指導、 副作用モニタリング、 点滴薬の
調合等、薬剤師本来の業務の遂行と医療の質的向上に寄与すると考えられます。
この問、 県・市医師会への積極的な参画と協力に努め、 また本学卒業生の県内外におけ
る公的・私的病院への医師派遣を積極的に推進し、その成果が次第に実りつつあります。
さらに平成 5年度に新設医科大学として初めて看護学科が医学部に設置され、 本年度に
は3年次生編入試験も実施されました。 平成 9 年度の概算要求最重要事項として、 看護学
研究科修士課程の設置を要望するため、 全教官が現在鋭意努力しております。 将来的には
修士課程修了者は専門看護職認定資格を取得し、 資格取得後はそれぞれの専門看護婦とし
て医療現場に参入し、 医師の良きパートナーとして診療レベルと患者サービスの向上に貢
献するものと期待されます。
平成7年度の概算要求の新規組織としては、 遺伝子実験施設が承認されました。 本施設
は遺伝子解析、遺伝子診断および治療を研究の主体とする目的で設置されましたが、 県内
大学、研究所、 企業とも交流、協力しつつ、現在急速に進歩しつつある遺伝子レベルの基
礎的研究と応用の進展が期待されます。
附属病院では、 開院以来、院内措置で医療情報部が設置され、 当初医事業務を主体とし
て来ましたが、 予算の増額による電算機機能のパージョン・アップに伴い、 ソフト面で
オーダーシステム(外来予約、 処方、 諸検査、入院予約、 給食等) が次第に完備し全国的
にもトップレベルにあります。 この様な背景から平成7年度に医療情報部が予算化されま
したが、 他方学内LANが整備されつつあり、将来的には医薬総合情報処理センター(仮
称) の設置により、学内・外、 さらにグローパルなレベルにおける研究、 教育、医療面で
寄与したいと考えています。
施設・設備面でも この10年間で次第に充実して来ましたが、前者については国際交流会
館、 看護学科研究棟(第 1 期工事) が竣工し、 附属病院外来棟、医学部臨床研究棟、 和漢
薬研究所、 薬学研究資料館が増築されました。 また平成6'"'-'7年度にかけて看護学科研究
棟(第 2 期工事)、医・薬研究棟の増築が予算化されています。
近年大学が聞かれた機関として対応する ことが要望され、 その一つに国際交流がありま
す。 すでに昭和60年 5 月に藩陽薬科大学(前藩陽薬学院) との学術交流協定が締結され、
その後中日友好医院、 中国中医研究院とも協定が結ばれました。
国際学会、シンポジウム等に関しては、 日中和漢薬シンポジウムが昭和60年に第 1 回が
富山で開催されて以来、 隔年毎に富山と北京で交互に聞かれ、本年10月にも第5回シンポ
ジウムが当地で開催されました。 そのほか伝統医薬シンポジウムが平成4 年以来毎年聞か
れ、 また第6回国際環境複合影響会議、 国際シンポジウム「認知・記憶の脳内機構:
ニューロンから行動まで」が開催され、本年7月にも国際シンポジウム「知覚、 記憶、情
動の脳内機構:神経科学の最前線」が開催されました。
一方外国人留学生は年々増加し、 本年4 月 1 日現在では中国、 韓国、 東南アジア諸国か
ら45名を受け入れており、 外国人客員研究員制度による中堅クラスの外国人研究者の受け
入れも盛んに行われ、また昭和63年に和漢薬研究所に新設された免疫機能制御部門では、
任期 1 年の外国人客員教授を採用して来ました。 本学にはすでに国際交流会館が設置され
ていますが、現在では不足し、増築、 学外協力を含む居住施設の確保が急務となっていま
す。
国際協力事業団(J 1 C A) の計画による、サンパウロ州立のカンビーナス大学におけ
る「消化器病センター」のプロジェクトは本年すでに 5年目を迎え、 琉球大学病理部の協
力も得て、 チームリーダー、消化器内科医、外科医、 病理関係者が交替で常駐し、 一方カ
ウンターパートとしてカンビーナス大学より研修医が来学し、 内視鏡を主体とする消化器
病の診断、 治療の技術移転を行って来ました。 同センターの技術レベルは飛躍的に向上
し、 ブラジル国内のみでなく、南米諸国からも消化器病医師が同センターでの研修に参加
し、南米随一の消化器病センターとして成長しつつある現状です。
地域社会に対してはリフレッシュ教育、公開講座等を通じて企業研究者、県民を対象に
した生涯教育の機会を提供し、 各部局教官が積極的に協力しています。 学会関係も地方会
のみでなく、 全国学会の開催も次第に増え(第6章参照)、 県内の医療レベルの向上、 医
学・薬学教育にも積極的に貢献して来ています。
この10年間の本学の概要を述べて来ました。 顧みますと創設以来20年間の本学の発展の
ためには文部省はじめ中央諸官庁、 富山県、富山市、 県内各市町村、 富山医科薬科大学協
力会、県・市医師会、 関連教育病院、 富山県善意銀行、 富山県しらゆり会、医学部・薬学
部同窓会、医学部後援会、その他多くの関係団体および各位の御支援と御協力をいただ、い
て来ました。 こ こにあらためて深甚の謝意を表します。
また創設時代に多くの御苦労を担われ、 本学の基盤を作られた初代の故平松博学長、 小
林牧病院長、 山崎高雁副学長、 およびその後の本学の発展に多大の御貢献をいただいた
佐々埜元学長、山崎高臆前学長、 熊谷朗前病院長、 小津光元副学長、増田克忠元副学長、
田辺正英前副学長、ならびに教職員の先輩諸兄姉に衷心より感謝致す次第です。
いま大学および医療は大きな変革期に差しかかっており、 点検・評価を通じて、中・長
期的展望の構築が要望されています。 この点については別項の「点検評価と将来の展望」
でも触れますが、上述の看護学科の新設に伴い、 本学は医・薬・看の医療の三本柱を基盤
とする教育・研究・医療機関の中核的存在として新しい使命と展望を担う事は明白であり
ます。 開学20周年を契機に、「本学の真価が問われるのは、 まさに これからである」との
共通の認識を新たにして、 関係各位の御期待に沿うべく、全学の教職員共々一層の努力を
重ねて参る所存です。 皆様方の今後とも変わらない御支援、 御協力と御鞭捷を賜りますよ
うお願い申し上げます。
おわりに、 本記念誌の編集にあたり、御執筆いただいた各位、 小泉保編集委員長、 本田
昂前編集委員長ならびに編集委員の方々の御協力、 御尽力に深謝いたします。
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3 
開学二十周
年に当たって
副学長 中 西 頴 央
富山県民の大きな期待の中に昭和50年10月開学した本学は、 この10月に20周年を迎える
ことになりました。 私は本学発足 2 年自に医学部薬理学教授として着任しましたが、 この
20年間の本学の目覚ましい発展・充実の軌跡を驚きと感謝の念をもって思い起 こしており
ますとともに、月日の流れの速いのを実感しております。
本学開学の目的は、医学および薬学を総合した特色ある教育および研究の機関として 、
高度の知識を授ザるとともに、時代の要請と地域社会の要望に こたえうる有為な人材を育
成し、あわせて、医学、薬学の進展と社会の福祉に貢献する ことにあると謡われて いま
す。 歴代の学長と教職員が この創設の目的に沿って 尽力され、それに、富山県をはじめと
する地方団体関係各位の御援助が加わって今日の本学の隆盛に至ったものと思われ、心よ
り感謝申し上げます。
本学の発展経過の詳細は、本誌の他の部に記されて いると思われます。 最近の喜ばしい
出来事の一つは、平成5年4 月、医学部に看護学科が併設された ことであります。 看護学
科は、幅広い教養と知識を身につけた資質の高い看護専門職の育成と国際社会において十
分に活躍しうる高度の専門的知識を身につけた人材の育成を目指して います。 いま一つ
は、本年4 月に遺伝子実験施設が開設された ことであります。 本施設は学外研究機関とも
協力して 、既存遺伝子資源の収集・開発、新遺伝子資源の単離・保存・供給、さらには、
遺伝子治療および遺伝子疾患の調査などを行う ことになって います。
現在、本学が当面している重要課題は大学改革であります。 平成3年7月大学設置基準
が改正され、設置基準の大綱化・簡素化が図られました。 これにより各大学は、それぞれ
自主的な努力によって教育・研究の個性化と高度化、管理運営組織の活性化を図る ことが
可能となりましたが、同時に、各大学には自己点検・評価が義務づけられました。 いま、
大学には多様化、個性化、高度化および国際化への対応が強く求められており、大学は こ
れらを実現すべく努力する社会的な責任を負って います。 これを受けて本学は、平成4年
に教育活動、研究活動および管理運営について 点検・評価を行い、 「大学改革への序章、
4 
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富山医科薬科大学の点検・評価1992 Jを発刊しました。
教育改革においては、専門教育の立場から専門教育と教養教育の区別と関連性を明確に
しつつ、教養教育と専門教育とを有機的に連繋させた体系的な新一貫教育カリキュラムを
編成し、改革カリキュラムを有効に実施するための教員組織の改組を検討中であります
(評議会に教員組織検討特別委員会を設けて 検討中、委員長は学長)。
大学は研究活動の活性化を図るべく、さまざまな視点から検討を重ねて 、高度な研究レ
ベルを保持で、きる環境を整えなくてはなりません。 教育研究組織の改革においては、大学
院問題が最重要課題となって います。 大学審議会は平成3年 5 月に大学院の整備充実を、
同年11月に大学院の量的整備を答申しており、大学院の質・量両面にわたる飛躍的充実が
図られる方向に進んでいます。 本学においても、大学院の充実と強化を図るための大学院
制度の改革の一環として、大学院により重点、を置いた機構案(大学院重点、大学構想) の策
定を目指して います。 また、本学の規模に見合った大学院独立研究科設置計画案も検討中
であります。
現在、わが国の大学が置かれて いる環境はきわめて厳しいものがありますが、教職員の
絶えざる努力により、20周年を一つの節目として本学がますます発展して いく ことを祈念
いたしております。
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副学長・附属病院長 片 山 喬
正直なと ころ、月日の経つのは早いものだというのが実感である。 自分の年をとった こ
とも忘れ、私が着任した昭和54年頃の大学や病院創設期の ことが思い出される。 私自身は
創設期の最も困難だ、った時期には未だ赴任しておらず、多くの諸先輩の御苦労を見、かつ
聞いているのみであるが、開学20周年に当たり、 こうした創設期に御苦労頂いた諸先輩に
深く敬意を捧げたいと思う。
20周年がよいか、25周年がよいか若干の議論もあったと ころであるが、 こうした節目に
過去を振りかえって点検し、 これから将来への道を考えて行く ことは決して無駄で、はな
い。 この20周年記念行事が単なるお祭りに終わらないためにも、われわれ一人一人が考
え、その成果を実践に移して行く ことが大切であろう。
本学では10周年にも記念行事が行われている。 しかし、その後の10年という長いようで
短い時期に大学を取巻く環境や内部の状況がかなり様変わりした ことは驚く程である。 私
などの知っている範囲からみても、戦後10年の激しい価値観の変化には及ばぬとしても、
バイオテクノロジーの巨大な発展、わが国の少子化、高齢化社会の到来、国際社会環境の
変化、冷戦からの脱皮、わが国の政治・経済状況の変化など多くの要因による変化は目を
みはるものがある。 このうちのいくつかは予測されていたものとは言え、その進行の早さ
には驚かされる。
従来、大学は こうした社会の変化に必ずしも敏感である必要はなく、大学は真理の探究
を目指していれば良いとの考えもあった。 しかし、現在の大学は社会に聞かれたものでな
くてはならず、社会のニーズに十分応え得、また社会からの批判にも応え得なくてはなら
ないもので、大学内だけで通用する常識は過去のものである。 したがって、医学・薬学・
看護学という実際の医療ニーズ、に役立つ ことが社会から要請されている部門を預かるわが
大学としては、特に こうした社会の変化に対応し、まず、第ーに こうした社会のニーズに
応え得る卒業生を世に送り出す ことが求められていると考えられる。
伝統のある古い大学に比し、 これから実績を積み重ね、良き伝統を作り出して行 こうと
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するわれわれの大学が多くの大学の中で頑張って いくには、より多くの努力が必要とな
る。 しかし、本学は研究面では多くの研究者の努力が実り、優れた成果を生み出して いる
が、更に発展を遂げるには大学院の改組などにみられるような新しい構想が必要でFあり、
こうした発展には、全学の叡知が結集されなければならない。
最後に私の担当している附属病院の診療と臨床研究について言えば、 この20年間の動き
は 「附属病院20年の歩み」の中で記したので省略するが、富山県という地域における国立
大学附属病院が知何にあるべきかという課題を こ こでじっくり検討する ことが必要であ
る。 病院業務には日夜を分かたず種々の問題が発生する。 阪神・淡路大震災の時の大病院
の対応に学び、災害時の備えの重要さは常に忘れる ことの出来ないものとして 心にとどめ
る必要がある。 しかし、のど元すぎれば熱さを忘れるの ことわざにもあるとおり、大震災
後数カ月を経た現在、すでに大震災直後の衝撃を忘れがちになっている。 この機会に如何
なる災害にも耐え得る病院作りと近隣地への救護態勢を確立しておく ことが必要と考えら
れる。 また特定機能病院として は現在の最先端技術を駆使して、他所では出来ない特色あ
る医療を行う ことに努めるとともに、看護力の充実や患者サービスの強化を目指す必要が
ある。 幸い本学では、薬剤部、看護部、その他各分野の技官などに真面目で優れた人材を
有しており、質的には問題はないが、数的には制約もあり、 こうした ことも十分考慮しな
がら将来への発展を考えて 行く必要がある。
ただ医療を取巻く情勢は厚生福祉予算が頭打ち状況にあり、医療費の伸びも期待 出来
ず、そうした中で初めにも述べた老齢化社会の福祉と医療をやり遂げていかなくて はなら
ないが、大学病院はその先頭に立って 社会のニーズに応えて ゆく ことが要請されて いるも
のと認識して いる。
21世紀に向けて 新しい大学を確立して 行く ことが今求められて いる。 本学が医療を中心
とした大学として特色ある発展を遂げる ことを切に望んでやまない。
開学二十周
年
記念式典

式 辞
富山医科薬科大学長 佐 々 木 博
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菊花香る本日、めでたく富山医科薬科大学開学20周年記念式典を挙行する運びとなりまし
た ことは、本学の創設に御尽力いただいた文部省はじめ中央諸官庁、県内外の関係機関およ
び諸国体、諸大学の御支援、ならびに創設期に多大の御苦労を担われ、本学の基礎を作られ
た教職員先輩諸兄姉の御協力によるものと、教職員、学生一同、衷心より感謝の意を捧げる
次第であります。
御承知の様に、本学は新設医科大学中、唯一の医科薬科大学として設立され、医・薬の統
合、東西医学の融合を建学の理念として、教育・研究・診療に従事して参りました。 この間
薬学部、和漢薬研究所は設立以来それぞれ通算100年および30年の歴史を刻んで来ました。
また本学開学以来、医学部は約1，350名、薬学部は約1，500名の学生が卒業し、大学院では
491名に修士(薬学)、356名に博士(医学)、162名に博士(薬学) の学位を授与し、そのう
ち留学生については、学部および大学院の学位取得者は86名の多数に及んで居ります。 これ
らの卒業生、学位取得者はすでに中堅的な研究者、医師、薬剤師等として、学内外各界にお
いて、また留学生は帰国後母国において活躍して居ります。
この20年間において施設、設備および組織も充実し、医学部、和漢薬研究所における講座
増、薬学部での大講座制への改組、また附属病院においては、中央診療施設の増設が相次い
でなされて来ました。 ちなみに本年度の新規組織として、遺伝子実験施設、医療情報部が発
足し、ハード、 ソフト両面での機能が飛躍的に充実されつつあります。
また国際交流の点では、藩陽蔚科大学、中日友好医院、中国中医研究所と協定関係を締結
するとともに、国際協力事業団のプロジェクトによる、 ブラジル、サンパウロ州立カンビー
ナス大学の 「消化器病センター」の技術援助に積極的に関与して来ました。 一方近年、全国
学会、国際シンポジウムも毎年の様に主催する様になり、昨年7月には特定機能病院の認可
を受け、またリカレント教育、公開講座等を通じて地域社会の要望に応えるべく努力して参
りました。
さらに平成5年度には、新設医科大学として初めて看護学科が新設され、平成 9 年度の看
護学研究科、修士課程の設置に向けて、医学部全教官の協力のもとに鋭意努力を重ねている
次第であります。 将来、修士課程修了者は、専門看護職の資格を取得後には、医師の有力な
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ノfートナーとして医療現場に参入し、高度医療の一端を担う ことが期待されます。
20年間の本学の発展の歴史と現況の概要を述べて参りましたが、医・薬を基盤として発足
した本学に、先程述べました看護学科が加わり、また薬学部では医療薬学が重視され、6カ
月の臨床実習を含む薬学6年教育が現在検討されていると ころであります。 すなわち、本学
は医・薬・看の医療の三本柱を基盤とする教育・研究・医療機関の中核的存在として、新し
い使命と展望を担う ことになります。
近年大学の果たすべき役割と、超高齢化社会を迎える医療は大きく変貌しつつあります。
御案内のように、平成 3 年7月の大学設置基準の改正に伴い、その大綱化、制度の弾力化が
図られ、本学においても自己点検・評価を継続的に行い、一方聞かれた大学として、活発な
国際交流、地域社会への貢献に一層の尽力が必要な事を痛感しております。
戦後50年の節目を迎え、我が国は政治・経済の変革を迫られ、 また国際的な役割も大きく
変化しつつあります。 この様な状況に対応して21世紀へ向けて日本が「科学・技術立国」と
して蘇生するために、大学の果たすべき役割は益々重視されております。 開学20周年を契機
に、「知性のメッカ」としての大学の基盤を再認識しつつ、「世界人」として活躍し得る医療
人を育成し、生命科学の基礎的研究の発展に寄与する ことを本学の今後の使命と考え、皆様
方のご期待に沿うべく、教職員、学生一同一層の努力を重ねる所存であります。 今後とも皆
様方の御指導と御鞭捷をお願い申し上げて式辞と致します。
平成7 年10月13日
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祝 辞
文部大臣 島 村 宜 伸
富山医科薬科大学開学20周年記念式典が挙行されるに当たり、一言お祝いの言葉を申し上
げます。
本学は、西洋の近代医学と、和漢薬を中心とした東洋の伝統医学とを融合し、医学と薬学
の一体的な教育、研究および診療を推進するという構想のもとに昭和50年に設置され、以
来、平成5年4月には医学部に看護学科を設置するなど、大学の整備充実に努められ、本年
めでたく20周年を迎えられました。
この問、多くの有為な人材を輩出し、わが国の医学・医療の進展に大きく寄与するととも
に、地域医療の充実にも貢献して こられました。
これまで、本学の発展に尽力された歴代の学長、副学長並びに教職員各位のたゆみない御
努力に敬意を表しますとともに、地元富山県を初めとする関係各位の御支援に対し、厚く御
礼を申し上げます。
今日、学術研究の急速な進歩、高齢化社会の進展、疾病構造の変化、医療に対する国民の
要望の変化などに伴い、 以前にも増して人間性豊かな医療人を養成するための教育の改善、
充実を図る ことが課題となっております。
本学では、去る10月11日・12日の両日にわたり、第4回国際伝統医薬シンポジウムおよび
第 5回日中和漢薬シンポジウムを開催するなど、医薬総合の特色ある大学として、世界を展
望した国際性豊かな教育研究に多大の成果を挙げておられると承知しております。
学長はじめ教職員各位におかれましては、本日の開学20周年記念式典を新たな出発点とし
て、本学に寄せられる各界からの大きな期待に応えるため、更に研績を積まれ、本学が教育
研究の最高学府として、今後ますます発展されます ことを祈念いたしまして、お祝いの言葉
といたします。
平成7年10月13日
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祝 辞
富山大学長 小 黒 千 足
富山医科薬科大学が創立20周年をお迎えになる ことを心からお慶び、申し上げます。 顧みま
すと、国の医学の振興、医事担当者の養成を主たる目的とする、新構想医科大学設置の一環
として、昭和50年に富山医科薬科大学が設置されました。 その際、医学部と薬学部の 2学部
構成を採られましたが、 これは、 当時次々と設立されていた、他の医科大学とは異なる体制
でございました。 もちろん、 この方式が、医学と薬学が分離して いる機構に勝る ことは言う
までもございせん。
その後、研究面でも人材養成の面でも、大きな実績を上げて こられました。 大学設立後20
年、初代の卒業生を送り出されて から十数年で、他大学の教授を勤める卒業生の方がおられ
るとお聞きいたしました。 これは一つの事例でございますが、富山医科薬科大学が大変立派
な人材を世に送り出して いる ことを如実に物語るものと存じます。
爾来、機構や施設の面でも大きく発展されました。 講座の増設はもとより、大学院の設
置、各種センター・施設の新設など、その充実は目をみはるものがございます。 さらに、和
漢薬研究所の設立も特筆に値するものでございました。
また、近年、医学部に看護学科を設置されました。 この学科設立も、時代のニーズに応
え、さらに狭き門を通って 行われたもので、高く評価されるものと存じます。
以上申し上げた事柄は、御発展の一部でございますが、その過程で、佐々木現学長を初
め、歴代の学長、部局長、ならびに教官、事務官が払われた御努力は、想像を絶するものが
あったと拝察し、深く敬意を表するものでございます。
さて、近年大学を取り巻く社会環境が変わり、大学もまた、様々な対応を迫られて おりま
す。 その中で挙げられる重要なキーワードの一つに、多様化がございます。 個々の大学が個
性をもち、特色を打ち出す ことが要求され、また、それが望ましい ことは言をまちません。
そ こに思い至るとき、富山医科薬科大学は、まさに時代を先取りして きたと申せましょ
う。 すなわち、先にも触れましたが、医学部と薬学部の併設、和漢薬研究所や和漢診療部な
ど、他に例を見なかった、そして、現在でも全国的に稀な特色をもっ大学のーっと存じま
す。
大学の創設後20年を経て、と申し上げるより、むしろ20年にして この実績を上げられた こ
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とに、心から敬意を表するとともに、将来に向かつて、さらに大きく発展される ことを祈念
して、お祝いの言葉といたします。
平成7 年10月13日
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祝 辞
富山県知事 中 沖 丘包主主
秋も深まり、立山連峰の初雪が美しく輝く季節となりましたが、本日、多くのご来賓の皆
様方を迎えられ、富山医科薬科大学関学20周年記念式典が このように盛大に挙行されます こ
とは、誠に喜ばしい限りであり心からお祝いを申し上げます。
ご案内のとおり、富山医科薬科大学は長年にわたり医学教育機関の設置を望む県民の強い
要望が実り、昭和50年10月に医学と薬学が一体化された大学として開学されたと ころであり
ます。 この問、医学部、薬学部合わせて 2，8 00名を超える卒業生が、医師あるいは薬剤師と
してそれぞれの分野で活躍しておられます。
また、看護職員の重要性が著しく増大している中で、平成5年4 月には健康・福祉社会で
活躍できる人材の養成・確保を図るため、医学部に看護学科が設置されたと ころであり、本
県の保健医療の向上に大いに資するものと期待して いると ころであります。
これもひとえに歴代の学長さんをはじめとする教職員の皆様方、そして 多くの関係の皆様
方の並々ならぬご尽力の賜であり、 こ こに深く敬意を表しますとともに心から感謝申し上げ
る次第であります。
ご承知のとおり、近年の急激な人口の高齢化、慢性疾患の増加などによる疾病構造の変
化、より豊かな生活を求める県民ニーズの多様化など、保健医療に対するニーズはますます
増大しかっ高度化・多様化しております。
こうした中、富山医科薬科大学は西洋近代医学と和漢薬を中心とした東洋医学とを融合さ
せ、医・薬一体化を目指した特色ある大学として本県の地域保健医療の向上に大いに貢献さ
れております。
富山県といたしまして は、21世紀に向け「日本一の健康県」を目指して 、112万県民の誰
もが心身ともに健康で不安のない明るい生活を送る ことができる健康・福祉社会の実現に最
善の努力をしてまいる所存であります。
富山医科薬科大学におかれまして も、開学20周年を機に今後ともその建学の理念を堅持さ
れ、医学、薬学の一層の発展と地域医療の向上にご尽力いただきますようお願い申し上げま
す。
終わりに、富山医科薬科大学の限りない発展を心から祈念いたしますとともに、本日、ご
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臨席の皆様方のますますのご健勝、ご活躍そして一層のご多幸をお祈り申し上げましてお祝
いの言葉といたします。
平成7 年10月13日
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祝 辞
富山県医師会長 出 口 夫国
この杉谷の丘にも秋の気配が色濃く感じられる今日、富山医科薬科大学が開学20周年の記
念すべき日をお迎えになり心からお慶び、申し上げますとともに富山県医師会を代表して一言
ご挨拶を申し上げます。
21世紀を間近にした今日、人口の高齢化、疾病構造の変化、医学・医術の高度化にともな
い国民の医療に対するニーズの高まりや多様化など医療を取り巻く環境は著しく変化してお
り これに対応した取り組みが強く求められております。
なかでも最近におけるわが国の高齢化は、他に類を見ない速さで進んでおり、 これに伴い
医療需要の増大と多様化、更には質の高度化など、地域住民の医療に対する要望は今後ます
ます増大するものと考えられます。
こうした中で、貴学におかれては、昭和50年の開学以来医学薬学の研究教育機関として着
実に内部諸機関の充実に努力されてきました。
特に、開学と同時に和漢薬診療部を設置するなど、東西医学融合・発展というユニークか
っ特色ある理念のもと質の高い教育・研究が行われ、本県の保健医療の中核として、また先
端的医療の場として大きく寄与されていると ころであります。 更に、近年医療を支える優秀
な看護職員の養成・確保が極めて重要な課題となってきていると ころ、一昨年4 月には、医
学部看護学科を設置されるなど今日大きく発展を遂げておられます ことは、ひとえに歴代の
学長さんをはじめ関係の皆様方の格段のご努力の賜物と深く敬意を表する次第であります。
現在、医療は大きな転換期にきております。 医療全体が患者を中心に移行し、医療機関の
機能分化が明確化され、病院・診療所の連携が強く求められていると ころであり、介護の問
題などとりわけ患者の心身の状況に応じた良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確
保が重要な課題となっております。
この記念すべき開学20周年を契機に、貴学が質の高い教育・研究を行われ、本県の保健医
療の中核としてより高度な特殊医療、先端技術を必要とする医療など県民の期待に応えるた
め鋭意拡充整備を図られ、更には医療システム化の促進とともに研修登録医の受付入れをは
じめ地域における病院・診療所との密接な連携を積極的に推進され教育機関としての使命を
踏まえ、その先端的医療の場としてますます充実発展され、地域医療の拠点として一層のご
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尽力をいただきますよう心からお願い申し上げます。
終わりになりましたが、 富山医科薬科大学のご発展と学長先生を始め本日ご臨席の皆様方
のますますのご健勝ご活躍を祈念いたしましてお祝いの ことばといたします。
平成7 年10月13日
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祝 辞
富山県薬剤師会長 石 坂 久 夫
本日、 こ こに富山医科薬科大学が開学20周年を迎えられた ことに、心よりお慶び、申し上げ
ます。
また、 この記念すべき式典にお招きいただきまして、 同窓の一人として誠に光栄に存じま
す。
富山医科薬科大学は、 新設医科大学のうち唯一の医科薬科大学として設置され、 医学部、
薬学部、 和漢薬研究所、 附属病院があり、 さらに平成5年には、医学部に看護学科が設置さ
れました。 また、 独自の理念として教育・研究の両面にわたり医学と薬学の一体的な協力体
制の推進を唱え、さらに西洋医学と東洋医学の融合を図り、 これを研究・教育・医療に生か
そうと建学の精神を掲げられ、 着々とその成果を挙げて、 各方面から高い評価を受けておら
れる ことに深く敬意を表するとともに、 ご同慶に堪えないと ころであります。 思えば、 貴学
薬学部の前身でもある富山県立薬学専門学校は、 明治43年に全国で初めて独立した公立の薬
剤師教育の最高学府として創設され、平成4 年に創立100年を迎えられました。 大正11年 4
月に至って日本で初めて唯一の官立の富山薬学専門学校が発足しました。 その当時、 大学は
東京帝国大学医学部に薬学科があるのみでした。 学校敷地86，000m'、薬草園35，000m'の施設
で、 東洋一を誇る広大な薬学専門の殿堂が誕生し、 教授・学生共に全国から集い「薬都富
山」の名を上げました。 その後、 富山大学薬学部、 さらに新進気鋭の医学部とのユニークな
組み合わせの貴学薬学部と、本年に至るまで82固にわたって7千有余名の薬剤師を世に送っ
ておられます。
近年、大学の果たすべき役割と超高齢化社会を迎える医療は大きく変貌しつつあります。
それに対応する医療人の育成と厚生省が積極的に推進する医薬分業に対応できる医療人とし
ての医療薬学に対応するため薬剤師教育は6年制になる ことがほぼ決定しております。 貴大
学の20年の聞に、 医と薬の融合に相応しい卒業生は、 医師、 薬剤師、 研究者として圏内のみ
に留まらず幅広くグローパルに活躍しておられます。 また、 病院は、薬の安全性ならびに有
効な治療効果の確保に努められて病院機能の向上に多大の貢献をされ、公立病院として初め
て和漢診療を行う等、日本の医療の最先端の病院となっております。
今日、医療をめぐる情勢は、在宅介護も含めて、高齢者介護システムの確立、医薬品の適
19 
正使用を含めて社会保障体制の再構築が論議されております。 この社会構造の変化は、私達
薬剤師の業務内容にも影響を及ぽし、新しい社会への対応のために国民的要請として、
ファーマシューテイカルケアに基づき、薬剤師の病棟業務への進 出、薬の分野でのイン
ブオームドコンセントを基本とされる医師の良きパートナーとしての服薬指導など、クリニ
カルファーマシーの重要性が貴大学から全国に先鞭をつけられました。 また、院外処方筆を
発行され、かかりつけ薬局での薬歴管理と処方筆調剤技術の充実が求められていると ころで
あります。
このため、富山県薬剤師会は今後とも貴大学の高度な医療グループとの意思の疎通を図っ
て、ともに協力し合って研績に努め、患者の社会復帰を促し、健やかで安らぎのある生活を
送る社会を創造する一翼を担って行きたいと思っております。
最後に本日の式典が、 富山医科薬科大学の歴史に輝ける日となりますようにお祈りいたし
ますとともに、貴大学のますますのご発展を心から祈念申し上げましてお祝いの言葉とさせ
ていただきます。
これを機にさらに一層のご活躍をお祈り申し上げます。
平成 7 年10月13日
m 
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記 念 講 演
細胞内情報伝達の仕組み
その伝承と展望一
神戸大学長 西塚 泰美
1 はじめに
本日、貴学が開学20周年を迎えられたことを
お祝い申し上げます。 お祝いの会でもございま
すので、なるべく難しい話を省き談論風発にな
るでしょうが、気楽にお話しさせていただきま
す。
演題で その伝承と展望ーといたしましたの
は、私も歳をとりましたせいか、しだいに歴史
に興味をもつようになり、それから学問には、
一つのステップがあって次のステップがあると
いうことをしみじみ思うようになりました。 そ
こで、今日のような演題をつけさせていただき
ました。 今日は、少し歴史的な背景を踏まえて
お話しさせていただきます。
近頃、細胞内情報伝達あるいはシグPナルトラ
ンスダクションは流行語になってまいりまし
た。
人の体は50兆(100兆という人もある) とい
う膨大な数の細胞で出来ています。 種類は500
種類位に上ります。 これらの細胞が実に見事な
連携プレーを行いながら人体を機能させていま
すが、この連携プレーがうまく働かないときに
記憶障害が起きたり、また、一つの細胞が仲間
から外れて暴れ回ったりするとガンが発生した
りします。 これら連携プレーには、 ホルモンと
か神経伝達物質などがいわば潤滑油として働い
ていることが、昔から知られていました。 これ
がどのような仕組みになっているかは、古くか
ら医学者、生理学者の興味の対象でしたが、こ
の解明に対しては、半世紀以上にわたり、欧・
米に大きい二つの流れがありました。
2 アメリカにおける研究の流れ
(1) コリー夫妻
一つの流れは、アメリカの研究です。 これは
今から60年ほど前にセントルイスで始まりまし
た。 ホルモンというのは、ある特定の細胞から
分泌される化学物質です。 これは、血流を通し
て標的の細胞に到達し、その細胞の機能を支配
する作用を持っております。 神経伝達物質は、
神経細胞から出る化学物質です。 脳の細胞は体
内に非常に長い突起を出しており、この先端か
ら瞬間的にこの化学物質を出して筋肉などの機
能をコントロールしております。
ところで、チェコスロパキア生まれのカール・
コリーとその奥さんのガーティー ・ コリーの二
人はオーストリアの大学を卒業し、勉強中でし
たが、たまたまそのとき第一次大戦が勃発、ユ
ダヤ人への迫害を逃れてアメリカに渡りまし
た。 当初ノfツブアローの大学におられたが、10
年ほど経った1931年、セントルイスに新しい大
学が出来ることになり、そこで医学部の創設に
携わったのです。 二人の興味は血液中のブドウ
糖のレベルの調節の仕組みでした。 例えば、寒
いところへ突然出ると、エネルギーが沢山必要
になる。 そのようなとき、副腎からアドレナリ
ンが分泌され、それが肝臓に働きかけ、そこに
貯蔵されている燃料に相当するグリコーゲンを
分解し、その構成成分であるブドウ糖を速やか
に血液中に送り出して、全身のエネルギー源と
して供給します。 この仕組み、こうしたブドウ
糖の供給、つまりアドレナリンがどのようにし
てその作用を発揮するのかは、医学上大変重要
であるので、コリー夫妻はこの研究をしていま
した。 ついでながら、アドレナリンと逆の働き
をするのが、インシュリンです。 このインシュ
リンがうまく働かないと、糖尿病になります。
このときコリー夫妻は、欧州からシェーブアー
という先生を呼び、 3人共同で大学創設の仕事
の傍ら、こうした研究を始めました。 それが今
から60年ほど前になります。
今では、この仕組みは解明されております
が、コロンプスの卵のようなものです。 グリ
コーゲンは肝臓中に貯えられていますが、アド
レナリンがそこへやって来ると、グリコーゲン
が分解します。 この分解は触媒であるところの
ある酵素の働きによってなされます。 コリー夫
妻は、この酵素を組織から初めて分離しまし
た。 しかしアドレナリンが来ないのにグリコー
ゲンが分解するようなことがあると困る。 グリ
コーゲンは、必要なときにだけ分解されるよう
でなければなりません。 今から考えると当たり
前のことですが、生物学の面白みは、当たり前
のことがなかなか判らないところにあります。
この酵素は、普通は不活性型に存在していて、
アドレナリンが来ると一挙に活性型に転換する
のです。 瞬間的な働きですから、アドレナリン
が来てからこの酵素を作っていたのでは間に合
わないわけです。 ですからこの酵素は不活性型
でもともと存在していたのです。 アドレナリン
が来ると、たちまち活性型に変化する。 アドレ
ナリンが来なくなると、また不活性型に逆戻り
する。 要するに、非常に簡単に不活性型と活性
型の二つの聞を行ったり来たりする。 これが現
在の明らかになっている仕組みですが、当時は
これが判らなかったのです。
(2) クレーブスとフィッシャー
1943年にコリー夫妻は、この活性型の酵素を
発見され、その発見によって1947年のノーベル
医学賞を受けられました。 当時この酵素には、
どうも活性型と不活性型の二つがあるのではな
いかという見当はついていたのです。 昨年ノー
ベル賞を受けられたクレーブス、 フィッシャー
の両先生は、この活性型と不活性型との相互転
換の機構を発見されたことで受賞されたのです
が、それは何と40年前の研究です。 その当時の
問題としては、肝臓にアドレナリンがやって来
る。 アドレナリンは肝臓の細胞の中には入らな
い。 しかし細胞の中では酵素が活性型に変化す
る。 それはどういう仕組みかという疑問が浮か
びます。 またその当時は、活性型と非活性型の
本体は判っていなかった。 同じ現象を見ていて
も、研究者によって視点が違ってくるのは当然
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です。
師匠はこの活性型の酵素の発見でノーベル医
学賞を受けられた。 その弟子にあたるクレーブ
ス先生は、今年75歳ですが、後者の疑問、すな
わち活性型と不活性型の仕組みがどうなってい
るのかという点に疑問を持たれた。 間もなく、
先生は、セントルイスからシアトルのワシント
ン大学に移り、この研究を続げられたのです。
しかし判らない。 そこで先生はジュネープ大学
のブイツシャー先生を招き、以来二人はこの活
性型、不活性型の仕組みをず、っと追い続けられ
た。 そして当初から10余年後の1955年に、たっ
た一つの燐酸基が結合したり離れたりするだけ
で、酵素が活性型になったり、不活性型になる
ことを発見された。 考えてみると非常に簡単な
ことですが、要するに40年前にその仕組みが、
二人の先生によって発見されました。
最近は学問の進歩は速いといわれますが、実
はそうではなくて、大体どんな領域でも、意味
のある発見は10年に一度位と思います。 最初の
意味のある発見(研究) というのは、たいてい
奇想天外で、評価されない。 その意味が理解さ
れてくると流行になる。 流行が悪いとは言いま
せんが、問題はその流行の中から次の展開の
きっかけを作る研究者が必要だということで
す。
(3)サザーランド
一方で、同じコリー門下のサザーラ ンド博士
は、別の疑問を持ったのです。 前にも述べまし
たように、アドレナリンは肝臓の細胞の中に入
らない。 では一体、どういう仕組みで酵素活性
の変化が起こるのかという疑問です。 同じ門下
で同じテーマで研究をしている人たちが、違っ
た興味を持っていたのです。 その後サザーラ ン
ドは、ウエスターン ・ リザーブ大学に移って、
その疑問を持ち続け、10年ほどしてある現象を
突き止めたのです。 アドレナリンは肝臓の細胞
の中には入らない。 しかし、アドレナリンが作
用することによって、肝臓の中で非常に簡単な
別の物質が生まれる。 この物質がアドレナリン
に取って代わって、肝臓の細胞の中で先ほどの
酵素に燐酸をくっつけたり離したりする、とい
2 開学二十周年記念式典
う奇想天外なことを言い出したのです。 奇想天
外なことが単なる空想ですとそれは科学にはな
らないが、 たった一つの証拠でもよい、 ある証
拠をもって大胆に仮説を出すのなら これが
日本人の大変弱いところですが一一よいわけで
す。 とにかし この説は奇想天外だから、 最初
は誰も注目しなかったようです。 しかし事実を
見ている者の説は、 必ず誰かが追試して、 その
説を広めてくれる。 それが科学の良いところで
す。 やがて多くの人、 その大半はアメリカ人で
したが、 彼の説を追試して広めて行った。 しか
し、 こんな単純な物質が、 どのような仕組みで
千差万別のいろいろなホルモンの仕事をするの
かが、 どうしても問題になりました。 そして、
それを解明したのが、 またしても先にも述べた
クレーブス先生でした。
サザーランド博士もまた、 この発見で1971年
のノーベル医学賞を受けられました。 その説に
よると、 ホルモンは細胞の中に入らないが、 細
胞は外側にいろいろな沢山のアンテナを張り巡
らせている。 そしてこのアンテナに電波である
ホルモンの刺激が来ると、 細胞の中で先ほど申
しました非常に簡単な物質であるサイクリック
AMPが出来る。 この物質がホルモンの働きを
する。 すなわち、 このサイクリックAMPとい
う物質の働きによって、 酵素が速やかに燐酸基
を結合し、 活性型となって、 グリコーゲンを分
解するというアドレナリンの作用の仕組みが解
明されたのです。 こうして同じ研究の流れから
三度もノーベル賞が生まれました。
3 ヨーロッパにおける研究の流れ
(1) ホーキン夫妻
冒頭にも触れましたように、 もう一つの研究
の流れは、 ヨ←ロッパのそれで、 これも半世紀
以上の歴史があります。 私共の研究もこの流れ
に乗っています。 ところで、 ホルモンの作用に
カルシウム ・イオンが不可欠であることは、 前
世紀から判っていました。 人類は海から上がっ
てきたという極端なことをいう人もいる位です
が、 実は、 血液やリンパ液の中のカルシウム ・
イオンの濃度は、 海水中のイオン濃度と非常に
似ています。 一方、 50兆にも及ぶ細胞中のカル
シウム ・イオン濃度は、 きわめて稀薄で100万
分の 1位です。 この細胞の中にほんの少しでも
カルシウム ・イオンが流れ込むことが、 細胞の
機能を活発にする一番の基本ですが、 このこと
は前世紀からイギリスの科学者達が築いてきた
生理学上の重要な概念です。 ところが先に述べ
たアメリカの研究のストーリーの中では、 どこ
にもカルシウム ・イオンは関与していない。 そ
のことが私にとっては非常に不思議だ、ったので
す。
生体には種々のホノレモンがあり、 サイクリッ
クAMPを介するホルモン(アドレ ナリンな
ど)と介さないホルモン(アセチルコリンな
ど)があり、 後者はカルシウム ・イオンがない
と働かないということが、 ヨーロッパの研究者
の問で知られていました。 ですから、 そこには
何か別の大きな仕組みがあるというのが、 ヨー
ロツパの人たちの考えであり、 私も同じことを
考えていました。
ところで、 この仕組みには細胞の膜が深く関
わっています。 細胞の膜は実は特殊の油の層か
ら出来ておりますが、 この特殊の油は水に溶け
易い頭の部分と、 水に溶けにくい胴体の部分か
ら成り立っています。 ところである種のホルモ
ンが細胞の表面に到達すると、 一部の油の頭が
たちまち切られて、 首なし胴体が細胞の膜に残
るという現象が起こりますが、 この現象を1953
年にホーキン夫妻が初めて観察したのです。
当時この二人は、 学位取得のため、 英国の
シェフィールドの大学で、 アセチルコリンが働
いたときに醇臓から消化液が出る仕組みを研究
していました。 彼らはこの発見で学位を得てイ
ギリスで就職しようとしたが、 就職先が無くて
カナダに渡り、 モントリオールのマックギル大
学で、 この現象の起こる原因について研究を続
けたのです。 しかしなかなか判らない。
(2) ミッシェル
判るときは意外なところから判るものです
が、 判らないときにはなかなか判らないのが科
学の常のように思います。 しかし理由や原因が
判らずとも、 ホーキン夫妻が発見した現象は、
間違いなく事実でありましたから、 イギリス、
ヨーロッパ、カナダ、オーストラ リアなどの非
常に多くの研究者の注目するところとなり、そ
れぞれのところで研究が伝承されていったので
す。 その結果、アセチルコリンだけではなく、
その他の多くのホルモンについて、同様に油の
首がスッ飛ぶ、という現象の起きることが明らか
になってきました。 しかしその理由は判らない
ままでした。
その時イギリスのミッシェルという人が、万
巻の論文を読んだ、上で次のような説を立てた。
すなわち、細胞膜の外はカルシウム ・ イオン濃
度が高く中は薄い、そして外から、カルシウ
ム ・ イオンが細胞の中に入ることが、細胞の働
きの引き金になるので、油の頭が切れる理由と
して、彼は、細胞膜に穴があいて外からカルシ
ウム ・ イオンが中へ流れ込むのだというので
す。 しかし証拠が無かったため、押し問答にな
りましたが、彼は1975年、仮説としてこれを出
版したのです。 以来、イギリスでは、この仮説
の真偽を巡って大変な議論が沸き上がっており
ました。
(3) ホーソンとドーソン
ところが当時の日本では、このイギリスの論
争に詳しい人は少なしむしろアメリカの研究
成果が流行になっていました。 私はカルシウム
のことが常に念頭にあったものですから、ある
きっかけから、アメリカ流の説とは別に、首な
し胴体が出来ると機能を発揮する酵素(いわゆ
るタンパク質燐酸化酵素C) が細胞の中に沢山
あり、その酵素とカルシウム ・ イオンとの協同
作業によって、細胞は消化液の分泌などいろい
ろな仕事をすることを見出しました。 すなわ
ち、私は次のような仮説を立てたのです。 外か
らホルモンが来る。 油の首がスッ飛ぶ。 胴体は
そのまま細胞膜の中に残る。 それが次の引き金
となって、細胞の中にもともと存在していたあ
る酵素を働かせて細胞の中の機能を調節する。
こういう仮説です。 しかしその段階では、あく
まで仮説に過ぎませんでした。 しかし、私は、
このことを英語で発表しました。 それがノッチ
ンガム大学の ホーソン教授の目に止まり、イギ
リスの学会に呼ばれた。 1981年のことでした。
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そこにはイギリス人だけでなく。 ヨーロツパ各
地からも100人ほどの一流の科学者たちが発表
を聞きに来て、 関心を持ってくれました。 私
は、まだ証拠が弱いのだと言うと、大勢の人が
助言をしてくれました。 油の研究は、イギリス
とオラ ンダが最も進んでいたのです。 その時教
わったことは、ドーソンというケンブリッジ大
学の先生からで、首なし胴体の足を短くしてゆ
くと石鹸の性質を帯びてくるから、細胞の中に
入るかもしれないということでした。 私は化学
の素養がないので自分で合成できない。 そこで
山之内製薬研究所の方に援助を求めて、合成し
て頂きました。 すると予想 通り、それは細胞の
中にもぐり込んで、直接に問題の酵素の活性を
出させ、分泌を起こさせるということが判った
のです。
4 ガン発生の仕組み
(1) 山極勝三郎
人との出会いは大切です。 丁度そのときに、
パリから 1通の手紙が来ました。 それは フラ ン
スの国立ガン研究所からのもので、一夏私の研
究室を訪ねたいというものでした。 承知した旨
の返事をしたら、カスターニャという 年配の フ
ラ ンス人女性がやって来ました。 丁度10年前の
ことです。 彼女の質問は「発ガンの促進物質を
知っているか」ということでした。
ところで、人工的にガンを最初に作ったの
は、日本の山極勝三郎先生です。 先生はドイツ
に留学していて、煙突掃除夫の皐丸表面のしわ
に煤が溜って、職業ガンが発生することを知
り、それをヒントに、東京大学に戻ってから、
兎の耳にコールタールを耳に傷がつくまで塗り
つけて、19日 年ガンを作ることに成功されまし
た。 先生はこの時の気持ちを「癌出来つ、意気
昂然と二歩三歩」という言葉で残されておりま
す。
(2) ベレンプラムとへッカー
しかしこの成果は、当時の日本では受け入れ
られず、研究発表の機会もあまり無かったと聞
いております。 したがって、先生の業績はあま
り知られませんでした。 先生は1915年に研究成
果をドイツの雑誌に発表されたのですが、直ち
主 開学二十周年記念式典
にその結果はロンドンの王立ガン病院のケナウ
ェイによって追試され、 このコーノレタールの中
の成分が何であるかが明らかにされました。 次
いで、 この研究はオックスフォード大学に引き
継がれたのです。 ところで、 コールタールは、
時間とともに乾いてしまうので、 山棋先生は、
コー/レタールを種油に溶かして兎の耳に塗られ
たといいます。 オックスフォード大学では、 い
ろいろな油を試した結果、 亜熱帯植物のクロト
ン(巴豆とも麻風ともいう)の木の実から採っ
たクロトン油を使うと一番効率よし また早く
ガンが出来ることを発見しました。
このf也判ったことは、 この際、 コールタール
から取り出した有効な物質を一度塗っただけで
はガンは出来ず、 またクロトン油だけでもガン
は出来ませんが、 コールタールから取り出した
物質を一度だけ塗って、 そのあとクロトン油を
何回か塗りつけると、 立派なガンが出来ること
が判明したのです。 また山極先生も気づいてお
られたように、 傷がつくまでコールタールを
塗ったこと、 つまり表皮が再生してくる状況を
造ったことがガンの発生を可能にしました。 し
たがって、 ガンの発生には、 最初のきっかけ
と、 それを促進するこつの段階から成り立つこ
とになります。 この非常に大事なガン発生の二
段階説という概念を、 1941年にオックスフォー
ド大学のベレンブラム 博士が提唱されました。
彼はクロトン油の中にガンを促進する物質が含
まれていると考えたのです。 それ以降、 半世紀
にわたり、 クロトン油の中に潜む物質とは何
か、 またガンの促進とは一体何を意味するか、
ということに世界が関心を持ちました。 そして
今から 3 0年ほど前に、 ハイデルベル グのガン研
究所で現在名誉所長をしているへツカーという
人が、 クロトン油の中に潜む曲者の構造を決定
したのです。
(3) カスターニャ
さて、 パリよりやって来た前述のフランス人
女性科学者が教えてくれたガンに関する総説の
中には、 この構造がはっきりと書かれていまし
た。 驚いたことに、 この曲者は、 足の短い首な
し胴体とそっくりの構造を内蔵しているばかり
か、 細胞に微量ふりかけるとホルモンの様々な
作用を再現し、 かつ、 その時にカルシウム を必
要とするというのです。 そこで私は、 ひょっと
したらこの二つの物質は似た作用をするのでは
ないかと思ったのですが、 実は、 それが的中し
ていたのです。 クロトン油の中の曲者は、 元来
は植物の中にあり、 動物に与えても代謝されな
いため、 一度与えると、 いつまでもそこに存在
しています。 ところが首なし胴体の方は、 ホル
モンが来たときにだけ出来て、 ホルモンが来な
いと消えてしまう。 したがって、 そこから判る
ことは、 ガン発生の促進というのは、 本来ホル
モンが来たときにだけ生じて、 来ないと消える
筈のものが、 ホルモンが来ないにもかかわら
ず、 常にホルモンが来た状態になっていること
を意味しています。 これが当たっていたよう
で、 フランスの女性研究者との出合いから、 こ
れを学び取ったといえましょう。
5 ベレッジとの出合い
私はこの事実を更に調べ上げた上で、 論文と
して発表したところ、 イギリスの学士院から話
に来るように、 と誘いが来ました。 英国学士院
の後、 私はケンブリッジ大学に立ち寄りまし
た。 ここは私の大好きな大学でありますが、 大
変な研究の歴史を持っています。 一例を挙げる
と、 キャベンディッシュという小さい物理の研
究室がありますが、 ここだけでノーベル物理学
賞を受けた人がなんと48人もいる。 原子から原
子力の発見まで、 殆どがここで行われていま
す。 この学問環境はまことに羨ましいものがあ
りますが、 この大学でめぐり逢ったベレッジ博
士は、 開口一番「お前は首なし胴体のことばか
りいうが、 首の方はどうなっているのか」と聞
きました。 言われてみるとその通り、 首なし胴
体の方だけで話をしていたようなものでした。
一方ベレッジ博士はというと、 蝿の唾液腺に外
からホルモンを与えると、 唾液が出てくるので
すが、 その実験を用いて、 長い間切れた首の方
の動きを見ていたのです。 ホルモンが来ると瞬
間的に油の首が飛ぶ。 首の方は、 実は燐酸基が
三つ結合しています。 しかしこの首の方の役割
は判らない。 ベレッジ博士は「この物質は多分
カルシウムと関係がある筈だが、外から与えて
も細胞の中へ入らないので証明が出来ない」と
いって、彼は悩んでいました。 私はそのまま日
本に帰りました。
すると半年ほどしたある日、彼から手紙が来
たので読んで驚きました。 彼は自分の考えを証
明するのに、細胞をただ蒸留水に 2、 3 度晒し
ただけでした。 すると、細胞の膜はすけすけに
なって、外から入れたものが中に入ってくるよ
うになります。 そこで切れた首を細胞の中に入
れることが出来る。 私共の関心が向いていな
かった切れた首の方は、こうして細胞の外では
なく、中にあるカルシウムの貯蔵庫に働いて、
そこからカルシウム ・ イオンを出してくること
を証明したのです。 5 分くらいの非常に簡単な
実験でした。 実験自体は憎たらしいくらい簡単
ですが、ここに到る研究の背景を見ると20年、
30年の歴史が存在しています。 彼の見出したこ
とは、切れた首は細胞の中からカルシウムを出
すこと。 われわれが見出したことは、首なし胴
体は膜に留まってある酵素の活性を出すこと。
両方が協調し合って初めて細胞はいろいろな仕
事をすることが明らかになりました。 こうして
ホルモン作用の仕組みの基本が出来たのです。
これらの研究が基礎となり、1980年代には、こ
の成果がいろいろな方向に爆発的に広がりまし
た。 例えば種々の内分泌臓器からいろいろな ホ
ルモンが分泌される場合、また、唾液や先に触
れた醇臓から消化液が分泌される働き、脳の働
き(脳もいろいろな細胞の連携プレーで働いて
いるので、 様々 な神 経 伝 達 物 質 が 働 い て い
る)、リンパ球の増殖、 ガン研究、炎症に関係
するいろいろな白血球の働き、心臓の働きな
ど、サイクリックAMPの関与しない、非常に
多くのホルモンや神経伝達物質の働きに際して
は、この仕組みがその基本骨格になっているこ
とが80年代に解明されてきたのです。 今では、
記憶現象との関わりも有力視されるようになり
ました。
6 先人の業績の継承
ながながと述べて参りましたが、科学の世界
では何らかの発見がある時、それがある日突然
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に生まれるということは絶対にあり得ません。
アメリカにハーバード大学とエール大学が創設
されてから確か350年余。 しかし、彼らが本当
に世界のサイエンスのコミュニティーに入るこ
とが出来たのはそれから200年経った後であり
ます。 パリ大学は、ノートル夕、ムに出来、後に
川沿いのソルボンヌに移りましたが、その教養
部には、ルイ ・ パスツールの銅像が、 ビクトル
・ ユーゴーの像とともに建っております。 パリ
大学は800 年、ハイデlレベルグは600年の歴史を
持っています。 それよりもっと古いのが、イタ
リアです。 ここには、イタリアで、最初に解剖
学を教えたボローニャやパドワ大学の講堂が保
存されています。 1495年のことです。 ここに
は、最初の解剖学の教授から始まる先生方の頭
蓋骨が展示されているのです。 ここで彼らは宗
教の迫害を避けながら勉強をした。 ミケラ ン
ジエロもコベルニクスも、ここで医学を勉強
し、実証の精神を学んだようです。 このよう
に、科学には命を賭けた歴史があり、先人の研
究を受け継ぐヒストリーが科学の根底にありま
す。
7 おわりに
わが国は東洋医学の歴史は古いのですが、い
わゆる西洋医学をオラ ン夕、から最初に学んだの
はよく知られています。 オラ ンダのラ イデン大
学の医学が長崎にきたそうです。 これは、ハー
ノてード大学よりちょっと古いがユトレヒト大学
より少し新しいかと思います。 『蘭学事始』の
本を私の父親が持っていました。 第二版です。
初版は手書きで 2冊しかないそうです。 1 冊は
写しで、 1 冊は焼けてしつまたらしいのです。
明治23年の第1 回医学会総会を記念して出版さ
れたもので、今からたかだか100年しかたって
いません。 私の申し上げたいことは、先ほどか
ら申していますように、学問には流れというも
のがあり、そして、伝承というものがありま
す。 大学には数百年の歴史があり、生命をかけ
た精神の対話があると思います。 一つのステッ
プには必ず前のステップがある。 従って、ワイ
ズベッカーの言葉ですが、「過去の流れあるい
は歴史を知らないものは、結局現在にも盲目で
島、 開学二十周年記念式典
あり、 その時々の流行に取りつくしかない。 ま
してや、 将来の展望はない。 」と強く言ってお
ります。
戦後50年、 そして戦前の50年、 今われわれは
大学のあり方について非常に大きな論議があ
り、 悩みがあります。 本来の学部教育、 歴史を
踏まえた学術の伝承が本 当に必要であろうと
思っています。
本 日は大変雑ぱくな話しになりました。 ま
た、 せん越なことを申しましたがご勘弁願いま
す。 貴学のこの20年の基礎は、 そう簡単に出来
るものではありません。 重ねて、 20周年をお祝
い申し上げますとともに今後のますますのご発
展を祈念いたします。 ご静聴ありがとうござい
ました。
随木目
Jlこρ

富山に住んで
十
三年
元 学 長
佐 々 ユ皮二子
泊
今を去る13年の昔、1982年の 2 月末に私は琉球大学客員教授として 那覇に暮らし、沖縄
のユスリカの研究に熱中して いた。 そのある日、私の研究室の電話機が鳴るので取り上げ
てみたと ころ、“富山医科薬科大学の田辺です" というお名乗りの上、“本学はあなたを学
長に選任したので、ぜひ来てほしい" とのお申し出であった。 これは “寝耳に水" ど ころ
の話ではない。
私は生来の呑気者、風来坊ど ころではない、戦争中を海軍の軍医として九死に一生を得
て以来、運命を風にまかせて 風土病や、それを媒介する虫どもの研究などに従事して 、欧
米などの先進国と、日本の僻地や沢山の熱帯病患者がいる開発途上国などの聞を右往左往
して 医学、自然科学の研究などに没頭して来た人間であるから、富山とはどんな所かも知
らないが、とにかく見に行 こうと決心して、沖縄空港から富山に飛ぶ ことにした。
空港では医科薬科大学の方々に温かい出迎えを受け、車に乗せられて 大学に向かう途
中、神通川を横切ったその時、び、っくりしたのは大量のきれいな水が泊々として日本海に
向かつて流れて いるではないか。 富山の方々にとって は当たり前の ことかもしれないが、
当時ひどい渇水の沖縄に暮らして 、私の泊まって いたホテルの水道では三日に一度くら
い、少しの水がタラタラと出て来る。 もちろん風呂にも入れない、という生活から、 こん
なに沢山のきれいな水に恵まれた里もあるんだな、という感慨であった。 富山ではど こで
も水道の蛇口をひねると、ジャーとおいしい水がいくらでも出て来る。
さて、私は富山医科薬科大学の学長という重職を気軽にお引き受けして 、その年の4月
1 日には東京から自分の車を運転して 富山に向かった。 親不知の険を越えると午後4 時 こ
ろとなり、富山着は夕方となるので、方向を変えて 宇奈月温泉に一泊する ことにした。 み
ると立派なホテルに聞きなれたニューオータニという看板がかかって いる。 これなら信用
できるだろうとフロントを訪ねて 一泊の許しを乞うた。
私はそのとき、ジャンパーをはおった仕事着姿であった。 だが、宿帳に名前を書いて受
付に出したとたんに、受付嬢は目の色を変えて奥に走り込んだ。 やがて偉そうなマネ
3り 随 ホ目ベヱu、
ジャーが現われて、 “先生ょうこそおいで下さいました" と挨拶されたのにはび、っくりし
た。 佐々撃という男が今度、 富山医科薬科大学の学長になったという新聞記事が出ていた
らししミ。
それからあとの6年間の学長生活は、 毎日が嬉しく、 楽しく、 有益な時間の連続であっ
た。 私は6年間の在職中、 何一つ不愉快な体験をしたことがなかった。 私は、 広い学長室
の一角を本箱で仕切って、 顕微鏡などを並べ暇をみてユスリカの研究をさせて戴くことに
した。 それがいつの聞にか学長室での生活の大半を占め、 この室から沢山の動物学上の新
種を記録する論文が出版された。 私はそのあと、 何度も国立大学の学長会議などに出席し
たが、 私以外の学長では誰一人として自分でオリジナルな学術論文を作っている人は無い
ことに気がついた。 だが、 学長会議での議論の大半はその専門職の事務長会議に任せるべ
きものだと感じた。 そして、 文部省のお偉方たちは、 富山医科薬科大学では学長を始め沢
山の教職員が研究に秀れた業績を出していることを知って、 研究の推進や施設の充実に気
前よく予算をつけてくれるので嬉しかった。
私の富山医科薬科大学での6年間の生活は本当に毎日が充実して、 何一つ不愉快な思い
出もなく、 今でも感謝の念で一杯である。 そのあとも何年も私は富山での充実した生活を
続けている。 富山の皆様ありがとう。
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祝 辞
前 学 長
山 崎 高 庭、
光陰矢の如しというが、本学が設置されてから この平成7 年10月 1日を以て2 0年を数え
る こととなり、まさに成人式を迎える ことと相成った。 大変嬉しい ことである。 年輩の先
生方にとってみれば、創設時から我が子の生みの苦しみに堪えながら、その成長を見守っ
て来られただけに感慨無量のものがあると同時に、 これで次の世代へノfトンタッ チ出来る
という安堵感もあろう ことかと思う。
不肖私が、去る昭和63年、本学の学長を拝命する ことになったとき、すでに医学部卒業
生は第7 回を迎えていた。 この時、私が真っ先に手がけねばならなかった ことは、医学部
卒業生の特に県内における地域医療への貢献の進め方であると考え、先生方とも相談して
関係方面に陳情もして参った。
最近では、次第にその成果が表れて、卒業生諸君が、その力を発揮する機会が得られて
いると聞いて喜んでいる。 しかしなお未拓の分野があるようで、 これは学生・卒業生諸君
の努力次第というべきであろうか。
と ころで、開学10年が迎えられたのは昭和60年10月であったが、それ以来、本学の充実
は着実に実現していった。 前後するかも知れないが、学内的には救急部・輸血部・集中治
療部の設置、和漢診療部の定員処置と講座増、それから放射線基礎医学講座の増設、 遺伝
子施設の設置、さらには、開学時からの懸案事項であった4 年制看護学科の設置である。
殊に これについては、本学創設の基本構想にも掲げられていた案件であった。 当時は、富
山はむしろ、それまで看護婦養成県であり、医薬大創設に当たっては、看護要員確保は比
較的容易で、創設の条件を十分に充たせるとしながらも、将来構想として、医療技術短大
の設置をうたってきた。 文部省としては、平成 2 年頃までは依然として、新設医科大学に
医療短大を設置する意向はなかったように記憶している。 しかし こ こ数年来、急速に高齢
化社会が出現し、 これに伴って、疾病構造が著しく変化して来た こともあり、 これまでの
看護のあり方も多岐に亘り、かっ高レベル看護が要求されるようになって、今までの体制
では対応出来ないような状況が出てきた。 そのため文部省は、平成 3 年頃になって、4年
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制の新構想看護学科設置を考えるに至った。 幸いに、 本学がその第 1候補の一つに選ば
れ、 当時の押田事務局長の努力もあって、 平成 5 年度に第 1 着に創設され、 早くも学年進
行3年目となった。 完成年度後は、 修士課程も設置されることになっており、 指導者養成
を兼ねた、 充実した看護体制が出来上がることと考えられ、 喜びに堪えないところであ
る。
一方薬学部においては、 平成 4 年薬学部100周年の記念事業が行われ、 和漢薬研究所も
一昨年研究所開設30周年の記念式典が行われた。 私にとっても、 わが故郷のお祝いとして
喜んだ、のであるが、 薬学の教育研究も医療の分担者としての立場から考えると、 大 きな転
換期にさしかかっている。
時あたかも大学改革が強く叫ばれている中で、 ひとり薬学ばかりでなく、 広く高等教育
の未来に向けて新たなる方向を見出さねばならぬ時に至っている。
私は昨年、 大学の皆様から送り出していただいた時に、 来年は開学20周年になるが、 是
非20周年記念事業をやって下さいと申し上げた。 一つには、 開学に際して、 中心的役割を
果たした人々が、 20年も経っとほとんど代替わりでいなくなることと、 もう一つは、 20年
という大変大 きな一つの節目になるばかりでなく、 大学改革の大 きな第一歩のためにもと
思ってお願いしたわけである。
どうか、 これを機に本学の新たなる発展がなされることを心から念願してお祝いの言葉
としたしユ。
医薬一味
元 副 学 長
小 津
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光
『医薬一味』の題字の色紙は、初代学長の平松 博先生に私の在職中の昭和55年の新春に
頂いたものです。 すっかり気に入り額にいれて、今でも部屋に飾ってその精神に触れ、また
当時を懐かしんでおります。
「医薬一味」の語韻の中に、「医薬一体」よりさらに深く踏み こんだニュアンスがあり感銘
しております。 開学20周年を迎え、教育・研究両面において、医学・薬学の相互の緊密な連
携が、いよいよ堅い基盤のうえに打ちたてられた ことを強く印象づけられております。
「医薬一味」の建学の精神は、20年の成人を迎えた本学の起動力になっている ことは間違
いありませんが、その前の富山薬学専門学校時代からの8 0年にわたる歴史や、さらには300
年に及ぶ家庭薬の伝統がものを言っている ことも間違いありません。
私事となりいささか恐縮ですが、富山を離れて10年以上も経過し、8 0歳を超す老齢になり
ましたが、何とか健康で平穏に暮らしております。 若い ころ虚弱で、病気ばかりしていた自
分が この年まで生きて こられたのは、全く医薬のお陰と思っております。 これという鍛練も
健康法もやっていない者にとって、医薬だけが頼りなのです。 薬学を志し、遅れて医学を学
んだのも、病身の学生時代の選択であった訳ですが、その点で大成功だったと考えておりま
す。 新しい治療薬の発見により、医療が向上し疫病が減少し死亡率が低下する ことは、過去
においては結核症の例があり、現在では循環器系疾患に見られます。 医薬の提携による研究
成果です。
恵まれた環境にある富山医科薬科大学が、「医薬一味」の建学の精神をさらに活かし、医
療の一段の発展に寄与されん ことを改めて期待する次第です。
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本学の二十周年を祝う辞
元副 学 長
増 田 克 忠
私は昭和49年10月富山大学薬学部の薬化学の教授として関西から赴任して来ましたが、
その頃新設医科大学構想から、 富山に医学部のある大学をということで、 古い伝統ある薬
学部と和漢薬研究所を富山大学から出して、 富山医科薬科大学を新しく創設する案が、 当
時の薬学部長で3代目学長となられた山崎高雁先生の御尽力で急速に実現しました。 そし
て、 51年に本学が生まれ、 ここに20周年を迎えられたことを心から御慶び申し上げます。
初代は金沢大学からの平松博学長、 新潟大学からの小林牧副学長・病院長と山崎副学長
事務取扱、 54年から小津光東北大学名誉教授が赴任、 教育研究・厚生補導担当で船出して
完成年度57年3月までの問、 五福から杉谷地区への薬学部の移転、 教育棟と病院の建設、
医学部、 薬学部研究棟の完成等と続 きました。 51年度は、 医学、 薬学部共に中部高校の古
い建物で教え、 われわれ薬学部は両大学に学生を持ち、 講座も初年度は薬化、 物理、 薬作
の3講座から順次医薬大に移り、 最後は衛生講座であって、 その柳田友道先生は富山大学
の薬学部長を最後に富山大学に残り、 学長もされましたが、 この割愛を決めたのは、 54年
から医薬大の初代薬学部長に選ばれた私でありました。
最初の本学評議員から 2 期の学部長と副学長の任期を終わるまで12年間評議員を務めた
のもトップバッターである薬化学講座を引 き受けた故であります。 この聞は忙しく、 今本
学が 4 代目佐々木博学長の時代で20年を迎え、 人なら成人式で一人前になり誠に御目出度
く感慨無量の思いであります。
完成年度まではわれながら無我夢中でいろいろと試行錯誤をしながら山崎先生を中心に
力を合わせて本学を良い大学にしようと努めましたが、 2 代目学長選で東京大学医科学研
究所所長と公害研究所長を務められた有名な佐々筆先生を迎え、 4 月に着任され、 病院長
は千葉大内科の熊谷朗先生、 私は佐々筆先生の知遇を得て教育研究・厚生補導担当の副学
長を務めることとなり、 事務局長は岩間徹三、 矢田恒雄、 明野清和、 小川克也の各氏と変
わりましたが、 特に国際交流は学長が国際人であった関係上著しく進み、 会館の設立、 留
学生の増加等、 見るべ きものがあり、 また、 中国と南米パラグアイとの共同事業も進んだ
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ことでした。
入試も共通一次からの変化は10周年記念誌の時にまとめて出しました。 われわれは学長
を中心に大切な時期を懸命に努めて 3 代目に渡したと自負しております。
私は昭和 18年に大学を出て武田化学薬品 工業(現在の和 光純薬) に 9 年勤め、次いで武
田薬品の研究所で昭和 27年から49年まで22年間研究開発に従事し、薬がどのようにして世
の中に出て来るか、如何に薬を創るのが難しいかを身をもって体験し、実際を知り、定年
後の私は10年でー仕事出来ると考え、企業の束縛から自由を求めて大学に来て、新天地を
教育に求めて学生を神様と思っていろいろの試みもしました。
薬化学は医薬品化学の大講座になり、博士コースが出来て、大学院の講義は松川泰三博
士の研究室のアリナミン創製とメソイオン化合物新合成法、海の動物イ ソメからの農薬開
発、ビタミンB6の新製法等と、石舘先生の田村先生とのビタカンファーの創製から吉田
肉腫によるナイトロミンの創製等、学生に面白い興味有りそうなものを選び、行ったもので
した。
佐々先生は大平総理のブレインで日本のユスリ蚊の権威者でもあり、新発想、の持ち主で
富山を愛し、我々の こよなく尊敬する先生でありました。
私の人生観 「世の為、人の為に役立つて こそ生き甲斐あり」を実践し、いまだに元気で
おります。 大学から企業の40年間丈夫だった私の体も、72歳からおかしくなり、腸閉塞か
ら大腸を 2 度手術し、内視鏡でポリープを取り、ヘルニア手術と前立腺掻き取り手術をし
てもう大丈夫と思ったら、今度は関西大震災で、芦屋から金沢へ避難して硬膜下 出血で頭
の手術をし、打撲のクラッシュ症候群は点滴で治癒し、やっと退院して回復中でありま
す。 再度の命拾いは、天命として不死鳥の様に生きよ、との神仏の声と悟るべし、と心得
ている次第であります。 医学、薬学と看護学の 3 学科が 1 つに協力し合い、本学がますま
すの発展を遂げます ことと、卒業生の皆様の健康とご活躍を祈りおります。
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こ
の十年
に思う
元副 学 長
熊 谷 朗
記念すべ き開学20周年を迎えられるに当たって、 一時期、 富山医科薬科大学に職を奉じ
た者として、 この10年が本学にとってどんな年月であったか、 ぜ、 ひとも知りたいと思いま
す。
ちょうど10年前、 開学10周年記念の折には小生は医療担当副学長として記念式典に参加
しましたが、 その後の10年について考えてみると、 世界の政治、 経済、 文化、 学術などの
各分野に、 過去の 1世紀にも対比で きるぐらいの大 きな変化がもたらされた時代であり、
その聞の本学の歩みはどうであったか、 どのような変化・発展が見られたか、 といったこ
とに関心を持たざるをえません。 ですから、 この10年の大学史や成果が分かる記念誌、 記
念会を心待ちにしている次第です。
10周年記念の式典では、 ノーベル化学賞に輝く福井謙一博士の「研究と創造」と題する
記念講演があり、 私は深い感動を受けたことを記憶しております。 それについて、 少々記
してみましょう。
福井先生は化学がご専門ですが、 私どもに分かりやすい言葉で、 ノーベノレ賞受賞に至っ
たご自分の研究の内容と過程をお話しになりました。
先生は1952年に化学反応というのは、 一つの分子のエネノレギーの一番高い軌道からほか
の分子のエネルギーの一番低い空の軌道に向かつて電子がにじみ出ることによって起こる
ものであろうという、 化学反応の起こり具合を説明する「フロンティア軌道理論」を米国
化学会誌に発表され、 さらに1970年に、 化学反応の経路を決める方程式を提出し、 反応速
度を計算で きるようにした「化学反応の路の理論」を発表されました。 この一連の仕事
が、 ノーベル賞の対象となったのです。
重要なのは、 どんなモデルを想定するか、 それをどんな方法で科学的に実証するかであ
り、 これからの自然科学の方向として、 生物学であれば自然を細かく分割し最小単位のも
のを求めること、 その次にこれを再統合することであろう、 例えば細胞といった機能を持
つようなものに向けて再統合することにあるのではないか、 と述べられました。
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これを現代医学薬学の立場より考えてみますと、まず最小単位の物質の発見があり、そ
れらの組み合わせによる生命体の再統合という ことになるでし ょ う。 生命体を構成する最
小単位の物質といえば分子生物学の対象であり、種々の物質の発見の中でも生命に最も近
い D N A、ウイルスなども、構造より機能まで明らかになりつつあり、生命の本質の解明
にかなり近づいて います。 生命の問題の後に重要なのは意識や心の問題で、 これは未知な
がら大切なテーマだと思います。
今世紀にノーベル賞の対象とな っ た医学分野の研究として 、コーチ ゾンとその疾患への
応用、ペニシリンの発見、生体の調節系としてのプロスタグランデ ィ ンの発見とその作用
の解明、視床下部ホルモンの構造と機能の発見、それら活性物質の受容体の構造と発現に
至る過程の解明などがあります。
さらに、免疫の研究が遺伝子研究の引き金になり、多くのノーベル賞学者をつくりまし
たが、免疫系と、生体の他の調節系である神経系、内分泌系の相互関係が明らかになるに
つれ、生命体の維持に関する情報が数多く報告されるようになり、 こういう基礎の研究が
臨床の分野に接近しております。
以上、福井博士の講演を拝聴して から10年間の医学の進歩について、私なりの枠取りを
考えてみました。 最後に、富山は地理的に情報に恵まれないという声もありますが、今や
世界中ど こに いてもその気になれば情報はほぼ同時に得られる時代ですし、今後は世界の
一流の研究者と情報を交換し、富山がその発信基地になられん ことを祈っております。
沼 随 想
想 い 出 深 い 本学在職
十
七
年
余
前 副 学 長
田 辺 正 英
l 本学は昭和50年に開学してから本年10月で20周年を迎えると聞く。 昭和51年以来17
年余を本学に在職した私にとっても慶賀の至りであり、 嬉しい限りでもある。 そのことを
聞くばかりで走馬 灯のように深い思い出が脳裏を駈けめぐる。 私にとってはその前の新潟
大学在職25年も激動の時代であり、 とくに大学紛争、 昭和40年代の混乱の中を大学評議
員、 高田分校主事 (3 期6年余) としてくぐり抜けて郷里の富山医科薬科大学に配置換え
になった。 漸く富山中部高校の旧校舎で、 昭和51年 4 月より初めて 1 回生を迎えて授業が
開始された時には、 激しい砂漠の砂嵐を抜けて緑のオア シスにやっと辿り着いたという安
心感と、 創設時の困難は覚悟の上であったが、 期待と希望にも溢れていた時代であったこ
とは未だに忘れられない。
着任早々51年 8 月より評議員として大学運営の一環を担い59年 7 月まで 8 年間在任し
た。 当時山崎副学長 (前学長) のもとで学生委員会、 教務委員会がつくられ、 それらの副
委員長を、 また委員を代々の副学長のもとで勤めた。 したがって、 在職最後の 4 年間 (副
学長は教務委員会、 学生委員会の委員長でもある) をも含めて、 17年余の在職中の半分以
上、 学生の教育、 厚生・補導面に関係していたことになる。 また、 入試関係についても同
様に深く永年つながりが切れなかった。 一般教育の担当教官としても重大な責任を担って
いたが、 制度上や、 大学の設置基準の改訂等に絡んで苦しい立場に立たされたことは忘れ
られないことの一つである。
さて、 今述べたことを伏線として、 私の研究や教育のことは差し置いて、 学生の教育、
厚生補導に関して思い出すままに、 二、 三記してお きたし 3。 我田引水のところも少なくな
いと思われるが何卒平にご容赦をお願いしたい。
2 学内の掲示等の規制について
全国の大学、 短大等における掲示 ( 集会) 等の規制については、 無制限に学生の自 由を
尊重し、 許可制や届出制を行うべ きではない、 という学生 (自治会) 側の意見に対して、
大学側は学内での静かな環境を維持するためにはある程度の規制 (思想、 表現の自由 を犯
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さない範囲内で) を話し合いの上で守るべきであるとの考えを提示していたが、 大学紛争
の余波が残っている他大学では、 この対立は平行線で相変わらず大きな立看板が立ち並
び、 本来のコミュニケーション、 伝達の場が乱れている状況にあった(現在でも余り変
わっていない)。 しかし附属病院を持ち、 多くの社会の人々 が出入りする本学としては何
としても他大学の形を持ち込んではならないと、学生委員会、学生課、学生(自治会) と
の聞で話し合いが行われ、 他大学にない静かな、明るい環境のもとで研究、教育、 勉学や
サークル活動が展開できるまでに漕 ぎつけ得た ことは、 小 ぢんまりした大学での教職員と
学生の人間的なつながりのお陰であると誇りさえ感じている。 今後も このような形で推移
してほしいと思っている。 評論家でもある江藤淳氏(当時東工大教授) は、 大学祭の講演
に招かれて、 ついでに医薬大を見学、 視察された。 「日本にも このようなすばらしい自然
環境と立看板やごみのないきれいな大学があるとは知らなかった。 日本も漸くアメリカの
大学並みに環境が整った」と賞賛され、 後で雑誌にも この ことを書いて褒られた。 一つの
嬉しい評価でもある。 中味の研究・教育も努力すべき永遠の課題でもあると思う。
3 立山一泊研修について
開学後、 逐次、 学内の厚生・補導施設、 体育施設(授業、 サークル活動のための) が体
育の金子教授、 小野寺助教授等の熱心な努力指導によって完成してきた。 しかし入学早々
の学生の孤独と不安を希望と連帯に結び、つけるものがないかと協議を重ね、文部省の勧め
た新入生の一泊研修を、全学支援のもと に立山天狗平の立山高原ホテルで開催した。 すば
らしい自然の中で講義や話し合い、交わりを重ね、よい企画として続いている。 いろいろ
解決すべき問題はあるが、 屋外研修として積雪6"-' 7 mの室堂高原を歩き、国見岳に、 天
狗山に登って北アルプスを遠望できる合宿は他にはないと思われる。 大学の存続する限り
続けてほしいものである。
4 西山敬人基金について
希望に満ちた入学式(平成4 年4 月10日) を終えた西山敬人君は4 月18日交通事故に遭
い(車にはねられ)、 4 月23日富山医薬大で病院の先生方、 看護婦たちの努力も及ばず逝
去された。 クラス担 当の教官、 サークル顧問の教官、 同級の学生諸君、 サークルメン
バ一、学生委員会の教官、学生課の職員(蔵北課長、 現富山国際大学生課長以下) の看護
等、 学長以下の全学の思いやりに感激されたご両親西山敬兼(外科病院長)・幸子さん
が、 西山敬人基金を寄付され、留学生諸君の奨学資金として役立つている。 改めて当時を
偲ぴ哀悼の意を表わすとともに深く感謝申し上げる次第である。
40 随 想
回想、
と
偶感
前医学部教授
渡 辺 正 男
このたび富山医科薬科大学の開学20年ということでまずはおめでたい限りであり、 心よ
りお祝い申し上げます。 20年といういわば成人 に 達したわけで、 わが身の年齢を忘れて感
慨 ひとしおなものがあります。
小生、 医学部保健医学講座の開設ととも に 赴任しましたのは開学後 5 年目でありまし
た。 しかし、 講座開設 に 伴う種々の計画 に は開学当初から関係しており、 また教養課程の
保健体育の講義も頼まれていましたので、 一年次学生から講義もして きました。 当時はも
ちろん大学の建物は建築の最中であり、 早期 に 赴任された先生方は富山県のいろいろな施
設 に 分散しており、 講義は主として富山中部高校の教室を借りて行われておりました。 一
教室 に100名の学生を押し込めておりますので、 教壇 に 立っても、 黒板との間で身動 きも
ならず、 前の席の学生は真下から見上げている始末でした。 こんな状態ではありました
が、 講義中の学生の眼は紛れもなく第一期生の眼であり、 大変緊張感の漂ったものであっ
たことを覚えております。
そ の後20年、 この第一期生も今ではもう各地で中堅指導者として活躍していることを思
うと、 そ の後の卒業生も含めて限りない頼もしさを感じない訳 に はい きません。 しかし、
この20年間の世の中の変化を見ますと、 そ の激しさ に は目を見張るものがあります。 医学
の世界を見ても、 エイズの蔓延、 D N A 診断、 遺伝子治療、 さら に は体外受精等々、 われ
われ身近 に 研究 に 携わっていた分野で夢のよう に 思われていた課題が次々と実現されつつ
あります。 また世界の政治の情勢も一変してしまいました。 大 きな戦争の危険は遠ざかっ
たか に 見えますが、 多くの地域で今なお戦いの絶えない状態 が続いており、 またごく最近
では、 阪神大震災、 オ ウ ム 教問題など、 天災や不気味な社会現象 ? に 振り回されておりま
す。 こんなことを考えて行 きますと、 果たして人類は進歩しているのかどうか、 不安を感
ずるのは私ばかりでないであろうと思われます。
また、 身近な回りのことを見回しても、 日本経済の変動は早晩、 われわれの大学 に も重
大な変革を迫ること に なりかねないと思われます。 ただ今外から見ている限り、 直接の動
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きとしては見えて こないのではありますが、 この点大変危慎の念を禁じ得ません。 医薬大
O Bの一人として老婆心ながら、教職員、学生の奮起が望まれるのではないで、しょ うか。
42 随 想
出、AVUV 相 ω
前医学部教授
庭 山 清八郎
この度、 富山医科薬科大学開学20周年記念誌を発刊される 旨ご連絡を戴 き、 心から御祝
いを申し上げます。 何か随想、等について所感を寄せられたしとのことですので、 改めて本
学の沿革史をひもといてみました。 国立学校設置法の一部を改正する法律の施行により昭
和50年10月 1 口 医学部及び附属 図書館、 51年 4 月 1 日薬学部、 53年6月 1 日和漢薬研究所
設置とあり、 「その時点で世界にも例をみない、 ユ ニー ク な大学として発足したのだな
あ」 という感銘を新たにした次第です。 以来、 本年まで学生数も1， 200名を遥かに超し、
幾多の優秀な人材を世に送り出すとともに、 平成6年に発刊された「教育研究の歩み 現
状と展望」にみられるような立派な業績に基づ き栄誉ある大学となられたことを確認し、
かつて奉職した一人として限りない喜びを痛感しております。
私が医学部教授 ( ウ イルス学) に内定したのは51年、 非常勤として講義を持ちました。
富山中部高校の旧校舎で真冬豪雪の中でした。 正式に赴任したのは53年 4 月 1 日、 呉羽丘
陵の竹林や杉林が立山おろしにし きりと揺れている頃でした。 平松学長、 小林副学長や山
崎副学長をはじめ教職員の方々の絶大なご支援により、 新設医科大学として最初の ウ イ/レ
ス学教室が順調な滑り出しを得たことは今も忘れられません。 また、 助教授として共に赴
任した落合宏君が今や医学部看護学科の教授として活躍し、 助手の林京子、 黒川昌彦君ら
も、 後任として赴任された 白 木公康教授の下で研究を重ねられたこと、 さらに教室が教
育、 研究、 学会活動等に成果をあげられ、 国内外の評価を高めておられることに感激して
おり、 今後益々の発展を期する所以であります。
次に、 在任中の想い出として二、 三触れてみたいと思います。
就任後、 最初に命ぜ、られたことは、 医学教育検討委員会委員としてカリ キ ュ ラム と学年
進行に関して検討するようにとのことでした。 そこで片山教授、 伊藤教授等と相計り、 文
部省基準を遥かに超過した講義時間の短縮、 調 整から始め、 何とか目標に近づけ得まし
た。 また、 6年制模形縦割教育の矛盾点にも 日 を向け、 教養、 基礎、 臨床と、 ほぼ 2 年ご
とのバリアとしたことなどが思い出されます。
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次に、 入試に関する小論文について増田副学長のご命令で加須屋教授等と検討を加えた
ことが記憶に残ります。 共通一次試験で採用されているマーク・シート方式の不備を補完
し、 知識の体系を持ち、 分析力、 理解力、 判断力、 総合力、 創造力、 構成力や表現力等を
評価する必要性に鑑み、種々勉強もさせられました。 一例として、「小論文得点と高校調
査書学習成績ならびに医学部入学成績、 進級状況との関係 J(庭山、 加須屋、 片山、 川
崎、増田) について仙台の学会(教育に関する) で発表の機会を得ましたが、 教育学部を
はじめとする専門の方々の集いであり、 京都教育大学の某教授から織烈な質問を頂き、は
らはらしながらも無事切り抜けられたようですが、 今でも夢にみると ころです。
また、 動物センター長に任命され、 第6回実験動物慰霊祭を催し、医学、薬学領域にお
ける動物実験の必要性と共に動物の犠牲に対する倫理的感覚の重要性 を痛感し、深く反省
させられた こともありました。 なお、 在任中に第四期建物竣工でセンターの完 工が成り、
60年6月22日、 センター竣工式を挙行できた ことは喜び、の一つです。
そのほか、ちょ っとした ことですが、57年の豪雪で講義実施難航の中で、 6年次臨床実
習だけは 1 日たりとも休ませるわけにはゆかないと実施し続け、学生に一時恨まれ る 向き
もありましたが、 後で医師の卵はかくあるべきとの新聞論説があり、 逆に学生に欣ばれる
ような こともみられ、嬉しいエピ ソードの一つでした。
現在、新潟で福祉に関連した専門学校で医学一般について講義を行っております。 いた
ずらに馬齢を重ね、 今更未熟さに気がつき、時として、「少市学則壮而有為、 壮而学則老
而不衰、老市学則死而不朽」等を思い出し自戒しております。
終わりに、 皆様方の御健勝、 御多幸と御発展を祈願して欄筆させて頂きます。
44 随 想
富 山 医科薬科大学関学二十周 年 に 当 た り
前和漢薬研究所教授
金 岡 又 雄
本学創設20周年に当たりこれを記念する行事として記念誌が発刊されるということで、
元来、 筆無精な私ですが、 思いつくまま筆をとりました。
「医学および薬学を総合した特色ある教育および研究機関として… …」の理想のもとに
創設された大学として開学して以来、 教職員一丸となってその理想の実現に日夜ご努力さ
れて、 今日のごとく世界に開かれた大学に発展していることを心よりお慶び、申し上げま
す。
私は平成 4 年3月本学を退官した者ですが、 その後、 諸先生方のご好意により現役時代
の仕事を続けさせて頂いている果報者で、 常々先生方のご高配を感謝致しております。
昭和28年富山大学薬学部を卒業後、 分析化学教室に入れて頂 きました頃を振り返って見
ますと、 学部の規模は基礎的な講座が6� 7 講座の小さいものでして、 現在は学際領域の
講座が増えて15講座 ( 附属薬用植物園を含 む ) に、 富山大学薬学部に付設された研究施設
からさらに研究所に昇格した和漢薬研究所の 8 部門 (客員部門を含 む ) 加えて23講座 (部
門) で約3 倍に増大発展しています。 研究実験設備も当時は誠に粗末 で、、 学生実習の陽イ
オン分析をするのに、 硫化水素発生装置を置く ド ラ フトとして実習室の中ほどに1. 5坪位
の三方窓の付いた小部屋が飛び、 出して付けられており、 今日であれば排気装置も付いてい
るのですが、 排気は三方の窓を聞けて自然排気するので、 風の強い日はガスが逆流して、
ガス中毒で倒れる学生もいました。 また、 赤外線吸収スペ ク トルを測定するのに、 当時日
本に測定器が数台しかなく、 私達は最も近くにあった大阪市立大理工学部 ( ? ) へ夜行列
車で行 き、 測定して頂いて午後の汽車で富山に帰ったりした苦労が思い出されます。
現在のように諸設備、 機器類が完備した本学は当時想像もで きませんでした。 特に医学
部、 薬学部、 和漢薬研究所、 附属病院の 4 本の柱で建学されたユニ ー ク な大学像は考える
ことも出来ませんでした。
これを実現して早くも20年を経、 「人」で例えるならば「成人した大学」として、 建学
の理念を堅持して地域社会の先端医療の場として、 また国際的には「医療」および「薬」
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を介して、 東西医学の融合の場として益々発展されん ことを祈念いたします。
46 随 木目ベム、
大学での思 い 出 、 回想
前薬学部教授
森 田 直 賢
富山医科薬科大学が創立されて、 今年20周年の記念の年となり、 本当 に おめでとうござ
います。 思う に 大学の今日の繁栄は、 古く、 長い歴史のある富山の売薬の伝統から培われ
て生まれて きた薬学部および和漢薬研究所と新たな医学部とを統合したユニー ク な大学と
して創立されたこと に 起因するわけであります。 そして、 その意図するところは、 富山の
もつ和漢薬、 漢方薬からの医療である東洋医学と西洋医学とが一体融合すること に あり、
今後の日本の医療の発展 に 大 きな貢献あることを希うものであります。
古く、 富山薬学専門学校から、 学制改革 に よって富山大学薬学部へと歴史が変わり、 そ
して昭和51年 に はー県一医科大学構想の富山医科薬科大学が創立されたわけですが、 私は
富山薬専以来の勤続を続け、 医薬大 に も席を置 き、 平成 5 年3 月 に 退官致しました。 その
勤務中、 最後の10年間での一番忘れられぬ思い出は、 昭和60年3月~昭和63年3月までの
3カ年 に わたって行った南米パラグアイ国の薬草の化学・薬学的研究でありました。 これ
は国の J 1 C Aの国際研究の一環で行うこと に なり、 当大学薬学部生薬学教室、 薬用植物
園、 そして当大学医学部薬理学教室の教官13名と現地パラグアイ国のアスン シオン大学化
学部大学院の教官10余名で互い に 現地 に 赴 き共同で研究を推進しました。 パラグアイ国は
南米の心臓部 に 当たり、 アマ ゾン河上流の地方 に位置し、 世界の三大肥沃地と言われ、 多
くの薬草が生育していて、 きわめて興味を感じる所であって、 本研究 に 大 きな夢と期待を
持ったものであります。 現地の市場では、 無雑作 に 縄で縛って薬草が雑然と売られてい
て、 薬効を聞くと、 咳、 疾、 健 胃 、 整腸緩下、 下痢止、 婦人病、 強壮などでした。 そこ
で、 本研究をする に 当たって、 最初、 何を目的として取り上げようかが大変なことでし
た。 幸い に 富山大学の後半頃から、 各種の病態 に おける酵素の阻害作用研究の延長という
ことで、 多 数の現地の薬草のス ク リーニ ングテストに よって、 研究対象の薬草をいち早く
選定することが出来たことが大 きく、 約 70種の薬草 に ついて、 糖尿病、 肝臓病、 高血圧
症、 リ ウ マ チ 、 それ に 抗炎症作用など に ついて、 各教官は一丸となって研究を行い、 この
結果、 約40報の論文をまとめ、 学会 に 報告した次第であります。 そして研究の最後の締め
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くくりとしてパラグアイ薬草 写真集と、薬草 の標本200種を本大学資料館(二階) に全国
で初の標本として陳列 出来た ことは最上の喜びでありました。 この研究に協力して下さっ
た各先生方に心から感謝の意を表するものであります。
そして、本研究に関し、昭和62年 2 月27日東宮御所で皇太子殿下(現天皇陛下) より、
急ぎ参内を命ぜられ、本研究について詳しく約 1 時間余り御進講を申し上げる ことの出来
た ことは無上の光栄で、ありました。 途中で、パラグアイは甘味料の植物のステ ピアの原産
地と聞いているが、どんな状態になっていますか、 と の御下問があり、び、っくりしてしま
い、私はチームリー夕、ーとして4回現地へ行ったにもかかわらず、山野を歩く ことは 少な
し ど こで栽培しているのか、またど こに自生しているのか全く知らず、往生してしまい
ました。 幸い、殿下はすぐ、ドイツ や日本で勝手に持ってきて、どんどん栽培している こ
とは失礼な ことですね、とおっし ゃ り、困った私を繰されたお言葉を頂き、ほっとした次
第でした。
以上のように国際的に研究が出来、各先生方にも南米に出向いていただいて、大いに見
聞を広められた ことは、本当に得難い経験であった ことと思ってお り ます。
思い出の大きなー コ マを申し上げ、失礼いたします。
必 随 想
今後の本学への期待
富 山 医科薬科大学将来計画へ の提言-
前医学部教授
山 本 亘子 一-d じρ
本学では既に十年誌 (昭和61年) の編纂がなされており、 附属病院でも10年誌 (平成元
年) 刊行に続いて、 最近手術部、 輸血部等各診療部の類似企画が実施され、 いわ ゆる創設
メ ンバーが記し残すべ き往年の回顧の種は尽 きた感がある。 温故が知新のために必要であ
るとすれば、 拙稿提出の幸運に浴した機会に、 須く本学の将来像を描いて後継諸賢のご関
心を得たいと願う次第である。 もし老 妻の妄言にわたる点あらば何とぞご海容を乞う。
1 .  富山医科学総合大学 Toyama University of Medical Science (仮称) への発展
を期待
平成 5 年概算要求に結集された医学部看護学科設置への直接作業は、 申すまでもなく片
山副学長始め当時の準備委員、 事務局各位の粉骨砕身の賜物であるが、 それの企画自体は
昭和58年設置の医学部将来計画懇談会 (当初定員問題検討会) での策定案に匪胎してい
る。 すなわ ち 、 同懇談会での検討に供された本学将来像のモ デ ルの一つに Medical Uni 
versity of South Carolina の組織があった。 同大学は、 医、 薬、 歯、 看、 衛生検査、 理
療、 その他あら ゆる健康科学にかかわる専門領域の学部、 学科のほかに、 医療に寄与する
人文社会学、 心理学、 哲学等から、 さらに経済、 理工、 化学に至るまで、 およそ広義の医
学の開発に必要な全分野を網羅してつくられている。 当該資料を福井医大高橋女史より遺
贈された時、 これぞまさにわが大学の進むべ き道と見、 眼から鱗の落 ち るような思いがし
たこと、 今もって脳裏に鮮明である。 しかし当時 (今なお実質は変わらないのであろう
が) の国家財政、 文教予算の制約と、 また官制の通弊でもある横並び方式 諸他医校に較
べてあまり毛色の違ったものは好まれない に追従せざるを得ないことから、 大風 日 敷は
引っ込め、 ともかく看護学科一つの設置を得ただけでも大成功と言われる現状であること
を認めざるを得ない。 また医科学総合大学とは言っても、 専門学科 (部) はともかく、 そ
れら専門学科を支える人文、 理工系諸学科 (部) の教員方が、 従来の総合大学におけるそ
れら諸学部 (科) に比べて専攻領域の制肘を受けたり、 自由な発展が妨げられて、 医学発
展のための真の基盤になり難いのではないか ? との問題点もあろう。
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しかし、最近大学改革が喧伝され、 就学年齢層の漸減を憂うる立場からか、にわかに個
性ある大学、 特色ある大学づくりが叫ばれるようになってきた。 本学百年の大計として、
国内に類型がなく、大学人の叡智と心意気とを反映するようなユニークな医科学総合大学
づくりへの期待を捨てきれない想いでいる。
2. 富 山医薬大在外研究機関設置の奨め
大学・研究所の発展には財政を含めた研究基盤の確立が不可欠である ことは論をまたな
い。 医、薬学研究の究極目標である人類福祉の増進に貢献するための研究環境の優劣 につ
いて、それを一概に規定する ことは必ずしも容易ではない。 しかし私が J 1 C Aの医療協
力に参加して 、アジア諸国を始め、アフ リ カ、中南米等の各途上国の30余個所に展開され
ている医療協力、 特に研究協力の実情を調査する必要に迫られ、 また一方、 所属するサン
パウロ州カンビーナス大学での基礎・臨床研究を実見する機会を得た ことにより、 次のよ
うな発想を抱くに至った。
すなわち、 日本国内、 もしくは欧米先進国において進められつつある最先端研究に追臨
する ことの重要性は論をまたぬと ころであるが、 他面、日本国内での研究環境が必ずしも
最適とはいえず、たとい国外であって も、 むしろ研究対象が豊富で、かっ当該領域研究の
ための社会環境の良い協力対象国では、 本学の研究者が当該国の医学振興に寄与しつつ、
共同研究の成果をも挙げ得、 さらにまたわが大学の将来をより豊かにできる途が聞けるの
ではないかと考える。 それに属する研究領域として は、差し 当たり各種感染症研究 と 臓器
移植 と があげられよう。 1990年代に入ってわが国の O D A実績は米国のそれを超えて 世界
ーを連続4 年維持しており、 平成7年度予算総額 3 兆1，000億円は、 同年度文教予算総額
に較べて もその半ばを超える巨額である。 そのうち技術協力予算は3，100億 円(10%) を
占めている。
既に国際医療協力の場に参加されて いる少なからぬわが国諸大学の研究者た ち に伍し
て、 本学の有能の士が奮起されん ことを願う こと切なるものを覚えている。
50 随 想、
回 顧
前医学部教授
永 田 正 典
富山医科薬科大学創立20周年、 誠におめでとうございます。
在職中の思い出に残る人は “故松 田 健史教授" で、 開学以来15年間親しくお付 き合い頂
きました。 教授は講義と解剖実習、 実習に伴う献体に関するお仕事、 教室の研究、 大学院
の研究指導等孤軍奮闘されておりましたが、 いつも温厚なまなざしで誰とも気さくに声を
かけ応対しておられ、 先生のお人柄と尊敬申し上げておりました。
学生の指導の事でよく相談に行 きますと、 学生一人一人の性格から家族構成まで良くご
存じでしたので驚いたものです。 もっとも先生は日本人類遺伝学会の評議員をなさってお
られ、 全国遺伝相談委員もなさっておられたようで、 遺伝相談には本人の性格、 家系等の
調査が重要と考えられますので、 学生の応対にしてもいろいろと調べて きめ細かく面倒を
みておられたようで、 感心致しました。 なに不自 由なく過ごして来た学生の生活指導ほど
難しいものはないと痛感したものです。
難しいといえば私が中学 4 年の時、 同期生一同でストライ キ を起こしました。 昭和20年
10月26日要求書3 項目で、 1 . 校訓|の改訂 (戦時中無理に変えたもので自 由 主義に相応し
くないので元に戻すこと) 、 2 . 二教諭の暴力に反対し、 教諭の辞職を要求する (授業時
間に体罰を課せられて病院で治療を受けた者が出たこと) 、 3 . 登校時の巻脚半を廃止せ
よ、 を、 代表が校長に突 き付けて起 きたもので、 敗戦により、 今までの強制的な抑圧から
の急 激な解放感が乱暴な行動に走らせたものと思います。 その時の担任の先生が必死に
なって説得されたことを記憶しておりますが、 “青春の血の騒 ぎ" とでも言いますか、 一
時期何かと先生方に盾ついてみたい時期のためで、 世相には関係ないことのように思えま
す。 このように考えますと、 私も偉そうなことを言える柄でないと思います。
話が変わりますが社会規模が大 きく変貌し、 極度に複雑化した事象の局面的、 部分的処
理では、 その変化に十分に対応で きず、 特に情報処理科学の急速な発達に伴い医学、 薬学
の研究分野に革新的な変革が求められ、 文部省の大学教育方法の改革と相まって “自己 点
検・評価" が義務づけられ、 一般教育の垣根を取り払い、 抜本的カリ キ ュ ラ ム の改革が各
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大学で進められていると聞きます。
医学部では医療器機の開発が急速に進み、臨床医学の進展により、 従来の基礎医学、臨
床医学の教室での講義を極力減らし、 病棟実習の強化により卒業・医師国家試験合格、 即
医療戦力として十分活躍できる医師の養成が期 待されているように伺っております。
看護学科はまだ創設期間中で地域社会の期 待が大きいだ け多難と思います。
薬学部の方は1992年に医療法の改正で “薬剤師が医療人" である ことが盛り込まれて以
来、 病院で薬剤師が医療現場で医療チームメンバーと して服薬指導を行っており、 医師、
患者から医療薬理に強い薬剤師の参加が期 待されております。 これは最近の生命科学の進
歩が目覚ましく、治療薬として効果を高め、健康回復に大きな役割をもっ反面、副作用な
どの薬害問題も生じる ことから医療薬学をマス タ ーした薬剤師教育が要求されるのが当然
で、 昨年より薬剤師国家試験問題の中に医療薬学に関する問題が導入されて来ており、 こ
れに対処するために薬学部では教育課程の改善に加えて、医療薬学に明るい薬剤師養成の
ために病院薬剤部での実習も検討されているように伺っておりますが、十分に検討される
よう希望致します。
今度の教育改革で一般教育の垣根を取り払う ことには問題はないのですが、 一般教育の
必須科目のークラス人数を少人数(現在の半数) でやって頂く ことを望むものです。
一般にクラス人数が多い場合には試験の重要性が相対的に増大致します。 試験だ けでは
学生の努力、 知識、 能力を判定する場合には観察力、 理解力より記憶力を重視する結果と
なりますので、 教育スタッフ人数の難しい問題もありますが十分考慮頂きたいと存じま
す。
富山医科薬科大学のさらなるご発展を祈ります。
52 随 想
創立二十周年に寄せ て
前薬学部教授
西
富山医科薬科大学の20周年、 おめでとうございます。
荒 介
20年という年月が長いのか短いのか、 よ くは分からないが、 つい自分の歳を忘れて、 も
うそんなになったのかと思ってしまう。 大学が出来た頃のことは、 少し記憶が怪しくなっ
ているが、 建設予定地の斜面を プル ドーザや シ ョ ベルカーが騒音をま き散らしながら右往
左往していた光景などは今でも よ く覚えている。 その頃は余裕たっぷりにみえた大学の敷
地も、 最近では建物が立ち並び、 たまに大学を訪問しで も、 駐車スペースにも困る程であ
る。
変貌を遂げたのは大学の中だけではない。 その昔、 立山合宿に参加して新入生に感想を
聞いたところ、 「初めて大学に来た時、 駅からパスに乗ると車は間もなく町を離れ、 まわ
りの景色がだんだん淋しくなって きたと思ったら、 そのうちトンネルに入ってしまって、
どんな山の中に行くのかと心細くなった。 」と話していた。 今でも、 パスの車窓の風景は
大差ないと思うが、 トンネルを抜けてからは様相が一変してしまった。 以前は何もなかっ
た周辺の田園の中にアパートが林立し、 学生数 よ りアパートの部屋数の方が多いのではな
いかと思うほどである。
大学の発展とは学部や学科の数を増やしてマ ンモス化することではないし、 単に建物を
多くすることでもないが、 他大学に伍して現在の医療科学の先端を行くためには、 それに
ふさわしい設 備とスタッ プ が必要で、 大学をここまで育てあげて きた歴代の学長を始めと
する諸先輩の努力の賜であろう。
大学の歴史と人の生涯とは何の関係もないはずなのだが、 20年という言葉を聞くと、 ど
うしても20歳前後の若人の姿をだぶ、らせて思い浮かべてしまう。 やはり、 人と同じ よ うに
大学にも若さがもっ未完成の魅力の よ うなものがあるのではないだろうか。
最近、 ある新聞に高名な作家が日本の大学に対する批判の記事を書いていた。 それに よ
ると、 中国や日本では儒教の影響と思われるが、 いわ ゆる先哲の教えが尊重される伝統が
あった。 そのため、 知識や思想は前時代に確立されていて、 それを受け継ぐ次の時代で
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は、その批判は許されず、ただどのように解釈するかが学問であった。
明治維新後、西欧にならって大学が創設され、近代科学が導入されたはずなのだが、そ
れでも長い歴史をもっ大学で、は先生の権威が確立されていて、その影響から抜け出しにく
い傾向にあるという。 しかし、その作家も認めているように、新しい大学では歴史がない
だけに、 かえって未来だけを見つめ、 新鮮な発想で学問に取り組む自由な雰囲気と活気が
あるように思われる。 少年期を経て青春期に入った富山医科薬科大学にはそのような意味
で、創造的な学問を育て、秀れた人材を送り出して社会の期待に応える条件がそろったと
言ってもよいだろう。
一時期、 本学に職を奉じた者として、 本学が “花盛り" を迎え、そして今後さらに枝葉
を伸ばしてますます発展を遂げる こ とを願ってやまない。
54 随 オド呂"こ出、
富 山 医科薬科大学 と 私
元看護部長
坂 倉 ナ ミ\
故田中角栄元首相の発想による全国の各県に医科系の大学を設置しようという方針のお
陰で、 富山県でも富山医科薬科大学がユニ ー ク な構想、の下に昭和50年に開学されました。
そこまで漕 ぎつけられた富山県及び富山市の関係諸氏の御苦労に深く敬意を表するもので
あります。 引 き続 き、 附属病院の設立準備室が、 県立総合衛生学院に間借りして開設さ
れ、 その後、 研究棟の麻酔科教室、 最後に看護部へと転々と移動しましたが、 この最初か
ら、 かかわり合いを持っていた者の一人として、 当時赤ち ゃ んであった富山医科薬科大学
も、 ようやく成人式を迎えられたと感無量であります。 改めて開学10年誌を播いて、 御努
力された各位のお顔を偲びながら心からお慶び申し上げるものでございます。
アルバ ム からは当時文部大臣であられた永井道夫氏を始め沢山のお客様を御案内申し上
げたこともまざまざと想い出され、 同大臣の揮事による「里仁為美」の意味する所を深く
胸にとどめて今日に至っております。
私はこの時以来、 昭和63年に定年退官を迎えるまで、 皆様のお陰で大過なく過ごさせて
いただ きましたが、 新しく育って ゆこうとする大学、 それも、 医学と薬学と和漢薬が融合し
た教育研究が模索され、 それが日を追って、 研究業績として積み上げられて ゅくを見るに
つけ、 言葉に言い尽くせない勉強をさせていただいたと感謝申し上げるのみであります。
ここで私がお預り し ていた看護部の事について、 想い出ずるままに書 き留めさせていた
だ きますと、 病院開院時の看護職員の数は、 わずか155名でしたが、 3 年後の施設 完成の
時の病床数は612床で、 300名に増えておりました。 この様に看護職員の定数を満たすこと
が出来たのは、 県当局の肝煎りで、 国立がんセ ンター、 国立東京第二病院、 国立循環器病セ
ンターに新卒者をそれぞれ 2 年間ずつ実務研修に送り、 別途、 国立大学 8 病院へも一年間
ずつの研修生を送っていただいたお陰であります。 その結果平均年齢23歳という若くて優
秀な看護職員が勢 ぞろい致しました。 私も立場上しばしば研修生を訪問し、 お世話になっ
ている子供達から病人が出ていないか、 落伍者がいないか、 ご迷惑をかけていないかと見
回ったのでありますが、 全く私の取り越し苦労であったようで、 かえって、 私自身が、 そ
5δ 
れぞれの病院で色々と勉強させて いただく結果となり、今でも貴重な時間であったと思っ
ております。
一方、最初から参画しておりましたので、病院建築の図面の見方も分かるようになるに
したがい、名古屋工事事務所にも頻々と出向きましたが、私などの申し入れは中々聞き入
れて もらえるものではなく、病室から、富山の宝、立山連峰を望める向きに建て られな
かったのが心残りである。 また、当時から駐車場が不足する ことが予想されていたのに、
この丘陵地帯ですから、容易に地下駐車場が作れた筈なのにとも思いましたが、 これも後
の祭でした。 それにして も、小林初代院長のご理解と各教授のご協力を得て、病院運営会
議でお願いした患者本位の実施計画が実現して きました ことは、有難い ことでありまし
Tこ。
二代、熊谷院長の時になって 、かねて 看護部の宿願でありました、看護大学の設置をお
願い致しましたが、看護婦充足県であるとの一般の理解の中で中々説得力がなく、日の目
を見るチャンスが来なかったのですが、平成5年の夏になって 、 ょ うやく富山医科薬科大
学医学部看護学科が誕生する運びになりました。 学内外の諸先生に大変なご苦労をおかけ
しましたが、富山県の看護の質を向上させる橋頭壁が築かれたものと、心から感謝申し上
げます。
数年前にアメリカのコロン ピア看護大学と、ニュー ヨ ークの看護大学を訪問した ことが
あります。 両大学の学部長は揃って 、教授という立場になって も、臨床看護が大切である
と説かれ、教育と大学での時聞が終わってから、自分の自由時間を割いて、病棟実習にま
た、夜勤に従事しておられると承って 、改めて敬服すると同時に、日本の看護教育に携さ
わる者も この心を忘れてはならないと思った次第です。 これからの看護婦の活躍の場は施
設内にとどまらず、訪問看護や在宅へと広がりつつあります。 病気を看るのではなく、病
人を看取る看護を目指して研績されたいと思います。
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医学部 に つ い て は 、 『十年誌』 に そ の 前 半部
の歴史が詳述 さ れて い る 。 そ の 後 の 20年 に 至 る
最近の 10年 は 、 医学部が少年期 か ら 成人 に 成長
す る 、 い わ ば悩 み多 い 青年期 で あ っ た と も 言 え
る 。 し か し 多 く の 問題 を 抱 え な が ら も 、 着実 に
そ の足跡 を 残 し て い る 。
l 医学部各講座の開設及び諸施設の竣工
医学部医学科 は 、 昭和 50年10月 1 日 に 設置 さ
れ、 昭和55年 4 月 1 日 を も っ て 当 初計画 の講座
設置が完了 し 、 昭和57年 4 月 1 日 の 大学院医学
研究科博士課程設置 に よ り 教育研究体制 の一応
の完成 を 見 た 。
そ の後、 昭和61年 4 月 1 日 歯科 口 腔外科学講
座、 平成元 年 6 月 28 日 臨床検査医学講座、 平成
4 年 4 月 10 日 放射線基礎医学講座、 平成 5 年 4
月 1 日 和漢診療学講座が そ れ ぞ れ増設 さ れ、 教
育研究体制 の 一層 の充実が図 ら れ て き た 。
こ の 問、 医療従事者 の需給 計画見直 し の 一環
と し て 、 平成 2 年 4 月 に 医 学 科 の入 学 定 員 が
100人か ら 9 5 人 に 変更 さ れた 。
ま た 、 平成 5 年 4 月 1 日 に は 医学部の 2 番 目
の学科 と し て 看護学科 (入 学定員 60人、 3 年次
編入 学定員 10人) が設置 さ れた 。 平成 6 年 5 月
20 日 に は人間科学 ・ 基礎看護学、 臨床看護学、
地域 ・ 老人看護学 の各講座が設置さ れ現在学年
進行中 で あ る 。
施設面 で は 、 学科及 び講座の増設 を 踏 ま え 、
医学研究棟増設工事 (601m2 ) が平成 2 年 3 月
20 日 に 、 看護学科研究棟第 I 期工事 (3， 640m2 )
が平成 6 年 1 2 月 5 日 に そ れ ぞ れ竣工 し 、 さ ら
に 、 看護学科研究棟第 II 期工事 (2 ， 519ぱ ) が
現在施工 中 で あ る 。
2 カリキュラムの概要と改正
教育課程 に つ い て は 、 昭和58年 4 月 の制度全
般 に わた る 大改正 の 後、 幾度 か小規模 な 改正が
実施 さ れて き た 。 す な わ ち 、 昭和58年 4 月 以降
に 実施 さ れた 改正事項 の 主 な も のは 、 一般教育
等 の 科 目 の新設及び履修方法の 変更、 臨床実習
の 実施方法の変更、 講座増設 に 伴 う 科 目 の 新設
等 で あ る 。
平成 3 年 に 大学設置基準が大綱 化 さ れた こ と
に伴 い教養教育 を 含む教育課程全般 に わ た る 見
直 し が必要 と な っ た こ と 、 ま た 、 医療現場 に お
け る 様々 な 問題 を 踏 ま え 医師国家試験出 題基準
の 改正 が行 わ れ た こ と な ど に よ り 、 再 び カ リ
キ ュ ラム 全般 に わ た る 改正 が必 要 と な っ て き
た 。 す な わ ち 、 明 日 の 医療 を 担 う医 師 を 育成 す
る た め の ユ ニ ー ク な 一貫教育 は 如何 に あ る べ き
か、 そ の 理念の 確立 を 含 め 現在強力 な 推進 が図
ら れて い る 。 す な わ ち 医学部将来計画推進委 員
会、 医学科教務委 員 会 に 加 え 、 ワ ー キ ン グ グ
lレ ー プ を も 設置 し 、 平成 8 年度 に お け る シ ラ パ
ス の作成、 カ リ キ ュ ラム の 改訂 を 現在検討 中 で
あ る 。 な お 、 入 学 当 初 の 医学生の モ チ ベ ー シ ョ
ン を 高 め る た め に 、 全国的 に も い ち 早 く 導入 さ
れ た 早 期 体 験 実 習 (early exposure) は 学 内
外か ら 高 く 評価 さ れて お り 、 そ の 他 に も 研究室
体験実習 、 晩 期体験実習 の 導入 を も 考慮、 し て い
る 。
3 看護学科の発足
近年 の 科学技術の著 し い 進歩 は 、 医療 の 高度
化、 専門 化、 細分化 を も た ら し 、 ま た 、 人 口 の
高齢化 に 伴 い 様 々 な社 会 的 問題が発生 し て い
る 。 こ の 背景の も と で保健 ・ 医療 の 現場か ら 寄
せ ら れ る 様々 の 要請に 応 え う る 高度 の専門的知
識 と 医療技術 を 持 っ た 看護婦 (士) の 養成が急
務 と な っ て き た 。
こ れ ら を 踏 ま え 、 国 の 4 年制大学 に よ る 看護
系職員 の 養成計画が推進 さ れ、 平成 5 年 に 中部
地区国立大学 と し て は初 め て 、 本学医学部 に 看
護学科が設置 さ れた 。 入 学定員60人 を も っ て 高
校卒業者 を 受 け入 れ る と と も に 、 3 年次編入 学
定 員 10人 を も っ て 看護系短期大学卒業者等 を 受
け入 れ、 高度 な看護専門教育 を 行 う こ と と し て
い る 。 更 に は 、 学年進行 の 終了 を 待 っ て 大学院
修士課程 を 設置 し 、 看護教育及び研究者 の 養成
を f子 う こ と と し て い る 。
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看護学科設置 に 伴 う 講座等 の 整備予定計画 は
次 の と お り で あ る 。
講座の 新設
人間科学 ・ 基礎看護学 (大講座)
教授 に助教授 1 、 助手 2
臨床看護学 (大講座)
教授 6 、 助教授 2 、 助手 7
地域 ・ 老人看護学 (大講座)
教授 2 、 助教授 3 、 助手 2
一般教育等学科 目 の整備
行動科学 (新設) 教授 1
統計 ・ 情報科学 (新設) 教授 1
英語 (定員増) 助教授 1
な お 完成時 に は 、 医学部 は 教授53名 を 擁す る
複数学科の大所帯 と な る 予定 で あ り 、 そ の運営
等 に お い て 検討す べ き い く つ か の 課題 を も つ こ
と に な っ た 。
4 入学者選抜の状況
入学者選抜 は 、 大学入試セ ン タ ー試験 (共通
一次試験) と 本学の個別学力検査の 総合評価 に
よ り 実施 さ れて き て い る が、 医療及 び教育 に 従
事す る 者 と し て よ り ふ さ わ し い 者 の 選抜 を 行 う
た め 、 選抜方法 の 改善 と 多様化 を 図 っ て き た 。
し か し 、 こ の様 に 多様化 さ れた 入学試験 の 結
果が問題で あ り 、 入学後の学業成績 の 分析 な ど
を 踏 ま え 、 よ り 良 い 入学試験制 度 の 確立 に 向 け
て 検討段階 に 入 っ た 。
(最近10年 の 主 な 改善事項等)
昭和62年 試験科 目 毎 の 配点 を 公表
昭和63年 個別学力検査 に B 日 程 を 採用
平成元年 推薦入試 を 導入
平成 2 年 個別学力検査 を B 日 程か ら A 日 程 に
変更
平成 5 年 個別学力検査 を A 日 程か ら 分離 ・ 分
割方式 に 変更
前期試験科 目 : 数学、 理科 (物理 ・
化学) 、 外国語 (英語)
後期試験科 目 : 外 国 語 (英語) 、 小
論文
看護学科 (新設) 試験科 目 : 数学 I
• II 、 理科 I 、 英語 1 • II 、 小論文
平成 6 年 看護学科 に 分離 ・ 分割方式 を 導入
前期試験科 目 : 総合問題、 小論文
後期試験科 目 : 小論文、 面接
平成 7 年 調査書 の配点 を 公表
5 大学院教育
大学院医学研究科 は 、 昭和57年 4 月 1 日 に 設
置 さ れ生理系、 生化学 系 、 形態系及 び環境系 の
4 専攻 を も っ て 発足 し た 。 各専攻 は 、 以下の部
門 に よ り 構成 さ れ て い る 。
生理系専攻 (入学定員 9 人)
遺伝 ・ 発生 ・ 発達部門、 生体情報部門、
運動機構部門
生化学系専攻 (入学定員 7 人)
化学物質作用部門、 細胞生理化学部門、
内分泌 ・ 代謝部門
形態系専攻 (入学定員 6 人)
形態情報部門、 腫虜部門
環境系専攻 (入学定員 8 人)
免疫部門、 病原部門、 生態部門
昭和61年 3 月 に は第 1 期生16名が課程 を修了
し 、 平成 7 年 3 月 ま で に 156人 の 課程博士 を 送
り 出 し た 。
ま た 、 論文審査 に よ る 博士 の 学位授 与 は 、 平
成 7 年 3 月 ま で の 200人 と な っ て い る 。
な お 、 現在目設 の 基幹大学で進 め ら れて い る
大学院重点化構想 は本学部 に と っ て も 、 取 り 上
げ る べ き 重要 な 課題 で あ る 。 医科薬科大学 と い
う 特徴 を 生か し 、 社会的要請 に 合 っ た 大学院重
点化構想 の確立 に 向 け 、 検討 に 入 っ た 段階 で あ
る 。
6 進路状況
医 学 科 の 卒 業 生 は 平成 6 年度 で 第 14 回 を 数
え 、 卒業者 の 合計 は 1， 348人 と な っ た 。 卒業者
の 進路 は 、 分野別 に見 る と 大学附属病院 ・ 大学
院、 他大学 の 附属病院 ・ 大学院、 県外の一般病
院、 県 内 の 一般病院 の 順 に 多 い が、 卒業後本学
に 残 る 者 の 割合 は 、 ここ数年40�50% 台 を推移
し て い る 。 医学部 と し て は 、 卒後教育検討委員
会、 医学部渉外委員会が 中心 と な り 、 卒業生 を
受 け 入 れ る 公的関連病 院 の 拡大 や受入環境の整
備、 卒後研修体制 の 充 実 な ど の 一 層 の 強 化 を
図 っ て お り 、 卒業生の本学へ の 残留率の 向上 に
よ り 、 地域医療 へ の 寄 与、 本学の教育診療体制
の一 層 の充 実 を 目 指 し て い る 。
な お 、 医師国家試験の合格率 は 、 第 I 期生 の
昭和57年以降平成 6 年 ま で16 回 の 平均で89. 5%
で あ り 、 国立大学 の 中 で も 上位 の 成績 を 残 し て
い る 。
看護学科 は 、 平成 9 年 3 月 に 第 1 期生が卒業
を迎 え る が、 受入 先 に つ い て 今後関係方面 に 働
き か け て い く こ と と し て い る 。
7 研究活動等
( 1 )研究活動 は 教育、 診療活動 と 共 に 、 医科大
学 に お い て 最 も 重視 す べ き 領域 で あ る 。 開学当
初 は 、 学生教育の 準備や ま た 診療 の充 実 に 一 同
が多 く の 時間 を 費や し 、 大学本来 の 目 的 の 一 つ
であ る 真理追究 の た め の研究活動 は 時間的、 経
済 的、 人 的 制 約 の 中 で 自 ら 制 限 さ れ る 傾 向 に
あっ た こ と は否 め な い事実で あ ろ う 。 と 言 い な
が ら も 、 こ れ ら の 困難な事態 に 挑戦 し 、 着実 に
そ の研究成果 を 世 に 問 う こ と の で き た 教室 も 数
少 な か ら ず あっ た こ と は 明 記 す べ き で あ る 。
“論 文発表か ら み た 日 本の生命科学" ( 山 崎茂
明) に 1989年度 に お け る 本邦 に お け る 各大学医
学部 ま た は薬学部 の 生命科学 に 関す る論 文数及
び論 文生産係数 (講師以上研究者I 人 当 た り の
生産論 文数) が掲載 さ れて い る 。 26位 ま でのラ
ン キ ン グが掲載 さ れて い る が、 残念 な が ら 本学
部 は こ の 中 に 名 を 連ね て お ら ず、 特 に 依頼 し て
取 り 寄せ た 未発表 デー タ に よ れ ば本学部 の ラ ン
キ ン グ は 107学部 中論 文数 で58位、 論 文生産係
数 で 68位 で あっ た 。 し か し 、 1995 年 に も 「 メ
デイ カ ル朝 日 」 に 1993年の ラン キ ン グが発表 さ
れた が、 フ ァ カ ル テ ィ論 文生産係数 ラ ン ク は 全
国80医科大学中30位、 全研究者論 文生産係 数 ラ
ン ク 78医科大学中21位 と 、 明 ら か な 上昇 を示 し
て お り 、 研究活動が国公私立 の 旧設医科大学 に
追 い つ き 、 い ま や凌駕す る段階 に ま で至っ た 事
を示 し て い る 。
(2)医科薬科大学医学会
本学 に お け る 医学研究 の振興 に 寄与す る こ と
を 目 的 と し 、 学術集会 の 開催、 学会誌の刊行等
の事業 を行 う た め 、 昭和54年 4 月 に 富 山 医科薬
科大学医学会が発足 し た 。
現在 ま で に 、 学術集会 と し て 新任教授 の 就任
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講演、 離任教授 の 最終講義、 著名 な 内外研究者
の 特別講演 を 主催又 は 共催 し て き た 。
ま た 、 平成 3 年 7 月 に 大学設置基準が大綱 化
さ れた こ と に 伴 い 、 各大学が個性 あ る 教育 ・ 研
究 を 自 由 に 展開 で き る よ う に な り 、 大学教育の
点検 ・ 評価及 び カ リ キ ュ ラム の改革等が進 め ら
れ て い る 現状 に 鑑 み 、 本 会 も 平成 5 年12 月 に
「本学 に お け る 医学教育 の 改革」 と 題す る シ ン
ポ ジ ウム を 開催 し 白 熱 し た 討論 が な さ れた 。
今後、 薬学部及 び和漢薬研究所 と も 連携 を と
り つ つ 、 共 同研究 の 実施、 学術集会 の 開催等 に
積極的 に 取 り 組む こ と に よ り 研究活動 の充 実 向
上 を 図 る こ と と し た い 。
ま た 新設の看護学科 に お い て も 、 そ の研究活
動推進の た め 、 看護学科紀要第 1 号が発刊 さ れ
た 。
(3) そ の 他の活動
平成 3 年 9 月 に 、 富 山 医科薬科大学 自 己評価
等検討委 員会が設置 さ れ、 自 己評価 の在 り 方、
具体的方策等の検討が な さ れ、 そ の後富 山 医科
薬科大学点検評価委 員会 の 設置 を 経 て 、 平成 5
年 7 月 に 全学 と し て は第 1 回 の 点検評価の 結果
が 「大学改革へ の 序章 富 山 医科薬科大学の点
検 ・ 評価1992J と し て 公表 さ れた 。 医学部 と し
て は 、 更 に 研究教育の活性化 を 図 る た め 、 独 自
に 点検評価 を 各講座 レ ベ ル ま で引 き 下 げ、 各講
座 に お け る 教育研究 の詳細 は も と よ り 、 医学部
を 構成す る 教官 (教授、 助教授、 講師 は も と よ
り 5 年以上在籍の 助手 を 含 め る ) の個人業績 に
至 る迄 の 自 己点検 を 白 書 と し て公 表 し た 。 す な
わ ち 「 富 山 医科薬科大学医学部教育 ・ 研究 の 歩
み一現状 と 展望 1994J (平成 6 年 4 月 発行) で
あ り 、 医学部 の 現状 を 世 に 問 い 明 日 へ の エ ネ ル
ギ ー の糧 と し た 。
終わりに
振 り 返っ て み れ ば、 開学当初 は こ の立派な杉
谷の キ ャ ン パ ス も な く 、 県立中部高校の 旧校舎
に 間借 り し授業が開始 さ れた も の で あ り 、 感慨
深 い も の が あ る 。 こ の 様 な揺藍 の 時期 か ら 20
年、 富 山 医科薬科大学 は 発展 を 続 け 、 人間でい
え ば成人式 を 迎 え た こ と に な る 。
医学部で も 、 創設 の 時代 に 御苦労 さ れた 初代
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教授 の 何人 か の 先生 は既 に 退官 さ れ、 こ れか ら
の 10年足 ら ず の 聞 に 創設 を 担わ れた ほ と ん ど の
先生 も 大学 を 去 ら れ、 ま さ に 世代交代 の 時期 と
い え る 。 一方、 医学部医学科の第 1 期生 は 卒業
後14年 を 経過 し 、 今や 臨床医学 の第一線で は 中
堅と し て 各方面で活躍 し て お り 、 基礎医学 で は
既 に 本学で 2 人 の助教授が誕生 し た 。
こ の様 に 、 富 山医科薬科大学医学部 は 最近誕
生 し た 看護学科 も 含 め 、 着実 に そ の 20年の足跡
を 残 し つ つ あ る が、 問題 は こ れか ら で あ る 。 日
本 に あ る 80 も の医科大学、 ま た 40 に お よ ぶ看護
大学の ラ イ バ ル に 引 け を 取 ら な い様 に し て い か
な け ればな ら な い 。 建物 は 立派 に 造 ら れた が、
問題 は そ れ を 構成 す る 人で あ る 。 後世の大学関
係者 に “ 1995年当 時の教職員 や学生 は い っ た い
何 を や っ て い た の か" と 批判 さ れ る 事の な い様
に 、 先 を見つ め て 本学 の 将来 を 築 く こ と が必要
で あ ろ う 。 (医学部長 高久 晃)
第 2 節 薬学部及び薬学研究科 白
第2節 薬学部及び薬学研究科
本学部 の 歴史は、 1893年(明治26年) に 設立
さ れた 共立富山薬学校に 始 ま り 、 専門学校令に
基づ く 第 1号薬学専門学校( 1907年) 、 官立第
1号薬学専門学校(1920年) 、 新制大学 の 第 1
号大学院薬学研究科( 1963年) 、 医科薬科大学
創設へ の 参加(1975年) 、 新制大学 の 第 1号薬
学研究科博士課程 の 設置 ( 1978 年) を経 て 、
19 92年 に 創立百 周年を迎えた 。 1986年以降の 10
年の歩 み の特記 項 目 は以下 の と お り で あ る 。
1 学部講座の改組と 教室名通称の変更
医科薬科大学への移管 に 伴 っ て 、 富山大学 に
お け る 薬学科、 製薬化学科の2学科14講座か ら
1 学科(薬科学科) 6 大講座制 と な っ た 経緯 に
つ い て は 10 周年記 念誌 に 詳 し い 。 1990年 に 6 大
講座 の 一 つ 「物理薬剤学( 3 教室) J を改組 し
て 「薬剤設計学J I薬物生理学」 と す る こ と に
よ り 7 大講座制 と し た が、 定員純増 は無い結果
と な っ た 。 ちな み に 、 各講座定員(教授、助教授、
(講師) 、 助手 の 各定数) は次 の と お り で あ る 。
薬剤薬理学(2、 2、 3 ) 、 臨床分析学(2、
2、 3 ) 、 医薬品化学(2、 2、(1)、 4 ) 、 衛生 ・
生 物 化 学 ( 3 、 3 、 4 ) 、 薬 用 資 源 学 ( 3 、
2、 3 ) 、 薬剤設計学(2、 2、 3 ) 、 薬物生理
学(2、 2、 1 ) 、 薬用植物園( 0 、 1 、 1 ) 。
一方、 大講座の 中 で の 最小研究 単位と し て の
教室識別 は 、 予算執行上 の 便宜措置 と し て 1986
年度 か ら 、(第一) 、(第二) 、 ……を付 し て き た
が、 これ は 無論教授 会 の 議を経た も の で も な
く 、 官制上の 裏付 け の あ る も の で も な か っ た 。
加えて 、 この よ う な 序数呼称 は 学生 に と っ て 認
識不能の も の で あ り 、 事務的 に も 伝票処理の 過
誤を招 く などの経過が あ っ た ため、 教授会の 議
を経て 1994 年度 か ら 出来 る 限 り 教室の 担当す る
教育 ・ 研究実態 を表 す呼称、を用 い る こと と し
た 。 14研究室名 は、(薬剤薬理学) 薬剤学、 薬
品作用 学;(臨床分析学) 分析化学、 毒性学;
(医薬品化学) 薬化学、 薬品製造学;(衛生 ・ 生
物化学) 衛生化 学、 生化学、 細胞生物学;(薬
用 資源学) 生薬学、 合成化学;(薬剤設計学)
物理化学、 量子化学;(薬物生理学) 生物物理
化学の と お り で あ る 。
2 カリキュラムの改革
生命科学 に 関わ る 薬学 の 立場 は、 疾病治 療薬
の 創製 と 供給 と 適用、 そ し て 地球生態系 の一環
と し て のヒト の健康を繰 る 健常環境の保全へ の
貢献 に あ り 、 ま た ヒト と の 関わ り に お い て 、 人
間性 に 対す る 歴史観の 醸成を求心力 と す る 高い
品性 と 教養 に 裏打ちされた プロへの 道を 目 指 し
て い る 。 これ は 学部 と し て そ の教育課程の 一貫
性が特に 求め ら れ る ゆえんで も あ る 。
大学設置基準の 大綱化(1991年 7 月 ) に よ る
大学の 多様化、 個性化、 高度化 の駆動原理 は 、
薬学部 に お け る 系統的 4 年間一貫教育 カ リキ ュ
ラ ムの 編成 に と っ て 格好の機縁 と な り 、 1994年
度 中 に カ リキ ュ ラ ム改革を完了 し た 。 詳細 は省
く と し て 、 『平成 7 年度( 1995年) 薬学部履修
規程』 に 見 る 特筆項 目 を以下 に 掲 げ る 。
イ . 教養 ・ 基礎教育科 目 の総合化へ の 軌跡
教育課程が 単一化 し て 、 従来 の模形 と 称す る
変則型か ら 明確 な 一貫教育型 に 移行 し たこ と に
伴 い、 教員 は教養教育で あ る と 専門教育で あ る
と を問わず協力 し て 、 薬学 の 基礎教育か ら 専門
教育へ と 段階的 に 進行す る カ リキ ュ ラ ム に 参加
す る とと と な っ た 。 4 年間教育 で は、 薬剤師を
代表 と す る 薬学の専門的な 職能 に 対応 し た 教育
を重視 し 、 教養 ・ 基礎教育 カ リキ ュ ラ ム は、 専
門教育の 基礎 と な る 一般的な 知的レベルの 函養
と 知的能力の開発を 目 的 と し た も の と な ら ざ る
を得な い 。 し か し 、 臨床薬学領域 の 拡充 に 伴 っ
て 、 クスリ と 共 に ヒト中心のポリ シ ー に 立 っ た
カ リキ ュ ラ ム も 展望 し て い る と こ ろ で あ る 。
i ) 人文 ・ 社会科学
『主題別科 目 � �セ ミナー型科 目 � �総合科 目 』
に 分 け、 前 一 者 は 指定 選択科 目 で、 中 項 目 を
「歴史 と 文 化 (言葉 と 文 学、 歴史 と 異 文 化 理
解) 」; 「人 間 と 社会(存在 と 倫理、 社会 と 法) J ; 
「心 と 行動(心 の 科学) J; 「 周辺領域(比較地域
構造論、 薬 と 経済、 異文化理解、 社会 ・ 文化 と
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人 間、 現 代 の 政 治、 日 本 の 歴 史 と 文 化) J と
し 、 後二者 は (入社セ ミ ナ ー I 、 入社 セ ミ ナ ー
II ) ; (人間 と 環境) で 自 由選択 と し た 。
ii ) 自 然科学
「物理学実験J I化学 実験J I生物学実験」 は
そ れ ぞ れ2年次後学期、 3 年次前学期 に 、 い ず
れ も 専門科 目 実習 と 連携 し た 日 程で実施す る 。
iii) 外国語科 目
第二外国語 に 第 2 英語 を 新設。
ロ . 学年進行 に 伴 う コ ア カ リ キ ュ ラ ムか ら コ ー
ス カ リ キ ュ ラ ムへ の 展 開
系統的な 4 年間一貫教育 の 各学年配当 主要授
業科 目 は 、 ( 1 年次) 教養 ・ 基礎教育科 目 /物
理化学 系 科 目 ; ( 2 年次) 有機化学 系 科 目 /生
物系科 目; ( 3 年次) 医薬品 系 科 目; ( 4 年次)
卒業研究 (含演習) と な っ て お り 、 ま た 必修講
義 科 目 ( 単位) は 、 1 年次 : 1 3 科 目 (19. 5 単
位) ; 2年次 9 科 目 (16 3/4単位) ; 3 年次 :
5 科 目 (7. 5 単位) と 、 学年進行 と と も に 減 少
し 、 逆 に 選択科 目 が増加 し て い る 。 こ れ は 、 学
年進行 に 伴 っ て 必修科 目 が中 心 の コ アカ リ キ ュ
ラ ムか ら 選択科 目 が 中 心 の コ ー ス カ リ キ ュ ラ ム
に 移行す る こ と を意味 し て い る 。 し た が っ て 、
特 に 3 年次 に お い て 、 学生が “将来 の 進路 を意
識 し た 授業科 目 選択で履修" す れ ば、 実質的な
コ ー ス 制 の 具現 と な る 筈であ る 。
更 に 、 医学部教官 の協力支援 に よ る 従来か ら
の 「生理学J I人体機能形態学 I 、 II J I免疫学 ・
病原微生物学」 の ほ か に 、 更 に 「疾病学J I臨
床 医学各論 I 、 II J を加 え て 、 医療薬学関連授
業科 目 を 充実す る こ と が出来た 。
か く て 、 1 年次 か ら 3 年次 ま でで 「薬学 の 知
識」 を 修得 し 、 「知的能 力 」 を 高 め る こ と が で
き る 。 そ し て 「 自 ら 考 え 、 行動 す る 習慣」 を 身
に つ け る に は 「卒業研究」 な る 小人数教育が適
し て い る 。 教壇の上か ら 降 り 注 ぐ 情報 を 受信す
る こ と に 追わ れ て い た 学生が、 自 ら 情報 を 発信
す る 、 主体性の あ る 、 い わ ゆ る カ ゼ を ひ か な い
学生 に 変身 し て 社会へ と 巣立 つ た め の 、 卒業研
究 の 充 実で あ る 。
ハ . 授業効果 向上へ の取 り 組み
多 様 な 入試方法 の 実施 に よ っ て 入学 し た 、 教
科 目 聞 に 学 力 差 の あ る 学生達 を教育 し 、 所定 の
習熟水準 を 達成す る こ と が緊急の 課題 と な り 、
幾 つ か の取 り 組み を 行 っ た 。
i ) 1 講時80分、 1 日 5 講時制 の 導入
医療薬学関連科 目 拡充 を 含 め た 新授業科 目 開
設への 必要性 も あ り 、 ま た 学生の 集 中 力 持続限
度 に 基づ く 1 講時100分制批判 に も 配慮、 し て 、
“新 し い 知 識 は 厳選 し て コ ン パ クト に 70分 で"
教授 し 、 “学力 差 の あ る 学生へ の対応 (review，
summary) に 10 分 を " 使 う こ と を 念頭 に お い
た 改革で あ る 。
ii ) 修得 単位数根拠の是正 と 卒業要件 単位数
の 見直 し
旧 カ リ キ ュ ラ ム の 100分/15 回授業 に 基 づ く
2 単位 の 基準 を 改善 し て 、 80分/15回授業対応
で 1. 5 単位 と し 、 卒 業 要 件 を 旧 145 単位 か ら 新
l30 単位 と し た 。
iii ) 学部授業計画 ( シ ラ パ ス ) の刊行 と 学生
に よ る 授業評価ア ン ケ ー トの 実施
授業 は 、 教育 を 受 け る 側 と し て の 学生 と 教員
と の 共 同 作業 に よ っ て 成 り 立 つ と い う 認識 に
立 っ て 、 授業 の 質 の 向上 を 図 る た め に 、 学生が
各授業毎 に あ ら か じ め テ キ ス ト を 予習 し て 期待
す る 授業像 を イ メ ー ジ す る こ と に よ り 、 授業時
中 に そ の 到達度 を 出来 る だ け上 げ る 手助 け と し
て 、 “詳細 な 授業計画 を 各講時毎 に 書面作成 し
て 、 あ ら か じ め 学生 に 配付 し て お く " い わ ゆ る
シ ラ パ ス の刊行 と 、 従来 中 間 ま た は 期末試験 に
よ っ て し か知 り 得 な か っ た 授業効果 を随時 に 調
べ て 授業法 の 工夫 に 役立 て る た め に “学生 に よ
る 授業評価ア ン ケ ー ト" の 実施 を 決定 し 、 そ の
様式 を シ ラ パ ス 巻末 に 添付 し 、 教員 に よ る 随時
利 用 を 図 っ た 。
新 カ リ キ ュ ラ ムで は 、 特 に 3 年次 が選択科 目
中 心 に 構成 さ れ、 学生が己 の 将来 の 進路 を 決 め
る 学年 に 相 当 す る 。 多 数 の 選択科 目 の 中 か ら 将
来 の 進路 に 沿 っ た 授業科 目 を 選択、 履修す る 際
の 指針 に も な る の が シ ラ パ ス で あ る 。
以 上 の 作業 は 専 ら 学部教務委員会 の 粘 り 強 い
実質審議の 成果で あ る 。 流動す る 時代 や 社会や
学 問 の 要請 に 柔軟 に 対応す る た め に 、 薬学部教
務委員会 は教授会 の “常置委員会" と し て 規程
を制定 し 、 設置 さ れ た 。 そ の趣 旨 は 、 各研究室
の 代 表必 ず 1 名 と 各 学 科 目 担 当 者 を 必 須 メ ン
ノfー と し て 組織 し 、 よ り 良 い薬学教育 を 目 指 し
て 学部全 て の 領域 の 意見集約 を 図 る 実質審議の
場 と な り 、 教授会 の 日 常活動 を 根本的 に 支 え る
使 命 に あ る 。
3 入学試験の改革
大学進学 に 対す る 若者 の 基本理念や 姿勢の 多
様 化、 流動化 に 対応 し 、 一方 で は 学齢期人 口 の
減少 に柔軟 に 対処す る た め 、 以下の 入試改革 を
行 っ た 。
大 帰国子女特別選抜 : 19 86年度 ス タ ー ト 。 こ の
制度 に よ り 、 1995年英国 か ら の帰国学生 1 名
が入学 し た 。
カ 推薦入学 : 1988年度 か ら 実施。 小論文 ・ 適性
検査 と 、 受験者 ・ 面接員両者複数員 の 同時面
接 ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン形式 の 導入 に よ る 、 ハ
ン グ リ ー精神 の評価 な ど一般選抜 と は 質 の 異
な る 選抜基準 で、 “serendipito us" な 成 果 の
期待 さ れ る 手作 り 入試 に よ り 、 鍛 え 甲 斐 の あ
る 学生の発掘 を 心掛 け 、 意欲 的 な 入学生 を 得
て い る 。
カ 一般選抜個 別 学 力 検 査 の 分 離 ・ 分割 方 式 導
入 : 1993年度以降実施。 こ れ に よ り 、 本学部
入試の難易度 ラ ン ク が急上昇 し た 。
4 薬剤師国家試験受験資格の大学教育 6 年
制要請への対応
厚生省 の依頼 に よ る 2 年越 し の薬学教育の検
討結果 を 踏 ま え た 同省 の 強 い 要望 と 、 薬学部 ・
薬科大学側 の検討結果 を 踏 ま え て 、 6 カ 月 の病
院実務研修 を 必須要件 と し た 学部 4 年 プ ラ ス 大
学院 (修士) 修了 を 以 て薬剤師国家試験受験 資
格 と す る 新 し い制度 を 、 今世紀末の 大学入学生
か ら 適用 す る こ と が、 1994年 6 月 に 厚生省 か ら
予告 さ れ た 。 こ の 新 し い 流 れ へ 向 け て の カ リ
キ ュ ラ ム 改革 は 、 臨床薬学関連科 目 の新設 ・ 充
実 を 含 め 、 国公立大学薬学部長会議 の専門委 員
会 と し て の 『薬学教育の改善 に 関 す る 調査研究
協 力 者 会 議』 で 1994 年度 に 検討 が 進 め ら れ、
1994年 7 月 に 中 間 ま と め を 公表、 1995年 5 月 末
の該 学部長会議 に は 各大学 に お け る 具体的検討
の材料 と な る 試案が提出 さ れた 。 本学部 に お い
第 2 節 薬学部及び薬学研究科 白
て も 教務 常 置委 員 会 に お い て夙 に 準備 態 勢 に
入 っ て い る と こ ろ か ら 、 本年度 の 当該委 員会 の
主要主題 と な る こ と が必至 で あ る 。
幸 い に し て 、 本学附属病院 は 医学部直属の も
の で は な く 、 薬剤部 は教授、 助教授、 助手 を擁
し て 薬学部 の 教育 ・ 研究 体制 に 参加 し て い る の
で、 薬剤師資格 に 係 る 今次 の 制度 的大改定 に は
比較的容易 に 対応 し 得 る と 考 え ら れ る が、 そ れ
と て も 薬剤部技官 の教員 (助手) 化が必須 の 前
提要件 と な っ て い る 。
5 大学院の概況
本学薬学研究科 は和 漢薬研究所、 附属病院薬
剤部、 薬用植物園 を 含 むー専攻 ( 医療薬科学専
攻) 17特論 ・ 23教室 ・ 部門 で あ り 、 2 専攻13�
14講座 と 言う 常識か ら 見 て 異例 の 決着 に 至 る そ
の 設置経過 に つ い て は十周 年記念誌 に 詳 し い 。
本研究科 は 、 修士課程、 博士課程 と も に 旧帝
大 に 次 い での 新制大学第 1 号設置 と いう 歴史 を
刻 ん で、 1995年 3 月 現在 で薬学修士781名 (含
富 山 大 290名) 、 薬 学博士80名 を 送 り 出 し て い
る 。
さ て 現今、 大学 の高度化の一環 と し て 、 学部
中且 織 を 基盤 と し な い所謂 “独立専攻科" の 設置
が 旧帝 大系薬学研究科 に 端 を 発 し 、 そ の後、 薬
学研究科 と し て で は な く 総合大学院研究科で し
か博士課程 を 設置 す る 事が 出 来 な か っ た 国立大
薬 学部 に 波及 し て い る 。
本研究科 で は 、 上記高度化推進計画 の 波 も あ
り 、 ま た 学生 に よ る 薬剤師国家試験資格 6 年制
の 先取 り も あ っ て 、 1995年度博士前期課程入学
生 は 定 員 の 1. 5倍 に 達 し 、 1996年度 に は 2倍 に
届 き 兼ね な い趨 勢 に あ る 。 こ の定員超過状態 を
解消 し 、 学生 の進学希望 に 応 え る た め に も 、 専
攻 科 の 新設、 教 員 増 を 図 る 必 要 に迫 ら れ て お
り 、 学部講座 と 大学院特論講座 に リ ス ト ラ の 前
提 を 取 り 入れて検討 し て い る段階で あ る 。
6 大学設置基準の大綱化と教授会の自己点
検評価
1991年 7 月 施行 に な る 大学設置基準 の 大綱 化
に よ っ て 、 各大学 ・ 学部 は 自 由 に そ の教育課程
の 大綱 化 と カ リ キ ュ ラ ム 改革 を 行う こ と が出来
る (求 め ら れ る ) こ と と な り 、 一方 そ の 改革 の
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視点か ら 、 そ の 管理 ・ 運営、 教育 ・ 研究 に 対 し
て も 自 己 点検 ・ 評価 を 行う 、 い わ ゆる “accre­
ditatio n" が求 め ら れ る こ と と な っ た 。
高 い視点か ら の 基準化 を 目 指 し て 大学改革 を
行う こ と が、 大学 自 身 の 義務 の ー っ と し て 明示
さ れた の で ある が、 こ れ は 既 に 四半世 紀前、 大
学紛争の渦 中 で大学が求 め ら れた こ と で あ り 、
当 時の教員 は そ の 時点 で意識改革 を 終 え て い た
の で あ る が、 世 代 は 移 り 意識 は 風化 し て 行 っ
た 。 い ま 改 め て 行政的 に そ れが求 め ら れ る こ と
に な っ た こ と は噺憾 の極 み 、 悔 然たる 思 い の 大
学人 も 多 い筈 で あ る 。 大学の管理 ・ 運営 に 係 る
評議会 の 、 全学委 員 会 の 、 そ し て 薬 学部 の 管
理 ・ 運営 に 係 る 教授会の 各点検 ・ 評価 に つ い て
は 『大学改革へ の 序章� (富 山 医科薬科大学、
1992年) に 掲 げた と こ ろ で あ る が、 薬学部教授
会 に 関す る 特記事項 を 以下 に 掲 げ る 。
イ . 教授会 の機能 に つ い て
学校教育法第59条 に いう “教授会" と は 、 本
学部 で第 1 、 第 3 水曜 日 を 定例 と し て 開催 し て
い る “会議" を いう の で は な い 。 す な わ ち 教
育 ・ 研究 に 関 す る 学部運営 の立法 と 行政 の両者
を 共 に 実行 ・ 掌 理す る 主体で あ っ て 、 し た が っ
て 教授会構成 メ ンバ一 一人ひ と り の 主体的姿勢
に 立脚 し た 発意 と 作業奉仕の 日 常活動 を い い 、
上記“会議" は そ の 活動 の 一部 に 過 ぎ な い 。 こ
こ が国会の機能 と 大 きく 違う と こ ろ で ある 。 学
部長 は教授会 の船 頭 で は ある が、 議長 の ら ち を
超 え る と 、 メ ンバー の 主体性 と エ ネ ル ギ ー を 減
殺 し 、 結果 と し て 教授会 の機能 と ア ク テ ィヴ ィ
テ ィ の低下 を 招く こ と に な る 。
ロ . 教授会常置委 員 会 に つ い て
教授会 の 主体性 を 具現 し 、 教授会 メ ンバー の
日 常活動 を 組織す る 最 も 民主的で有効 な 方法 は
教授会小委 員会 と し て の常置委 員会 を規程制定
のう え 設置 し 、 こ こ で実質審議 を尽く す こ と で
あ る 。 さ き に 述べた カ リ キ ュ ラ ム 改革 を 実現 さ
せ た の は 、 こ の常置委 員会第 1号 と し て の教務
委 員会 で あ っ た 。 学部長諮 問機関 と し て の教授
会小委 員 会 “wo rking party" は 、 能率的で は
あ っ て も 必ず し も 、 メ ンバ ー の 活性化 に と っ て
不可欠 の民主的運営 に繋 が ら な い 。
ハ . 薬学部教授選考規程 ( 内規) の制定
世 は成文律 の 時代 で ある 。 1994年 9 月 、 薬学
部教授会規程第 2 条た だ し書の人事 に 関す る 事
項 の審議方法 を成文化 し 、 そ の 手続 き を 明定 し
た 。
ニ . 文部省薬学視学員 に よ る 実地視察
1988年 6 月 お よ び1994年 6 月 に 標記実地視察
が あ っ た 。 殊 に 後者 で は 、 主査 : 南原俊夫 (東
北 大 学 名 誉 教授、 日 本 薬 学 会 前 々 会頭) ; 副
査 : 奥 山 治美名古屋市大教授 を 迎 え 、 対面説明
に よ る 書面審査 が あ り 、 6 年前 に は 無 か っ た 新
審査項 目 「教育課程J ，- 自 己 点検 ・ 自 己評価」
「薬学教育 の 改善関係」 に つ い て 高 い 評価 を 得
た 。
7 大型機器の導入
1986年以 降 に 薬学部 に 関連 し て 導入さ れ た 高
額 機器 は 下記の通 り で あ る 。
く) F T 核磁気共鳴装 置 (バ リ ア ンU NITY
500 FT- NMR， 定価 1億 6， 000万円 、 1993
年)
。単結晶 自 動X 線構造解析装 置 (理学電機
RASA- 7R、 定価5， 500万円 、 1993年)
O リ ア ル タ イ ム レ ー ザー共焦点顕微鏡 シ ス テ
ム (米国製、 5， 000万円 、 1994年)
8 社会との連携
地域社 会へ の サ ー ビ ス と 連携 に 関 し て 実施 し
た 薬学部 の活動 の 主 な も の を 以下 に 掲 げ る 。
イ . リ カ レ ン ト 教育
『富 山 地域 リ カ レ ン ト 教育推進協議会』 に 参
加 し て 、 本学 に 当該 運営委 員 会 (委 員長 : 薬学
部長) を 組織し 、 1992年度 「薬学基礎」 、 1993
年度 「創薬科学」 、 1994年度 「薬学 に お け る 情
報処理技術 の 実際」 を 開講、 参加定員 を 満た し
て 多大の成果 を 挙 げ、 事業 目 的 に 貢献 し た 。 詳
細 は 本誌第 4 章第 2 節 : 地域活動 に記 述。
ロ . 薬学への招待
薬学部への 1 日 体験入学 の行事 は 、 高校 1 �
3 年生 を 対象 と す る 、 薬学部 の キ ャ ン パ ス ・ 設
備 ・ 教員 ・ 研究活動 の 見学 と 、 実験の 実体験の
た め の催 し で あ り 、 日 本薬学会北 陸支部 の企画
に 基づい て い る 。 富 山 、 石川 、 福井 の各教育委
員会後援 と あ っ て 定着 し て い る 。 本学で は 1989
年 か ら 実施 し て 昨 年第 6 回 目 を 数 え 、 今 や 新
潟 、 関東、 中部各県 か ら も 参加者が出 る 盛況で
あ る 。 各研究室 の 工夫 に な る 毎年十数 コ ー ス の
テ ー マ は 高校生 を 触発 す る に 十 分 な 内 容 で あ
る 。
9 薬学部創立百周 年記念行事と富山薬窓会
冒 頭 に 記 し た よう に 、 薬学部 は 1992年 に創立
百周年 を 迎 え て 記念行事 を執 り 行 っ た 。 1 1 月 7
日 の 記念式典 、 記念講演会 ( と も に 富 山 県民会
館) の ほ か、 『百周 年記念誌』 を 発行 し た 。 こ
れ に 先立 ち 、 薬学部 同窓会た る 富 山薬窓会 は 中
核 と な っ て 「記念事業後援会」 を 組織 し 、 募金
活 動 を 行 っ た 。 寄 付 金 総 額 は￥ 143， 335， 000
で、 事業収入合計￥ 151， 390， 069 のう ち 、 記念
碑 (碑銘 : 山崎高臆 学長揮喜 ) 、 記念誌、 そ の
他経費支 出残 の￥ 132， 488， 100 が薬学部 へ寄付
さ れて 『 富 山 医科薬科大学薬学部創立百周 年記
念教育 ・ 研究助成基金』 と な り 、 基金規程 ・ 基
金運用委 員会規程 を制定 し て 運用 さ れて い る 。
寄付 金 のう ち 同 窓 生分 は￥ 52， 163， 000 ( 1808 
名) で あ っ た 。
記念講演 は文化勲章受章者 ・ 早石修京都大学
名誉教授 に よ る も の で、 “眠 り の 秘密 プ ロ ス
タ グ ラ ン デ ィ ン D 2 と E 2 に よ る 睡眠 と 覚醒 の 調
節 に つ い て " と 題 し 、 聞 き 手 を 自 ず と 引 き 込
ま ず に は お か な い巧 み な話 術 と ス ラ イ ド を 駆使
し て 800余名 の聴衆 に 感銘 を 与 え た 。
記念講演 に 先立 つ 記念式典 の 学部長式辞、 学
長挨拶 に 続 く 祝辞のう ち 、 文部大 臣、 富 山 県知
事、 日 本薬学会会頭 に よ る も の を 以 下 に 掲 げ
る 。
[ 鳩山邦雄 文部大臣]
本 日 こ こ に 、 富 山 医科薬科大学薬学部創立
100周 年記念式典 が挙行 さ れ る に 当 た り 、 一言
お祝 い の 言葉 を 申 し 上 げ ま す 。
本学薬学部 は 、 富 山 県 の伝統産業 で あ る 製薬
業 を 背景 に 、 明治26年共立富 山 薬学校 と し て 設
置 さ れ、 そ の後幾多 の 変遷 を 経 て 、 昭和51年 に
東西両医学 の 融合 と 医学、 薬学 を 総合 し た 教育
研究 を行う こ と を 創設の理念 と す る 富 山 医科薬
科大学 の薬学部 と な り 、 今 日 に 至 っ て い る も の
で あ り ま す。
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こ の 問、 昭和49年 に は和漢薬研究所 を 開設す
る な ど、 着 実 な 発展 を 遂 げ、 我が国の薬学の進
展 は も と よ り 、 地域 の保健医療及 び製薬産業の
振興 に 貢献 し た 功 績 は 誠 に 輝か し い も の が あ り
ま す。 歴代 の校長、 学長、 学部長並 び に 教職員
各位の御努力 に 対 し 、 深 く 敬意 を 表 し ま す と と
も に 、 地元富 山 県 を 始 め と す る 関係各位 の御支
援 に 対 し 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま
す 。
御承知 の と お り 、 我が国 に お け る 薬学 の 教育
研究 は 、 目 覚 ま し い発展 を 遂 げ医療、 製薬、 衛
生等幅広 い分野 に お い て 、 国民 の健康 を 守 る 重
要 な 役割 を 担 っ て ま い り ま し た 。 ま た 、 特 に 、
最近で は 、 新 し い 医薬品の研究 ・ 開発 あ る い は
そ の人材養成 な ど、 社 会 の 期待 は ま す ま す大 き
く な っ て き て おり ま す。
本学部 は全国的 に も 例 を 見 な い 医学薬学 の 一
体的教育研究や和漢薬の教育研究 な ど を 行 っ て
お り 今後 と も こ の よう な社 会の 期待 に 的確 に 応
え て く れ る も の と 確信 し て お り ま す 。
最後 に 、 百年の 歴史 と 伝統 を誇 る 本学薬学部
が、 関係各位の御努力 と 御協力 に よ っ て 、 今後
ま す ま す発展 さ れ る こ と を 祈念 し て 、 お 祝い の
言葉 と い た し ま す 。
[ 中沖 豊 富 山 県知事]
秋 も 深 ま り 、 立 山連峰 の 新雪 が美 し く 輝 く季
節 と な り ま し た が、 本 日 多 く の ご来賓 の 皆様 方
を お 迎 え に な り 、 富 山 医科薬科大学薬学部創立
100周 年記念式典 が こ の よう に盛大 に 挙行 さ れ
ま すこ と は誠 に 喜 ば し い 限 り で あ り 心 か ら お 祝
い を 申 し 上 げ ま す 。
ご案内 の と お り 貴学部 は 明治26年 に 共立富 山
薬学校 と し て 開学 さ れ、 以来、 県立富 山薬学専
門学校、 富 山大学薬学部 な ど幾多 の 変遷 を 重ね
ら れ、 今 日 、 富 山 医科薬科大学薬学部 と し て 着
実 な 発展 を 遂 げて こ ら れ ま し た 。 こ の 間 、 本学
を巣 立 た れ た 卒業生 は 8， 000名 余 り に の ぼ り 、
薬業県富 山 の 発展 を し っ か り と 支 え て い た だ、 き
ま す と と も に 、 我が国の保健医療 の増進 に 多大
な ご貢献 を い た だ い て ま い り ま し た 。 こ れ もひ
と え に 山崎学長 さ ん、 狐塚学部長 さ ん を は じ め
歴代教職員 の 皆様 方、 そ し て 多 く の 関係 の 皆様
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方の並々 な ら ぬ ご尽力 の賜で あ り 、 こ こ に 深 く
敬意 を 表 し ま す と と も に 心か ら 感謝申 し 上 げ る
次第で あ り ま す 。
ご承知 の と お り 、 近年の 高齢化社会の 進展や
ライ フ ス タ イ ル の 変化 に 伴 い 、 保健医療 に対す
る ニ ー ズ は ま す ま す増大 し 、 か つ 高度化、 多様
化 し て お り ま す 。 と り わ け 自 分 の健康 は 自 分で
守 る と い う ゼ ル フ メ デ ィ ケ ー シ ョ ン や 、 病気 を
初期 の段階で治療す る プライ マ リ ー ケ アの 担 い
手 と い た し ま し で も 、 薬学 の 果 た す役割 は こ れ
ま で以上 に 大 き な も の と な っ て き て お り ま す 。
こ う し た 中 、 貴学部 は全国的 に も ユ ニ ー ク な
医学薬学 の協力体制 の 構築、 並 び に 東西医学 の
融合発展 を 基本理念 に 、 各種研究機能 の 集積 に
積極的 に 取 り 組 ま れ、 と り わ け 国立で は 唯一 の
和漢薬研究所 は 創 設 以 来数 々 の 成 果 を 収 め ら
れ、 国 内 外 か ら 大 き な 注 目 を 集 め て お ら れ ま
す。 さ ら に は 中 国溶陽薬学院 と の 学術交流や 国
際的な シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 な ど、 名実 と も に 我
が国薬学教育の先導的役割 を 果 た し て お ら れ ま
す こ と は 誠 に ご 同慶 に 堪 え ま せ ん。
富 山 県 と い た し ま し で も 、 300年余 り に わ た
る 薬業 の 伝統 を 大 い に 生 か し な が ら 、 東洋医学
を は じ め 世界各国 の伝統医薬 に 関 す る 国 際的な
情報発信基地づ く り を め ざ し 、 国 際伝統医学 セ
ン タ ー の建設や 、 と や ま 健康村 の 整備 な ど に 全
力 を あ げ取 り 組 ん で い る と こ ろ で あ り ま す 。 こ
う し た 意味か ら も 貴学部 を は じ め と し た 学術 ・
研究機関 を核 と す る 産 ・ 官 ・ 学 の 連携 を 今後 と
も 大 い に 凶 り な が ら 日 本一 の健康県 づ く り を 進
め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。
ど う か皆様 に は こ の 1 世紀 に お よ ぶ、輝か し い
足跡 を 新 た な躍進の礎 と さ れ、 富 山 県 の 薬業 は
も と よ り 我が国保健医療 の 発展 の た め 一層 の ご
尽力 を い た だ き ま す よ う 心 か ら お願 い 申 し 上 げ
る 次第 で あ り ま す。
終わ り に 、 富 山医科薬科大学薬学部 の限 り な
い ご発展 を 心 か ら 祈念 い た し ま す と と も に 、 本
日 ご臨席の皆様方の ま す ま す の ご健勝、 ご活躍
そ し て 一層 の ご多幸 を お祈 り 申 し 上 げ ま し て 、
お祝い の 言葉 と い た し ま す 。
[南原俊夫 日 本薬学会会頭]
こ の た び富 山医科薬科大学薬学部が創立百 周
年 を 迎 え ら れ ま し た こ と は誠 に 慶賀 に 堪 え な い
と こ ろ で あ り ま す 。 本目、 こ の 栄 え あ る 記念式
典 に お 招 き 戴 き 、 社団法人 日 本薬学会 を代表 し
て 祝辞 を 申 し 上 げ る 機会 が 与 え ら れ、 誠 に 光栄
の 至 り で あ り ま す 。
貴学部 の 発足 は 、 遠 く 明治26年、 共立富 山薬
学校の創立 に 端 を 発 し て お り す ま 。 富 山市立薬
学校、 同富 山薬業学校、 富 山 県立薬業学校 を 経
て 明治43年同薬学専門学校 に 昇格、 更 に 大正 9
年 国 へ の 移管等幾 多 の 変革 を 重 ね て 、 昭和24年
富 山 大学へ昇格 を 見 る に 至 り ま し た 。 同38年和
漢薬研究施設 と 大学院修士課程 の 設置、 49年 に
は 同施設の 付置研究所へ の 昇格、 次 い で 昭和51
年全国 で も 類 を 見 な い医科薬科大学の創設 と 同
学薬学部へ の 移行、 更 に 53 年 に は 大学院博士課
程 の 設置、 と 特色 あ る 教育研究 の 全課程 を 整 え
ら れ、 今 日 大講座制 で 7 講座14研究室 を擁す る
国立大学 と し て は稀な規模の薬学部 に 発展 さ れ
ま し た 。 宝暦9 年 ( 1 759年) の 頃か ら と 言 わ れ
る 、 配置販売薬 の 歴史 と 伝統 は 、 一方 に お い て
「薬 の 富山」 の イ メ ー ジ を 全 国 に 広 げ、 他方で
そ の 製薬産業 に 絶 え ざ る 発展 と 近代化 を 求 め 、
た め に 薬学校創設 も 医薬産業従事者 の 聞 か ら の
強 い 要 望 で ス タ ー 卜 し た と 聞 き 及 ん で お り ま
す 。 富 山市立薬学校時代 と 第 2 次大戦時の 二度
に わ た る 校舎焼失 か ら の 復 旧 、 新制大学 を 目 指
し て の 整備充実 を 果 た さ れ、 い っ た ん富 山大学
薬学部 と し て の発足 を 実現 さ れた 上 で画期的 な
転進 に 着手 さ れ ま し た 。 す な わ ち 、 医 と 薬 の 学
際的教育研究 を推進 し 、 内 容 の 充実 を 図 る こ と
が重要課題のーっ と 喝破 さ れ て 、 理想 の 実現 に
向 け て よ く 尽力 さ れ、 薬学部、 和漢薬研究所が
新設の医学部 と と も に 一体化 さ れた メ デ ィ カ ル
セ ン タ ー を 築か れ ま し た 。 こ の 問、 多 く の 困難
や 障害 を 克服 さ れ、 輝か し い今 日 を 迎 え ら れ ま
し た こ と は 、 常 に 地域 と 共 に 努力 さ れて き た 歴
代 の 校長、 学部長、 学長 を 始 め 教職員 、 事務職
員各位 の ご努力 に よ る も の で あ り 、 改 め て 深 い
敬意 を 表す る 次第 で あ り ま す 。
貴学 の伝統 あ る 校風 に 育 ま れた 卒業生 は 、 い
ま や 7， 300余名 の 多 数 に お よ び、 薬学及び関連
の諸分野 に お い て 幅広 い活躍 を 示 し て お ら れ ま
す。 貴学が誇 り と さ れ る 群像 の 素晴 ら し い軌跡
と豊か な人脈 に 思 い を 至 す と き 、 教育の崇 高 さ
に新鮮 な感動 を 覚 え る も の で あ り ま す。
わ が 日 本薬学 会 も 、 本年 を も っ て 創立113年
目 を迎 え て お り ま す が、 平素貴学 の 諸先生方 に
お か れ ま し て は 、 進 ん で本学会 の 発展 の た め
に 、 理事会 を は じ め 論文誌編集委 員会、 衛生化
学調査委 員 会、 薬毒物調査委 員 会、 広 報委 員
会 、 シ ン ポ ジ ウ ム委 員 会、 学術 賞 等 選考委 員
会 、 創薬セ ミ ナ 委ー 員会、 あ る い は 医薬化学部
会 な ど 多 く の委 員 会、 部会 等 に お い て 活躍 さ
れ、 格別 の ご尽 力 を賜 っ て お り 、 改 め て こ こ に
深甚 の 謝意 を 表す る も の で あ り ま す。
申 すま で も な く 、 こ の た びの 医療法改正 に 伴
い 、 包括的 な 医療体制 の確立、 質 を 変 え た 医療
福祉の充実 に 向 け て 、 薬学、 薬事、 薬業 と 、 こ
れ ら を 担う 人材の育成、 薬学教育 に 寄せ る 国民
の期待 は 益々 高 ま っ て お りま す 。 本学会 も 、 昨
年、 初代会 頭長井長義先生 ゆ か り の 地 に 、 来 る
べ き 21世紀 に お け る 薬学創造 の 発信基地 と し て
新長井記念館 を建設 し 、 新時代 を 目 指 し て 第一
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歩 を 踏 み 出 し た と こ ろ で あ り ま す 。 わ が国 が い
よ い よ 本格的 な 高度科学技術化、 国 際化、 情報
化、 そ し て 高齢化 の 時代 を 迎 え つ つ あ る 時、 貴
学部 が創立100周 年 を 記念 さ れ ま す意義 は 、 こ
の 間 の 大 き な 前進 を 慶祝す る と と も に 、 ゆ る ぎ
な い伝統 を 踏 ま え 、 地域 に深 く 根 ざ し た 歴史 の
建設 を 心 に 深 く 期 す る こ と に あ り ま し ょう 。 こ
こ に 富 山 医科薬科大学薬学部創立100 周 年 の 佳
節 を 慶祝 申 し 上 げ ま す と と も に 、 更 な る 100年
に 向げ て 新た に 事業 を 開達 し て 行か れ ま す こ と
を 心 か ら 祈念 し て 祝辞 と 致 しま す 。
以 上祝辞完
さ て 、 富 山薬窓会 は本学薬学部 ま た は 大学院
薬学研究科入学 を 以 て 入会 と し 、 1995年 4 月 現
在 の 会 員 数5， 460名、 園 内 32支部、 国 外 2 支部
を擁 し て 、 毎年 2 月 に 会報 『遠久 柔 』 を 発行、
毎 年 3 月 卒 業式 当 日 に 大 学 内 で年次総会 を 開
催、 卒業祝賀 会 を 医学部 同 窓 会 と 協 力 し て 設
営、 卒業記念品 と し て 各 自印鑑 を贈呈、 3 年毎
に 名簿 を刊行、 各支部総会 に 役員 ま た は母学教
員 を 派遣、 同窓会活動最前線 と し て の 支部活動
を 支援 し て い る 。 (薬学部長 百瀬雄章)
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創設及び学会活動
昭和50年 ( 1975) 10月 国立大学設置 法 の 一部
改正の 法律が施行 さ れ、 富 山 医科薬科大学が創
設 さ れ て か ら 、 早 い も の で20年が経過 し た 。 満
20歳、 成人式 を 迎 え る わ け で あ る 。 人生80年の
1/4、 ま だ大学 2 年生 で あ る か ら 、 一人立 ち で
き る よ う に な る に は後10年 は か か る や も 知れ な
い が、 職員一 同精一 杯研究 ・ 教育 に励 ん で い る
次第で あ る 。
と こ ろ で和漢薬研究所 は 、 昭和38年 ( 1963)
4 月 に 富 山大学薬学部附属和漢薬研究施設 と し
て 創 設 さ れ、 資 源 開 発 ( 1963 年) 、 生 物 試 験
( 1964 年) 、 臨 床 利 用 ( 1965 年) 、 病 態 生 化 学
( 1 969年) 、 化学応用 ( 1972年) の 5 部門が揃 っ
た と こ ろ で昭和49年 ( 1974) 6 月 に 附置研究所
へ昇格 し た 。 こ の 昭和49年 ( 1974) 8 月 に 富 山
大学内 に 国立医学教育機関創設準備室が設置 さ
れ、 軒余 曲折があ っ た が、 最終的に富 山大学か
ら 薬学部 と 和漢薬研究所 を 分離 し 、 医学部 を新
設 し て 富 山医科薬科大学が創設 さ れ た の で あ
る 。 富 山 医科薬科大学 を創設す る に 当 た っ て 、
大学院薬学研究科博士課程 の 設置 と 附属病院 に
和漢診療部 の設置 を文部省 当 局 に 要望 し 認可 さ
れ た 。 医 ・ 薬 ・ 研究所が三位一体 と な っ て 教
育、 研究 を 行 い 、 ま た 近代医学 と 漢方医学 の 長
所 を 取 り 入れた 医療 の 臨床、 研究 に 取 り 組む べ
き 態 勢がで き 上が っ た の で あ る 。
富 山大学か ら 薬学部、 研究所が順次富 山 医科
薬科大学 に移管 さ れ、 研究所 は 昭和53年 ( 1978)
6 月 に 名 目 上移管 さ れた が建物が無 い た め 、 富
山大学 内 の 元 の建物で l 年 9 カ 月 過 ご さ な け れ
ばな ら な か っ た 。 昭和55年 ( 1980) 3 月 待望 の
研究棟 ( 6 階建、 延2， 468m2) が薬学部 に 隣接
し て 完成 し 、 五福 地 区 か ら 杉谷地 区 に 移転 し
た 。 当 時 は新 し い 器 に 新鋭 の 大型機器が毎年の
よ う に 入 り 、 研究面で も 大変 な 飛躍が あ っ た 。
新大学で は 事務部 の 一元化が行わ れ、 研究所事
務部が な く な り 、 研究協力課が増設 さ れた 。
昭和60年 ( 1985) 代 は 、 漢方 に 対 し て 世 間 の
関心が高 ま り 、 い わ ゆ る 第 3 次漢方 ブー ム が起
き 出 し た 頃で あ る 。 行政 当 局 も 和漢薬研究所の
特殊性 を 御理解 さ れ、 昭和62年 ( 1987) 10月 に
客員部門 (10年時限) と し て 高次神経機能制御
部門が増設、 ま た 翌年 ( 1988) 10 月 に は 、 外国
人 客 員 部 門 と し て 免疫機能制御部 門 ( 1 0 年 時
限) が増設 さ れ、 こ の部門 に は 中 国 か ら 毎年I
名の客員教授 を 招轄 し て い る 。 平成 2 年 ( 1990)
4 月 に は 、 細胞資源工学部門 (10年時限) が教
授、 助教授 の純増 で増設 さ れた 。 こ れで一応 8
部門態 勢 に な っ た が、 漢方 に対す る 認識が世界
的 に 高 ま っ て き た た め か 、 大学院生、 留学生の
希望者が増 え 、 今 ま での建物だ け で は 実験室が
大変狭随 に な り 、 実験 に 支障 を 来 し 出 し た 。 文
部省 に 増築 を 要求 し 、 平成 4 年 (1992) 度 の補
正予算で、990ぱの増築が認め ら れ、 平成 5 年 ( 19
93) 8 月 末 に 完成 し た 。
研究面に関 し て は 昭和田 年 ( 1975) 5 月 に
叩日漢薬研究所年報』 第 1 巻 ( 1974年) を 発刊
し て 以来、 毎年刊行 し て お り 、 平成 6 年 ( 1994) 
8 月 に第20巻 ( 1993年) を 発刊 し 、 現在第21巻
を編集中 で あ る 。 研究所 に お け る 研究 内 容 は 、
年報 に 詳 し く 紹介 し て い る の で こ こ で は 省略す
る が、 各部門 の 研究状況 は第 3 章第 4 節 を 御参
照 い た だ き た い 。 学会活動 と し て は 、 昭和59年
( 1984) 4 月 に そ れ ま で 1 7 回 続 け て き た 和 漢薬
シ ン ポ ジ ウ ム を 発展的 に 解消 し て 「和漢医薬学
会」 を 設立 し 、 毎 年I回各地で学会 を 開催 し 、
年 3 号 の 学会誌 を 発行 し て い る が、 そ の事務 を
本研究所で行 っ て い る 。 ま た 文部省 当 局 の御理
解の も と に 昭和56年 ( 1981 ) か ら 毎年度 末 の 3
月 に 「和漢薬研究所特別 セ ミ ナ ー 」 を 開催 し て
い る 。 毎 年 そ の 時代 の ト ピ ッ ク ス を 取 り 上 げ、
大変有意義 な セ ミ ナ ー で あ る と の 大方の評価 を
得て お り 、 予算 の 続 く 限 り 毎年開催す る 予定で
あ る 。 さ ら に 平成 4 年 ( 1992) 8 月 に は 、 世界
の伝統医薬 を研究、 実践 し て お ら れ る 学者 を 十
数名招轄 し 、 「 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富
山 ( 1992) J を 開 催 し た と こ ろ 、 大 変 好 評 で
あ っ た 。 平成 5 年 ( 1993) に は 研究所創設30周
年記念行事 と 並行 し て 第 2 回 の シ ン ポ ジ ウ ム
を 、 ま た 平成 6 年 ( 1994) 10月 に は 「第 3 回 国 際
伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山 ( 1994) J を 開催 し
た 。 本年 は 10 月 に 「第 5 田和 漢薬 ( 中薬) の 医学
薬学的研究 に 関す る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム」 と 「第
4 回 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山 ( 1995) J
を 開催 し た 。 こ れ ら の シ ン ポ ジ ウ ム も 予算 の 続
く 限 り 続行 し 、 本研究所 を世界の伝統医薬 の研
究促進、 情報発進基地 に し た い も の と 思 っ て い
る 。
研究活動の概要
和 漢薬研究所 は 、 わ が国唯一 の 薬学系研究所
で あ り 、 「く す り の 富 山 」 を 反 映 し て 設置 さ れ
た も の で あ る 。 し か も 本研究所 は和 漢薬 の 総合
的 研究 を 専門 に 行 っ て い る 国立唯一の研究所で
あ り 、 世界的 に 伝統医薬学の再認識が提唱 さ れ
て い る 今 日 、 時代 に ふ さ わ し い研究所 と い え よ
う 。 和 漢薬 と は 、 狭義 に は 中 園 、 朝鮮 半島及び
わが国 の伝統医学で用 い て い る 天然 薬物 を 指す
が、 当研究所 に お い て は 、 狭義 の和 漢薬 の み な
ら ず、 イ ン ド の ア ー ユ ル ・ ヴ、 エ ー ダ医学、 回教
圏 の ユ ナ ニ ー 医学、 チ ベ ッ ト 系 の チ ベ ッ ト 医学
等 で用 い ら れ る 薬物、 そ の 他世界各 国 の 民間薬
な ど 、 合成医薬 品 の 短所 を 補いう る 天然 薬物 を
広く 研究対象 と し て い る 。 薬害や難病 の 問題か
ら 、 合成医薬品 に対 し て の反省が起 こ り 、 自 然
を 指 向 し た 天然薬物 に 対 す る 関 心 と 期 待 が 高
ま っ て い る が、 研究所の 目 的 は 、 こ の よう な 時
代 の 要 請 に 直接応 え る 研究 を 行う と と も に 、 更
に進ん で天然薬物 の複雑で精妙 な 生体作用 の解
明 を 通 じ て 、 生命科学 の本質 に 関す る 学理 を 追
求 す る こ と に あ る 。
研究所 は こ の よう な性格 と 目 的 に 基づい て 、
資 源開発、 生物試験、 臨床利 用 、 病態生化学、
化学応用 、 細胞資源工学部門 の 6 つ の研究部門
と 、 高次神経機能制御、 免疫 機能制御 の 2 つ の
客員部門か ら 構成 さ れて い る 。 こ れ ら の部門構
成 に よ り 、 天然 薬物 の 品質、 成分が正 しく 評価
さ れて 医薬品 と し て確か な も の に な り 、 そ の効
果 は 動物実験等 で科学的 に 評価 さ れ、 作用 の メ
カ ニ ズ ム は 最新 の 生物科学 の 方法 を駆使 し て 解
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明 さ れつ つ あ る 。 ま た 近年社 会問題 と な っ て き
て い る 高齢化社 会 に 伴う 寝た き り 老人、 自 然環
境破壊 に 伴う 資源保護問題 な ど、 時代 の ニ ー ズ
に対処 しう る 研究 が可能 に な っ て き た 。 し か し
各部門 と も 余 り に も 多く の研究課題 を 抱 え 過 ぎ
て お り 、 部門増や職員増 を い か に す る か が今後
の 課題で あ る 。 各部 門 は そ れ ぞれの専門 に 応 じ
て 学部教育 に も 協力 し て い る 。 わ が国 で は 他 に
類例 の な い 医 ・ 薬連携 の 機構 を持つ 医科薬科大
学 に お い て 、 こ の 連携 の か な め の 役 目 を 本研究
所が果た し て い る 。
研究所 は創設以来、 わ が 国 の和 漢薬研究 の 中
心的役割 を 果た し て き て い る 。 そ の成果 は 、 日
本 の み な ら ず世界の斯 界 の 学術雑誌 に 発表 さ
れ、 既 に 3 巻 の 『和漢薬研究所研究業績集」 を
発刊 し て き た 。 研究所 に は薬学部 と 共通 の 大学
院薬学研究科 (博士課程) が あ る 。 現在研究所
に は 約35名 の外国人留学生及び客員研究員 が在
籍 し て お り 、 日 夜研究 に 励 ん で い る 。 こ の 数 は
本学 に 在籍す る 外国人の約半数 に 達 し て お り 、
特 に 中 国 始 め 東南 ア ジ ア 諸国 と の 交流が盛 ん で
あ る 。 ま た 国 の 内外 と の 共同研究 も 盛 ん に行わ
れ て お り 、 そ れだ け世間が伝統医薬 の研究開発
に 注 目 し て い る も の と 感 じ て い る 。
将来への夢
和漢薬研究所 も 施設創設時代 か ら 数 え て 32年
経過 し た 。 伝統医学が見直 さ れて来た 今 日 、 今
ま で の機構 で は 対応 し き れ な い 分野 も あ り 、 今
後更 に 専門分野 を 細分 し て 、 世界の ニ ー ズ に 応
え る べく 所 内 に 将来計 画検討委 員 会 を 設置 し
て 、 平成 4 年 ( 1992) か ら 改組の計画案 を何 度
と なく 練 り 直 し て い る 。 将来 は 国 内共同研究 の
み な ら ず、 世界 に 聞 かれた 国際共同研究機関 に
し た い も の と 考 え て い る 。
(前和 漢薬研究所長 難波恒雄)
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創設期から10周年まで
本学附属病院の創設準備か ら 開院、 そ の後大
学開設10周 年 ま で の 経過と発展 に つ い て は十周
年記念誌 に 当 時 の熊谷朗病院長が詳 し く 記 さ れ
て い る の で、 そ れ を お読 み頂 き た い わ け で あ る
が、 今回 そ の後の 10年 を 記す に 当 た り 、 熊谷先
生 の お 書 き に な っ た も の に 従 い 、 創設期 か ら 約
10年間 の 歩 み を ま ずふ り か え っ て み る こ と に す
る 。
昭和50 年 1 0 月 当 時 の 小林収 副 学 長 (医療 担
当 ) 就任 と と も に 病院創設専門委員会 ( そ の 後
病院創設委員会) が小林先生 を 委員長 と し て 発
足 し 、 創設準備 に 入 っ て い る 。 そ の 時 の病院設
立構想 と し て は 、 医学関係者 の み な ら ず薬学関
係者の 臨床教育 ・ 研究 の 場 と し て 、 ま た 、 西洋
医学 と 東洋医学 の 双方の利点 を 診療 に 生か す た
め の医療機関 と す る と の 考 え の 下 に 具体的 に 検
討が進 め ら れて い る 。 こ う し た 作業 の 結果昭和
52年 3 月 に は建築第 I 期工事が着工 さ れて い る
(竣工 は 昭和54年 2 月 ) 。
昭和52年 4 月 に は創設準備室 が正式 に 設置 さ
れ (室長 は 小林副学長) 、 準備 も 着 々 と 進 め ら
れた が、 こ の 時期 に 多 く の機器購入の ほ か、 病
歴管理 シ ス テ ム 、 医事業務電算化 な ど先進的な
設備 の 導入 も 行わ れ て い る 。 昭和54年 4 月 1 日
富 山医科薬科大学附属病院が設置 さ れ (病院長
は 小林収副学長) 、 同 年 10 月 15l::1 よ り 診療 を 開
始 し た 。 開 院 日 の 外来患者 は 135人、 入院患者
8 人 と の こ と で あ る 。
昭和57年 に は熊谷朗副学長が病院長 に 就任 さ
れ、 更 に 多 く の 発展が見 ら れて お り 、 特 に 開院
以来学 内措置で運営 さ れて い た 和漢診療室が、
昭和60年 5 月 正式 に 和漢診療部 と し て 設置 さ れ
た こ と は 、 建学 の 理念 を 生か し た も の で あ り 、
こ の 診療部 は 国立大学 に お い て は 現在で も 他 に
例 を 見 な い も の で あ る 。
病 床 数 は 昭和56年 5 月 に 当 初 計 画 の 通 り 、
622床 を 実現 し た が、 昭和60年 5 月 にRI 病床 を
一般病床 か ら 治療病床 に 変更 し た た め 、 612床
附属病院
と な り 現在 に 至 っ て い る 。
10周年以降~現在まで
そ の後熊谷朗病院長 よ り 昭和63年佐々 木博病
院長 (現学長) に パ ト ン タ ッ チ さ れ、 附属病院
は 更 に 発展 を遂げた 。
機構面 で の 変化 を 年代順 に見て み る と 、
・ 昭和61年 1 月 、 救急、部が院内措置 に て 設置 さ
れ た 。 こ れ は社会全般 に 救急医療 に 対す る 関
心が高 ま り 、 こ れ に対応す る た め 行 っ た 措置
で あ る 。
・ 昭和62年 4 月 、 院 内措置で設置 さ れて い た 病
歴部 を 廃止 し 、 医療情報部 を 措置 し た 。 大型
コ ン ビ ュ ー タ ー を利用 し た 電算 シ ス テ ム は単
に 病歴 の 管理の み な ら ず、 多 く の 診療 に 欠 か
す こ と の 出来 な い医療情報 を 扱 う こ と に よ る
も の で、 時代 の 流 れ に 敏感 に 反応 し た 処置で
あ る 。
・ 昭和63年 5 月 、 院 内措置 さ れて い た 救急部が
省 令 設 置 さ れ、 助 教 授 1 、 医 (二) 2 、 医
(三) 7 が措置 さ れた 。 ま た こ れ と ほ ぼ 同 じ
時 に 救急部 ほ か を収容す る 中央診療棟1， 175 
dの増築が行わ れた 。
・ 平成元年 3 月 に はMRI の 導入 の た め 、 MRI
CT 装置棟481ぱが新築 さ れた 。
・ 平成 4 年 1 月 、 栄養管理室 を 院 内措置 し た 0
・ 平成 4 年 6 月 、 集 中 治療部 を 院 内措置 で設置
し た 。 こ れ ま で intensive care を 要 す る 患
者 は各病棟の 重症室で管理 し て き た が、 中央
的 な 集 中 管理 を 行 う た め の第一歩 と し て こ う
し た 措置が行わ れた 。
-平成 5 年 4 月 、 輸血部が省令設置 さ れ、 講師
1 、 医 (二) 2 、 医 (三) 1 の 定員 が措置 さ
れ た 。
・ 平成 6 年 3 月 、 新生児特定集中治療室 ( N 1 
C U) を 院 内措置で置 く と 同 時 に 、 集 中 治療
室 ( 1 C U) に 4 床、 N I C U に 9 床 を 一般
病棟 と し て 配置 し た 。
-平成 6 年 4 月 、 内視鏡部 を 院 内措置 と し て 設
置 し た 。
- 平成 6 年 5 月 、 集 中 治療部が省令設置 さ れ、
講師 1 、 医 (二) 2 、 医 (三) 3 がつ く こ と
に な っ た 。
・ 平成 6 年 7 月 、 特定機能病院 と し て 承認 さ れ
Tこ- 。
・ 平成 7 年 4 月 、 医療情報部が省令設置 さ れ、
教授 1 、 助教授 1 がつ い た が、 い ず れ も 振替
え 人事で あ る 。
設備 の 面 で の 整備 状況 を挙 げ れ ば、 X線 血管
造影検査 シ ス テ ム 、 磁気共鳴断層撮影装 置、 透
視撮影用X線装 置、 多 目 的 ガ ン マ カ メ ラ シ ス テ
ム 、 体外衝撃 波結石破砕装 置、 コ ン ビ ュ ー タ ー
断層 撮影装 置、 臨床検査 ト ー タ ル オ ー ト メ ー
シ ョ ン シ ス テ ム 、 放射線 治療 シ ス テ ム 、 細菌 ・
免疫総合 シ ス テ ム 、 手術顕微鏡 シ ス テ ム な ど が
近 年整備 さ れて い る 。
昭和60年度 よ り 平成 5 年度 ま で の 患者数の推
移 は 表 に 示 し た と お り で、 こ の 10年間 に 外来患
者数 は増加 し て い る が、 や や 頭打 ち の状況 に あ
る 。
表 患者数の推移
入 院 一 日平均年度 患者数 入院患者
数
昭60 197，868 542. 1  
日百6 1 20 2，0 12 553.5 
日召6 2 199，68 2 545_6 
昭6 3 197，0 20 5 39.8 
平元 20 2， 298 554. 2 
平 2 200，999 550.7 
平 3 20 1，8 39 55 1. 5 
平4※ 198， 157 54 1. 4 
平5 195，458 5 35_5 
平6 19 1，475 5 24.6 
※ 週休 2日制導入
附属病院の現況
外 来
一 日平均
患者数 外来患者
数
198，008 666_ 7 
214，64 2 7 25. 1 
225， 37 2  756. 3 
229，8 35 779_ 1 
24 1， 1 1 1  8 17. 3 
24 2，9 37 8 29_ 1 
248，844 999.4 
25 1，4 15 1，0 17.9 
25 1，897 1，0 32.4 
247，458 1，0 10.0 
本年 4 月 現在の本院 の状況 を 見 て み る と 、
① 診療科 : 17診療科
第一内科、 第二内科、 第三 内 科、 皮膚科、 小
児科、 神経科精神科、 放射線 科、 第一外科、 第
二外科、 脳神経外科、 整形外科、 産婦人科、 眼
科、 耳鼻咽喉科、 泌尿器科、 麻酔科、 歯科、 口
腔外科
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② 中央診療施設等
ア 中央診療施設 : 9 施設
検査部、 手術部、 放射線 部、 材料部、 救急
部、 輸血部、 集 中 治療部、 和漢診療部、 医療
情報部
イ 特殊 診療施設 : 6 施設
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン部、 透析部、 分娩 部、
病理部、 内視鏡部、 フ ォ ト セ ン タ ー
③ 薬剤部及び看護部
敷 地面積 : 63， 570m2 
建物面積 : 建面積 1 3， 676m2 、 延面積
47， 559m2 
総病床数 : 612床 (一般病床 5 92床、 精神病
床 20床)
病棟数 : 14病棟 (一般 12、 I C U 1 、 N I
C U 1 )  
ま た 、 平成 6 年 6 月 よ り 病院長 と し て 片 山喬
が就任 し た 。
特定機能病院の承認
平成 6 年 7 月 1 日 よ り 本院 は 特定機能病院の
承認 を 受 け た 。 周 知 の よう に こ の制度 は 医療施
設の機能分担 と 患者診療 の円 滑化 を 図 る 趣 旨 の
下 に 定 め ら れた も の で、 大学附属病院が こ の制
度 の 指定病院 に な る こ と に つ い て は 多 年多 く の
議論が あ っ た と こ ろ で あ る が、 文部省 の 方針 も
あ り 、 本院 は 、 国立大学病院 の 中 で は い ち 早 く
準備 を 進 め 、 上記 の承認 を 得た も の で あ る 。 承
認後 ま だl 年で あ る た め 、 そ の評価 を 行う の は
未だ早い と も 思わ れ る が、 県 内 に お け る 大学病
院 の位置付け が明確 に な り 、 本院が地域社 会 に
呆 た す べ き 責任 と 最先端技術の 導入 に よ り社 会
の 医療ニ ー ズ に 応 え る 義務 を 負 っ て い る こ と が
明 ら か に な っ た と 考 え ら れ る 。
本院の今後の課題
現在大学病院 を 含 め 、 日 本 の 医療 は多 く の 問
題 を 抱 え て い る 。 ま た 本院 に は独 自 の 問題があ
る 。 こ れ ま で歴代 の病院長始 め 病院の ス タ ッ フ
が努力 し て 築 き 上 げて き た 成果 を 今後 どう 発展
さ せ る か を 、 現状 を 十分検討 し た 上、 具体化 し
て い か な く て は な ら な い と 考 え て い る 。 本院内
外諸氏 の御理解 と 御協力 を 望 む次第で あ る 。
( 附属病院長 片 山 喬 )
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はじめに
本事務局 は 、 国立学校設置法施行規則第29条
の 2 の 規定 に 基 づ き 、 「庶務、 会計、 施設、 学
生 の 厚 生 補 導 に 関 す る 事 務 を 併 せ て 処 理 す
る 。 」 と し て 設置 さ れ て お り 、 こ の 新 し い 組織
形態 と し て の事務局 は 、 本学以 外 に は 約20大学
に 設置 さ れて い る が、 複数学部 を 有す る 大学 と
し て は本学 の み で あ る 。
本学事務局の歩み
昭和 50 年 10 月 に 設置 以 来、 学年進行 に よ り
部 ・ 課の整備が図 ら れ、 昭和54年 4 月 に は 3 部
8 課制 と し て の事務局体制 が 出 来上が り 、 更 に
は 、 入試体制 の整備 に よ り 、 平成 7 年 4 月 に 入
学 主 幹 が設置 さ れ、 3 部 8 課 1 主 幹制 と な っ
た 。
現在 に 至 る ま で、 事務局長 に 9 名、 部長職 に
は 23名、 課長職 に は 62名の方々 が就任 さ れ、 本
学 の 充実発展 の た め に尽力 さ れ た 。
昭和54年 3 月 に 事務局管理棟が竣工 し 、 同 年
4 月 か ら 3 部 8 課の事務局一元化 と し て 、 事務
機構が ス タ ー ト し た 。
同年10月 に は 、 無 医大県解消計画 の 一環 と し
て 設置 さ れた 本学 に 附属病院が 開院 し 、 教育 ・
研究機関 に 診療機関が新た に 加わ る こ と と な っ
た 。
そ の 後、 学年進行等 に 伴 い 、 施設が順次竣工
し 、 そ れ と 相 ま っ て 設備等 も 充実 さ れ た 。
文部省医学視学委員 及び薬学視学委員 に よ る
実地視察 の対応、 附属病院 中央診療施設等 の増
設及 び付随す る 設備等 の充実、 更 に 附属病院 に
お け る 「病院総合情報 シ ス テ ム 」 の 本格稼働 に
伴 う 患者サ ー ビ ス の 向上及び診療支援、 日 中和
漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム 等 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催、
ま た 、 学 内 L A N 及 び図書館情報検索 シ ス テ ム
の 導入等が な さ れた 。
他方、 国 の行政改革が推 し 進 め ら れ る 中 での
定員削減 に 対処す る た め 、 各部署で の 事務等 の
改善、 合理化等種々 検討が行わ れ て き た 。
平 成 3 年 7 月 に は 、 大 学 設 置 基 準 が改正 さ
れ、 設置基準 の 大綱化 と 簡素化が 図 ら れ、 本学
に お い て も 教育 ・ 研究及 び管理運営 に つ い て 、
自 主的 に 自 己 点検 ・ 評価 を 実施 し 大 学 改 革 を
図 っ て い く こ と に な っ た 。
同 年 9 月 に は 、 「 自 己評価等検討委員会」 が
設置 さ れ、 事務局 と し て も 積極的 に 参画 し 、 創
意 ・ 工夫 に よ っ て 点検 ・ 評価 を 展 開 し た 。
そ の 問、 事務局 に お い て 、 新 た に 事務組織 の
見直 し 等 を 行 い 、 係 の 編成存 え 、 合理化等 の 見
地か ら 専門職員 を 新設す る な ど、 人事の 活性化
を 図 る こ と と し た 。
平成 5 年 4 月 に は 、 医学部 に 看護学科が新設
さ れた 。 こ れ ら に 伴 い カ リ キ ュ ラ ム の 改編等 も
実施 さ れた 。
同 年 7 月 に は 、 「大学改革 へ の 序章 (富 山 医
科 薬 科 大 学 の 点 検 ・ 評 価 1992) J が 作 成 さ れ
7こO
平成 6 年 7 月 に は 、 本学附属病院が特定機能
病院 と し て 示認 さ れ、 名実 と も に 富 山 県 の 中核
的役割 を 果た す こ と と な っ た 。
平成 7 年 4 月 に は 、 遺伝子実験施設及 び医療
情報部が省令化 さ れ、 ま た 、 事務組織 に お い て
も 入学主幹が設置 さ れ る 等、 事務局 と し て よ り
一層充実 し た 。
おわりに
末筆 な が ら 開学20周 年 に 当 た り 、 こ れ ま で に
至 っ た 諸先輩諸兄 の御苦労や御活躍 に 心 か ら 御
礼申 し 上 げた い 。 (事務局長 三浦猛夫)
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附属 図書館草創期か ら 10年 を 経 て 、 昭和60年
2 月 1 日 よ り 和漢薬研究所大浦彦吉 教授 (臨床
利 用) が第 4 代館長 と し て 発令 さ れた 。 JOIS、
D IALOG な ど オ ン ラ イ ン に よ る 情報検索 サ ー
ビ ス が活発 と な り 、 学 内研究者 の 文献調査 に 大
い に 寄与 し た 。
昭和62 年 2 月 1 日 よ り 医学部松 田 健史教授
(解 剖 学 第 一) が 館 長 に 就 任 し た 。 こ の 頃 か
ら 、 図書館業務合理化の 一環 と し て 、 「 附 属 図
書館業務電算化 シ ス テ ム 」 の 基本方針が検討 さ
れた。 昭和63年 2 月 に 、 富 士通 FACOM K 
270R シ ス テ ム が導入 さ れ て 、 目 録作成 シ ス テ
ム の稼働 が成 っ た 。 更 に 、 同年 6 月 に は閲覧 業
務 、 目 録検索 シ ス テ ム が稼働 し た 。 同年 8 月 に
は、 学 術 情 報 セ ン タ ー の 情 報 検 索 シ ス テ ム
N ACSIS-IR の利用が開始 さ れ た 。
平成元 年 2 月 1 日 よ り 医学 部 岡 田 敏夫教授
(小児科学) が館長 と し て 就任 し た 。 こ の 年 2
月 末か ら 図書館業務電算 シ ス テ ム が学術情報セ
ン タ ー と 接 続 さ れ、 目 録 所 在 情 報 サ ー ビ ス
(N ACSIS- CA T) へ参加 で き る よう に な り 図
書館業務の 電算化 は新 し い段階 を 迎 え た 。 同年
8 月 か ら は 、 S T N に 登録が開始 さ れ、 利用者
が直接 C A S の デー タ ベ ー ス を 検索す る こ と が
可 能 と な っ た 。
ま た 、 生涯教育の社 会的ニ ー ズ に 応 え る た め
本学附属 図書館 も 地域社 会 に 開放す る 必要性が
生 じ 、 附属 図書館利用規程の改正 に つ い て 、 抜
本的見直 し 作業が開始 さ れ、 平成 5 年10月 か ら
新 利用規程が施行 さ れ た 。
平成 2 年 4 月 か ら は 、 MEDLINEの CD-ROM
検索が開始 さ れた 。 同年 9 月 に は 、 利用者教育
とし て 医学科 3 年生 を対象 に 「 情報検索」 の講
義 と 実習が開始 さ れ た 。 これ は 、 現在で は 看護
学科の学生 に 対 し て も 行わ れて い る 。
平成 3 年 2 月 1 日 よ り 薬学部教授小橋恭 一教
授 (衛生生物化学) が館長 と し て 発令 さ れ、 館
内閲覧 環境 の 整備 に 取 り か か っ た 。 閲覧 室 の
カ ー ペ ッ ト の 張 り 替 え 、 ロ ビ ー の整備 、 そ し て
附属図書館
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同年 8 月 末 に 、 ブ ッ ク デ ィ テ ク シ ョ ン が稼働 し
図書館資料の 管理が機械化 さ れた 。 ま た 1 1 月
か ら は 、 学術情報セ ン タ ー の 1 L L シ ス テ ム の
利用が開始 さ れた 。
平成 4 年 に 入 札 平成 3 年の 大学審議会 の 答
申 を 踏 ま え 附属 図書館の 自 己点検 ・ 評価作業が
開始 さ れ、 そ の 一環 と し て 各学部で購入 し て い
る 外国雑誌の購入見直 し が行 わ れ た 。 同年 5 月
か ら は 、 土曜 日 の 完全閉庁が始 ま り 、 図書館 は
暫 定的 に 午前 中 の み の 開館 と な っ た 。 一方で平
日 の 開館時間延長 の 要望が 高 ま り 、 平成 5 年 1
月 末か ら 自 動入退館 シ ス テ ム が稼働 を 開始 し 、
午後10時 ま で の 図書館利用が可能 と な っ た 。
平成 5 年 2月 1 日 よ り 医学部本 田 昂 教授 (放
射線基礎 医学) が第 8 代 館長 と し て 発令 さ れ
た 。 すぐ に 図書館業務電算化 シ ス テ ム の 更新作
業が行わ れ、 平成 5 年 3 月 から 日 本電気附 の シ
ス テ ム モ デ/レ 3100/A 55 が 導 入 さ れ、 本格運用
が開始 さ れ た 。
ま た 、 カ ウ ン タ一 周辺整備 が行わ れ、 カ ウ ン
タ ー の 更新、 各種端末機 コ ー ナ ー が設置 さ れ
た 。 同年 9 月 か ら は 、 土曜 日 の 開館時間 が午後
5 時 ま で延長 さ れ、 午後 5 時か ら 午後10時 ま で
は 自 動入退館 シ ス テ ム に よ る 開館が ス タ ー ト し
た 。
同年10月 13 日 か ら 15 日 に か け て 、 本学図書館
の 当 番で 日 本薬学図書館協議会の 全国研修会が
約60名参加 し て 行 わ れ た 。
平成 6 年度末 に 学 内 L A N 幹線が敷 設 さ れ、
イ ン タ ー ネ ッ ト の 活用、 図書館備 え 付 け の 各種
デ ー タ ベ ー ス 検索等 に 広 く 学 内 L A N が利用 さ
れ始 め た 。 こ の 学 内 L A N を利用 し て 平成 6 年
12月 1 日 、 2 日 に 本学図書館が 当 番で第 9 回北
信越地 区医学図書館員研修会が開催 さ れた 。
平成 7 年 2 月 1 日 に 第 9 代館長 に 薬学部小泉
保教授 (薬剤薬理学) が発令 さ れ、 自 己点検 ・
評価、 図書館の増改築、 利用者サ ー ビ ス の 改善
等 の 課題 に 取 り 組 ん で い る 。
( 附属 図書館長 小泉 保)
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第1節 看護学科創設に当たって(座談会)
山崎高臆 (前 学長)
片 山 喬 (副学長)
高久 晃 ( 医学部長)
鏡森定信 ( 医学部教授)
飯 田 憲郷 (元庶 務課長補佐)
( 司会) 本田 昂 ( 医学部教授、 前附属図書
館長)
(平成 7 年 3 月 28 日 )
本田 : 本 日 は 、 お忙 し い と こ ろ ご 出席 い た だ き
ま し て あ りが と う ご ざ い ま す 。
本年10月 に 開学20周 年記念式典 が挙行 さ
れ る と い う こ と で、 そ れ に 合 わ せ ま し て
「開学二十周 年記念誌」 を編纂 す る こ と に
な り ま し た 。 そ の 中 で、 最近10年 間 の 歩 み
の う ち 特 に 記録 に と ど め た い こ と と しま し
て 看護学 科 の 創 設 と い うこ と が ご ざ い ま
す 。 そ れ に ま つ わ る 座談会 を 行 い 、 記録 に
残 そ う と い う こ と が昨 年の編 集委 員会で企
画 さ れ ま し た 。 当 時、 図書館長で あ り編 集
の責任者 で あ り ま し た 私が、 今 回 の 座談会
の 司 会 を何 せ っ か っ た と い う 経緯 が ご ざ い
ま す 。 看護学科創設 に 当 た り ま し て 大変 ご
苦労 な さ い ま し た 皆様 に ご 出席 い た だ き 、
今だ か ら 話 そ う と い っ た こ と も 含 め ま し て
お 話 を し て い た だ け れ ば と 存 じ ま す。
座談会 の 進 め 方 と し ま し て 、 ま ず初 め に
準備段階、 次 に 現況、 そ し て 将来構想 と い
う ふ う に し た い と 思 い ま す 。
そ れで は準備段階 の お話か ら伺 い た い と
思 い ま す が、 聞 く と こ ろ に よ り ま す と 本学
創設の 準備段階で、 既 に 医療技術短期大学
の 基本構想、 が あ っ た よ う です が、 そ の あ た
り か ら 、 当 時の 本学創設準備委 員 で あ ら れ
ま し た 山崎前学長 に お願 い い た し ま す。
山崎 : 昭和49年の 9 月 ご ろ 富 山 医科薬科大学創
設 と い う 話が事実上決 ま っ た 時 に 、 や れや
れ よ か っ た と の ん び り 構 え て い た ん です 。
と こ ろ が文部省 か ら 「早 く 準備 を 進 め な い
と 昭 和 50 年 度 に は 出 来 ま せ
ん」 と 言 わ れた 。 そ れで10月
半 ば ご ろ か ら 基本構 想 を 練 っ
た 。 こ れ は 、 第 13 次 案 ま で
あ っ た の ですが、 中 身 は ほ と
ん ど変わ ら な い ん です 。 そ れ
は 医学部、 薬学部 の ほ か に 医
療技術短期大学部 を 置 き 、 医原病 と い っ た
も の の研究施設 な り 研究所 を作 る とい う も
の で し た 。 と こ ろ が、 本学だ け で は な く 、
新 し く 医科大学 を 申 請 し て い た と こ ろ や文
部省が一番懸念 し て い た こ と は 、 “看護婦
の確保がで き る か" と い う こ と だ っ た ん で
す ね。 文部省 に 看護学科 を も っ 医療技術短
大 を 作 る つ も り が な か っ た ん で す ね。 そ う
い う こ と で、 看護婦 を ど う す る の か と い う
こ と に な っ た 時、 い や 富 山 県 は看護婦 の 養
成県 な ん だ、 だ か ら そ ん な に 無理 し て 医療
技術短大 を 作 っ て も ら わ な く と も い い ん
だ、 と い う こ と だ、 っ た ら し い 。 そ れ は 富 山
県 ばか り で な く 、 佐賀 も 島根 も そ う だ、 っ た
よ う です。 し か し 、 我々 と し て は将来的 に
は や は り 作 っ て ほ し い と 、 基本構想、 の 中 に
入れた ん で す が、 昭和50年のI 月 末 の段階
で文部省 か ら 「こ の 基本構想 中 の 医療技術
短大 は外 し て も ら え な い か」 と 言 わ れた 。
そ う い う い き さ つ が 当 初 あ り ま し た ね。
そ し て 、 現実の問題 とし て 出 て き ま し た
の が 平成 3 年 な ん で す 。 平成 3 年 7 月 に
な っ て 、 以前本省 に お ら れた押 田元事務局
長 か ら 「看 護学科創設 を や ら れ ま す か」
と 。
本田 : そ う し ま す と 当初設置準備委 員会 の ほ う
で は 、 医療技術短大 の敷 地 さ え も 一 応 決
ま っ て い た よ う な こ と を 聞 い て お り ま し た
が、 文部省 に は そ の 気 は な か っ た と 。 そ れ
が ま たど う し て今回看護学科創設 と い う 話
に な っ て き た の ですか。
山崎 : 本学 と す る と 、 私 は 昭和63年 に 学長 に さ
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せ て い た だ い た ん で す が、 坂倉看護部長が
63年 に 退 官 さ れ る 時 に挨拶 に 来 ら れ て 、
「先生、 私 た ち と し て は 4 年制 の 看護学科
を 作 っ て も ら い た い ん で す 」 と 。 「我 々
は 、 匿療 技術短大 を 作 っ て も ら い た い と
言 っ て い る の だが、 そ れ は ど う し て か」 と
聞 い た ら 、 「 こ れか ら は だ ん だ ん医療 が 高
度化 し て い く 、 病態 も い ろ い ろ 変わ っ て き
て い る 。 そ う す る と 今 ま で の 短大制 の 看護
学校で は追 っ 付か な い ん で す 。 だ か ら ちゃ
ん と し た 看護学 の 知識 を 持 っ た 人 で な い と
こ れか ら の 高度医療 を 支 え て い く こ と は で
き な し当」 と い う わ け で す 。 「 そ ん な こ と を
言 っ た っ て 、 そ ん な学歴の 高 い人 と い っ た
ら 、 地元 の 各病院 な り 個人 の病院で は 使 っ
て も ら え な い で しょ う 。 し か も 、 富 山 の ほ
う は 看護婦の 養成県だ と い う こ と を 前々 か
ら 知 ら さ れて い る んだ、」 と 。 そ う し た ら 坂
倉看護部長 は 、 「 い や 、 看護婦養成県で あ
る か ら こ そ そ う い う 人が要 る ん で す 。 と い
う の は 、 4 年制 の 看護学科 を 出 た 人 と い う
の は い わ ゆ る 指導者で、 近年た く さ ん看護
学校が あ り ま す が、 そ う い う 所の教員、 指
導者が必要 な ん で す」 と 。 「看護婦養成県
で あ る か ら こ そ そ う い う 高度 の 学力 を 持 っ
た 人 も 必要 な の です」 と お っ し ゃ る ん で す
ね。 在、 は 、 「 そ れ は い い話だ 、 そ れ な ら よ く
わ か り ま し た 」 と 言 っ た 。 そ れが63年です。
そ れ と 相前後 し て 、 今度 は 県医師会長 の
広瀬 さ ん が来 ら れ て 、 「我々 は 北 陸 3 県の
医師会 の 中 で ど こ が先 に 看護学科 を 作 っ て
も い い 、 そ れ に は協力 し よ う と い う 話 し 合
い が で き て い る の で、 富 山 が名乗 り を 上 げ
れば そ れ に 対 し て 協力 し て も ら え る は ず
だ」 と 、 こ う い う 話 だ っ た ん で す 。 「 そ れ
な ら や り ま しょ う 」 と 。 そ う 言 い な が ら も
紙の 上 だ け の 構想 じ ゃ困 る の で、 「 当 然 の
こ と な が ら ど う い う 学科 ど う い う 講座 を 作
る の か、 そ う い う こ と を 決 め な き ゃな ら な
い 、 教員 の 定員 は 決 ま っ て い る か も し れ な
い が、 そ の 中 身 、 問題 は 教員 に な る 人が い る
か ど う か な の で、 具体的 に こ う い う 人が お
り ま す と い う よ う な こ と で な い と 、 な か な
か簡単 に は 通 り ま せ ん よ 」 と 言 い ま し た 。
本田 : 準備段階での 短期大学構想が、 医療看護
の 専門化 あ る い は細分化並 び に 高度化 と い
う こ と を 背景 に し ま し て 、 本学 に 看護学科
を 、 と い う 話 に 進ん で き た わ け です ね。 先
ほ ど お 話 に あ り ま し た よ う に 、 文部省 か ら
の 打診 は 平成 3 年で あ っ た そ う ですが、 そ
れ以前 に も 概算要求 と し て 、 当 時 の 片 山医
学部長 の ほ う か ら お 出 し に な っ て い た と い
う ふ う に も 伺 っ て お り ま す が、 そ の 辺 の お
話 を お願 い い た し ま す 。
片山 : 私 は 、 62年 1 1 月 か ら 医学部長 に な っ た わ
け です け れ ど も 、 そ の 前 の こ
と は 実 は あ ま り よ く 知 り ま せ
ん。 建 学 当 時 に つ い て は 、
今、 山崎前学長がお話 さ れ ま
し た と お り と 思 い ま す け れ ど
も 、 や っ ぱ り そ う し た 構想が
そ こ で議論 さ れた こ と が生 き
て い た と 思 う んです ね。
そ し て 、 や は り 短大 は だ め で 4 年制 の 学
部 で な け ればい け な い と い う 話 は医学部教
授会で も だ い ぶ前か ら あ り ま し た 。 そ こ で
は 、 要す る に コ メ デ イ カ ル の 学部 を 作 り た
い と い う 話 が だ い ぶ 出 て お っ た と 思 い ま
す 。 そ れ は 少 な く と も 概算要求 の 項 目 に 出
て い た わ け で す。
も う ひ と つ は 、 全国的な看護婦不足 に 日
が向 け ら れて き た こ と が あ り ま す。 そ の 当
時、 「地方医療圏」 が作 ら れ た た め 駆 け 込
み増床 と い う の が起 こ っ て 、 し た が っ て 関
東地方 な ど で は極端 な 看護婦不足が生 じ た
と い う 事実が あ り ま し た 。 こ れ も 山崎前学
長がお っ しゃ っ た こ と です け れ ど も 、 看護
婦 を 高学歴化 し な い と 人材が集 ま ら な い と
い う こ と か ら 、 や は り ど う し て も 4 年制 の
学科 を 作 ら な け ればい け な い と い う こ と に
な り ま し た 。
も う ひ と つ は 、 市 か 県 の医師会報の何か
の 委員会報告 の 中 で、 医薬大 は 他で養成 し
た 看護婦 を と っ て い く 、 ど う し て 自 分た ち
で養成 し な い ん だ、 と い う ふ う な 話が 出 て
お り ま し た 。 こ れ は教授会 で も 私が披露 し
ま し た の で、 皆 さ ん ご存 じ だ と 思 い ま す け
れ ど も 、 も ち ろ ん そ れ は 当 た っ て い る と 思
う ん です ね。 直接 に 医師会か ら と っ て こ な
い に し て も 、 イ也の と こ ろ か ら と っ て き て 、
そ の あ と に そ う い う 人が移 っ て い く と い う
こ と です か ら 。 や は り 我々 は そ う い う こ と
を 言 わ れ な い よ う に し な け れ ばい け な い と
い う こ とカま あ り ま し た 。
先 ほ ど お名 前 の 出 た 坂倉 ナ ミ さ んが力 を
入 れ、 県 の 会議 等 方 々 で お っ しゃ っ て 下
さ っ た と い う こ と も 非常 に 大 き か っ た と 思
い ま す。 ま た 、 こ れ も 話 に 出 ま し た 当 時 の
広 瀬 県 医 師会 長 が 非 常 に 理 解 を 示 し て 下
さ っ た 。 県知事 も 非常 に 理解 を 持 っ て 、 む
し ろ 積極 的 に 我 々 の尻 を 叩 い て こ ら れ、 た
し か、 参与会で も そ う い う 話が出 ま し た 。
そ う い う 状況 を 背景 に 平成 2 年の 秋だ っ た
と 思 い ま す け れ ど も 、 医学部 の 教授会 で 4
年制 の 看護学 科 を 作 っ て い こ う と い う こ と
に な り 、 ま ず プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を {乍 ろ う
と い う こ と が決ま り ま し た 。
山崎 : 平成 2 年 と い っ た ら 、 そ の 翌年の 7 月 に
文部省 か ら 打診 を い た だ い て い ま す の で、
そ の 半年ほ ど 前 な ん で す ね 。
片 山 : 実 は 平成 2 年か ら で は な か っ た か と 思 う
んです け れ ど も 、 学長が概算要求 を 出 す 時
に 各学部長 に ヒ ア リ ン グ を さ れ る よ う に
な っ た 。 そ の 時 に 私 は 、 医学部 と し て は 看
護学科設立 を や り た い ん だ と い う こ と を 言
い ま し た と こ ろ 、 学長 に は ちゃ ん と 聞 い て
い た だ け ま し た 。
山崎 : あ の 時、 山形大学 も や っ て い る と い う よ
う な話 も あ り ま し た ね。
片 山 : あ そ こ は ま だや っ て な か っ た ん で は な い
か と，思 い ま す よ 。 平成 2 年12月 21 日 に 、 こ
こ に も あ り ま す け れ ど、 看護学科設置 の た
め の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 初 め て 作 り ま
しよ う と い う こ と で、 仮称打 ち 合わ せ会 と
い う の を 持 ち ま し た 。 そ の 時 に 出 ら れた 方
は 、 山本教授、 伊藤教授、 鏡森教授、 佐々
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木病院長、 堀井看護部長 に 当 時医学部長 の
私です。 そ こ で会 の名称 を 「看護学科設置
検討委 員会」 と し て委 員長 に 鏡森教授、 副
委 員長 に 堀井看護部長 と い う こ と で発足 し
た わ け です 。
山崎 : そ れが半年後の 平成 3 年 7 月 に 文部省へ
行 っ た 時 に 、 翌々 年の 平成 5 年か ら や る か
と い う 話が 出 た わ け です ね。
片 山 : そ の 時か ら 鏡森委 員長 に は 中心 的 な 役割
を情 熱 を 持 っ て 果た し て い た だ き 、 堀井看
護部長 と も い ろ い ろ お話 し い た だ い て 出来
た の が こ の 「 富 山 医科薬科大学 に お け る 医
療関連科学、 特 に 看護学教育研究 の あ り 方
に 関す る 報告書」 と い う冊子です。 こ う い
う も の を 作 ら な い と 、 う ち の 大学 の 上 の 人
に も 文部省 に も 聞 い て も ら え な い と い う こ
と で し た 。
山崎 : そ れが平成 3 年 4 月 で し ょ う 。
片 山 : ち ょ う ど そ の 年 の 6 月 に 新設医科大学の
医科大学長 ・ 医学部長会議が あ っ た ん です
が、 文部省 の 医学教育課長 も 来 て お ら れ ま
し た 。 こ の 時、 「筑 波 大 学 は 医 療 短 大 を
持 っ て い る が、 他の大学 は共通 し て 看護婦
養成機関 を 持 っ て い な い はず、だ」 と 言 い ま
し た 。 我 々 と し て は 、 「ぜひ 作 り た い の で
よ く 話 を 聞 い て 下 さ い 」 と 言 っ た わ け で
す 。 そ の 時 に は伺 も 言 わ れ な か っ た け れ ど
も 、 そ の 1 月 位後 に さ っ き 言 わ れた 電話が
山崎学長 の と こ ろ に か か っ て き た と い う の
が経過です。
本田 : そ こ で、 さ き ほ ど の 報告書 に つ い て です
が、 鏡森教授、 基本構想、 の 策定 あ る い は 学
内準備組織作 り と い う こ と か らひ と つ お話
を 承 り た い と 思 い ま す。
鏡森 : 今お話があ り ま し た よ う に 、 ど うい う 教
育 を す る か と い う 教育理念 と
い い ま し ょ う か、 ど う い う 人
材 を 養成 し て い く の か と い う
骨子 を 早 く 作 ら な け れ ば い け
な い と い う こ と で、 そ れが こ
の 設置検討委 員会 の 主 な 仕事
に な っ て い っ た わ け です 。 も
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ち ろ ん施設 を ど う す る か と い う お話 も ご ざ
い ま し た け れ ど も 、 こ の 設置検討委員会の
中心課題 は 、 こ の 後準備室 に な っ て か ら 、
私が教育課程 の 委員 長 に な っ て い く わ け で
す が、 「富 山 で な ぜ」 と い う さ っ き の 話
と 、 「 ど う い う 看護教育 を こ こ か ら 発信 し
て い く の か」 と い う こ と で あ っ た と 思 い ま
す 。 そ こ でい ろ い ろ 議論 し て 、 先 ほ ど紹介
が あ っ た メ ンバ ー で、 各 自 の 担当 部 門 を こ
う い う ふ う に 書 い て い き ま し よ う と い う の
を 片 山学部長が大体割 り 振 っ て 下 さ い ま し
た 。 そ の 案が大体固 ま っ て こ れで い こ う 、
と い う 10章 の手書 き の 原稿 が仕上が っ た の
が、 私の記録 に よ る と 平成 3 年 3 月 26 日 と
い う こ と です。
そ の 時 に プ レー ム と し て は 、 こ れ ま で の
日 本 の 看護教育の 中 で ミ ニ マ ム の 条件が一
応仕上が っ て お り ま し た の で ミ ニ マ ム の 条
件だ け と い う こ と で な く 、 そ れ に ど う い う
大学教育の 内容 を 付加 し て い く か と い う こ
と で考 え た の が、 こ の 後出 て く る 「人間科
学」 と い う こ と に な り ま す 。 こ の あ た り に
つ い て は 、 い ろ ん な 言 葉 が あ り ま し た 。
ヒ ュ ー マ ン ・ ヘル ス ・ サ イ エ ン ス と か
ヒ ュ ー マ ン ・ サ イ エ ン ス と か い ろ ん な 言葉
が案 と し て 検討 さ れ ま し た 。 こ の よ う な 経
過 を ふ ま え て 、 「本学 は 、 看護教育 に 人 間
科学 と い う 基軸 を 入れ る 」 と い う 構想がで
き あ が っ て い き ま し た 。
今回 は確か に 看護な ん です が、 私た ち の
頭 の 中 に は 将来 そ れ を 医療 関係 の 技術者 を
養成 し て い く 場合 に も 共通 す る 基礎科学 と
言 い ま しょ う か、 そ う い っ た も の を こ の 際
準備 し て い こ う と い う 考 え が あ り ま し た 。
後で出 て く る 情報化社会 と い う こ と を 頭 に
置 い た 「統計情報科学 」 。 そ れ か ら 、 人 聞
の 行動 の 基礎的 な も の を押 さ え て も ら う と
い う こ と で 「行動科学」 。 ま た 国 際化 な り
科学的 な 交流 と い う こ と で 「外国語」。 こ
の 頃 は ま だ、 英語 と い う ふ う に 断定 は し て
お り ま せ ん で、 し た け れ ど も 、 そ う い う も の
で「人間 科学」 と い う も の を 打 ち 出 し て 、
医学科 を 含 め て 将来 の 医療人全体 に こ こ ら
あ た り を 強化 し て い く ん だ と い う 視点 が
あ っ た と 思 い ま す。
と も あ れ、 正直言 い ま し て そ ん な に 早 く
事が展開す る と は 思 っ て お り ま せ ん で し た
の で、 1 年か 2 年か け て 検討 す ればい い ん
だ な と 思 っ て 書 き あ げた わ け です 。 と こ ろ
が今 も あ り ま し た よ う に 、 私た ち の ビハ イ
ン ド で は 、 片 山学部長 と 山崎学長がか な り
先 の と こ ろ を 走 っ て お ら れた と い う こ と に
な り ま す。 概算要求 ま で に と に か く 白 い も
の に 黒 い も の を 置 い て 仕上 げ る んだ、 と い う
こ と で、 こ の メ ン バ ー で そ れ ぞ れが分担 し
て 書 い た と い う 記憶が残 っ て お り ま す。
本田 : 学 内準備組織の体制 が整 い 、 基本構想、が
策定 さ れ、 そ の 頃 か ら 対文部省交渉が始 ま
る わ け で ご ざ い ま す け れ ど も 、 事務局 で は
飯 田元庶務課長補佐が担当 さ れ ま し た ね。
対文部省交渉 を中心 に し て 、 ひ と つお 話 を
承 り た い と 思 い ま す 。
飯田 : 看護学科の 関係で、文部省 に 最初 に 行 っ た
の は 、 平成 3 年 8 月 の上旬で
し た 。 そ の 時 は 、 片 山 学 部
長、 吉 田 総務部長 と ご一 緒 し
て 医学教育課 に 行 っ た ん です
が、 課長補佐か ら 看護学科の
設置 に 必 要 な 看護系教員数、
修士課程設置 に 必要 な マ ル合
教員数等 に つ い て の 説明 と 修士課程 に 耐 え
得 る 看護系教員 の 早 急 な 確保 に つ い て 指導
が あ り ま し た 。 そ れか ら 設置準備が終わ っ
た 平成 5 年 3 月 ま で文部省 に は 何度 と な く
足 を 運 び ま し た 。 平成 4 年 4 月 頃 ま で は 学
生定員、 養成職種、 教員組織、 看護系予定
教員 に つ い て 、 平成 4 年 5 月 か ら は教育課
程、 設置理 由 、 指定申請書等 を 中心 に 相談
に 行 き ま し た 。 文部省 か ら 特 に 指導 さ れた
こ と は 、 修士課程 を 前提 と し た 看護系教員
の確保、 す な わ ち 、 マ ル合教員 の 確保、 カ
リ キ ュ ラ ム 及 び教室 の確保です。 平成 4 年
3 月 頃 に な っ て 予定教員候補者 の 中 か ら 何
人 か の辞退者が出 て 、 そ の 補充 の 候補者 の
個人調書 を 持 っ て 行 っ た と こ ろ 、 「教育課
程等 の検討 に 入 ら な け れ ば な ら な い こ の 時
期 に な っ て 看護系教員組織が こ ん な状態で
は 困 る 」 と 言 わ れ た 時 は設置が う ま く い く
の か不安 に な り ま し た 。
本田 : い ろ い ろ 対文部省交渉 で ご苦労が あ っ た
と 思 い ま す。 当 時、 た し か先発校 と し て い
く つ か あ り ま し た ね。
山崎 : ち ょ っ と 私 は よ く わ か ら な い ん だ け れ ど
も 、 佐賀 と か 山形 と い う の は ど う な ん です
カ〉 。
片山 : 山形 も 富 山 も 医療短大以上 の看護職養成
機関が な い と い う こ と 、 佐賀 も そ う です。
本州 で は 、 山梨 と 山形 と 富 山 だ け が な か っ
た ん です。 あ と 、 ほ か は 大分 と か宮崎な ど
あ り ま す け れ ど も 。
山崎 : あ れ は 、 押 田元事務局長 が医学教育課の
指導室長 を し て お ら れた か ら 、 看護学科創
設 を や る か と 言 わ れ た の か な 、 多 分 そ う
じゃ な い か な 。
片山 : は じ め 、 医学教育課の課長補佐 に は こ ち
ら も そ う い う 意思があ る と い う こ と は 、 十
分伝 え て あ り ま し た 。
山崎 : そ れで押 田 元事務局長 に 「 お や り に な り
ま す か」 と 言 わ れ て 電話 が 入 っ た ん だ ろ
つ 。
片山 : と に か く 報告書 を即座 に 文部省 に 配 る こ
と がで き た と い う の は 、 大 き か っ た と 思 い
ま す 。
本田 : そ こ で対文部省交渉 で報告書が非常 に 大
き な ウ エ イ ト を占 め て く る わ け で あ り ま す
け れ ど も 、 こ こ で設置 に 当 た っ て の 幾 つ か
の ポ イ ン ト に つ い て 、 先 ほ ど ご説明が あ り
ま し た け れ ど も 、 例 え ば教育 目 標、 学科の
特色、 講座の 内容 を ど う す る か、 あ る い は
学生定員 の問題、 教員組織、 教科の 内容 と
い う こ と に つ い て 、 鏡森教授 に こ こ で ま と
め て い た だ け ま す で し ょ う か。
鏡森 : 私の手元の記録 に よ り ま すと 、 そ う い う
教授会で の コ ン セ ン サ ス づ く り を し て い た
だ い た 後、 今 申 し 上 げた よ う に 教員組織 と
教育課程の準備 は 並行 し て 進ん で い く わ け
第 1 節 看護学科創設に当たって (座談会) お
です。 私の ほ う は教育課程専門部会 の担当
で あ り ま し て 、 平成 3 年11月 4 日 の 看護学
科設置準備委 員会の 中 の教育課程専門部会
で、 「健康科学 ま た は 人 間科学、 基礎看護
学」 をひ と つ の 柱 に し 、 2 番が 「臨床看護
学」、 3 番 の 柱 が 「地域老人看護学」 と い
う 骨子が先 ほ ど の検討会の 流れ を 踏 ま え な
が ら 、 f余 々 に 明 ら か に な っ て い き ま し た 。
こ の 頃 は ま だ健康科学 ま た は人間科学 と い
う 言葉 を 使 っ て い ま し た 。 ご存 じ の よ う に
東大 は 、 そ の 後健康科学 を使 う こ と に な る
わ け です 。 そ の 時強調 さ れた こ と は 、 医 と
看護学科が共 同 で教科内容 を 強化 し て い く
ん だ と い う こ と です 。 看護学科 は 看護だ け
で、 医学科 は 医学だ け で は な く て 、 医看共
通の講義 を 導入す る と い う こ と な ど も 言 っ
て お り ま し た 。 そ れで は 、 こ の 人 た ち は社
会 に 出 て ど う い う 貢献がで き る の か と い う
こ と で、 先 ほ ど あ り ま し た よ う に 、 ゼ、ネ ラ
ル な も の を押 さ え な が ら ス ペ シ ャ リ ス ト と
し て の教育者、 現場 の リ ー ダー そ し て 研究
者 と い っ た 3 層 か ら な る 人た ち を 提供 し て
い くん だ と い う こ と で し た 。
ま た 、 こ の 時だ、 っ た か ど う か よ く 覚 え て
い ま せ ん が、 も う 既 に こ う い う 学科 を 作 る
時 に は 、 マ ス タ ー 、 大学院 を 考 え て 人材 な
り 教育課程 を 整備 し て お く よ う に と い う 指
示 を 聞 い て お り ま し た 。 今言 い ま し た よ う
に 、 看護の教育、 臨床、 研究 と こ う い っ た
3 層 の も の に お い て 貢献で き る 人材 を 作 っ
て い く と い う こ と で、 最初か ら 大学院 も 視
野 に 入 れ な が ら 人材 を 育成す る と い う よ う
な こ と に な り ま し た 。 そ う い っ た 骨子が大
体出 て き ま す の が平成 3 年1 1 月 で ご ざ い ま
す。
本田 : そ こ で講座 と し ま し て は人間科学、 基礎
看護学、 臨床看護学、 地域老人看護学 と い
う 方針が出た わ け で ご ざ い ま す ね。 そ こ で
修業年限 は 4 年で ご ざ い ま す け れ ど も 、 定
員 に つ い て も こ の 頃 か ら 話 し 合 い が あ っ た
わ け ですか。
片 山 : 定員 は文部省 の 指導 に 従 っ て 、 初 め は60
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人 と い う 形で し た 。 と こ ろ が、 一時50人 に
と い う 話が あ り ま し て 、 そ れで急逮、 教員
の 数 も 減 ら さ な け ればいりな い と か、 い ろ
い ろ な 問題が あ っ た の で す が、 結局、 60人
と な り 、 そ れで 3 年 目 に 編入学10人 と い う
ふ う な 形 に 落ちつ き ま し た 。 定員 が10人違
い ま す と 、 教員 が 3 人 ぐ ら い 違い ま す の
で、 声 を か け て い る 人 も 来 て い た だ け な く
な っ た ら 大変 な こ と に な り ま す の で。
本田 : そ れで は 少 し 話 を 進 め さ せ て い た だ き ま
す け れ ど も 、 こ の あ た り で事務局、 特 に 準
備 室 担 当 の 飯 田 さ ん が い ろ い ろ ご苦労 な
さ っ た と こ ろ も 多 い か と 思 い ま す が。
飯田 : こ の 年、 庶務課 は大 き な プ ロ ジ ェ ク ト を
2 つ 抱 え て お り ま し た 。 1 つ は 自 己点検、
評価 に 本格的 に 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い
と い う こ と で検討 委員 会 が設置 さ れ、 点
検、 評価項 目 や そ の体制等 の検討が ス タ ー
ト し ま し た 。 も う 1 つ は 、 薬学部が平成 4
年秋 に 創立 1 00周 年 を 迎 え る た め 、 そ の 記
念事業 の 準備が本格的 に 始 ま り ま し た 。 そ
こ へ看護学科の設置準備 の 話が突然 飛 び、込
ん で き た わ け で、 特命の よ う な か た ちで私
が看護学科の 設置準備 を 担 当 す る こ と に な
り ま し た 。 最初 は 、 簡単 に 考 え て い た の で
す が、 広 島大学や 東京医科歯科大学 の 設置
準備 の 話 を 聞 い た り 、 準備 を 進 め て い く う
ち に 、 片手間で は と て も で き な い こ と が分
か つ て き ま し た 。 そ れで、 本来の 自 分 の 仕
事 を 他の職員 に や っ て も ら い 、 設置準備 に
専念 し ま し た が、 大変迷惑 を か け申 し訳 な
か っ た と 思 っ て い ま す 。
片山 : 本 当 に飯 田 さ ん に は 、 よ く 頑張 っ て も ら
い ま し た 。
本田 : 皆 さ ん の ご協力 の も と に 、 平成 4 年 6 月
ご ろ 最終的な 設置資料が提 出 さ れた よ う に
伺 っ て お り ま す 。
飯田 : 平成 4 年 7 月 初旬 に 概算要求書が、 ま た
8 月 初旬 に は 設置計画書が、 そ れ ぞれ文部
省 に 提 出 さ れ ま し た 。 文部省 か ら は 、 常々
' 3 大学 と も 予算 要 求す る か ど う か は わ か
ら な しり と 言 わ れて お り ま し た の で、 文部
省か ら 大蔵省 へ の概算要求 に 本 学 の 看護学
科設置が盛 り 込 ま れた と い う こ と を 聞 い て
ホ ッ と し ま し た 。
本田 : と こ ろ で、 高久教授 は 平成 3 年1 1 月 医学
部長 に な ら れ ま し た ね。
高久 : そ う な ん で す が、 平成 4 年の 1 年間 と い
う の は準備期 間 で あ っ た わ け ですか。
片山 : 要 す る に こ れでやれ と 言 わ れ ま し た が、
や っ ぱ り 医学部教授会の承認 を 受げな け れ
ば い け な い と い う こ と で、 平成 3 年 8 月 15
日 に 臨時医学部教授会 を や り 、 承認 を し て
い た だ、 い た ん です。 そ の後 1 1 月 か ら は 、 理
解 の あ る 高久学部長 に や っ て い た だ い た の
で う ま く い っ た と 思 い ま す。
高久 : 学部長 の 仕事の全体が よ く 分か ら な い う
ち に 、 す ぐ 「看 護 学 科」 で し ょ う 。 し か
し 、 そ れ ま で学部長 だ っ た 片 山教授が準備
室長 と し て お ら れた の で、 片 山教授、 山本
教授、 鏡森教授 ら が主 に な っ て や ら れた わ
け です 。
本田 : そ こ で高久学部長が準備委員長 に 。
高久 : 学部長 に な る と そ う な る の です が、 最初
の う ち は よ く 分か ら な か っ た け れ ど、 片 山
教授が準備室長でお ら れた か ら 助か り ま し
た 。 そ れでや っ と 看護学科 と い う の は何か
と い う こ と が、 少 し ず つ 私 に も 分か つ て く
る ん です ね。 そ れで と も か く 勉強 し て い っ
て 、 結局 1 年以上い ろ ん な こ と を や っ た ん
です ね。 教員 を 決 め る と か。 そ れで入学式
を 迎 え る わ け です。 高間教授 と お会 い し た
の は 、 平成 4 年 の 春 頃 か な 、 あ の 頃 2 、 3
回予定教員会議 を 通 じ て 今 の 教員 の方々 が
少 しず、つ 分か つ て き ま し た 。
山崎 : 平成 4 年の 秋口 で し ょ う 。
片山 : ち ょ う ど こ こ に そ の 時 の写 真が 1枚 あ る
ん です。 平成 4 年1 1 月 です 。 山崎学長 を 真
ん 中 に し て 予定教員 が み ん な 出 て ま す よ 。
高久 : 準備委 員 会 の 実 際 は 、 片 山教授が 中 心 に
な っ て い た だ い て 。
本田 : 皆 さ ん で ご協力 な さ っ て 、 い ろ い ろ な人
選等 に つ い て の ご苦労が あ っ た と い う 時期
が ほ ぽ 1 年近 く あ る わ け で す が、 そ の あ た
り を も う 少 し 具体的 に お話 し 下 さ い 。
高久 : そ の 頃、 片 山教授や 鏡 蜘
森教授 の優秀 な教員 を 集
め る そ の 能力 は 大 し た も
の だ と 思 い ま し た 。 特 に
私 は そ う い う こ と は 全 く
分か ら な い か ら 。 そ れで
も だ、 い ぶ苦労 さ れ て 、 二
転三転 し た り い ろ ん な こ と が あ り ま し た 。
た し か、 来 る べ き 人が来 な く な っ て 、 ま た
別 な 人 を 探 し た り… 。
高久 : 結局 は 、 専門の看護学科 の教員 の席が ま
だ無か っ た の で、 い わ ゆ る弾 力 的人事 を や
る と い う こ と で、 神郡 教授 と 高間教授 の 2
人が先 に 来 ら れた 。
片 山 : そ れ と 、 や っぱ り 県 内 か ら い い学生 を と
り た い と い う こ と で、 こ れ は 平成 3 年 1 月
25、 26 日 に 私 と 高久医学部長で新川 女子高
校 と か高 岡 女子高校 な ど数校 を 回 り ま し た
ね。
鏡森 : 26 日 は 片 山教授 と 私が 2 人で富 山 中部高
校 、 富 山東高校 、 富 山 南校 、 富 山 高校 、 富
山 女子高校 な ど を 回 っ て い ろ い ろ 話 を 聞 き
ま し て 、 あ あ い う の は非常 に 後で参考 に な
り ま し た ね。 回 っ て い ろ い ろ 聞 い た こ と
は 、 本学 に つ い て ど う 考 え て い る か、 本学
の 看護学科 を ど う 考 え て い る か と い う の が
よ く 分か り ま し た 。 よ そ か ら 見 な い と 、 自
分の と こ ろ だ け見 て い る と 分か ら な い こ と
が多 か っ た と 思 い ま す 。
山崎 : 高等学校 と 大学 と の 聞 の懇 談会 が あ り ま
し た が、 あ そ こ に も 高等学校 側か ら い ろ ん
第 1 節 看護学科創設に当たって (座談会) お
な話が出 ま し た ね。 高等学校 の校 長 さ ん た
ち は 非常 に 関 心 を 持 っ て お ら れ ま し た ね。
本田 : そ こ で い よ い よ 学生受
け 入 れ と い う こ と で、 第
1 回入学式 は 平成 5 年 4
月 22 日 に 大講義室で行わ
れ ま し た 。
さ て こ こ ま でが、 準備
期 間 と い う こ と で、 こ れ
か ら は現況の ほ う に 話 を 進 め て ま い り た い
と 思 い ま す。 先 ほ ど の お話の 中 に も ご ざ い
ま し た け れ ど も 、 本学 の 看護学科の 特徴 と
い う こ と を授業 内容、 研究 内容 の面か ら 、
鏡森教授 、 ま と め て い た だ け ま せ ん か。
鏡森 : 申 し 上 げ ま し た よ う に 、 薬学部 に も 、 看
護学科 を 開設 し た こ と が い い効果 を 生 む よ
う に と い う 、 大学全体の教育 を 今 日 的 な 要
請 と い う の か社会的 な ニ ー ズ に 合 っ た も の
に し て い こ う と い う 意気込みがあ り ま し た 。
そ こ で さ っ き 申 し 上 げた よ う に看護の方
た ち の ご意見 も 聞 い て 、 人間科学 の 導入 は
薬学、 医学 に と っ て と も に 教育 の 強化 に つ
な が る だ ろ う と い う こ と を 看護の 方 た ち に
も 支持 し て い た だ い て 、 そ し て 人間科学 と
い う 言葉 も 決 ま っ て 、 人間科学 を構成 す る
教育科 目 と し て は 行動科学 と 統 計情 報科
学、 そ し て 最終的 に は 国際語 の 英語 と い う
こ と に な り ま し た 。 一般教育 の 方 た ち に も
こ の 辺 を よ く ご理解い た だ い て 、 薬学部、
医学科、 看護学科の 共通講義 な ど も で き る
よ う な シ ス テ ム を模索 い た し ま し た 。 特 に
医学科 と 看護学科 に お け る 共通講義です け
れ ど も 。 し か し 統計情 報 な ど に 関 し て は 、
薬学 の教育 の 中 に も 必要だ し 、 薬学 の 方 た
ち が ど ん ど ん 臨床 に 出 て い か れ る 際 に 重要
な も の と な り ま す。 そ し て 予 防薬 学 だ と
か、 そ の た め の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン で す
ね、 服薬指導 と か、 薬学の人た ち に とっ て
も カ ウ ン セ リ ン グが非常 に 重要だ と い う 時
代 的 な 背景 も あ っ て 、 行動科学が今 日 的 な
基礎専門科 目 と し て の 意義が承認 さ れて い
く 過程が あ っ た と 思 う ん で す ね。
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集 ま っ て い た だ い た 教員 の皆 さ ん が、 い
ろ い ろ 困難 な 中 か ら 来 て い た だ い て 、 そ う
い っ た も の の 強化 に 力 を お貸 し い た だ く こ
と に な っ て い き ま す。 基礎看護 の 高 間 教
授、 臨床看護で は 生命倫理、 タ ー ミ ナ ル ケ
ア も 含 め て 津 田 教授、 精神保健 と い う 、 こ
れ も 今 日 的 な 大 き な課題で神郡教授、 高齢
化社会 の 重要課題で あ る 小 児 の 看護 と い う
こ と で湯川 教授 に 来 て い た だ き ま し た 。 ま
た 、 地域 の ほ う は村山教授 と い う 東京 の 医
療短大 を 作 る 時か ら 関 与 し て お ら れた 方 に
来 て い た だ い た と い う こ と です 。 そ の後、
さ ら に 本学 に と っ て 将来 を 見据 え る と 、 少
子化時代 で母性の 問題 は や っ ぱ り 大 き な ウ
エ イ ト を 占 め て い く だ ろ う と い う こ と で、
片 山教授 の 強 い ご指摘 も あ り ま し て 、 堀井
看護部長 の協力 を 得て さ ら に 母性 を 強化す
る こ と に な り ま し た 。 こ の こ と が そ の後:の
塚田教授 と い う ベ テ ラ ン の 確保 と し て 実 を
結ぶ こ と に な り ま し た 。 そ う い う 時代 を 見
据 え た 教育課程が、 人材 も 得 ら れ て 準備 さ
れ て い っ た と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。
本田 : 教員 は や は り 教育の ほ か に 研究が求 め ら
れ る わ け で あ り ま し て 、 そ れが将来の 大学
院構想、 に も つ な が っ て く る わ け ですね。 そ
こ で、 今医学部長が大変 ご苦労 な さ っ て お
ら れ ま す こ と は 、 看護学科教員 に お け る 研
究 の推進 と い う こ と で ご ざ い ま し て 、 こ れ
は 後 ほ ど 話 を 進 め ま す大学院 に も つ な が る
問題であ り ま す け れ ど も 、 ご苦労 の 一端を
お話 し し て い た だ け な い で しょ う か。
高久 : 一般論的 な 言 い方 を す れ ば、 我々 医学部
し か知 ら な か っ た 者 に と っ て は 、 い ろ ん な
新 し い体験 と い う の が結構 あ り ま す よ ね。
目 下、 努力 中 と い う こ と で、 そ の ぐ ら い に
と ど め さ せ て お い て 下 さ い 。
本田 : そ こ で昨年12月 、 第 1 期工事の建物が完
成 し た わ け で ご ざ い ま し て 、 大変喜 ば し い
こ と に 第 2 期工事 に も 着工 し て い る わ け で
ご ざ い ま す ね。
高久 : そ う です 。 大学院 は そ の 後です。
本田 : 平成 8 年の 春 ぐ ら い に 。 平成 7 年度 に第
2 期工事が完成 し て 、 一応看護学科の完成
を み る と い う こ と な ん で す ね。 そ こ で教員
は 平成 7 年度 で全部揃わ れ る わ け です か。
高久 : 平成 8 年度 が完成年度 で医系教員 が増 え
る で、 しょ う 。
山崎 : 看護学科 に 相 当 す る 事務系職員 の定員 は
い つ に な る ん です か 。
飯田 : 教員定員 に つ い て は 、 学年進行計画 に 基
づ き 、 学生の教育 に 支 障が な い よ う に き ち
ん と 措置 さ れ ま す が、 事務系職員 に つ い て
は 、 学年進行計画が あ る も の の修正減や繰
り 延べ な ど の た め 、 そ の と お り に は な り ま
せ ん。 定員削減 の 折、 厳 し い の で は な い で
しょ う ヵ、
山崎 : 繰 り 延べ に な る の は分か る け れ ど も 、 最
初 に つ け て も ら う 定員 と い う の は?
飯田 : ど れ く ら い 定員措置 さ れ る か分か り ま せ
ん。 先程 も 言 い ま し た よ う に 学年進行計画
は あ り ま す が、 事務系職員 に は修正減や繰
り 延べ が あ り ま す か ら 、 実際 に 定員 が つ い
て み る ま でわ か り ま せ ん。
山崎 : そ れ は 事務の定員 だ か ら あ っ て な い と 言
う か も し れ な い け れ ど、 基本的 に は 、 例 え
ば 山形大学 に 初 め て 医学部がで き た の が昭
和40何年 だ っ た か 、 あ の 時 に 学 生 定 員 10 0
人 に 対 し て 事務職員 の定員 は 20名です よ 。
100人 に 対す る 事務職員 と い う の は 20名が
基準 です よ 、 そ の 当 時。 だ か ら 私 は 、 今の
こ の 看護学科 は 4 年で しょ う 。 医学科 と 看
護 学 科 で 4 年 と 6 年 の 違い は あ る ん で す
が、 学生定員 が60人 ぐ ら い だ と す る と 、 1 0
人 ぐ ら い は つ く と 思 う んだ、 け れ ど も 。 つ け
た 上 で定 削 は 定削で行 っ て い く と 。 例 え
ば、 本学がで き た 時 に 、 新設医科大学 の事
務職員 の 定 員 は 総 定 員 の 枠外 だ と 言 わ れ
た 。 枠 外 で く く ら れ て い た け れ ど も 、 結
局、 枠外が よ か っ た の か、 枠 内 が よ か っ た
の か分か ら な い ん です よ 。 新設医科大学 と
い う の は 、 恐 ら く 定員 は枠外だ と 言 い な が
ら 、 従来の基準 よ り も は る か に 少 な い ぎ り
ぎ り の 線 に 置 い て お い て 2 割、 3 割定削を
や っ て い る わ け で す か ら 非常 に 困 っ て い る
わ け です よ ね。
飯田 : 先発大学 に 事務系職員 の 定員 に つ い て問
い て も 教 え て も ら え ま せ ん で し た 。
高久 : 先発大 学 に い ま だ事務職員 は つ い て い な
い と い う 話 は 聞 い て い ま す 。
山崎 : そ れがね、 広島 と か と 本学 は ま た 違 う ん
です よ 。 だ か ら 、 決 し て そ ん な に 十分 に は
つ か な い と 思 う ん です よ 。 そ れで も 10名ぐ
ら い は つ く ん じゃ な い か な 。 学生が増 え て
る ん で す か ら ね。
高久 : そ う で す ね。 授業料 を も ら っ て い る ん で
す か ら そ の サ ー ビ ス は し な きゃ な ら な い 。
本田 : と こ ろ で、 全国 で 4 年制 の 看護学科 と い
う の は何校ぐ ら い ご ざ い ま す か 。
山崎 : 毎年 2校 ほ ど 出来 て い る 。
高久 : 今年 は 2 つ し か 出来 な か っ た 。 国 立 は 今
年 3校 が設置要求 し た け れ ど、 2校 し か 出来
な い 。 そ ろ そ ろ 文部省 も 、 設置条件の整わ
な い よ う な看護学科の設置要求 に 対 し て は
だ め に す る 場合が あ る と い う こ と ですかね。
本田 : 修士課程の 大学院 を 設置 し て い る 大学 と
い う の は 数校ぐ ら い ですね。
山崎 : 千葉大学 は も ち ろ ん あ る 。
高久 : 広 島大学が今年の ヒ ア リ ン グ で判定が出
ま す 。 オ ー プ ン と な れ ば来年か ら と い う こ
と です。 本学 の 1 年先 を 行 っ て ま す か ら 。
本田 : そ う い う こ と は 、 博士課程 に な り ま す と
も っ と 少 な い の です ね。
高久 : 国立 は 千葉大 と 東大です かね。
本田 : そ こ で、 本学の看護学科 の 将来構想 と し
て 、 修士課程 は も ち ろ ん博士課程 も 設置 し
た い と い う わ け で ご ざ い ま す け れ ど も 、 そ
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の 辺 に 関 し ま し てひ と つ お話 し い た だ け ま
す か 、 鏡森教授。
鏡森 : 先 ほ ど 申 し ま し た よ う に 、 本 学 を 設置
し 、 人材 を 提供す る 時 に 、 マ ス タ ー と い う も
の が な け れ ば、 少 な く と も さ っ き 言 っ た 研
究ス タ ッ プ が養成で き な い こ と に な り ま す。
本 学 の 場合 は 大 学 の 大綱 化 と い う 流 れ
と 、 マ ス タ ー が 出来て い く と い う 流れ と 、
薬学部 が あ る と い う 3 つぐ ら い の 要素で考
え て い か な け れ ば な ら な い だ ろ う と 思 い ま
すが、 いず、 れ に し て も マ ス タ ー で は 看護が
コ ア に な り ま す。 そ し て 今の 学部教育 に マ
ス タ ー を 作 る こ と に よ っ て 、 よ り 高度 の臨
床 的 な 看護、 看護研究、 そ う い っ た も の が
本学 の 学部教育 を 基礎 に し て 展開 で き る と
い う と こ ろ の 特徴 を 出 す必要が あ り ま す 。
そ れ に つ い て は今年の概算要求で、 一応
内容 を 打診 し て い く こ と に な り ま す か ら 、
こ れか ら が正念場 じゃ な い で し ょ う か。 看
護系 の教官が 中 心 に な っ て 、 こ れ ま での 経
験 を 生か し な が ら 検討 し 、 書 き 上 げ る と い
う段階だ と 思 い ま す 。
山崎 : そ れ は ま あ 看護学科 も ど れだ け看護学専
門 の 先生、 そ う い う 人た ち に マ ル合がお ら
れ る か 、 修士講座だ っ て マ ル合 に な る ん だ
ろ う と 思 い ま す け れ ど も ね。 要す る に 、 教
授 の マ ル合が つ か な い と だ め です 。
本田 : 高久教授 に は 、 医学部長 と し て も 大綱 化
に 伴 い い ろ い ろ 大学院大学 の構想 も あ る と
思 い ま す け れ ど も 、 看護学科 も そ れ に 参画
す る よ う な 考 え も あ る わ け ですか。
高久 : 看護学科 に 関 し て は 、 医科薬科大学全体
の 大学院問題 と 関連づ け さ せ る と か え っ て
看護学科が迷惑 す る 場合 も あ り 得 る 。 そ れ
で修士課程 そ の も の は今 、 看護学科単独 で
や っ て い き ま しよ う と い う こ と に な っ て い
ま す 。
鏡森 : あ れ は オ フ ィ シ ャ ル な も の じゃ な い です
カま・・・ 。
高久 : 看護学科修士課程 の 準備 に つ い て の懇 談
会 を 始 め て い ま す。
山崎 : や っぱ り 看護学専攻 を 作 る ん で し ょ う 。
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医学部 の 場合 は 大学院 は 専攻が 4 つ あ る ん
で す か ね。 医学研究科何々 専攻 と 。
山崎 : 看護学科の場合 は 、 医学部だ か ら 医学研
究科看護学専攻で す ね。
高久 : 医学系研究科看護学専攻 です。
山崎 : 今 は?
高久 : 今 は医学研究科です。 そ れが今度 は医学
系 と な る で しょ う ね。 看護学研究科 と は な
ら な い で しょ う ね。
山崎 : 看護学専攻で しょ う 。
高久 : 東京医科歯科大 と 同 じ よ う に な り ま す ね。
鏡森 : さ っ き 広 島 大 の を ち ょ っ と 聞 い た ら 、 東
京医科歯科大や千葉大の 流れで大体作 り ま
し た と い う こ と で し た 。
本田 : 将来、 こ う い う 医療 技 術者 の 例 え ば O
T 、 P T と か そ う い う 人た ち の 養成 も 加 え
る 可能性 は お 考 え な ん です か。
鏡森 : い や 、 お 考 え と い う よ り 、 厚 生省 で は
2005年で医師が 1 万か ら 2 万人過剰 と い う
計算 を し て い ま す か ら 医学部 の定員 も 削減
さ れ る で しょ う 。 そ う す る と 教育機能 と し
て 医療総合大学で ス ペ シ ャ リ ス ト を 作 っ て
い く と い う 分野 を 広 め て い っ て 、 本学 の 基
本的な 力 を 維持 し て い く と い う ふ う に せ ざ
る を f与 な い と 思 い ま す よ 。 ど う い う こ と を
や っ て い く か は 別 と し て 。
本田 : そ う す る と 当 然、 作業療法士 な ど も 視野
に 入 れ て い く わ け で しょ う 。
鏡森 : ど う な り ま す か ね。
高久 : 基本構想 で、 今か ら で し ょ う ね。
鏡森 : こ れか ら ど う い う ふ う に 脱皮 し て い く か
と い う 、 そ れ は も う 国 は医学生の 定員 を 絶
対 に 絞 っ て い き ま す。
本田 : そ う す る と そ の 辺 の ほ う も 開拓 し な く
ち ゃな ら な い と い う 問題、 分野か も し れ な
い です ね。
鏡森 : そ の 可能性 も ひ と つ あ り ま す ね。
本田 : ほ か に 何 か お 話 し お き い た だ く こ と が ご
ざ い ま す で しょ う か。
片山 : と に か く 、 今 回 に限 ら ず、 医学部 の発展
と い う の は 、 や は り 先見性 を 持 っ て 見 な い
と い け な い の で あ っ て 、 そ れ に は 、 ど れが
正 し い か 、 そ れ を よ く 見 き わ め る こ と が大
事だ と 思 い ま す よ 。 理念だ け じゃ な く て 、
ど れ を や っ た ら 一番社会 の ニ ー ズ に 合 う か
と い う こ と を 常 に 考慮 し て い か な い と 、 大
学 だ け で考 え て い て も う ま く い か な い で
しょ う 。
高久 : 先 生 が お っ し ゃ る の は 社会 的 ニ ← ズ で
し ょ う 。 た だ 頭 の 中 で 言 う こ と じ ゃ な く
て 、 理念 と か何 と か じゃ な く て ね。
片山 : そ れ で な き ゃ、 や っ ぱ り 文 部省 も オ ー
ケ ー し て く れ な い で す よ 。 本 当 の こ と を
言 っ て 。 こ こ は文部省が実 の 親 の 大学で、
私立 じゃな い ん だ か ら 。
本田 : ひ と つ 皆 さ ん で力 を 合わ せ て 。
高久 : な ぜ、新設医大 に 看護学科 を 持 っ て き た か
と い う こ と を よ く 考 え て み る 必要 が あ る と
思 い ま す ね。
飯田 : 平成 2 年度 に 金沢で国立大学医学部長会
議 が あ っ た 時、医学教育課長か ら 、 コ メ デ イ
カ ル の 4 年制教育 に つ い て 、 大阪大学 に調
査 を 依頼 し て い る と の話が あ り ま し た が、
そ の 時 は 、 広 島大学 の 保健学科新設の 話 さ
え な く 、 新設医大への看護婦養成機関 の設
置 は 、 当 分 な い と 思 っ て い ま し た 。 ま し て
や 新設医大 の ト ッ プ を き っ て 富 山医薬大 に
出 来 る な ん て 夢 に も 思わ な か っ た です ね。
高久 : だ か ら 逆 に 、 昔か ら の医療短大 を 持 っ て
い る と こ ろ は 、 頑張 り 出 し ま す ね。
片山 : や っ ぱ り 何 と 言 っ た っ て 、 学生 を 持 っ て
い る と こ ろ は 強 い です よ ね。
山崎 : そ う す る と 、 山 形 と 佐賀 と 本 学 が で き
て 、 来年 は 山 梨 で す か 。
本田 : 看護学科が医学部 の 看護学科で あ る た め
に 、 医学部長 は 日 夜大変 ご苦労 な さ っ て い
る と い う ふ う に 伺っ て お り ま す け れ ど も 、
高 い 理想 を 持 っ て 頑 張 っ て い た だ き た い と
思 い ま す。 本 日 は長時間 に わ た り 、 看護学
科創設準備段階か ら の い ろ い ろ な 問題、 苦
労話 な ど を ご披露 い た だ き 、 ま た こ れか ら
進 む べ き 方向 な ど に つ き ま し で も 話 し 合 っ
て い た だ き 実 り 多 い座談会 と な り ま し た 。
ど う も あ り カヨ と う ご ざ い ま し た 。
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本学薬学部 は 、 明治26年 ( 1893) に 創設 さ れ
た 共立富 山薬学校 を 起源 と し 、 富 山 県立薬学専
門学校 ( 1910) を 経 て 、 1920年 に は 全国初 の 官
立の薬学専門学校 に 昇格、 次 い で1949年の学制
改革 に よ っ て 富 山 大学薬学部 に 引 き 継 が れ た
が、 そ の後本学 の創設 に 参加 し 今 日 に 至 っ て い
る 。 こ の よ う に 、 発祥の共立薬学校 か ら 百余年
を 経過 し て い る が、 百年 目 に 当 た る 平成 4 年の
11月 7 日 に 記念式典 等 の祝賀行事が行わ れた の
であ る 。
当 日 は 台 風28号が東 日 本 を 通過中 の た め 時折
強風 が あ っ た が、 幸 い に も 降雨 は 殆 ど な か っ
た 。 記念式典 は 、 午前10時 よ り 富 山 県民会館大
ホ ー ル に お い て 、 各界か ら の 招待者 ・ 卒業生 ・
本学職員 な ど 総数約500名 の 参列 を 得 て 盛大 に
行わ れ た 。 藤田庶 務課長 の 開 式 の辞 に 始 ま り 、
狐塚寛薬学部長 の 式辞、 山崎高磨、学長の 挨拶 の
あ と 、 来賓の鳩 山邦夫文部大 臣 (代理 遠藤純
一郎 ・ 医 学 教 育課長) 、 中 沖 豊 ・ 富 山 県 知
事、 南原敏夫 ・ 日 本薬学会会頭、 田村四郎 ・ 創
立百周 年記念事業後援会会長か ら 順次祝辞 を戴
い た 。 大 臣祝辞で は 、 富 山 県 の 伝統的産業 で あ
る 製薬業 を 背景 に 設置 さ れた 共立富山薬学校 以
来、 輝か し い 功績 を 挙 げ な が ら 着実 に 発展 し 今
日 に 至 っ て い る こ と を 祝 し 、 今後 と も 特色 あ る
教育 ・ 研究 を 展 開 し社会の期待 に 応 え 、 ま す ま
す発展 さ れん こ と を 祈念す る 、 と 述べ ら れた 。
次 い で各界か ら の 祝電が披露 さ れ、 45分間 に わ
た る 式典 を 終了 し た 。
文部大 臣祝辞
引 き 続 き 11 時 よ り 式典 会場 に お い て 、 早石修
先生 に よ る 記念講演 「眠 り の秘密 プ ロ ス タ グ
ラ ン ジ ンDz と Ez に よ る 睡眠 と 覚醒 の 調節 に つ
い て一」 が行わ れ た 。 早石 グ ル ー プで は 、 PGDz
と PGEz が そ れぞ れ視索前野 と 後部視床下部 の
睡眠中枢お よ び覚醒中枢 に 局在す る レ セ プ タ ー
を 介 し て 睡眠 と 覚醒 を 調節 し て い る こ と を 発見
さ れて お り 、 ス ラ イ ド を 使 つ て の分か り や す い
説明 に 約800名 の 聴衆 は 深 い感銘 を 受 け た 。
午後 1 時か ら 富 山第一 ホ テ ノレ で行わ れ た 記念
祝賀会 に は 、 官 ・ 産 ・ 学か ら の来賓、 同窓生、
本学職員 (総数約450名) の 参列 が あ っ た 。 初
め に 吉本与一 ・ 日 本薬剤師会副会長、 正橋正一
・ 富 山 市長、 高久 晃 ・ 医学部長か ら 祝辞 を 戴
い た 。 次 い で、文部省か ら の来賓、 宮地貫一 ・ 元
文部事務次官、 佐藤禎一 ・ 文化庁次長、 遠藤純
一郎 ・ 医学教育課長 の紹介が あ っ た 後、 田村四
郎 ・ 記念事業後援会会長か ら 狐塚薬学部長へ創
立百周 年記念事業資金 の 目 録贈呈が あ り 、 森
政雄 ・ 後援会副会長の乾杯の音頭で祝宴 に 入 っ
た 。 最後 に 中 冨ニ六氏 (昭和 5 年卒) の 発声 に
よ る 万歳三唱 で約90分間 の 熱気の こ も っ た 祝賀
会 を 無事終了 し た 。
午後 4 時か ら は 、 薬学研究資料館前 に 設置 さ
れた 記念石碑 「温故知新」 の 除幕式が関係者多
数 の 見守 る 中 で行 わ れ、 全記念行事 を 無事終了
し た 。 な お 、 石碑の題字 は 山崎学長 の揮事 に よ
る も の で、 裏面 に は百年 の 変遷 を 要約 し た 年譜
が刻 ま れて い る 。 (吉井 英一)
記念碑除幕 (薬学研究資料館前)
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和漢薬研究所 は 、 昭和38年 ( 1963) 4 月 に 富
山大学薬学部附属和漢薬研究施設 と し て 発足 し
た 。 資 源 開 発 ( ' 63) 、 生物試験 (' 64) 、 臨床利
用 ( '65) 、 病態生化学 ('69) 、 化学応用 ( ' 73 )
の 5 部門が設置 さ れた 翌年の 昭和49年 ( 1974)
6 月 に 富 山大学附置研究所 に 昇格 し 、 和漢薬 に
関 す る 一 応 の 研 究 態 勢が出来上 が っ た 。 そ の
後、 既 に 新設 さ れ て い た 富 山医科薬科大学の 附
置研究所 と し て 、 昭和53年 ( 1978) 6 月 に 移管
さ れ、 昭和 55年 ( 1980) 3 月 に 研究 棟 が 完 成
( 6 階建、 延2， 468m2) し 、 五福 か ら 杉谷 の 地 に
移転 し た 。 平成 5 年 ( 1993) は 創設時か ら 数 え
て 丁度30年の 節 目 の 年 で あ り 、 ま た 富 山医科薬
科大 学 附置研究所 に な っ て か ら 15 年 目 に 当 た
る 。 そ の よ う な わ け で、 研究所創設30 周年記 念
の行事 を 行 う 計画 を 立 て 、 4 月 頃か ら 準備 を 進
め て き た 。
研究所が杉谷 の 地 に 移 っ て か ら 、 昭和 62年
( 1987) 10 月 に 客員 部 門 で あ る 高次神経機能制
御、 63年 ( 1988) 10月 に は 外国人客員部門 の 免
疫機能制御、 平成2年 ( 1990) 4 月 に 細胞資源
工学部門 と 3 部門が増設 さ れ、 従来 ま での施設
面積で は非常 に 狭障 に な っ て き た 。 し か も 世間
の和漢薬研究 の 重要性 に 関す る 認識が高 ま る と
と も に 、 大学院生や研究生が急激 に 増加 し 、 特
に 外国人留学生や客員研究員 の 増加が そ れ に 拍
車 を か け 、 廊下 に 実験器具が は み 出 し 、 毎年の
よ う に 消 防署か ら 注意 を 受 け る 状態が続 い て い
た 。 8 部門 に な っ た 時点か ら 毎 年増築 の申請 を
行 っ て き た が、 や っ と 文部省 の 御理解 を 得て 、
従来 の 建物 に隣接 し て 6 階建990m2 の 増築 が 、
平成 5 年 (1993) 8 月 末 に 完成 し た 。 こ の 年 は
天候不順 で長雨が続 き 、 増築工事が遅 れ て い た
が、 何 と か予定 の 期 日 内 に 間 に 合 っ た 。 ま た 、
多 く の 企業 の 温 か い御賛助 を 受 け 、 30 周年記 念
行事の 予算の 目 途 も 立 っ た の で、 増築完成披露
も 兼ね、 10月 1 日 (金) に 記 念式典、 記 念講演
会、 記 念懇親会 を 、 10月 2 日 (土) に 富 山 県 と
共催 の 30 周年記 念 「 国 際伝統医薬 シ ンポ ジ ウ ム
-富 山 ' 93J を 開催 す る 運 び と な っ た 。 そ れ と
同 時 に 、 研究所 に 昇格 し て 10 周年の 時 に 発行 し
た 『富 山医科薬科大学和漢薬研究所研究業績集
( 1974�'84)  II � の 続編 と し て 『富 山医科薬科
大 学 和 漢 薬 研 究 所 研 究 業 績 集 (1984 � ' 92)
III � と 『 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山 ' 93
講演集』 を 発刊 す る こ と に し た 。 幸 い記 念行事
は 、 学長始 め 事務局 の方々 、 ま た 研究所職員 ほ
か在籍者 の方々 の 御援助 に よ り 、 無事好評の う
ち に 終了 す る こ と が で き た 。 式典 に は 文 部大
臣、 富 山 県知事、 富 山市長の祝辞 を 頂 き 、 ま た
内外か ら 多 く の方々 の祝電 を 頂 い た 。 記 念講演
会 は 、 薬学系 か ら 田 中 治 先生 (広 島大学名誉
教授 ・ 「天然物薬 品化学 と 食品化学 の 隙間一高
機能配糖体の研究J ) 、 医学系 か ら は 織 田敏次先
生 (東京大学名誉教授 ・ 「治 療学 の 変遷 と 展望
肝臓病 を 中 心 に 、 和漢薬 の 応用 を 含 め J) に
ご講演 を お 願 い し た 。 田 中先生の 薬 品 と 食品 の
両視点 か ら の 天然物の化学的利用研究、 織田先
生 の治 療学 と 「 ヒ ト の い のち」 の 問題、 共 に 幅
広 い 観点 か ら 現代社会 へ の 還元応用 の ご講話
は 、 多 く の 聴衆 に 感銘 を 与 え た 。 2 日 目 の 国 際
伝統医薬 シ ンポ ジ ウ ム は 、 1992年 8 月 に 開催 し
た 「 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山 ' 92J に
続 く も の で、 中 国 か ら 6 名、 パキス タ ン 、 カ ナ
ダ か ら 各 1 名、 日 本 か ら 4 名 の 演者 を お 招 き
し 、 中 国 医薬学、 ユ ナ ニ ー 医学、 チ ベ ッ ト 医
学、 モ ン ゴ ル医学、 そ の 他伝統医薬の 有機合成
化学、 薬理学 な ど に 関す る 話題 を 御提供 い た だ
き 討論 を 行 っ た 。 伝統医薬研究が世界的 に 脚光
を 浴 び て き た 今 日 、 こ の よ う な シ ンポ ジ ウ ム は
毎年、 あ る い は せ め て 2年 に 一度 開催 し て も ら
い た い と い う 意見が、 演者、 聴衆の 大方 の 声で
あ っ た O 「 こ の よ う な 企画 は 、 国 立 の 和 漢薬研
究所の あ る 富 山 で あ る か ら で き る の で、 是非継
続 し て も ら い た い 」 と い う の が外 国 か ら の参加
者 の 要望で あ っ た 。
『研究業績集 III� は 1984年 か ら 1992年 ま で の
9 年 間 の 各部 門 の 研究業績 を ま と め た も の で、
5， 600頁 も の 大部 な も の に な っ た が、 そ れ だ け
研究所 の職員 及 び在籍の 学生、 研究員 の 方々 が
真撃 な 気持 ち で研究 を 行 っ て き た 結果 で あ る 。
来 る 21世紀 に 向 か つ て 、 よ り 一層和漢薬、 さ ら
に は世界の伝統医薬 の研究 に 取 り 組み、 本研究
所 を 世界の伝統医薬研究 の セ ン タ ー と し て 位置
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付 け た い も の と 思 っ て い る 。 本行事 に 際 し 、 多
数の企業か ら 賛助資金 を 頂 い た 。 切 に 感謝す る
も の で あ る 。 今後 と も 皆様方の 更 な る 御支援 を
お願い 申 し 上 げ る 次第で あ る 。
(難波 恒雄)

第 3 章 講座等の沿革

第1節
行 動 科 学
平成 5 年 ( 1993) 4 月 、 富 山 医科薬科大学医
学部 に 看護学科が設置 さ れ る に 伴 っ て 一般教育
科 目 の行動科学が新設 さ れた 。 こ れ に 伴 い福 田
が教授 と し て 平成 5 年 4 月 よ り 赴任 し た 。 行動
科学 は 日 本 で は あ ま り な じ み の な い 科 目 で は あ
る が、 諸外国 で は 医学、 看護学 の 基礎教育 と し
て 必須 の 科 目 で あ り 、 当大学で看護学科 を 設置
す る に あ た り こ の 分野の充実 を 目 的 に 設 け ら れ
た も の と 考 え ら れ る 。 今 日 、 こ れだ け 医療技術
・ 科学や 生活環境が発達 し た 社会 に あ っ て も 、
患者 の 数 は減 る ど こ ろ か増 え る 傾向 に あ り 、 ま
た病気 の 質 も 慢性疾患 に 首位 の 座が移 り つ つ あ
る 。 さ ら に こ れ か ら 高 齢化社会 を 迎 え る に あ
た っ て 医療 の 人 間 化 が 強 く 要 求 さ れ て き て い
る 。 こ の よ う な状況 の な かで医療 の 一翼 を 担 っ
て い こ う と す る 学生 は 、 患者 の 心理 ・ 行動 だ け
でな く 人間一般の保健健康行動 の 特徴、 諸問題
を理解 し て お く こ と が必要 で あ る 。 行動科学 は
人聞の健康や病 に お け る 生物学 的 プ ロ セ ス と 、
そ れ に 深 く 関係 す る 行動特徴 を 理解す る と と も
に 、 個人、 集 団 に お け る 人間 の 行動 を 理解 し 医
療 に 役立 て よ う と す る も の で あ る 。 こ れ に は 生
物体 と し て の 行動、 個人 と し て の 心理行動、 医
療 に お け る 社会的、 人間的側面、 患者の 心理、
医療者 患者関係 な ど極め て 広範 な領域 を 理解
す る 必 要 が あ る 。 一般教育 で の 行動科学 は 現
在、 看護学科 1 、 2 年 と 医学科 2 年 を対象 に 、
専門課程 を 学ぶ前段階 と し て こ れ ら の 基礎 を 学
習 す る こ と を 目 的 に 開設 さ れ て い る 。 学問の性
格上、 講義 だ け で な く 実習 を も 取 り 入れた 実学
と し て 伸 ば し て い き た い と 考 え て い る 。
研究 は 実験室 が な か っ た た め 医学部第二生理
学教室 の 協 力 を 得 て 行 っ て い た が、 平成 7 年
( 1995) 1 月 に 看護学科研究棟が予定 よ り 1 年
早 く 竣工 さ れ、 大学 当 局 を 始 め 多 く の先生方の
ご協力 を 得て ま が り な り に も 行動科学実験室が
整備 さ れた 。 こ れ に 伴い 、 従来か ら 行 っ て い た
第 1 節 一般教育等 応
一般教育等 (翌朝吉野臨精工れ)
学習 ・ 情 動 の 行動科学 ・ 神経科学的研究 を 開始
し た 。 (福田 正治)
統計 ・ 情報科学
平成 6 年度 に 新設 さ れ た 学科 目 で あ る 。 教授
1 名 で、 他 に 教育 ・ 研究 ス タ ッ プ は い な い 。 事
務 的作業 は ア ル バ イ ト で対処 し て い る 。 研究
テ ー マ は以下の 3 つ で あ る 。 1 ) 臨床試験 の 実
施 : 厚生省委 託の C A G ス タ デ ィ (高脂血症)
と 抗 癌 剤 の 薬 剤 疫 学 ス タ デ ィ (大 腸 癌 ・ 乳
癌) 、 循環器疾 患 の 大規模臨床試験で あ る J M
1 C ス タ デ ィ (虚血性心疾患) と J A L T ス タ
デ ィ (不整脈) 、 S C C T ス タ デ ィ (糖尿病患
者への 自 己血糖測定) な ど 多 く の 科学的臨床試
験 に 統計学担当 と し て 関与 し て い る 。 今後 も 国
際的 に 注 目 さ れ る 臨床試験 を計画 ・ 実施 ・ 統計
解析 し な が ら 、 コ ー デ ィ ネ イ テ ィ ン グ セ ン タ ー
と し て 実施経験 も 積 み た い 。 2 ) 医療技術の 国
際的評価 : 薬剤 を は じ め と す る 医療技術 の 臨床
デー タ に 基づ く 評価 は 、 現在ヘ ル ス リ サ ー チ の
観点か ら 数多 く な さ れて い る 。 質 の 高 い 臨床研
究 を 収集 し 、 そ れ ら の成績 を メ タ ア ナ リ シ ス と
い う 手法で併合す る 。 大腸癌 に た い す る 補助化
学療法 の評価、 脳梗塞の急J性期治療 の 評価、 L
p (a) と 冠心疾患 の 評価 な ど を 国際的協力 で行 っ
て い る 。 3 ) 循環器病 の 多面的要因分析 : ま だ
実施 さ れて い な い が、 心疾患 の危険 ・ 予防因子
を 探 る た め の 前 向 き コ ホ ー ト 研究 を 計画 し て い
る 。 循環器 内科医、 臨床検査医、 栄養士、 統計
学者 な ど が協力 し て 行 う 共通 プ ロ ジ ェ ク ト で あ
る 。 ま た 、 民間研究者 と の 共同研究 も 積極的 に
実施 し て い る 。
教育 に 関 し て は 、 統計学 と パ ソ コ ン入門 を 担
当 し て い る 。 理論 や 手 法 中 心 の 統計学 で は な
く 、 コ ン セ プ ト を 身 に 付 け る こ と を 目 標 と し て
い る 。 そ の た め の 統計学教育 プ ロ グ ラ ム を 提案
し 、 成果 と し て 「 臨床研究 デザイ ン : 医学研究
に お け る 統計入門」 を 出版 し た 。 実践 に 役立 つ
社会人への生涯教育 と し て 、 各種セ ミ ナ ー も 実
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方誼 し て き た 。
教育、 研究、 社会サ ー ビ ス の 優先順位で微力
を 注 い で い き た い 。 そ し て 、 保健医療 の す べ て
の領域 と 共同研究す る の が統計 ・ 情報科学の使
命 と 思 い 、 そ の た め の イ ン フ ラ 作 り を 推進 し て
い く 所存であ る 。 (折笠 秀樹)
日 本語 ・ 日 本事情
日 本語 ・ 日 本事情の講座 は 、 留学生増大 の 国
の方針の 基平成元年 ( 1989年) 4 月 か ら 開設 さ
れて い る 。 し か し 、 学部留学生 の 数 は 少 な く 、
年 に よ っ て は皆無の場合 も あ る 。 す な わち、 現
在 (平成 7 年) ま で、 学部での講座 は 開講 さ れ
な が ら も 実態 と し て の 受講者 は ゼ ロ の 経過 を
辿 っ て い る 。
理 由 と し て は 、 学部入学生が入学 し で も 1 、
2 名 の 数少 な い 人 数 の た め 、 ド イ ツ 語 や そ の
他、 学生の 多 い学科 に 走 っ て し ま う こ と が あ げ
ら れ る 。 も ち ろ ん入学生皆無 の 年が続 い て も い
る 。 も う 一 つ の 理 由 は 、 文 科 系 の 学 生 と 異 な
り 、 日 本語 は 半年か ら 1 、 2 年程度 す で に 本 国
や 東京等 で学習 し て き て お り 、 日 本語 よ り も 専
門的な も の 、 ヨ ー ロ ッ パ系 の ド イ ツ 語や フ ラ ン
ス 語 に 挑戦 し て ゆ き た い と い う 姿 勢 に あ る 。 日
本 の 文化、 歴史へ の 興味 は む し ろ 文科系 の 一般
留学生 に と っ て 関心 あ る 内容 か と 思 う 。
学部 は こ う し た状態であ る が、 大学院生等 を
対象 に 課外 と し て 平成元年 ( 1989年) よ り 、 最
初 は 週 に 1 回 、 1 時間半 ほ ど の カ リ キ ュ ラ ム を
組 ん で 日 本語の会話や そ の他 日 本文化関係 の 学
習 の 時聞 を と っ た 。 学外か ら 招い た 講師 と も ど
も 、 平均 ほ ぽ 7 、 8 名か ら 15、 6 名程度 の 受講
者 を 教 え て い た 。 そ の後、 学外の講師が家庭の
事情で富 山 を 去 り 、 以後、 私 (大星) が継続 し
て い た が、 平 成 4 年 ( 1992 年) 6 月 よ り 毎 週
月 、 水曜 日 の 9 時30分 よ り 1 1時30分 の 2 時間 、
中 国人留学生 の比較的多 い 現状か ら 、 中 国人女
性講師 を 招 き 初級講座 を 受 け持 つ て も ら っ て い
る 。 ま た 、 そ の 問、 平 成 4 、 5 年 ( 1992、 93
年) に は 、 毎 週 金 曜 日 午後 5 時 半 よ り 約 1 時
間、 私が 中 級 を 担当 し た 。
現在 (平成 7 年 4 月 ) は 、 毎週金曜 日 午後 1
時30分 よ り 2 時30分 ま で、 私が中級 の 日 本語 ・
日 本事情 を 課外 と し て 担 当 し て い る 。 出席登録
者数 は 約20名で 、 常時出席 は 10名前後で あ る 。
中 国人講師 に よ る 日 本語補講並 び に 薬学部 の 大
学院 ・ 研究生 を対象 に し た 独 自 の講座 も あ り 、
外国人留学生 に は 十分 な 日 本語修得の チ ャ ン ス
は あ る か と 思 う 。 た だ留学生 自 身 は 多忙で、 短
期 間 での 専門技術 の修得 に 懸命で あ る 。 日 本語
は 会話 さ え 出来れ ば よ い と の傾向 も 否 め な い 。
現在、 将来 と も 、 こ の分野の補講 は 更 に 充 実 さ
せ て ゆ き た い も の と 考 え て い る 。
哲 ，U.L. ーチ
ア ン チ ゴ ー ネ の な か で次 の よ う に 歌わ れて い
る 。
不思議 な も の は 数 あ る う ち に 、
人間以上の不思議 は な い 、
た だ一つ 、 求 め え な い の は死 を 逃れ る 道、
難病 を癒す子段 は工夫 し 出 し た が。
人類の 守護神、 プ ロ メ テ ウ ス が、 技術 の も と
で あ る 、 火 を 人間 に も た ら し て 以来、 そ の代償
と し て ゼ ウ ス に よ り こ の 世 に 悪 が も た ら さ れ
た 。 プ ロ メ テ ウ ス は鎖で縛 ら れ、 大鷲 に そ の肝
を つ い ば ま れた 。 生命科学 の 現代、 人間 は プ ロ
メ テ ウ ス の鎖 を解 き 放っ 。 パ ン ド ← ラ の箱が今
や 聞 か れ よ う と し て い る 。
周 知の よ う に 、 bioethics の 最初 の 提 唱者で
あ る 、 ポ ッ タ ー が そ の 言 葉 で意 図 し て い た の
は 、 科学技術社会 の 中 で の 人類 の 生存 を め ざ す
科学で あ っ た 。 有限 な 地球生態系 の 中 で人類が
生 き 残 る た め の 英知の 学 を 、 生命科学 の 上 に 建
設す る こ と で あ っ た 。 そ の ポ ッ タ ー は 現在、 医
療 の bioethics と エ コ ロ ジ ← bioethics と を 統合
し 、 人類の 生 き 残 り と 、 よ き 生 を 生 み 出 す 新 た
な 知恵、 を め ざ す 、 「地球生命倫理」 を 主張 し て
い る 。 こ の う ち哲学 は 、 特 に 後者 の 問題 を 取 り
扱 う こ と に な る が、 前者 の 問題 を も 指導 す る 役
割 を 担 う と い え る 。
我 が哲学教室 は 、 開 学 以 来、 田 辺正 英先生
(51年�63年、 そ の 後64年~平成 4 年 3 月 ま で
副学長) 、 そ し て 私 (盛永64年~現在) と 、 こ
れ ら の問題 に 微力 な が ら も 取 り 組ん で い る 。 田
辺先生 は 、 実 に 幅広 く 、 浄土真宗か ら 、 西 田 、
田辺、 三木 な ど、 そ し て西欧の 思想、 と 手が け
て い た 。 研究室 に 残 し て お い て く れた 本が そ れ
を物語 っ て い る 。 私 は 、 あ い に く 重箱 の 隅 を つ
つ く よ う な こ と し か し て い な い が、 私 に も 、 大
き な夢があ る 。
学生の履修状況 こ そ 多 く な い の が残念で あ る
が、 し か し そ れで も 、 履修 を し て い る 学生の真
塾 さ に 日 々 感慨新た で あ る 。
歴 史 学
平成元年 3 月 を も っ て 、 創設以来歴史学教室
を 主宰 し て き た 小津浩が転任 し 、 同年10月 高 畠
純夫が新 し い 歴 史 学 教 室 主 宰 者 と し て 着 任 し
た 。 高 畠 は 古代 ギ リ シ ア 史専攻 で、 授業科 目 と
し て は 西洋史 を担当 し 、 日 本史 を担当 し て い た
小津 と は 大 き く 違 う こ と と な っ た 。 高 畠 は ま た
ラ テ ン語 を も 担当 す る こ と と な り 、 1 年生後期
と 2 年生前期 と い う 変則通年講義で ラ テ ン語 を
教 え て い る 。
研究面 で は 、 高 畠 は 着任以来、 乏 し い研究費
を補 う べ く 、 富 山 県高等教育振興財団助成金、
文部省科学研究費補助金、 稲盛財団助成金 な ど
の 導入 を は か り 、 そ れ ま で皆無 で あ っ た 古代 ギ
リ シ ア 関係 の 文献 を 整 え 、 ま た コ ン ビ ュ ー タ ー
の設備 を も 整 え て 、 研究環境 の 改善 に 努 め た 。
文献 に つ い て も 、 コ ン ビ ュ ー タ ー設備 に つ い て
も 、 研究環境 は 未 だ十分 と は 言 え な い が、 こ れ
ま で の努力 の 一応 の 成果 と し て 、 平成 4 年か ら
3 年 間 続 け て 本 学 の 研究紀要 に 、 弁論家 ア ン
テ ィ フ ォ ン と ア ン ド キ デ ス と の 翻 訳 を 掲載 し
た 。 こ れ は わ が国初 め て の 、 弁論家 の ま と ま っ
た翻訳の試み と し て 、 学界 に 寄与す る こ と と な
ろ う 。 ま た 、 こ れ と 並行 し て ア ー ケ イ ッ ク 期 の
研究 も 進 め 、 古代 ギ リ シ ア 研究 に お け る ホ メ ロ
ス や orality の 重 要性 を 認識 す る に 至 っ た 。 そ
の成果 は概説 と い う 形で は あ る が、 い ずれ現れ
る 筈で あ る 。
ま た 、 授業面 で は 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を 活用 し
て の 資料作 り に 努 め 、 授業の効率化 と わ か り や
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す き の 向上 と を は か っ て い る 。 可能 な 限 り ゼ ミ
ナ ー ル形式 で授業 を 進 め る こ と と し 、 こ こ 数年
は ゼ ミ 室 で和気藷々 と 授業 を や る こ と が 出来て
い る 。 平成 6 年度 は 、 資 料 に 英文 を 入 れ て ゆ
き 、 そ れ を 皆 で読解 し て ゆ く 形式 で授業 を 進 め
た が、 こ れ は 、 最後 に 提 出 し て 貰 っ た 学生 ア ン
ケ ー ト に よ れ ば非常 に 好評で、 今後 と も 何 ら か
の形で こ う し た や り 方 を踏襲 し て 行 き た い と 考
え て い る 。
ラ テ ン 語 は 、 数 は 少 な い が熱心 な 学生が毎年
受講 し て く れ、 規定の授業期間 の終わ っ た 2 学
年後期以降 も 授業 を 続 け て 、 ラ テ ン語 を 読 む た
め の 最低限 の 力 を 付 け る べ く 努 め て い る 。
法 学
'20周 年」 、 過 ぎ 去 り し歳月 を 振 り 返 り 、 改 め
て 「少年老 い や す く 、 学成 り 難 し 」 を 実感 し て
い る 次第。 1976年 4 月 、 縁 あ っ て 新設問 も な い
本学 に 赴任 し 、 中部高校 で の 間借 り 生活 に と 惑
い 、 社会科学 の 専任が法学 の 私一人 に 驚 き 、 そ
し て 講義 と そ の 準備 に 追われた 日 々 が思 い 出 さ
れ る 。
さ て 、 昨 今、 「大綱 化」 や 「一貫教育」 の 名
の 下、 「一般教育」 の 見 直 し が、 全 国 的 に 進 み
つ つ あ る 。 本学 も 例外で は な い 。 一般教育の人
的 ・ 物的施設の 貧 し さ や学生の 多様化 を 抜 き に
し て 、 た だ “ マ イ ナ ス " 評価 に 走 る の は如何な
も の で あ ろ う か。 大学 に お け る 「教養」 教育 と
は何かが、 も っ と 論議 さ れ て 良 い の で は な か ろ
う か。 現場 の 担 当 者 と し て の 切 な る 思 い で あ
る 。
と こ ろ で、 私の研究 は 、 「 医事 ・ 薬事法」 と
「 医療保障論」 に つ い て で あ る 。 前者 は 、 独 自
の 法領域 と し て の 「 医事 ・ 薬事法」 の体系化 を
意図す る も の で あ る 。 脳死 ・ 尊厳死 な ど最近の
医療 を めぐ る 法的諸問題 も 、 医療へ の 法規制 の
是非、 換言 す れ ば医療側 の裁量権 の 限界が問わ
れて い る 。 患者 の 権利宣言、 イ ン フ ォ ー ム ド ・
コ ン セ ン ト 、 自 己 決定権 な ど も 、 「知 ら し む べ
か ら ず、 依 ら し む べ し 」 と い う こ れ ま での 医界
の 思想 ・ 慣行へ の 批判 で も あ る 。 患者 の 人権 と
医療へ の 参加 を保障す る た め に も 、 健康保障 ・
指 第 3 章 講座等 の 沿革
健康政策法 と し て の 「医事 ・ 薬事法」 の体系化
が求 め ら れて い る 。
ま た 、 後者 は 、 高齢化 ・ 少子化社会 を 見据 え
た 医療保障の機能 と 法構造 の 分析 で あ る 。 老人
医療 を 始 め 解 決 す べ き 問題が 山 積 し て い る 今
日 、 「健康」 保障 と し て の 医療保障が社会保障
の 法体 系 に ど の よ う に 位置 づ け ら れ る か で あ
る 。 事実 に 適 い 事実 を 導 く 「医療保障」 の 理論
が必要 と 思わ れ る 。
こ れ ら の研究 も 、 赴任以来、 ま さ に 牛歩 を 続
け て い る の が現況で あ る 。
心 理 学
( 1 ) 研究体制 の 現状
・ ス タ ッ プ : 桜井芳雄助教授。
-研究 テ ー マ : 記憶の脳内 メ カ ニ ズ ム の解明。
作業記憶、 参照記憶、 連合記憶、 な ど に 関 わ る
神経回路の 実態 を 、 特 に 海馬 ・ 皮質領域 に お い
て 明 ら か に す る こ と を 目 指 し て い る 。
-最近 の 主 な研究業績 (first author と な っ た
も の の み) : Euro. Neuropsycho. 1995 (in pre­
ss) ; J . Neurosci . 14 2606 - 2623， 1994 ; 
Neurosci .  Lett. 158 18 1 - 184， 1993; Behav 
Brain Res. 50 193 - 195， 1992 ; Brain Res 
519  1 18- 12 1， 1990; Behav. Neurosci .  104 
253- 263， 1 990; Behav. Neurosci .  104 856 
868， 1990. 
・ 科学研究費 の 受 け 入 れ状況 (研究代 表者 と
な っ た も の の み) : 1983�1988 : 奨励研究 A;
1990� 1992 : 重点領域研究 2 ; 1990� 1992 : 一
般研究 c; 1994� 1995 : 重点領域研究 2; 1994� 
1996 : 一般研究 C
(2)  教育体制 の 現状
桜井助教授が全 て 担 当 。 両学部全学科の 1 ・
2 年次生 を対象 に 、 前学期 は 主 に 実験心理学 の
諸問題 に つ い て 、 後学期 は 臨床 ・ 社会心理学 の
諸問題 に つ い て 、 そ れ ぞれ解説 し て い る 。 薬学
部で は 平成 6 年度 か ら セ ミ ナ ー 形式 を 導入 し て
い る 。 大学院医学研究科で は 行動分析学 を 開講
し て い る 。
(3)  沿革
開学10 周年直後の 昭和60 年 1 1 月 に 桜井芳雄が
着任 し た 。 発達心理学 の権威で あ っ た 前任者 の
中瀬惇助教授 (現在京都府立大学教授) と は 全
く 異 な る 、 動物 の 生理心理学 を 専門 と し て い る
た め 、 新 た に 実験室 を作 ら ね ば な ら な か っ た 。
助教授 I 名分の校費で は 備品 を揃 え る の が困難
で あ っ た が、 こ の 10年間 で何 と か軌道 に 乗せ る
こ と が 出 来 た 。 し か し 本学 の 実験系研究室 の 中
で最少 の ス タ ッ フ 数 に 固定 さ れ、 そ の増員 が全
く 望 め な い 大学 の 現状 は残念で あ る 。
数 学
( 1 )  ス タ ッ プ の 変遷
創立以来、 教授 ・ 助教授 の 2 人体制 で あ る 。
創立時の ス タ ッ プ は既 に 退官 ・ 転出 さ れて 、 現
在 は 2 人共 「創立 時 を 知 ら な い 」 ス タ ッ プ と
な っ て い る 。 こ れ ま で の ス タ ッ プ の 在任期間一
覧 を 以下 に 記す 。
須藤修作 : S . 51 .  4 - S . 60 .  3 (教授)
白 井 進 : S . 51 .  4 - S . 60.  8 (助教授)
S . 60. 8 -H .  1 .  3 (教授)
笹野一洋 : S .  61. 4 現在 (助教授)
南部徳盛 : H .  1 . 10 現在 (教授)
(2)  現在の研究 テ ー マ
南部 : 偏微分方程式。 特 に 、 非線形放物型方
程式の研究。
笹野 : 力 学系理論。 特 に 、 曲面上の微分間相
写像の 周期 点 の 構造 の研究。
(3) 教育体制 : 現在 ま で
南部 ・ 笹野が協力 し て 、 医 ・ 看 ・ 薬 の 3 学科
の 教 育 に あ た っ て い る 。 担 当 す る 教科 の 内 容
は 、 解析学 ・ 線型代数学 ・ 応用 数学 (応用解析
学) に 加 え 、 数理統計学、 情報処理学等、 時代
の 要求 に呼応す る 科 目 の ウ エイ トが大 き く な り
つ つ あ る 。 さ ら に 解析学や線型代数学 に お い て
も 、 コ ン ビ ュ ー タ ー を使 っ た 視聴覚教材 の 活用
な ど の 改 革 を 推進 し て い る 。
(4) 教育体制 : 今後 の 展望
入試の多様化 に よ り 、 各学生の学力 に 大 き な
差異が生 じ て き て い る 。 ま た 、 各学科が数学 に
対 し て 求 め る も の も 大 き く 異 な っ て き て い る 。
今後 は 、 こ れ ら の 「多様化」 に 対応 し つ つ も 、
た だ 単 に 時代 に 流 さ れ る ま ま に な る の で は な
く 、 と も す れ ば専門課程 に お い て 軽視 さ れが ち
な 「考察す る 」 と い う 「数学が本来 的 に 持 つ性
質」 を 、 一般教育課程 の う ち に 学生諸君 に 伝 え
て い き た い と い う の が、 数学教室 と し て の 願 い
で あ る 。
物 理 学
昭和61年~平成 7 年 の 物理学科 の 人 員 構成
は、 そ れ以前 (創立~昭和60年) と 変わ っ て い
な い 。
授業 も 平成 4 年度 ま で は 、 開学以来 の 方 針 に
従 っ て 同 じ よ う に 行 わ れ て い た 。 変わ っ た こ と
と 言 え ば、 平成 5 年度 か ら 新設 の 医学部看護学
科 の 授業 が 加 わ っ た こ とぐ ら い で あ る 。 し か
し 、 大学設置基準 の 大綱 化 に 伴 っ て 、 本学 で も
カ リ キ ュ ラ ム の 大幅 な 見直 し が行わ れ、 平成 6
年度 か ら は新 し い カ リ キ ュ ラ ム が適用 さ れ る こ
と に な っ た 。 そ の 結果、 授業 の延べ時聞が減少
し た の で、 授業内容 を 変更す る 必要が生 じ た 。
具体的 に は 、 そ れ ま で、 極 め て 簡単 な が ら 、 古
典物理学 と 現代物理学 と に わ た っ て い た 講義 内
容 を 、 古典物理学 の み に 限 る こ と に し た 。 し か
も 、 医、 薬両学部 で時間数 (単位数 も ) が異 な
る の で、 講義、 実験 と も 、 医学部 と 薬学部 と で
内容 を 異 に す る 結果 に な っ た 。
研究面 に お い て も 、 林、 田村の グ ル ー プ は 、
こ の 10年間 も 引 き 続 き メ ス パ ウ ア 一 分光学 の 手
法 を 用 い て 、 主 と し て 超微粒子 の 研究 を 行 っ
た : 内容的 に は 、 磁性超微粒子凝集体 に お け る
磁気相 互作用、 鉄超微粒子 の 表面 酸 化 層 の 性
質、 ヘ リ ウ ム 3 希釈冷凍機 の 金属超微粒子焼結
体 を 用 い た 熱交換機 の 異常 カ ピ ッ ツ ァ 抵抗の 原
因 で あ る 焼結体中 の超低周波モ ー ド の 実験的検
証、 階層 的振動構造 を 持 つ 系 の メ ス パ ウ ア ー ス
ペ ク ト ル の 波形の 公式 の 量子力学的導 出 等 で あ
る 。
一方、 豊富 は 、 以前の 半導体の研究か ら 、 医
学研究 の た め の 実験装置の 開発、 更 に 物理教育
の研究 に 転 じ た : 内容的 に は 、 顕微鏡用恒温装
置 の 作成、 ば ね振 り 子実験装置 の 考案 等 で あ
る 。
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化 学
化学教室 は 昭和51年 4 月 に 富 山 中部高校 の仮
校 舎 内 に 開設 さ れ、 永 田 (教授) 、 広 上 (助教
授) が着任 し 医学部 と 薬学部 の第I 回生 に 対 し
講義 を 開始 し た 。 昭和52年 に は杉谷 キ ャ ンパ ス
に 講義実習棟が完成 し授業 と 化学実習 が こ の新
校 舎で行 え る よ う に な っ た 。
4 月 か ら 始 ま る 化学実習 の 指導員 と し て 平井
氏 (教務職員 ) が着任 さ れ た 。 53年 に は 医学部
研究棟 の 完成 に と も な い 、 研究室 の 一部 を 借 り
て 仮住 ま い 、 54年 に 共 同利用棟の完成 で現在 の
化学研究室 に 落 ち 着 い た 。
54年 4 月 よ り 、 教務職員 の 平井氏 の薬学部助
手 と し て の転 出 に 伴 い 、 後任 と し て 高橋 さ んが
着任 さ れた 。 ま た 、 昭和62年 4 月 に 教務職員 の
高橋 さ んが薬学部助手 と し て 転出 さ れ、 後任 と
し て 角 田 さ んが着任 さ れた 。 平成 6 年の 3 月 に
永 田 教授が退官 さ れ、 化学教室 は 平成 7 年 に も
教授不在 の ま ま 医学部医学科、 医学部看護学科
お よ び薬学部薬科学科の講義、 実習 を 担当 し て
い る 。
授業科 目 と し て 医学部医学科 と 薬学部薬科学
科 の 1 年次 生 に 対 し 教養 自 然科学系 の 化 学 I
(物 理 化 学) 、 化 学 II (有 機 化 学) 、 化 学 実 習
を 、 医学部看護学科の 1 年次生 に は 化学お よ び
自 然科学実習 (化学) を 担 当 し て い る 。 ま た 、
よ り 専門科 目 に 近 い授業科 目 と し て 医学部医学
科の 基礎教育科 目 の 生物有機化学 を 、 さ ら に 専
門科 目 と し て の薬学部の 基礎化学演習 を も 担当
し て い る 。
研究活動 は 昭和51年か ら 54年 ま で富 山 大学薬
学部 の研究室 お よ び設備 を 利用 さ せ て も ら い研
究 を 続 け た 。 ま た 、 薬学部学生が卒業研究生 と
し て 配属 さ れ て 、 化学教室 の研究活動 を 明 る く
楽 し い も の に し て く れた 。 現在 の研究 テ ー マ は
4 ピ リ ミ ジ ノ ン誘導体の光化学反応 で あ り 、
そ の 反 応 中 間体 で あ る Dewar ピ リ ミ ジ ノ ン の
結品構造解析 と 理論計算 を行 っ て い る 。
生 物 学
昭和51年 4 月 、 一般教育 を 担当 す る 生物学教
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室が開設 さ れた 。 講義 は医学部所属の 教員 (本
田 ) が 「生物学 1 J を 、 薬学部所属の 教員 (官
野) が 「生物学 II J を 担 当 し て ス タ ー ト し た 。
前者 の 内容 は 、 富 山大学か ら の 非常勤講師 の 応
援 も え て 一般生物学 を 主 と し 、 後者 は 、 分子生
物学的内容 を 主 と し た 。 そ の後、 本 田教員 が医
学部専 門課程 (放射線基礎学) に 移行 し た た
め 、 「生物学 1 J の 講義 は 全 て 富 山 大学 か ら の
非常勤講師 に 依存 す る と い う 変則的 な 事態 に
な っ た 。 そ し て 、 そ う こ う す る う ち に 、 一般教
育の 内 容 の 見直 し が全 国的 に 叫ばれ る よ う に な
り 、 本学で も カ リ キ ュ ラ ム の 全面的な 改訂作業
が行わ れた 。 例 え ば、 薬学部 の 実験科 目 が専門
実験科 目 の 時間帯に組み込 ま れ、 生物学実験 は
内容 を レベ ルア ッ プ し て 、 3 年次生 を対象 に 実
施す る こ と に な っ た 。 ま た 、 数学で は 名称 の 変
更が、 人文 ・ 社会科学系列 の 科 目 で は 大幅 な 内
容 の 変更 な どが行わ れ た 。 し か し な が ら 、 こ の
よ う な努力 と は 裏腹 に 、 我々 を 無駄 な 集 団 と き
め つ け る 全国的な風潮 も 相侠 っ て 、 学生諸君の
多 く が一般教育無用論 を 主 張 し 、 専門科 目 以外
は 関心 を 持た な い若者 の 集 団 が学 内 に は び こ る
よ う に な っ た 。 第二外国語教育 に 大学生 に な っ
た こ と を意識 し 、 受験数学 と は ま る で趣 を 異 に
す る 「数学」 と い う 学問体系 を垣間見た り 、 人
文 ・ 社 会 科学 系 列 の 科 目 を 選択受講す る こ と
が、 医薬系 の 学生諸君 に と っ て 、 退屈 で無駄 な
だ け な の だ ろ う か。 ど ご か で ボ タ ン の 掛 け違い
が起 こ っ て し ま っ た 。 猫 の 目 の よ う に 変わ る 入
試制度、 そ れ に 対応 し よ う と す る 高等学校側 の
受験対策、 そ し て 、 そ の 増塙 の な か でか き ま わ
さ れ る 若 い 世代、 彼 ら が大学で広 く 新 し い な に
か を 学 ぽ う と す る 意欲 を 失 い 、 た だ ひ た す ら
に 、 専門馬鹿 に 走 ろ う と す る の も 無理か ら ぬ こ
と か も し れ な い 。 大学 に対す る 価値観が変わ っ
て し ま っ た の だ ろ う 。 開 学 当 初 は 予想、 も し な
か っ た 現状 に 在 っ て 、 複雑 な 思 い を 払拭で き な
い ま ま 、 関学20周 年 を 迎 え る こ と に な っ た 。
英
( 1 )  研究体制
量五
日 ロ
(菅野 延彦)
開学以来今 日 ま で の 、 在職者 の そ れ ぞ れの研
究領域 は 次 の と お り (着任)1臣、 * 印 は現在の在
職者) 。 常 木清 : 英語科教育法 ・ 機械翻訳。 ジ
リ ア ン ・ S ・ ケ イ * 英語科教育法 ・ 日 本語
論。 野中慶子 : 英語科教育法 ・ 言語理論。 森康
尚 : 英米文学 ・ 舞台芸術。 藤本正文 * 米文学
・ 批評理論。 松倉茂 * 言語学 ・ 意味論。 浜西
和子 * 英米文学 ・ 仏文学。
現在の人員構成 に よ っ て 、 英語英文学関係 の
主 な る 研究領域が一応網 羅 さ れ て い る 形 で あ
る 。 各人 の 研究上 の 志 向 が別々 で あ っ て 、 学科
目 と し て の共 同研究 は と く に 行 な っ て い な い 。
い ず れ に し て も 努力 し て 良 い成果 を 挙 げ ら れ る
よ う に し な け れば な ら な い 。 な お 文部省科学研
究費受領 と し て 、 野中慶子 1 件 (昭和63年度)
が あ る 。
(2 )  教育体制
医学部、 薬学部 の一年次、 二年次 の 学生 に対
し て 、 外国語科 目 と し て の 「英語」 の 授業 を行
な っ て い る 。 授業 の 主 な 内 容 は 英文 テ キ ス トの
講読で あ る が、 口 頭的な 演習 (小人数 ク ラ ス に
よ る ) も 次第に 多 く し て き て い る 。 な お 、 富 山
大学、 富 山 YMC A 他か ら の 学外講師 の 協力 を
得て い る 。
(3) 沿革
開設 昭和51年 4 月 1 日 。
人事記録 は 下記 の と お り 。 常木清 : 教授、 昭
和51年 4 月 1 日 ~昭和62年 3 月 31 日 。 ジ リ ア ン
. s ・ ケ イ : 外 国 人 教 師、 昭和 6 1 年 4 月 ~現
在。 野中慶子 : 講師、 昭和61年10月 1 日 ~平成
2 年 3 月 31 日 。 森康尚 : 教授、 昭和62年10 月 1
日 ~平成 3 年 3 月 31 日 。 森本正文 : 教授、 平成
3 年 4 月 1 日 ~現在。 松倉茂 : 講師、 平成 3 年
4 月 1 日 、 助教授、 平成 6 年10月 1 日 ~現在。
浜西和子 : 助教授、 平成 7 年 1 月 1 日 ~現在。
ま た 施設 と し て 、 昭和57年 3 月 、 L L 教室 1
室 (56席) の 設置 が あ っ た 。 (藤本 正文)
f虫 量五回 ロ
上原教授 の 定年退官後、 名執が平成 6 年 ( 1994
年) 10 月 に 着任 し た 。 し か し 、 来年度 か ら 週 1
回 で一年半 を 通 し て 教 え ら れて き た 薬学部 の ド
イ ツ 語が週 2 回 、 1 年で必要単位 を 取 る 事が決
ま っ た 以外 は 、 本講座 に は大 き な 変化 は な い 。
と は 言 え 、 近年の 急速 な文化 ・ 学術交流 の 国 際
化 に と も な い 、 ド イ ツ 語教育の あ り か た に も 見
直 し が求 め ら れ て き て い る の は 確 か で あ る 。 英
語が今や標準的 な 国 際学術言語 と し て の 地位 を
手 に し 、 い わ ゆ る 第二外国語で書 か れ た 文献 に
接す る 機会や必要性が薄れて き た 、 と い う の は
誰 も が指摘す る 点 で あ る 。 し か し 、 他方で、 海
外 そ の も の と の 接触の機会 も 増 え て き て お り 、
こ の 意味で、 ま す ま す 、 「現地」 で の 使 用 言 語
を学ぶ必要性が増 し て き て い る 点 も 見過 ご し て
は な ら な い 。 今後、 第二外国語 は よ り 「使 う 」
事 を 意識 さ れ、 教 え ら れて 行 く よ う に な る だ ろ
う し 、 授業 は 、 母国語の 向 こ う に あ る 「外国」
の疑似体験の場、 国 際性 を 養 う 契機 と し て 利用
さ れて ゆ く で あ ろ う 。 非常勤講師 も 新 し く 依頼
し た ド イ ツ 人 を 含 め て 平成 7 年度 (1995年) か
ら 全員若手 と い う 事 に な っ た が、 互 い に 連絡 を
と る よ う 心掛 け つ つ 、 と も に こ れか ら の 言語教
育 を 模索 し 、 努力 し 合 っ て い る 所で あ る 。 本講
座の研究面 に 関 し て は 、 講座担 当 教官 の 交代 に
よ っ て 、 中世の ド イ ツ 語の世界か ら 、 文化現象
の現場の分析へ と 、 そ の 内容 は 一変 し た 。 生産
者 (作者) 、 受容者 (読者 ・ 視聴者) 、 媒介機構
( 出版、 テ レ ビ な ど) 、 関連情 報 の 仲介分野 (批
評、 メ デ ィ ア の 文化欄) な ど 、 人 間 の 社会的諸
活動が ど の よ う に 文化現象 を 現 出 さ せ て い る
か、 そ の 分析 と 国 際比較 が 主 な 研 究 活 動 で あ
る 。 こ う し た マ ク ロ な社会 の機構分析 を 通 し つ
つ 、 そ の 成果が、 や が て 、 教育 の場 を 通 し て 、
文化 を 批判 的 ・ 分析的 に 捉 え る 学生達の ま な ざ
し へ と つ な が っ て 行 け ば、 と 願 う 次第 で あ る 。
保 健 体 育
保健体育科 は他の学科 と 同様昭和51年 4 月 に
旧 富 山 中部高校 の 旧校 舎内 に 金子基之教授 (平
成 3 年 4 月 定年退官) を 主任 と し て ス タ ー ト し
た 。 杉谷 に お い て は 52年 に 体育館及 び テ ニ ス
コ ー ト が完成 し 、 53年度 に 陸上競技場、 野球場
及び弓道場が竣工 し た 。 そ の後水泳 プール、 武
道館が完成 し 、 様々 な補修改築工事 を 行 い な が
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ら 現在 に 至 っ て い る 。
こ れ ら の 運動施設 は授業だ け で は な く 、 学生
の課外活動の場 と し て 利 用 さ れ、 新設大学で あ
る た め 学生数が少 な い に も か か わ ら ず、 北 陸地
区国立大学体育連盟への加入並 び、 に 大会主管、
西 日 本医科学生体育連盟への加入並 び に 種 目 主
管、 平成 3 年 に は 総合主管、 関西薬学生体育大
会 の 種 目 主管等 に 取 り 組み、 学生の人格形成や
体力 の 向上、 学生聞 の 交流 に 寄与 し て き た 。
53年以後研究室、 実験室が整備 さ れ、 ま た 小
野寺が着任 し 、 以下の研究課題 に 取 り 組ん で き
た 。
(C;!l51�53年 : 小 中 学 の 運動処方 を テ ー マ に 心
拍数 を 基準 に し た ト レ ー ニ ン グ負荷 と 効果の検
討 ・ 中高年齢者 の 運動処方 を研究対象 と し な が
ら 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お け る 運動負荷 ・ 全
身持久性能力 の簡易評価法 ・ ト レ ー ニ ン グ強度
設定 に つ い て の検討
。54�56年 : 全身持久性の ト レ ー ニ ン グ処方
を テ ー マ に 、 全身持久性運動 に お け る 主観的強
度 と 客観的強度 の 対応 に つ い て (54年度科学研
究費) ・ 温水運動療法の 呼吸循環機能 に 及 ぼす
影響 に つ い て ( 55�56年度科学研究費)
。57�58年 : 温水運動療法が呼吸循環器系反
応 に 及 ぽす影響 を テ ー マ に 、 水中運動時の体温
変動か ら み た 作業能力 に つ い て 検討
(C;!l59�60年 I温水運動療法が呼吸循環系機
能 に 及 ぼす影響」 を テ ー マ に し て 、 各種水温下
に お け る 運動時の 心収縮時間 の 測定 を 行 い 、 水
温が S T r に 及 ぽす影響 を 検討 (59年度科学研
究費)
60年度 は 、 温熱ノ f ラ ン ス と 運動血流 の観点か
ら 、 上記テ ー マ を 検討 し た 。
そ の 他、 ス ポ ー ツ に対す る 意識調査。 ラ イ フ
ス テ ー ジ ス ポ ー ツ プ ロ グ ラ ム の 作成 (60�63
年)
。61年�63年 : 児童生徒の体力運動能力 に 関
す る 研究
。平成元年� 身体組織 に 関 す る 研究
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放射線基礎医学
第 2 節
は じ め に : 開学10周 年以来今 日 迄 の 10年間 の
歩 み の 中 で新 た に 開設 さ れ た 講座 の ー っ と し て
放射線基礎医学教室が あ る 。 6 年余 り の 講座新
設の概算要求後、 や っ と 1992年 4 月 に 開設の許
可 を 受 け今 日 に 至 っ て お り 、 今年で 3 年 を 経過
し た 。 放射線の医学的利用 の 基礎面 を 受 け持 つ
放射線基礎医学講座 は 、 生体 に 対す る 放射線特
有 の 便益 と リ ス クと い う 「諸刃 の や いば」 を 十
分理解 さ せ 、 学際的視野 に 立 っ て 基礎 と 臨床 の
境界領域 に も 貢献 す べ く 教育 な ら び に 研究 を
行 っ て い る 。 ま た 当教室は 、 放射線障害防止法
に 基づ き 本学 に お け る 放射性同位元素 ( R 1 )  
等 の放射線安全管理 な ら び に 教育 ・ 訓練の指導
を 担 っ て お り 、 全学的 に評価 さ れて い る と こ ろ
で あ る 。
研究体制の変遷 と 現状 : 当 教室 は 本 田 昂教
授、 二谷立介助教授、 前 田 正敏技官 の 3 名の体
制で あ る が、 放射性同位元素実験施設 の ス タ ッ
プ と 共同 で、研究活動 を 行 っ て お り 、 ま た 臨床各
科 と 多 く の 共同研究 を 行 っ て き た 。 現在 は大学
院生 1 人 と 研究生 8 人が所属 し て い る 。 当 教室
で は 、 放射線腫境学 な ら び に 放射線の 生体への
影響 と 防護 に 関す る 研究 を 主要課題 と し て 取 り
組ん で い る 。 1 ) 放射性標識化合物 の代謝な ら
び に 動態 に 関す る 研究 : 主 と し て 腫療 に 親和性
を も っ 放射性薬物の 開発 と 、 病巣部位の診断 お
よ び治 療 に 関 す る 基礎的研究。 最近 は モ ノ ク
ロ ー ナ ル 抗体 や リ ボ ソ ーム を 用 い た 癌 の タ ー
ゲ ッ テ ィ ン グ治 療 に 関す る 研究成果 を 国 内外 に
発表 し て い る 。 2 ) 環境放射能 と 防護 に 関 す る
研究 : 体内 の 放射性物質 の 除去薬剤 の 開発 を 目
指す。 3 ) 細胞形態観察 に よ る 放射線の細胞障
害の解析 : 腫虜 の治 療効果 の 早期予測 と 最適化
を 目 的 と し て 、 放射線照射後お よ び抗癌剤投 与
後 の培養腫場細胞の 染色体分裂異常の確率 と 細
胞生存率 の 関係 に つ い て 研究 し て い る 。 現在 は
医 学 立17 (昭和60年度以 降 に 設置 さ れL\ 口い \た講座を先に配列 し た 。 )
海外研究者 と 共同 で細胞培養技術 を 利 用 し た 腫
療 の放射線感受性評価の 研究 お よ び変異原物質
に よ る on cogen esis 定量評価 に 関 す る 研究 を
開始 し て い る 。 こ れ ら の 研究 を 総合的 に 構築
し 、 「放射線腫蕩学」 を 当講座 の 基本的支柱 と
し て 発展 さ せ た い と 考 え て い る 。 一年毎 に 研究
成果 を 踏 ま え 、 3 、 5 、 10年 を 区切 り に 目 標達成
度 を評価 し 、 更 な る 研究成果 の 躍進 を 図 り た い。
教育体制 の 変遷 と 現状 : 1976 年 本 学 開学 以
来、 基礎教育科 目 と し て 放射線基礎医学 (30時
間 ) が開講 さ れて き た が、 1992年 4 月 放射線基
礎医学講座 と し て 開設許可 を 受 け専門課程 と し
て 学部学生の講義、 実習 を 開始 し た 。 そ し て 放
射線基礎医学で は 次 の 3 点 を 教育 目 標 と し て い
る 。 1 ) 放射線医学 の 基礎 : 放射線診 断、 治
療、 核医学 の 進歩 と 基礎的領域 を 理解 ・ 把握 さ
せ る 。 2 ) 生命科学 と し て の放射線基礎医学 :
放射線、 R 1 に よ る 生命現象解明 の 役割 と 貢献
に つ い て 習 得 さ せ る 。 3 ) 放射線の 安全管理の
原理 と し て の放射線基礎医学 : 特 に 放射線の生
体へ の 影響 に 関す る 知識 を 習得 し 、 医師 と し て
指導的役割 を 担 え る 人材育成 を め ざ す も の で あ
る 。 今後、 さ ら に 放射線遺伝学、 放射線免疫
学、 放射線疫学 を 加 え 、 一 層 の 充 実 を 図 り た
い 。 ま た 当講座 は 、 大学院医学研究科 の 形態系
専攻 の 学生 に 放射線科学、 環境系専攻 の 学生 に
放射能特論 を 開講 し て い る 。 こ の 他週 1 回 の 抄
読会、 セ ミナ ー に お い て 、 放射性標識化合物の
体内動態、 腫場細胞 に お け る 放射線の細胞内微
細構造 (遺伝子、 染色体) へ の 影響、 環境放射
能分析等 に 関す る 勉強会 を 行い 、 研究方法や研
究 の 進捗状態 を 検討、 関連論文 の 抄読 と と も に
英語論文 の 書 き 方 に つ い て も 指導 を 行 っ て い
る 。 「砕啄 同 時」 を 教育研究 の 基本 モ ッ ト ー と
し て い る 。
現在 は放射性同位元素実験施設 に 間借 り し 、
同施設 を 中心 に 研究 を 行 っ て い る が、 次年度 に
は 念願 の 研究棟が完成す る 予定 で あ り 、 本格的
活動が期待 さ れ る と こ ろ で あ る 。
歯科口 腔外科学
本講座 は 昭和54年の本学開学 当 初 は 、 大学附
属病院診療科 と し て ス タ ー ト し 、 初代科長 と し
て 戸塚盛雄教授 (現岩手医大教授) 以下 4 名 の
医局員 で、 そ の産声 を あ げた 。 本講座 は 、 当初
病院 1 階の仮医局住 ま い で あ っ た が、 そ の後医
学部研究棟 1 階の一角 に移 り 、 昭和61年 に は講
座 に 昇格、 更 に 平成元年 に は現在の研究棟の 1
階お よ び 2 階 に 教授室、 医局員 室、 資料室 は も
と よ り 、 カ ン フ ア レ ン ス ル ー ム 、 図書室、 実験
室、 暗室、 コ ー ル ド ル ー ム 等 を 備 え た 広 い研究
室 を 専有す る こ と と な り 、 十分 な ハ ー ド を 有す
る 研究講座 と し て 現在 に 至 っ て い る 。
一方 ソ フ ト 面で は 、 昭和58年 4 月 に 戸塚教授
の 後任 と し て 古 田 勲教授が赴任 し 、 以下 山本康
一助教授、 岩井正行講師 (現助教授) ほ か、 助
手 2 名 、 医員 4 名 の 医局員 が、 臨床 な ら び に研
究活動 に 携わ っ て き た 。 そ の後、 教室員 の増加
に伴 い 、 平成 7 年 3 月 現在、 教授 1 名 、 助教授
1 名、 助手 3 名、 医員 4 名、 研修医 2 名、 留学
生 3 名 、 非常勤講師 4 名 、 協力研究員 4 名 の規
模 に な っ て い る 。 昭和60年 に は 本講座の 第一期
大学院 生 と し て 杉 本裕史、 小竹 調両名 を 迎
え 、 名 実共 に 医学研究講座 と し て の活動 を 開始
し て お り 、 平成 6 年 3 月 に は佐藤忠司 、 以上 3
名 が修了 し 、 2 名 が在学 中 で あ り 、 平成 7 年度
よ り さ ら に 2 名 の 入学 を 予定 し て い る 。
本講座 に は 、 昭和55年 よ り 海外か ら の研究留
学生 を 受 け入れて お り 、 ブ ラ ジ ル、 中 園、 ロ シ
ア 、 ア ル ゼ、 ン チ ン 、 エ ジ プ ト よ り 過去 に 計 8 名
が在籍 し て い る 。 エ ジ プ ト 政府 の 公費留学生で
あ る マ レ イ ・ ア ハ メ ツ ド ・ ハ ッ サ ン (平成 4 年
4 月 ~平成 6 年 7 月 在籍) は 、 当 科 に お い て
Immediate dental implant に 関す る 実験的研
究 を 行 い 、 帰 国後、 所属 す る Al Azhar 大学
の博士課程 の最終論文 と し て 、 本教室 に お け る
研究成果 の発表 を 行 っ て い る 。
本講座の研究 テ ー マ は 、 歯科口 腔外科学 を 中
心 と し て 、 病理学、 生化学、 生理学等 の 分野 に
か け て 極 め て 多 岐 に わ た っ て お り 、 そ れ ぞ れ の
領域 に お け る 専門的研究が、 学際的 な 広が り を
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見せ て い る 。 特 に 、 古 田 教授 は顎顔面補綴学 の
権威 と し て 、 平成 4 年 よ り 日 本顎顔面補綴学会
理事長 を務 め て お り 、 そ の 関連領域 で あ る口 腔
腫湯学、 口 腔 イ ン プ ラ ン ト 学、 生体材料学等 に
お い て も 数多 く の 研究成果 を あ げて い る 。 平成
2 年 に は第44 回 日 本口 腔科学会総会 (松江) に
お い て 、 「バ イ オ マ テ リ ア ル と 外科手術併用 に
よ る口 腔 ・ 顎顔面欠損の修復 と 機能 回復 に 関す
る 総合的研究」 と 題す る 宿題報告 を 古 田 教授が
行 い 、 ま た口 腔癌 の 診 断 と 治療 に 関 す る 研究
等、 本講座 に お け る 一連の研究成果 を 発表 し 、
高 い評価 を 受 け て い る 。
本講座 は 、 医学部 4 年生で の 系統講義 お よ び
5 年生の 臨床講義 (計35時間) を 、 ま た 平成 5
年度 か ら は 基礎講義 に 加 え て 臨床 実 習 ( B S 
T : 12時間/ 1 グ ル ー プ) を担当 し 、 歯科口 腔
外科学 に 関 す る 基礎 な ら び、 に 臨床的教育 を 行 っ
て い る 。 口 腔 は 、 消化器官 の 門戸 で あ り 、 発音
・ 構音 の 重要器官、 ま た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の
道具 と し て の口 腔 ・ 顎顔面 の 重要性 を 論ず る ま
で も な い が、 こ れ に 関す る 歯科医学教育 は 、 必
要不可欠 で あ り 、 か つ 唯一 の機会 と い え る 。
昭和58年 よ り 平成 5 年度 ま での本講座の研究
活動 と し て は 、 著書 7 篇、 原著論文49篇、 臨床
研究論文30篇、 総説17篇 を そ れ ぞ れ上梓 し て お
り 、 学会報告 に つ い て は 436件 の 発表 を 、 そ の
他 の 一般講演等 と し て 17 件 の 発表 を そ れ ぞ れ
行二 っ て い る 。
学会活動 と し て は 、 昭和60年10 月 に 第28 回 日
本口 腔科学会中部地方会、 昭和62年 4 月 に 第 4
回 日 本顎顔面補綴学会総会、 平成 5 年 6 月 に 第
四 回 日 本口 腔外科学会 中部地方会 を そ れぞれ開
催 し 、 そ の 他 に 北 陸 医 学会 臨床口 腔外科分科
会、 北陸頭頚部腫虜懇 話会等 を 担 当 し た 。 ま た
昭和59年 よ り 、 富 山 県 に お け る 歯科口 腔外科学
の啓蒙 な ら び に 臨床 ・ 研究活動 の 報告 の 一環 と
し て 、 富 山歯科目 腔外科懇 話会 を 主催 し て い る
が、 平成 6 年か ら は富 山歯科口 腔外科研究会
ア ルペ ン口 腔科学 フ ォ ー ラ ム と し て 、 最先端の
研究分野 に 関 わ る 基礎 お よ び臨床 の研究者 を 招
き 、 県 内 の み な ら ず近隣諸地域 に お け る 歯科口
腔外科研究活動 の 拠点 を 目 指 し て い る 。
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臨床検査医学
富 山 医科薬科大学医学部臨床検査医学講座の
開講 は 平成元年 6 月 28 日 で あ る 。 本講座の母体
は検査部で あ る 。 検査部 は 昭和52年、 元副学長
兼病院長小林収名誉教授 に よ る 検査部基本構想、
に基づ き 、 検査部運営委員会 が 中 心 と な っ て 54
年10月 10 日 の 開院 を 目 標 と し て 準備 さ れ、 棲川
信男教授 の 着任 に よ り 機器導入や技官採用 な ど
が行わ れ た 。 検査部運営 の 基本 は各臨床部門へ
の 敏速且つ 正確 な情報提供 で あ る が、 同 時 に こ
れ ら 情報 に よ る 疾患 の 病態生理 の解明 と 、 分子
生物学 お よ び遺伝学的手技 を駆使 し た 検査技術
の 開発 を 行 う こ と が重要で あ る 。 こ れが達成 の
た め に は研究体制 の 整備 と 発展 が大切で、 あ り 、
同 時 に 次代 を 担 う 若者 の 学生、 大学院生教育 も
重要 と な る 。 こ れ ら 臨床研究 お よ び教育 を 含 め
た 検査部 の創立 と 約 6 年間の発展 は 富 山 医科薬
科大学創立10周 年誌 に 詳述 し た 。 臨床検査医学
講座 は 臨床科 と し て は上記の如 き 重責が あ り 、
各種の生理お よ び検体検査 を 駆使す る 。 ま た 学
生教育 ・ 実 習 の 場 で あ る 検査部 を 管理 運 営 す
る 。 こ の検査部 の 発展歴史 は別項 に 述べ る 。 当
臨床検査医学講座 の 特徴 は 血栓止血学研究 に あ
る 。 す な わ ち 、 血友病患者の診断 ・ 治療 に 関す
る ' H 1 V 感染者 の キ ュ ア と ケ ア 」 で あ り 、 血
栓症 お よ び出血性素因患者 の 診療 を 通 し て 内科
外来で貢献 し て い る 。
〔教官、 医員 お よ び研究員 、 そ の 他〕
教官 : 棲川 信男教授、 新谷憲治助教授、 鍛冶
利幸助手 (昭和63年 4 月 平成 2 年 2 月 ) 、 林
朋博助手 (平成元年 1 1 月 - 6 年 3 月 ) 、 早 川 由
美子助手 (平成 3 年 4 月 5 年 3 月 ) お よ び小
津哲夫助手 (平成 6 年 4 月 ) 。 医員 : 小池千
里 (平成 4 年 4 月 一 5 年 3 月 ) 、 新保雅宏 (平
成 5 年 4 月 6 年 3 月 ) 。 非常勤講師 : 松 田 保
(金沢大学) 、 橋本琢磨 (金沢大学) 、 岡 田 正彦
(新潟大学) 、 相沢義房 (新潟大学) 、 小 片 則 夫
(新潟大学) 、 貝 沼知 男 (新潟労災病院) 、 野村
穣 ー (知 命 堂 病 院) 、 高 橋 薫 (秋 田 赤 十 字 病
院) 。 研究生 : 湯浅和典 (平成元年 8 月 2 年
3 月 ) 、 田 津滋樹 (平成 3 年 4 月 一 5 年 3 月 ) 、
石 川 泰一 (平成 3 年 4 月 5 年 3 月 ) 、 松本幸
雄 (平成 5 年 1 月 5 年 6 月 ) 。 研究協 力 員 :
清水公博、 佐藤伸二、 林朋博。 技術補佐員 : 里
見 理代 (平成 2 年 7 月 3 年 9 月 ) 、 ン シ ン パ
・ ミ エ ジ (平成元年 7 月 3 年 3 月 ) 、 早 川 由
美子、 江尻直子。 こ の 体制 で学生 ・ 大学院生の
教育 は講義 や 実習 を 含 め て 充実 し て い る 。
〔研究 テ ー マ 〕
① へパ リ ン依存性蛋 自体の研究 と し て 世界
で初 め て 異常部位 を 解明 し た ア ン チ ト ロ ビ ン III
「富 山 」 お よ び 「 ア ン チ ト ロ ビ ン 凹産生肝細胞
癌症例」 の 発 見 か ら 始 ま る 凝 固 阻害 因 子 の 研
究 : 文部省科学研究 : 奨励研究 A (早川 )
② 線溶 系 阻 害 因 子 と 癌 の 進展 に 関 す る 研
究 : 文部省科学研究 : 一般研究 c (新谷)
③ 血栓症治療法 の 開発低分子量へパ リ ン の
臨床応用 に 関す る 全国 グ ル ー プ研究 (棲川信男
研究者代表)
④ 出血性素因 治療法 の 開発 : 特発性血小板
減少性紫斑病 ( 1 T P ) の 加味帰牌湯の効果 に
関 す る 全 国 グ ル ー プ研究 (棲 川 信 男 研究者代
表)
⑤ 和漢薬 の 血栓止血学研究
〔業 績J ( 平 成 元 年 6 月 よ り 平 成 6 年 12 月 ま
で)
国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 4 回、 国 内 シ ン ポ ジ ウ ム 6
回、 教育講演 1 回 ( 日 本血液学会) 、 宿題講演
1 回 ( 日 本血液学会) 、 英文論文40編、 邦文論
文 1 10編 の 業績 を 挙 げて い る 。
〔 そ の 他の行事〕
① 棲友会 ，血友病患者 の 友 の会」 で あ る
が血友病治療 お よ び ' H 1 V 感染者 の キ ュ ア と
ケ ア 」 に 関 し て カ ウ ン セ リ ン グ を 含 め て 社会活
動 を行 っ て い る 。
② 血液懇話会 : 年 2 回 富 山 医師会 の 共催で
特別講演 を 含 め て 勉強会 を 催 し て い る 。
(楼川 信男)
和漢診療学
平成 5 年 4 月 1 日 、 日 本で初 め て の 「和漢診
療学講座」 が誕生 し た 。
こ れ は 明治初頭 に 発足 し た わ が国 の 西洋医学
中心 の 医学教育 シ ス テ ム の 歴史 の 中 で、 ま さ に
画期的 な 出来事で あ る 。 当講座 は 、 初代学長平
松博先 生 が 掲 げ た 「 医 科 と 薬 科 の 有機 的 な 連
携J r東洋医学 と 西洋医学 の 融合」 と い う 建学
の理念 に 基づ い て 、 富 山 医科薬科大学附属病院
に 「和漢診療室」 が 院 内措置 と し て 設置 さ れ た
こ と が曙矢 で あ る 。 昭和54年 8 月 、 寺津捷年先
生が和漢診療室長 に 就任 し 、 同 年10月 国立大学
初の和漢薬診療外来が開設 さ れ た 。 そ の後、 昭
和田年 4 月 和漢診療部 に名称変更 し 、 昭和60年
5 月 文部省 に よ っ て 附属病院中 央診療施設 と し
て認可 さ れ、 さ ら に 平成 5 年 4 月 、 13年間 の診
療 ・ 教育 ・ 研究 の 努力 と 、 本学 の様々 な 方 々 の
支援 に よ っ て 医学部和漢診療学講座 に 昇格 し
た 。 こ の 間学 内 に 捨て は 、 昭和55年 4 月 よ り 本
学医学教育 の 一環 と し て 和漢薬論の講義 を担当
し 、 対外的 に は 昭和63年 4 月 にWH O 研究協力
セ ン タ ー (伝統医学) に 指定 さ れ、 医療面か ら
如何 に 伝統医学 を 人類の健康 ・ 幸福 の た め に 活
か し て 行 く か、 大 き な 課題 を 担 う こ と に な っ
た 。
当講座の 目 指す と こ ろ は 、 和漢診療学 の 学問
体系 の確立 と 和漢薬治療 の 実践 お よ び研究 で あ
る 。 す な わ ち 、 東洋医学が認識 し て い る 様々 な
病態 を 科学的 に 解明 し 、 あ る い は様々 な漢方方
剤の作用機序 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。
現在の ス タ ッ フ は 、 教授、 助教授、 助手、 技
官の 4 名 で あ る が、 幸 い な こ と に 本学第一期卒
業生 の 入局以来、 毎年数名 の 東洋医学 を 志す学
生諸君の 入局 を 得 る こ と がで き 、 現在で は在籍
医局員44名 を 数 え る に 至 っ た 。 当講座で は 、 医
学科学生 を は じ め 薬学部、 看護学科学生 に 対 し
和漢診療学 の講義 を行 う 一方、 入局者 に 対 し て
も 医師 と し て 必要 な教育 を 行 っ て い る 。 具体的
に は 、 まず、十分 な 一般 内科研修 を 行 っ た 後、 東
洋医学の病態認識法 を 理解 し 漢 方治療 を 実践 す
る 。 さ ら に 基礎お よ び臨床研究 を 行い 、 科学的
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な 思考 を 持 ち 医療現場 に 珍い て 、 東洋医学 を 活
かせ る 医師 を 育成す る こ と を 目 標 と し て い る 。
現在 の 研究 テ ー マ は療血病態 の 解 明 で あ る
が、 そ の 他 に も 、 和漢診療学で重視す る 生体の
ホ メ オ ス タ シ ス を 生理学的 ・ 病理学的側面 か ら
検討す る た め に 、 神経 ・ 免疫 ・ 炎症 ・ 薬物動態
お よ び薬理作用 等 の 分野か ら 、 様々 な ア プ ロ ー
チ を 試 み て い る 。 こ れ ら の 研究努力 の 過程 か
ら 、 現在 ま で に 21名 の博士 ( 医学) と 1 名 の 薬
学博士が誕生 し た 。
対外活動 と し て は 、 前述 のWH O 研究協力 セ
ン タ ー (伝統医学) と し て 、 わ が 国 の伝統医学
教育 ・ 研究 の分野で責務 を 果 た し て い る 。 ま た
学会活動 と し て も 、 日 本東洋医学会 を 中心 に 、
和漢薬関連学会、 日 本医学会 に 所属 す る 数々 の
学会 に 参加す る 一方、 厚生省関連研究諸事業 に
お い て も 班長 ・ 班員 と し て 多 く の 実績 を挙 げ て
い る 。
最後 に 、 わ が国 に お け る 東洋医学 の研究施設
は 、 本学和漢薬研究所 を 含 め て 、 北里研究所東
洋医学総合研究所 と 近畿大学東洋医学研究所が
あ り 、 東 洋 医 学診療外来 を 設置 し て い る 大学
は 、 本学 を 含 め 現在 9 大学 を 数 え る に 至 っ た 。
し か し 、 講座 と し て の機能 を 持 ち 臨床 ・ 研究 ・
教育 を 一貫 し て 行 う 施設 は和漢診療学 を 除 い て
は 他 に は な く 、 今後当講座の果た す役割 は 益々
大 き な も の に な る と 思わ れ る 。
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〈看 護 学 科〉
人間科学 ・ 基礎看護学
平成 5 年 4 月 、 医学部看護学科が開設 さ れ、
人間科学 ・ 基礎看護学、 臨床看護学、 地域 ・ 老
人看護学 の 3 講座が設 け ら れ、 開設 と 同時 に 本
講座が聞 か れた 。 人間科学で は 、 看護が対象 と
す る 人聞 は 心 の 統一体で あ り 、 環境 と 有機 的 に
相互作用 を と っ て 生 き る 生活体で あ る と い う こ
と を 踏 ま え 、 生物体 と し て の 人 体 の 構造 ・ 機
能、 欲望 ・ 知識 ・ 心 理 等 の 総体 で あ る 心 の 動
き 、 人聞が相互作用 を と っ て 生 き る 自 然 ・ 社会
環境等 の 仕組み と あ り ょ う 等 に つ い て 教授 ・ 研
究す る こ と を 目 的 と し て い る 。
ま た 、 基礎看護学 で は 、 看 護理論、 看 護 技
術、 看護史 ・ 制度論、 看護管理等 に つ い て 、 看
護 の 科学性の 追究 と 看護 を行 う 上 で の 基本的考
え 方 に つ い て 教授 ・ 研究す る 事 を 目 的 と し て い
る 。 平成 5 年 4 月 に は教授 と し て 基礎看護学 の
高 聞が赴任 し 、 看護学概論、 看護学理論概説、
看護方法論、 看護史 ・ 制度論、 看護管理概論、
基礎看護学実習 等 を 担 当 し て い る 。 ま た 、 研究
面 で は 、 看護婦の職務満足度、 看護婦の専門的
自 律度等 に つ い て 、 県下の看護職か ら 協力研究
者 を加 え 、 学 内 に と ど ま ら ず地域 に 研究 の 輪 を
広 げ る 試 み を し て い る 。 ま た 、 看護学科の教務
及 び学生生活等 の 全般 に わ た っ て 担当 し 、 時間
割 の 調整、 基礎看護実習室、 及 び情報 ・ 統計学
実習室 の 準備 と 予算請求 の た め の 準備、 志望高
校生及 び父兄等へ の 見学説明会 、 進路指導教官
・ 高校長等 と の 懇談会、 編入学生 の カ リ キ ュ ラ
ム 及 び、入試要項 の 作成等 を 行 っ て き て い る 。 ま
た 、 時期 尚早 と の 非難 も あ っ た が、 地域か ら の
声 も 多 く 、 地域 の 期待 に 応ず る た め に も 平成 6
年 4 月 を め ど に 、 主 と し て 看護短大卒業生 を対
象 に し た 科 目 履修制 度 を と れ る た め の 準 備 を
し 、 当 時 の 蔵北学生課長、 高久医学部長、 及 び
中西副学長 等 の 理解 と 協力 が得 ら れ、 導入 に 漕
ぎ つ け て い る 。 さ ら に 、 北 陸 で最初 の 大 学 の 看
護学科 と い う こ と で地域 の 看護界の本学科への
期待 も 大 き く 、 日 本看護協会主催 の 婦長 ク ラ ス
の研修会講師 を 担 当 し た り 、 地域 の 看護職向 け
の 看護研究方法 に つ い て の 大型研修会等 も 開催
し て き て い る 。
平成 6 年 4 月 に は人間科学 に 教授 と し て 落合
が着任 し 、 医学概論、 生化学及び微生物学 の教
育 を 担当 し て い る 。 特 に 、 医学概論で は 、 1 年
次夏期休暇 を 利 用 し た 、 県 内 外 の 医療施設 ・ 養
護施設 な ど の 3 泊 4 日 に わ た る 早期体験学習 を
実施 し 、 毎年実習報告書 を 編纂 し て き て い る 。
こ の 実 習 開始 に 当 た っ て は 、 開学 当初 と い う こ
と も あ っ て 、 落合、 高問、 行動科学 の 福 田 が分
担 し て 、 県 内外 の 医療施設、 養護施設等 を訪問
し 、 看 護 学科 開 設 の 説 明 ・ 実 習 依 頼等 を 行 っ
た 。 落合の研究 は 感染看護管理 を 主要 な テ ー マ
と し て お り 、 病院 の 看護職 と 協 同 し て 感染看護
研究 の 輪 を 広 げて い る 。 今後、 病院職員 等 の 連
携 に よ り そ の 発展が期待 さ れ る 。 ま た 、 教育 ・
研究 の 他で は 、 本学 を紹介す る ビ デ オ 作成 に 当
た っ た り 、 学科運営 に 関 し て 、 大学教育の 経験
の な い看護学科同僚 の 羅針盤 と な っ て 働 い て き
て い る 。 平成 7 年度 に は 、 解剖学 ・ 生理学 の教
授 と し て 篠原が着任予定 と な っ て お り 、 そ れ に
よ り 人間科学 の 教育 ・ 研究 の 領域が そ れ ら の 学
問 分 野 を 含 め た も の へ と 拡大 さ れ る こ と に な
る 。 な お 、 平成 5 年度 に は 、 基礎看護学 の助教
授 と し て 漬畑、 6 年度 に 上野助手が着任 し て お
り 、 7 年度 に は福村助手が着任予定 と な っ て お
り 、 こ れで、 人間科学 ・ 基礎看護学講座担当教
官が全部着任す る こ と に な る 。
臨床看護学
臨床看護学講座 は 、 平成 5 年 4 月 に 開設 さ れ
た看護学科の 一つ の講座で、 成人看護学、 精神
看護学、 小児看護学、 母性看護学 を 含 む 大講座
であ る 。
こ れ ら の領域 の 教育 ・ 研究 の 対象 に は 、 人 の
誕生 に ま つ わ る 周産期の問題か ら 、 小児の病気
や成長 ・ 発達 に 関 わ る問題、 癌や糖尿病、 心疾
患 を は じ め と す る 様々 な成人期 の 病気や健康問
題が含 ま れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら の問題 に は 身
体的 な問題 ばか り で な く 、 精神 的 な問題や社会
的な問題が関与 し 、 そ れが本来 の問題 を よ り 難
し く し て い る こ と も あ る 。 あ る い は ま た 、 こ れ
ら の そ れ ぞ れ の 時期 に 、 精神 の 重 要 な病気 そ の
も の が発症す る こ と も あ る 。 更 に 、 病気 の 中 に
は、 現代 の 高度医療技術 に よ っ て も 難治 な病気
も 少 な く な く 、 そ う し た 人々 を ど う 援助す る か
も 重要 な 課題で あ る 。
臨床看護学 は 、 い わ ば こ う し た 多様 な問題 を
含む領域 の看護の あ り 方 を 教育 ・ 研究す る 講座
で あ る 。
母性看護学 の領域で は 、 従来 か ら あ る 妊娠分
娩過程 の援助技術 に 加 え て 、 最近 は 、 母性意識
の 高揚や母子保健の充実 に 関心が寄せ ら れて い
る 。 特 に 、 こ の傾向 は 少子社会 の 到来 し た 現代
で は顕著で あ る 。 母性看護学で は 、 塚 田 ト キ ヱ
教授 を は じ め 、 堀井満恵助教授、 長谷川 と も み
助手 ら の教室員 が、 こ う し た 状況 を ふ ま え 、 現
在、 若 い女性 の母性意識の発達 や母子保健 に 焦
点 を あ て た 研究 に 取 り 組ん で い る 。
小児看護学 の領域で は 、 更 に 少子社会 に お け
る 子供 の教育や発達が問題 に な っ て い る 。 子供
の虐待や い じ め 等最近の事情 を 反映 し て 、 子供
が本来 あ る べ き よ う に 成長す る た め の 援助 は ど
う あ る べ き か に 論議が集 め ら れ て い る 。 特 に 湯
川倫代教授 は こ う し た 子供の権利 と 養育 に 関心
を持 ち 、 現在早期発達段階 に お け る 父母 の 養育
態度 に つ い て 研究 中 で あ る 。
成人看護学 の領域 に は更 に 広 い看護の 分野が
含 ま れて い る 。 癌や循環器疾患、 急性や慢性の
病気、 各種の感染症や難治性の 疾患等人 の 病気
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や病態、 そ れ に ま つ わ る 治療や健康問題等広 く
健康 に 関 す る 大 半 の 課題 は こ の 領域 で扱 わ れ
る 。 最近 は 、 医療 の 急速 な 進歩 を う け て 、 そ の
適用過程で、 患者 の病気や治療ばか り で な く 、
人 間 的 な側面や全人 的 な理解が重視 さ れ、 こ れ
ら を 医療 の 中 に 如何 に 反 映 さ せ る か が課題 に
な っ て い る 。 特 に 、 患者 と の人間的関わ り を軸
に 展開 さ れ る 看護活動 の 中 で は 、 こ れ は 重要 な
こ と で あ る 。
こ の た め 、 成人看護学 の 領域 で は 、 こ れ ら の
点 に 視点 を 置 い た 教育や研究が行わ れて い る 。
津 田 愛子教授 の 担 当 す る 成人看護学 の 領 域 で
は 、 内科的問題 を 持 つ 患者 の 理解や援助技術の
研究 と 併せ て 、 末期患者 の 援助 を めぐ る問題の
研究、 生命倫理 に 関 す る 研究 が 進 め ら れ て い
る 。 こ れ に 力日 え て 、 創傷iや リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
等外科的問題 を 持 つ 患者 の 理解や援助 に 関す る
研究、 障害 を 持 っ た 人 の 受容過程の研究 も 、 平
成 7 年度 か ら は 川 西千恵美講師 に 加 え 、 田 沢賢
次教授 を 迎 え 本格的 に 開始 さ れ る 予定 で あ る 。
精神看護学 の領域 に は 、 精神分裂病 を は じ め
と す る 狭い意味で の 心 の 病気の 他 に 、 各種の ス
ト レ ス 性疾患等広 い意味 で の 心 の 病気が含 ま れ
て い る 。 ま た 、 最近 は 益々 高度化 し た 身体治療
の 過程で起 こ る 精神医学的問題や 、 終末期状態
等困難な 心理的状態 に 置 か れた 患者 の 援助等難
し い 局 面 で の 看護援助 の あ り 方 が問 わ れ て い
る 。 し た が っ て 、 精神看護学の領域 で は 、 こ れ
ら の 点 に 視 点 を 置 い た 教育研究 が 行 わ れ て い
る 。
特 に 精神看護学 の領域 で は 、 患者 の問題の 把
握や そ れ に 基づ、い て 上手 に 看護 を 展開す る 対人
技 術 の 啓発が基本的 に 重 要 な 課題 の 一 つ で あ
る 。 し た が っ て 、 こ の 面 の研究が早 く か ら 神郡
博教授 を 中心 に 進 め ら れて い る 。
(神郡 博)
I侃 第 3 章 講座等 の沿革
地域 ・ 老人看護学
(1) 講座創設の 経緯 と 教育の概要
地域 ・ 老人看護学講座 は 、 地域看護学及 び老
人看護学 の 教育研究 を 任務 と し て 、 平成 5 年看
護学科開設時 に 設置 さ れた 。
W 1993 医学部看護学科概要』 に は 、 創設時 の
意図 と 教育内容が次 の よ う に 述 べ ら れて い る 。
「現在 の 高 齢化社会 の も と で老 人 人 口 が急増
し 、 ま す ま す 、 在宅 ケ ア の 需 要 が増大す る 傾向
を 踏 ま え 、 地域 と 老人の看護 と を 一括 し て 地域
・ 老人看護学 と し て 位置づ け て い ま す。 地域 に
お け る 看護 を 必要 と す る 状況や対象の看護診断
方法、 健康管理論、 疫学、 生活援助論、 保健福
祉行政論等 の 基礎理念 と 技術 を 学ぶ、 と と も に 、
老人の特性 の 理解、 生活援助技術、 訪問指導、
継続 ケ ア 等 に つ い て の 基礎理論 を 学 び ま す。 ま
た 、 地域保健問題 を 支援す る ネ ッ ト ワ ー ク 、 特
に 保健 ・ 医療 ・ 福祉の連携 の あ り 方 を 理解す る
た め に 保健所や市町村保健セ ン タ 一 等 で実習 し
ま す。 さ ら に 本学附属病院 の 医療相談室 を 活用
し て 、 地域看護 と 医療施設 に お け る 看護 と を つ
な ぐ 継続看護の 実 際 を 理解 し 、 そ れ を 実践す る
能力 を 養 う た め に 実習 し ま す 。 」
(2 )  教育体制
教員 は 学 年進行 に 伴 い 、 地域看護学教授 1
名 、 助手 1 名 が平成 6 年度 に 着任 し た 。 平成 7
年度 に 地域看護学助教授、 老人看護学講師各 1
名 が就任予定。
平成 6 年度 は教育計画、 実習計画 の 基礎づ く
り 期間 で あ っ た 。 地域看護学 は 大学看護教育 と
し て の カ リ キ ュ ラ ム と 保健婦国試受験資格 と の
兼ね合 い が必要で あ る 。 地域看護実習 は 保健所
. 市町村 ・ 訪問看護ス テ ー シ ョ ン ・ 大学病院等
県 内 多 数の機関の協力 を 得 て 行 う た め 、 引 き 続
き 関係者 と の 綿密 な 打 ち 合わ せ を 行 っ て い か ね
ば な ら な い 。 ま た 、 編入生 に は 看護短大で の地
域看護実習経験 を踏 ま え た 実習計画 を 検討 中 で
あ る 。
老人看護学実習 は 病院 で の 実習 の ほ か、 老人
保健施設等 の施設 を利用 し て い る 老人 を も 視野
に 入 れ た 実習 に つ い て も 検討 し て い く 予定であ
る 。 ま た 、 地域看護 と 老人看護 と が有機 的 な 連
携 の も と に 学 内実習室 の 整備 ・ 運営 に あ た り 、
学生の 自 己学習 を サ ポ ー ト し て い く 体制 づ く り
を 進 め た い。
(3)  研究 の 課題
今後の研究課題 と し て 以下の も の が あ る 。
① 地域看護の 役割や機能 の 明確化
② 地域看護活動 の評価指標 の 開発 ・ 検討
③ 地域看護教育方法 と 教育評価 の あ り 方
④ 老人看護教育方法 と 教育評価の あ り 方
⑤ 病弱老人 へ の 看護の あ り 方
(4) 最近の 主 な研究活動
著書 (村 山 )
1 )  明 日 の 高齢者 ケ ア 「在宅 の ケ ア ス キ ル 二 ア
セ ス メ ン ト と ケ ア プ ラ ン J (共) : 中央法規出
版、 1993
2) 地域 の な か の 保健婦活動事例集 第 3 集精
神 障害者 へ の 援助 (共) : 公衆衛生看護研究
会、 1993
3)  第 2 版公衆衛生看護学大系第 6 巻 「地域精
神保健指導論J (共) : 日 本看護協会、 1994
4) 生活障害 を も っ 人 へ の 援助 (共) : 医学書
院、 1995
論文 (村山、 田村)
1)  訪問看護実習 の 意義 と 問題 1 � 3 報 (共) : 
東京都立医療技術短大紀要、 1991�1993
2) 保健婦教育 に お け る 訪問看護実習 の 一考察
(単) : 日 本公衆衛生看護教育研究会誌、 1991
3) 在 宅 要 介 護 者 と 家 族 介 護 者 の 援 助 態 勢
(単) : 公衆衛生、 1992
4) 保健婦学生の 乳幼児 の 発達観察技術到達度
と 教育 方 法 (共) : 日 本公衆衛生看護教育研
究会誌、 1994
5)  保健婦の母子保健指導教育 に 関わ る 教育の
あ り 方 (共) : 平成 5 年度 厚生省心身 障害研
究報告書、 1994
6) 高脂血症者 へ の保健指 導 の効果 (共) : 富
山 医科薬科大学看護学科紀要、 1994
(村山 正子)
〈 医 学 科〉
解 剖 学 (1 )
本講座 は 昭和50年 4 月 富 山 中部高校の 旧校舎
に 開講 し 、 金沢大学 よ り 松田健史教授、 新潟大
学 よ り 森沢佐歳助教授が着任 し た 。 52年 4 月 講
義実 習 棟 3 陪 に 、 53 年 4 月 医 学部研究棟 4 階
に 、 さ ら に 57年 4 月 に は大学院 医学研究科の 開
設 に 伴 う 増築 に よ り 研究棟 4 階 の 現在の位置 に
落 ち つ い た 。 53年 5 月 に は慰霊碑が建立 さ れた
が、 納 め る 分骨の増加 に 伴 い 、 平成 3 年納骨堂
が増築 さ れた 。 平成元年 9 月 27 日 松田教授 は 病
で逝去 さ れた (享年63歳) 。 平成 2 年 10月 に 後
任 と し て 大谷修教授が岡山大学 よ り 着任 し た 。
平成 7 年 4 月 篠原治道講師 は本学医学部看護科
の教授 に 昇進 し 、 中谷書男助手 は 金沢大学医学
部の講師 と し て 転出 し た 。
本講座 は 開講以来人体解剖学 の教育 を 担当 し
て き た 。 開学当初 よ り 解剖学実習用遺体の確保
が重要 な課題で あ っ た 。 し か し 、 教室員 、 研究
協力課職員 は も と よ り 故平松博元学長、 小林収
元福学長 (現名誉教授) の参加 を 得 て 行 わ れ た
献体 キ ャ ン ペ ー ン や 、 中 井精一氏 を 理事長 と
し 、 佐々 学元学長 を 富 山 医科薬科大学支部長 と
す る 「 し ら ゆ り 会」 の 支援 に よ り 、 現在で は 年
間約40体が教育 ・ 研究 に 供 さ れ る と い う 恵 ま れ
た状態 と な っ て い る 。
研究面 は 三次元超微形態学 を 主 な課題 と し 、
以下 の研究 を 行 っ て い る 。 1 ) ラ ッ ト に お け る
一過性脳虚血、 再濯流 に よ り 惹起 さ れ る 神経細
胞死機構の 形態学的研究、 2 ) 血管 お よ び リ ン
パ管新生機構の形態学的研究、 3 ) 持続的携帯
腹膜透析 に 伴 う 胸水発生機構解明 の た め の横隔
膜特 に そ の リ ンパ管の微小解剖、 4 ) 各種器官
(醇臓、 胆嚢、 皮膚、 届桃、 脳硬膜 な ど) に お
け る リ ンパ管 と 血管 の枇組構造 と 分布、 5 ) 各
種器官 ・ 魅織 (肝臓、 醇臓、 リ ンパ節 な ど ) の
細胞外基質特 に コ ラ ー ゲ ン 線維網 の 立体構築
な ど で あ る 。 大 谷 教 授 は Acta Anatomica 
(Basel) の 日 本 と 東南 ア ジ ア に対 す る Receiv­
ing Editor と し て 国 際 的 に 活躍 し て い る 。 平
成 6 年11月 26、 27 日 に は呉羽ハ イ ツ で 「第 1 回
第 2 節 医 学 部 lω 
三次元微小解剖 を 考 え る 会」 を 主催 し た 。 こ の
会 は 全国 か ら 主 と し て 解剖学者が集 ま り 、 原子
間 力 顕 微 鏡、 共 焦 点 レ ー ザ ー 顕 微 鏡 な ど の
ニ ュ ー マ イ ク ロ ス コ ー プや走査電子顕微鏡、 コ
ン ビ ュ ー タ ー な ど を 用 い た 三次元微小解剖 に 関
す る 最先端の研究 の 発表 と 討論 を行 い 、 会 の記
録 を 「三次元微小解剖 第 1 巻」 と し て 発行 し
た 。 こ の 会 は毎年 1 回 開催す る こ と と な っ て い
る 。 森津助教授 は 形質人類学 の研究 に 取 り 組ん
でお り 、 北陸各地 で発掘 さ れた人骨 の 調査 な ど
で活躍 し て い る 。
研究遂行 の た め の 現有設備 は 十分 で は な い
が、 平成 5 年度概算要求 に よ る 予算措置で 目 立
S -4500電界放射型走査電子顕微鏡 と 原子間力
顕微鏡が設置 さ れ、 組織 ・ 細胞か ら 分子 ・ 原子
に い た る 三次 元超微形態 を 観察 で き る よ う に
な っ た 。 ま た 、 平成 5 年小野武年教授 を 中心 と
し た 研究 グ ル ー プ に 対 し て 助成 さ れた 文部省高
度化推進特別経費、 お よ び文部省研究基盤重点
設備費 に よ り 共焦点 レ ー ザー顕微鏡 は じ め 電子
顕微鏡観察 の た め の 試料作製法高度化設備 な ど
が設置 さ れた 。 こ の よ う に 未 だ十分 と は 言 え な
い が、 学 内 の 協 力 を 得 て 、 解剖 学 教 室 と し て
は 、 比較的恵 ま れ た 設備 を 整 え る こ と が で き
た 。
開学20周 年 を 機 に 徹底 し た 自 己点検 ・ 評価 を
行 い 、 教育 ・ 研究 を 個性的 に 高度化 ・ 活性化 し
な け れ ば な ら な い で あ ろ う 。 解剖学教育 は形態
の 見方 を 教 え る と い う 点 で は 不変で あ る 。 し か
し 、 医学 の 高度 な 進歩 に 即 し た 、 よ り 効果 的 な
解剖学教育 を 行 う た め に 臨床各科 と の連携が可
能 な カ リ キ ュ ラ ム の 改 革 は も と よ り 、 コ ン
ビ ュ ー タ ー を利用 し た 学生の 自 己学習 シ ス テ ム
の 導入 な ど 今後 の 課題 と し て 重 要 と 考 え ら れ
る 。 研究面 で は 、 講座の 枠 を 越 え て 、 よ り 学際
的、 国際的 に 活躍 し た い と 考 え て い る 。 研究 ・
教育両面 に お い て 、 な に よ り も 本学卒業生 の 中
か ら 後継者が輩 出 す る こ と が望 ま れ る 。
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解 剖 学 (2)
昭和52年 4 月 開講。 広島大学 よ り 高屋憲一教
授、 和 歌 山 県 立 医 科 大 学 よ り 木村通夫助教授
(現、 関西鋪灸短大教授) 、 関西 医科大学 よ り 藤
岡 厚 子助手 (現、 近畿大学 医学部助教授) 、 京
都大学薬学部 よ り 宮 田堅司助手 (現、 東洋 ソ ←
ダ) が着任 し 、 組織学実習 用 の 組織染色切片標
本 の作製か ら 始 め た 。 初 め の 1 年間 は講義実習
棟 3 階 の部屋で過 ご し 、 翌年 4 月 、 研究棟の 完
成 と 共 に 4 階 に 移動 し 、 56年 4 月 の大学院医学
研究科の 設置で現在の位置 に 落 ち つ い た 。 顕微
鏡実習 は講義実習棟 3 階 の形態系実習室 を使用
し て い る 。 昭和59年 2 月 に 吉 田 淑子助手 (現、
助教授) が、 昭和60年 4 月 に 川 真 田 聖一助教授
(現、 広 島大 学 医 学部教授) が着任 し た 。 平成
4 年 4 月 に 清水哲朗助手が入局 し た 。 教室 の 事
務 と 研究 の 補助 は飯野 (善光) る み子事務官が
最初で、 安川 (新井) 陽子技官、 石黒勉事務官
(現、 経理課) と 続 き 、 現在 は 清 水 由 美子事務
官が担当 し て い る 。
医学部医学科学生の講義 ・ 実習 で は細胞生物
学、 組織学、 内臓学、 感覚器学 を 担 当 し 、 薬学
部学生 に は 人体機能形態学 を講義 し て い る 。 教
室 の 研究 テ ー マ は 、 1 ) 生物 ・ 医学の微小探査
分析学、 2 ) 細網細胞 と 抗原提示細胞の 微細構
造 と 免疫学的機能、 3 ) 肥満細胞 と 好塩基球の
系統発生 と 個体発生の比較組織化学、 4 ) 人体
器官 ・ 組織の微細構造、 5 ) 内 耳 の 微細構造等
で あ る が、 高屋憲ー は新鮮凍結乾燥超薄切片 を
中心 と す る 新鮮標本 を 用 い て 定量的 X 線微小分
析 を 行 い細胞 内外の微細構造 レ ベ ル の 元素組成
を 調 べ て き た 。 近年凍結法 に マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ
を 併 用 し て 、 広 い 範 囲 に わ た っ て 氷 の 結 晶 の
ア ー テ ィ フ ァ ク ト の 無 い切片が え ら れ、 そ の切
片 で は 形質膜が よ く 保存 さ れて い る 。 平成 7 年
3 月 に 教室 に 設置 さ れた イ オ ン 顕微鏡 に こ の切
片 を 応用 し て細胞内 の微量元素 の検出 や 、 そ の
細胞内 の 分布 と 定量、 軽元素 を 含 む薬物 の細胞
内分布 と 定量、 非放射性同位体 を 用 い て 電解質
と 金属元素 の細胞内分布 と 定量 を 研究 す る 。 放
射線医学教室 の 神前祐一助手 と 亀田 圭介大学院
学生が こ れ に よ る 研究 を 専攻 し て い る 。 多 く の
講座 の 研究 者 に こ の 装 置 の 始動 を 待 た れ て い
る 。 木村通夫 は免疫担当細胞の微細構造 を研究
し た 。 藤岡厚子 は細胞 の 接着部位での形質膜 の
分化 を 研 究 し た 。 川 真 田 聖 ー は 内 耳 の 微細構
造、 硬組織の微細構造 と 分析電子顕微鏡 に よ る
研究 お よ び学 内 の 多 く の研究者 と 共同 で in situ 
hybridization の 研究 を 行 っ た 。 吉 田 淑子 は 免
疫電子顕微鏡法 に よ り 二 次 免疫 応 答 に お い て
ラ ッ ト リ ンパ節の 漉胞樹枝状細胞が細網細胞 に
由来す る こ と を 明 ら か と し 、 抗原輸送細胞が抗
原 を リ ンパ節実質 内 に 運ぶ こ と を 確か め た 。 ま
た 抗原 の サ イ ズ に よ り 実 質 内 で の 分布 が 異 な
り 、 源胞樹枝状細胞、 抗原輸送細胞 と 指醍入細
胞 の 三種類の細胞が抗原提示細胞 と し て 二次免
疫応答 に 関与す る こ と を 明 ら か に し た 。 貧食能
を 指標 と し た Aschoff の 網 内 系 は van Furth 
の 単核大食細胞系 に 置 き 換 え ら れた が、 こ れ と
は別 に 細網細胞 由 来 の細胞群が免疫応答 に 関与
す る も う 一 つ の 細 網 内 皮 系 の 存在 を 示 し て い
る 。 こ の研究 は 当 大学 の 医学部 と 薬学部 の 多 く
の教室 の研究者 の 協力 に よ る も の で あ り 、 今後
の 発展が期待 さ れ る 。 清水哲朗 は 外科手術 中 に
摘出 し た 組織の微細構造 を研究 し て い る 。
大学院医学部研究科 (博士課程) で は 形態系
専攻 に 属 し 、 共通 の授業科 目 と し て 細胞生物学
を 担 当 し 、 形態情報部門 で生物微小探査分析学
を 隔年 に 開講す る の が特徴で あ る 。 62年1 1 月 よ
り 1 年 間 中 国武漢 の湖北医学院 よ り 丁成栄助教
授が留学 し 、 ラ ッ ト 上大静脈壁 の 心筋細胞 の微
細構造 と 分泌頼粒 の心房ナ ト リ ウ ム 利尿ペ プチ
ド の存在 を 免疫電子顕微鏡法で示 し た 。
当 教室 は 、 ア メ リ カ 合衆国 ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ
州 立 大 学細胞生物学教室 (Sar 教授) 、 中 外製
薬研究所 (Stumpf 博 士) 、 ノ f リ 大 学 医 学 部 生
物物理学教室 (Galle 教授) 、 ウ エ ー ル ズ 大学
カ ー ジ フ 校生物学教室 (J . G. Morgan 博士)
等 と 免疫電子顕微鏡法 と 生物マ イ ク ロ ビ ← ム ア
ナ リ シ ス で、共 同研究 を 行 っ て い る 。
(高屋 憲一)
生 理 学 (1)
開学10周年 と 同時 に 初の課程博士学位審査が
始 ま り 、 山 本文 昭 (元京大眼科医局長) 、 将積
日 出夫 (現本学耳鼻咽喉科講師) 両君の 学位論
文 の仕上 げ に 多忙 の 日 々 が続 い た 。 両君 と も 学
位 を 取得後、 そ れ ぞ れ眼科学 お よ び耳鼻咽喉科
学教室 に 戻 り 、 研績 を 積 む こ と に な っ た 。 後
に 、 山本 は 京大眼科 に 移 り 、 国 内外で大 い に 活
躍 し 、 医局長 を 務 め た が、 不幸 に も 平成 5 年不
帰の 客 と な っ た 。
こ の 間、 院生 と し て 神田憲一、 赤荻勝一、 そ
し て 伏木宏彰 (現助手、 米国留学中) が、 平成
3 年 に は 三浦章 (現秋田大学助手) が助手 と し
て 教室 の研究 に 参加 し 、 佐藤助教授 (現山梨医
科大学教授) を 中 心 と し て 、 研究 も 大 い に 発展
し た 。 小脳 ・ 前庭系 を 中心 に し た 眼球運動 の 調
節機構の解明が 当講座の 主 テ ー マ で あ る 。
感覚情報の 運動'情報への変換 メ カ ニ ズ ム は 古
く か ら 注 目 さ れ、 多 く の研究 が な さ れて き た 。
そ の 内 の 一つ で、 四肢か ら の感覚情報 は延髄の
下オ リ ー プ核 を 介 し て 小脳 に 至 り 、 小脳皮質内
で は そ れ ぞ れ別個 の縦 に細長 い 帯域 に 終わ る こ
と を 報告 し た オ ス カ ソ ン は 、 昭和54年 に 四肢~
下オ リ ー ブ核~小脳帯域~延髄~四肢の節 と い
う 系 を 想定 し 、 小脳帯域が運動調節機構の 基本
単位で あ る と い う Ifunctional unitJ 説 を 提唱 し
た 。 四肢 に は 多数の筋が あ り 、 そ の運動 も 複雑
な た め 、 こ の仮説 は証明 さ れ な か っ た 。 本講座
で は 、 眼球運動 に 関わ る 外眼筋 は 3 対 6 筋 で比
較 的 単 純 で あ り 、 こ の 眼球運動系 を 対 象 に し
て 、 ネ コ の 小脳片葉 は そ の 皮質 に あ る プル キ ン
エ細胞の 投射標的核の違い に よ り 3 つ の 帯域 に
分かれ る こ と を 組織化学的 に 明 ら か に し た 。 次
い で、 下オ リ ー ブ~小脳片葉の 3 つ の 小帯域~
延髄 (前庭神経核群) � 6 外眼筋 に 至 る 神経経
路 を 電気生理学的方法 に よ っ て 明 ら か に し 、 ま
た 、 小脳 片 葉 の 3 帯域 を 個 別 に 微小 電 流刺 激
し、 惹起 さ れ る 眼球運動が 内耳 に あ る 三半規管
の作 る 面 に 沿 っ て 起 こ る こ と を 観察 し た (平成
2 年、 佐藤 ・ 川 崎) 。 こ れ ら の 結果 か ら 、 小脳
片葉 を 起点 と し て 外眼筋 ま での 経路 に 3 系統 あ
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る こ と が明 ら か と な っ た 。 す な わ ち 、 水平眼球
運動制御系 1 系統 お よ び垂直眼球運動系 2 系統
で あ る 。 小脳片葉 の 3 つ の各小帯域が そ れ ぞ れ
水平お よ び垂直眼球運動 を制御す る 可能性か ら
I plane -specific control theory J を 提 唱 し た
(平成 3 年、 佐藤 ・ 川 崎) 。 最近、 小脳片葉の 3
つ の 小帯域 に あ る プル キ ン エ細胞 は そ れ ぞ れ垂
直 あ る い は水平方 向 の 視覚入力 、 す な わ ち 特定
の 方 向 の 指標 の 動 き の み に感受性 を 示 し (平成
6 年、 伏木他人 大脳皮 質視覚領 が こ の 感 受性
を 調 節 し て い る こ と を も 明 ら か に し (平成 7
年、 佐 藤 他) 、 我 々 の 説 を 支 持 す る 結 果 を 得
た 。 こ れ ら の 結果 は オ ス カ ソ ン の仮設 を 証明す
る と 共 に 眼球運動 に 関す る 感覚情報の 運動情報
へ の 変換の一部 は 小脳片葉 に お い て 行わ れ て い
る こ と を 強 く 示 唆 す る も の で あ る 。 将 来 的 に
は 、 小脳皮質 内神経回路の さ ら な る 機能や シ ナ
プス レ ベ ル で の 問題が明 ら か に な れ ば普遍的 な
感覚情報の 運動情報へ の変換 メ カ ニ ズ ム が明 ら
か に な る も の と 考 え ら れ る 。
一方、 小脳虫部垂お よ び、小節 と 脳幹 と の神経
連絡の詳細 を 明 ら か に し 、 前庭性眼球運動お よ
び姿勢制御機構 に つ い て の 今後の研究 に つ な が
る 結果 も 得 て い る (昭和62年、 将積他、 平成元
年、 神 田 他、 平成 6 年、 赤荻他) 。 ま た 、 運動
生理学的研究 と し て ト レ ー ニ ン グ と 生理機能変
化 の 関係 に つ い て 、 運動負荷 に よ る 生体応答 ス
ペ ク ト ル解析 を行 っ て い る (梅野) 。
学生の 生理学実 習 で は 、 自 ら 手 を 動 か す こ と
に 重点 を 置 き 、 小 グ ル ー プ ご と に 一 つ の 実習項
目 を行 わ せ 、 実習終了 時 に 口 頭試問 に よ り 生体
機能 を 理解 さ せ る と 共 に 、 論理的思考 を学習 さ
せ て き た 。 こ の 10年、 実習機器 の 充実 ・ 拡充 も
図 り 、 初期 に は機器の不足か ら 研究用 の機器 を
使用 せ ざ る を 得 な い事情か ら 研究室 で も 行 っ て
い た 実習 も す べ て 講義棟実習室で行 っ て い る 。
こ の 問、 佐藤が奨励研究 A (昭和61年) 、 富 山
県置県百年記念財団研究奨励賞 (平成元年) 、 内
藤記念科学技術振興財団研究助成 ( 昭和62年) 、
金原一郎記念医学医療振興財団研究助成 (平成
2 年) お よ び一般研究 c (平成 3 年、 平成 4
年、 平成 5 年) を 取得 し た 。 ( 川 崎 匡)
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生 理 学 (2)
昭和52年 4 月 1 日 、 小野武年教授、 西野仁雄
助教授、 佐々 木和男助手 と 松山 晴子技官 の 4 人
が、 そ の と き 唯一 の 建物で あ っ た 講義実習棟の
4 階生理系実習室で、 早速教育 と 研究 を 開始 し
て い る 。 そ の後、 村本、 福 田 、 中村、 西条、 柴
田 、 田 村、 田淵、 上野、 近藤、 永福、 木村、 中
田 ら が助手、 大学院生、 研究生、 あ る い は協力
研究員 と し て 研究 に 参加 し 、 現在の メ ン バー に
至 っ て い る 。 海外か ら は 、 Luiten お よ び Ste
ffens 教 授 ( オ ラ ン ダ ・ グ ロ ニ ン ゲ ン 大) 、
Norgren 教 授 (米 国 ・ ペ ン シ ル パ ニ ア 州 立
大) 、 Rolls 教 授 (英 国 ・ オ ッ ク ス フ ォ ー ド
大) 、 Nicolov 教授兼所長 ( ブ ル ガ リ ア ・ 病態
生理学研究所) 、 Bures 教授 ( チ ェ コ ・ 国立科
学 ア カ デ ミ ー ) 、 Squire 教授 (米国 ・ カ リ ブ ォ
ル ニ ア 大) ら が客員研究員 と し て 研究 に 参加 し
た 。 ま た こ の 問、 西野 は 、 名古屋市立大学医学
部生理学教授 に 、 佐々 木 は 、 富 山大学工学部教
授 に 、 村本 は 、 金沢大学工学部助教授 に 、 福 田
は 本講座の助教授 を 経 て 本学行動科学教授 に 、
中村 は 富 山 県立大学工学部助教授 に 、 そ れ ぞれ
就任 し て い る 。 現在 の教室員 は 、 小野教授、 西
条助教授、 田村、 田 淵、 永福 (現在、 米 国 N 1 
H 留学中) 助手、 上野技官、 山 崎事務官、 本講
座 の 大 学 院 生 2 名 、 学 内 外 か ら の 大 学 院 生 2
名 、 お よ び、研究生 と 研究協 力 員 5 名 で あ る 。
本講座の テ ー マ は 、 大脳辺縁系 が 中 心 的 な 役
割 を 担 っ て い る 本能、 情動、 お よ び認知 ・ 記憶
な ど の 高 次脳機能 で あ る 。 覚醒行 動 下 の ラ ッ
ト 、 ネ コ お よ び サ ル の 脳 の 各 領 域 か ら 単 一
ニ ュ ー ロ ン活動 を 記録 し 、 各種高次脳機能 に お
け る 各領域 の 役割 を 明 ら か に す る こ と を め ざ し
て い る 。 こ れ ま での研究成果 を 要約す る と 、 視
床下部外側野 は食物 な ど の 報酬物体の認知 に 、
扇桃体 は敵味方 の 判 断 な ど対象物の 生物学 的 な
価値評価 に 、 大脳基底核 は感覚情報か ら 運動情
報への転換 と 行動 の 実行 に 、 脳幹部 は 行動 の 実
行 と そ れ に 伴 う 自 律反応の調節 に 、 ま た 霊長類
で最 も 発達 し て い る 前頭葉 は食物 を 期待で き る
外部環境情報の認知、 対象物 の 意味認知、 ヒ ト
を 行動 に 駆 り 立 て る 欲動 (動因) 、 お よ び報酬
の度合い (報酬価) の評価の す べ て の 過程 に 関
与 し 、 こ れ ら の 統合 に 基づ く 最終的意志決定 に
関係 し て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。 近年で
は 、 一種の 自 動車 を サ ル が 自 己運転で き る 独 自
の 実験 シ ス テ ム を 考案 し 、 霊長類 の サ ル海馬体
に は 、 サ ル が特定 の場所 に 居 る と き に 応答す る
“場所ニ ユ ← ロ ン " が存在す る こ と を世界 に 先
駆 け て 報告 し て い る 。 こ れ ら の研究 は 、 現在、
神経生理学だ け で な く 、 情報 ・ コ ン ビ ュ ー タ ー
工学 の分野の研究者か ら も 非常 に 注 目 さ れて い
る 。 さ ら に 、 現在、 こ れ ら の精神生理学的研究
で明 ら か に さ れた 事項 を 、 機能的M R 1 法や脳
内双極子追跡法 を 用 い 、 ヒ ト あ る い は 動物の脳
の 活動 を 非侵襲的 に 画像化す る こ と に よ り 解明
す る 計画 も 進行 中 で あ る 。 一方、 こ れ ら 脳 の活
動 を 支 え る 物質的基盤 を 明 ら か に す る た め 、 遺
伝子組み換 え な ど最新 の 分子遺伝学的手法 を 用
い て 、 高次脳機能 の分子 レ ベ ル で の 解明 に も 着
手 し て い る 。
国 際 的 に は 、 1988 年 よ り 3 年 間、 新 エ ネ ル
ギ ー ・ 産業技術総合開発機構か ら 助成 を 受 け 、
米国 カ リ フ ォ ル ニ ア 大学サ ン ジ ェ ゴ校お よ び英
国 セ ン ト ア ン ド リ ュ 一 大 学 と 国 際共 同 研究 を
行 っ て い る 。 ま た 、 新た に 1992年 よ り 3 年間、
英 国 オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 学、 米 国 ア リ ゾ ナ 大
学、 お よ び、仏 国 パ リ 大学 と 共 同 で、 ヒ ュ ー マ ン
・ フ ロ ン テ ィ ア ・ サ イ エ ン ス ・ プ ロ グ ラ ム 機構
( H F S P O ) 助 成 の も と に 国 際共同研究 が ス
タ ー ト し て い る 。 ま た 、 小野武年教授主催 に よ
り 、 1991 年 に は J . C . エ ッ ク ル ス 卿 ( 1963年
ノ ー ベル生理学医学賞受賞) を は じ め 国 内 外の
第 一 級 の 研究 者 を 招 待 し 、 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
“認知 ・ 記憶 の 脳 内機構" を 、 1995年 に は 国 際
シ ン ポ ジ ウ ム “知覚、 記憶、 情動 の脳内機構 :
神経科学 の 最前線" を 大 山 町で開催 し 、 世界各
国 の 研究者 か ら 称賛 の 言葉 を頂 い て い る 。 当教
室 で は 、 こ の よ う に 脳 の 高次機能 に つ い て 世界
最先端の研究 を 行 い 、 人 間 の 脳 に 関 す る 理解 を
深 め る と と も に 新 し い脳 の神経情報処理機構や
原理の解明 を 目 指 し て い る 。 (西条 寿夫)
生 化 学 (1 )
開学十周 年記念誌 に 詳述 さ れた よ う に 、 昭和
51年 4 月 か ら 9 年間教授 と し て 在任 し た 岡本
宏 が昭和60 年 3 月 に 東北 大 学 医学部 へ転任 し
た 。 同年、 6 月 に 平賀紘一が教授 と し て 着任、
8 月 に 伊藤信行 (現京都大学教授) が京都産業
大学 に 転 出 し た 。 石黒義久、 恒 国則子両技官の
協力 を 得 て研究が開始 さ れ、 翌年 1 月 に は 山本
雅之 (現筑波大学教授) が助教授 と し て 着任 し
た 。 3 月 に は呉繁夫 (現東北大学助手) が、 ま
た 5 月 に は 久米晃啓 (現熊本大学助手) の 2 人
が大学院生 と し て 加わ り 、 鶏 と ヒ ト の グ リ シ ン
開裂系 の構成蛋 白 で あ る グ リ シ ン脱炭酸酵素 と
H 蛋 白 の 生合成調節機構 を 知 る た め 、 ま ず、
こ れ ら の 蛋 白 を コ ー ド す る cDNA の ク ロ ー ニ
ン グ を 最初 の 課題 と し て 研究 が行 わ れ た 。 ま
た 、 東北大学医化学講座時代 か ら の 共同研究者
で あ っ た 本川 雄太郎 (徳島大学酵素科学研究 セ
ン タ ー教授) の も と か ら 加わ っ た 岡村和子 (徳
島大学助手) に よ る 上記酵素系 の も う 一つ の 特
異的構成蛋 白 で あ る 鶏 T 蛋 白 cDNA の ク ロ ー
ニ ン グ も こ の 時期 に 共同研究 と し て 始 ま っ た 。
上記の 蛋 白 を コ ー ド す る 3 種の cDNA は 、
そ れ ぞ れ順次 ク ロ ー ン と し て 得 ら れた 。 概説す
る と 、 グ リ シ ン脱炭酸酵素 cDNA の塩基配列
か ら 推定 さ れた 構造中 に い く つ か の 特徴 を 見 出
し、 お そ ら く 本酵素 の 活性発現 に 重要 な 役割 を
果た す部位 と し て 指摘 し た 。 一方、 昭和62年 4
月 か ら 高 道 恵 利 子 が事務官 と し て 加 わ り 、 他
方、 こ の 時期 に 第二外科学大学院か ら 研究 に 参
加 し て い た 榊原年宏 に よ り グ リ シ ン脱炭酸酵素
の遺伝子 の 一部が、 ま た 、 昭和63年か ら 助手 と
し て 加 わ っ た 古谷 田 裕久 に よ り ヒ ト の H - 蛋 白
遺伝子 の 全領域が、 そ れぞ れ単離 さ れ、 構造が
解明 さ れた 。 そ の 結果、 ヒ ト の 非 ケ ト ー シ ス 型
高 グ リ シ ン血症 の 原 因 と な る 本酵素系 の 活性欠
失が遺伝子上 の 5' 側 の 、 少 な く と も 2 つ の エ キ
ソ ン の 欠落変異 に よ る と 解釈で き る 患者 を 、 本
疾患最初 の 異常遺伝子例 と し て 報告 し た 。 ま
た 、 そ の 後調べ ら れた グ リ シ ン脱炭酸酵素 の 活
性欠損 に よ る 全 て の 患者で は 、 我々 が活性 に 必
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須 な領域 と 指摘 し た 本酵素 の特徴的構造 に 異常
が存在す る こ と が東北大学小児科の グ ル ー プ に
よ り 確か め ら れ、 さ ら に 、 古谷田 は こ れ ら の 患
者 の 約半数が、 1 q 23 に ヘ テ ロ 接合性 を 示 す こ
と か ら 、 本 疾 患 の 未知 の 遺伝 的背 景 を 示 唆 し
た 。 こ れ ら の研究 は 、 全 て 、 グ リ シ ン代謝 に 必
須 の グ リ シ ン 開裂系 の 生理的機能 と そ の異常の
解明 に 先駆的役割 を 果 た し た 。
平成 3 年 に 古谷 田 が助教授 に 昇任 し 、 平成 4
年 2 月 に 磯部啓子が助手 に 採用 さ れた 。 鶏 の 酵
素系 を 材料 と し た グ リ シ ン 開裂系 の 生合成機構
研究 は 、 呉 ら に よ る 臓器 特 異 的 調 節 機構 の 示
唆、 皮膚科学大学院生で あ っ た 松井千尋 に よ る
発生期肝 に お け る 個々 の構成酵素 の独立 し た 生
合成調節 の観察 に よ り 発展 し 、 現在、 磯部 と 脳
神経外科学大学院生の 岡本宗司 に 引 き 継がれて
い る 。
平成 4 年 4 月 に 、 森 ヶ 崎 進が助手 と し て 加
わ り 、 7 月 に は 古谷田 が テ キ サ ス 大学 ダ ラ ス 校
医学部生化学 に 留学 の た め 渡米 し 、 Chuang 博
士 と と も に 、 楓糖尿症患者 リ ンパ球で欠損 し て
い る 分岐鎖ケ ト 酸脱水素酵素活性 を そ の cDNA
の レ ト ロ ウ イ ル ス ベ ク タ ー に よ る 導入 に よ り 回
復 さ せ 、 い わ ゆ る 遺伝子治療 の基礎的研究 を 兼
ね遺伝子導入法 の 研究 を 行 っ た 。 一方、 肝の伊
東細胞 の ビ タ ミ ン A 蓄積 と 線維蛋 白産生が そ れ
ぞれ こ の細胞 の 静止期 と 増殖期 に 起 こ る と い う
事実 の 予備的観察 は古谷田 と 第三内科学大学院
生で あ っ た 伊藤博行の協力 に よ り 行わ れ た 。 こ
の 一種の機能分化 の機構 を 調べ る た め 、 古谷田
は 平成 6 年 1 月 に 帰国後、 株化伊東細胞 を 作 り 、
こ れ を 材料 と し て 生理的機能分化 の機構解析 を
行 っ て い る 。 森 ヶ 崎 は 四塩化炭素投与 ラ ッ ト の
肝で起 こ る 線維蛋 白 の 過剰産生 に 着 目 し 、 こ の
よ う な 中毒性肝炎 時 に 細胞核で起 こ る 主 要 な 変
化 を 分子 レ ベ ル で 明 ら か に し 、 古谷田 の研究結
果 と の比較 を 試 み て い る 。 現在、 こ れ ら の研究
は 、 正常細胞が示 す 、 増殖 と 機能分化 と い う 重
要 な 細胞機能 の 調節機構 を解明す る た め に 李芳
( 中 国) と シ ク ダー ル 夕、イ パ ヤ ン (パ ン グ ラ デ ッ
シ ュ ) の 両留学生 の協力 も 得て 行わ れて い る 。
114 第 3 章 講座等 の 沿革
生 化 学 (2)
本講座 は 昭和53年 に 開設、 教授 藤岡基二、
助教授 岡本光弘、 助手 小川 宏文、 お よ び技
官 高 田義 美 の 計 4 人で、 学生の講義 ・ 実習 、
研究 の ス タ ー ト を 切 っ た 。 昭和55年岡本助教授
が大阪大学 の 助教授 と し て 転 出 し 、 小川助手が
助教授 に 昇任 し た 。 同年10月 に は 五味知治 を 助
手 と し て 迎 え 、 ま た 、 昭和60年 4 月 に は 古西清
司 を助手 と し て 迎 え た 。 平成 3 年1 1 月 に五味助
手が本学実験実習機器 ゼ ン タ ー の 助教授 に 昇任
し て い る 。 平成 7 年 3 月 、 藤 岡基二教授 は定年
退職 し 、 同 4 月 、 古西清司 は 日 本歯科大学 に 転
出 し た 。
本講座 は 創設以来、 「酵素 の 構造 と 反応機構
の 研究」 を メ イ ン テ ー マ に 研究 を 行 っ て き た
が、 最近 は こ れ に 加 え て 酵素 の 誘導 機構 の 研
究、 日 内 リ ズ ム の研究、 白 血球走化性因子の研
究 な ど、 や や 生物学的 テ ← マ に も 取 り 組 ん で、 い
る 。
酵素 の構造 と 触媒作用 の研究 は 、 当 初 リ ジ ン
代謝系 の 酵素で あ る サ ッ カ ロ ビ ン ・ デ ヒ ド ロ ゲ
ナ ー ゼ に つ い て 行 っ た が、 所期 の 成果 を 得 る こ
と がで き 、 1980年代 の 前半 か ら は 晴乳動物 に お
い て 生体内 メ チ ル化反応 に 関与 す る ア デ ノ シ ル
ホ モ シ ス テ イ ン ・ ヒ ド ロ ラ ー ゼ 、 グ リ シ ン ・ メ
チ ル ト ラ ン ス ブ エ ラ ー ゼ、 グ ア ニ ジ ノ 酢酸 メ チ
ル ト ラ ン ス フ エ ラ ー ゼ に つ い て 研究 を 行 っ て
る 。 こ れ ら の 酵素 は 、 は じ め 動物組織か ら 精製
し た 酵素 を 用 い て 、 タ ンパ ク 化学的特性の解明
と と も に 化学修飾や 反応速度論的解析 に よ り 、
酵素 の触媒作用 に 関与す る ア ミ ノ 酸残基の決定
を 行 っ て き た が、 1980年代半 ば に 、 こ れ ら 3 酵
素 の cDNA の ク ロ ー ニ ン グ、 塩基配列 の 決定
に 成功 し 、 そ の後、 大腸菌 に お け る 組換 え 体酵
素 の 大量発現、 部位特異的変異酵素 の 作成がで
き る よ う に な っ た 。 現在、 組換 え 体酵素、 変異
酵素 を 用 い て 、 酵素 の構造 と 反応機構の解明 に
む け て 詳細 な研究 を 行 っ て い る 。
最近、 ア デ ノ シ ル ホ モ シ ス テ イ ン ・ ヒ ド ロ
ラ ー ゼ、 お よ び グ ア ニ ジ ノ 酢酸 メ チ ル ト ラ ン ス
ブ エ ラ ー ゼ、 に つ い て 、 ア デ ノ シ ル メ チ オ ニ ン /
ア デ ノ シ ル ホ モ シ ス テ イ ン の 一次構造上 の 結合
部位 を 同定す る こ と がで き た 。 こ れ は 晴乳動物
の ア デ ノ シ ル メ チ オ ニ ン / ア デ ノ シ lレ ホ モ シ ス
テ イ ン結合 タ ン パ ク に お い て そ の 結合部位 を 明
ら か に し た 初 め て の 例 で あ る ( ア デ ノ シ ル ホ モ
シ ス テ イ ン ・ ヒ ド ロ ラ ー ゼ、 の 研 究 は 一部 米 国
NIH の Cantoni 博士 と の 共 同研究で あ る ) 。 グ
リ シ ン ・ メ チ ル ト ラ ン ス プ エ ラ ー ゼ に つ い て は
メ チ ル基転移 に 際 し て 一般塩基触媒 と し て 作用
す る ア ミ ノ 酸残基 の 存在 を 示唆す る 予備 的結果
を 得て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 3 酵素 は 、 い ずれ
も 結晶化、 X 線 回 折 に よ る 三次構造決定 に 向 け
て 努力 中 で あ り (Kansas 大学、 田 草川 博士 と
共 同研究) 、 今後、 タ ン パ ク 質 の 構造 と 触媒作
用 の 関連 に つ い て の 理解が一層深 ま る こ と が期
待 さ れ る 。
酵素 の 生合成 の 調節機構 に 関す る 研究 は セ リ
ン ・ デ ヒ ド ラ タ ← ゼ、 を 用 い て f子 っ て い る 。 こ の
酵素 は糖新生 に 関与す る 酵素で、 酵素活性が食
餌、 ホ ル モ ン 等 に よ っ て 調節 さ れ て い る こ と は
従来知 ら れ て い た が、 わ れわ れ は こ の調節 メ カ
ニ ズ ム を 遺伝子 レ ベ ル で解析 し 、 調節が主 と し
て 転写 の段階で 行 わ れて い る こ と を 明 ら か に し
た 。 最近、 本酵素 の mRNA 量 に 日 内 リ ズ ム が
あ る こ と を 見 出 し た 。 す な わ ち 、 mRNA 量 は
点灯時 に 低 く 、 消灯時 に 高 く な る 日 周 リ ズ ム を
示 し 、 そ の振幅 は 20倍 に も 達す る 。 生物時計が
存在す る と い わ れ る 視交叉上核 を 破壊す る と 、
リ ズ ム は 消 失せ ず 、 そ の位相が約 6 時間ずれ る
こ と が分か つ た 。 視交叉上核 の 破壊 に よ っ て 自
発行動、 摂食行動 な ど の リ ズ ム が完全 に 消失す
る 例 も あ り 、 生物時計の 発信機構 に 関 し て は 未
だ 不 明 の 点 が 多 い 。 セ リ ン ・ デ ヒ ド ラ タ ー ゼ
mRNA の変動 を 指標 と し て 、 日 周 リ ズ ム の メ
カ ニ ズ ム を 明 ら か に す べ く 研究 を 続行 中 で あ
る 。
白 血球走化性因子 に つ い て は 、 本学薬学部 中
川 教授、 サ イ ト シ グ ナ ル研究所 と 共 同研究で、
イ ン タ ー ロ イ キ ン 8 フ ァ ミ リ ー に 属 す る 数種の
因子お よ び そ の 受容体の遺伝子の構造、 発現等
の研究 を 行 っ て い る 。
病 理 学 (1)
当講座 に 関す る 記録 と し て は 、 開学十周 年記
念誌の記載 に 続 く 昭和60年か ら 平成元年 ま での
5 年間 に つ い て 学園 だ よ り (第38号) の 「講座
紹介」 に 記載 さ れて い る の で、 で き る だ け 重複
を 避 け て 平成 7 年 3 月 ま で の 状 況 を 記 し て お
ハ ー ド 面 で は 、 平成元年 8 月 、 同 じ 並 び に
入 っ て い た 寄生虫学が 1 階 に 移 っ た た め 、 空 い
た 半 ス パ ン の 一室 を 病理解剖 の 顕微鏡標本保管
用 に 譲 り 受 け る こ と が許 さ れ た 。 ま た 、 当 初
1500体分用意 し て い た 解剖臓器 の保存庫 も 手狭
と な り 、 昭和62年度 に 奥 の 機械保管室 に 1100体
分の 棚 を 作 っ て も ら っ た が、 こ れ も 現在満杯 と
な っ て い る 。 学生実習用顕微鏡 で は 、 開学時解
剖学教室 で購入 さ れ た 120 台 を 組織学 の ほ か病
理学 と 寄生虫学 と で共用 し て い た た め 傷 み が進
んでい た と こ ろ 、 平成 3 年度60台 、 平成 6 年度
40台 と 、 病理学教室 の 登録で購入 さ れて お り 、
な お 目 標 の 120台 に は 達 し て い な い も の の 、 平
成 6 年度 の病理解剖学実習 か ら 使用 し 始 め た 。
病理学第 1 講座 に 限 る と 、 平成 7 年 1 月 に 細胞
培養用 の ク リ ー ン ル ー ム が完成 し 、 岡 田助教授
の脈管 内皮細胞 の研究 に 使用 さ れ て い る 。
人事面 で は 教授、 助教授、 講座助手 に 入れ替
わ り は な い が、 平成 3 年村井 ・ 松井両助手が博
士 ( 医学) の 学位 を 得、 翌年10月 か ら 学 内講師
と な っ て 新 し い講師室 に 移っ た 。 大学院 で は 安
田政実君、 山下 ( 旧姓田地) 弘子君、 リ マ ・ カ
ル ロ ス 君 ( ブ ラ ジ ル か ら の 留学生) が、 そ れ ぞ
れ平成 4 、 6 、 7 年 に 学位 を 得 て 修了 し た 。 現
在 4 年次 の 院生 と し て 本学平成 4 年卒 の 前 田 宣
延君、 中 国ハ ル ビ ン 医科大学か ら の 留学生金
暁明君がい る 。 安 田 君 お よ び 山 下君 は そ れ ぞ れ
1 年の助手在籍 を 経て 、 東海大学病理診断科 と
富 山 県立中央病院検査科へ と 移 っ た 。 研究生 は
蛇沢 晶君、 村瀬 均君、 加藤直弘君が、 協力
研究員 に は増 田信二君が在籍 し て い る 。 技師諸
君 に 異動 は な い 。
非常勤講師 に 関 し て は 、 開講以来来学 し て い
た だ い て い た 方々 に 平成 5 年度 か ら 6 年度 に か
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け て 大 き な 交 替 が あ っ た 。 す な わ ち (敬称
略) 、 浜松医科大学喜納 勇 →信州大学勝山
努 (消 化 管 の 腫蕩性病変) 、 新潟大学渡辺英伸
→都立駒込病院滝沢登一郎 (消化管 の 潰蕩性病
変) 、 都立神経病院小 田 雅也→元都神経科学総
合研究所森松義雄 (脳神経病理) 、 金沢 医科大
学小 田 島粛夫→奈良医科大学小西陽一 (実験腫
蕩学) で あ る 。 県立中央病院三輪淳夫 ( 内 分泌
疾患) は継続 し て も ら っ て い る 。
当講座 は 人体病理学 を標梼す る 、 言 い か え れ
ば臨床 と の つ な が り を 大切 に す る 、 全国的 に み
て も 数少 な い病理学教室で あ る 。 北川 教授 は こ
こ 10年来 「好酸球性肺炎」 、 「閉塞性細気管支炎
を 伴 う 器質化肺炎 」 に 関 し て 独 自 の 見解 を 表明
し 、 臨床像 の 理解 に 大 き く 貢献 し て き た 。 ま
た 、 ア ス ベ ス ト の健康障害 に 関 し て は村井助手
と 共 に 精力 を 注 ぎ 、 昭和63年度 か ら 6 年間継続
さ れた 厚生省 の研究班 を 主宰 し た 。 岡 田助教授
は従来か ら の 心臓 の リ ンパ管 を 中 心 と し た 微小
循環系 の病理学 に 新 し い光 を 当 て つ つ あ る 。 肺
お よ び、消化管の腫療 を巡 っ て は 、 松井助手が中
心 と な っ て 研究 を 進 め ( リ マ 、 金、 前 田 の各院
生 と 共 同) 、 臨床 に 直接役立 つ 病理学的知見 を
提供 し て き つ つ あ る 。 イ タ イ イ タ イ 病 に 関 し て
は 、 100例以 上 の 病理解剖 を 行 っ て お り 、 そ の
骨病理、 腎病理 に つ い て 、 そ れ ぞれ形態計測学
的手法で解析 を 進 め て き た (野田、 安 田 、 山下
の 各院生) 。 特筆 す べ き こ と は 、 関係 者 の こ う
し た 本疾患の科学的 な解明 と 患者団体の 不服審
査請求 の 結果 と が相 ま っ て 、 イ タ イ イ タ イ 病認
定 業務 に 大 き な 転換 が も た ら さ れ た こ と で あ
る 。 す な わ ち 、 平成 4 年 4 月 環境庁 は骨軟化症
の新た な診断基準 を 示す と と も に 、 富 山 県 に 対
し 、 過去 に 生検 ・ 剖検資料 を 添 え て 認定 申 請 さ
れ な が ら 破棄 さ れ た 者 に つ い て の処分の見直 し
を 指示 し た の で あ っ た 。 そ の 結果、 同年11月 ま
で に 19名 中病理所見 の よ り 強 い 13名 が認定 さ れ
た の で あ る 。 地道 な病理解剖が患者救済 に 大 き
く 貢献 し た こ と は 人体病理学 の髄が示 さ れた こ
と を 意味 し て お り 、 本県 に 本学が開設 さ れ た 意
義 が 図 ら ず も 示 さ れ た も の と 誇 り に 思 っ て い
る 。
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病 理 学 (2)
当 教室 は 昭和52年 4 月 に 開設 さ れ、 昭和60年
ま での 本講座沿革 に つ い て は 関学十周 年記念誌
に 記載 し で あ る の で、 そ れ以 降 の 教室沿革 を ま
と め て 記述す る 。
教室員 は 平成 7 年 3 月 現在、 教授 (小泉富美
朝) 、 助教授 (若木邦彦) 、 助手 (J 1 1 日 誠 : カ
ルガ リ 一大学留学平成 7 年 3 月 ま で、 石津 伸、
酒井 剛 ; 病理部) 、 大学院生 (坂巻 暁、 本
間正教、 石 英普 : 中 国) 、 教務職員 (倉茂洋
一) 、 技官 (松島貴子) 、 事務 と 技能補佐員 (西
岡美奈、 横野 猛) の 12名 で あ る 。 こ の 10年間
に助手 は櫛襖u統一、 沢 田 輔善、 北 津幹男 が交代
し 、 事務補佐員 で は 小) 1 1 因子、 神谷葉子、 木津
真理子、 堀 麻里子が交代 し た 。 大学院生 は肥
田 高嶺、 川 口 誠、 酒井 剛、 ア ル ウ ィ ・ マ ピ
ア ッ セ ( イ ン ド ネ シ ア ) 、 本間正教 の 5 名 に 歯科
口 腔外科の 小竹 咽院生が修了 し た 。 ま た 和漢
診療学教室 の 霜 田 ふ ゆ み研究生 は博士論文 を 完
成 さ せ た 。 研究生 は 現在 O で あ る が、 外国人客
員研究員 と し て 呉 昌 国 (平成 3 年12 月 � 4 年11
月 南京 中 医学院) と 李光 (平成 6 年 1 月 � 7 年
3 月 中 国医科大学) の 2 氏 を 受 け 入れた 。 ま た
平成 2 年 3 月 か ら 6 ヵ 月 間 プ ラ ジ ル カ ン ピ ー ナ
ス 大学消化器病診断研究セ ン タ ー の Rosângela
Deliza 病理医が研修 し た 。
研究面 で は 開設以来、 3 つ の 分野 を 中心 に 研
究 を 継続 し て い る 。 第 1 に は腰原病 に お け る 血
管炎 の研究で、 ア レ ル ギ ー性肉芽腫性血管炎 に
つ い て 日 本 に お け る 実態調査 を 行い 、 厚生省特
定疾患 「系統的脈管障害」 調査研究班小委員会
の委員長 (小泉) と し て 昭和63年 に ア レ ル ギ ←
性肉芽腫性血管 炎 の診断基準 を 作成 し た 。 本研
究 に つ い て は 、 第16 回 国 際病理 ア カ デ ミ ー 学会
( 昭 和 6 1 年、 ウ ィ ー ン ) と 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
Intractable Vasculitis Syndrome (平 成 4
年、 札幌) で発表 し た 。 一方、 本症の 発生病理
に つ い て 動物モ デル の 研究 を 進 め 、 姻虫抗原 を
用 い て 好酸球増多 に よ る 血管炎 の 実験的研究 を
行 っ て い る 。 ま た 北 陸大学薬学部環境科学教室
と の共同研究で は 、 培養 に よ る 血管 内皮細胞お
よ び平滑筋細胞 に お け る ム コ 多糖体の研究 を 進
め て い る 。 第 2 に は 扇桃病巣感染 に お け る 免疫
病理学的研究で あ る 。 属桃病巣感染 の 二次疾患
と し て 代表 さ れ る 掌腕膿癌症や IgA 腎症 に つ
い て 病 因 的解析や 形態計測 に よ る 扇桃組織 の 特
徴 に つ い て 研究 し て い る 。 ま た 扇桃か ら 常時継
代培養可能 な壁付着細胞 に つ い て 免疫病理学的
特徴 を し ら べ、 本細胞が血管周 皮細胞 の研究 に
有用 で、 あ る こ と を 明 ら か に し た 。 扇桃研究 は 国
際肩桃 シ ン ポ ジ ウ ム (第 1 回 昭和62年京都、 第
2 田平成 3 年 イ タ リ ア パ ビ ア 、 第 3 回平成 7 年
北海道 ト マ ム ) な ど で発表 し て い る 。 第 3 に は
慢性関節 リ ウ マ チ に お け る 滑膜炎 の 病理組織学
的研究で、 特徴的組織像 の 点数化 を 試 み 、 本症
の病理組織学的診 断 の 確立 に 努力 し て い る 。 そ
の 他 に 薬学部衛生 ・ 生物化学 (生化学研究室)
と の 共同研究 で 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン 8 family 
の好中球走化性 に つ い て 、 ま た 臨床分析学毒性
学研究室 と 骨代謝 に 関す る 重金属毒性の研究 を
行 っ て い る 。 ま た 第 1 内科 と 和漢研究所の細胞
資源工学教室 と は 、 実験的糖尿病 の モ デル動物
に つ い て 病理組織学的研究 を 進 め て い る 。
研究費 は 、 文部省関係 で は 一般研究 c (平成
元年� 2 年 ; 小泉) 、 総合研究 A (平成 4 年~
6 年 ; 分担小泉) 、 奨励研究 A (平成 4 年 ; 石
津) を 受 け た 。 ま た 厚生省関係 で は 、 厚生省特
定疾患 「系統的脈管障害」 調査研究班班員 ( 昭
和60�平成元年) 、 「難治J性血管炎」 調査研究班
班員 (平成 2 年以 降) を 引 き 受 け て い る 。
教育面 で は 小泉、 若木が医学科 お よ び大学院
研究科の講義、 実習、 演習 の ほ か に 看護学科小
泉 10時間、 若木 5 時間、 薬学音阿\泉 6 時間 の 講
義 を 担 当 し て い る 。 現在、 非常勤講師 は木原
達 (新潟大学) 、 青木重久 (愛知医大) 、 森川
茂 ( 島根医大) 、 今井 大 ( 山 形大学) の 4 教
授で特別講義 を お 願 い し て い る 。 こ の 他 に こ の
10年間 に 右 田俊介教授 (金沢大学) に 講義 を い
た だ い た 。 年中行事で は 第 1 病理、 寄生虫学研
究室 と 合同 で歓送迎会 と 忘年会が行わ れ る ほ か
に 、 当 教室 で は 7 月 に 海聞 き が あ る 。 ま た 昭和
62年か ら 毎年 9 月 に 金沢大学第 1 病理 と 親善野
球定期戦が行わ れ て い る 。 (小泉富美朝)
病理学 (寄生虫学)
( 1 )  研究体制 の 変遷 と 現状
文部省科学研究費 ( 国 際学術研究) の助成 を
受 け て 、 「パ キ ス タ ン に お け る 日 本脳炎様脳 炎
の病理研究」 、 「南西 ア ジ ア 地域 に お け る 人畜有
害双麹類昆虫 の 動物地理学的研究」 、 「 イ ン ド ネ
シ ア に お け る 媒介動物一寄生虫 宿 主 の 生物地
理 ・ 共進化 に 関 す る 調査研究」 を テ ー マ に 、 夏
休 み に 他大学寄生虫学教室 の 同 輩 と の 共同研究
を 中 心 と な っ て f子 っ て き た 。 ま た 、 「 ソ ロ モ ン
諸島 の マ ラ リ ア 疫学 と 駆除の研究」 、 「 グ ア テ マ
ラ に お け る オ ン コ セ ル カ 症対策 の た め の媒介見
虫防除研究」 に も 関 わ り 、 教室員 が現地調査 に
協力 し た 。
園 内 で は 、 富 山 の フ ィ ー ル ド を 活用 し 、 富 山
県衛生研究所 と 共同 で、 不快害虫 ク ロ パエ 、 ク
サ ギ カ メ ム シ 、 イ ヨ シ ロ オ ビ ア ブ、 ヤ ブ カ な ど
の生活史 と 駆除対策 に 取 り 組み 、 立 山 の ブナ樹
洞 で採取 し た オ オ モ リ ハ マ ダ ラ カ がマ ラ リ ア 媒
介能 を有す こ と を 発見 し 、 実験動物化 に 成功 し
た 。 こ の蚊 は 国 内研究機関 ばか り か、 英米 に も
分与 さ れ、 マ ラ リ ア 原虫 の媒介研究 に 役立 つ て
い る が、 本研究室 で も 蚊体内で の マ ラ リ ア 原虫
の分化発育機構解明 の研究 で多 く の 知見 を も た
ら し た 。 ま た 、 富 山名産の マ ス に よ る 広節裂頭
条虫症、 ホ タ ル イ カ に よ る 旋尾線虫症や、 海産
魚、 に よ る ア ニ サ キ ス 症 な ど の 研究 も 行 っ た 。
日 本脳炎 の近年の流行低下 は 、 水管理の普及
な ど農業近代化 に よ る 蚊数減少 に よ る こ と を 明
ら か に し た が、 媒介蚊 コ ガ タ イ エ カ が強度 の殺
虫剤抵抗性 を 獲得 し て リ パ イ パ ル と な っ て い る
こ と を 発見 し た 。 イ エバエ も 強度 の殺虫剤抵抗
性 を 獲得 し て い る が、 合成昆虫 ホ ル モ ン剤 と 寄
生蜂 を 併用 し た 総合防除の研究 も 行 っ た 。
昆虫 ・ 夕、 ニ ア レ ル ギ ー に も 取 り 組 み、 「瑞息
や虫岐症の原因 と な る ダニ ・ 昆 虫 の 防除研究」
を 日 産財団の助成 を 受 け て行い 、 最近 は 高度化
推進特別経費 に よ る 「ハ チ 毒 の 免疫生化学 に 関
す る 共同研究J に 取 り 組ん で い る 。
少人数で は あ る が、 自 然 に 恵 ま れた 富 山 の 地
の利 を利用 し た 研究 を 推進す る と と も に 、 海外
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で の 調査活動 も さ ら に 積極的 に 推 し 進 め た い 。
(2)  教育体制 の 変遷 と 現状
医 3 年次生対象 に 、 後学期前半 に 寄生虫学講
義 と 寄生虫学実習 を 並行 し て 教育 し て い る 。 衛
生動物、 原虫、 吸虫、 条虫、 線虫 の 重要種の生
活史 と マ ラ リ ア な ど寄生虫病感染病理 と 診断治
療 の 系 統講義 を ス ラ イ ド を 多 用 し て 行 っ て い
る 。 実習 は 、 重要寄生虫 と そ の 虫卵、 病変の観
察、 感染実験、 寄生虫検査法 の 習得 な ど な る べ
く 生の材料 を 用 い て 学習 さ せ て い る 。 寄生虫検
査 の 多 く は各人 の 見 る 対象が均一 で な く 、 個別
指導が欠かせ な い 。 幸 い 、 開講時か ら 非常勤講
師特別枠 を 受 け て い る の で、 専門講師 を 招 い て
中 身 の 濃 い講義実習 を保つ こ と が出来 て い る 。
講義実習 の 最後 は 、 「 国 際保健医療 セ ミ ナ ー 」
と 銘打 つ て 、 学 内外の海外医療協力 に 当 た ら れ
て い る 先生方の協力 を 得 て 、 国 際医療問題 に も
医学生が関心 を 抱 く よ う に 努 め て い る 。
(3)  沿革 に つ い て
昭和53年 4 月 に 上村清が寄生虫学担当助教授
と し て 富 山 県衛生研究所か ら 転任 し た の に 始 ま
る 。 同年 6 月 丸 山 由紀子 を 教務職員 に 採用 。 昭
和58年 6 月 丸 山 由 紀子が和漢薬研究所助手 に 昇
任。 同年 8 月 荒川 良 を 教務職員 に 採用 。 昭和62
年 4 月 か ら 昭和63年 1 月 ま で中村正聡 を 臨時職
員 に 採用。 平成 2 年 4 月 か ら 平成 4 年 1 月 ま で
岡沢孝雄 を 臨時職員 に採用。 平成 2 年 6 月 荒川
良 が助手 に 昇任、 平成 7 年 4 月 高知大学助教授
に 転任、 楠本 イ ネ ス 倶子 を 助手 に 採用 。
施設面 で は 、 当 初 2 階東端 に こ ぢ ん ま り と
あ っ た が、 昭和61年 2 月 昆虫飼育室が移転整備
さ れ、 平成元年 8 月 研究室 な ど が 2 階か ら 1 階
和漢診療部跡地 に 移転整備 さ れた 。
(4) そ の 他
平成 5 年10月 に 第 2 回 日 本 夕、ニ 学会大会 を 、
平成 6 年10月 に 第50 回 日 本寄生虫学会西 日 本支
部 ・ 第49 回 日 本衛生動物学会西 日 本支部合同大
会 を 学 内 と 呉羽ハ イ ツ で主宰 し た 。 科学研究費
研究成果公開促進費 に よ る 「衛生動物」 、 「寄生
虫学雑誌」 の デー タ ベ ー ス 化 も 行 っ て い る 。
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細菌学 ・ 免疫学
細菌学 ・ 免疫学講座 は 昭和51年 4 月 に 開設 さ
れ、 当 時 の 構成員 は 、 小西教授、 山岸助教授、
桜井助手 の 3 名 で あ っ た 。 教室 は 、 旧 中部高校
仮校舎 で ス タ ー ト し 、 形態系実習室 を 経 て 、 2
年後 に 現在 の場所 に 落ち 着 い て い る 。 小西 は 、
平成 2 年 ま で 1 3 年 間 、 当 講座 を 主 宰 し 、 そ の
問、 癌 の 血清学的診断法の確立、 腸内細菌 の 抗
腫療効果、 ウ エ ル シ ュ 菌や ユ ス リ カ を 用 い た 水
質指標性 な ど を 中心 に研究 を 行 っ た 。 こ れ を 山
岸 (助教授) 、 鈴木 (助手) 、 坂本 (助手後 に 講
師) 、 河合 (助手) が支 え 、 河合、 モ ハ メ ッ ド
・ ハ ツ 夕 、 森永、 久保 な ど は こ れ ら の研究 に 貢
献 し 、 学位 ( 医学) を 取得 し た 。 昭和58年か ら
3 年間、 科研費 を 、 ま た 昭和59年か ら 4 年問、
日 産科学振興財 団 か ら 研究助成 を 受 け て い る 。
小西 は退官後、 当 大学名誉教授 と な り 、 現在浅
ノ 川 病 院 (金沢市) の 顧 問 と し て 活躍 し て い
る 。 山岸 は平成 2 年 に 金沢医療技術短大教授 に
就任 し た 。
初代教授小西 の 退官 を 受 け 、 平成 3 年村 口 が
二代 目 教授 に 就任 し た 。 翌年、 坂本講師が株式
会社ノ f ク ス タ ー (東京本社) に 就職、 平成 5 年
は 河合助手が広島大学生物生産学部助教授 に 栄
転 し 、 そ の 結果、 当講座 は ま っ た く 新 し い体制
で研究 ・ 教育 を 開始す る こ と と な っ た 。 平成 7
年 3 月 末 現在 で の 教室 員 の 構成 は 、 村 口 (教
授) 、 岸 (助 教 授) 、 田 合 (助 手) 、 柴 原 (助
手) 、 清原 (事務補佐員 ) 、 岩城 (技術補佐員 )
で あ る 。
創設時 よ り 、 当講座の 分離独立構想案、 す な
わ ち 、 細 菌学 と 免疫学 を独立 し た 講座 と す る 案
が出 さ れ、 15年間継続で、概算要求 を 行 っ て き た
が い ま だ に 審議 中 で あ る 。 世界 の 医学 の 流 れの
中 で細菌学 と 免疫学 の研究基盤が大 き く 異 な っ
て き て い る の は 周 知 の 事実 で あ り 、 学 問 的 に
も 、 教育的 に も 、 さ ら に 臨床対応 を 含 め た 社会
的ニ ー ズ に 応 え る 意味で も 、 細菌学 と 免疫学講
座の 分離独立 は焦眉 の課題 で あ り 、 実現化 に 向
け て 努力 が な さ れて い る 。
現在、 当講座で は 、 感染防御機構 の 仕組み を
分子 レ ベ ル で解明 す る こ と 、 自 己免疫疾患や ア
レ ル ギ ー の病因病態 を 解明 し 予防治療法 を確立
す る こ と 、 さ ら に 脳 と 免疫 に 共通す る 認識機構
の 解 明 を 目 的 と し て 研究 を 展 開 し て い る 。 ま
ず、 生体防御機構 の 解明 に つ い て は 、 リ ンパ球
の 発生分化 の 分子機構の解明 を研究課題 と し て
い る (文部省科研費重点領域 平成 5 � 6 年
村 口 、 同 重点領域一平成 5 � 6 年 岸、 同一般
C 一一平成 4 � 6 年 村 口 、 同一般 C 一平成 4 �
6 年 岸、 同 奨励研究 A 平成 4 � 6 年 田
合) 。 リ ン パ球 は 造血系幹細胞 に 由 来 し 、 胸腺
内 で細胞表面 に T 細胞 レ セ プ タ ー (TCR) を
発現す る T リ ン パ 球 に 分化す る 一方、 骨髄内 で
細胞表面 に 免疫 グ ロ プ リ ン (Ig) を 発現す る B
リ ン パ球 に も 分化 す る 。 B リ ン パ球 は 最終的 に
抗体産生細胞 に 分化 し 、 分泌型 Ig が産生 さ れ
る 。 当 講座 で は 、 Ig や T 細胞 レ セ プ タ ー の 多
様性形成 と 発現 に 重要 な 遺伝子-組み換 え 活性化
遺伝子 (RAG) の 発現制御機構 の 解 明 や 、 胸
腺 内 で の 分化機構の 分子 レ ベ ル で の 解明 を研究
課題 と し 、 世界 的 に も 独創 的 な 実験 系 を 確立
し 、 着実 に 研究成果 を 上 げて い る 。 ア レ ル ギ ー
に 関 す る 研究 に つ い て は 、 最近ユ ス リ カ 見虫が
職業上 あ る い は 環境 ア レ ル ゲ ン と し て 注 目 さ れ
て い る 。 我々 は 、 ユ ス リ カ の培養継代 を可能に
し 、 大量 の ア レ ル ゲ ン (幼虫 Hb) か ら ユ ス リ
カ の ア レ ル ゲ ン 分子 (Hb) の 遺伝子 ク ロ ー ニ
ン グ に 世界 で初 め て 成功 し た (河合 ら ) 。 こ れ
か ら 、 分子生物学的手法 を 用 い て 、 エ ピ ト ← プ
の 決定、 IgE 産生機構 の 解析、 ク ラ ス ス イ ッ チ
組み換 え の分子機構の 解明 を行 う 予定 で あ る 。
こ れ ら の ア プ ロ ← チ に よ り ア レ ル ギ 一 治療への
新 し い 道 が 聞 か れ る こ と が期 待 さ れ る 。 最後
に 、 脳 と 免疫 に 関 し て は ス ト レ ス に よ る 脳局所
で の サ イ ト カ イ ン 産生 を 解析 し 、 ス ト レ ス が神
経内分泌免疫系 に ど の よ う な 影響 を 与 え る か を
分子 レ ベ ル で解明 し て い く 。 こ れ は 生理学 II 小
野教授 ら と の共同研究 で あ る 。 脳 と 免疫の研究
は 2 1世紀の 大 き な 課題で あ り 、 高等動物が も っ
認識、 記憶、 情報処理の 分子機序の解明 に 我 々
の研究成果が何 ら か の 形 で寄与出来 る こ と を 期
待 し て い る 。
ウ イ ルス学
ウ イ ル ス 学講座 は 、 昭和53年 4 月 に庭山清八
郎教授 と 落合宏助教授 を 新潟大学医学部細菌学
講座か ら 迎 え 、 新採用 の 中 川 明夫事務官 の 3 人
体制で開講 し た 。 研究 テ ー マ は 、 イ ン フ ル エ ン
ザ ウ イ ル ス の抗原変異 を 中心 と し て 、 新潟大学
での研究 テ ー マ の 一 つ で あ る リ ケ ッ チ ア 研究 も
引 き 続 き 行 わ れ た 。 昭和54年 1 月 に 林京子助
手、 昭和54年 4 月 に 麗耕平助手が加わ っ た 。 開
講以来 の研究 テ ー マ は 、 1 ) イ ン フ ル エ ン ザ ウ
イ ル ス の抗原変異 に 関す る 研究、 2 ) ウ イ ル ス
感染症 の発症機序 と 診断 に 関す る 研究、 3 ) ワ
ク チ ン に よ る 予防や化学療法 な ど に 関す る 研究
な ど を 中 心 と し て き た ( 開 学 10 周 年記念誌参
照) 。 昭和60 年 2 月 に 中 川 | 事務 官 か ら 、 吉 田 与
志博技官 に 代 わ り 、 昭和61年 5 月 に黒川 昌彦助
手が加わ り 、 上記の研究 の 進展 と 共 に 林助手 を
中心 と し た 生薬 の 抗 ウ イ ル ス 効果の研究 も 一 つ
の研究 テ ー マ と な っ た 。 開学 10周 年以降平成 2
年 3 月 ま で の 数多 く の優れた 業績 は 、 庭山教授
の退官時 に 発刊 さ れた ウ イ ル ス 学教室業績 目 録
集 に 掲載 さ れて い る 。
そ こ に は 、 一元放射補体結合法 に よ る ウ イ ル
ス 感染症の血清診断法の確立、 マ ク ロ フ ァ ー ジ
に お け る 抗体依存性イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 感
染促進、 種々 の 生薬 あ る い は そ れ ら 由来の新規
化合物 の抗 ウ イ ル ス 活性 の 同定 な ど の 国 際的 に
評価 さ れ る 業績だ け で な く 、 医学部 の 他講座や
薬学部 と の活発 な共同研究 の成果 も 多 数掲載 さ
れて い る 。
平成 2 年1 1 月 に 庭山教授 の 後任 と し て 、 大阪
大学微生物病研究所か ら 白 木公康が赴任 し ウ イ
ル ス 学教室 を 担当 す る こ と に な っ た 。 平成 6 年
4 月 に 落合助教授が看護学科教授 に 昇任 し た 。
代わ り に 北海道大学医学部病理学教室 で学位 を
取得 し た 小原恵彦 (平成 2 年 3 月 本学卒) 助手
が採用 さ れた が、 都合 に よ り 1 1 月 に 辞職 し 、 苫
小牧東病院 に 勤務 し 北海道大学 医学部 で ウ イ ル
ス 感染症の病理の研究 を行 っ て い る 。
平成 2 年 よ り 新た に リ コ ン ビ ナ ン ト 水痘生 ワ
ク チ ン 、 移植 と ウ イ ル ス 感染、 ウ イ ル ス 病治療
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薬 な ど を テ ー マ と し て研究が始 ま り 、 平成 3 年
度文部省科学研究費一般研究 C 、 長瀬化学技術
振興財団、 千代 田 生命健康開発事業団 、 内藤記
念科学振興財団 、 上原記念生命科学財団 、 ウ イ
ル ス 肝炎研究財団、 平成 4 ・ 5 年度 一般研究
B 、 山村雄一顕彰和漢薬研究助成、 イ ス ク ラ 厚
生事業 団 、 平成 4 年度 よ り 厚生省 科学研究費
'H 1 V 感 染 者 発症 予 防 ・ 治 療 に 関 す る 研究
班」 、 平成 5 年度 よ り 富 山 県和漢 「 ウ イ ル ス 肝
炎 に 有効 な 和漢薬 の 開発研究」 、 平成 6 年度 よ
り 厚 生省科学研究費 「移植後 の 感 染 症 コ ン ト
ロ ー ル に 関す る 研究」 な ど の 多 く の研究助成 を
受 け て い る 。 こ れ ら 研究助成 に 対す る 研究成果
は 、 研究業績 に 良 く 反映 さ れて い る 。 10年間 の
論文発表数 は 、 欧文78編、 和文13編で、 平成 2
年以降 は 、 欧文61編、 和文 5 編 と 業績 を 挙 げ て
い る 。
ウ イ ル ス 学 は 、 臨床基礎科 目 と し て 医学部 3
年次 に 、 講義60時間 と 実習30時間 の合計90時間
開設 さ れて い る 。 講義 で は 、 ウ イ ル ス 感染症 の
基礎、 臨床 に対す る 正 し い知識 を 身 に つ け 、 そ
の診断 を 的確 に 行 う こ と 、 さ ら に 、 そ の 予防法
. 治療法 に つ い て 理解修得す る こ と を 目 的 と し
て い る 。 実習 で は 、 感染症 を 扱 う 際の基本であ
る 消毒法 ・ 滅菌法 を 含 め 、 感染予防対策 の 基本
的 な 考 え 方 と 抗体測定法の特徴 と そ の評価法 の
修得 を 目 的 と し て い る 。 実習 グ ル ー プ ご と に イ
ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト を 得た 後 に 学生間採血
を 行 い 、 各 自 の 血液 を 実習 に 使用 し 、 感染性材
料 と し て の 基本的な取扱 い 方 を 実践 し て い る 。
そ し て 、 各 自 の血清 を検体 と し て 各種 ウ イ ル ス
抗体の 測定 を 行 っ て い る 。 ま た 、 富 山 県衛生研
究所の 方 々 の御好意 に よ り 、 ウ イ ル ス 学 の 実習
の 一環 と し て そ の 見学 を 行 い 、 衛生研究所の機
能 と 重要性 を 理解す る と 共 に 、 ウ イ ル ス 学への
理解 を 深 め て い る 。
平成 6 年 度 に 、 佐藤仁 志君 (平成 6 年 3 月
卒) を 大学院 に 、 平成 7 年 4 月 か ら は 、 大阪大
学か ら 景 山誠二助教授、 山村淳一君 (平成 7 年
3 月 卒) と 李志紅君 ( 国費留学生) を 大学院 に
迎 え 、 研究室 の更 な る 発展が期待 さ れ る 。
12り 第 3 章 講座等 の 沿革
薬 理 学
薬理学講座 は 昭和52年 4 月 1 日 に 開講 し 、 初
代教授 中西穎央 と 武 田龍司助教授が就任 し た 。
中西教授 は 平成 4 年 8 月 に 副学長 に 就任 し た こ
と に よ り 講座主任 を退かれた 。 平成 5 年1 1 月 に
は 武 田 助教授が教授 に 昇任 し 、 1 2 月 に 百瀬弥寿
徳助手 の助教授昇任 と 櫨彰助手 の麻酔科学講座
よ り の配置換 え が あ り 、 こ れ に 山崎弘美助手 と
西 口 慶子技官 を 加 え た ス タ ッ プ で の 新体制が ス
タ ー 卜 し た 。 さ ら に 、 本年 に な っ て 、 百瀬助教
授が 4 月 1 日 付 け で東邦大学薬学部教授 に 就任
す る こ と に 決定 し た こ と に 伴 い 、 櫨助手が助教
授 に 昇任、 そ し て 本学薬学研究科後期課程 を 修
了 し た 岡崎真理が助手 に 着任 し 、 再 び新 た な ス
タ ー ト が切 ら れ よ う と し て い る 。
新体制 の 発足 を 機 に 、 従来の 研究 グ ル ー プ を
編成 し 直 し て 、 呼吸中枢回路の 神経薬理学的研
究 を メ イ ン テ ー マ と し た 研究 活 動 が始 め ら れ
た 。 呼 吸 中 枢 の 研究 は 、 ① in vivo に お け る
正常呼吸 リ ズ ム 形成 の 神経 メ カ ニ ズ ム の 解明、
②脳幹 ス ラ イ ス 標本 を 用 い た 呼吸中枢ニ ュ ー ロ
ン細胞膜 イ オ ン チ ャ ネ ル の研究 お よ び③共焦点
レ ー ザー顕微鏡 に よ る 呼吸中枢ニ ュ ー ロ ン の細
胞間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の研究 の 3 つ の テ ー マ
に つ い て 進 め て き た 。 こ れ ら の 研究 に 関連 し
て 、 カ ナ ダ ・ カ ル ガ リ 一 大学呼吸生理学教室、
フ ラ ン ス 国 立 科学研究 セ ン タ ー 神経生理研究
所、 東京慈恵会医科大学薬理学教室 な ど 国 内 外
の研究施設 と の 共同研究 を 行 っ て い る 。
こ れ ま での研究 に よ り 、 呼吸中枢 に お け る 呼
吸 リ ズ ム 形成過程の 鍵 と な る 吸息 か ら 呼息 へ の
切 り 替 え の プ ロ セ ス に 、 NMDA 受容体お よ び
GABA- B 受容体が関与 し て い る こ と 、 呼吸性
ニ ュ ー ロ ン の 周 期性活動 の 維持 に 重 要 な 役割 を
果た し て い る 興奮性お よ び抑制性 シ ナ プ ス 後電
位 に 、 そ れ ぞ れAMPA受容体お よ びGABA-A
受容体が関与 し て い る こ と を 明 ら か に し た 。 ま
た 、 麻酔科学教室 と の 共同研究 に お い て 、 ハ ロ
セ ン な ど吸入麻酔薬 に よ る 心筋収縮力抑制作用
は 、 心筋細胞膜 の L ー タ イ プCa チ ャ ネ ル の 開 口
時間 が短縮す る こ と に 起因 す る こ と を 明 ら か に
し た 。
薬理学 の 学部教育 に つ い て は 、 武 田 教授 と 百
瀬助教授が そ れ ぞ れの分担領域 を 受 け持 っ て 講
義 を行 っ て き た 。 ま た 山 崎助手 (併任講師) お
よ び櫨助手 (併任講師) も そ の 専門領域 の テ ー
マ に つ い て 、 講義 の 一部 を 分担 し て き た 。 さ ら
に 講座ス タ ッ プ の 専門領域外で特 に 重 要 な 項 目
に つ い て は 、 学内外の専門家 に よ る 特別講義 を
お 願 い し た 。 慈 恵 医大 ・ 故福原武彦教授、 信州
大 ・ 千葉茂俊教授、 杏林大 ・ 遠藤仁教授、 東邦
大 ・ 重信広毅教授、 学内講師 と し て 薬学部 ・ 木
村正康教授、 和漢研 ・ 渡謹裕司教授、 和漢研 ・
倉石泰教授、 救急、部 ・ 龍村俊樹助教授、 和漢研
・ 松本欣三助教授 の諸先生 に は深 く 感謝 し て い
る 。
こ れ ま で本教室 で研究 を 行 っ た 13名 の 者 が、
医学博士 の 学位 を 取得 し た 。 少人数 の ス タ ッ プ
で研究 と 教育 を 充分 に 行 う こ と に は 困難 も あ る
が、 若 い 卒業生が喜 ん で入局 で き る よ う な魅力
あ る 研究室 に な る よ う に 、 我々 も 一層 の 努力 を
し な け れ ば な ら な い と 考 え て い る 。
以下 に 、 過去10年間 の研究交流 に 関す る 簡単
な 年譜 を 添付す る 。
昭和61年 5 月 JICA の 「パ ラ グ ア イ に お け る
薬草の化学薬学的研究」 に 参加。 パ ラ グ ア
イ ・ ア ス ン シ オ ン大学 と 共同研究 ( 3 年) 。
パ ラ グ ア イ 側 よ り Derlis lbalorra が 受託
研修員 と し て 来 日 ( 12 ヵ 月 )
昭和61年 5 月 百瀬 が カ ル ガ リ 一 大 学Giles教
授 の も と で共 同研究 ( 6 ヵ 月 ) 。
平成元年 2 月 カ ル ガ リ ← 大 学Remmers教授
来 日 、 セ ミ ナ ー。
平成 3 年 5 月 武 田 、 櫨が フ ラ ン ス C N R S
Denavit - Saubie 教 授 の も と で 共 同 研 究
( 3 ヵ 月 ) 。
平成 3 年 1 1 月 山 崎が文部省在外研究員 と し て
マ イ ン ツ 大 学 毒性研究所Oesch 教授 の も
と で共同研究 ( 8 ヵ 月 ) 。
平成 4 年 5 月 フ ラ ン ス CNRS よ り Olivier
Pierreficheが来 日 、 共 同研究 ( 3 ヵ 月 ) 。
保 健 医 学
保健医学講座 は 昭和55年、 渡辺正男教授 の も
と に 開講 さ れ、 そ の 後昭和61年鏡森定信が二代
自 主任教授 に 就任 し 、 現在 に 至 っ て い る 。
本講座の研究 テ ー マ は、 人 の ラ イ フ ス タ イ ル
を 含む生活環境因子 と 疾病発症 あ る い は健康保
持 ・ 増進 と の 関連性 を探 る こ と で あ る 。 こ れ ま
でお よ び現在進行中 の研究 と し て 、 以下 の も の
が中心的な も の で あ る 。
1 ) 脳卒 中患者の 悉皆登録の も と 、 こ れ ら 患
者 の 身体お よ び保健 ・ 医療 ・ 福祉環境 と 、 患者
の そ の 後 の 経過 と の 関連性 を 検討 す る 長期 コ
ホ ー ト 研究。
2 ) 小 児 期 ・ 学童期 の 行動 お よ び生活環境
の 、 青年期 の ラ イ ブ ス タ イ ル、 健康状態 に 及 ぽ
す影響 を 探 る 、 富 山 県平成元年度 出生児全員 を
対象 と し た 長期 コ ホ ー ト 研究 ( 富 山 ス タ デ ィ ) 。
3 ) 心筋梗塞発症 に 関わ る 環境要因 の検討 を
行 う 症例 ・ 対照研究、 お よ び こ れ ら 心筋梗塞患
者 の 職場復帰 へ の 寄与 要 因 を 探 る コ ホ ー ト 研
究。
4 ) 配偶者離別 に 伴 う 悲嘆の 身体 ・ 精神 に 及
ぼす影響 に 関す る 症例 ・ 対照研究。
5 ) 中 高 年 者 の ラ イ フ ス タ イ ル や ソ ー シ ャ
ル ・ サ ポ ー ト の 身体影響 に 関す る コ ホ ー ト 研究。
6 ) 大気環境 の 児童 ・ 生徒の 呼吸器症状 に 及
ぽす影響 に 関す る コ ホ ー ト 研究。
こ れ ら の 疫学研究 は 当 然 な が ら 、 他大学、
県、 市町村、 お よ び そ の 他様々 な機関の人々 と
の協力関係 が あ っ て 初 め て 実施可能 で あ り 、 現
在 も こ の 関係 の 中 で研究が遂行 さ れて い る 。
ま た こ の協力関係 は 国 内 だ け で な く 、 国 際共
同研究 に も 本講座 は参加 し て い る 。 30か 国 、 52
セ ン タ ー が参加 し た ミ ネ ラ ル摂取 と 血圧 と に 関
す る 研究 (INTERSALT Study) は そ の 代 表
的 な も の で あ り 、 ま た 今後行わ れ る 栄養 と 血圧
と に 関 す る 研究 (INTERMAP Study) に も
参加す る 予定 で あ る 。
本講座 に お け る 研究 ア プ ロ ー チ の 特徴 は 、 社
会的存在 と し て の人々 を対象 と し た 研究、 い わ
ゆ る 疫学研究 と 、 疫学研究で見 出 さ れた 要因 と
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結果 と の 関連性の 生物学的機序 を 実験室 レ ベ ル
で検証す る 研究 と の こ元性 に あ る 。 ヒ ト 血球 の
Na-K ATPase 活性測定 に よ る 環境 因 子 の 代
謝へ の 影響、 ス ペ ク ト ロ 解析法 を 用 い た 自 律神
経系の評価、 血中 ・ 尿 中抗酸化物質や過酸化物
質測定 に よ る 喫煙 ・ 飲酒 の体内影響評価等幾多
の 実験室 内研究 も 同時 に 行 っ て い る 。
こ れ ら の研究 を 遂行す る 上で、 各種の 専門家
が必要で あ る 。 研究生 を 含 め た 研究 ス タ ッ フ に
は 臨床 お よ び公衆衛生 に 関わ る 医師、 歯科医、
栄養、 運動、 福祉、 教育、 情報処理、 サ ン プル
分析の各専門家 が い る こ と も 本講座の 特徴で あ
ろ う 。 週一 回行わ れ る セ ミ ナ ー で は 各専門家 か
ら の 最新 の 情報が提供 さ れ、 検討が行わ れ る 。
社会的存在 と し て の人 を 、 包括的 に 理解す る 上
で貴重 な 場 を 提供 し て い る 。
学 生 の 教育体制 と し て 、 講義 と 実 習 が あ る
が、 特 に 実習 に 関 し て は 、 公衆衛生学講座 と の
共同 で特色 の あ る 体制 を 組ん で い る 。 す な わ ち
4 年余 り の 問、 大学で学 ん だ 医学が、 人々 の生
活の場で ど の よ う に 展開 さ れて い る か、 あ る い
は 、 展開 で き る か を 実習 を 通 し て 考 え て も ら お
う と い う も の で あ る 。 学生 自 身 に よ る 、 計画、
実施、 ま と め は 、 い つ も 予定通 り い く と は 限 ら
な い が、 解決 に 向 け て の 試行錯誤 そ れ 自 体が実
習 目 的の 一 つ で あ り 、 そ の成果 は 毎年社会医学
実習報告書 と し て 製本化 さ れ、 全 国 の 大学 お よ
び協力 い た だ い た 各機関 に 配布 さ れ る 。 講義 の
特徴 と し て は 、 多 く の学外講師 の 協力 を 得 て い
る こ と で あ ろ う 。 日 本 を 代表す る 人、 新進気鋭
の 若手、 地域 の第一線で活躍 し て い る 人等の講
義 は 医学 ・ 医療 の 社会性理解 に 重要 で あ り 、 多
種多様 な イ ンパ ク ト を 学生 に 与 え て い る こ と と
思 わ れ る 。
こ の 他、 本講座 は地域 に お け る 諸活動 に も 積
極的 に 関わ り を 持 っ て き た 。 脳卒中患者の退院
後の保健 ・ 福祉 と の連携 円 滑化 を 目 的 と し た 富
山 県脳卒 中登録事業、 各職種間 の相互理解 と そ
の資質向上 を 目 的 と し た 富 山 県寝た き り ・ 痴呆
予 防研究会、 働 く 人々 の 職場環境や健康保持 ・
増進お よ び産業医の資質向上 を 目 的 と し た 富 山
県産業保健推進セ ン タ ー へ の 参画等 で あ る 。
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公衆衛生学
公衆衛生学 は 、 社 会 医 学 の 一分野 と し て 、
人々 の健康の増進 と 、 生活や職場 の 環境 の 改善
を め ざ す様々 な 教育研究活動及 び組織活動 を 包
含 し て い る 分野で あ る 。 わ が教室 は 、 そ う し た
観点 か ら 加須屋教授 の 専門分野で あ る 環境 中 毒
学 を 中心 に 据 え 、 カ ド ミ ウ ム 中毒 と イ タ イ イ タ
イ 病 に 取 り 組む と と も に 、 近年環境汚染 と の 関
係 が注 目 さ れて い る 花粉症や ア レ ル ギ ー疾患、
更 に は 大 気汚染 の 植物影響等 に つ い て 研究 を
f子 っ て い る 。
公衆衛生学講座が開講 し て 17年 に な る が、 こ
の 聞 の研究 の 流 れ を 簡単 に 振 り 返 る と 、 研究成
果 は 以下 の よ う な 3 つ の 分野 に 分 け ら れ る 。
1 ) 富 山 県神通川 流域 の カ ド ミ ウ ム 汚染 の 実態
と イ タ イ イ タ イ 病 の病態 ・ 自 然史 の 解明。 そ れ
を 裏打 ち す る 動物実験 な ら び に 細胞分子 レ ベ ル
で の解明、 特 に 免疫中毒学的知見の蓄積。
2 ) 環境 中 の ア レ ル ゲ ン と ア レ ル ギ ー疾 患 の 実
際 を 臨床 的 あ る い は 疫学 的 に 記載 す る と と も
に 、 花粉、 昆虫、 ダニ な ど の 重 要 な ア レ ル ゲ ン
の 分析、 発症 に い た る 環境条件等 の 記載及び生
態学的観察。
3 ) 大気汚染物質 の推移 を 総合的 に 評価す る た
め の ス ギ等樹木年輪指標 の 開発 と そ の 健康指標
と の 関連性 の評価。
そ れ ら の 成果 は 、 国際的 に も 高 く 評価 さ れつ
つ あ る 。 な お 、 加須屋教授 は 労働大 臣任命の 労
働衛生指導医 を 長年つ と め て お り 、 産業保健分
野での活動 も 活発であ る 。
学会活動 と し て は 、 平成 6 年 9 月 に 教室が主
催 し た 第 6 回 国際環境複合影響会議 は 、 従来経
験 し て き た 国 内 の会議開催 と は 、 大 き く 異 な っ
た 困難性 を 伴 っ た が、 結果的 に は非常 に 盛会裡
に 終わ っ た 。 会議録 は プ ロ シ ー デ イ ン グ と し て
発刊 さ れた が、 国 内 外 の 学会参加者 は も と よ り
関係機関等 に 大変好評で あ っ た 。
そ う し た 忙 し い 学会活動 ・ 教育研究生活の 合
間 に 、 寺西助教授 は イ ギ リ ス 、 青 島 助 手 は ス
ウ ェ ー デ ン 、 加藤助手 は ド イ ツ に 留学 し 、 そ れ ぞ
れ有意義 な 海外生活 ・ 研究者 と の 交流 を 経験 し
た 。 加須屋教授 も 文部省在外研究員 と し て 、 短
期 間 で は あ っ た が カ ナ ダ等 を 訪問 し 、 大学や研
究機関 と の 幅広 い 共 同研究 ・ 研究交流 を 行 っ た 。
公衆衛生学講座所属 の 環境系大学院生 と し て
は 、 4 人 が疫学 的 あ る い は 実験的研究 に 従事
し 、 そ れ ぞ れ立 派 に 成 長 し 教室 か ら 巣立 っ て
い っ た 。 現在 は そ れ ぞれ金沢、 長崎、 福 島 の 各
大学 に お い て 研究 ・ 教育 に 携わ っ て い る 。
現在教室 で は 、 中 国 か ら の 大学院生 を 含 め 、
若干名 の 外 国 の研究者 と の共 同研究 を 進 め て い
る 。 言 葉 の 壁 な ど 困難 な 問題 も も ち ろ ん少 な く
な い が、 将来、 こ う し た 国際交流が益々 盛 ん に
な り 、 互 い に 協 力 し た 研究活動 も 多 く な る も の
と 考 え 、 夢 を 託 し て い る 。
教室 の 事務官、 非常勤 の 方 々 に も 様々 な 御援
助 を 頂 い て い る 。 特 に 、 第 6 回 国際環境複合影
響会議 の 際 は 、 非常勤 の 方 々 を 中心 に 、 お 茶や
フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト 等学会の ソ ウ シ ャ ル プ
ロ グ ラ ム が組 ま れ、 大変喜 ばれて い た こ と が印
象 に 残 っ て い る 。 ま た 教室 に は 、 花粉症研究会
の事務局が お か れて お り 、 空 中花粉の検索 を 含
め 業績 を あ げて い る 。
教室 で は レ ク リ エ ー シ ョ ン と し て 、 夏 に 北 ア
ル プ ス 等 に 登 山 を す る こ と が恒例 と な っ て い
る 。 昨年 は た ま た ま 、 国際会議 の 準備 で 日 程の
調整がつ か ず 中 止 さ れた が、 今年か ら ま た 復活
さ せ た い も の と 考 え て い る 。 ま た 平 成 5 年 に
は 、 開 講 1 5 周 年 を 記念 し て 、 記念誌 を 発刊 し
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現在、 様々 な 未解決 な 環境問題、 未解明 な健
康問題 は 世界的規模 に 広 が っ て い る 。 そ う し た
問題の 重要性、 複雑性、 広範性 を 思 う に つ け 、
本学の学生諸君 を は じ め 、 若 い人々 が一人 で も
多 く 社会医学 ・ 公衆衛生学 に 関心 な 持 っ て く れ
れ ば幸 い と 考 え る 。 学生実習 で は フ ィ ー ル ド 調
査等 を 中心 と し た 地域や職場での体験 を 重視 し
た も の に な っ て い る が、 公衆衛生学的考 え 方 を
身 に つ け る 、 良 い き っ か け と な る こ と を期待 し
て い る 。 若 い 諸君 と と も に 、 公衆衛生学視 点
(パ ブ リ ッ ク ・ ヘ ル ス ・ マ イ ン ド ) を 身 に つ
け 、 新 た な 創造的分野 を 開拓、 前進す る こ と を
期待 し て や ま な い 。
法 医 学
昭和59年 1 月 1 日 付で大谷勲教授が岐阜大学
へ転任 し 、 同 年 6 月 1 日 付 で滝津久夫 が着任
し 、 次 の 10周 年 を 担当 す る こ と に な っ た 。 昭和
60年 当 時 は滝淳、 中村功教務職員 、 村井規伊子
事務官 の 3 名 で細々 と 講座 を 運営 し て い た が、
昭和62年度概算事項 で助手 1 名 を講師 に 振 り 替
え る 要求が認可 さ れ、 同年10月 に 藤倉隆が群馬
大学医学部第一病理学講座か ら 講師 と し て 着任
し 、 ま た 、 昭和63年 4 月 に 筑波大学医学研究科
(法医学) を 修 了 し た 小湊慶彦 が助手 と し て 着
任 し た の で、 充 実 し た 講座運営が可能 と な っ
た 。 中村 は 昭和63年 5 月 に都合 に よ り 退職 し 、
後任 と し て 新潟医療技術専門学校 を 卒業 し た 畑
伸秀が同年 6 月 に 着任 し た 。 藤倉 は平成 4 年 1
月 に 藤田保健衛生大学医学部法医学の助教授 と
し て 転出 し 、 翌年10月 20 日 付で同大学 の教授 に
昇進 し た 。 小湊 は 4 年 2 月 に講師 に 昇任 し 、 同
年 4 月 か ら 翌 年 1 月 ま で ワ シ ン ト ン 大 学The
Biomembrane Institute， ヲ | き 続 き 平成 6 年 7
月 ま でハ ー バ ー ド 大学The Center for Blood 
Research に 留 学 し た 。 高 塚 尚 和 は 富 山 医 科薬
科大学医学部 を 平成 4 年 3 月 に 卒業 し 、 同年 5
月 助手 と し て 採用 さ れた が、 平成 6 年 3 月 辞職
し 、 4 月 か ら 新潟大学医学部 の 医学研究科 に 入
学 し 、 病理学 を 専攻 し て い る 。 村井 は平成 4 年
10 月 に 結婚 し 、 小湊 と 改姓。 富 山 医科薬科大学
医学部 を 卒業 し た 研究生 の 島 田一郎が平成 7 年
4 月 に 助手 と し て 採用 さ れ た 。
A B O 式血液型 の遺伝生化学 を 主題 と し て 、
A 3 型 の 糖転移酵素、 血液型 キ メ ラ 、 血液型糖
転移酵素 に対す る モ ノ ク ロ ー ナ ル抗体の作製、
ヒ ト 培養細胞 に 発現す る A B O 抗原 と 糖転移酵
素活性等 に つ い て 研究発表 を 行 っ た 。 A B O 式
血液型 の研究 は 既 に c D N A の構造が明 ら か に
さ れ、 遺伝子発現機構 の 解 明 が 当 面 の 目 標 と
な っ て い る が、 米 国 で研修 を 積 ん だ、小湊が こ の
研究 を 展 開 中 で あ る 。 ま た 、 法医実務 に 直結す
る 研究 と し て 、 麻酔事故、 モ ン キ ー レ ン チ 損
傷、 血管造影 を 用 い た 脳損傷の病理等 に つ い て
の報告 を 行 っ た 。 10年間 の論文発表数 は 欧文13
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編、 和文 4 編で、 科研費の 受領状況 は 一般研究
C 2 件、 奨励研究 3 件で あ る 。 10年間 の 司 法解
剖 は 252体、 親子鑑定 は 16件、 そ の 他 の 鑑定 1 3
件 で あ る 。 司 法解剖 の 内訳 を死因の種類 に 従 っ
て 分類 し て み る と 、 病死お よ び 自 然死19、 交通
事故59、 転倒転落 3 、 溺死21、 焼死 9 、 窒 息 1
2、 中 毒 4 、 凍死 な ど の 異状温度 に よ る 死 3 、
自 殺25、 他殺 72、 そ の 他 お よ び不 詳 の 外 因 死
4 、 不詳の 死2 1 で あ る 。 な お 、 法医鑑定 に お い
て 歯学鑑定が必要 な場合 に は 、 歯科 口 腔外科古
田 勲教授 の 御協力 を い た だ き 、 ま た そ の 他 に 関
係 す る 分野 の 諸先生か ら も 適切 な 見解 を お 聞 き
し て い る 。
以上 の研究 ・ 鑑定活動か ら 得 ら れ る 成果 を 学
生 の 教育 に 反映 さ せ て い る が、 『臨床医 と し て
異状死体 に 直面 し た 際 に 的確 に 対応 す る こ と が
出来 る 」 こ と を 教育の重点 目 標 と し て い る 。 即
ち 、 他の講座で取 り 扱わ れ る こ と の な い 外国死
の 教育で あ る 。 外因死で あ れ ば、 そ の死者 は 身
体生命権が侵害 さ れて い る 場合が あ る わ け で、
そ れ を 診た 医師 は 当然人権保全 の た め の活動 を
開始 し な け れ ば な ら な い 。 そ の た め に 、 外因死
の死体所見 に つ い て の知識、 死体 を 検案 し た 医
師が行 う 必要 の あ る 手続 き や書類作成 の 知識等
が必要で あ り 、 そ の 際 に 、 医師の法的立場 と 社
会的責任 を 認識す る 必要 が あ り 、 特 に こ の 点 を
強調 し て 教育 を 行 っ て い る 。 更 に 、 最近で は 医
の倫理等 に 関す る 教育が強 く 要望 さ れて お り 、
医療事故 に 対す る 適切な対応、 医療訴訟 の 正 し
い 理解、 賠償医学及び医事法制 に 関す る 知識等
の 医学 と 法学 に ま た が っ た 学際的 な 教育 も 非常
勤講師 を 活用 し て 行 っ て い る 。 実習 で は 法 医学
的物体検査、 毒物検査、 司 法解剖 の 見学 お よ び
司 法解剖 で得 ら れた 材料 に つ い て の 肉眼及 び組
織標本観察等 を行 っ て い る 。 な お 、 従来行 っ て
い た 血液型 と 輸血 に 関す る 実習 は輸血部が整備
さ れた こ と に 伴 っ て 担当 講座へ移行 し た 。
法医鑑定 に対 し て 、 平成 3 年 7 月 に 富 山 県警
察本部長の 感謝状が授与 さ れ た 他、 富 山 県警察
医会、 富 山 地方検察庁、 富 山 県警察学校お よ び
富 山 県消 防学校 な ど に お け る 講演、 講義等 の社
会活動 も 行 っ て い る 。
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内 科 学 ( 1 )
昭和51年 4 月 、 矢野三郎初代教授 の 着任 に よ
り 第一 内科学教室が発足 し た 。 以来、 開 院 当 初
の 草創期 を 経て 、 平成 4 年 2 月 着任 し た 小林教
授 の も と で第二世代 を 迎 え て い る 。 最近10年間
を振 り 返 る と 大 き な行事 と し て は 矢野前教授 の
も と で 日 本感 染 症 学会 中 日 本地 方 会 (平成元
年) 、 和漢 医薬学会 (平成 2 年) を 主催 し た 。
ま た 、 小林教授 の も と で 国 内 外 の 一線の研究者
を 招 い て 分子糖尿病学 シ ン ポ ジ ウ ム (平成 6
年) を 主催 し た 。 主 要 な 人事 と し て は 矢野教授
の 刀 根 山 病 院へ の 転 出 (平成 3 年 4 月 ) 、 小林
教授 の 着 任 (平成 4 年 2 月 ) 、 加藤助教授 の 済
生会高岡病院副院長 へ の 転 出 (平成 6 年 1 月 )
が挙 げ ら れ る 。 現在、 卒後 5 年以 内 の 医局 員 が
教室員 の 過半数 を 占 め る と い う 大変若 い教室で
あ る が草創期か ら の活発で 自 由 な 雰囲気 は 受 け
継がれて い る 。 毎年、 春 に は 野球大会、 秋 に は
1 泊 2 日 の 医局旅行が催 さ れ、 ま た 、 忘年会、
歓送迎会 な ど 、 折 に 触れ て 医局員 の親睦が深 め
ら れて い る 。 関連病院 も こ の 10年間充実 し 、 済
生会高 岡病院 を 中 心 に 糸 魚 川 総合病院、 井波総
合病院、 高 岡 市民病院、 あ さ ひ総合病院、 県立
中央病院 な ど地域 の 中核病院 に 教室 よ り 常勤医
師が派遣 さ れ、 診療 に あ た っ て い る 。 ま た 、 平
成 7 年 よ り 呼吸器 の 研修 と し て 大阪府立羽曳野
病院 に 教室員 を 派遣す る こ と と な り 、 呼吸器 の
診療 の レ ベ ル の 向上 に 貢献す る も の と 期待 さ れ
る 。
研究面 で は 、 当 教室 は 内分泌、 代謝学 を 中心
に 呼吸器学、 腰原病学 と 多様 な 領域 を 担 当 し て
お り 、 研究 テ ー マ も イ ン ス リ ン作用 の シ グ ナ ル
伝達機構 (高 田 、 笹 岡 ) 、 イ ン ス リ ン 遺伝子異
常症の研究 (大角) 、 E P A 、 D H A な ど の 不
飽和 多価脂肪酸 の 研究 (浜崎) 、 動脈硬化、 糖
尿病 に お け る 血管 内 皮細胞 の 病態 (浦風) 、 肺
癌 に お け る 癌 お よ び癌抑制遺伝子 (水島) 、 び
ま ん性肺疾 患 の 病態 解明 及 び治 療 の 検討 ( 山
下、 丸 山 ) 、 R A 滑膜細 胞 の 病 態 と そ の 制 御
(杉 山 ) な ど 多 彩 で あ る が い ず れ の 研究 も 生化
学、 分子生物学、 免疫学 的手法 を 駆使 し て 病態
を 解明 す る と い う 点 で一致 し て お り 、 必要 と す
る 設備 は共通 し て い る た め効率の よ い研究体制
と な っ て い る 。 ま た 、 毎 月 I 回、 全 グ、ル ー プの
研究 ス タ ッ プ の 出 席 の も と での研究発表会 で は
多 面 的 な 討論 が 行 わ れ る 他、 研究 の イ ン ス ピ
レ ー シ ョ ン や 新 し い 実験手技、 測定法 の情報な
ど得 る も の が大 き い 。 研究成果 は 国 内 の 総会、
国 際学会 に 報告す る 一方、 英文論文 と し て ま と
め 、 一 流 の 国 際誌 に 投稿 す る よ う に 指 導 さ れ
る 。
教育の 面 で は 、 4 年次か ら 始 ま る 内科学 の 各
論講義 で は 糖尿病、 内分泌、 代謝、 呼吸器、 腰
原病 の 各分野 の 系 統講義が担当 教官 に よ り 行わ
れ る 。 各講義 の 度 に 出 席 の 確認 を 兼 ね て 講義 に
対す る 感想、 を 聞 く よ う に し て い る が、 こ れ は講
義 に 対す る 学生の評価 を 知 る こ と がで き 、 今後
の講義 の参考 に な る こ と が多 い 。 5 年次後半以
降、 ベ ッ ド サ イ ド 教育が始 ま る が、 各 グ ル ー プ
2 名 の教官が担当 す る 。 学生 は病棟患者 を 各 自
I 名割 り 当 て ら れ、 そ の 患者 に つ い て の 病歴聴
取、 診察、 診断 ま で担 当 教官 の 指 導 の 下 で学習
す る 。 ま た 、 患者診察 の 合聞 に 小 レ ク チ ャ ー が
バ ラ ン ス よ く 組 ま れて お り 、 学習分野 に 偏 り が
で き な い よ う に 配慮 さ れて い る 。 最終 日 に は各
自 の症例 と そ の テ ー マ に つ い て 教授 の 前で発表
し 、 ア ド バ イ ス を 受 け る 。 臨床実習 に対す る 要
望 な ど の ア ン ケ ー ト を も と に 改善 さ れ、 よ り 充
実 し た ベ ッ ド サ イ ド 教育が行わ れ て い る 。 当 科
の 5 、 6 年次 の 臨床講義 で は入院患者 の 疾 患 に
つ い て 講義 が行わ れ る が、 患者の協力 の も と に
で き る だ け講義 に 出席 し て い た だ く よ う に し て
い る 。 ま た 、 学生が患者 の プ ロ ト コ ー ル を 作成
し 、 学 生 主 導 の プ レ ゼ、 ン テ ー シ ョ ン が 行 わ れ
る 。 現在、 よ り よ い 臨床実習 を め ざ し て 改 良 を
加 え て い る が、 そ の 際学生の意見 を 十分尊重す
る よ う に し て い る 。 教室 の 方針 と し て は 、 優秀
な 臨床 医 の 育 成 が ま ず第 一 で、 次 に 国 際性 を
も っ た 臨床研究 を 第二 に 考 え 、 富 山 県 と い う 地
域 に 根 ざ し て 世界 に 発展 す る 教室 を 目 標 と し て
い る 。
内 科 学 (2)
内科学第二講座 の 開講か ら 昭和60年 ま での 沿
革 は本学の 開学十周 年記念誌 に 詳 し い 。 当講座
は昭和52年 4 月 に 金沢大学第一内科の杉本恒明
助教授が初代教授 と し て 着任 し 発足 し た 。 循環
器、 腎 ・ 高血圧、 神 経 内 科 を 担 当 し 、 以 後 ス
タ ッ プ の充実 に と も な い 、 診療、 教育、 研究面
での体制が次第 に 整備 さ れた 。 そ の 過程で昭和
58年 6 月 に 杉本教授が東京大学第二内科教授 と
し て転出 し 、 同年1 1 月 に 京都大学第三 内科の篠
山重威講師が二代 日 の教授 と し て 着任 し た 。
昭和61年 3 月 水村泰治助教授が上尾中央総合
病院副院長 と し て 転 出 し 、 4 月 に は藤 田 正俊助
手が講師 に 昇任 し た 。 周年 4 月 、 高 田 正信講師
がオ ー ス ト ラ リ ア に 留学 (研究休職) 、 7 月 に
飯田博行講師が助教授 に 、 中 島久宣助手が講師
に そ れ ぞ れ昇任 し た 。 昭和63年 3 月 中 島講師が
音羽病院循環器部長 と し て 転 出 し 、 4 月 高田講
師が復職 し た 。 篠山教授 の 指 導 の も と 、 循環器
と 腎 ・ 高血圧 の領域での研究が発展 し 、 こ と に
循環器の分野で は虚血、 心不全、 不整脈、 心筋
炎 に 関す る 欧文原著が多 数発表 さ れた 。
平成 4 年 1 月 篠山教授が京都大学第三 内科教
授 と し て 転 出 し 、 そ の後任 と し て 東京大学検査
部 の 井上博講師が第三代教授 と し て 12月 に 着任
し た 。 平成 5 年 4 月 飯田助教授が県立中央病院
内科部長 と し て 、 藤田講師が京都大学医療技術
短期大学教授 と し て そ れ ぞれ転 出 し た 。 同年 4
月 麻野井英次助手、 5 月 藤木明助手が そ れ ぞ れ
講師 に 昇任 し た 。 同年 6 月 高 田 講師が助教授 に
昇任 し た 。 診療、 研究 の体制 は篠山教授時代 の
体制 を 踏襲 し つ つ 、 約 9 年間不在で あ っ た 神経
内科の専門 医 を 補充 し 、 減少傾向 に あ っ た 新入
局員 の獲得 に も 努 め 、 平成 6 年 4 月 に は 7 名 、
7 年 4 月 に は 5 名 の新入局員 を 迎 え た 。 平成 7
年 4 月 1 日 現在 の 在籍者数 は 50名 ( う ち 2 名 は
海外留学中、 大学院生 は 4 名 、 研修医 は 12名)
で あ る 。 こ れ に エ ジ プ ト か ら の 国 費 留 学 生 1
名 、 技官 1 名 、 研究補助員 4 名 が加わ る 。 な お
海外か ら の 留学生 は 、 講座開設以来延べ 4 名 で
あ る 。
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研究面で は 、 教授、 藤木講師 の指導で不整脈
お よ び失神発作の機序の解明、 自 律神経 と 不整
脈 の 関係 、 心房細動 ・ 粗動 に 関す る 臨床 お よ び基
礎研究が進 め ら れて い る 。 高 田助教授、 安本耕
太郎助手、 供 田文宏助手 (研究休職 中 ) の グ ル ー
プ は 高血圧症の 心肥大 の 退縮、 腎血行動態、 血小
板機能、 血管内皮機能 を 中 心 に 研究 を 発展 さ せ
て い る 。 麻野井講師 の グ ル ー プ は各種心疾 患例
の 心機能、 自 律神経機能 と の 関係 を 追求す る 一
方 で、 慢性 の 心不全犬 モ デ ル を 作成 し 心機能、
自 律神経機能 の 変化 に 加 え て 、 薬剤 の 効果 を 生
体位心 お よ び摘出心筋標本で検討 し て い る 。 三
羽邦久助手 の グル ー プ は 異型狭心症 を 中心 に 、
脂質代謝、 M g 代謝、 喫煙 ・ 飲酒の影響 を研究課
題 と し て い る 。 岸本千晴助手 の グ ル ー プ は ウ ィ
ル ス 学講座 の 白 木公康教授 と の 共 同 研 究 で、
ウ ィ ル ス 性心筋炎 の 実験研究 を継続 し て い る 。
こ の 他、 心不全モ デノレ の 心筋細胞 内 C a ハ ン ド
リ ン グ、 冠側副循環 の病態生理 に 関 す る 臨床 お
よ び基礎研究 も 行わ れ て き た 。 高嶋修太郎助手
は神経 内科の専門医 と し て 心疾患例 の 脳血管障
害合併 に つ い て 臨床研究 を 行 う と と も に 、 微小
針電極 に よ る 筋交感神経活動電位 を記録 し 、 各
種病態 に お け る 自 律神経機能 の評価 を 試 み て い
る 。 泉野潔助手 の グ ル ー プ は 、 飯 田 前助教授 と
の 共同研究 テ ー マ で あ っ た 腎 炎 の 実験モ デ ル で
免疫学的検討、 細胞外マ ト リ ッ ク ス の意義 な ど
を 中 心 に 、 腎炎発生 ・ 進展 の機序の解明 を 試 み
て い る 。 能沢孝助手 は核医学的手法 を 用 い て 心
不全時の 心臓 自 律神経機能 を 交感神経 β 受容体
レ ベ ル の 変化か ら 検討す る こ と を 試 み て い る 。
以上の結果 は 、 欧文原著 と し て 報告 さ れ て お
り 、 こ の 10年間 の 欧文原著 の 数 は 、 昭和60年度
11篇、 61年度10篇、 62年度33篇、 63年度38篇、
64年 (平成元年) 度31篇、 2 年度28篇、 3 年度29
篇、 4 年度38篇、 5 年度34篇、 6 年度23篇で あ る 。
上述 の ス タ ッ フ の他 に 井 内和幸、 余川 茂、 秋
山 員、 吉 田 繁樹、 三川 正人、 酒井成、 木原康樹
は 昭和60年 4 月 以 降助手 と し て 在籍 し 、 診療、
研究、 教育 に 従事 し た 。 こ こ に 氏名 を 記 し 、 講
座 の 発展へ の貢献 に 対す る 謝意 と し た い 。
(井上 博)
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内 科 学 (3)
内科学第 3 講座 は 昭和54年 4 月 に 佐々 木博教
授 の 着任 と と も に 開講 さ れ、 主 と し て 消化器疾
患 と 血液疾 患 の 教育 の充実、 研究業績 と 診療 レ
ベ ル の 向上 に 努力 し て き た 。
昭和60年 4 月 以後 の 主 な 教室人事 は以下の 如
く で あ る 。 昭和60年青 山 と 山崎 (徹) が、 ま た
昭和62年 に は 窪 田 が助手 に 任 じ ら れ、 昭和63年
は小島講師が 日 本大学病理学教室へ転 出 し 、 そ
の 後任 に 、 保健管理セ ン タ ー講師 と し て 転 出 し
て い た 斎藤が復帰す る と と も に 、 稲土が助手 に
発令 さ れた 。 佐々 木教授 は 昭和63年 8 月 本学副
学長 ・ 附属病院長 に 任ぜ ら れ、 井上恭一助教授
が代行す る こ と に な っ た 。 な お 同 年 4 月 に 開講
10周 年 を 記念 し て講演会 と 10周 年記念誌が刊行
さ れた 。
平成元年 6 月 教授会 は佐々 木教授 の 後任 と し
て 岡 山 大 学 第一 内 科助教授 の 渡 辺 明 治 を 選 出
し 、 同年 9 月 第 2 代 目 教授 と し て 着任 し た 。 渡
辺教授 は従来の教室運営 を 維持 し な が ら 新 し い
考 え で教育 と 研究 に 取 り 組 み 、 同 年 若林、 宮
林、 南部、 山崎 ( 国 ) が、 ま た 翌年 に は 清水 と
高原が助手 と な り 、 研究活動 に 新 し い 展開が は
か ら れた 。 助教授 と し て 教室 の 発展 に 努力 し た
井上 は 関西医科大学第三内科教授 に 選出 さ れ、
平成 2 年 5 月 に 富 山 を 離 れ た 。 そ れ に 伴 い 田 中
三千雄が助教授 に 、 樋 口 が講師 に 昇任 し 、 血液
疾患 を 担 当 し た 山崎 (徹) の 後任 と し て 平成 3
年村嶋が岡 山大学第二 内科か ら 助手 と し て 着任
し た 。 平成 5 年 4 月 に 病院輸血部 の 新設 に 伴い
平成 6 年 2 月 そ の 専任講師 (副部長) に 樋 口 が
選出 さ れ、 高原が講師 に 、 土 田 が助手 に 任ぜ ら
れた 。 さ ら に 同 年 4 月 か ら は血液学 を 専攻 し た
本学卒の 加藤が助手 と し て 加わ り 、 漸 く 血液学
の教育、 研究、 診療が充実す る こ と に な っ た 。
平成 7 年 3 月 末現在 の教室員 は教授、 助教授
以下、 講師 2 名、 助手 6 名 、 医員 6 名 、 大学院
生 6 名 、 協力研究員 9 名 、 研究生23名 な ど在籍
者 は 63名 と な っ て い る 。 そ の後 の 入局者 と 大学
院への入学者 の 数 は 、 昭和61年 9 ( 0 ) 名、 62年
5 ( l ) 名 、 63年 3 ( 2 ) 名 、 平成元年 7 ( 1 ) 名 、
2 年 6 ( 1 ) 名 、 3 年 7 ( 0 ) 名 、 4 年 3 ( 2 ) 名 、
5 年 2 ( 2 ) 名 、 6 年 7 ( 1 ) 名 で あ る 。
渡辺教授 は海外留学 を 奨励 し 、 こ の 5 年間 の
国外留学者 は 清水、 高原、 安村、 中 山、 斎藤、
岡 田 、 愛場 の 7 名 を 数 え る 。 研究活動 に つ い て
は 、 佐々 木教授が電顕 を 含 む肝臓形態学 を 専門
と し て い た た め に 肝疾患 の形態 ・ 免疫 ・ ウ イ ル
ス 学的研究 が 中 心 に 行 わ れ て き た が、 渡辺教授
が肝臓の 生化学 を 専門 と す る た め 、 平成元年以
後 は 形態 を 基礎 と し た 機能面の研究が積極 的 に
取 り 入れ ら れ る こ と に な っ た 。 肝臓病の 領域で
は教授指導 の も と に 肝不全、 肝再生の 病態成立
過程の解明 と 潜在性脳症 の概念 の 確立 に 向 け て
努力 が な さ れ、 高原講師 の グ ル ー プ は肝線維化
や 肝細胞障害 ・ 修復 に 関 す る in situ hybridi­
zation や 分子 生物学 的研究が、 ま た 清水助手
を 中心 に ウ イ ル ス 肝炎 の 慢性化機序や 自 己免疫
性肝炎 の病態発生 に 関 す る 分子免疫学的解析が
行わ れ、 さ ら に 南部、 土 田 助手 ら に よ る 肝細胞
癌 の 遺伝子診断や肝細胞培養 の研究が進行 中 で
あ る 。
消化管 の 分野で は 田 中助教授、 若林助手 が中
心 と な り 消化性潰壌 の 治癒過程 の病態多様性や
Helicobacter ρ'ylori の 遺伝子解析、 胃 粘膜 リ ン
脂 質 や 大腸発癌 の 生化 学 的研 究 が行 わ れ て い
る 。 さ ら に 、 斎藤講師 の グ ル ー プ は教室 で樹立
さ れた ハ ム ス タ ー や ヒ ト の醇癌細胞 の 培養株 を
用 い た 分化誘導 と ア ン チ セ ン ス 治療 な ど、 細胞
生物学的研究 を 行 い 、 村嶋、 加藤助手 ら は 悪性
リ ン パ腫 の 予後因子の解析や末梢血幹細胞移植
と 自 家骨髄移植 に 取 り 組ん で い る 。 な お 、 こ れ
ら 研究 に お け る 科学研究費補助金 の 受入れ は こ
の 10年間で32件 に な る 。
教育面 で は 、 平成 5 年か ら 内科診断学実習 マ
ニ ュ ア ル を 発刊 し て 診断学実習 の 充 実 を 試 み、
平成 6 年度 か ら は 系 統講義 と 臨床実習 の 手 引 き
( シ ラ パ ス ) を 作成 し 、 臨床講義 も 学生主体の
セ ミ ナ ← 方式 に 変更 し た 。 ま た 同 門会 は 昭和63
年 2 月 に 発足 し た が、 平成元年秋か ら は 毎 年秋
に 同 門会が定期的 に 開催 さ れ、 同 門会誌が発刊
( 現 在 6 号) さ れ、 同 門 会 奨 励 賞 ( 5 氏 が 受
賞) が設 け ら れた 。
度 膚 科 学
皮膚科学教室 は 昭和54年 に 諸橋正昭教授 の 着
任 と と も に 正 式 に 発足 し た 。 発足 当 時 4 名 で
あ っ た 医局員 も 、 本学卒業生お よ び地元 出 身 の
他学卒業生 を 中心 に 毎年 1 � 3 名 の 入局者が あ
り 、 平成 7 年 4 月 現在出張者 も 含 め 30名近い人
数 と な り 診療、 研究、 教育い ずれの面で も 著 し
く 充実 し て き た 。
こ の 問、 五十嵐が昭和56年新潟県立中央病院
に 、 須藤が昭和62年厚生連三条病院 に 、 丸 山 が
平成 6 年 に 新潟第二済生会病院 に 赴任 し た 。 ま
た 、 福居が昭和56年 に 、 宮入が昭和61年 に 、 小
西が昭和62年 に 、 池 田 が昭和63年 に 、 高橋が平
成 3 年 に 、 鈴木が平成 4 年 に 、 春木が平成 6 年
に 、 鐘居が平成 7 年 に 開業 し て い る 。
一方、 教室 か ら 高橋が昭和56年 よ り 2 年間米
国 ・ ウ ェ イ ン大学皮膚科 に 、 丸 山 が平成 2 年 よ
り 1 年間 オ ラ ン ダ ・ ラ イ デ ン大学皮膚科 に 、 大
津山 が平成元年 よ り 3 年間、 続 い て 豊本が平成
4 年 よ り 2 年間米国 ・ ア イ オ ワ 大学皮膚科 に 、
宮崎が平成 5 年 よ り 1 年間米国 ・ パ ン ダー ビ ル
ト 大学皮膚科 に 留学 し た 。 現在、 松井が平成 5
年 よ り 米国 ・ ス タ ン フ ォ ー ド 大学皮膚科 に 、 豊
田 が平成 6 年 よ り 米国 ・ ボ ス ト ン大学皮膚科 に
留学 中 で あ る 。
外国か ら は 、 北京中 医学院皮膚科 ・ 李秀敏先
生が、 イ ン ド ネ シ ア ・ ハ サ ヌ デ ィ ン大学皮膚科
Ratnawati先生が 1 年間、 ス ウ ェ ー デ ン ・ カ ロ
リ ン ス カ 病院皮膚科Hans Carlberg先生が 2 カ
月 間客員研究員 と し て 滞在 し た 。
学会関係 で は 、 諸橋教授が会頭 と し て 第37回
日 本皮膚科学会 中部支部学術大会 を 、 昭和61年
9 月 に 、 第21 回 日 本電顕皮膚生物学会 を 平成 6
年 8 月 に 、 第 四 回 日 本接触皮膚炎学会 を 平成 6
年11 月 に 、 そ れ ぞ れ富 山 県民会館で主催 し た 。
教室 の行事 と し て は 、 毎週木曜 日 に 症例検討
会、 組織検討会、 抄読会及び医局会 を 行 っ て い
る 。
教室 で は 、 免疫 ・ ア レ ル ギ ー性皮膚疾患、 皮
膚付属器疾患、 角 化症、 皮 膚 腫場、 色 素 異 常
症、 皮膚疾患 と 和漢薬 な ど を 専門領域 と し 、 教
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育 ・ 研究 ・ 診療 を 行 っ て い る 。
診療面で は 、 一般外来 の ほ か、 専門外来 と し
て 、 ア ト ピ ー外来、 パ ッ チ テ ス ト 外来、 症療外
来、 脱毛外来、 乾癖外来 な ど を 開設 し て い る 。
皮膚外科 の 分野で は 手術用顕微鏡 を 導入 し 、 形
成外科的手法 に て 腫壌の根本的治療や整容的要
望 に 応 え る 手術 を 心懸 け て い る 。
研究面で は 、 上記領域 の皮膚疾患 の 病態 ・ 治
療 に 関 す る 研究 を 電顕病理学 的、 免疫組織学
的、 生化学的、 薬理学的、 分子生物学的 に 多 方
面か ら ア プ ロ ー チ し て い る 。 こ れ ら の 業績 に 対
し て 、 和漢医薬学会や Society for Cutaneous 
Ultrastructure Research で学会奨励賞 を 受賞
し て い る 。 細菌学 グ ル ー プで は 、 漢方薬や抗生
剤 の P. acnes に 対す る 抗 リ パ ー ゼ、 活'性、 抗炎
症 作 用 、 抗菌作用 を 検討 し て い る 。 薬理学 グ
ル ー プで は 皮膚 の 培養系 を 確立 し 、 ア ト ピ ー性
皮膚炎、 乾癖等 の 皮膚疾患 の脂質代 謝 に 及 ぼす
薬剤 の影響 を 検討 し て い る 。 電顕 グ ル ー プ で は
皮膚疾 患 の 病態治療 に 関す る 電顕病理学的研究
を 行 っ て い る 。 皮膚生理学 グ ル ー プ で は 、 パ ッ
チ ク ラ ン プ法 お よ び細胞容積解析法 を 用 い て 、
皮膚疾患 の 病態 を 検討 し て い る 。 免疫 グ ル ー プ
で は 、 免疫 ・ ア レ ル ギ ー性皮膚疾患、 皮膚腫壌
の 生化 学 的、 免疫組織化学 的検討 を 行 っ て い
る 。
教育面 に つ い て は 学生教育の 充実 を 図 る た め
講座開設後、 福代良一、 広根孝衛、 上 田 恵一、
佐藤良夫、 新村異人、 伊藤雅章 の各教授 に 非常
勤講師 を 依頼 し て き た 。
ま た 、 外 国 よ り 、 Strauss 教授 ( ア イ オ ワ 大
学) 、 Ray 教 授 ( ア イ オ ワ 大 学) 、 King 教 授
(パ ン ダー ビ ル ト 大学) 、 Hashimoto 教授 ( ウ ェ
イ ン 大学) 、 Black 教授 ( ロ ン ド ン 大学) 、 Burg
教授 ( チ ュ リ ッ ヒ 大学) 、 Korting 教授 ( ミ ュ
ン へ ン 大 学) 、 Mommaas 教 授 ( ラ イ デ ン 大
学) 、 Liden教授 ( カ ロ リ ン ス カ 研究所) 、 Serup
教授 ( コ ペ ンハ ー ゲ ン大学) な ど、 30名以上の
先生方が本学で学生講義 や セ ミ ナ ー を さ れた 。
今後、 ま す ま す教育、 臨床、 研究面 と も に 充
実 さ せ 、 皮膚科学 の 進歩 に 貢献 し て い き た い と
考 え て い る 。
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小 児 科 学
小児科学講座 は 、 昭和52年 に 富 山 県立 中 央病
院 の創設準備室 に お い て 岡 田初代教授 と 鈴木前
助教授 の 2 人で ス タ ← ト し た 。 昭和53年 に 現在
の 医局 に 号 | っ 越 し ( 医局員 4 人) 、 昭和54年 の
附属病院開院 ま で に 医局 員 10人 と な り 本格 的 な
活動が始 ま っ た 。 そ の後、 昭和56年の本学第 1
期生卒業後 は毎年着実 に 入局者が あ り 、 現在 ま
で に 60名 を 超 え る 大所帯 に ふ く れ あ が っ た 。 ま
た 、 数年前 よ り 医 局 員 の 新 陳 代 謝 が徐 々 に 起
こ っ て お り 、 他大学へ の 移籍、 関連病院へ の 就
職、 開業 と 、 大学 内 か ら 外へ、 そ し て 地域医療
へ と 広が り を 示 し て い る 。
医局員 の増加 に 伴 っ て 当 教室 の 研究 テ ← マ も
年々 変化 ・ 発展 し 、 現在 で は 小児科学 の ほ ぼ全
領域 を カ パ← す る ま で、 に 至 っ て い る 。 以下 に そ
の 主 た る も の を 記す 。
小児 腎臓病研究班 : 教室 の メ イ ン研究班 で あ
り 、 開講当 初 よ り 活動が始 ま っ た 。 腎組織学的
研究で は 、 光顕、 蛍光抗体、 電顕の 基本的手法
は す べ て 教室 内 で処理 可能 で あ り 、 多彩 な病態
を 有 す る 小児期腎疾患の診断 ・ 治療方針 の 決定
に 貢献 し て い る 。 そ し て 、 腎生検標本 は現在 ま
で に 1， 000例 を 超 え 、 質量 と も に 全 同 で ト ッ プ
ク ラ ス で あ る 。 さ ら に 、 組織免疫学的検討、 組
織変化 の 定量的評価 な ど 、 腎疾患の病態解明、
増悪因子 に 関す る 研究が進 ん で お り 、 そ の 成果
が期待 さ れ る 。 一方、 生化学的研究 で は 、 尿蛋
自 分析、 尿 中 酵 素分析 な ど を 中 心 に 行 っ て い
る 。 中 で も 、 特発性尿細管機能異常症、 体位性
蛋 白 尿 の研究 は特筆す べ き も の で あ る 。
小児神経疾患研究班 : 開院 よ り や や遅れて 、
昭和56年 よ り 活動 を 始 め た 。 痘撃性疾 患 の 臨床
脳波学的研究 を 主 に 行 っ て お り 、 脳波基礎波活
動 の 定量 的評価、 事象関連電位 P 300 な ど の コ
ン ビ ュ ー タ 技術 を 用 い た 研究 で は 多 く の成果 を
あ げて い る 。 い ずれの研究 も 年齢発達 を 考慮 し
た も の で あ り 、 神経疾患 を 発達的側面 よ り 捉 え
る 点 で注 目 さ れ る 研究で あ る 。 ま た 、 神経放射
線 学 的 研 究 で は SPECT を い ち 早 く 臨 床 応 用
し 、 て ん か ん に お け る 先駆的研究 を 行 っ た 。
ア レ ル ギ ー疾患研究班 : 開院 当 初 よ り 活動 を
開始 し た 。 瑞息児 に お け る 抗原分析、 気道過敏
性 に 関す る 研究 を 主 に 行 っ て い る 。 抗原分析 に
関 し て は 、 「 ユ ス リ カ 瑞息」 に 関 す る 研究 が最
も 注 目 さ れ る が、 ダニ や ゴ キ ブ リ 等 の 多種類の
抗原 に つ い て も 研究が進 ん で お り 、 環境整備 を
含 め た 幅 の 広 い検討が行わ れ て い る 。 気道過敏
性の研究 で は 、 幼児期か ら の測定法 を独 自 に 開
発 し 、 そ の 年齢発達 を 明 ら か に す る と と も に 、
瑞息 の 発症 に 係 わ る 因子の検討 を 行 っ て い る 。
循環器疾 患研究班 : 昭和61年 よ り 活動 を 開始
し た 。 心 エ コ ー の 定量的評価 に よ り 心血管系 の
年齢発達、 心運動 の 解析 を 行 い 、 最近で は 心筋
症 の 組織診断 法 の 確立、 MRI や 核 医 学 な ど を
用 い た 肺循環、 冠動脈の評価 に 関す る 研究 な ど
を 行 っ て い る 。 ま た 、 多 く の症例 に 恵 ま れ臨床
報告 ・ 研究 も 多 数 し て い る 。 活動 を 開始 し て か
ら ま だ短期 間 で あ る が、 北陸地 区 に お け る 小児
循環器 の 中核施設 と し て 期待 さ れ て い る 。
新生児 ・ 未熟児研究班 : 国立大学 と し て は 珍
し い 充実 し た NICU を 有 し て お り 、 地域 の新生
児医療 の 向 仁 に 貢献 し た こ と は 自 他 と も に 認め
る と こ ろ で あ る 。 研究面 で は 、 臨 床 研 究 の 他
に 、 未熟児 に お け る 腎機能 の発達 に 関す る 研究
を 主 テ ー マ に し て い る 。 尿細管機能 の評価 に 関
し て は 、 各種尿 中物質 の 測定 を 行い 、 発達 に 係
わ る 因子の検討 を 行 っ て い る 。
そ の 他、 血液 ・ 悪性腫場研究班 も 臨床研究 を
主 に 活動が始 ま り 、 今後の 発展が期待 さ れ る 。
こ の様 に 、 多 方面 に わ た る 研究班が併存 す る
こ と が 当 講座 の 特徴で あ り 、 互 い に 切薩琢磨 し
な が ら 発展 し て き た と い え る 。 各班 に 所属 す る
人員 は 未 だ少 な い が、 国 内外で多 数 の 発表 を行
い 、 広 く 認 め ら れ且つ 注 目 さ れ る 存在 と な っ て
い る 。 小児科学 は極 め て 広範 囲 の 疾 患 を対象 と
し て お り 、 成長 ・ 発達 を 考慮、 し な け れ ば い け な
い と い う 特殊性 を 有す る 。 今後 と も 、 広範 囲 の
疾 患 に対す る ア プ ロ ー チ を 目 指 し て 、 臨床 に直
結 し た 研究 テ ー マ を優先 し 、 臨床 に 還元で き る
成果 を あ げ て 行 き た い 。 そ し て 、 患 児 の 将来が
健康で生 き 生 き し た も の に な る 様 に 、 一層努力
す る 必要が あ る と 考 え て い る 。 (小西 徹)
精神神経医学
(1 )  基本方針
新設医科大学 の 臨床教室 と し て 、 当 教室 は 、
ま ず第 1 に 、 良 い 医師 を 養成す る こ と を 目 標 に
し て い る 。 精神科領域 は 医学部紛争の 発端 と な
り 、 現在 に お い て も な お そ の後遺症か ら 十分 に
は脱却で き て い な い 。 そ の 原因 は 、 近代 日 本 の
医学者が、 西洋医学 を 急速 に 摂取す る た め に と
ら ざ る を 得 な か っ た 研究至上主義が、 患者 の 中
で も と く に 弱 い立場 に あ る 精神障害者へ の 医療
の遅れ を も た ら し た こ と に あ っ た と 思わ れ る 。
し た が っ て 、 精神医学 に お い て は 、 臨床重視の
姿勢が も っ と も 必要 で あ る 。 第 2 に 、 研究 テ ー
マ に つ い て は 、 ア プ ロ ー チ の し や す さ よ り も 、
精神科 に お け る 重要疾患 の解明 を 目 標 と す る 。
そ う し な い と 、 研究成果 の あ が り に く い難 し い
疾 患 は 取 り 残 さ れ る お そ れが あ る 。 第 3 に 、 疾
患へ の ア プ ロ ー チ に 際 し て は 、 新 し い 方法 を積
極的 に 習得 し て い く 。 そ の た め に も 、 内地留学
や海外留学 を 積極的 に 進 め る 。 第 4 に 、 動物実
験 は 、 疾患 の解明 に と っ て 有意義 な も の と な る
よ う に 、 計画 を よ く 吟味 し て 行 う 。 第 5 に 、 そ
れぞれの方法 に 習熟 し た 教室員が互 い に 協力 し
て 、 総合的 な研究 を 進 め る よ う に す る 。
(2) 研究活動
以上の 方針か ら 、 昭和61年か ら の教室 の 主要
テ ー マ と し て 、 精神分裂病の 臨床的 ・ 基礎的研
究 を と り あ げ て い る 。 こ れ ま で の 成 果 と し て
は 、 大脳 の形態学的変化 と 発症年齢 と の 関連、
分裂病の 4 症候群 と そ の 局所脳血流、 眼球運動
か ら み た 認知特徴、 記憶障害、 抗精神病薬 の 作
用機序、 前頭葉障害モ デ ル の 実証的検討 (心理
学桜井助教授 と の共 同研究) 、 新 し く 嘆内皮質障
害モ デ ル の 作成 な ど が あ る 。 放射線科 と の 共 同
で、 脳画像撮像法 の検討 も 行 っ て い る 。 今後、
分裂病の 前駆状態 の特徴 を 明 ら か に し て 、 分裂
病の発症予防法 を 開発す る こ と が 目 標 で あ る 。
平成 4 年か ら は 、 厚生省精神 ・ 神経疾患研究
委託費の分担研究者 と な っ て い る 。 な お 、 青藤
助教授 は 、 事象関連電位、 神経心理学、 眼球運
動、 脳画像 に つ い て の造詣が深 い 。
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痴呆 に つ い て は 、 新 し く 富 山 医薬大式簡易痴
呆 ス ケ ー ル を 作成 し 、 コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 阻害
薬 の効果、 局所脳血流や定量脳波 と の 関連 を み
て い る 。
臨床脳波 に つ い て は 、 睡眠中 の 患者 の 行動 と
ポ リ グ ラ フ ィ ー を 同時 に 観察記録で き る シ ス テ
ム と コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 自 動解析 を 開発 し 、
睡眠時無呼吸や薬物脳波 の研究 を 行 っ て い る 。
て ん か ん に つ い て は 、 三辺講師が、 独 自 の キ
ン ド リ ン グ モ デルで、 研究 を 進 め て い た が、 平
成 5 年 に 国立精神 ・ 神経セ ン タ ー神経研究所の
室長 と し て 転出 し た 。
(3) 教 育
講義 に お い て は 、 医学 を 学ぶ態度 を 重視 し 、
毎 回 出席 を と り 、 出席票 に は 、 講義 の評価、 感
想、 な ど も 書 い て も ら っ て い る 。
実習 で は 、 積極的態度 を 養 う た め に 、 外来の
予診 を研修医 と 同様 に と り 、 教授 回診で は 、 所
見 を 報告 し 、 演 習 で は 、 そ れ ぞ れ 関 心 の あ る
テ ー マ に つ い て 、 自 主的 に 調べ て き て 発表 し て
も ら っ て い る 。 教室 の 抄読会 と 症例 カ ン フ ァ レ
ン ス で は 、 各学生か ら 少 な く と も 1 つ は 、 質 問
を し て も ら う よ う に し た 。
試験 に は 、 基本的事項 を 出題 し て 、 学生が何
が重要か を例年の試験問題 を通 じ て 学 び と れ る
よ う に し て い る 。
(4) 人 事
教授 : 故遠藤正臣、 倉知正佳 (昭和61年~現
在) 。
助教授 : 中村一郎、 倉田孝一、 背藤 治 (平
成 6 年~現在) 。
講 師 : 平野正治、 清水昭規 (昭和54年~現
在) 、 細 川 邦仁、 三辺義雄、 金 英道 (平成 6
年~現在) 、 鈴木道雄 (平成 7 年~現在) 。
以上の う ち 、 海外留学経験者 は 8 名 で あ る 。
当教室か ら は 、 富 山 県立 中央病院 を は じ め 県 内
外の 主要病院 に 順次教室員 が赴任 し て い る 。 本
学全体の 問題で も あ る が、 も う 少 し 、 入局者が
増 え て も ら い た い も の で あ る 。 そ の た め に も 、
学生時代 か ら 、 種々 の 問題 に 対 し て 主体的 に 取
り 組む創造的精神 を 養 う よ う な教育 を す る こ と
が重要 と 思 わ れ る 。 (倉知 正佳)
13θ 第 3 章 講座等 の沿革
放射線医学
昭和53年 4 月 、 教授柿下正雄、 助 手 羽 田 睦
朗、 事務官金井千樹が発令 さ れ、 新 し い教室づ
く り が始 ま っ た 。 12月 に 瀬戸光が講師 と し て 赴
任 し 、 教室づ く り が強化 さ れた 。
昭和54年 4 月 に は 石崎良夫が助手 に 発令 さ れ
た 。 10 月 、 大学附属病院 の 開院 に 伴 い 、 羽 田 が
講 師 ・ 医 局 長 に 、 二谷立介が助手 に 発令 さ れ
7こ 。
昭和55年 3 月 、 石崎が講師 に 昇任 し 、 4 月 金
井 に替 り 竹下清美 (現、 道林) が技官 に 発令 さ
れた 。 7 月 12、 13 日 の両 日 に わ た り 日 本 医学放
射線学会第73 回 中部地方会お よ び 日 本核医学会
第39 回北陸地方会 ・ 第30回東海地方会合同地方
会が本学臨床講義室で開催 さ れ、 病院施設 の 見
学 も 含 め 大盛会で あ っ た 。 9 月 に は瀬戸が助教
授 に 昇任 し 、 10月 に は古本尚文が助手 に 発令 さ
れ、 講座 と し て の 形態 も か な り 整 っ て き た 。
昭和56年 6 月 、 7 月 に 亀井哲也、 日 原敏彦が
そ れ ぞ れ助手 に 発令 さ れ た 。 昭和57年度 に は瀧
邦康、 麻生正邦が助手 に 発令 さ れ、 教室員 は 10
名 と な っ た 。 昭和60年 2 月 に 羽 田講師が放射線
部助教授 に 昇任 し 、 b崎講 師 が 医 局 長 と な っ
た 。 ま た 、 3 月 に 二谷助手が講師 に 昇任 し 、 日
原助手 が 山 梨 医 科大学放射線科助手 に 転任 し
た 。 7 月 、 征矢敏雄が助手 に 発令 さ れた 。
昭和61年 4 月 、 石崎講師が公立井波病院放射
線科部長 に 転 出 し た の に 伴 い 、 二谷講師が医局
長 に 任ぜ ら れた 。 ま た 、 亀井助手が講師 に 昇任
し た 。 そ の 年 の 4 月 23�24 日 第5 1 回 日 本温泉気
候物理医学会総会が柿下会長 の も と 宇奈 月 福祉
セ ン タ ー に て 開催 さ れ、 大 盛 会 で あ っ た 。 ま
た 、 7 月 7 、 8 日 に 日 本医学放射線学会第9 1 田
中部地方会 お よ び 日 本核医学会第14田 中部地方
会が富 山 県民会館 に て 開催 さ れた 。 同 7 月 、 中
嶋愛子が助手 に 発令 さ れ た 。
昭和62年12 月 に 寓葉泰久、 昭和田年10 月 に 渡
辺直人が そ れ ぞ れ助手 に 発令 さ れ、 平成 1 年 4
月 、 野村邦紀が大学院生 と な っ た 。 平成 2 年 1
月 、 辻 史 郎 が助 手 に 発令 さ れ、 4 月 、 蔭 山 昌
成、 清水正司 が大学院生 と な っ た 。 7 月 7 、 8
日 に 日 本 医 学放射線学会第103 回 中 部 地方 お よ
び 日 本核医学会第26 回 中 部地方会が高志会館 に
て 開催 さ れた 。 同 月 、 古本助手が氷見市民病院
内科医長 に 転 出 し た 。
平成 3 年 9 月 、 渡辺助手が米 ス タ ン フ ォ ー ド
大学核医学部門 に 留学 し 、 10月 、 蔭 山 、 野 口 京
が助手 に 発令 さ れた 。 平成 4 年 4 月 、 征矢助手
が青梅病院病院長 に 転 出 し た 。
平成 5 年 1 月 、 二谷講師が放射線基礎医学講
座助教授 に 転出 し た の に 伴 い 、 亀井講師が医局
長 に 任ぜ ら れ た 。 同 月 、 渡辺助手 が モ ノ ク ロ
ナ ー ル抗体の キ レ ー ト 剤 に 関す る 抗原性 に つ い
て の 研究 を 行 い 帰 国 し 、 4 月 、 講 師 に 昇任 し
た 。 同 月 、 野 口 助手が秋 田 県立脳研究所放射線
科 に 転 出 し 、 野村、 永 吉 俊 朗 が助 手 に 発令 さ
れ、 7 月 、 神 前 裕ー が 助 手 に 発令 さ れ た 。 12
月 、 亀井講師が済生会高同病院放射線科部長 に
転出 し た の に 伴 い 、 野村助手が医局長 に任ぜ ら
れ た 。 平 成 6 年 4 月 、 清 水 が 助 手 に 発令 さ れ
fこ O
最近10年 の教室の研究主題 と し て は 、 放射性
薬剤 に よ る 腫揚核医学お よ び治療効果 の評価、
微量放射線 に よ る リ ンパ球染色体の 影響、 M R
お よ び ド ッ プ ラ ー エ コ ー に よ る 血流 測 定、 C
T 、 M R に よ る 診断応用 な ど の研究が挙 げ ら れ
る 。
以上、 当 講座の 開講か ら 現在 ま での あ ゆ み を
主要人事 を 中 心 に 述 べ た 。 今後、 臨床、 研究、
教育の 三本柱 を ま す ま す充実 さ せ 、 放射線医学
の 進歩 に 貢献 し て 行 き た い と 考 え て い る 。
最後 に 現在 (平成 7 年 3 月 3 1 日 ) の 教室員
の 名簿 を あ げて 、 沿革史 の 一頁 と し た い 。
教 授 柿下 正雄 助 手 蔭 山 昌 成
助教授 瀬戸 光 万 清水 正司
万 羽 田 陸朗 万 永吉 俊朗
(放射線部) 万 神前 裕一
講 師 渡辺 直人 医 員 将積 浩子
助 子 中 嶋 愛子 万 森尻 実
万 高葉 泰久 大学院 呉 翼偉
(放射線部) 技 官 道林 清美
万 野村 邦紀
(野村 邦紀)
外 科 学 (1)
外科学第一講座 は 、 昭和51 年 4 月 に 山 本 恵
一、 翌52年 4 月 に 上 山武史が初代主任教授 お よ
び助教授が発令 さ れた の に 始 ま る 。 発足 当 初 は
富川、 森、 申 と 少人数で あ っ た が、 54 年 の 附属
病院開設時 に は龍村講師、 永井講師、 石坂が加
わ り 8 名 と な り 、 現在 (平成 7 年 4 月 ) で は 40
名 ほ ど と な り 、 研究、 診療、 教育の面 に お い て
も 形 が整 い つ つ あ る 。 当 科 は 主 と し て 胸部外
科、 血管外科 を 専 門 分野 と す る た め 、 当 初 ス
タ ッ プ の 大部分 は 金沢大学 よ り 赴任 し た 。 そ の
後毎年本学卒業生、 他大学か ら の 入局希望者 を
加 え 教室員数の増加 に 伴 い 、 研究分野 を 心臓血
管外科、 末梢血管、 呼吸器外科、 消化器外科分
野へ と 専 門 化 し 充 実 を 図 っ て き た 。 ま た こ の
間、 消化器外科分野で慶応大学 よ り 笠島講師、
金沢医科大学 よ り 湊、 稲 田 、 京都大学 よ り 矢後
を加 え 、 研究 の 進展 を 図 っ た 。 さ ら に ま た 、 関
連施設 を 充実 さ せ る た め に 心臓血管外科系 で は
昭和60年 に 関講師が石川 県立中央病院心臓外科
部長 に 赴任、 昭和61年永井講師が富 山赤十字病
院胸部心臓外科部長 に 赴任、 平成元年龍村講師
が救急部助教授 と し て 転 出 さ れ各方面で活躍 さ
れて い る 。 平成 3 年 に 上 山助教授が国立金沢病
院 に 赴任後 (平成 7 年 同病院長) 、 後任 と し て
三崎拓郎助教授 を 金沢 よ り 迎 え た 。 平成 6 年 3
月 山本教授 は定年退官 さ れ名誉教授 に 推 さ れ、
国際協力事業団 ブ ラ ジ ル ・ カ ン ビ ー ナ ス 大学消
化器 セ ン タ ー で の プ ロ ジ ェ ク ト コ ー デ ィ ネ ー
タ ー と し て 就任 さ れ た 。 教室 の 後任 に 三崎助教
授が推薦 さ れ平成 7 年1 1 月 教授 に 就任 し た 。 そ
の 聞 の 主 な他の転出者 と し て は 、 宮崎、 湊、 稲
田 が社会保険高 岡病院外科部長、 姫川病院副院
長、 福井厚生病院副院長 と し て 各人地域医療 に
貢献 し て い る 。 ま た こ の 20年間 で の 国外へ の 長
期 出 張 は 、 上 山 助 教 授 が 米 国 ベ イ ラ 一 大 学
( ク ー リ ー教授) 、 村上、 明元、 湖東、 阿部がパ
リ 一 大 学 ( ロ ア ザ、 ン ス 教授) 、 龍村 が エ ー ル 大
学、 小 山 が メ リ ー ラ ン ド 大学 ( ド ベ ー 教授) 、
富 川 が ロ ン グ ア イ ラ ン ド ク リ ニ ッ ク 血管外科
( チ ャ ン教授) 、 杉 山 がハ ーノ てー ド 大学 ( グ リ ロ
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教授) の 9 名 で あ り 、 字松崎が現在 ロ ア ザ ン ス
教授 の も と で心臓血管外科 を研修 中 で あ る 。
研究面で は 心臓血管外科学 お よ び呼吸器 を 含
む腫癌外科学 を 中 心 に 行 っ て き た 。 心臓血管外
科学 は 、 上 山助教授 に よ り 開始 さ れ、 そ の 後永
井、 関、 村上、 明元の心臓 グ ル ー プ と 富川 、 横
川 の 末梢血管 グ ル ー プ に 分 け ら れた 。 さ ら に 医
療 の 高度化 に合わ せ、 現在で は心臓 グ ル ー プが
成人 と 小児 に 分 け 、 渡濯、 湖東 と 村上、 深原 と
が研究 を 進 め て い る 。 そ れ ら の 内容 は 関心術中
の 心筋保護、 移植の た め の 心筋保存、 人工心臓
を 用 い た 補助循環、 骨格筋 を 用 い た 補助循環、
N O ガ ス を 用 い て の 呼吸循環管理、 無血体外循
環、 致死性不整脈 に 対す る 外科治療 な ど多 方面
に 亘 っ て い る 。 血管 グ ル ー プ は横} 1 1 、 山 口 、 鈴
木が大動脈癌、 閉塞性動脈疾患 を 扱い 、 豊富 な
症例 を も と に 超音波 ド プ ラ 一 法 に よ る 無侵襲的
診断法 を 開発 し 、 さ ら に 臨床面で は 富 川 、 朝倉
ら が開発 し た 顕微鏡 を 用 い た 血管外科手技 を 確
立 し 、 現在 で は 虚血肢 の救肢 に 新た な 展開 を も
た ら そ う と サ ン ト カ イ ン と の 関係 を 検討 し て い
る 。 呼吸器 グルー プ は龍村、 小山 ら の H P L C
に よ る 悪性腫療 の 新 し い 診 断 法 の 開 発 に 始 ま
り 、 腫虜作成実験、 現在で は杉 山 、 池谷、 原 の
surgical oncology の 研究 に 加 え 、 免疫染色 と
電顕 を 用 い 悪性腫壌 の病理形態 の 解明 に 努 め て
い る 。 ま た 小 山 は メ リ ー ラ ン ド 大学で学 ん だ遺
伝子解析 を 外科 に 応用 す べ く 新 し く 遺伝子外科
の分野 を 開拓 す べ く 努力 し て い る 。 ま た 、 消化
器外科分野で は肝癌の病理 を 笠島、 肝臓の 代謝
を 湊、 胆嚢病理 を稲 田 が担当 し 、 山本教授が精
力 を 注が れ た 大腸癌 を 中心 と す る 手術手技、 併
用療法 の 開発 は 樟 田 に 受 け継がれ学会の衆評 を
得 て い る 。 現在、 創設当 時 の 医 師 は 一人 と し て
お ら ず、 20年の長 く て 困難で あ っ た ろ う 道 は想
像 に 難 く な い 。 20年経 っ た 現在諸先輩が抱 い て
い た 夢が あ る も の は 現実 と な り 、 ま た 、 あ る も
の は乗 り 越 え て 行か ね ば な ら ぬ も の と し て 残 さ
れ て い る が、 芽生 え つ つ あ る 新 し い 力 を 抱 き 込
み、 次 の 10年 目 を 目 指 し て 新 た な 意欲 を 持 っ て
歩 み つ つ あ る 。
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当 講座 は 昭和52年 4 月 に 開講 し た 。 そ の後、
附属病院で の 診療が開始 さ れ る ま で の 2 年半 は
教室 の 準備期間 と し て 、 少人数 な が ら 癌 に 対す
る 温熱療法の 基礎実験やy細胞培養の体制 づ く り
を 行 っ て き た 。 こ の 間 の 新入医局員 は 新潟大学
の協力 を 得 て 各地で研修 を行 っ て き た 。 昭和54
年10月 開院時 は 、 西 7 階 に て 泌尿器科、 皮膚科
と の混合病棟か ら ス タ ー ト し た 。 昭和国年 4 月
に は現在の 東 7 階 に 単科 と し て 移 っ て い る 。 教
室 の 方針 と し て “厳 し く 楽 し く " を モ ッ ト ー に
真塾 な 態 度 で診療、 研究 に あ た っ て き た 。 平成
元年 に は第一外科学講座 と 合同 で開院10周年記
念講演会 を 開催 し 、 教室 の足跡 を 確認す る と と
も に 新た な る 気持 ち で今後の発展 を 願 っ た 。 教
室主催学会 と し て こ れ ま で に 昭和田年第36 回食
道 疾 患 研究会、 平成 元年第33 因 子術子技研究
会、 平成 4 年第 9 回 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン学会、 平成 6 年第16回樋局所療法研究会 な ど
を 開催 し て き た 。 な か で も 特記 す べ き は 平成 6
年第44 回 日 本消化器外科学会が行わ れた こ と で
あ る 。 本学会 に は 内外か ら 4000人余が集 い 、 会
長講演 に は 「食道婚 の 外科治療 基礎 と 臨床 」
と 題 し 、 教室 の メ イ ン テ ー マ で あ る 食道癌 の 治
療 に 関 し 、 開講以来 の 基礎研究及 び臨床応用 を
治療成績 と と も に 報告 し 、 全 国 の 消 化器外科医
よ り お 褒 め の 言葉 を い た だ い た 。 さ ら に 今後 は
平成 7 年第16回癌免疫外科研究会、 第 1 3 回 日 本
ヒ ト 細胞学会、 第31 回 中 部外科学会、 平成 8 年
第67回 胃 癌研究会 な ど が予定 さ れて い る 。
基礎研究 は 多 彩で、食道癌 中 心 の 細胞培養、 B
RMや 抗癌剤 を 用 い た 肝転移予 防 の 基礎研究、
BRM ・ ア ッ プル ペ ク チ ン ・ 麦飯石 を 用 い た 大
腸癌発生予防の研究、 ハ イ パ ー サ ー ミ ア に よ る
癌治療 の 研究、 人 工 虹 門 や 食道癌術後 の QOL
を 考慮 し た 機能 的 手術 の 研究、 癌遺伝子 の 発
現、 リ ン パ 流 を 考 え た 癌 タ ー ゲ ッ ト 療 法 の 研
究、 ミ ク ロ に お け る 癌転移の研究 な どが行わ れ
て い る 。 こ の よ う な研究 を 通 じ 医局員全員 が学
位取得 を 目 標 と し て お り 、 こ れ ま で課程博士15
人 は さ る こ と な が ら 、 非大学院生 に も 一定 の 研
究期間 を 設 け 系統的 な 指導体制 を と り 現在 ま で
に 13人の 論文博士が誕生 し て い る 。 御協力御指
導 い た だ い た 教室 と し て RI、 細 菌免疫、 生化
学、 病態生化、 臨床検査、 薬理学教室 な ど が あ
り 感謝 の念 に た え な い 。 今後 と も 基礎系 の 医局
の 先生方 の 交流 を お 願 い し た い。 国 際協力 も 行
わ れ て お り 、 国 際協力事業 団 (JICA) の プ ロ
ジ ェ ク ト で平成 2 年か ら 当 大学第三 内科 と 、 琉
球大学寄生虫学教室 と の協力 で ブ ラ ジ ル ・ カ ン
ビ ー ナ ス 大 学 消 化器病診断研究 セ ン タ ー プ ロ
ジ ェ ク ト が 5 年計画で進 ん で き た 。 こ れ ま で カ
ウ ン タ ーパ ー ト の研修 を 含 め 多 く の 医師が交流
し 世界 の 広 さ を 実感 し て い る 。 ブ ラ ジ ル か ら の
留学生 を 引 き 受 け て い る が、 今後 と も 積極的 に
交流 を 計 っ て ゆ く つ も り で あ る 。
外科の分野で も 外科学会、 消化器外科学会の
認定医、 専門医、 指導医制度が発足 し 、 教室員
は 論文提 出 を 課 せ ら れ て 積極 的 に チ ャ レ ン ジ
し 、 こ れ ま で受験 し た 全員 が合格 し て い る 。
教室 も 18年 を 経過 し 、 好余 曲 折 を 経 て 教室独
白 の 治療方針が固 ま り 、 こ れ ら を 医局員 に 系統
的 に 理解 さ せ る べ く 教室 マ ニ ュ ア ル の編集 を 企
画 し て い る 。 ま た 、 学生教育で は 上部消化管、
下部消化管、 肝胆醇、 小児外科、 乳腺の グ ル ー
プが あ り 、 厳 し く 丁寧 な 講義 を 行 い 、 BST で
は 主治 医 と と も に 徹底 し た 密着指導 を 心 が け て
い る 。 行事で は健全 な 肉体 に 健全 な 精神 は 宿 る
と い う モ ッ ト ー の 基 に ス ポ ー ツ も 盛 ん で他大学
と の 交流 も 行わ れて い る 。 入局状況 は 、 3 K の
職業 を 地 で ゆ く た め か入局者が少 な く 、 最近で
は 多 く て も 例年 3 人 ま で の こ と が ほ と ん ど であ
る 。 一方で は 女性の入局 も 見 ら れ る 様 に な り 、
こ れ ま で 3 人 の 外科医が誕生 し頑 張 っ て い る 。
現在医局員 と し て は 60名 弱 の 陣容 で あ る 。 教育
関連 出張病 院 は徐々 に 充実 し て き て い る が、 今
後 は 他科 と の 協力 の 下 に 県 内公立病院 の 確保が
望 ま れ る 。
最後 に 良 い 臨床医 を 育 て る こ と が教室 の 最大
目 標 で は あ る が、 地域医療 は も ち ろ ん の こ と 、
全国的、 国 際的 に 通用 す る 有能 な 外科医 の 養成
を め ざ し た い 。
脳神経外科学
当講座 は 昭和55年 4 月 の 開設以来、 教室員 は
同 門 を 含 め 50余名 と な り 、 平成 3 年 6 月 に は 開
講10周 年記念会 の 開催 お よ び記念誌の発行 を 行
う こ と がで き た 。 様々 な 問題 を 抱 え つ つ も 、 教
室 の 基礎形成 と 発展が な さ れて い る こ と 、 学 内
外 関 係 各 位 の お 力 添 え の 賜物 と 深 く 感 謝 し た
い。 な お 女性の 入局者 は 未だ皆無 で あ る 。 問題
の一つ な の だ が。
最近10年間 を 振 り 返 り 、 教室 に と っ て 最大 の
出来事 は 、 高久教授が第55 回脳神経外科学会総
会 (平成 8 年) の 会長 に 選出 さ れた こ と で あ ろ
う 。 本総会 の 開催 は 、 新設医科大学 の 中 で は初
め て の こ と で あ る 。 教室員 一 同 で準備 に 入 っ て
い る が、 時間 の 経過 と と も に 山積す る 問題 に 直
面 し 、 そ の 重要 さ と 責任 の 重 さ を 痛感せ ず に は
い ら れ な い 。 今 回 の 決定 に は 教授 の個人的業績
や魅力 も さ る こ と な が ら 、 教室 と し て も 一定 の
評価 を 受 け た も の と の 自 負 を 支 え に 、 是非楽 し
い会 を 成功 さ せ る べ く 、 頑 張 っ て 行 く 所存で あ
る 。 皆様の さ ら な る ご支援 を お願 い し た い 。
脳神経外科医研修の 目 標 は 、 臨床的 に は専門
医試験の突破で あ り 、 研究面 で は 学位の取得で
あ る 。 従 っ て 、 全員 が卒後 8 �10年で こ の 二つ
の 目 標 を 達成す る こ と は 、 教室 に と っ て 最重要
課題のーっ と な る 。 専門 医試験 は合格率 5 割強
の難関 で あ る が、 こ れ ま で挑戦 し た 教室員 は幸
い順調 に そ の 目 的 を 達成 し て い る 。 一方学位 に
つ い て は こ れ ま で16名 が取得 し て い る 。 学位 に
関す る 教授 の 基本的考 え 方 は 、 そ の 内容が人間
の生理 ・ 病態 あ る い は疾 患 の 治療 を 念頭 に お い
た 基礎的研究 を 主体 と す る も の で あ り 、 そ の 成
果が国 際的英文誌 の評価 に 耐 え ら れ る も の で あ
る こ と を 条件 と し て い る 。 そ の 完成 は 時 と し て
様々 な 困難 も 生み、 必要 と な る 時間 も よ り 長 い
も の と な っ て き て い る 。 教授 の 最近 の 口 癖 は 、
『論文 を 書 く の が遅 い 、 モ タ モ タ す る な 』 で あ
る 。 16名 の 数 は 決 し て 満足 す べ き も の で は な い
が、 こ れ に 続 く 多 く の研究が進行中 で あ り 、 そ
の 完成 を 楽 し み に し た い 。 勿論 こ れ ら の研究遂
行 に あ っ て は 、 我々 の教室枠内 の み で は 限界が
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あ り 、 学 内 外 の 教室 で 多 く の 方 々 に お 世話 に
な っ て い る 。 特 に 第二生理学教室 に は 旧 来 よ り
お世話 に な り 、 小野教授 に は複数の 学位論文 を
完成 さ せ て い た だ き 、 そ の成果 は 手術時の 神経
機能モ ニ タ リ ン グや 3 次元画像診断装置 の 開発
な ど、 臨床応用 へ も 発展 し て き た 。 他の詳細 に
つ い て 今回記す こ と は で き な い が、 ご指導頂い
て き た 各教室の皆様 に あ ら た め て 御礼申 し 上 げ
る 。
教室 の研究活動 に つ い て は 、 臨床 ・ 基礎 を と
わ ず様々 な 進歩成果が得 ら れて い る 。 特記す べ
き 出来事 と し て は 、 平島講師が P A F と 脳血管
れ ん 縮 の 研 究 で 富 山 賞 を 授 与 さ れ (平 成 6
年) 、 ま た 西 鳥講師 が硬膜動静脈奇形 の 病態研
究で、 脳卒 中外科研究会鈴木二郎賞 の 表彰 を 受
け て い る (平成 5 年) 。 ま た 臨床的 に は 高久、 遠
藤 を 中 心 と す る 、 硬膜動静脈奇形や 頚動脈閉塞
病 変 な ど の 血管 障 害 や 小児水頭症 の 病態研究
が、 『富 山 の 仕事』 と し て 高 い 評価 を 得、 桑 山 ・
赤井 を 中心 と す る 血管内手術、 栗本等 の て ん か
ん の手術、 林等 の ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム 開発
な ど、 新た な 臨床応用 も 着々 と 実績 を あ げ て い
る 。 今後 と も 若 い 教室 員 が独 自 の 研 究 を 展 開
し 、 世界 に 羽 ばた い て 行 く こ と が 目 標 で あ る 。
我々 の教室 の特長 の 一 つ は 、 全国 に 20余 の 常
勤関連病院 を 持 ち 、 そ の 多 く で教室 メ ン バ ー が
ト ッ プで活躍 し て い る こ と で あ る 。 こ れ ま で に
形成 さ れた 基礎 に 立 ち 、 教室 の さ ら な る 発展へ
結びつ け て い き た い も の で あ る 。 教育面 ・ 教室
行事な ど記す べ き 話題 も 多 い が、 本稿で は 『脳
神経外科の 野球』 に つ き そ の 近況 を簡単 に 述べ
る に 留 め る 。 週 1 回 の 野球早朝練習 は 変わ る こ
と な く 続 い て お り 、 体力維持 と 日 頃 の 欝慣 を は
ら す貴重 な 一時 と な っ て い る 。 最近 は野球好 き
の新人 も 多 く 、 中部地 区脳神経外科野球大会で
は 不敗 を 誇 っ て い る こ と は 言 う ま で も な い 。
最後 に な る が、 21世紀の脳神経外科 に 夢 を 描
く 若者が、 こ れか ら も 一人で も 多 く 教室 の 門 を
叩 い て く れ る こ と を 願 い 、 稿 を 終 え る 。
(遠藤 俊郎)
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整形外科学
当 教室 は 昭和53年 4 月 1 日 、 教授辻、 助教授
玉置 (現和歌 山 県立 医大教授) 、 講 師伊藤 (現
東京女子医大教授) お よ び助手高野 (現高志 リ
ハ ビ リ 病院部長) に よ り 発足 し た 。
教室創設の 第一義 は イ ン パ ク ト の あ る 教育 に
在 り と の信念 に も と づ き 、 た だ ち に 整形外科学
学部教育の 在 り 方、 カ リ キ ュ ラ ム 、 シ ラ パ ス 、
教育用 サ ウ ン ド ス ラ イ ド シ リ ー ズ の 作成 に 着手
す る と 同時 に 、 脊椎脊髄外科の 基礎研究 を 開始
し た 。 以来、 教育研究 ス タ ッ プ の 充実 と 多様化
に 伴 い 、 次 の 8 つ の 柱 に つ い て 鋭意研究 を 展 開
し 、 国 内 外 に 注 目 さ れ る 幾 つ か の 成果 を提供 し
今 日 に 至 っ て い る 。
ち な み に 、 過去10年間 に お け る 教育学術活動
に 関 す る 数量 は 著書82 ( う ち 欧文 14) 、 原著論
文 262 ( う ち 英文 78、 25 % ) 、 総説等138、 学術
発表623 ( う ち 国 際学会師、 14% ) 、 教育講演等
227 に の ぼ る 。 ま た こ の 問、 研究 に よ り 学位 を
取 得 し た も の は 30人 を 超 え る 。 ベ ッ ド サ イ ド
ラ ー ニ ン グ で は 自 習 シ ラ パ ス を 独 自 に 作成、 教
育上 の 著 し い効果 を 確認 し て い る 。
1 . 椎間板変性機構 と 制御 に 関す る 基礎研究 :
わ が 国 で は 独走的領野 と い え る 。 椎間板老化
変性の 生理化学、 生物学、 病理学、 免疫学等
の 分野で外的環境要因 と の 関連牲 の 上 に 独特
の手法で研究 を 続 け 、 最近 は 宇宙医学 の領域
へ の 研究 に 進 ん で い る 。 そ の 一部 に つ い て は
Oxford大学生理研究所 と の 協 同 研究 も 行わ
れて い る 。
2 . 脊椎 ・ 脊髄外科 に 関 す る 臨床研究 : 常 に よ
り 人間 的 で、 有効安全 な 治療法 を 求 め て と く
に 頚椎お よ び腰椎疾患 に お け る 臨床研究 を 展
開 し 、 幾多 の 注 目 す べ き 新手術法 を 開発 し て
き た 。 そ れ ら の 一部 は 海外で も 利用 さ れ、 か
つ 海外 の 中核的教科書 に も 掲載 さ れて い る 。
ま た 、 こ れ ら を 総括 し た テ キ ス ト ブ ッ ク を 国
内 (第 3 版 改 訂) 、 英 文 で は Mosby - Year 
Book お よ び独語で Hippokrates よ り 単 著
(辻) と し て 出版 さ れて い る 。
3 . 脊髄機能障害 の 予防一脊髄モ ニ タ リ ン グ の
開発研究 : 教 室 開 設以 来 の 重 要 テ ー マ で あ
り 、 今 日 わ が国 で広 く 用 い ら れて い る 方法 は
教室 の 業績で あ る と 同時 に 、 先端医療技術で
も あ る 。 現在 は 脊髄機能マ ッ ピ ン グ法 に よ り
頭蓋磁気刺激モ ニ タ リ ン グ の 精 度 向上 に 努力
し て い る 。
4 . 腰痛発症機構の解明 と 疫学研究 : 腰痛 の疫
学、 労働衛生、 脊 椎骨粗懸症、 変性 す べ り
症、 椎間板ヘル ニ ア 等 に つ い て の 臨床研究が
引 き 続 き 展開 さ れて い る 。
5 . 腰椎外科 に お け る 医原性病態、 の解明 と 予防
策 : こ れ ま で予想 も さ れ な か っ た 手術 に ま つ
わ る 医原性病態一背筋損傷、 神経根障害、 馬
尾癒着 に 関す る 病理病態生理 を 追究 し て の 予
防対策 に 向 け 研究 中 で あ る 。 そ の 一 部 は 、
Goethenburg大学 と 連携 を と り つ つ 進捗 し 、
新 し い 医療概念 に お け る 正 し い 外科侵襲 の在
り 方 に 注 目 を 集 め つ つ あ る 。
6 . リ ウ マ チ 発症 と 病態形成 の 免疫学 と 治療 :
CIA マ ウ ス 、 SCID マ ウ ス そ の f也 を 用 い て 、
先端的発想、 に も と づ く 研究 を 展 開 し 、 そ の 成
果 は 大 き い 。 免 疫 治 療 法 の 開 発 の ー っ と し
て 、 最近T II C mAb の 精製 に 成 功 し 、 こ れ
に よ る 新 た な 治療法の 完成が期待 さ れ る 。
7 . 骨 ・ 軟部腫虜転移抑 制 法 開 発 へ の 基礎研
究 : 開 学 当 時 か ら R C T 肉腫 の 高 ・ 低肺転移
株 を 分離樹立 し 、 さ ら に Dunn 骨 肉 腫等 を 加
え て 、 転移機構 を 多 角 的 に 解析 し 、 そ の 進捗
に は 目 ざ ま し い も の が あ る 。 こ の研究 の 一部
は 近 々 Stanford 大学 と も 連携 し て 行 わ れ、
臨床応用 へ と 向 か う 予定で あ る 。 ま た 臨床的
に は転移マ ー カ ー の 解析が行わ れ注 目 さ れて
し 〉 る 。
8 . 頚 椎 後 縦 靭 帯 骨 化 症 進 展 に 関 す る マ ー
カ ー : 厚生省難治疾患研究班員 と し て 、 こ こ
3 年間 は こ の課題 と 取 り 組ん で い る 。
過去10年間 の 科学研究費取得 は 総計43件、
4， 690万 円 、 そ の 他 の 助成、 1 ， 320 万 円 で あ
る 。
(辻 陽雄)
産科婦人科学
昭和51年 4 月 産科婦人科教室が開講 さ れ、 平
成 8 年 4 月 に は満20 年 を 迎 え る 。 開講 よ り 昭和
61年 ま で の 10年聞 は 教室 の 創生期 で あ り 、 泉教
授 を 始 め 諸先輩方 の 努力 に よ り 、 外来お よ び入
院患者 は増加、 関連病院数 も 増 え 、 ま た 、 教育
・ 研究 の 基礎が出来上が っ た 。 新入医局員 も 10
名 を超 え 、 活気 に あ ふ れ多忙 な 医局 に な っ た 。
そ の後 の 10年間 は 更 な る 発展が期待 さ れ、 そ し
て そ れ に 応 え た 時期 で あ る 。
教室 の人事 と し て は 、 昭和63年 6 月 創生期 の
一員 で あ る 長坂講師が関東中央病院へ、 平成元
年 7 月 加藤講師が高岡市民へ、 ま た 平成 2 年 6
月 川 端講師が同愛病院へ転出 さ れた 。 さ ら に 、
最初 の入局者であ る 細川 助手、 八木 (義) 助手
が そ れ ぞ れ平成 3 年、 4 年 と 開業 さ れ た 。 創生
期 の 苦労 を 知 る 先生達が 医局 を 離れた こ と は 非
常 に 残念な こ と で あ る が、 皆 そ れ ぞ れ に 自 分 の
道 を 逗 し く 歩 ま れ て お り 、 外か ら 教室 を 支 え て
い た だ い て い る 。 現在 の体制 は 、 泉教授、 新居
講師、 平成 4 年 よ り 伏木が講師、 平成 6 年 よ り
副 田 が医局長 に な り 、 助手 6 名 、 医員 ・ 研修医
3 名 に て 臨床 ・ 教育 ・ 研究 に 日 々 励 ん で い る 。
研究 に 関 し て は こ の 10年間著書 ・ 原著が92編、
学会発表が 182 回 と な っ て お り 、 毎 年増加 し て
い る 。 そ の詳細 と し て 、 腫蕩関係 に お い て は 、
泉教授、 伏木講師 ら が 中心 と な り 、 婦人科腫蕩
を移植 ・ 継代 し た ヌ ー ド マ ウ ス 、 お よ び、 培養
細胞 に お い て 婦人科癌化学療法感受性の研究 を
行い 、 着実 に そ の成果 を あ げて い る 。 ま た 、 平
成 3 年 2 月 ミ ネ ソ タ 大学留学 よ り 帰国 し た 藤村
助手 は 、 婦人科病理学 お よ び実験腫蕩学 の研究
・ 指導 を行 っ て い る 。 ま た 、 平成 4 年 4 月 シ カ
ゴ大学 よ り 帰国 し た 八木助手 は 臨床細胞診断学
の研究 ・ 指導 を 、 さ ら に ス エ ー デ ン 留学 を 終 え
た 山 川 助手 は PCR法 を 教室 に 導入 し HPV等 の
ウ イ ル ス と 腫壌の 関係 を 追究 し て い る 。
産科関係 で は 、 昭和63年泉教授 はパ ル ボ ウ イ
ル ス と 胎児水腫 の 関係 を 本邦初 め て 報告 し た 。
そ の後、 科研費 (昭和63年) が得 ら れ、 岡助手
は さ ら に そ の研究 を 進 め 、 パ ル ボ ウ イ ル ス の妊
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娠 に お け る 影響 を 明 ら か に し た 。 ケ ン タ ッ キ 一
大学 よ り 帰 国 し た 新居講師が中心 と な り 、 八木
(義) 助手 お よ び津留助手 が卵膜 に お け る プ ロ
ス タ グ ラ ン ジ ン代謝の研究 を 行 っ た ( 昭和63年
度科研費) 。 ま た 、 副 回 助手 が卵膜 に お け る 細
胞外マ ト リ ッ ク ス の研究 を 行い 、 科研費 (平成
5 年度) 報告 を ま と め た 。 現在 は 、 妊婦 に お り
る 白 血球機能 の研究が行 わ れ て お り 、 今井助手
が ロ イ コ ト ル エ ン の研究 に 成果 を あ げて い る 。
加 え て 、 塩崎助手が血液凝固系 を 、 ま た 、 酒井
助手 は妊婦静脈血流速度 の測定 を行い 、 血栓 と
の 関係 を 探求 し て い る 。 不妊関係 で は 、 平成 2
年 6 月 東大 よ り 久具講師が赴任 し 、 同 じ く 東大
で研修 を 終 え た 脇助手 ら と 平成 3 年、 富 山 県 で
初 め て の体外受精 に 成功 し た 。 そ の後 も 体外受
精 は 年間約100例が施行 さ れ て お り 、 不妊治療
に 貢献 し て い る 。 さ ら に 、 平成 6 年 よ り 、 乏精
子症 な ど の 高度受精障害 に対す る 顕微授精が副
田助手 に よ っ て 開始 さ れ、 妊娠例が得 ら れ て い
る 。 そ の他、 骨粗霧症 の 臨床 ・ 研究 に 新居講師 お
よ び長谷川 助手が真塾 に 取 り 組ん で い る 。
学 会 の 開 催 に 関 し て も 日 産 婦学会北 日 本連
合、 子宮癌研究会、 紙疾性研究会、 日 産婦北陸
連合 な ど を 開催 し 、 産婦人科の研究 ・ 臨床 の発
展 に 寄与 し て い る 。
教育 に 関 し て は 、 常 に 学生 に と っ て 魅力 あ る
講義 を 行 う こ と を 目 指 し て お り 、 泉教授以下講
師、 助手全員 が な ん ら か の講義 を 受 け持 つ て い
る 。 ま た 、 系統講義 に は学外の高名 な研究者 あ
る い は 臨床 医 を 非常勤講師 と し て 招 き そ の 内容
を 充実 さ せ て い る 。
教室 に 関 し て は 、 平成 4 年 に 同 門会 の創立が
あ り 、 教室 の 発展 に 寄与 し て い る 。 ま た 、 若 い
医局員 が増加す る に つ れ、 医局行事 は 年々 盛 ん
に 行 わ れ て い る 。 海水浴、 テ ニ ス 、 ス キ ー 旅
行、 そ し て 医局旅行が あ り 、 医局員 の親睦 ・ 気
分転換 に お お い に 役立 つ て い る 。 し か し 、 現状
が い ま だ十分で な い こ と は 明 ら か で あ り 、 学生
や 医局員 に 夢 を 抱 かせ魅力 を 感 じ さ せ る 組織 に
改善 ・ 改革 し て い く こ と が必要で あ る と 痛感 し
て い る 。 ( 副 田 善勝)
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眼 科 学
眼科学講座 は 昭和54年 4 月 1 日 に 開講 し 、 窪
田靖夫教授が千葉大 よ り 就任 し 、 同大 よ り 転入
し た 中村泰久助教授 と 柿栖米次助手、 研究生 と
技官の僅か 5 名 の構成員 に よ る 出発 で あ っ た 。
そ の 後 は 教室員 も 徐々 に 増 え て 、 窪 田 叔子、 桜
井泉、 栗原秀行、 山 田祐 司 、 狩野俊哉、 石 田 俊
郎、 田 中 良則 が順次、 講師 に 就任 し た 。 昭和59
年 に は 窪 田講師 は 県 内 の 公立病院 に 転 出 し 、 後
に 長 く 院長 を務 め た 。 ま た 、 昭和62年 に は 中村
助教授が県外の病院 に移 り 、 助教授不在 の 2 年
聞 を 講 師 3 名 ( 石 田 、 狩野、 田 中) が 埋 め た
が、 平成 2 年 に は相次 い で退職 し 、 千葉大 よ り
武 田憲夫助教授、 山本修一講師が就任 し 、 川 崎
医大か ら 片 山 寿夫講師 も 加わ っ て 新 し い体制 と
な っ た 。 山本講師 は 半年後 に 2 年余 り コ ロ ン ビ
ア 大へ留学 し て 平成 5 年 に 帰国 し た 。 窪 田 教授
は 平成 6 年 3 月 に 定年退官 し た が、 そ の在任期
間 は 15年間で あ っ た 。 平成 6 年10月 に 眼科学講
座の二代 目 主宰者 に 島根医大助教授 か ら 早坂征
次教授が就任 し て 、 そ の 人事で は 山本修一助教
授、 開繁義講師、 沼 田 こ の み講師が就任 し 、 教
育、 研究、 診療 の 新体制 も 決 ま っ た 。 附属病院
併任講師 と な っ た 鍛 治 兆 宏助 手 が 医 局 長 と な
り 、 助手 (矢野宏樹、 小野津博之、 北川 清隆、
池 田成子、 新 田 耕治) 、 医員 (長木康典) 、 研修
医 (上 山 恵 巳、 藤樫美佳) 、 大学院生 ( 門 井 千
春、 松本真幸、 張学云) の ほ か、 関連病院 に 勤
務 し て い る 研究生 も 数多 い 。 元講師 ( 山 田 、 片
山 ) や 非常勤講師 (早見) な どが関連病院 に 勤
務 し て 後期臨床研修中 の 後輩 の 指 導 に 当 た っ て
い る 。 教育 ・ 研究面 で は 開講後、 講師、 助手、
医員、 大学院生 な どが加わ っ て そ の体制 も 徐々
に 整 う よ う に な り 、 大学院生 ( 山本文昭) に よ
る 視覚電気生理の研究が進 め ら れた 。 一方、 昭
和58年頃か ら は 分光光度計や 高速液体 ク ロ マ ト
グ ラ フ な ど の 機 器 の 導 入 に よ り 、 聞 は 山 田
(祐) 、 石 田 、 尾 崎、 山 田 (成) 、 沼 田 ら と 共
に 、 当 初 は 涙液や 眼房水 を対象 と し た 研究 を 進
め 、 涙液 ・ 房水の 成分分析、 薬物の 角 結膜障害
性評価、 薬物 の 眼内動態 な ど、 最近 は 鍛冶、 平
田 ら 共 に 眼炎症の メ カ ニ ズ ム や抑制の研究 を 進
め て い る 。 名 古 と 早見 は 大学院で形態学的研究
を 進 め 、 大学院 (解剖学) 修了 の福尾 も 形態研
究 を 進 め て い る 。 学会 の 開催 で は 開講 5 年 目 の
昭 和 田 年 に 富 山 市 で北 日 本 眼科学会 を 開催 し
た 。 さ ら に 、 平成 2 年 に は第32 回 日 本産業 ・ 労
働 ・ 交通眼科学会 を 開催 し た 。 地域医療 へ の 貢
献で は 、 附属病院診療科 と し て の 医療技術の 高
度化 を 達成 す る と 共 に 地域医療発展 の 中 心 的 な
役割 も 担 う べ く 富 山 県眼科医会 を 対象 に 臨床 カ
ン フ ァ レ ン ス を 年 2 回 開催 し 、 ま た 、 地域学会
と し て 富 山 眼科集談会 も 年 2 回 開催 し て い る 。
そ の ほ か に 眼科講習会 な ど も 数多 く 開催 し て 地
域 医療 の 発展 に 貢献 し て い る 。 講座の 教育、 研
究、 診療体制 を 確立 し た 窪田教授 は平成 6 年 3
月 で退官 と な り 、 後任の 早坂征次教授 は教室員
に 研究論文 の 外国雑誌へ の投稿 を 促 し 、 生化学
勉強会 な ど の 各種勉強会 を 定期的 に 開催 し 、 眼
の 生化学や遺伝性眼疾患 の 研究 を 中心 に 眼科学
の 全般 に わ た る 教育、 研究、 診療 の 指 導 を 積極
的 に 進 め て い る 。 山 本助教授 は 視 覚 電 気 生理
や 、 網膜移植の研究、 開講師 は 眼 の 生化学 や 眼
炎症薬理の 研究 を 進 め 、 共 に 助手 ・ 大学院生 ・
研究生 な ど の研究 を 指導 し て い る 。 沼 田講師 は
斜視弱視や 眼薬理の研究 を 進 め て い る 。 学生の
教育 は教授 と 助教授が中心 に講師 も 分担 し て 系
統講義 を 進 め 、 臨床講義 に お い て は 学外非常勤
講師 も 一部 を 分担 し て い る 。 臨床実習 で は 助手
と 医員 が担 当 医 と し て 外来 ・ 病棟での 診療 を 中
心 に 指導 し 、 助手以上 の ス タ ッ プ で各専門分野
の講義 を 行 い 、 第 2 週 に は学生の論文抄読会 を
実施 し 、 実習最終 日 に 教授が実習 の 総括 を し て
い る 。 研修医 の 指 導体制 は初期研修 1 ( 0  � 3 
カ 月 ) で基本 的 な 検査手技 を 習得 し 、 初期研修
II ( 4 � 6 カ 月 ) で は 2 � 3 名 の 入院患者 を 受
け 持 ち 、 上級者 の 指 導 の 元 に 初診か ら 手術 な ど
を 通 し て 治癒 ま での診療技術 を 習 得 し 、 初期研
修凹 ( 7 カ 月 � 2 年) で は 独立 し た 診療能力 を
確実 に 習 得 し 、 そ の後 は 後期臨床研修 と し て 一
定期聞 を 関連病院 に て 実地 に 修練す る カ リ キ ユ
ラ ム と な っ て い る 。
耳鼻咽喉科学
耳鼻咽喉科学教室 は 、 昭和54年 4 月 1 日 に 開
講 し 、 新潟大学か ら 赴任 し た 水越鉄理初代教授
(現富 山 医薬大名誉教授) 他医師 3 名 と 、 新採
用 の技官 1 名 で発足 し た 。 開講当 初 は 附属病院
の 開院準備 の た め に 全力 を 投入 し た 。 同年 6 月
か ら 4 年次 と な っ た 第一期生へ の講義が開始 さ
れ る な ど教育面で の 活動 も ス タ ー ト し た が、 実
質的 な 教室 と し て の 活動 は 10 月 15 日 の 開院後か
ら 始 ま っ た と 考 え て よ い 。
開院時 の 陣容 は 水越教授 の {也、 大野吉昭助教
授 (現在新潟市開業) 、 渡辺行雄講師 (現在 当
教室教授) 、 大橋直樹助手 (現在黒部市開業) 、
武田精一技官、 津 田 由 美教室秘書 の総勢 6 名 で
あ っ た 。 そ の後、 昭和田年 に 山形大学 よ り 小林
英人 (現在富 山市開業) 、 秋田大学 よ り 吉 田行夫
(現在婦中 町開業) 、 昭和57年 に は 山形大学 よ り
麻生伸 (現在教室助教授) が入局 す る な ど漸次
教室員 が増加 し て い っ た 。 昭和57年 3 月 に 第 1
期生が卒業 し 3 名 の本学か ら の 入局者 を 迎 え 、
以後は 毎年新入局員が増加 し て 教室 と し て の形
態が整 っ て き た 。 な お 、 平成 7 年現在31名 の教
室 員 ( 関連病 院 出 張者 を 含 む ) が在籍 し て い
る 。 教室員 の増加 と 共 に 、 富 山 県 内 、 新潟県上
越地 区、 岐阜県北部 な ど を 中心 に 徐々 に 関連病
院が増加 し て 名実 と も に 教室 の 規模が拡大 し て
行 っ た 。 当 教室 の 関連病院 は平成 7 年現在で常
勤、 パ ー ト を 含 め 約20施設 に 至 っ て い る 。
新設大学 に お い て 地域医療 を 担当 す る 地元医
療機関 と の 交流 を 促進す る た め に 、 日 耳鼻富 山
県地方部会 と 協力 し て 昭和55年 よ り 教室主催 の
も と で集談会 を 開催 し 、 外来講師 を 依頼す る な
ど多 彩 な 内容 で平成 7 年 7 月 ま で に 120 回 を 数
え る に 至 っ て い る 。 ま た 、 地方部会学術講演会
は水越前教授が部会長 に 就任以来、 年 2 回 開催
さ れて 平成 7 年 3 月 現在で24固 と な っ て い る 。
こ の よ う に 、 本教室 は地域医療 と 密接 な 関係 を
持 ち つ つ 発展 し て 来た と 言 う こ と がで き る 。 こ
の 点 は 既設大学 の よ う に 強力 な 同窓会組織 を 持
た な い 新設の教室 の 発展過程 に お い て 非常 に 重
要 な意味 を 持 つ も の で あ る 。
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昭和59年 に は 初 め て の 全国規模 の 学会 と し て
水越会長 の も と で第41 回 日 本平衡神経科学会 を
担 当 、 他 に 日 本顔面神経研究会、 耳鼻咽喉科情
報処理研究会、 中部地方会、 日 本平衡神経科学
会技術者講習 会 な ど各種の 全国規模 あ る い は ブ
ロ ッ ク 単 位 の 学術集会 を 担 当 し た 。 ま た 、 北
陸 ・ 富 山 県単位で頭頚部腫場、 ア レ ル ギ 一 、 感
染症 な ど 実地臨床 に 関連 し た 多 く の研究会 を 組
織、 運営 し て き た 。
本教室 で は 開講以来、 め ま い 、 難聴、 顔面神
経障害 な ど神経耳科学的領域 に 関す る 基礎的、
臨床的課題 を 中心 に研究活動 を行 っ て き た 。 研
究活動の 主 な も の は 、 1 . メ ニ エ ー ル病 を 中 心
と し た 前庭機能異常疾患 の 疫学、 臨床的研究、
2. 前庭お よ び視性入力 に 関連 し た 眼運動 の 小
脳 ・ 脳幹 に お け る 形態的、 機能的研究、 3. 内耳
と く に 耳石器 に対す る 形態 的研究、 4. め ま い ・
平衡障害への神経耳科学的 ア プ ロ ー チ (各種の
異常眼運動、 前庭眼反射、 視運動性眼振、 体平
衡異常 な ど の解析) 、 5. 難聴、 耳鳴疾患へ の 基
礎的、 臨床 的研究 (鯛電図、 聴性脳幹反応、 耳
音 響 反 射、 耳小骨筋反射、 耳 鳴 の 治 療 な ど) 、
6. 平 衡 機 能 検 査、 各 種 の 聴覚 検 査 の 情 報 処
理、 7. 宇宙医学領域 に お け る 神経耳科学的研
究、 8. 水俣病 に 関 す る 神経耳科学的研究、 9.
顔面神経障害 に 関 す る 臨床的研究、 10. 屑 桃 の
形態 と 機能 的研究、 11. 耳鼻咽喉科領域 に お け
る 漢方治療 に 関 す る 研究、 な ど多 方面 に 亙 っ て
い る 。 水越前教授 は 、 こ れ ら の う ち 情報処理的
な部分 を 集約 し て 昭和63年、 第89 回 日 耳鼻総会
に お い て 宿題報告 「 め ま い ・ 平衡障害 の情報処
理 シ ス テ ム 」 を 担当 し た 。 こ れ ら の研究 は 、 科
研費の 他、 前庭機能異常調査研究班、 水俣病研
究班、 宇宙 開発事業 団 と の共同研究 な ど に よ り
サ ポ ー ト さ れた 。
平成 5 年 3 月 水越初代教授 は 定年退官 を 迎
え 、 同年1 1 月 教室 の渡辺助教授が第二代 の 教授
に 就任 し た 。 渡辺教授 は 水越前教授 と 同 じ 神経
耳科学 と く に 平衡神経科学が専門であ り 、 前任
教授 の 礎 を 継承 し て 、 さ ら に 教室 を 発展 さ せ る
こ と が期待 さ れ る 。
lお 第 3 章 講座等 の 沿革
泌尿器科学
当 教室 は 昭和54年 4 月 1 日 に 片 山喬教授 を 初
代教授 と し て 発足 し た が、 当 時 の ス タ ッ フ は 教
授以下、 助教授 中 田瑛浩、 講師服部義博、 助手
秋谷徹 (後 に 講師) 、 助手柳重行 (後 に 講師) 、
技官山崎典 昌 の 計 6 名 で あ っ た 。 そ の後石川 成
明、 嘉川 宗秀、 小池宏、 寺 田 為義が入局 し 、 昭
和 57年 に は 本 学 第 1 回 生 の 風 間 泰 蔵、 梅 田 慶
一、 笹川 五十次が加わ り 、 以後毎年 1 � 3 名 の
入局者 を か ぞ え る 。 そ の 問、 昭和63年 4 月 中 田
助教授 (現山形大学教授) が千葉大へ転任、 同
年 9 月 秋谷講師が長野県立須坂病院へ転 出 、 さ
ら に 同年1 1 月 布施秀樹が千葉大 よ り 助教授 と し
て 着任 し た 。 平成 4 年石 川 、 寺 田 両講師の辞職
に と も な い 、 同年 4 月 風間、 酒本護助手が共 に
講 師 に 昇任 し た 。 現在、 医 局 員 数 は 15 名 で教
授、 助教授、 講師 2 名 、 助手 6 名 、 医員 2 名、
研修医 2 名 及 び大学院生 1 名 で あ る 。 な お 片 山
教授が医学部長 を 昭和62年1 1 月 よ り 2 期 4 年間
歴任 し 、 平成 6 年 6 月 に は 副学長 ・ 附属病院長
に 就任 し 現在 そ の 要職 に あ る 。 教室 に お け る お
も な 研究 テ ー マ は 雄性生殖生理、 尿路悪性腫
場、 腎移植、 尿路結石、 尿路性器感染症 な ど が
あ る 。 雄性生殖生理 に つ い て の研究 は 片 山教授
の ラ イ フ ワ ー ク と も い え る も の で開講以来当 教
室 の メ イ ン テ ー マ と な っ て お り 基礎及 び臨床両
面 よ り 数多 く の研究 が な さ れた 。 基礎研究 を 列
記す る と 精液の 生化学的解析、 動物モ デル に お
け る 精巣血流量測定、 光顕及 び電顕 レ ベ ル で の
精巣組織 の検討、 精禁中免疫抑制物質 の研究、
ラ イ デ ッ ヒ 細胞の 分離、 培養法 の 確立、 最近で
は免疫抑制剤並 び に 抗癌剤 に よ る 造精機能障害
に 関 す る 研究、 実験的 に 作製 し た 精索静脈癌で
の 内分泌学的検討、 分子生物学的手法 に よ る 漢
方薬の性機能への影響の解明 な ど枚挙 に い と ま
が な い 。 臨 床 的事項 に つ い て は 、 “診療科" の
項 に 記 し た 。 い ず れ に せ よ 、 同領域 に お い て 本
邦 の 第一線 に 位置 し て い る と 言 っ て よ く 平成 6
年10 月 片 山教授 を 会長 と し て 第 四 回 日 本不妊学
会総会が開催 さ れた 。 悪性腫療 に つ い て は前立
腺癌、 腸肱腫場 な ど に 関 す る 研究 を 主体 と し 、
前立腺癌組織中 の コ ラ ー ゲ ン の研究、 ア ン ド ロ
ゲ ン レ セ プ タ ー の 組織化学的検討、 最近で は 前
立腺癌 の ホ ル モ ン依存性消失 の メ カ ニ ズ ム を 解
明 す べ く 前立腺癌培養細胞 の増殖 に 及 ぼす各種
成長因子 の 影響 に つ い て の研究 を 進 め て い る 。
腸腕腫擦 は 病理組織学的検討 な ど の 他、 放射線
基礎医学教室 と 共同 で腸脱腫癌 由 来株 を 用 い て
小核試験 と 放射線感受性 と の 関係 を 検討 中 で あ
る 。 尿路結 石 に つ い て は ESWL の 治 療効 果 予
測 に 結石 の 骨塩定量法が有用 で あ る こ と を 見 出
し た 。 尿路性器感染症 に 関 し て は 尿路感染症の
発症機序 に つ い て 新知見 を 得 た 。 さ ら に 、 前立
腺癌 の 早期発見及 び前立腺肥大症 の 発見 を 目 的
と し て 昭和59年 よ り 県 内各地で集 団検診 を 実施
し 、 着実 に 実績 を あ げて い る 。 以上の成果 は 国
際学会 を は じ め 多 く の 学会で報告 さ れて お り 、
最近10年間 の 研究業績 を 通 覧 す る と 原著279編
( 内英文部編) 、 著書及 び総説68編 と な る 。
教育面 で は 学部 学生 に 対 し て 泌尿器科学総
論、 各論 ( 4 年生) な ら び に 臨床講義が行 わ れ
て い る 。 こ れ ら の 一部 は 学外 の 諸先生 に 非常勤
講 師 と し て ご 協 力 い た だ い て い る 。 臨 床 実 習
( 5 年及 び 6 年生) は 外米 実 習 と 病棟実 習 が行
わ れ後者 で は 学生が指導教官 の も と 患者 1 名 を
担 当 し 、 実 習 終 了 時症例検討会 の 場 で症例提
示、 説明 を さ せ て い る 。 そ の 他抄読会 に 積極的
に 参加 し て も ら い 、 最近の 文献 に つ い て 活発な
討議が な さ れ る 。 以上 の 方式 は 開講以来行 わ れ
て い る 。 大学院生 に 対 し で も 雄性生殖生理学、
内分泌学及 び腫虜学の 分野で講義が行わ れ て お
り 、 最近開設 さ れた 看護学科の講義 も 担 当 し て
い る 。
教室 の 年 中 行事 と し て は 新 年会 に 始 ま り 花
見、 医局旅行、 忘年会 な どが催 さ れ、 こ れ ら レ
ク リ エ ー シ ョ ン を 通 し て 医局 員 の 和 が 導 か れ診
療研究 を す る 上で役立 っ て い る 。 昭和57年 よ り
年 4 回、 富 山 県泌尿器科医会が行わ れ各 自 問題
症例 を 持 ち 寄 り 討議 し て い る 。 さ ら に 昭和63年
1 2 月 に は 第 1 回教室例会が発足 し 以後、 毎 年12
月 に 関連病院か ら も 参加 し て い た だ き 勉学 の み
な ら ず互 い の親睦 を 深 め て い る 。 (布施 秀樹)
麻 酔 科 学
は じ め に 最近10年間 の研究活動 に つ い て 述べ
る 。 全身麻酔薬 は 主 と し て 中枢神経系 に 働 く
が、 心臓血管系 へ も 直接作用 を 持 つ こ と が近年
注 目 さ れ る よ う に な っ て き た 。 麻酔中 の低血圧
や不整脈の局所的原因究明が急がれ る 。 単一心
臓細胞 の 収縮 ・ 活動電位 ・ 膜電流 (Na+、 Ca 2 十、
K十 な ど) に 及 ぼすハ ロ セ ン ( 広 田 弘毅) 、 セ ボ
フ ル レ ン ( 畠 山 登) 、 静脈麻酔薬 サ イ オ ペ ン
タ ー ル (窪 秀之) 、 局所麻酔薬 ブ ピ パ カ イ ン
(渋谷伸子) の 影響 と 研究範囲 を 拡大 し て そ の
成果 を あ げて い る 。 さ ら に 血管平滑筋への静脈
麻酔薬 ケ タ ミ ン ( 山 崎光章) 、 プ ロ ポ フ ォ ー ル
(神谷和男 ) の 影響 に つ い て も 調 べ た 。 本学薬
理学百瀬弥寿徳助教授 (平成 7 年 4 月 東邦大学
薬学部教授) と の 共同研究で、 広 田 、 渋谷の研
究 は 日 本麻酔学会で も っ と も 権威 あ る 山村記念
賞 を 平成 3 年、 平成 6 年 に そ れ ぞ れ受賞 し た 。
こ の よ う に 各種麻酔薬が臨床濃度で、 心筋 ・ 血
管平滑筋へ直接の影響 を 及 ぽす こ と が明 ら か に
な っ た 。 今後 は低血圧 ・ 頻脈 ・ 不整脈の 発現機
序 を細胞分子 レ ベ ル で解明 し て い き た い 。 幸 い
本講座 に 平成 6 年、 付着細胞分析 ・ 分取装置
(ACAS) が設置 さ れ た の で、 培養細 胞組織細
胞 内 pH、 Ca 濃度 と そ の 分布等 の 測 定 を 、 北
陸先端技術大学院大学西坂剛教授 ( レ ー ザー 医
学専攻) と の共同研究で行 っ て 成果 を あ げて い
る (杉木圭吾) 。 さ ら に 、 培養 ウ シ 肺動脈血管
内皮、 脳動脈血管内皮 を 用 い て 血管収縮因子エ
ン ド セ リ ン と 弛緩因子 NO (ー酸化窒素) に 対
す る 静脈麻酔薬 ケ タ ミ ン の 影響 を 調 べ て い る
(釈永清志、 定村浩司、 山本 昌子) 。
呼吸筋関連の神経活動 に 及 ぼす 吸入麻酔薬 の
影響 と ベ ン ゾ ジ ア ゼ、 ピ ン と そ の括抗薬 の薬理 に
関す る 研究が、 薬理学武 田龍司教授、 櫨彰助教
授 と の共同研究で増 田 明 、 桐 山 昌子、 坂巻緑 に
よ っ て 行わ れて い る 。 麻酔薬 の 呼吸抑制の メ カ
ニ ズ ム の解明、 気道閉塞へ の 有効 な 対応 な ど 臨
床麻酔へ の 応用 は大 き い と 考 え て い る 。
輸液剤 中 に 含 ま れ る D お よ び L 乳酸、 酢酸、
グル コ ー ス の体内分布、 代謝 に 関す る 研究が故
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久世照五教授 の遺志 を つ い で岩城久美、 浜 田 美
富男 に よ っ て な さ れ、 従来 ヒ ト で代謝 さ れ な い
と 言 わ れて き た D 乳酸 の代謝が明 ら か に な り つ
つ あ る 。 開講以来の 低酸素症 の病態生理 の 研究
は 、 現在 Apoptosis の 概念 を 入 れ て 、 分子薬
理的手法で継続 さ れて い る (増 田 達) 。
平成 6 年12 月 16 日 カ ル ガ リ ー大学医学部薬理
・ 麻酔学教授 Sheldon H. Roth PhD を 迎 え
て 麻酔科開講15周 年記念講演会 を も っ た 。 そ の
タ イ ト ル は 'Sites and Mechanism of Action 
of General AnestheticsJ で、 医学生、 教職員
に と っ て 感銘深 い も の で あ っ た 。 Roth 教授 は
広 田講師が留学 し た 大学 の 思 師 で あ る が、 こ れ
を 機 に 本講座で も ラ ッ ト 海馬 ス ラ イ ス 標本 を 用
い て 麻酔の メ カ ニ ズ ム の研究が始 め ら れた と こ
ろ で あ る (藤村純子、 若杉雅浩) 。
全 国 的 な 学会 の 主催 は 平成元年1 1 月 1 8 日 、 第
7 囲麻酔 ・ 集 中 治療研究会 (次か ら 麻酔 ・ 集 中
治療 テ ク ノ ロ ジ ー 学会) を 富 山 県民会館国際会
議場で行 っ た 。
昭和63年 7 月 よ り 6 カ 月 の麻酔科研修 を 開始
し た 。 歯科 口 腔外科、 整形外科、 泌尿器科、 耳
鼻咽喉科、 弘前大学整形外科、 新潟大学整形外
科 よ り 研修医が集 ま り 、 平成 7 年 3 月 に は研修
修了者が43名 に 達 し た 。 こ れ ら 助 っ 人 の 力 も 借
り て 、 北 陸 4 大 学 麻酔科野球大 会 で、 平成 2
年、 3 年、 5 年 と 3 度優勝す る こ と がで き た 。
「た か が野球、 さ れ ど野球」 、 麻酔 を 業 と す る も
の が お 互 い に 親睦 を は か り 、 医局員 の 志気 を 高
め る 上 に も す ば ら し い こ と と 考 え て い る 。
教育関連病院 は 、 富 山 県立 中央病院、 富 山市
民病院、 富 山赤十字病院、 黒部市民病院、 新潟
労災病院、 立川 綜合病院 と な り 19名 の 同僚が 日
夜麻酔の 臨床 に 励 ん で い る 。
教室事務職員 は 高橋 (松下紀子) か ら 、 昭和
63年 4 月 に 秋野 (北) 真 由 美 に 引 き 継がれ、 7
年間 よ く そ の職務 を 果 た し 、 大学 内外の教室員
か ら 信頼 さ れ た 。 平成 7 年 3 月 か ら 関 口 早苗へ
と パ ト ン タ ッ チ さ れた 。 ま た 若 く て 元気 な 新入
医局員長谷川和彦 を 迎 え て 、 麻酔科 は 1 7年 目 の
扉 を 聞 く こ と に な る 。 (伊藤 祐輔)
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〈薬 科 学 科〉
薬剤薬理学 (薬剤学)
教室員 : 歴代 の教室員 は 以 下 の 通 り で あ る 。
小泉 保 昭和53年 4 月 ~教授
掛見正郎 昭和53年 4 月 ~昭和54年 3 月 助手
昭和54年 4 月 ~昭和60年 2 月 講師
昭和60年 3 月 ~平成 3 年 3 月 助教授
片 山和憲 昭和54年 4 月 ~昭和58年 4 月 教務員
昭和58年 5 月 ~平成 3 年11 月 助手
平成 3 年12片 ~平成 7 年 5 月 講師
平成 7 年 6 月 ~助教授
遠藤真樹子昭和58年 7 月 ~昭和63年12 月 教務員
佐藤真治 昭和64年10月 ~平成 2 年 5 月 教務員
合葉哲也 平成 3 年 9 月 ~平成 4 年 1 月 教務員
平成 4 年 2 月 ~助手
日 野朋美 平成 4 年 4 月 ~平成 5 年 3 月 教務員
( 旧姓畑 中 ) 平成 5 年 4 月 ~助手
主要 な人事 : 昭和60年 3 月 に 掛見正郎 は ニ ュ ー
ヨ ー ク 州立大学ノ f ツ ブ ア ロ ー校 に お け る 2 年間
の研究 を 終 え 帰国 し て 助教授 に 昇任 し た が、 平
成 3 年 4 月 に 大阪薬科大学教授 と し て 転 出 し 、
同年12月 に 片 山和憲が講師 に 昇任 し た 。
昭和63年末 に 遠藤真樹子教務員 が退職 し た 。
そ の後 を 受 け て 、 博士後期課程 を 修了後昭和62
年 9 月 か ら 昭和63年末 ま で博 士研究員 と し て
ニ ュ ー ヨ ー ク 州立大学ノ f ツ ブ ア ロ ー校 に 留学 し
て い た 佐藤真治が昭和64年1 0 月 か ら 教務員 に 採
用 さ れた が、 翌平成 2 年 6 月 に 新潟薬科大学助
手 と し て 転出 し た 。 平成 3 年 9 月 に 合葉哲也が
教務員 に 採用 さ れ、 平成 4 年 2 月 に 助手 に 昇任
し た 。 さ ら に 、 同年 4 月 に は 、 当研究室 出 身 の
日 野 ( 旧姓畑 中 ) 朋美が教務員 に 採用 さ れ、 平
成 5 年 4 月 に 助手 に 昇任 し た 。 平成 7 年 6 月 片
山和憲 は助教授 に 昇任 し た 。
主宰 し た 学会 : 昭和61年10 月 に 日 本薬学会主催
第四回薬物代謝 と 薬効 ・ 毒性 シ ン ポ ジ ウ ム お よ
び 日 本 薬 物 動 態 学 会 第 1 四 年会 を 富 山 県 民 会
館、 富 山第一 ホ テ ル を 会場 に し て 開催 し た 。
博士後期課程修了者 と 学位論文題名 : 佐藤真治
「塩酸 ク ロ ル プ ロ マ ジ ン の 生体内動態 と 体温降
下作用 に 関 す る 速度論的研究J ( 昭和62年) 、 車
燈 (北京 医科大学薬学院、 中 国) ，-家兎 に お け
る piretanide の 体 内 動態 と 薬理効果 に 関 す る
速度論的研究J ( 昭和63年) 、 稲 田裕彦 「摘出皮
膚 中 薬物透過促進 に 関す る 研究 イ オ ン ト フ ォ
レ シ ス を 中 心 と し て J (平成 2 年) 。 な お 、 現在
博士後期課程 に 在籍 中 の 学生 と し て 、 田 島武志
は 末梢性筋弛緩薬 の薬動学 ・ 薬力学 に 関 し て 、
Suwannee P. Panomsuk ( シ ルパ コ ー ン大学、
タ イ ) は セ ル ロ ー ス マ ト リ ッ ク ス か ら の薬物放
出 に 関 し て 、 そ れぞ れ研究 に 従事 し て い る 。
論文提出に よ る 学位取得者 と 論文題名 : 朱家壁
( 中 国薬科大学、 中 国 ) ，-非線形最小二乗 あ て は
め計算の ー改良 と ブ ロ セ ミ ド 体内動態解析への
応用J ( 昭 和 62 年) 、 森 野 昭 ( 日 本 新 薬 株 式 会
社 ) ，-薬物 の 体 内 動 態 と 薬理効果 と の 相 関性 :
d ツ ボ ク ラ リ ン 、 DHP-218及 び カ マ ゼ、パ ム に
つ い て J ( 昭和63年) 、 片 山和憲 ( 富 山 医科薬科
大学) ，- ス ル ブ ア メ チ ゾ ー ル の 腎 排池過程 と 薬
物 併 用 効 果 に 関 す る 速 度 論 的 研 究J ( 平 成 2
年) 、 金子郁枝 (宇部興産株式会社) ，- 中枢性筋
弛緩薬 ク ロ ル ゾ キ サ ゾ ン の体肉動態 と 薬理作用
の 関連性J (平成 4 年) 。
特 別 講 義 を 行 っ た 外 国 人研究者 : William 1 
Higuchi 教授 (合衆 国 ) 、 Gerhald Levy 教授
(合衆国) 、 N orman H. F. Ho 博士 (合衆国) 、
Meir Bialer 教授 ( イ ス ラ エ Jレ) 。
ま た 、 拠点大学方式 に よ る タ イ 国 と の 学術交
流事業 に よ り 招 へ い し た 研究者 は チ ェ ン マ イ 大
学 Yanee Pongpaibul 博 士 (平 成 5 年) 、 同
じ く Ladda Wongpayapkul 助教授 (平成 6
年) で あ っ た 。
外 国 人留 学生 :U . Kyaw ( ラ ン グ ー ン 医科大
学、 ミ ャ ン マ ー ) は 昭和60年 4 月 か ら 1 年間研
究 生 と し て 在籍 し た 。 ま た 、 Kalpana Srivas­
tava ( ト リ ブ フ ァ ン 大学、 ネ パ ー ル) は 平成
6 年 4 月 か ら 博士前期課程 に 在籍 中 で あ る 。
薬剤薬理学 (薬品作用学)
当研究室 は薬品作用学講座 と し て 発足以来、
通算30余年 を 数 え る 。 学 問的 に は薬理学 を 標梼
す る が、 医学部 の薬理学 と 似 て 非 な る 相補的立
場 を と る 。 研究 の 指 向 は 化学的視点、 あ る い は
分子機構か ら 創薬 を 設計す る こ と に 、 ア ク セ ン
ト を お い て い る 。 教育上 は有機化学や 生物化学
を基礎 に し て 、 “ く す り の総合科学" の 一面 を
担 う 。 研究 テ ー マ は木村正康教授 の 傘下で、 次
の 四大課題が統合的 に 構成 さ れて い る 。
1. ニ コ チ ン受容体の機能的調節機構
自 他共 に 認 め る 受容体研究 で、 ニ コ チ ン受容
体 を 制 御 す る 細胞 内 カ ル シ ウ ム に 焦 点 が絞 ら
れ、 受容体の脱感作機構が解明 さ れつ つ あ る 。
こ の 研究戦略 は 細 胞膜 の 内 外 か ら ア プ ロ ー チ
し、 RAMIC (receptor activity modulating 
intracellular calcium) 動員 (木村郁子助教授
担 当 ) 、 ノ f ッ チ ク ラ ン プ法 に よ る チ ャ ネ ル電流
測 定 ( 野 島 浩 史 助 手 担 当 ) お よ び リ ア ル タ イ ム
レ ー ザー共焦点顕微鏡 シ ス テ ム (平成 5 年度概算
特別設備費 に よ る ) を 用 い た 画像解析 (恒枝宏史
学術振興会特別研究員担当 ) が駆使 さ れ て い る 。
15年来、 未踏の分野で積 み重ねて き た こ れ ら
の研究成果 に 基づい て 、 全 く 新 し い仮説 (末梢
の神経筋 シ ナ プス 後部 に お け る ニ ュ ー ロ ン型 の
ニ コ チ ン受容体チ ャ ネ ル の存在 と そ の 生理学的
な脱感作性役割) を 提起 し て い る 。 こ れ を 実証
す る た め 、 助教授が学術振興会 の 二国 ( 日 伊)
間派遣研究者 に 選 ばれた の を き っ か け に 、 ミ ラ
ノ 大学医学部薬理学研究所 G. Fumagalli 教授
一派 と の共 同研究 (分子生物学 お よ び免疫組織
化学) が進行 し て い る 。
2. 糖尿病モ デル に よ る 血糖調節 と 合併症治療薬
糖尿病態 モ テゃル を成因別 に か な り 広範囲 に 取
り 扱い 、 治療薬候補 を漢方薬研究か ら 模索 し て
い る 。 研究戦略 は糖尿病態 と 、 神経や血管 に 対
す る 合併症 と を 交絡 さ せ 、 ネ ッ ト ワ ー ク を組み
な が ら 展開 し て い る 。 こ の よ う に し て 集約 し た
結果、 発見で き た 最近の ト ピ ッ ク は 唾液腺 由来
ペ プチ ド が イ ン ス リ ン分泌促進 と グ ル カ ゴ ン分
泌抑制 を 兼備 し 、 新 し い 血糖調節作用 を 示 す こ
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と ( 中 島登研究生担 当 ) で あ る 。
3. 血管新生お よ びそ の細胞増殖の薬物制御機構
平滑筋 の 究極の課題 と し て 血管 を対象 に し た
研究で あ る 。 血管平滑筋 の収縮 ・ 弛緩 と 相場の
決 ま っ て い る 薬理学 の 限界 を 意識的 に 越 え 、 培
養細胞 の増殖 ・ 抑制、 さ ら に は疾患成 因 の 重要
な 鍵 と な る 血管新生 を標的 に し て い る 。 目 標 は
慢性関節 リ ウ マ チ や 動脈硬化 の成因 を 活性化 マ
ク ロ ブ ア ー ジ 由 来 の サ イ ト カ イ ン に 求 め (古林
伸二郎助手 担 当 ) 、 そ の 制御薬物 を 探索 し 、 新
し い タ イ プ の 治療薬 の 開発 を 目 指 し て い る 。
4. 漢方薬お よ び ア ユ ル ベ ー ダ薬 の 作 用 原理 と
創薬設計
富 山 の 存在感 を 示 す和漢薬 の研究で、 そ の作
用 原 理 を 方 剤 の 複合作用、 病態 へ の 選 択 的効
果、 “証" に よ る 薬物感受性差 に 三大別 し た 課題
で あ る 。 こ れ ら の課題 は 1、 2、 3 の テ ー マ を 背
景 に 実証す る こ と に 成功 し て き た 。 そ の 結果、
幾多 の 新 し い 有効成分が発見 さ れ、 作用原理 も
裏付 け ら れ て い る の で、 漢方薬理学 の 基礎が構
築 さ れ、 漢方の科学的解明 に 貢献 し て い る 。 更 に
和漢薬 の源流 と 見 な さ れ る ア ユ ルベ ー ダ薬 に も
研究 を 広 げ、 和漢薬 の 特性 と 比較検討 し て い る 。
現在 の 研究 陣 は 外 国 人 留 学 生 も 含 め 30 名 近
く 、 研究室 は パ ン ク 寸前で あ る 。 し か し 、 足手
ま と い の 学生 も な く 、 誠 に 研究 に 相応 し い雰囲
気 で あ る 。 朝 は 8 時半の研究 ミ ー テ ィ ン グ か ら
始 ま る 。 週 1 日 の 非実験 日 は朝か ら 講義、 セ ミ
ナ 一 、 午後 は各 グ ル ー プの 輪読会が あ り 、 夕食
後 は 教授 自 宅 を 開放 し た 研究討論会が夜半過 ぎ
ま で続 く 。 毎年 3 � 4 名 の博士が輩 出 し 、 学術
振興会特別研究員 の ポ ス ド ク も 獲得で き る よ う
に 発展 し た 。 研究生活 に 厳 し い 当研究室 を 承知
で敢 え て 選 ん で集 い 、 よ く 堪 え 、 得心 し て 喜 ん
で卒業 し て ) :l く 学生が殆 ど で あ る 。 他方、 忙 中
闘 を 求 め 、 教室旅行や 年数回 の ボ ウ リ ン グ大会
で腕 を 競 い 、 コ ンパ に は近 く の温泉 に 足 を の ば
す な ど、 相互の和気 を 養 う こ と に も 意 を 注 い で
い る 。 こ う し た 卒業生 に対す る 社会の評価が反
映 し て 、 卒業生や 院生 を研究要員 と し て 待 ち 受
け て く れ る 研究機関や会社か ら の 求人が多 く 、
指導 し 甲 斐 が あ る 。
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臨床分析学 (分析化学)
臨床分析学講座 ( 1 ) は 富 山 医科薬科大学薬
学部発足 に 際 し 富 山大学薬学部薬品分析化学教
室 を 受 け て 昭和52年 に 開設 さ れた 。 同年10月 、
谷村語、徳が東京大学薬学部薬品分析化学教室 よ
り 教授 と し て 着任 し 、 富 山大学薬学部時代 か ら
の 田上昇一郎助教授、 中野琢助手 と 共 に 教室 を
構成 し 、 さ ら に 翌日年 6 月 に 東京大学大学院博
士課程 の 学生で あ っ た 堀 川 力三が助手 と し て 着
任 し た 。
講義 は 引 き 続 き 分析化学 を 担 当 し 、 か つ講座
の名称 を 受 け て 臨床化学分析学 を 狐塚教授 と 共
に 担 当 し て い た が、 臨床検査技 師 の 役割 の 変
化、 ま た 資格試験の 要求す る 教育 の 拡大 の た め
技師の 受験資格付与 の 目 的が な く な り 平成 6 年
度 を も っ て 終了 し た 。
教室 の研究 は 分離 と 検 出 法 の 開発 を 主題 と し
分離で は対掌体、 特 に 脂肪族 ヒ ド ロ キ シ酸 と ア
ミ ノ ア ル コ ー ル の 銅錯体 を 用 い る 分離法 を 開発
す る と 共 に 複数 の 分離機構の 存在 を 明 ら か に し
た 。 検出法で は 有機酸 に 対す る 高感度 の 呈色反
応 を提案 し 、 こ の手法 を 適用 し た 自 動分析計 は
ア ル コ ー ル飲料及 び食品 の 製造管理 に 利用 さ れ
て い る 。 ま た 従来適 当 な検出法 の な い 脂肪族第
3 ア ミ ン に対す る 化学発光分析試薬 の 開発が進
行 中 で あ る 。 こ の 間昭和国年 に は 東 ソ ー附 よ り
山崎重雄が助手 と し て 着任 し 、 ア ミ ノ ア ル コ ー
ル対掌体 の 分離、 化学発光 の研究 を 進 め た 。 堀
川 は 昭和58 年 よ り 60 年 ま で N. 1. H の ]. ] .  
Pisano博 士 の 下 に 留 学 し 生理活性ペ プ チ ド の
研究 に 従事 し た 。 帰国後 は こ の 方面への研究 の
展開が期待 さ れた が、 62年 に 日 本 ア ッ プ ジ ョ ン
闘の研究員 に な る た め に 退職 し た 。 教室 の 開設
以来研究 の 中心 を 担 っ て い た 人材 を 失 う こ と は
き わ め て 残念で あ っ た 。 な お 、 そ の 後病 を 得 て
平成 6 年 9 月 に 逝去 さ れた 。 教室 と し て 彼 の よ
う な 有為 な 人材 に 充分 な 研究 の 場 を 準備で き な
か っ た こ と は た い へ ん残念 で あ っ た 。 山 崎 は 6 1
年 よ り ア リ ゾ ナ 大 の H. Freiser 教授 の 下 に 留
学 し ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー の 担体 と し て の ア ル ミ
ナ 、 ラ ン タ ニ ド の研究 を 行 い 62 年 に 帰国、 以後
教室 の 中心 と し て 研究 を 進 め た 。 平成 7 年 1 月
に 助教授 に 昇任 し さ ら に 平成 7 年 4 月 に は 岡 山
理科大学理学部助教授 に 転任 し た 。
ま た 、 平成 7 年 4 月 に は 中込和哉が通産省工
業技術院生命工学工業技術研究所 よ り 助教授 に
着任 し た 。 中 込 は バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー研究全般
に 精通 し 、 特 に 動物細胞機能制御物質 の 開発研
究 に 従事 し 、 マ ス ト 細胞 に 作 用 す る 抗 ア レ ル
ギ 一物質 の 研究 を 手が け て き た の で、 今後 は 同
助教授 の 専門 で あ る 細胞培養や 生物活性試験の
技術 を 中 心 に し て 、 こ れ ま での微量物質 の 分離
分析法 の 技術 を 生か し て 生物活性物質 の探索 を
目 指 し て い る 。
教室 の唯一の博士課程出身者 で あ る 竹内俊文
は 東 京大学軽部教授 の 下 で助教授 を務 め た 後、
平成 6 年 4 月 よ り 広島市立大学情報工学科の教
授 と し て バ イ オ セ ン サ ー の研究 を 活発 に 行 っ て
い る 。 ま た 修士課程 を 修了 し て 産業界で働 い て
い る 出身者 は 多 数 い る が教育界 に 席 を 置 い て い
る の は 他 に 村 田 慶史が北 陸大学講師 と し て 製剤
研究 に 従事 し て い る 。
一方、 田 上助教授 は 富 山 大学時代 に 引 き 続い
て イ オ ン選択電極、 特 に 酵素反応 と 組み合わせ
た ガ ス 選択電極 の分析法 の 開発研究 を 行い 、 製
剤分析 に適用 さ れ て い た が平成 5 年 3 月 勇 退 さ
れ た 。 富 山 大学時代 よ り ヲ | き 続 い て 中野助手 は
ク ラ ス レ ー ト な ど金属錯体の構造研究 に 従事 し
て い た が、 新た な研究面 の 開拓 を 目 指 し て 昭和
57年 よ り カ リ フ ォ ル ニ ア 大学サ ン デ ィ エ ゴ校の
T. G. Trayler 教授 お よ び プ リ テ ィ ッ シ ュ ・ コ
ロ ン ビ ア 大 の D. Dolphin 教授 の 下 に 計 5 年
間留学 し チ ト ク ロ ー ム の P-450 の モ デル と し て
の ボ ル ブ イ リ ン の 金属錯体 に よ る 反応機構 の研
究 に 従 い 、 昭和61年 に 復職 し た 後 も こ の 方面の
研究 の 発展 を 試 み、 そ の触媒作用 を 利用 し た 分
析法の 開発 を 行 う と と も に P-450 の 反応機構の
解 明 を モ デ ル 化 合物 を 手 が か り に 追求 し て い
る 。
臨床分析学 (毒性学)
今年 は 医薬大開学20周 年で あ る が、 当研究室
も 開講 し て か ら 20年が経 ち 、 し か も 、 本年 3 月
31 日 を も っ て 狐塚寛教授 が定年退官 さ れた 。 1
昨年 は 森正明助手が九州大学医療技術短期大学
部 の助教授 に 、 昨年 は 川 嶋洋一助教授が城西大
学薬学部 の教授 に 栄転 さ れた。 し た が っ て 、 本
年 4 月 か ら 当研究室 の教官 は 当 面宮原助教授 だ
け に な る 。
講義 の 方 は新 カ リ キ ュ ラ ム に な っ て 、 放射線
基礎学 (必須、 1. 5単位) 、 環境衛生化学 (指定
選択、 1. 5単位) は従来通 り で あ る が、 毒物学
と 裁判化学が合体 し て 毒物学 ・ 裁判化学 (指定
選択、 1. 5単位) と な る 。 実習 は従来通 り 生物
系 の放射線基礎学 ( 1 単位) を 行 う 。
10年前 に 遡 る と 森先生が ア メ リ カ 留学か ら 戻
ら れ、 研究室 に よ り 一層 の活気が溢れて い た 頃
で あ る 。 ま た 、 フ ィ リ ピ ン か ら ナ ル シ サ ・ ウ イ
ユ が研究生 と し て 来 て 、 森先生の指導 を 受 け る
こ と と な っ た 。 翌年か ら 修士課程 に 入 札 無事
修 了 さ れ た が、 博 士課程 へ 進 み た い と の こ と
で、 丁度 2 年間の ア メ リ カ 留学 を 終 え て 帰 っ て
こ ら れた 川 嶋先生 の指導 を 受 け て 見事博士号 を
取得 さ れた 。 語学 の ハ ン デ ィ な ど も あ り 、 2 人
の先生の ご苦労 は 並大抵 の も の で は な か っ た 。
彼女の以前 に は 昭和63年 に 鍛冶利幸君が、 平成
2 年 に は佐山三千雄君が課程博士 を 取得 し た 。
こ の 頃が学生数が多 く 、 研究が一番進展 し た 。
研究室 の テ ー マ は 骨代謝、 薬物代謝、 脂質代
謝の 3 本柱で あ っ た 。 骨代謝 に 関 し て は 、 イ タ
イ イ タ イ 病の発症 メ カ ニ ズ ム の解明 と 活性型 ビ
タ ミ ンD3 誘導体の骨粗 し ょ う 症 治療薬 と し て
の基礎的検討が挙 げ ら れ る 。 薬物代謝 に つ い て
は発癌物質で あ る ジ ニ ト ロ ト ル エ ン の代謝物質
と そ の 変 異 原 性、 cell transformation、 メ タ
ン フ ェ タ ミ ン と 類似 の メ フ エ ン タ ミ ン の 代謝 に
関 す る 研究 で あ る 。 脂質代謝 に 関 し て は 、 血 中
脂質改善薬 を 中心 と す る ペ ル オ キ シ ゾー ム 増殖
作用 と 脂質代謝 と の 関係 や ペ ノレ フ ル オ ロ オ ク タ
ン酸 に よ る 酵素誘導 な ど に つ い て で あ る 。
学会活動 も 日 本薬学会 を 中心 に 骨代謝学会、
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ビ タ ミ ン学会、 生化学会、 脂質生化学会、 毒科
学会、 公衆衛生学会、 法 中 毒学会 な ど 多 岐 に
亘 っ て い る 。
研究室 の 同 門会で あ る 百子会 も 数年 に 1 回集
ま り 、 卒業生の 結束 を 固 め て き た 。 そ の お 陰で
本年 3 月 4 日 の狐塚寛教授記念退官事業並 び に
行事 を 基 な く 終 え る こ と がで き た 。 百子会会員
も 150 余 名 と な り 、 百 子 会 の 発 足 時 の 目 標 で
あ っ た 「百」 名 を は る か に 超 え る 大所帯 と な っ
た 。 そ の 中 で修士課程 を 修 了 し て い た 佐 々 木
(加藤) 晴代 さ ん、 大江善則君、 山 田 弘君、 そ
し て 研究生 の 原 田 真宏氏 が仕事の忙 し い 中 を 頑
張 っ て 論文博士 を 取得 さ れ た 。 他大学で博士 を
取得 し た 人達 を 加 え る と 10名 を超 え 、 喜 ば し い
限 り で あ る 。
医薬大へ移管 し て 大講座制 に な り 臨床分析学
講座 に 属 す る こ と に な っ た が、 環境衛生の 名 は
消 し がた く 、 研究室 の 通称 と し て 残 っ て い た 。
と こ ろ が、 昨年か ら 臨床分析学 (第 2 ) と な っ
て い た の を 何々 研究室 と 呼ぶ こ と に な り 、 狐塚
教授が強 く 毒性学 を 志向 し て こ ら れた こ と も あ
り 、 臨床分析学講座毒性学研究室 と な っ た 。 環
境衛生の名 が な く な っ て も 、 百子会 の面々 に は
忘れな い で、欲 し い と 願わ ざ る を え な い 。
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医薬品化学 (薬化学)
本学薬学部 に お け る 薬化学研究室 は 昭和51年
4 月 に 発足 し て お り 、 そ の 後10年の 歩 み と 前身
の 歴史 は本学開学十周 年記念誌 に 要約 し た と こ
ろ で あ る 。 教室職員 の顔ぶれ は 10年前 と 変わ ら
な い が、 武 田 敬助手 は 講師 に ( 1989 年 1 1 月 ) 、
堀耕造教務職員 は助手 に ( 1990年 1 月 ) 昇任 し
て お り 、 吉井英一教授 と 野村敬一教授 を加 え た
4 名 の 陣容 で あ る 。 な お 、 武 田 は 1988年 7 月 か
ら 翌年 5 月 ま での期間、 在外研究員 と し て マ サ
チ ュ ー セ ッ ツ 工科大学 R. Danheiser 教授 の も
と で合成化学の研績 を つ み、 堀 は 「 テ ト ロ ノ マ
イ シ ン の全合成研究」 で1992年12 月 に 薬学博士
の 学位 を 取得 し た 。
研究活動 で の フ ィ ロ ソ フ ィ ー は従来 と 変わ ら
な い も の の 、 過去10年間 の研究成果 を 基盤 と し
て 一大飛躍 を 目 指 し 、 謹雑 な構造 を も っ 生物活
性天然物 の 全合成、 そ れ に 関 わ る 新規鍵反応の
開発、 さ ら に は合成方法論の研究 に 精力 的 に 取
り 組ん で き た 。
研究課題の 一つ は抗腫場活性抗生物質 テ ト ロ
ノ ラ イ ド お よ び ク ロ ロ ト リ コ ラ イ ド の 全合成研
究で あ る 。 こ れ ら の 天然物 は ス ピ ロ ・ テ ト ロ ン
酸 を 構造単位 と す る 炭素大員環化合物で、 そ の
構造 の ユ ニ ー ク さ の 故 に 世界 的 に 著名 な 数 グ
ル ー プ と 競争 に な っ た が、 独 自 に 開発 し た 大員
環形成法 を駆使 し て 初の 全合成 に 成功 し 話題 と
な っ た 。 吉 井 の Gordon Conference で の 招待
講演 ( 1988年) は以上 の研究 を 主題 と し た も の
で あ っ た が、 同 じ く 招待講演者 で あ っ た ス イ
ス ・ サ ン ド 社研究所長の R. Wenger 博 士 と 知
り 合 っ た こ と は 、 も う 一 つ の研究 「 テ ト ロ ノ マ
イ シ ン お よ びテ ト ロ ナ シ ン の 全合成」 を 加速 さ
せ る こ と に な っ た 。 こ れ ら 二つ の化合物 は 新奇
構造の ポ リ エ ー テ ル系 イ オ ノ ブ ァ ア 抗生物質で
あ る が、 部分構造 の 絶対配置 の 確認 に 必要 と し
た 天然 物 の 入手 に 便宜 を 図 っ て い た だ き 、 野
村、 堀 の 努力 に よ っ て テ ト ロ ノ マ イ シ ン ( 1992
年) 、 テ ト ロ ナ シ ン ( 1993 年) の 初 の 全合成 を
達成 し た 。 ま た 、 本研究 を 通 じ て 開発 し た 炭素
六員環合成法 (末端 ビ ス 共役エ ス テ ル の 還元的
ア ニ ュ レ ← シ ョ ン ) 、 ア シ ル ・ テ ト ロ ン 酸 の 新
合成法 を 提供す る こ と がで き た 。 ま た 、 以 上 の
研究 に 前後 し て ピ ラ ノ ・ ナ フ ト キ ノ ン 系抗生物
質 の 合成研究 (Granaticin の 全合成等) も 行 っ
て き た 。 そ し て 吉井 は 、 こ れ ら 一連 の 研究 「含
酸素 ヘ テ ロ 環 を 有す る 生物活性天然物の 合成研
究」 に よ り 、 平成 4 年度 日 本薬学会学術賞 を 受
賞 し た 。
一方、 武 田 が 中 心 に な っ て 展開 し て い る 「 β
位 ヘ テ ロ 原子置換 α 、 β ー不飽和 ア シ ル シ ラ ン
の 特性 を 生 か し た 炭素環形成反応」 の研究 は 、
MIT か ら 帰 国後薬学研究奨励財 団 の助成 を 得
て 開始 し た 研究で、 ヘ テ ロ 原子の特性 と Brook
転位 を 巧み に 活用 す る も の で あ る 。 ア ク リ ロ イ
ル ・ シ ラ ン の β PhS f本 と メ チ ル ケ ト ン ・ エ ノ
ラ ー ト と の 反 応 で は 五員 環 を 、 β Me3 Si 体 と
共役 メ チ ル ケ ト ン ・ エ ノ ラ ー ト の組み合わ せ で
は七員環 を 一挙 に 構築 し う る と い う 画期 的 な 成
果 で あ り 、 天然物合成 へ の 応 用 が期待 さ れ る 。
さ ら に 、 テ ト ロ ノ ラ イ ド の 全合成 に 際 し て 開発
し た 大 員 環形成法 (分子 内 Julia 反 応) の 一
般性 を 実証す る た め 、 発が ん プ ロ モ タ ー 阻害テ
ルペ ン Sarcophytol A の 全合成、 HIV シ ン シ
チ ウ ム 形成 阻害 テ ルペ ン Terpestacin の 炭素
骨格合成 を 実施 し て い る 。
以上の研究業績 は 、 当 研究室所属 の 学生諸君
の 献身 的 な 支 援 に よ っ て 達成 さ れ た も の で、
1986年 3 月 �1995年 3 月 の教室 出 身者 は 学士52
名 、 修 士 1 8名 、 博 士 I 名 で あ る 。 ま た こ の 期
間、 文部省科学研究費 ( 1986�1995) を は じ め 、
田 村科学技術振興財 団 ( 1987、 1990、 1993) 、
富岳基金 ( 1990、 1992) 等 か ら の研究費助成 を
受 け 、 研究 を 加速 さ せ る こ と がで き た 。
な お 吉井 は 、 1996年 3 月 に 定年 を 迎 え る 。 本
学 在 職 20 年 目 の 本 年 4 月 25 日 に 恩、 師 Gilbert
Stork コ ロ ン ビ ア 大学教授 の 富 山 で の 特別講
演会 を 実現 し 得 た こ と の 意義 は様々 あ ろ う 。 偉
大 な有機合成化学者 で あ り 教育者 と し て も 著名
な 同教授 の レ ク チ ャ ー か ら 受 け た で あ ろ う イ ン
パ ク ト を新 た な刺激材 と し て 、 国 際 的 に 通 用 す
る 研究が今後 も 継続的 に 展開 さ れ る こ と を 願 っ
て い る 。 (吉井 英一)
医薬品化学 (薬品製造学)
研究活動 現在 の研究 テ ー マ は 下記 3 項 目 の い
ずれか に 概括 さ れ る が、 こ れ ら 主題の 実験手法
で は 、 酵素 の 非培養系適用や触媒的不斉誘導 な
ど不斉合成法が主眼 と な っ て い る 。
(1) 生物活性分子 に 係 る 正負両光学活性体 の 選
択的合成 を 可能 と す る 集約合成 デザイ ン
(2) 架橋双環系 の 剛性構造 を 繰 る 反応特異性 と
構造化学特性の有機分子合成へ の 応用
(3) ヘ テ ロ 脂環系 の 新合成法 の 開発 と 医薬品化
学への応用
現在 の研究 ス タ ッ プ は 下記の 通 り 。
教授 百瀬雄章、 助教授 高畑贋紀
助手 豊岡 尚樹、 助手 桐原正之
昭和60年以降の学会活動 ・ 研究報告 (著書、 総
説、 欧文原著、 学会報告 のJI頂)
(昭和60年) 原著 8 、 学会18 ( う ち 国際 3 ) 。
(昭和61年) 原著13、 学会12。
(昭和62年) 総説 2 、 原著12、 学会11 ( う ち 国
際 2 ) 。
(昭和63年) 総説 1 (欧文) 、 原 著 5 、 学会 7
( う ち 国際 2 ) 。
(平成元年) 総説 1 、 原著10、 学会16。
(平成 2 年) 原著12、 学会14 ( う ち 国際 1 ) 。
(平成 3 年) 原著 7 、 学会13 ( う ち 国 際 1 ) 。
(平成 4 年) 総説 1 、 原著11、 学会18。
(平成 5 年) 著書 2 ( う ち 欧文 1 ) 、 総説 2 、
原著 9 、 学会22 ( う ち 国際 2 ) 。
(平成 6 年以 降) 著書 1 (欧文) 、 原著13、 学
会17。
昭和60年以降の公的研究助成等
(文部省科学研究費)
。昭和61�62年度 : “ チ オ ア ミ ド 官能基の特性
を 活用 す る 高立体選択的 ヨ ー ド ラ ク タ ミ ゼ ー
シ ョ ン の 開発" (一般研究 C 220万 円 )
。昭和63�平成元年度 : “分子内 ア ミ ド 化反応
を 基盤 と す る 生理活性物質 の 合成研究" (一
般研究 C 180万 円 )
く〉平成元� 2 年度 : “新規多 目 的 キ ラ ル ビ ル デ
イ ン グ ブ、 ロ ッ ク の創製 と 生理活性天然物合成
へ の 利 用 " (一般研究 C 180万 円 )
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く〉平成 2 年度 : “ α 位置換 β ー テ ト ロ ン 酸 を 鋳
型 と し た キ ラ リ テ ィ 移送 に よ る 不斉四級炭素
形成法 の 研究" (奨励研究 A 80万 円 )
。平成 3 � 4 年度 : “架橋双環系 ケ ト ン の 不斉
開裂 に よ る 多 目 的不斉合成素子 の 創製 と 天然
物合成 へ の 応 用 " (一般研究 C 180万 円 )
。平成 5 � 6 年度 : “不斉ア シ ル化法 を 用 い る
機能性 キ ラ ル合成素子 の創製 と 生物活性物質
合成へ の 活 用 " (一般研究 C 190万 円 )
く〉平成 6 年度 : “跨環型 σ 対称 ジ オ ー ル の 環不
斉識別 に よ る 新規汎用性 キ ラ ル素子 の 創製"
(奨励研究 A 100万 円 )
(薬学研究奨励財団研究助成金、 100万 円 )
(昭和60年) 高畑慶紀 ; (平成 2 年) 平井美朗
( 富 山 賞、 100万 円 )
( 昭和60年) 高畑康紀 ; (平成 3 年) 平井美朗
( 富 田 賞、 40万 円 )
( 昭和61年) 山崎高庭、 高畑贋紀
( 日 本薬学会奨励賞、 10万 円 )
(平成 5 年) 高畑贋紀
教育担当 下記の講義 お よ び実習 を 担 当 。
有機化学 1 ( 2 年次、 必修 3 単位)
有機化学演習 1 ( 2 年次、 選択 3 / 4 単位)
合成化学 1 ( 3 年次、 選択1. 5単位)
有機化学系実習 ( 2 年次、 必 3 単位、 分担)
薬学英語 ( 3 年次、 選1. 5単位、 分担)
教室職員の 系譜 昭和60年以降 は下記の通 り 。
山 崎高藤 ~昭和63 年 3 月 教授 (昭和63年
4 月 ~平成 6 年 3 月 学長)
百瀬雄章 平成元年 4 月 ~教授
的場勝英 ~ 昭 和 62 年 9 月 助 教授、 同 62 年
9 月 16 日 ~ 同年 9 月 30 日 教授
高畑慶紀 ~昭和63年 3 月 助手、 同63年 4 月
~助教授
平井美朗 ~平成 3 年 3 月 助手 (平成 3 年
4 月 富 山大学助教授、 同 6 年 4 月 教授)
豊 岡 尚樹 平成元年 4 月 ~助手
桐原正之 平成 5 年10月 ~助手
卒業生 富 山大学か ら 通算 し て 、 大学院博士修
了 1 名、 同修士修了46名、 学部卒業249名。 化
学教室卒業生 と 共 に 同 門会 “華古会" を 形成 し
て 、 毎年 1 田 富 山 で総会 を招集開催 し て い る 。
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衛生 ・ 生物化学 (衛生化学)
こ の研究室 の 歴史 は 明治26年 ( 1893) に さ か
の ぼ る 。 当 時の 共立薬学校 の発足 に 際 し て 衛生
化学 ・ 裁判化学 は 必須科 目 で あ り 、 し た が っ て
102年 も の 歴 史 が あ る 。 そ の 後 の 市立富 山 薬 業
学校 ( l900�) 、 県立薬業学校 ( 1907�) 、 官立
富 山薬専 ( 1920�1951 ) と 変遷 し て き た が、 そ
の 問、 本教室 は 連 綿 と し て 続 い て き て い る 。
1949年、 富 山大学薬学部へ の 昇格 と 共 に 、 薬専
当 時 の 教授、 倉 田 軍一 ( 1934�1971 ) が初代教
授 と な っ た ( 1991年、 86歳 で死去) 。 次 い で富
山大学 よ り 本学へ の移管 に 際 し て 、 富 山大学 で
の 最後の 学部長 を 勤 め た 柳 田友道 ( 1975�1979) 
が短期間 で あ る が 2 代 目 教授 で あ る 。 柳 田 は 富
山大学学長 ( 1979�1985) に 選 ばれて 転出 し 、
現在の 小橋恭一 ( 3 代 日 教授) に 至 る と い う 長
い 歴史 を 持 っ て い る 。 大学昇格以来の 当 研究室
出 身 者 は 300人 を 超 え 、 医薬業界 の 中 堅 と し て
活躍 し て い る 。
現在 の ス タ ッ プ は 小橋恭一教授、 酒井立夫助
教授、 赤尾光昭講師、 今村理佐助手、 牧野圭子
事務補佐員 で、 大学院学生、 研究生、 卒業研究
学生 を 加 え て 約20名 、 賑 や か に 活気 あ ふ れた 研
究室 で あ る 。 小橋 は大阪大学か ら 富 山大学へ着
任 し て 35年、 1996年 3 月 に 定年 の 予定で あ る 。
そ の 35年間 の 前半 は 生化学研究室 の助教授 で あ
り 、 教 え 子 も 多 く 、 学内教官 の 最古参で あ る の
専門教育科 目 と し て 薬剤 師 の 職能 k必須で、 あ る
「衛生 化 学J I公衆衛生学」 お よ び 「 医 療 生 化
学」 を 担 当 し て い る 。 ヒ ト の 食 を 衛 ( ま も ) る
化学、 ヒ ト の 環境 を 守 る 疫病予防の 医療現場 に
お け る 「生臭い 化学」 を 、 身近 な も の と し て 学
生が理解す る こ と を 目 標 と し て い る 。
研究 テ ー マ は 、 こ こ 10年間腸内閣叢 ( フ ロ ー
ラ ) と 宿主 ( ヒ ト ) と 生化学的相互作用 を 主題
と し て い る 。 腸 内 菌 の 99% を 占 め る 偏性嫌気性
菌 の 分類や培養法 は 、 最近 よ う や く 確立 さ れ る
に 至 っ た が、 そ の 生化学~生理的作用 は ほ と ん
ど わ か っ て い な い 。 こ の た め 消化管内 に 外 か ら
摂取 し た 化学物質、 例 え ば食品や そ の添加物、
和漢薬 を 含 む 医 薬 品 な ど が、 一 方、 唾液、 胃
液、 腸液や胆汁中 に 含 ま れ る 消化管 内 へ の 分泌
物 や 排 1世成 分 が、 腸 内 嫌気性菌 由 来 の 酵素 に
よ っ て ど の よ う に 代謝 さ れ る の か 、 ま た そ の代
謝物が宿主 に ど の よ う な 影響 を も た ら し て い る
の か 、 ほ と ん ど わ か っ て い な い 。 こ れ ら は 消化
管 と い う 内 な る 「 エ コ ロ ジ ー」 の 分野で あ る 。
そ こ で具体的 に は :
①消化管 内 あ る い は尿路 に お け る ウ レ ア ー ゼ
産生微生物 に よ る ア ン モ ニ ア 毒性 を証明 し 、 そ
の ウ レ ア ー ゼ、阻害剤が医薬品 に な り 得 る か 。 最
近 ト ピ ッ ク に な っ て い る 胃 潰蕩原因菌へ リ コ パ
ク タ ー ・ ピ ロ リ の ウ レ ア ー ゼ も 当 然研究対象で
あ る 。 ②和漢薬成分、 特 に 配糖体成分が ヒ ト 腸
内菌酵素 に よ っ て ど の よ う に 代謝 さ れ る か 、 そ
れ ら の 代 謝物 が薬効発現 と 関 わ っ て き い る こ
と 、 ま た フ ロ ー ラ の個人差が そ の 薬効発現 に 影
響 し て は い な い か。 ③現在知 ら れて い る 発癌物
質 の 中 で最 も 強力 な ア フ ラ ト キ シ ン の か び に よ
る 産生条件 と 、 動物体内 に お け る 発癌 お よ び防
止 の 機構 に フ ロ ー ラ は 関与 し て い る の か。 ④食
物繊維、 オ リ ゴ糖の腸内菌酵素 に よ る 分解が、
腸内環境 を 改善 し て い る か否か。
こ れ ら の 諸 テ ー マ は 、 多 く の研究者の敬遠 し
が ち な材料 ( ヒ ト 糞使や 発癌物質) を 扱 う 「生
臭 い 生化学」 で あ る 。 人が嫌が る 中 に こ そ 、 他
人が重要 と 考 え て い な い 中 に こ そ 、 宝 が あ る 。
事実 こ れ ら の研究 テ ← マ の 中 か ら 多 く の新 し い
酵素が発見 さ れ、 生物工学的手法で多 方 面 に 応
用 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ま で の 小橋 の 指 導 し
た 大学院生 の 中 か ら 70名 の薬学修士、 20名 の 薬
学博士が誕生 し て い る 。 し た が っ て 、 現在 ま で
国 内 外 で の 学会発表 も 400報 に 達 し 、 印刷 さ れ
た 論文 ・ 総説 も 200報 を 超 え て い る 。 こ れ ら の
成果 は研究室 ス タ ッ プ を 中 心 に 、 所属 し た 学生
諸君 の 努力 と 小橋 を 支 え て く れ た 社会 の 応 援 に
よ る も の で あ る 。 や が て 21世紀 を 迎 え る に 当 た
り 、 老年病 に 対 し て 科学 的 な 裏付 け の あ る 栄養
学や和漢薬学が当研究室 に 課せ ら れた 任務 であ
る 。 ま た 予想、 も さ れ な か っ た ウ イ ル ス や細菌感
染 症 が、 先進 国 に は び こ り 始 め て い る 。 次 の
100 年へ の 第一歩 に 際 し て 、 衛生化学 に 期待 さ
れ る 研究 テ ← マ で あ る 。
衛生 ・ 生物化学 (生化学)
生化学研究室 は 、 初代教授長谷純一先生が定
年で御退官 さ れ た 後、 昭和59年 ( 1984年) 4 月
に 中 川 秀 夫 が着 任 し て 11 年 を 経過 し た 。 こ の
間、 渡謹一義博士 (現在、 サ イ ト シ グ ナ ル研究
所) が助手 と し て 昭和60年 (1985年) 4 月 か ら
平成 2 年 ( 1990年) 3 月 ま で在籍 し 、 ま た 山本
葉 子 ( 旧 姓、 堀 越) が 技 官 と し て 昭 和 61 年
(1986年) 10 月 か ら 平成元年 ( 1989年) 9 月 ま
で在籍 し て 生化学研究室 の研究 ・ 教育 に 大 き く
貢献 し た 。 現在の ス タ ッ プ は 、 三井健一郎助教
授、 柴 田 太助手 ( 1993年 1 月 �) お よ び加藤秀
子教務職員 ( 1991年 4 月 �) で あ る 。 こ の 11年
間 に 、 生化学研究室 で卒業研究 を 行 っ た 4 年次
学生 は 66名 、 大学院修士課程修了者 は 21名、 大
学院博士課程修了 者 は 1 名 で あ る 。
生化学研究室 に お け る 研究 は 、 炎症反応の進
展 を 制御す る 因子 (炎症の ケ ミ カ ル メ デ ィ エ ー
タ ー ) の 生化学的/分子生物学的研究 と 抗炎症
薬の作用 メ カ ニ ズ ム の解明が中心であ る 。 炎症
の 研究 を 開 始 し た 頃、 炎 症 の ケ ミ カ ル メ デ ィ
エ ー タ ー と し て イ ン タ ー ロ イ キ ン 1 β (IL- 1
β ) と 腫場壊死因子 (TNF α ) が漸 く 注 目 さ
れ は じ め て い た に す ぎ な か っ た 。 私た ち は 、 代
表的 な 炎症反応で あ る 好 中球浸潤 を 引 き 起 こ す
因子 に焦点 を 絞 っ て 研究 を 開始 し 、 当 時使用 し
て い た in vitro 実験系 に IL- 1 β 、 TNF α や
LPS を 添加 す る と 、 培地 に 強 い 好 中 球走化性
活性が検出 さ れ る こ と を 見 い だ し た 。 こ の 発見
を拠 り 所 と し て 、 種々 の 実験 を 重ね、 最終的 に
は ラ ッ ト の 腎上皮様細胞株 (NRK-52 E 細胞)
を IL- 1 β 、 TNF α や LPS で刺激 し た 培地か
ら 好中球走化性因子 を精製 し 、 そ の N 末端 ア ミ
ノ 酸 配 列 を 明 ら か に し て CINC (cytokine 
induced neutrophil chemoattractant) と 命名
し た 。 さ ら に 、 医学部生化学講座 (藤岡基二教
授、 古西清司助手) と の 共 同研究で CINC の
一次構造 を 解明 し 、 ヒ ト の GRO川1GSA と 相
向性が高 く 、 マ ウ ス の KC gene 由 来 の ペ プ チ
ド に 相 当 す る こ と を 明 ら か に し た 。 ま た 、 医学
部病理学講座 (小泉富美朝教授) と の 共 同研究
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で CINC が実際 zn vzvo で 強 い 好 中球浸潤 を
引 き 起 こ す こ と を 明 ら か に し た 。 こ の CINC は
ヒ ト IL-8 フ ァ ミ リ ー に 属 す る 因 子 で あ り 、
ラ ッ ト の 細胞が炎症刺激 を 受 け て 産生す る 代表
的 な 好中球走化性因子で あ る 。 そ の後 の研究 に
よ っ て CINC は 一種類 で は な い こ と が分 か つ
て き た 。 私た ち は最近、 ラ ッ ト の 炎症組織 ( 肉
芽組織) の 培養 メ デ ィ ウ ム か ら CINC に 一次構
造が類似 し た 2 種類の新 し い好中球走化性因子
を精製 し 、 そ の 一次構造 を 解明 し て CINC-2 α
お よ び CINC-2 β と 命名 し た 。 そ れ に 伴 っ て 従
来 の CINC を CINC-1 と 命名 し 、 ラ ッ ト MIP-2
を CINC-3 と 呼 ぶ こ と を 提 案 し て い る 。 従 っ
て 、 ラ ッ ト の 好 中 球走化性因子CINC に は 一次
構造が類似 し た 4 種類の 因子が存在す る こ と に
な る 。 現在、 こ れ ら 4 種類 の CINC の 組 み 換 え
体 を 作製 し 、 炎 症 に お け る 役割 を 検討 し て い
る 。
一方、 ラ ッ ト ・ カ ラ ゲ、 ニ ン 空気嚢炎症モ デル
の慢性期 の 渉出液か ら 好中球走化性因子 と し て
補体成分 C 3 由 来 の 2 種類 の ペ プチ ド を 精製 し
た 。 そ の 一 つ は 既知の C 3 a で あ っ た が、 他方
の 因子 は C 3 の β 鎖 の C 末端側 フ ラ グ メ ン ト に
由 来す る 新 し い 好中球走化性因子で あ り 、 C 3
β c と 命名 し た 。 こ の C 3 β c は 、 単 に 好 中 球
走化性因子 と し て 作用 す る だ け で は な く 、 血管
透過性充進作用 も 持 っ て お り 、 慢性炎症 に お け
る 役割 に 注 目 し て い る 。 今後、 微量 し か存在 し
な い 因子 も 解明 し 、 炎症の場 に お け る 好 中 球走
化性因子 の 全体像 を 明 ら か に し た い 。 そ し て 、
こ の こ と が新 し い作用 メ カ ニ ズ ム に 基づ く 抗炎
症薬 の 開発 に 貢献す る こ と を 期待 し て い る 。
そ の 他、 炎症組織 の コ ラ ー ゲ ン 分 解 系 の 研
究、 和漢薬 の抗炎症作用 の研究 お よ び毒素 タ ン
パ ク 質 に 関 す る 研究 も 行 っ て き た 。
『炎症』 は 昔か ら 医 学 の 研究対象 で あ る が、
同 時 に 薬 の 側 か ら 薬学 に と っ て も 重要 で あ る 。
新 し い 抗炎 症薬 の 開発お よ び作用 メ カ ニ ズ ム の
解明 は 、 炎症の 生化学的/分子生物学的 メ カ ニ
ズ ム の解明 に 依存 し て い る 。 医学 と 薬学 に 跨が
る 『炎症』 の研究 は 、 医科薬科大学 に と っ て 相
応 し い研究課題 で あ る と 考 え て い る 。
14ヲ 第 3 章 講座等 の 沿革
衛生 ・ 生物化学 (細胞生物学)
本研究室 は 昭和42年 に 富 山大学薬学部生物薬
品製造学教室 と し て 創設 さ れ、 西荒介 (現富 山
医科薬科大学薬学部名誉教授) が初代教授 と し
て 東京大学応用微生物研究所か ら 赴任、 同 時 に
菅野延彦 (現富 山 医科薬科大学生物学教室教
授) が東京教育大学理学部か ら 講師 と し て 着任
し 、 新 し い 研究 室 と し て 発足 し た こ と に 始 ま
る 。 昭和52年 の 富 山 医科薬科大学へ の 移管 の 際
に 、 研 究 室 名 は 、 微生物化学 に 変更 に な っ た
が、 平成 6 年 に 再 び変更 さ れ、 現在 の 名 称 と
な っ た 。 昭和60年 ま で の 本研究室 の 沿革 に つ い
て は 、 10周 年記念誌の微生物化学研究室 の 項 に
述べ ら れて い る の で、 こ こ で は 、 61年以 降 の 本
研究室 の 歩 み に つ い て 述べ る 。
西教授 は 昭和60年12月 よ り 62年1 1 月 ま で薬学
部長 を 務 め 、 61 年 3 月 に は 岡 村助教授 が米 国
ジ ョ ン ズ ・ ホ プ キ ン ス 大学生化学教室 で の 留 学
を 終 え 帰国。 同年 4 月 か ら は 本学大学院修士課
程 を 修了 し た 守 田雅志が教務職員 に 採用 さ れ、
平成 2 年 に 助手 に 昇任 し た 。 黒崎助手 は 平成元
年 9 月 よ り 2 年 6 月 ま で米国 カ リ フ ォ ル ニ ア 大
学パ ー ク レ ー校生化学教室 に 留学。 平成 6 年 3
月 、 西教授 は定年 に よ り 退官、 西研の 愛称で親 し
ま れた 研究室 は ひ と ま ず そ の 幕 を 下 ろ し た 。
学部学生 の講義 は 平成 5 年度 ま で西が担当 し
て い た 2 年次前期 の 「微生物化学」 を平成 6 年
度 か ら は 岡村が担当 し 、 昭和61年度 よ り 岡村が
担当 し て き た 3 年次前期 「細胞生物学」 は 平成
6 年度 か ら 2 年次後期 に 繰 り 上 げて 講義 し て い
る 。 ま た 生物系 実習 の う ち 、 「微生物学実習」 を
本研究室 の 担当 で 3 年次前期 に 実施 し て い る 。
本研究室 は 昭和42年の創設以来、 主 と し て 高
等植物や微生物の 培養細胞 の 特色 を 生 か し た 実
験系 を組み立 て 、 細胞 の 増殖お よ び機能や形態
分化 の制御 に 関わ る 機構の解明 を 目 的 と し て 研
究 を 進 め て き て い る 。 こ の 10 年 間 の 主 な 研 究
テ ー マ は 、 ニ ン ジ ン ・ tubulin 分子 の 多 様性 に
関す る も の 、 ニ ン ジ ン の 抗菌性物質 ( フ ァ イ ト
ア レ キ シ ン ) 産生の誘導 に 関 す る も の 、 お よ び
粘菌の膜蛋 白 質 に 関す る も の で あ り 、 そ れ ぞ れ
岡村、 黒崎、 守 田 が中 心 に な っ て 進 め て い る 。
岡村 ら は 細胞 の 分裂 と 分化 の 両面 に 重要 な 役
割 を 果 た し て い る 微小管の 主構成蛋 白 質 で あ る
tubulin に つ い て 蛋 白 質 レ ベ ル で 調 べ て い た
が、 こ れ ら に つ い て構造 的 な 裏付 け や 機能面で
の 制 御機構 の 解析 を 進 め る た め そ の 遺伝子 の
cloning を 開始 し た 。 ま ずβ tubulin ・ cDNA の
一部が得 ら れ、 こ れ を も と に細胞周 期 の 進行 に
と も な っ て 起 こ る tubulin 分子種 の 変化が ど の
レ ベ ル で起 こ っ て い る か解析 し て い る 。 ま た 、
こ のcDNA を プ ロ ー プ と し て こ れ ま で に 4 種の
かtubulin 遺伝子 の ゲ ノ ム DNA を cloning し 、
そ の う ち 2 種 に つ い て そ の 大部分 の 塩基配列が
決定 さ れた 。 こ れ ら の研究 は 昭和田年 お よ び平
成 元 � 3 年度 の 文 部省 科学研究費、 一般研究
( C ) の補助 を 受 け て 行 わ れ た 。
黒崎 ら は 昭和60年 ま で に か び に 感染 し た ニ ン
ジ ン の フ ァ イ ト ア レ キ シ ン ( 6 MM) 産生誘導
に細胞膜 を 介 し た 情報伝達系が関与 し て い る こ
と を 示唆す る 結果 を 得て い た が、 61年以 降 は そ
の 各 ス テ ッ プ に つ い て 解析 を 進 め 、 エ リ シ タ ー
の刺激 に よ り cAMP レ ベ ルが上昇 し 、 次 い で
cAMP 依存的 に 細胞 内 へ の Ca++ の 流入 が起 こ
る こ と を 示 し 、 更 に そ の細 か い機構 に つ い て 検
討 し て い る 。 ま た そ れ と 共 に 6 MM生成 に 関与
す る 酵素系 を 分離精製 し 、 そ の 酵素反応機構 に
つ い て も 解析 を 進 め て い る 。 こ れ ら の研究 は 、
昭和63年か ら 平成 2 年度 の文部省科学研究費一
般研究 ( C ) お よ び重点領域研究 (平成 2 � 4
年度) の 補助 を 受 け 、 平成 5 年 に そ れ ま で の研
究成果 に 対 し て 県 よ り 「 と や ま 賞」 が黒崎 に授
与 さ れ た 。
守 田 ら は 同調化が容易 でト あ る こ と と 胞子や菌
核、 遊走子 な ど の 分化 の 過程が見 ら れ る と い っ
た 点 か ら 真性粘菌 を 実験材料 と し て そ の細胞膜
標品 を調製 し そ の 中 に 存在す る 糖蛋 白 質 に つ い
て 解析 を 進 め て き た 。 特 に そ の 内 で レ ク チ ン活
性 を 持つ も の と プ ロ テ ア ー ゼ活性 を 持 つ も の に
つ い て そ の性質 と 増殖/分化 に お け る 役割 に つ
い て 調べ て い る 。 平成 3 年、 守 田 は 真性粘菌 の
膜糖蛋 白 質 の研究 を 学位論文 に ま と め 、 薬学博
士 の 学位 を 授与 さ れた 。
薬用資源学 (生薬学)
研究体制
開学10周 年 当 時 の 生薬学研究室 は教授森 田直
賢、 助教授清水左手夫、 助手有津宗久、 林利光 の
4 人の ス タ ッ プ で構成 さ れて い た が、 平成 5 年
3 月 、 森田教授定年退官、 同 6 年 7 月 、 有津助
手の 附属薬用植物園への 昇格移籍 (助教授) に よ
り 、 そ の 後清水、 林の 2 人で教育研究 に 当 た っ
て い る 。 主 た る 研究内容 は天然 の 生物活性成分
の探索で、 有効成分の抽 出、 単離、 構造解析 と
い っ た 天然物化学的 な色彩が強 い事か ら 、 活性
試験 に 関 し て は極力大学 内外の多領域 に わ た る
専門家 の協力 、 支援 に 頼 ら ざ る を 得 な い が、 最大
限出来 る 範囲 内 で 自 ら 行 う よ う に 心掛 け て い る 。
主 な 最近の研究業績 を い く つ か紹介す る と 、
1 、 外用 に よ る 天然 の 消炎活性成分 に 関 す る 研
究 : 古来、 腫れ物、 湿疹等 の 皮膚炎 に 外用 で効
果 が あ る と 言わ れて い る 薬草 に 注 目 し 、 カ ラ ゲ
ニ ン足浮腫抑制、 II 型 コ ラ ー ゲ ン誘発関節炎抑
制、 血小板凝集阻害作用 の ほ か ア ラ キ ド ン酸 カ
ス ケ ー ド へ の 影響 を 指標 と し て こ れ ま で ビ ワ
葉、 杉葉、 ア オ キ 葉 な ど か ら 有効成分 を 単離解
明 し た ほ か、 南米の民間薬か ら も 消 炎活性成分
を見出 し 、 学会誌 に 発表 し た 。 (清水)
2 、 天然 の 抗糖尿病関連物質 に 関す る 研究 : 日
本茶の 中 に 動物実験で血糖降下作用物質 の 1 っ
と し て 複合多糖体 を 見 出 し た 他、 広 く 外国の抗
糖尿病伝承薬物か ら も 多 数 の 活性物質 を 単離 し
た 。 (清水 和漢薬研究所資源開発部 門 や 医学
部 と の 共 同研究) 。 ま た 、 糖尿病併発症 の 1 つ
白 内 障 の 治 療 あ る い は 予 防薬 を 求 め て 天然 の
aldose reductase 阻害活性成分 の 探索 を 行 い 、
各種生薬、 漢方処方や、 国 内外の伝承薬か ら 有
効成分 の 単離、 構造解明 を 行 っ た 。 (清水)
3 、 伝承薬物 Scoραria dulcis の ジ テ ル ペ ン 類
の 研究 : パ ラ グ ア イ 産 本 植物 よ り 新規化合物
scopadulcic acid B (SDB) を 単 離、 構造 決 定
し た が、 抗 ウ イ ル ス 作用 、 抗腫虜作用 、 胃 酸分泌
抑制作用 等多様 な 生物活性 を 示す こ と も 明 ら か
に し た 。 そ の 後、 本植物 の 組織培養 に よ る SDB
及び関連物質 の 生産条件等 を検討中 で あ る 。
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(林 生物物理学、 医学部 ウ イ ル ス 学講座等 と
の 共同研究)
4 、 抗 ウ イ ル ス 作用物質 の 研究 : ウ イ ル ス 性疾
患が深刻 な 社会問題 と な っ て い る 中 で、 身近 な
植物 に つ い て 抗 ウ イ ル ス 活性成分 を 検索 中 。
(林一医学部 ウ イ ル ス 学講座 と の共 同研究)
5 、 天然 由来の 老人性抗痴呆薬 に 関す る 研究 :
当 研究室 で は ア ル ツ ハ イ マ ー型抗痴呆薬 を 指向
し た 天然薬物の探索 を行 っ て い る が、 培養細胞
PC12h に対す る 神経突起伸展効果や大脳皮質 の
初代培養細胞 に対す る 生存維持効果 あ る い は ス
コ ポ ラ ミ ン誘発記憶障害 ラ ッ ト に対す る 効果 を
指標 と し た 有効成 分 に つ い て 鋭意研究 中 で あ
る 。 (清水一和漢薬研究所生物試験部門、 医学
部脳神経外科学教室、 北 陸大学創薬研究施設等
と の 共 同研究 で、 文部省科学研究費、 富 山 県受
託研究費 な ど の 補助金 に よ る )
6 、 そ の 他の研究 と し て 、 生薬の 品質評価、 高
品質の起原植物 の安定確保、 有効成分の組織培
養 に よ る 生産等 に つ い て研究中。
教育体制
生薬学教室で担当 す る 講義 と し て は 1 年次生
で は 「薬用 植物学」、 3 年次 生 で 「生薬学」、
「薬用 天然物化学J (従来の 生薬化学 を 発展改称
し た も の ) 、 「生薬学演習」 、 「薬学英語J (天然
物関係 の 欧文書輪読 を 小 グ ル ー プで行 う 新 カ リ
キ ュ ラ ム ) 、 実習 で は 生薬学実習 と し て 薬用植
物園 の協力 を 得 て 7 月 に 植物 園 で の 実地見学、
実験材料の 採取、 形態観察及び生薬 の 鑑定 を 、
1 月 に成分の抽 出単離、 構造解析 を 中 心 と し た
化学実習 を 行 っ て い る 。 4 年生 は 従来通 り 卒業
研究 の た め 配属 さ れ、 前述の よ う な研究 内容の
テ ー マ で実験 に 取 り 組ん で い る 。
行事、 親睦等
毎年教室旅行 を 1 � 2 泊 で行 う 他、 ス ポ ー ツ
大会 (卓球、 バ ド ミ ン ト ン 、 テ ニ ス ) や コ ン パ、
忘年会等 の 折 に は ボ ウ リ ン グ大会 を 行 っ て 教室
員 の 親睦 を 図 っ て い る 。 ま た 、 冬 よ く ス キ ー に
遠征 し て 夜 は マ ー ジ ャ ン 、 カ ラ オ ケ 等大 い に 楽
し ん だ も の で あ る が、 最近 そ ん な 意気 の あ る 学
生 も 少 な い 。 研究、 娯楽両面 に 活気 あ る 講座 を
復活 さ せ た い も の と 願 っ て い る 。
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薬用 資源学 (合成化学)
当 教室 の 沿革 は 富 山大学薬学部時代以前 ま で
に さ か の ぼ る が (十周 年記念誌参照) 、 本稿 で
は 開学10周年以後 に つ い て 述べ る 。 10周 年 当 時
の ス タ ッ プ は 、 教授小泉 徹、 助教授竹内義雄、
助手荒井謙次、 教務職員 高 山 広光 (昭和60年助
手) で あ っ た が、 昭和61年 7 月 1 日 、 高 山 (現
千葉大学薬学部助教授) の転出 に と も な い 、 同
年 8 月 1 目 、 高橋た み子が化学教室 か ら 配置換
と な っ た 。 平成 5 年 4 月 1 日 、 荒井が岐阜薬科
大学合成薬品製造学講座助教授 に 転出 し 、 現在
の ス タ ッ プ (教授小泉、 助教授竹 内、 助 手 高
橋) に な っ て い る 。
教室 の研究分野 は 、 反応有機化学、 合成有機
化学で あ り 、 ヘ テ ロ 原子化学 を 基礎 と し て 高選
択的反応 の 開発 と そ の 反応機構の 解明 を 主 と し
て 行 っ て い る 。 昭和58年、 小泉、 竹内、 荒井 の
新 ス タ ッ フ で ス タ ー ト し た 当 時 に 開始 し た 研究
は 有機硫黄化学 を 基盤 と し た も の で あ り 、 「 ス
/レ ブ イ ニ ル エ テ ン 類 の 不斉 デ イ ← ノレ ス ・ ア ル
夕、、一 反応 と そ の応用」 と し て 結実、 完成の域 に
達 し つ つ あ る 。 一方、 竹 内 が 開始 し た 多 重官能
性炭素化合物 の 化学的研究 は 、 有機 フ ッ 素化学
を 基盤 と し た も の で あ る が、 着実 に 成 果 を 積 み
重 ね て 、 平成元年 4 月 の 日 本薬学会奨励賞受賞
へ と つ な が っ た 。 こ の研究 は 更 に 高精度 キ ラ ル
誘導化試薬 CFPA の 開発へ と 展 開 し た (平成
5 年10月 、 光学活性化合物研究会賞受賞) 。
現在 は こ れ ら の成果 を 基盤 と し て 、 セ レ ン 、
テ ル ル等 の カ ル コ ゲ ン 原子 を 含 む有機化合物 の
立体化学的研究、 カ ル コ ゲ ン化合物 の 特性 を 利
用 し た 新規合成反応の 開発、 不斉 フ ッ 素化剤 の
開発研究 な ど を 行ー っ て い る 。 ご く 最近、 従来合
成 さ れた 例 の な い キ ラ ル超原子価化合物ノ \ ロ セ
レ ヌ ラ ン や ハ ロ テ ル ラ ン の初合成 に 成功、 こ れ
ら を 用 い る 新規 な 不斉反応 の 開発 に も 挑戦 し て
い る 。 こ の よ う な 基礎的研究 に 加 え て 、 最近で
は グ ル タ ミ ン酸受容体桔抗薬 の研究 な ど の創薬
合成 に も 子 を 広 げつ つ あ る 。 こ の 10年間 に 発表
し た 原著論文 は 65報、 総説 は 8 編で あ り 、 そ の
問、 山 田 科学振興財団 (薬学会推薦、 平成 2 年
度、 小泉) 、 薬学奨励財団研究助成 (昭和59年
度、 竹 内 ; 昭和62年度、 荒井) 、 林女性 自 然科
学者研究助成基金 (平成 2 年度、 高橋) 等 々 の
研究助成 を 受 け て い る 。 一方、 こ の 10年間 に 世
に 送 り 出 し た 卒業研究生 は 54名、 大学院生 (修
士課程) は 19名 で あ る 。 主 と し て 参加、 発表 し
て い る 国 内 学会 は 、 日 本薬学会年会、 反応 と 合
成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム 、 フ ッ 素化学討論会、 ヘ
テ ロ 原 子 化学討論会、 メ デ ィ シ ナ ル ケ ミ ス ト
リ ー シ ン ポ ジ ウ ム な ど で あ り 、 こ の 5 年間 に 参
加 し た 国際学会 は 、 国 際硫黄化学会議、 国 際ヘ
テ ロ 原子化学会議、 国際 フ ッ 素化学会議、 国際
ヘ テ ロ 環化学会議 等 で あ る 。 学会活動 の 一環 と
し て 、 有機合成化学北 陸 セ ミ ナ ー (平成 3 年 9
月 、 有機合成化学協会関西支部主催) 、 ヘ テ ロ
原子化学討論会 (平成 5 年12月 ) を 主催 し た 。
関係各位 の 絶大 な ご支援 に よ っ て 、 本学 の研
究施設 は こ の 10年間 で著 し く 充実 し た 。 医薬化
学、 創薬化学分野 も 例外で は な く 、 実験実習機
器 セ ン タ ー に は超伝導FT- NMR装置、 高分解
能質量分析装置、 単結晶 X 線解析装置等々 が配
置 さ れ、 そ の 多 く は 大 学 院 生 も 使 用 可能 で あ
り 、 非常 に 恵 ま れた研究環境 に な っ て き た 。 研
究室 の 枠 に と ら わ れず、互 い に 切薩琢磨 し 、 優れ
た 研究者 と 研究成果 を 産 み だ し て 行 か ね ば な ら
な い と 痛感 し て い る 。
教育面 で は 、 平成 5 年度 よ り 開始 し た 新 カ リ
キ ュ ラ ム に お け る 有機化学教育 を 医薬品化学講
座 2 教室 と 協調 し つ つ 分担 し て い る 。 3 年次 ま
での講義、 実習 に も 演習 等小人数教育 の 要 素 を
導入 し て 、 マ ス プ ロ で な い子作 り 教育 を 目 指 し
て い る が、 卒業研究 こ そ が薬学教育 の 完成期間
で あ り 、 科学的 な 考 え 方、 問題解決能力 を 身 に
つ け る 最 も 大切 な 期 間 で あ る と の 認識 に た っ
て 、 4 年次 での教育 を一層充実 し た も の に し た
い と 考 え て い る 。 薬剤師教育 6 年制 の 2000年実
施が具体化 し つ つ あ る 今 日 、 薬学教育 も 従来 の
殻か ら 脱皮 し て 新 し い 内容 を盛 り 込み、 よ り 魅
力 の あ る 薬学教育 を 目 指 し て 前進す る 努力 を続
け て い き た い 。 (小泉 徹)
薬剤設計学 (物理化学)
物理化学研究室 は 昭和38年 1 月 榎本三郎富 山
大学教授 の 発令が あ り 、 薬学部製薬化学科構成
講座 と し て 、 富 山市奥 田 に あ っ た 富 山 大学薬学
部薬品物理化学講座の仮研究室 に て 発足 し た 。
昭和38年 4 月 井上正美助手 (昭47. 4助教授) 、
星野重孝助手 (昭38. 4�昭41. 3) の 任命が あ っ
た 。 そ の 後、 棚 田 成紀助手 (昭41. 4�昭47. 3)
が 加 わ り 、 昭46 年 4 月 に は 上 山 勉教務員 (昭
55. 4助手) 、 昭和47年 4 月 に は 柏 木寛助手 が そ
れぞ れ教育研究 に 協力 し た 。 昭和51年 4 月 富 山
大学薬学部 よ り 富 山 医科薬科大学薬学部へ の 移
転 に と も な い 、 研究室 の 名称 を 薬学部物理薬剤
学講座触媒化学研究室 と 変更 し た 。 榎本教授 は
触媒化学 の分野で数多 く の業績 を 挙 げ、 平成元
年 3 月 に 退官 さ れた 。 上 山勉助手 は平成元年 8
月 、 井上正美助教授 (現富 山大学教授) は平成
元年1 1 月 に そ れ ぞ れ退官 さ れた 。 こ の 間 の 教室
出 身 者 は 154名 を 数 え 、 そ の う ち 4 名 が博 士、
25名 が修士 の 学位 を 取得 し 、 そ れ ぞれ の分野で
活躍 し て い る 。
平成 2 年 2 月 、 上野雅晴教授が本学附属病院
薬剤部 よ り 移籍、 本研究室 を 担 当 す る こ と と
な っ た 。 研究室 の 中心研究課題が触媒化学か ら
コ ロ イ ド 物理化学 お よ び そ の 医療応用 へ と 大 き
く 変化 し た 。 そ れ に 伴い研究室 の名称 を 物理化
学研究室 と 変更 し た 。 同年 4 月 に 小野敦央、 明
智洋子の 2 名 の 大学院生 を 迎 え 、 柏木助手 と 共
に新生研究室 の 第一歩 を 踏 み 出 し た 。 6 月 、 大
講座 の 再編 に よ り 、 物理薬剤学講座が廃止 さ
れ、 旧構成 3 研究室 の う ち 本研究室 と 量子化学
研究室が、 新た に で き た 薬剤設計学講座 に 所属
す る こ と と な っ た 。 薬学部 に お け る 物理化学 の
教育、 研究 を 担当 す る と と も に 、 よ り 医療 を 指
向 し た 物理化学 の展開が講座開設の趣 旨 で あ っ
た 。 8 月 に 吉 川 広 之助教授 (京都薬科大学 よ
り ) が着任 し た 。 平成 3 年 4 月 に 松本千香技官
(本学薬学部 よ り 、 平成 4 年 7 月 退職) を 迎 え
た 。 平成 6 年 4 月 徳島大学博士課程 を 出 た ばか
り の新進気鋭の 木暮健太朗助手が着任 し 、 新体
制 の 陣容が整 っ た 。 こ の 5 年間 で29名 の 卒研生
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と 14名 の修士学生 を 迎 え 、 平成 6 年 9 月 に は第
1 回 同窓会が開催 さ れた 。 開学20周 年 は 、 研究
室 の 開設期 か ら 発展期 に 向 か お う と し て い る 時
期 に あ り 、 21世紀の薬学 を 担い う る 講座の建設
を め ざ し て 教室員一同決意 を新た に し て い る と
こ ろ で あ る 。
本研究室 は 、 教育面 で は 薬学部 の 物理 化 学
I 、 II 、 III 、 物理化学演習 お よ び物理化学実習
を 担当 し て い る 。 ま た 大学院 に お い て は 製剤物
理化学特論 を担当 し て い る 。 科学への憧れ と 探
求心の発掘 を 目 的 に 教育 に も 力 を 注 い で い る 。
研究面で は 自 由 な発想 と 基礎力 に 裏打 ち さ れた
思 考 に 重 き を お き 、 大 き く 2 つ の 研 究 グ ル ー
プ、 物理化学的基礎研究 グル ー プ と 医療応用 グ
ル ー プが互 い に 刺激 し つ つ研究 を 進 め て い る 。
前者 は熱力学、 分光学 を 基盤 に 生体関連物質特
に 両親媒性分子集合体の構造、 物牲 と 機能発現
に 関す る 基礎的研究 を 行 っ て い る 。 平衡状態 に
あ る ミ セ ル か ら 準安定状態 に あ る ベ ジ ク ル へ の
移行 の プ ロ セ ス に 関 す る NMR、 ESR、 赤外、
蛍光法等 に よ る 実験的検討 と 熱力学的考察が こ
の グ ル ー プ の 中心課題の一 つ で あ る 。 後者 は 前
者 の 基礎 の 上 に 、 リ ポ ソ ー ム 、 マ イ ク ロ ス フ ェ
ア ー 、 エ マ ル シ ョ ン 、 ミ セ ル等 を制癌剤 の 担体
と す る DDS (薬物送達 シ ス テ ム ) 研究 を 行 う
と と も に 新 し い DDS 素材の 開発研究 を 行 っ て
い る 。 癌化学塞栓療法 に お け る 機能性塞栓材料
と し て の リ ポ ソ ー ム 製剤 の 開発 と 人工膜 ワ ク チ
ン の 試作 に 関 す る 研究が中心課題で あ る 。 こ れ
ら の 研究 は 科学研究費一般 B (昭和60-62 年
度) 、 一般 C (平成 2 、 4、 5、 7 年度) 、 試験 ( 昭和
60--62年度) (以上代表上野) 、 試験 (昭和61-63
年度) 、 海外 (昭和62、 63年度) (以上上野分担)
の 援助 に よ り 行わ れて い る 。 ま た 人工膜 ワ ク チ
ン に 関 す る 研究 は 日 本薬学会第 115年会ノ \ イ ラ
イ ト に 選抜 さ れた 。 こ れ ら の研究 は 医療 に 直結
し て お り 、 ま た 上野教授が以前附属病院 に 所属
し て い た こ と か ら 、 医学部や薬剤部 と の協 同研
究 も 活発 に 行 わ れ て い る 。 社会的要望、 実用性
の 高 い研究分野 に あ っ て 、 流行や業績主義 に 陥
る こ と な く ほ ん も の の学聞 を 追求す る 姿勢 を再
認識 し て 物理化学研究室 の紹介 と し た い 。
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薬剤設計学 (量子化学)
こ の研究室 は 昭和43年 ( 1968) 旧 富 山大学薬
学部で薬品製造工学 と し て 始 ま り 、 永原茂 (教
授) が量子化学 を 担 当 し た 。 年 を 追 っ て 北川 泰
司 (助教授) 、 森佳洋 (助手) が加 わ り 、 微視
的物理化学の 教育研究へ動 き だ し た 。 昭和54年
(1979) 医 薬 大 に 移 り 、 物 理 薬 剤 学 (量 子 化
学) と な り 、 新た に 篠 田裕之 (助手) が加わ っ
た 。
昭和田年 ( 1983) 教授 は定年退職 し 、 平成 2
年 ( 1990) 現在の名称 に 再度変わ っ た 。
こ の十数年間、 研究室 で学部卒業研究や大学
院 の 課程 を 終 え た り 研究生で あ っ た 60人近 い人
た ち は 、 医療関係 を 中心 に様々 な職場で個性的
な 活動 を 行 っ て い る と 信 じ て い る 。
分子 の構造、 反応、 あ る い は 分光学 な ど物理
化学や量子化学関連の講義、 演習 、 実習、 ま た 物
性分子動力 学 の 特論 な ど を 分担 し な が ら 、 大綱
化や一貫教育の あ り 方 を 考 え さ せ ら れて い る 。
多 く の 学生 と 協力 し て 行 っ て き た 研究 は 、 生
体や薬物 に 関連 を も っ 分子お よ び分子集合体の
構造 と 反応 に つ い て の 実験 と 理論計算で あ る 。
実験 を 主 と し た も の は 、
(1 )  パ ル ス レ ー ザー光照射 に よ る a ) 多光
子 イ オ ン化質量分析法 b ) 照射後 に 生成 し た
イ オ ン や 励起三重項、 中 間体の ナ ノ 秒時間分解
吸収分光 (過渡吸収) 法、 c ) 蛍光寿命解析法
な ど の 確立
(2)  こ れ ら の 方法 を 用 い て 、 a ) ベ ン ゼ ン分
子 の イ オ ン 化過程、 b ) AOT逆 ミ セ ル 溶液 中
に 可溶化 し た 種々 の ピ レ ン誘導体の 分布 と レ ー
ザー励起 に よ り 生 じ た こ れ ら の プ ロ ー プ分子の
過渡的化学種の 動 的挙動、 c ) ピ レ ン の 蛍光寿
命解析 に よ る ベ シ ク ル ミ セ ル転移 の 機 構 の 研
究 (学 内 共同研究) 、 d ) ハ ロ ア ニ ル ポ ル フ ィ
リ ン ジ ク ロ ル メ タ ン 系 に お け る 光化学反応 (学
内共同研究)
(3)  超音速分子 ビ ー ム か ら 得 ら れ る 水 な ど水
素結合 ク ラ ス タ ー と 実在溶液 中 の 水小 集合体
(例 え ば逆 ミ セ ル 中 の water poo l ) と の 関連
を探 る 研究
(4) 二重収束質量分析計 を 用 い た 準安定 イ オ
ン種の検出 と 解析
(5) 分子集合体 ( ク ラ ス タ ー ) の生成 に つ い
て の真空紫外分光 な ど で あ る 。
ま た 理論計算 で は 、 変異原性物質 の 反応性 と
電子状態 を 中心 に し て 、
(1 )  ジ ニ ト ロ ト ルエ ン類の変異原性
(2)  ジ ニ ト ロ ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド の 加水分解反
応 と 変異原性の研究
(3) ク ロ ロ プ ロ ペ ン類 の 電子状態 と 変異原性
(4) プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド の 開環反応の研究
( 3 、 4 は 国立環境研究所 と の 共同研究)
(5)  縮合多環炭化水素 の ス ル フ ォ ン 酸化合物
の イ オ ン化 ポ テ ン シ ャ ル に つ い て の 理論的考察
(富 山 大工学部 と の 共 同研究) な ど が 主 な も の
で あ る 。
そ の他学 内機器 セ ン タ ー や 通信網 な ど共同利
用 関係 の 仕事 も 多 い 。
以上 の よ う に 一般的 に い っ て も 教育研究 を 専
門 的 に 行 っ て い る 大学 の 中 の者が、 そ の体制 に
つ い て 論議 し で も 現実 の 制度 に あ ま り 反映 さ れ
る こ と が な く 、 い わ ば外の 方策が枠組み を 作 る
こ と に な る の は何故か。 行わ れて い る 活動が真
に 学 問 的 な も の で は な く 、 各論技術的 に な っ て
い る か ら で は な い の か。 10年前 に 願 っ た 「情報
量 の 増大 と そ の 処理不全 の 克服」 がで き な か っ
た こ と に な る 。
技 術 開 発 研 究 や そ れ を 行 う 者 の た め で は な
く 、 個 の 自 己育成 へ の 学 問研究 を 網羅的総合的
に 考 え る 教育制度や研究体制 を 目 指 さ ね ば な ら
な い 時期 に き て い る 。
今後 ど の よ う に 展望 を 見 出 し て 行 く べ き か、
教育研究廃棄物 が 山 野海 を 埋 め て い く ば か り
で、 さ し た る 当 て は な い よ う に 思 え る 。 し か
し 、 具 体 的 に 何 か 試 み を し な け れ ば な ら ぬ。
種々 の意味での 多産系社会 と い う も の の本質的
欠 陥 を 払拭す る 論理 を い く つ か の 分野で、確立 し
て 普遍性 を も た せ て い く 必要が あ る 。 例 え ば医
療関係 で現 に な さ れて い る こ と を 物理化学 的 に
精細 な 再検討 を 試 み る こ と (物質、 現 象 か ら
個 々 の デノ f イ ス に 至 る ま で) な ど も そ れ ら の 一
つ で は な い だ ろ う か。
薬物生理学 (生物物理化学)
医科薬科大学発足時、 当研究室 の 大講座名称
は 物理薬剤 学 で あ っ た 。 平成 2 年度 改組 に よ
り 、 物理薬剤学 (教授定員 3 ) は 薬 剤設計学
(教授 定 員 2 ) お よ び 薬 物 生 理 学 (教授 定 員
2 ) の 2 つ の 大講座 に 分かれた 。 薬物生理学講
座開設記念講演会 を 当 時 ド イ ツ 生理学会会長で
あ っ た ゲ ー テ 大学の フ ロ ム タ ー 先生 を 招 い て 平
成 2 年 7 月 に 行 っ た 。 当 教室 の 現在の職員構成
は竹 口 紀晃 (昭和57年 7 月 教授昇任) 、 森井孫
俊 (昭和57年 1 1 月 講師昇任) 、 浅野真司 (昭和
59年教務員 採 用 、 昭和63年 1 月 助手昇任) 、 酒
井秀紀 (学術振興会特別研究員 よ り 平成 4 年 8
月 助手採用 ) で あ る 。 元助手柏倉正 は 平成 4 年
4 月 青森大学工学部生物工学科の助教授 に 昇任
し た 。 森井 は 昭和59年 4 月 よ り 昭和61年 3 月 ま
で、 ボ ス ト ン生物医学研究所で筋小胞体の研究
を行っ た 。 浅野 は 平成 4 年 1 月 よ り 平成 5 年1 1
月 ま でハ ー バ ー ド 大学 医学部 でCa2 + -ATPase
遺伝子操作 を 含 む研究 を 行 っ た 。
研究室 の テ ー マ は 、 主 と し て Gastroentero­
logy と さ れ る 領域 で、 1 ) 胃 の プ ロ ト ン ポ ン
プ を 中 心 と し た 酸 分泌機構 (竹 口 、 森井、 浅
野) お よ び プ ロ ス タ グ ラ ン ジ ン E2 に よ る 細胞
防御機構 (竹 口 、 酒井) 、 2 ) 腸 に お け る 下痢
発症機構 (竹 口 、 酒井) 、 3 ) 肝臓 に お け る 解
毒 ポ ン プ に 関す る 研究 (竹 口 ) を 、 生理学、 生化
学、 分子生物学、 薬理学 の立場か ら 研究 し て い
る 。 ま た 新薬 の 開 発 に つ な が る 研究、 あ る い は
制ガ ン剤 の 副作用軽減 を 目 指す研究 を 志向 し 、
社会 の ニ ー ズ に 応 え る 立場 を 重視 し て い る 。
こ れ ら の研究成果 は一流の学会誌 に 発表 さ れ
て お り 、 研究業績 は あ が っ て い る 。 ま た 内外で
聞かれた 国 際学会 ・ 国 内学会 で発表 し て き た 。
次 に 科学研究費受 け 入 れ状 況 に つ い て 述 べ
る 。
竹 口 関係 で は 、 特定研究 (昭和60-61年度、
計画班員 ) 、 重点領域研究 (昭和63年度、 平成
6 - 7 年度、 公募班員 ) 、 総合研究 A (昭和62
寸3年度、 代表 ; 昭和60年度、 62-63年度、 平
成元一 2 年度、 平成 6 - 7 年度、 分担) 、 総合
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B (平成 5 - 6 年度、 分担) 、 国 際学術研究 (平
成 5 年度、 代表) 、 一般 B (昭和61-62年度、
平成 2 - 3 年度、 平成 5 - 6 年度、 平成 7 - 8
年度、 代表) で あ る 。 浅 野 関係 で は 奨励研究
( 昭和63年度、 平成元年度、 2 年度、 3 年度、
6 年度、 7 年度 ) 、 酒井関係 で は 奨励研究 (平
成 4 年度、 5 年度、 6 年度、 7 年度) 、 柏倉関
係 で は 一般研究 C ( 昭和60-61年度、 代表) で
あ る 。 平成 7 年度 か ら は 竹 口 が総括班班員 と し
て 努力 し て き た 新 た な重点領域研究 (代表者 岡
田 ) が 3 年聞 に わ た っ て 発足 し た 。 ま た 全国規
模 の 民 間 の 研究助成団体 に よ る 研究助成金 を 受
け た も の は 、 医薬資源研究振興会 (浅野、 平成
2 年 度) 、 井上 科学振興財 団 (酒 井、 平成 4 年
度) 、 長瀬科学技術振興財 団 (竹 口 、 平成 6 年
度) 、 チ パ ガ イ ギ ー 科学振興財団 (竹 口 、 平成 6
年 度 ) 、 小 野 医 学 研 究 財 団 (酒 井、 平 成 6 年
度) 、 ソ ル ト ・ サ イ エ ン ス 研究財 団 (酒井、 平
成 7 年度) が あ る 。
竹 口 が世話人 と な り 聞 い た 全国規模 の研究会
と し て は 、 第 l 回上皮輸送研究会 (昭和63年10
月 、 京大会館) 、 生理学研究所研究会 (平成 6
年 3 月 お よ び 7 年 2 月 ) 等 が あ る 。
当研究室 が担当 す る 授業科 目 は 生物物理化学
( 2 年生対象、 竹 口 担 当 ) と 製剤学 ( 3 年生対
象、 森井担 当 ) が あ る 。 新 カ リ キ ュ ラ ム で は 、
こ れ以外 に 物理化学演習 ( 1 年生対象、 竹 口 担
当 ) を 他 の 教官 と 担当 し て い る 。 3 年生 を 対象
と し て 医薬品系実習 を担当 し て い る (竹 口 、 森
井、 浅野、 酒井) 。 そ の 実 習 内容 は 年 ご と に 少
し ず つ 変化 し て き て い る 。 な る べ く 時代 に 沿 っ
た 新規 な 内 容 を 加 え る こ と と 、 最近 の 設備 を
使 っ て 実習 す る よ う に 努力 し て い る 。
昭和60年 3 月 か ら 平成 7 年 3 月 に 当研究室 で
修土課程 を 修了 し た 学生 は 男22名、 女 4 名 で あ
り 、 当 教室員 に な っ た 男 1 名 お よ び当 大学薬剤
部職員 と な っ た 男 1 名 を 除 い て 、 全員が製薬企
業 に 勤務 し て い る 。 博士号 を 取得 し た の は 浅野
真司 (平成 2 年 3 月 、 京都大学 よ り ) 、 酒井秀紀
(平成 4 年 3 月 、 当 大学 よ り ) 、 お よ び 田 淵圭
章 (平成 7 年 3 月 、 当大学 よ り ) で あ る 。
(竹 口 紀晃)
154 第 3 章 講座等の 沿革
附属薬用植物 園
薬用植物園 は 薬学部 の 薬用植物学、 生薬学 の
教育実習施設 と し て 昭和52年 ( 1977) 4 月 に 設
置 さ れ、 昭和54年 ( 1979) 現在地 に 富 山大学か
ら 移転 し た 。 幾 多 の 変遷 を 経 て 引 き 継がれ移植
さ れて 今 日 に 至 っ て い る 植物 も 多 い が、 昭和60
年以前 に 関 し て は 、 開学十周 年記念誌 ( 昭和61
年 3 月 ) に 掲載 し た 。 そ の後10年間 で設置 さ れ
た も の と し て 、 パ ー ム 室 (90m2) と 気象観測設
備が あ る 。 パ ー ム 室 は熱帯~亜熱帯の 気象条件
に 調節 さ れ、 そ こ で は 主 と し て 南米産 の薬用植
物が栽植 さ れて い る 。 屋外の気象観測機器 は 管
理棟内 の パ ソ コ ン と 接続 し て 気象 デ ー タ ー を 観
測 し 続 け 、 本園 の 気象条件 の 記録収集 の み な ら
ず、 全国規模で行わ れて い る 薬用植物 の 栽培研
究組織 の 一翼 を 担 っ て い る 。 研究 ・ 教育 は研究
棟 の 2 名 の教官が、 栽植 ・ 管理等 は 3 名 の 技官
が、 そ れ ぞ れ中心 と な り 行 っ て い る 。 本 国 は 園
長、 園所属教員 、 薬学部 ( 3 名 ) お よ び和漢薬
研究所 ( 2 名 ) 選 出 の運営委員 で構成 さ れた 運
営委員会 に よ っ て 管理運営 さ れて い る 。 こ こ 10
年間 は 園 の造成、 植物の 導入、 栽培、 育種 な ど
に 傾注 し た 感 が あ り 、 こ の 間 の報告論文 数 は 僅
か30編、 学会発表 は 4 1 回 で あ る 。 20周 年 を 一 つ
の 節 目 と し 、 研究 ・ 教育 の 成果 を 一層上 げ る よ
う 、 教職員 一 同 決意 を 新 た に し て い る 。
(1 )  沿革
。 平 成 3 年 ( 1991) 3 月 熱 ・ 亜 熱 帯 気 象 室
(パ ー ム 室90ぱ) 建設。
。 平成 6 年 ( 1994) 2 月 気象観測施設建設。
。 平成 6 年 ( 1994) 3 月 吉崎正雄助教授 (園長
兼任) 定年退官。
。 同年 4 月 園長 に 百瀬雄章薬学部長併任。
。 同 年 7 月 有津宗久助教授着任 ( 学 内 よ り ) 。
(2)  研究助成
。 電気泳動法 に よ る 薬用 植物 の 分類 と 系統確立
に 関す る 基礎研究 [科研費 (奨励A ) 昭和60年
度、 鈴木助手L
0 大黄 の栽培 ・ 育種 と 品質評価 に 関す る 研究
[ 富 山 県受託研究費 (和漢 ・ バ イ オ ) 昭和60�
63年度、 3 年継続、 吉崎助教授] 。
。 玄参 の 栽培 ・ 育種 と 品質評価 に 関す る 研究
[富 山 県受託研究費 (和漢 ・ バ イ オ ) 平成 2 �
4 年度、 3 年継続、 吉崎助教授] 。
。 組織 培 養 に よ る タ マ サ キ ツ ヅ ラ フ ジ (Ste・
ρhania cψ加lantha) の 増殖 [横 田 基金、 平成
3 年度 、 鈴木助手] 。
く〉 漢薬 資 源植物 の 品 質 評価 と 優 良 系 統 の 開 発
( カ ノ コ ソ ウ 、 オ ケ ラ の 生育特性 の 比較 と 培養
繁殖) [科研費 (総合 A 、 分担) 平成 4 � 6 年
度、 3 年継続、 吉崎助教授 (鈴木助手) ] 。
く〉 生産性か ら み た J!t類基原植物 の評価 と 生薬の
特性 [富 山 県受託研究費 (和漢 ・ バ イ オ ) 平成
5 � 7 年度 、 3 年継続、 鈴木助手] 。
。 富 山 湾海洋生物 を 素材 と し た 医薬品開発の基
礎研究 [富 山第一銀行奨励財団、 平成 6 年度、
有津助教授] 。
(3)  運営委員会委員 ( S . 60. 7. 1以降)
。園長
吉崎正雄助教授 ( S . 60.  7. 1� H 6. 3.  3 1 )  
百瀬雄章薬学部長 ( H . 6. 4. 1�)
。薬用植物園所属教員
吉崎正雄助教授 ( S . 60. 7 . 1� H .  6. 3. 3 1 )  
有津宗久助教授 ( H . 7. 7. 16� ) 
。薬学部選 出
森 田 直 賢教授 ( S . 60. 7 . 1� H .  3. 6. 30)  
清水左手夫助教授 ( S . 60 . 7. 1� H . 元. 6. 30)
西 荒介教授 ( H . 元. 7. 1� H . 5. 6. 30) 
吉井英一教授 ( H . 3. 7. 1� H . 7 . 6 . 30) 
小泉 徹教授 ( S . 60.  7. 1�) 
菅野延彦教授 ( H . 5. 7. 1�) 
三川 潮 ( H . 7.  7. 1�) 
く〉和漢薬研究所選出
菊地 徹教授 ( S . 60.  7. 1� H .  7. 3. 3 1 )  
難波恒雄教授 ( S . 60 . 7 . 1�)
服部征雄教授 ( H . 7. 4 . 1�) 
(4)  現教職員
園長 (薬学部長) 教 授 百瀬雄章
助教授 有津宗久
助 手 鈴木正一
技 官 (技術主任) 藤野康春
技 官 辰尾良秋
技 官 山 崎紀仁
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資源開発
中 国 医学 を は じ め と す る 世界各地の伝統医学
や 民 間伝承医療 で使用 さ れ る 薬物 の 基源 の 究
明 、 真偽鑑別、 活性成分の解明 及び そ れ ら の総
合 的判 断 に よ る 品質評価法の確立 な ら び に天 然
薬物か ら の新薬 の 開発 な ど を 主要研究 目 的 と し
て い る 。 こ れ ら に 関連 し て 、 各種生薬の組織形
態学的研究、 本草学的考察、 成分化学的研究、
薬効発現機構の解明 、 薬理学的研究、 さ ら に 新
薬物資 源 開 発 と 諸民族 の 薬物文化保存 の 目 的
で、 各地の伝統医学の比較研究、 諸外国 に お け
る 民族薬物の調査な ど を 行 っ て い る 。
1 . 和漢薬の 生薬学的研究
和漢薬 は長 い 歴史 を も っ 広大 な 中 国 で育 ま れ
た も の で あ る の で、 異 物 同名、 同物異 名 の薬物
が多 い 。 そ のた め 基源 の 究明 、 真偽 の鑑別 な ど
を 目 的 と し て 、 市場調査、 本草学的考察、 植物
学的研究及び比較組織学的研究 を 中 国 の 中 国薬
科 大学、 北京医科 大学薬学院 と 共同 で行 っ て い
る 。
2 . 伝統薬物の 品質評価 に 関す る 研究
伝統薬物 な ど の 品質や 生薬製剤 の 品質 な ど を
客観的 に評価す るた め 、 主 と し て 形態的比較研
究、 主要成分、 有効成分な ど の 定性 ・ 定量法の
確立 を 目 的 と した 研究 を 行 っ て い る 。
3 . 伝統薬物の薬効発現 に 関す る 研究
伝統薬物 は一般 に 経 口 投与 さ れ る も の で あ る
か ら 、 そ の成分 は必ず腸内細菌叢の洗礼 を 受 け
る 。 こ れ ら 成分の ヒ ト 腸内細菌叢 に よ る 代謝及
び代謝物の活性化等 を薬学部衛生学研究室及び
細胞資源工 学部門 と 共同 で研究 し て い る 。
4 . 伝統薬物 に よ る 抗 ウ イ ル ス 活性 に 関す る 研
h舟巧
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生理活性成分の検索 の 一環 と し て 、 医学部 ウ
イ ル ス 学講座 と 共同 で伝統薬物 に よ る 抗 ウ イ ル
ス 薬 の 開発 を 行 い 、 既 に 数種の生薬 に 有効性 を
見出 し て い る 。
5 . 伝統薬物 に よ る 抗糖尿病薬 の 開発 に 関 す る
研究
医学部第一内科 講座の協力 を得て民間薬 を は
じ め と す る 民族薬物か ら 血糖降下作用物質 の探
索 を行い 、 数種の生薬か ら 有効成分 を 単離 し て
い る 。
6 . 伝統薬物 に よ る 癌転移抑 制作用及 び肝機能
障害抑 制作用 の研究
病態生化学部門 と 共同 で、 和漢薬 を は じ め と
す る 伝統薬物 の 癌転移抑 制作 用 を 検討 し て い
る 。 また 、 実験的肝機能障害動物モ デル を 用 い
て 、 和漢薬 に よ る抑 制 作用 を ス ク リ ー ニ ン グ
し 、 作用物質の単離 を 行 っ て い る 。
7 . 民族薬物の新資源開発 に 関す る 研究
現在 ま で に 東南ア ジ ア 、 ネ パ ー ル、 イ ン ド 、
ス リ ラ ン カ 、 ア フ リ カ 地 区 な ど の民族薬物 の調
査 を行い、 薬物資源の研究開発 と と も に 、 使用
民族の文化 と の比較研究 を行っ て い る 。
8 . 伝統薬物 に よ る レ ト ロ ウ イ ル ス 酵素阻害作
用 の研究
レ ト ロ ウ イ ル ス 感染 に 不可欠 で あ る 逆 転写酵
素 を阻害す る 生薬成分の検討 を行い 、 細胞資源
工 学部門 と 共同 でエ イ ズ 治療薬 の 開発 を 目 指 し
て い る 。
9 . 心臓保護作用 を有す る 和漢薬 の 開発 に 関す
る 研究
培養心筋細胞 を 用 い て 、 心臓保護作用 を 有 す
る天 然薬物 の検索及び抗癌剤 な ど に よ る 心毒 性
を軽減す る 和漢薬の 開発 を 行 っ て い る 。
10. 薬用入浴 剤 の研究
薬湯 料の研究 の 一環 と し て 、 和漢薬成分 の経
皮 吸収 を検討 し て い る 。
11 . 伝統薬物 に よ る踊蝕予防 に 関す る 研究
伝 統 薬 物 成 分 の踊 蝕 原 性 菌Str，ゆtococcus
mutans に 対す る 抗菌作用 、 平滑面付着阻止作
用 を 検索 し 、 漢薬厚朴 の magnolol， honokiol 
に 強 い 活性 を 見 出 した 。 (難波 恒雄)
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生 物 試 験
昭和38 年4 月 、 富 山大学薬学部 に 和漢薬研究
施設が設置 さ れ、 生物試験部門 は 本研究施設 に
お ける 第 2 番 目 の部門 と し て 、 昭和39年 4 月 に
開設 さ れた 。 以来、 富 山 大学附属研究所へ の 昇
格、 富 山 医 科薬 科大学 へ の 移 管、 新研究棟への
移転等 を 経 て 今 日 に至っ て い る 。 昭 和 5 3 年 6
月 、 本 学 移 管当 時 の ス タ ッ プは 、 渡 辺 和 夫 教
授、 渡辺 裕 司 助教授、 後藤義明助手で あ り 、 そ
の 後昭 和 54 年 10 月 、 萩原 昌樹技 官 (本部 門よ
り ) が 任用 さ れた 。 昭和田 年 3 月 、 渡辺教授 は
千葉大 ・ 薬学部へ、 後藤助手 は 徳島文理大 ・ 助
教授 と し て そ れ ぞ れ転 出 し た 。 昭和59年 5 月 、
広島大 ・ 医学部 よ り 野村靖幸博士が第三代教授
と し て 着任し た 。 昭和60年 4 月 、 金子周 司博士
が助手 と し て 着任 (京大 ・ 薬学部 よ り ) 、 同 年
5 月 、 萩原技 官は 富 士薬 品 工業 側に 転 出 し た 。
昭和61年 4 月 、 小西理佐技 官 ( 学 内 よ り ) が 任
用 さ れ た 。 昭和62年 7 月 、 野村教授が北大 ・ 薬
学部へ転 出 し た 後、 昭和62年12月 、 渡辺 裕 司助
教授が教授 に 昇任し た 。 昭和63年 5 月 、 金子助
手が京大 ・ 薬学部 に 転出後、 同年 6 月 に 松本 欣
三講師 (東大 ・ 薬学部 よ り ) が、 同年10月 に 太
田 浩之助手 (東大 ・ 薬学部 よ り ) が 着任し た 。
平成 3 年 1 月 、 今村 ( 旧姓小西) 技 官が本学薬
学部助手 と し て 転 任、 平成 4 年10月 、 松本 欣三
講師が助教授 に 昇任し た 。 平成 4 年 4 月 、 村上
孝寿技 官 (学内 よ り ) が 任用 さ れ、 平成 5 年 9
月 、 太田 浩之助手が武 田薬品工業 株 )へ転出後、
同年10 月 、 東 田 道久博士 (北大 ・ 薬学部 よ り )
が助手 と し て 着任し た 。
本部 門で は一貫 し て 、 和漢薬 の 新 し い薬効評
価法 の 確立、 薬効の 実験薬理学的手法 に よ る 定
量的評価、 分子 レベル で の 薬理作用機序の解明
と 作用 本体の追求 に 関す る 研究 を 行 っ て い る 。
渡辺和夫教授 らは 消化性潰 蕩の モデル動物 を 用
い て 黄連、 人参、 延 胡索ア ル カ ロ イ ドな ど の 抗
潰 虜作 用 を 明 らか に し た 。 ま た 中枢性 ペプ チ
ド、 ア ミ ン 、 ア ミ ノ酸 に よ る 胃 酸分 泌制御機構
と そ れ に 及 ぼす 和漢 薬 の 作 用 を 見出 し た 。 ま
た 、 パ ー キ ン ソ ン病治療 に 用 い られ る 厚 朴の 有
効 成 分 が magno lo lで あ る こ と な ど を 解 明 し
た 。 野村教授 らは脳 シ ナ プス 膜 レセ プ タ ー ・ エ
フ ェ ク タ ー 系制御機構及び情報伝達 因子 の 分子
的性質 と 細胞 内動態等 を 解 明 す る 研究 を進展 さ
せ た 。 ま た 社仲葉水 抽出画分が降圧作用及 び 中
枢 抑制作用 を 示 す こ と を 見出 し 、 ア デニ ル酸 シ
ク ラ ー ゼ、抑制 が 関与 す る 可能性 を 明 らか にし
た 。 現在、 渡辺 裕 司教授、 松本 欣三助教授、 東
田 道久助手、 村上孝 寿 技 官の ス タ ッ フ で活動
し 、 以 下の 研究課題で、着実 に 成果 を 挙 げつ つ あ
る 。
1 . 和漢薬 の 新 し い薬効評価法 の 確立及 び そ れ
を 用 い た 和 漢 薬 作 用の 定 量的評価 の 一環 と し
て 、 ( 1 )両側総 頚動脈永久結 紫ラ ッ ト の 学 習行動
に 対 す る 和漢薬 の作用、 (2) ラ ッ ト の 学 習行動 障
害 に 対す る 四物 湯、 可薬及 び そ の成分の改善作
用 、 (3)加齢 ラ ッ ト の 学 習行動 に 対 す る 薬用人参
の作用 を検討 し 、 老人性 痴呆に 有効 な 和漢薬の
開発研究 を 進 め て い る 。
2 . 和漢薬研究 を 発展 さ せ る た め の 基礎研究 と
し て 、 中枢神経作用薬 の 神経薬理学的研究 を行
い 、 (1 )長期 隔離飼育 マ ウ ス の 攻撃行動 に お ける
中枢 ノル ア ドレナ リ ン神経系 の 関与、 (2)脳血管
性学 習障害 モデル動物 の 確立 に 関 す る 研究 、 (3)
ラ ッ ト 線条体か らの ア セ チ ル コ リ ン 遊離 に 対す
る 薬物作用 の研究、 (4)抗 う つ 薬 の セ ロ ト ニ ン 受
容体遺伝子発現 に 対す る 作用 の研究 に 取 り 組ん
で い る 。
3 . 薬 用 植物 に 関 す る 諸 外 国 研 究 機 関 と 共 同
で、 ( 1 ) タ イ 薬用植物 の薬理作用 の研究、 (2) ベト
ナ ム 薬用人参の心理的ス ト レス に 対す る 作用 、
(3)エ ジ プ ト 薬用植物の 薬理作用 の研究 を 行 っ て
い る 。
臨床利用
本部門 は 、 和漢薬研究所 が富山大学か ら 本学
附置研究所へ と移 管 さ れた 昭和53年 6 月 に 本学
に お け る 活動 を ス タ ー ト さ せ た 。 当 初の ス タッ
プ は 、 教授大浦彦吉、 助教授 日 合奨、 助手横津
隆 子 と 長津哲郎で あ っ た 。 平成 3 年 3 月 に 大浦
が定年退官、 同 4 月 に 横津が細胞資源工学部門
助 教授 に 昇任 ・ 配置換 と な っ た 。 平成 4 年 2 月
に は 、 化学応用部門か ら 金岡又雄が教授 に 昇任
・ 配置換 と な り 、 同 3 月 に 定年退官 し た 。 平成
4 年 7 月 に 後任教授 と し て 京都大 学薬学部か ら
倉石泰が着任 し 、 平成 5 年 5 月 に は病態生化学
部門の林和子が本部門 に 配置換 と な っ た 。 平成
7 年 2 月 現在 のス タ ッ プ は 、 教授倉石泰、 助教
授 日 合奨、 助手長津哲郎、 技官林和子の 4 名 で
あ る 。 日 合奨 は平 成 7 年 3 月 に 定年 を迎 え た 。
昭和53年度か ら 平成 3 年度 ま で は 、 和漢薬 の
薬効の解明 に 生化学的手法 を 用 い て 取 り 組ん で
き た 。 特 に 、 薬用人参、 大黄 、 丹 参 な ど の 生薬
と そ の成分の生化学的研究及び腎不全 に対す る
前記生薬や温牌湯 な ど の 漢方方剤の作用、 さ ら
に 、 甘草、 柴胡 、 人参の サ ポ ニ ン の 作用機序 に
関す る 研究 を 展開 し て き た 。 ま た 、 基礎研究 と
し て慢 性腎不全モ デル動物の作製 に も 取 り 組ん
で き た 。 こ れ ら の研究 テ ー マ の一部 は 、 横津が
細胞資源工学部門 に お い て 発展 さ せ て い る 。 こ
の 問、 大浦 は 、 第 4 田和漢医 薬学会大会 (昭和
62年 8 月 ) を 主催 し た 。 ま た 、 毎年文部省 の援
助 を 得 て 開催 し て い る 和漢薬研究所特別 セ ミ
ナ ー の第11回 (平成 3 年 3 月 ) は 、 大浦が世話
人 と し て 、 腎疾患 と 和漢薬 の テ ー マ で行 っ た 。
平成 4 年度 か ら は 、 倉石の 着任 に 伴 い 、 研究
テ ー マ と 研究の手法 を ほ ぼ一新 し た 。 現在 は 、
痛み に対す る 和漢薬の薬理作用 の解明 と 、 庫 み
に 有効 な薬物 を和漢薬 の 中 に探 る こ と を 主 な 目
的 と し て研究 を 進 め て い る 。 漢方方剤 に は鎮 痛
薬の分類 は な い が、 疹 痛性疾患 に使用 さ れ る 漢
方方剤 は40種類以上存在す る 。 疹 痛性疾患 に 用
い る 場合 に は 、 漢方方剤が急性の鎮 痛作用 を 有
す る こ と は都合が よ い 。 そ こ で、 疹 痛性疾患 に
使用 さ れ る 漢方方剤 の 中 で鎮 痛作用 を 有す る も
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の を 調べ、 そ の作用機序 を 明 ら か に す る 研究 を
進 め て い る 。 一例 と し て 、 桂差薬草黄辛附湯 の
鎮 痛作用 に 、 内在性痛覚抑 制系 と し て 機能 し て
い る 下行性セ ロ ト ニ ン神経系が重要 な役割 を果
た し て い る こ と を 明 ら か に し つ つ あ る 。 和漢薬
以外 に も 、 カ ル シ ト ニ ン な ど動物 の 実験で鎮 痛
作用 の証明 が困難で あ っ た 薬物の鎮 痛作用機序
の解明 や 、 鎮 痛作用 の研究 に有用 な慢 性痛 あ る
い は痛覚過敏の動物モ デル の 開発 と そ の発症の
中枢 性機序の解明 に薬理学や分子生物学的手法
を 用 い て 取 り 組んでい る 。 第14 田和漢薬研究所
特別 セ ミ ナ ー (平成 6 年 3 月 ) は 、 倉石が世話
人 と な り 、 和漢薬研究所 に お け る 痛み に対す る
和漢薬の薬理作用 の本格的研究 の ス タ ー ト の意
味 を込 め て 、 痛 み と 和漢薬の テ ー マ でト行 っ た 。
庫 み に 関 し て は 、 そ の発症機序 に 不 明 の点、 が
多 く 、 皮 膚 に お け る倖 み の 古典的 メ デ ィ エ ー
タ ー で あ る ヒ ス タ ミ ン の 臨床上問題 と な る ア ト
ピ ー性皮膚炎や慢 性腎不全 な ど の俸 みへ の 役割
が疑わ れて き て い る 。 新た な抗掻庫 薬 の 開発 に
は有用 な動物モ デルが必要で あ る が、 現在 そ れ
も 皆無の状態 で あ る 。 そ こ で ま ず、 俸 み の 動物
モ デル の 開発 に 着手 し た 。 ヒ ト に倖 み を生 じ る
サ ブス タ ン ス P 、 コ ンパ ウ ン ド 48/ 80、 セ ロ ト
ニ ン がマ ウ ス に掻痔 行動 を惹起 す る こ と を 明 ら
か に し た が、 ヒ ス タ ミ ン は少 な く と も マ ウ ス で
は掻序 行動 を惹起 し な い 。 現在、 サ ブス タ ン ス
P や セ ロ ト ニ ン以外の 内 因性起痔 物質 の検索、
サ プス タ ン ス P 、 セ ロ ト ニ ン な ど の掻痔惹起 作
用 の メ カ ニ ズ ム の解明 と 共 に 、 ア ト ピ ー性皮膚
炎や慢 性腎不全 な ど の掻痔 性疾患 に対応 し た 動
物モ デル の 作製 に も 取 り組ん で、 い る 。 こ れ ら を
抗掻痔 薬 の ス ク リ ー ニ ン グ法 に 応用 し て 、 和漢
薬 と そ の成分の 中 に 新た な抗掻犀 薬 を探 し て い
き た い と 考 え て い る 。
昭和53年度 か ら 平成 6 年度 ま での 問、 本部門
の在籍者 は 、 学部学生21名、 大学院学生修士課
程10名、 博士課程 3 名、 研究生及び研究員 20名
を 数 え る 。 現在、 ス タ ッ プ 、 学生、 研究員 が一
丸 と な っ て 痛 み倖 み の研究 に 取 り 組ん で い る 。
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病態生 化学
本部門 は 、 昭和53年 6 月 に 富 山大学か ら本学
附置和漢薬研究所へ移 管さ れ、 教授荻 田 善一、
助教授 中 島松一、 助手 山村研一 (現熊本大学医
学部教授) 、 技 官林和子 の構成 メ ン バ ー で、 新
た な研究活動 を 開始 し た 。 当初 の研究課題 は 、
擢患 し た 個体 に 注 目 し 、 個体 差に 基づ く 病態 変
化 (証) の 解析及び和漢薬の効果発現 と の 関連
性 を 検討 す る こ と を 目 的 と し 、 一連 の 研究 を
行 っ て きた 。 ア ト ロ ビ ン証、 ベル ペリ ン証 な ど
の動物育成や種々 の病態動物 の 作製 に 取 り 組む
と と も に 、 遺伝学的及 び生化学的解析が行わ れ
た 。 さ らに 、 ジ ャ コ ウ 代替生薬、 霊芝、 黄柏 の
成分や八味地 黄丸、 小 柴胡湯な ど を 用 い て 、 病
態動物 に 対す る 和漢薬の効果発現 を 薬理学的及
び免疫学 的 に 明 らか に し て き た 。 ま た 、 遺伝 子
工学、 発生 工学的手法 も 積極的 に 導入 し 、 形質
転換動物 の作製、 疾患関連遺伝子の ク ロ ー ニ ン
グ、 染色体転座 に 基づ く 発癌機構の 解析 な ど に
も 取 り 組ん で き た 。 さ らに 、 荻 田 は第15 回和漢
薬 シ ン ポ ジ ウ ム (昭和 56年) 、 第 6 回 国 際 ア イ
ソ ザイ ム 会 議 (平成元年) な ど の 主催、 海外
( 中 国 ) での講演 を 行 う と と も に 、 研究所長 を
併 任し た 後、 平成 5 年 3 月 に 定年退 官し た 。
平成 5 年1 2 月 に は 、 後 任の 教授 と し て 北海道
大学免疫 科学研究所か ら済木育夫が 着任し た 。
平成 6 年 4 月 に 磯部正治助手が富 山 大学 工学部
へ助教授 と し て 転 出 し 、 同年 7 月 に 米 国 国立衛
生研究所 ( N 1 H ) 内 国立癌研究所の村田 純が
助手 に 任用 さ れた 。 平成 7 年 3 月 現在、 教授 済
木 育夫、 助教授 中 島松一、 助手村田 純の構成 ス
タ ッ プで さ らな る 研究活動 を 展 開 し つ つ あ る 。
平成 6 年度 か らは 、 従来の免疫応 答及 び発癌
に対す る 和漢薬効果 の解析 に 関す る 研究 の 継続
と 、 先 端的 な研究技法 を 取 り 入れ つ つ 新 た な研
究課題で、検討 を 行 っ て い る 。 種々 の病態 の 生化
学 的研究 を 行 う と と も に 、 病 態 に 及 ぼ す 和 漢
薬 ・ 伝統薬物の効果 を 生化学的、 免疫学的、 あ
る い は遺伝学 的 に 研究す る こ と を 目 的 と し 、 現
在、 特 に 癌及び癌 の転移の 抑止、 免疫応 答及び
免疫疾 患 の 制御 に 関す る 基礎的研究 を 中心 に 取
り 市且ん で い る 。
「癌」 は 、 遺伝子、 細 胞 お よ び生体 レベル で
そ れぞ れ の 特異的 変化 あ る い は 反応が重積 し て
現れ る 病気 で あ る 。 特 に 、 癌 の 浸潤 ・ 転移 は そ
の無制限 な 増 殖性 と と も に 悪性度 を 表す指標 で
あ り 、 克服す べ き 重要 な 課題 の 一 つ で あ る 。 特
に 、 細胞接 着に 注 目 し て 研究 を 推進 し て い る 。
細胞接 着は細胞の増 殖、 分化、 発生 な ど の 生 命
現象の調節 ・ 維持や 免疫疾患、 感染症、 創傷治
癒、 癌転移 な ど の様々 な 疾 患 と 深 く 関 わ っ て い
る 。 し た が っ て 、 細胞接 着の制御 と そ れ に 基 づ
く 癌転移、 免疫疾 患 の 制御 を 目 指 し た 新 し い ア
プ ロ ー チ と と も に 、 種々 の 和漢薬 お よ び構造の
明 らか に さ れ た 成 分 を 用 い て そ の 効果 を 検 討
し 、 制御 ・ 調節機構 に つ い て 分子 レベル でト解 析
し た い と 考 え て い る 。 そ の 他、 和漢薬 を 中 心 に
し た 発癌 の 化学予防 ( ケ モプ リ ペン シ ョ ン ) 、
酵素 阻害物質の検 索と 席細胞 浸潤の制御、 自 己
運動促進 因子の ク ロ ー ニ ン グ と そ の 特性 の 解 析
な ど、 広範 な 基礎研究 の 展開 を 目 指 し て い る 。
本部 門 の 移 管か ら平成 6 年度 ま で に 、 135名
を 超え る 学部学生、 大学院生 (修士及 び博士) 、
研究生及 び研究員 が在 籍し 、 そ の 聞 に 8 名 の 博
士学位取得者 を 輩出 し て い る 。 国 内外 と の 共 同
研究 も 活発 に 行 う と と も に 、 100編以上 も の 著
書 ・ 原著論文 や 200程 の 国 内 外 の 学術発表 を 通
し て 研究成果 を 報告 し て い る 。 研究費 も 校費 以
外 に 、 文部省科学研究費、 科学技術 庁振興調 整
費、 財 団助成金、 委 任経理金 な ど を 、 研究成 果
の 向上及び大型設備 あ る い は 先 端機器 の整備 ・
更新 の た め に 獲得 し て い る 。
済木が本部門 に 着任し て 1 年 半程 を 経過 し た
ばか り で あ る が、 学部学生、 大学院生、 企業、
他学部 あ る い は 他大学か らの研究生 も 参入 し 、
研究室 も し だ い に 賑や か さ を 増 し て き て お り 、
ま た 、 国 内 外 を 問 わ ず積 極 的 に 共 同 研 究を 行
い 、 徐々 に 活性化 し つ つ あ る 。 新た な研究活 動
の ス タ ー ト に 加 え 、 教室員 と の グル メ 旅行、 忘
年会 等 の 学外活動 も 活発 に 行 っ て い る 。 最 後
に 、 自 由 闘達、 文 武 両 道 を モッ ト ー に 、 明 る
く 、 楽 し い 、 活発な研究部門 と し て 躍進す る こ
と を 期待 し て い る 。
化 学 応用
化学 応用部 門は富山大学薬学部附属 和漢薬 研
究施設 の 5番目の部 門と し て 昭 和48 年 4月に 設
置 さ れた。 開学 10 周 年 に 当 たる 昭 和60 年 の ス
タ ッ プは菊池徹教授、 金 岡文雄助教授、 門田 重
利助 手、 手塚康弘技官で あ っ た。 そ の 後、 平成
3 年 2月に 門田助 手が資源開発部 門助教授 に 昇
任・配置換、 手塚康弘技官が助 手に 昇任と な
り 、 同年 7月に ハウス 食品工業から中 村憲夫 技
官が 任用と な っ た。 平成 4 年 2月に は、 金 岡助
教授 が臨床利用部 門教授 に 昇任・配置 換と な
り 、 同 年 7月に 北 海道大学 から畑中 保丸助教授
が着 任し た。 そ し て 開学20 周 年 に 当 たる 平成 7
年 3月菊池教授が定年 退官を 迎えた。
本部 門は、 和漢薬 を 中心 と す る 動植物 の 生理
活性成分の 分離、 構造解 析を 行 う と と も に 、 そ
れら有効成分及び 誘導体 の 化学合成 を行 う 。 さ
らに 化学 的 な 研究手法 を 用い て レセ プ タ ー と の
相互作 用系 を 研究す る こ と で、 和漢薬 の 生物機
能 を 分子 レベルで明 らかに し 、 生体機能 の 分子
機 構解 明 に 応用す る こ と を 目的 と し て 研究を
行 っ て い る 。
こ の 10 年間 の 研究活動 は次 の と お り で あ る 。
( 1 ) 和漢薬成分の 分離、 構造解 析、 生合成、
代謝お よび 生理活性 : 冨貴草、 辛夷、 一 貼康、
霊芝、 華麗、 盤竜参、 震香、 石斜、 黄書、 北 豆
根、 人参、 夜苓な ど。
(2) ア ユー ル ヴ、ェ ー ダ (伝 承イ ン ド医学) 等 の
各国産 生薬お よび民 族薬物 の 成分 研究 : ス リラ
ン カ 産薬 用植物 Hedyotis lawsoniae， Hypericum 
mysorensιKokoona zeylanica， Cαssine balae， 
Pleiosρermium alatum，イ ン ドネシ ア 産薬 用植
物 Swietenia mahagoni， Sindora sumatrana， 
Hericteres isola， ネノfー ノレ産薬 用植物 Boerha­
avia dザ附a，W oodfordia fruticosa，韓国民間
薬 Davallia mariesiiな ど。
(3) 生理活性化合物 の 合成 : シ ャクヤク成分
p aeo nilacto ne-A， -Bの 合成 、 辛夷の ネオリグ
ナ ン の 合成、 爵香の活性成分 Musclide-Al， -A 
2， -Bの 合成 な ど。
(4) 和漢薬 の 生理活性成分 の 酵素 免疫測定法
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の 研究 : 和漢薬 ( 甘草、 考薬、 人参お よび附子
等) の 有効成分の代謝等 の 体 内 動 態を 解明 す る
ため の 酵素 お よび 放射免疫測定法の 開発。
(5) 生体 高分子 と 活性物 質の 相互作 用解 析 :
和漢薬 関連 蛋白質、 イ オン チ ャン ネル、 糖鎖関
連 蛋白質等 を 対象 とし た光ア フィニ ティー ラ ベ
ル を 中心 と する 生物有機化 学。
昭 和60 年 から平成 6 年 ま での 10 年間 の 原 著論
文は140編 ( 内 訳は( 1)が62編、 (2)が45編、 (3)が
10編、 (4)が 9編、 (5)が 14編) 、 総説は6編、 学
会報 告は136件に 及 ぶ。
科研費は平成 4 年 に 総合 研究 ( B) I漢方薬
を 中心 と し た民 族伝統薬物の 先端技術に よる 医
薬学的解明 と 科学的確立」 を はじ め と し て 、 重
点領域研究 (分 担) 3件、 一 般研究 ( B) 2 
件、 一 般研究 ( C) 3件、 奨励研究 ( A) 2 
件、 試験 研究 ( B) 2件で 毎 年 複数が採択さ れ
て い る 。
ま た、 平成 6 年 3月に は畑中助教授が 「 光ア
ブイニ ティー ラ ベル法 に よる 受 容体分子の 機能
構造解 析 : ジア ジリン環系 に よる 新 展開」 の 研
究題 目で 日 本薬学 会奨励賞 を 受賞 し た。
化学 応用部 門の在 籍者 に は、 中 国 を はじ め と
し て ノfン グラ デ ッ シ ュ 、 イ ン ドネシ ア 、 ビル マ
(現 ミ ャン マー ) 、 ス リラ ン カ 、 台湾、 ザイ ー
ル、 ガー ナ な ど世界各 地の外国人 留学 生も 含 ま
れて お り 、 非常に 国 際色 に 富ん で い る 。 ま た、
こ の 10 年間 に 大学院博士課 程を 6名 ( う ち 外国
人 留学 生5名) 、 修士課 程を 8 名 ( う ち 外 国 人
留学 生 1名) が修 了し 、 学 位を授与 さ れた。 こ
の 大部分 の 人 は、 卒 業後も 大学、 企業等 の 研究
室 で 研究に たずさ わる 仕事 に 従事 し て い る 。
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細胞資源工学
( 1 )  研究体制 の 変遷 と 現状
教授 服部征雄
助教授 横津隆子
助手 宮代博継
技 官 中村憲夫
本部門 で は 、 抗 ウ イ /レ ス 剤 の 開発 を 目 指 し 、
遺伝子工学的手法で調製 し た ヒ ト 免疫 不 全 ウ イ
ル ス の 逆転写酵素、 プ ロ テ ア ー ゼや C 型肝 炎ウ
イ ル ス の プ ロ テ ア ← ゼ な ど の ウ イ ル ス 特異的酵
素 に 対 す る 阻害 作 用 を 指標 に 漢 方 、 ア ー ユル
ヴェ ー 夕、医学、 ユナ ニ 医学、 そ の 他の伝統医学
で用 い られて い る 天然薬物 の 幅広 い 探索を 行 っ
て い る 。 ま た 、 和漢薬 の 薬効発現機構の解明 の
一環 と し て 、 各種の 生薬成分の腸内細菌 に よ る
代謝 を 検討 し 、 大 黄や セ ン ナ な ど の代表的 潟下
成分が腸内細菌 に よ り は じ め て そ の薬効が発現
さ れ る こ と を 明 らか に し た 。 さ らに こ れ ら成分
の代謝活性化 に 関与す る 腸内細 菌遺伝 子 の 解析
を 行 っ て い る 。 そ の他、 腎臓疾患治療薬 の 開発
を 目 的 と し て 腎不 全 モデル ラ ッ ト を 用 い て 各種
天然薬物 の 探索を 行 い 、 漢方医学で用 い られ る
丹参が有効で あ る こ と を 見い だ、し 、 そ の 活性成
分 を 明 らか に し た 。 ま た 、 メ チ ル グPア ニ ジ ン な
どの 腎毒性物質の産生機構の解明 を行っ た 。
学会活動 は 主と し て 、 日 本薬学会、 和漢医薬
学会、 日 本生薬学会、 日本 農芸化学会 を 通 じ て
行わ れ、 そ れ ぞ れ の 年会 で は恒常的 に 研究発表
をf子 っ て き て い る 。
世界の伝統医学 に 用 い られ る 薬物 の抗 ウ イ ル
ス 作用 の 探索を 行 っ て い る 関係 か ら、 国 際的共
同研究が多 く 、 パ ナ マ大学、 ペル ー の カ ト リ ッ
ク 大学、 イ ン ドネ シ ア の バ ン ドン工 科大学、 パ
ジ ャ ジ ャ ラ ン大学、 エ ジ プ ト の ア シ ュ ー ト 大学
と の 共 同研究が進展 し て い る 。
(2)  教育の 現状
薬学部 4 年次学生 に 「和漢薬論」 、 大学院学
生 に 「化学薬 科学 I IJ の講義 を 担 当 。 ま た 、 薬
学部配属 の 4 年次学生お よ び大学院博士課程学
生 の 実 習、 研究等 の 指導 を行 っ て い る 。
(3) 沿革 に つ い て
地球的規模での環境 汚染 や 動植物 の 乱獲 に よ
り 、 薬用資源 も 次第 に 枯渇し つ つ あ る 今 日 、 国
民 の 健康維持 に 大 き な 役割 を 果 た し て い る 和漢
薬 の 貴重 な 資源 を な ん と か次世代 の人々 に 引 き
継 ぐ こ と は 、 現代人 の 責務 で あ る 。 ま た 、 限 ら
れ た 資 源 を 最大 限 に 利 用 す る た め に は 、 動植 物
が 潜在的 に も つ能力 (遺伝情報) を 科学 的 に 解
析 し 、 そ れ らを 引 き 出 す こ と が必 要 で あ る 。 こ
の様 な 目 的 を 果た す た め の 基礎研究部門 と し て
細胞資源工学部門が平成 2 年 に 新設 さ れた 。
平成 3 年 2 月 に 本部 門 の 主任教授 と し て 服部
征雄が 任命 さ れた 。 次 い で平成 3 年 4 月 、 横津
隆子が臨床利用部門助手か ら本部門助教授 に 昇
進 し た 。 ま た 、 平成 4 年 2 月 に は通産省 の 微生
物工業技術研究所で遺伝子 ・ 蛋白工学 の 研究 に
従事 し て い た 宮代博継が助手 に 任用 さ れた 。
平成 4 年度 末の 臨時国会で和漢薬研究所 の 増
設工事が認 め られ、 本部門 お よ び高次神経制 御
部門、 免疫機能制御部門 の建設工事が平成 5 年
2 月 か ら着工 さ れ、 同年 9 月 に 完成 し た 。 研究
室 は 天然物化学、 生化学、 分子生物学 の 幅 広い
分野の研究 に 対応で き る よ う 設計 さ れて お り 、
核酸 の塩基配列分析装置、 分析用 お よ び大量分
取用 高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ 装置、 嫌気性 菌培
養装置、 糖分析装置、 超遠心機 な ど最新 の機器
が装備 さ れ て い る 。 ま た 、 低温実験室、 恒 温実
験室 も 核酸 や 酵素の 抽出 、 精製、 培養細胞実験
の た め 、 設 け られて い る 。
(4) そ の他
平成 6 年 1 1 月 に 行わ れ た 本学第11 回バ ドミ ン
ト ン大会 に お い て 宮代、 周 、 ア ム ル、 オ リ ム 、
辻、 来 田 、 長崎、 片岡 の メ ン バー は み ごと に 優
勝 を 果 た し て い る 。 さ らに 同年12月 の第 7 回山
崎 杯卓球大会 に お い て も B 級準 優勝で あ っ た 。
現在、 外国人留学生 は 、 エ ジ プ ト 2 人、 中 国 6
人、 韓国、 パ ナ マ、 ペル ー 、 ウ ズ ベキ ス タ ン、
ス ー ダ ン 、 イ ン ドネ シ ア の 各 1 名 ず つ の計14人
で 日 本人学生 よ り 多 く な っ て い る 。 研究面 での
支 障は 余 り 無 い が、 懇親会 な ど で食事の好 み が
多 様化 し て お り 、 幹事 の 悩 み の 種 と な って い
る 。 (服部 征雄)
高次神経機能制御
本部門 は 、 昭和62年 5 月 、 10年時限の客員部
門 と し て 設置 さ れ た 。 同 年 10 月 、 大村裕博士
(九 大医学部名誉教授) が客員教授 と し て 着任
し た 。 平成 4 年 4 月 、 大村教授の 後任 と し て 、
野村靖幸博士 (北大薬学部教授) が着任 し た 。
本部門 は 、 脳高次機能の制御 に 関する 神経科
学 的研究 を行 う こと を 目 的 と し て いる 。 特 に 、
加齢 に 伴 う 高次神経機能障害の機構 と 、 こ れ に
対する 和漢薬や 内 因性生理活性物質 の 予防治療
作用 を 、 生理学的、 薬理 学的、 生化学的、 分子
生物学的 な ら び に 行動科学的 に解明する こ と を
目 指 し て いる 。
大村教授 は 、 脳内在性ペ プチ ド の酸性お よ び
塩 基性線維芽 細胞増殖 因子 (aFGFお よ びbFG
F ) が脳の 視床下部 の摂食 中枢 に 作用 し摂食抑
制 を 示す こ と 、 ま た 、 脳虚 血 に 伴 う 海馬 C A I
ニ ュ ー ロ ン の 変牲 に対 し抑 制 を 示す こ と 、 さ ら
に 記憶 と 学習 を 促進する こ と を 示 し た 。 と く に
aFGF、 bFGF の 記憶促進作用 は 海馬 で の 長期
増強促進効果 に よる 可能性 を 示唆 し た 。 ま た 和
漢薬 の 中枢 神経系 お よ び、免疫系 へ の作用 に つ い
て も 検討 し 、 小柴胡湯 な ら び に 小柴胡湯 桂枝 加
考 薬湯 が神経細胞死 を抑 制する こ と 、 人参サ ポ
ニ ン Rb1、 Rb2 が脳免疫連関系 を 介 し て 自 己免
疫抑 制作用 を示す こ と を 明 ら か に し た 。
野村教授 は 、 脳 グ ル タ ミ ン酸受容体/ イ オ ン
チ ャ ネ ル活性の プ ロ テイ ン キ ナ ーゼ C に よる 調
節 作用 、 ム ス カ リ ン性受容体の T 細胞機能克 進
作用 、 グ リ ア細胞由来の N O の ニ ュ ー ロ ン死惹
起作 用 な ど を 示 し 、 こ れ ら の機構 に 関 し て も 新
知見 を得た 。 ま た 、 老化促進モ デルマ ウ ス ( S
A M) の 脳 に お けるシ ナ プ ス 伝 達 な ら び に
ニ ュ ー ロ ン 内情報伝達機能の加齢変化の異 常 を
明 らか に する と と も に 、 aFGFや和漢薬丹 参 の
記憶障害改善作用 と そ の 機序 に つ い て も 明 ら か
に し た 。 現在、 丹 参の有効成分、 四物湯 の S A
Mの記憶障害改善効果 を研究 し て いる 。 今後、
高次神経機能 の加齢病態 の詳細 の解析 と 、 和漢
薬の予防治療 作用機序の解析 に 取 り 組む計画で
ある 。
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免疫機能制御
沿革 と 人事 : 昭和63年 ( 1988 ) 10月 に 外国人
客員部門 と し て 免疫機能制御部門 ( 10年時限)
が増設 さ れ、 こ の部門 に は 中 国 か ら 毎年 1 名 の
客員教授 を 招轄 し て いる 。
1988 年10月 、 中 日 友好医院か ら 金恩源 は 第一
任客員教授 と し て 着任。 1989 年8 月 、 中 国 中 医
研究 院 中 薬研究所か ら 章栄烈 客 員 教授 は 第 二
任。 199 0年8 月 、 上海医科大学か ら沈 自手 客員
教授 は第三任、 199 1年8 月 、 中 医研究院中薬研
究所か ら劉 林祥 客員教授 は第四任。 199 2年8 月
中 国 医学科学院血液研究所か ら李景徳客員教授
は第五任。 199 3年8 月恰か漬医 科大学か ら安徳
銘 客員教授 は第六任。 199 4年8 月 、 北京中 国 医
学科学院薬物研究所韓鋭 客員教授 は第七任 と し
て 着任 し た 。
研究題 目 と 主要研究業績 : 研究 テ ー マ は 歴年
の 客員教授 に よ っ て異 なる 。 金恩、源客員教授 は
漢 方 薬 の潜 在 的 な 抗 ウ イ ル ス 作用、 特 に HIV
に 対する 作用 とlnterferon 産生 と N K 細胞活
性 に対する 影響 を研究 し た 。
章栄烈 客員教授 は猪苓 多糖 を 中心 と し て そ の
抗腫蕩 作用 と 生体の免疫機能 を増強する 活性 を
究明 し た 。
沈 自手 客 員 教授 は 生薬淫羊蕃 の age ing に
対する 作用 、 特 に 副 腎皮質機能 に対する 影響 を
研究 し た 。
劉 林祥 客員教授 は漢方薬の動物の腸内細菌叢
に対する 影響 を調べた。
李景徳客員教授 は漢方薬の活血化癖 薬 ( 川主主
喋 、 山頁署械 と瑞香 素) のlnterleukin 1 と
lnterleukin 2 産生 に 対する 影響 を検討 し た 。
安徳銘 客員教授 は双黄 連 (金銀 花、 黄苓 、 連
盟 の抗 B型 肝炎 ウ イ ル ス 作用 と丹 参の 実験性 肝
損傷 に対する 保護作用 を研究 し た 。
韓鋭 客員教授 は漢方薬 と 植物生薬金喬麦 、 紅
参有効成分の癌細胞の増殖抑 制 と浸 潤、 転移 に
対 する 影響 と apoptos ís の誘 導 の 関 係及 び丹
参、 五倍子 の 有効成分の癌 に対する 化学予防作
用 を研究 し た 。
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第 5 節 附属病院
く診 療 科〉
第 一 内 科
こ こ 数 年毎 年約6 � 7 名 の 新 入 医 局員 が あ
り 、 卒後研修 を 受 けて い る 。 開院当 時 に は研修
医が 1 人 も お らず、 次 の 年に や っ と 2 名 の研修
医 が入 っ て き た そ う だ が、 そ の 頃 と は 全 く 変
わ っ て き た 。 ま ず、 い わ ゆ る オ ー ベン ネ ー ベ
ン の制度が 変わ っ た 。 研修 1 年生 は 夏 休み 明 け
ま で 1 人 の オ ー ベン がつ き 、 手 と り 足 と り で研
修が 行わ れ、 主と し て オ ー ベン の 専 門 の 分野 を
重点的 に 診 る こ と に な る 。 第一内科の よ う に 、
対象疾患 の 多 い 科 で は 一 つ の分野だ けに 偏る の
は充分 な研修 と は い え な い 。 そ こ で、 夏 休み以
後 は 副病棟医長が 管理す る こ と に な り 、 以後 は
種々 の疾患 の 患者 を 診 る こ と に な っ た 。 そ れ ぞ
れの疾患の専門 の 副病棟医長が指導 す る こ と に
な る 。 ま た 2 年目 の 他科か らの研修医 に と っ て
は 、 初 め か らオ ー ベン は お らず、 副病棟医長の
指導 の も と に 各 患者 を 診 る 。 副病棟医長 だが、
ト ッ プの 朝 日 病棟医長 の ほ か に 3 月 31 日 現在 7
名 お り 、 以 下の よ う に な っ て い る 。 糖尿病 と 内
分 泌 (沢、 山 崎) 、 呼吸器 (丸 山 、 川 崎、 吉
田 ) 、 腰原病 そ の 他 (堀、 沢崎) 。
教授 回診 は以前同様金 曜に 行っ て い る が、 新
患 紹介は だ い ぶ様 変わ り し た 。 現在 は 週2 回新
患 紹介を し て い る が、 l 回 に つ き 3 � 6 名程度
で新患 1 人 に つ き 15分間 の 発表 と 討論が あ り 、
回診前 に 行い 沢 副病棟医長が司会 を し て い る 。
ま ず以前の よ う に 黒板 に 内 容を 記載す る こ と を
や め 、 カ ル テを 直接 プ ロ ジ ェ ク タ ー で ス ク リー
ン に 投影す る よ う に な っ た た め 、 カ ル テへ の 記
載が厳密 に チ ェ ッ ク で き る よ う に な っ て き た 。
た と え ば、 ア ナ ム ネ の 取 り 方な ど に 関 し て も 、
研修医 は 小林教授 の 適 切な指導 を 受 ける こ と が
で き る よ う に な っ た 。 各症 例に 関す る 討論 は研
修医 に と っ て 貴重 で あ り 、 ア ン ケ ー ト 調査で も
そ の よ う に 出 て い る 。
さ らに 研修医の 教育 に 主眼 を お い た セ ミ ナ ー
を 毎 週金 曜に 行っ て い る 。 こ れが分か り や す い
た め 好評で、 専門分野の 違う 医 局員 に と っ て も
結構勉強 に な っ て い る 。 ま た 、 研修医 は 1 年間
で最低 1 回 は 学会や地 方会で症 例を 発表 す る よ
う 義務 づ けられ て お り 、 こ の 時 に ス ラ イ ド作
製、 発表練 習と 副病棟医長が大活躍す る 。 医 局
秘書 さ ん達 に も 本格的 に お世話 に な る 。 本番 で
の 発表 も 見応 え が あ る し 、 そ れが 週2 回 あ る 新
居、発表 の 技術 に も 反映 さ れ て い る 。 こ れで、 1
年生 と し て は満点 と は い か な く て も 、 合格点 に
お ま けがつ く よ う な ケ ー ス が多 く な っ た 。
医 局員 が だ い ぶ増 え た た め 医 局運営 は 大 変だ
が、 良 い こ と も い ろ い ろ 出 て く る 。 開 院 当 初 は
教授以外 は 全員 月 に 4 回 ほ ど 当 直 が あ っ た わ け
で、 当 時 の 浅沼助教授 も 当 直 に 入 っ て い た 。 現
在 は 、 ス タ ッ プ全員 に 回 っ て く る 救急 当 直 を 別
に す れ ば、 講師以上 は 当 直 か ら外 さ れて い る 。
さ らに 1 人 当 直 は終わ り 、 必ず研修医が 副直 と
し て つ く 2 人制 に な っ た 。 大学の 当 直 は何か と
気 を 使 う こ と が多 く し ん ど い が、 2 人制 に な っ
た の は そ の 意味で大 き な 進 歩だ。
ま た 小林教授 の 専門 を 反映 し て 、 糖尿病 の 患
者 に 対す る 医師 +コ メ デ イ カ ルが一体 と な っ て
の 治療体制 が整 い つ つ あ る 。 ナ ー ス の カ ン フ ァ
レン ス に 糖尿病担 当 副病棟医長や 主治医が参 加
す る よ う に な っ て 、 全体的 に い ろ い ろ な意味で
活発化 し て い る 。
外来で も 動 き が あ る 。 5 日 間患者 さ ん に 対 し
ア ン ケ ー ト 調査 を し た と こ ろ 、 患者 さ ん が診 察
室 の 前 で待 つ 時 間 は 平 均 で 1 時 間 を 超え て お
り 、 中 に は 2 時間 を は る か に 超え て い る 場合 も
あ っ た 。 そ こ で診察開始時間 を 含 め た 完全予約
制 に 変更す る こ と に な り 、 5 月 よ り 第一 内 科が
パ イ ロ ッ ト ケ ー ス と し て 実 行す る こ と に な っ て
い る 。 患者 さ ん の 待 ち 時聞が こ れで大幅 に 減 る
こ と だ ろ う 。
以 上 の よ う に 一 内 の 最近 の 変化 は め ざ ま し
く 、 特 に 研修医の教育体制 は ほ と ん ど整 っ た 。
今後 更に 一 層 の 発展が期待で き る 。
第二内科
第二内科の沿革 に つ い て は 内科学第二講座の
開講10周 年記念誌 に 昭和60年 ま で の も の が記載
さ れて いる が、 全学規模の記念誌 に は十分触れ
ら れて い な い の で、 こ の機会 に開 講時 に さ か の
ぼ っ て概略 を記す こ と に する 。 講師以下の人事
に つ い て は本誌内科学第二講座の項 に 記 し た 。
昭和52年 4 月 1 日 の 内科学第二講座の開 設か
ら 附属病院が開 院する 昭和54年10 月 15 日 ま で、
第二内科の診療 は 富 山 県立中央病院内科お よ び
富 山市民病院 内科 を 間借 り する 形で行わ れ た 。
開 院 に 先立 ち 4 月 11 日 に 杉本恒明教授 は第二内
科科長 を併任 し た 。 10月 1 日 に 浦岡忠夫助手が
講師 に 昇任 し 、 飯田博行が講師 に 任用 さ れ、 そ
れぞれ初代 の病棟医長、 外来医長 と な っ た 。 10
月 15 日 の開 院当初、 第二 内科の病棟 は 西 5 階病
棟 に あ り 、 病床 数25、 ス タ ッ プ 11 名 の 体 制 で
あ っ た 。 外来診療 は翌日 日 か ら開 始 さ れ、 初 日
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の 外来患者 は41名、 入院 1 名 で あ っ た 。 昭和55
年8 月 1 日 病床が35床 に 増床 さ れ、 56年 4 月 30
日 に は現在 の 東 5 階病棟 に移 転 し 、 50床 (う ち
3 床 は 共通病床) に増床 さ れた 。 昭和58 年 6 月
1 日 付で杉本教授が東京大学へ転出 し 、 水村泰
治助教授が科長事務取扱 を命ぜ ら れた 。 1 1月 1
日 篠 山重威教授が着任 し 科長 を併任 し た 。 平成
4 年 1 月 1 日 付 で篠 山 教授が京都大 学 へ 転 出
し 、 飯田助教授が科長事務取扱 を命ぜ ら れた 。
4 月 心拍監 視装置 を設置 し 集 中治療 ( 2 名) に
対応で きる 設備が整い (551 お よ び552号室) 、 心
疾患 を対象 と し た 集中治療が開 始 さ れた 。 12月
1 日 井上博教授が着任 し 科長 を併任 し た 。 平成
5 年 5 月 神経内科専門 医が着任 し 、 長 ら く 途 絶
え て い た 神経内科の診療が再開 さ れ、 現在 の診
療 は循 環器、 腎 ・ 高血圧、 神経内科 と開 院 当 時
の 分野 を 担 当 し て いる 。 外来、 病棟医長 は開 院
当 初 は講師 を こ れ に任 じ て い た が、 現在 は助手
が毎年交代 で務 め て いる 。 (井上 博)
最近10年間の診療実績
年 度 日百平日60 61 62 63 平成 1 2 3 4 5 6 * 
外 来 新 恵、 数 2， 117  2，235 2， 285 1， 816 1， 420 1， 384 1， 655 1， 882 2， 169 1， 9 1 1  
入 院 患 者 数 357 415 363 351 328 363 360 405 389 345 
心 臓 カ テ ー テ ル 検 査 89 86 97 108 84 64 57 123 121  1 1 1  
P T C A 2 1 2 1 2 7 13 17  18  
P T 恥f C 4 6 4 8 5 8 7 
電 気 生 理 学 的 検 査 57 79 91 70 46 60 60 63 50 60 
ア プ レ ー シ ョ ン 1 15 12  29  
ホ ル タ 一 心 電 図 690 679 807 796 778 771 765 802 916 1， 186 
ト レ ッ ドミ ル負荷試験 724 1，039 1， 134 947 684 690 655 781 603 699 
Jし、 コ二 コ 図 847 996 不明 1， 261 1， 133 1， 153 1， 459 1， 438 1， 660 1， 738 
腎 生 検 84 59 60 77 56 47 36 47 32 31 
PT C A : 経皮 的冠動脈形成術、 P T M C : 経皮的僧帽弁交連切開術 *平成 7 年 3 月 途中ま で
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第三 内 科
第三 内 科の 誕生 は 昭和54年 4 月 佐々 木博 科長
の発 令に よ る も の で、 同年10 月 の 附属病院 の 開
院 と と も に 西 6 陪病棟 (第一外 科、 第三内 科)
を 中心 に 実質的 な ス タ ー ト を 切っ た 。 初代 の病
棟医長 は 中 野講 師 で、 病棟婦長 は 森 山 で あ っ
た 。 昭和56年東病棟の 完成 と と も に 第一外 科が
東 6 階 に 移転 し 、 第三内 科は 現在の 西 6 階病棟
47床 ( 他 に 共通 6 床) と な っ た 。
消化器疾患 と 血液疾患 を 専門領域 と す る た め
入院患者 の 多 く は肝疾患、 胃腸疾患、 醇 ・ 胆道
疾患で、 と く に 富 山 県 に 血液 内 科医が少 な い た
め に 血液疾患が多 く 、 常時入院患者 の 約半数 を
占め た 。 し か し 、 開院 し た 当時は 血液学 の専門
家 が い な か っ た た め 、 福井医 科大学第一 内 科の
中村教授や 金沢医 科大学血液免疫学 の 紺田教授
に ア ドパ イ ス を お願 い し て 診療 を 行 っ て き た 。
昭和62年10 月 か ら血液学 を 専攻し た 山崎 ( 徹)
が助手 に 任じ られ、 血液疾 患 の 入 院 患 者 数 は
年々 増加 し た 。
昭和63年 8 月 に 佐々 木 科長 が 病 院 長 ( 副学
長) に 就 任す る に 伴 い 、 井 !こ恭一 副科長が 科長
代行 に 任命 さ れた が、 平成元年 9 月 か ら岡 山大
学か ら渡辺明治 科長が 着任し た 。 以来、 毎朝 8
時30分か ら朝回診 (総回診 も 同時刻 か ら) が開
始さ れ、 入院患者記 録用紙 の新設、 関連病院責
任者会議 な ど患者 サ ー ビ ス と 診療効率 の 向上が
図 られ た 。
昭和61年10 月 か らは B 型慢性肝 炎に対 し て 、
ま た 平成 4 年 1 月 か らは C 型慢性肝 炎に 対 し て
イ ン タ ー ブ エロ ン ( 1 F N ) 治療が保険診療 と
し て 許可さ れた の を 機会 に I F N 治療 の た め 入
院 例が急増 し た 。 平成 4 年か らは 厚生省特 定疾
患 「難治性肝 炎」 調査研究班か ら 「 劇症肝 炎治
療施設」 と し て 指 定さ れ、 現在渡辺 科長 は そ の
研究班員 と し て 人工肝臓 の 開発 に 取 り 組ん で い
る 。 ま た 昭和62年 4 月 か ら肝細胞 婚の 治療 と し
て 養子免疫 (LA K ) 治療が試 み られた が そ の
効果が弱 い た め 、 清水助手 らに よ り 平成 6 年か
らは よ り 特異性 の 高 い C TL治療 が試 み られ て
い る 。
昭和60年頃か ら上部消化 管疾患 に 内視鏡的 マ
イ ク ロ 波 凝固 (高度先進医療) に よ る 治療 が行
わ れ、 昭和63年か らは 超音波内視鏡 に よ る 診 断
法 も 積極的 に 取 り 入れ られ る よ う に な り 、 当 病
院 は 平成 6 年 7 月 よ り 特 定機能病院 と し て 許可
さ れた 。 平成 6 年10月 に 村嶋助手 らは 輸血部 の
協力 の も と 白血病や 悪性 リ ンパ 腫な ど に 対 し て
末梢血幹細胞移植 と 自 家骨 髄移植 を ス タ ー ト さ
せ た 。 さ らに 斎藤講師 が 中 心 と な り 心身医学 の
診療が開始 さ れ、 神経性食思不振症 な ど心身症
の 患者が増加 し た 。
平成 2 年 4 月 よ り 卒後臨床研修制度 が 変わ
り 、 2 年 目 は第一、 第二内 科を そ れ ぞ れ 6 カ 月
間 ずつ ロ ー テ ー 卜す る 方式が採用 さ れ、 さ らに
平成 6 年 4 月 か ら臨床研修委員会発刊 の 「卒後
臨床研修 の 手 引 き 」 に 基 づ い た 研修が実施 さ れ
る よ う に な っ た 。
最近の延外来患者数、 延入院患者数、 病床 稼
働率、 死亡者数 と 剖検率 は 、 平成 2 年 は 18， 551
人、 17， 963人、 104 .7% 、 38人、 52 .6 % 、 3 年
は 17， 055人、 17， 951人、 104 .4 % 、 45人、 40 .0
% 、 4 年 は 18， 730人、 18， 507人、 107 .9 % 、 37
人、 37 .8% 、 5 年 は 19， 273人、 17 ， 854人、 104 .1
% 、 36人、 47 .2 % と な っ て い る 。 な お 、 そ の後
の 病棟医長 は 藤倉、 市 田 、 山崎、 康 山 、 樋 口 、
宮林、 若林 と な り 、 病棟婦長 は 山 口 、 佐竹、 室
谷、 境、 五十嵐と 代 わ っ た 。 ま た 外来診療 は 開
院以来 2 年毎 に 診療 日 が 変更 さ れ て き た が、 平
成 3 年 4 月 よ り 週2 回 ( 月 、 水) と な り 、 外来
の 混雑 を 緩和 す る た め に 外来 の 内 科診察室 を 15
室 か ら25室 に 増設 し た 。
平成 2 年か ら教 官経験者 を 中心 に 富 山 赤 十字
病院、 富 山 済生会病院、 社会保険高 岡病院、 高
岡 市民病院、 糸魚川 総合病院 な ど の 関連病院 に
出 向 し 、 主と し て 消化器疾患 の診療 レベル の 向
上 と 後期臨床 研修医の指導 に 大 い に 力 を 発揮 し
て い る 。 な お 、 富 山 県栄養代謝研究会、 富 山肝
臓 セ ミ ナ ー 、 富 山 県血液疾患 研究会、 富 山 県 I
B D 研究会 な ど第三内 科に 事務 局が置 か れ た 研
究会が地域 医療 レベル の 向上 に 貢 献し て い る 。
皮 膚 科
( 1 )  診療体制 の 変遷 と 現状
[ 診療部門 の 内容 と ス タ ッ フ] 昭和54年10
月 の 開院時 に は 、 科長の 諸橋教授 を は じ め 、 五
十嵐 助教授、 福居 講師、 須藤助手 の 4 名 で診療
を 開始 し た 。 翌日年 に は池 田講師、 高橋助手、
宮 入助手が加わ り 、 診療体制 の 礎 を 築 き 、 そ の
後医局員 の増加 に よ り 、 現在で は 7 �8 名 が外
来診療 に 当 た っ て いる 。 開設 し た ばか り の 昭和
54年 10 月 の 外来患者数 は 18 1人 ( 開院 日 の 15 日
は9 人) で あ り 、 翌日年の年間受診者数 は8 ， 052
人で あ っ た が、 一般外来が 3 診制 と な り 、 ア ト
ピ 一 、 脱毛 、 座磨 、 乾癖 、 パ ッ チ テ ス ト の専門
外 来 を併設する 現在で は 、 年間 2 万人前後の 受
診 者 に対応で きる 体制 と な っ た 。 し か し 、 今 日
に お い て も 開設当初の家庭的 な チ ー ム ワ ー ク を
忘 れず、 新 し い 治験の研究努力 と と も に 地域医
療への貢献 を 心懸 け て いる 。
皮膚科で扱 う 疾患の種類 は豊富 で ある が、 特
に 皮膚付属器疾患、 免疫 ・ ア レ ル ギ ー性疾患、
色 素異 常症、 角 化症、 皮膚腫蕩 に つ い て は 、 開
設当時か ら力 を 注 い でいる 。 ま た 、 皮膚疾患 と
和漢薬 も 教室 の 大 き な テ ー マ で あ り 、 和漢薬の
薬理作用 を 中心 と し た 基礎的、 臨床的研究が行
わ れて いる 。 諸橋教授 の 指導 の 下で、 専門外来
と し て 、 池 田 、 高橋、 松井、 篭 浦、 大津 山 ら が
脱毛 症、 高橋、 宮入、 小西、 檎垣、 長谷川 ら が
痩癒 、 関、 井 田 、 豊 田 、 森松 ら が ア ト ピ ー性皮
膚 炎や乾癖 、 桧垣、 小西、 宮崎 ら がパ ッ チ テ ス
ト の専門外来 を担当 し て き た 。
一方、 皮膚外科の分野 で は 形成外科的 な手法
を 用 い腫療 の 根本的治療 と 整容的 な 要望 に 応 え
る 手術 を 心懸 け て き た 。 メ ラ ノ ー マ 、 付属器腫
療 に つ い て は 高橋、 篭 浦 ら が、 リ ン フ ォ ー マ 、
そ の他腫湯 一般 に つ い て は丸 山、 須藤、 斉藤、
豊田 ら が担 当 し て き た が、 手術手技 に 関 し て は
外来小手術 も 多 く 、 医局員 の技術の 向上 と 均質
化 を 図る た め に 、 研修段階か ら の指導 を 重ね、
ほ く ろ (母斑 ) な ど の腫虜 切除 の み な ら ず植皮
や、 服臭 症の 手術 も 行 っ て いる 。
皮膚疾患 は薬疹 や腰 原病、 先天 性疾 患 な ど全
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身 の 他臓器 と 関連 し た 疾患 も あ り 、 皮膚科単独
で は な く 、 担当各科 と 協力 体制で診療 に あ たる
こ と も 多 い た め 、 各科 と の協調 を 図 っ て いる 。
[ 専門外来 と そ の成果] 当 科で は 、 現在以
下 の よ う な 専門外来 を行 っ て いる 。
- 脱毛 外来 (篭 浦、 大津 山/ 火曜午後) 、 OMG
に よる壮年性脱毛 や 、 SADBE療法、 免疫療法
な ど に よる 難治性の 円形脱毛 症の 治療 を行 う0
・ 症癒 外来 (櫓垣、 長谷川/ 水曜午後) 、 漢 方
治療 を併用 し た座磨 の 治療。
- ア ト ピ ー 外来 (関、 井田、 豊 田 、 森松/ 火曜
午前、 金曜午後) 、 漢方治療 を 併用 し な が ら で
きる だ け ス テ ロ イ ド治 療か ら の離脱 を め ざ し 、
漢方生薬 の 入浴 療法 な ど の併用療法 を行 う 。
- 乾癖 外来 (関、 井 田 、 森松、 豊 田/ 火 曜 午
前、 金曜午後) 光化学療法、 レ チ ノ イ ド 、 漢方
治療 を併用 し 、 ス テ ロ イ ド の離脱 を 図 っ て いる 。
・ パ ッ チ テ ス ト 外来 (槍垣、 長谷川/ 火、 木、
金曜午前) 、 接触 ア レ ルゲ ン ま た は 光接触ア レ
ルゲ ン の探究 と 除去 を行 う 。
(2 )  沿革 に つ い て (昭和54年10月 15 日 開設)
[ 主要人事] 諸橋教授が科長 と し て 開設以
来医局員 の 指 導 と 外来診療 (火、 金) 、 病棟 カ
ン フ ァ レ ン ス と 回診 (木) を行 っ て いる 。 病棟医
長 は 、 福居 、 高橋、 須藤、 小西、 丸 山、 関 と 続 き
現在 は斉藤が、 外来医長 は 、 福居 、 池 田 、 高橋、
檎垣、 関、 斉藤、 現在 は篭 浦が担当 し て いる 。
[ 施設 ・ 設備 の充実] 開設以後の設備 と し
て 、 特 に 使用頻 度 の 高 い紫 外線照射装置 は 、
ベ ッ ド に臥 し た状態で 2 方向 か ら U V A を 照射
で きる 大型 の も のと 、 立位で全周性全身性 に 照
射が可能 な 小 部 屋型 2 タ イ プ を 追加 し た 。 ま
た 、 腰 原病 や 下腿潰虜 の 末梢循 環 を 確認する
サ ーモ グ ラ フ ィ は 、 ア ト ピ ー の 治療薬の 適否判
定 に も 用 い ら れて いる 。 さ ら に ア ト ピ ー班 で は
皮脂 量、 水分量、 P H を測定する 機器 も 活用 し
て いる 。 当 科 で は 外来手術 を 盛 ん に 行 っ て いる
が、 昭和63年か ら 手術台 が電 動 リモ コ ン タ イ プ
と な り 手術の 環境が整備 さ れた 。 ま た 平成 7 年
3 月 に 手術用顕微鏡が導入 さ れ、 新た な 外科的
治療 の 展望 も聞 かれた 。
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小 児 科
[外来診療 ] 当 小 児科に お ける 年間外来 受診
患者数 は 、 開 院 当 初 の 昭和55年 に は 6， 65 1 人 で
あ っ た が、 年々 増加 し 平成元年 に は 最高17， 652
人 を 記 録、 以後若干減少 し 約15， 000人で あ る 。
ま た 、 新患数 も 開 院 時 は 1， 600人 /年 で あ っ た
が、 次第 に 増加 し 2， 500�3， 000人 /年 とな っ て
い る 。 患者数の み な らず、 疾 患 の 種類 も 変化 し
て き て い る 。 す な わ ち 、 開 院 当 初 は 一般感染症
が多 く を 占め て い た が、 次第 に 専門的医療 を 必
要 とす る 疾患が 主とな り 、 且つ 重篤 な 症 例が増
加 し て い る 。 こ の 様 に 受診患者 の質量が大幅 に
変化 し た こ と、 患者サ イ ドの専門医指向か ら、
外来診療 は 一般外来か ら専門外来 中 心 へ と比較
的急速 に 変化 し た 。 こ の 傾向 は 特定機能病院 に
指定 さ れて か らよ り 顕著 に な っ て い る 。 当 科の
専門外来 は 、 開 院 当 初 よ り 腎、 ア レル ギ ー外来
が、 昭和56年 よ り 神経、 未熟児外来が、 昭和61
年 よ り 循環器外来 が 開 設 さ れ現在 に至っ て い
る 。 さ らに 、 血液 ・ 悪性 腫場、 内分 泌外来 も 適
時実施 し て い る 。 以 下に 各専門外来 に つ い て そ
の 主な も の を 記す 。
腎外来 : 以前 は 岡 田教授、 谷沢前講師が担当
し て い た が、 現在 は稲葉講師 を 中 心 に 週2 回実
施 し て い る 。 腎炎、 ネ フ ロ ー ゼ な ど の 糸球体疾
患 の 診断 と治療 お よ び生活指導 を 行 っ て い る 。
ま た 、 最近で は 尿路感染症や尿路系 の 奇形が多
く な っ て お り 、 腎エ コ ー を 含 め た 新 し い 分野へ
の取 り 組み も 行わ れて い る 。
神経外来 : 小西助教授 を 中心 に 週2 回実施 し
て い る 。 て ん か ん 、 熱性 痘撃な ど の 痘肇性疾患
の診療 を 主に し て お り 、 一貫 し た 治療 方針で長
期観察 を 行 っ て い る 。 さ らに 、 筋疾患 の 経過観
察、 発達遅滞児の 運動指導、 精神疾 患 の 療育指
導 も 行 っ て い る 。 患者数が多 く 、 一般外来 に も
食 い 込ん で い る ばか り で な く 、 関連 5 病院で も
神経外来 を 開設 し て い る 。
ア レル ギ ー外来 : 以前 は 五十嵐前講師、 村上
前助手が担当 し て い た が、 現在 は 尾上助手 を 中
心 に 週2 回実施 し て い る 。 気 管支 瑞息、 の診断 ・
治療 を 主に 、 ア レル ギ ←性鼻 炎、 ア ト ピ ー性皮
膚炎な ど患者数 は 多 い 。 ま た 、 呼吸機能検査、
気道過敏性検査、 皮 膚テス ト な ど外来で実施 す
る 検査が多 い 上 に 、 家庭 訪問 に よ る 環境整備、
生活指導 な ど も 行 っ て い る 。
循環器外来 : 市 田講師 を 中心 に 週2 回 実施 し
て い る 。 先天性心疾患、 心 筋症、 川 崎病、 不 整
脈 な ど、 最近患者数が急増 し て お り 、 且つ 症 例
が重症化 し て い る 。 こ れ らの疾患 の診断 ・ 治療
を 行 っ て い る が、 心 エ コ ー 、 各種放射線検 索、
負 荷心電 図 、 ホル タ 一 心電図 と広範囲 の検査 、
緊急医療 を こ な し て い る 。 さ らに 関連 2 病院 で
も 循環器外来 を 開設 し て い る 。
未熟児外来 : 以前 は 嶋尾前講師が担当 し て い
た が、 現在 は 今村助手 を 中心 に 週1 回実施 し て
い る 。 N ICU退院 児の 発育 ・ 発達の チ ェ ッ ク 、
育 児相 談 を 行 っ て い る 。
[入院診療 ] 外来診療 と同様 に 、 年々 か な り
の 変化 を 示 し た 。 入院患者数 は 、 開 院 当 初200
人 /年程度 で あ っ た が、 昭 和 5 9 年 頃 よ り 急 増
し 、 現在40 0 �450人 /年 に な っ て い る 。 ま た 、
疾 患 の 種類 も 一般的な疾患か ら専門的 な 疾 患 、
重症 例へ と、 高度 医療 を 担 う 大学病院 とし て 相
応 し い疾病構造 に な っ て き た 。 そ し て 、 腎、 神
経、 ア レル ギ 一 、 循環器、 悪性 腫場、 内分 泌疾
患 と、 極 め て バ ラ エ ティ ー に 富 ん だ疾患が入 院
し て い る こ とが 当 科の 特徴 で あ る 。 こ れ は 多 方
面 に わ た る 専門研究班 を 有し て い る こ とに 起因
す る と思 わ れ る 。 さ らに 、 当 科で は N ICU未熟
児セ ン タ ー を 擁し て い る こ とが最大 の 特徴で あ
る 。 開院当初か ら搬送 シ ス テム を 採用 し 、 富山
県 の新生 児医療 の 中心 とし て 活躍 し 、 多 数 の未
熟児の 治 療 ・ 救命 を 行 っ て き た 。 最近の N IC U
入院 児は 、 超未熟児や ハ イ リ ス ク 児が そ の 大 半
を 占め 、 極 め て 高度 な 医療 を 行 っ て い る 。
以上の様 に 、 当 科に お ける 外来 ・ 入院診療 内
容は 年 々 質 量とも 著 し い 発展 を 示 し た 。 そ し
て 、 い ずれ の 専 門 領域 に お い て も 、 地域 の 中 核
的存在 とな り 、 地域 医療 の 向上 に 貢 献し て き た
と自 負 し て い る 。 今後 とも 、 小 児科学全般 に わ
た っ て 専 門 医療 を 提供 し て 行 く ととも に 、 健
診 ・ 療育 相 談 な ど に よ り 地域 に 密 着し た 医療 を
目 指 し て 行 く つ も り で あ る 。 (小西 徹)
神経科精神科
(1 )  基本方針
ま ず、 第 1 に 、 神経科精神科の守備範 囲 は 、
精神障害 で ある 。 神経内科 と 重 な り 合 う 疾患 も
ある が、 神経内 科 に 傾斜 するこ と は 、 精神障害
へ の軽視 を も た ら す こ と に なる の で、 戒 め な け
れ ば な ら な い 。 第 2 に 、 精神障害 に は 、 脳の器
質的 ・ 機能的 な変化 に よる も の も 多 く 、 神 経学
や神経科学 に つ い て の専門的な理解 も 必要 で あ
る 。 ま た 、 臨床心理学的分野 に つ い て の 理解 も
必要で ある 。 さ ら に 、 医師 と し て 、 ある 程度 の
内 科的素養 も 必要 で ある 。 要する に 、 精神科医
は方法論の異 なる 分野 を 総合的 に 身 に つ ける こ
と が望 ま れる 。 第 3 に 、 臨床心理士、 作業療法
士や看護者 と の チ ー ム 医療が重要で ある 。
そこ で、 当 科 で は 、 第三 内 科 の ご 厚 意 に よ
り 、 平成 3 年か ら 、 研修医 に 内科研修 を さ せ て
い た だ い て いる 。 ま た 、 昭和62年か ら 、 臨床心
理士 (松井) を採用 し 、 平成元年か ら は 、 作業療
法土 (関) 、 平成 6 年度 か ら は 、 さ ら に 2 名 の 心
理学修士 (小林→ 石}l 1 ; 宮 下) が勤務 し て いる 。
(2) 外来診療
昭和田 年 の 外来新患 は 507人、 再来患者 は 延
べ5， 102人 で あ っ た 。 そ の 後、 新患数 は 、 ほほ
一定で ある が、 再来患者 は次第 に 増加 し 、 平成
5 年度 で は 、 延べ11， 566人であ っ た 。 新患の 内
訳で は 、 気分障害 ( 19 % ) 、 器質性精神障害 ( 1
0 % ) 、 精 神 分裂 病 圏 (9 % ) 、 不 安 障 害 (9 
%) 、 て ん か ん ・ 意識消失 発作 ( 7 % ) の 他、
児童 ・ 思春期、 身体表現性障害、 睡眠障害、 睡
眠時無呼吸、 脳血管障害が各数% で ある 。
教室員 に は 、 各 自 が臨床経験 を 積 む な か で、
自 分の得意 な分野 を も つ こ と を勧 め 、 順次専門
外来 を増や し て き て いる 。 す な わ ち 、 昭和61年
よ り児 童 ・ 思春期 (野田→ 細川→堤→ 三崎) 、
昭和62年 よ り睡眠 (金→ 岡 部→ 金) 、 昭和63年
よ り 心身症 (数川→ 松井→殿 谷、 野原、 田尻 、
宮 下) 、 平成 3 年 よ り て ん か ん (三辺→ 安井、
村 田→ 上 原→ 江守) 、 平成 5 年 よ り 神 経 心 理
(松井) と リ エゾ ン (谷井→ 麻 生→堤 ) 、 平成
6 年 よ り ア ル ツ ハ イ マ ー (金) と 精神保健外来
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(倉知) を開 い て いる 。
(3) 病棟診療
昭和55年8 月 に 病院東 2 階 に 43床 (精神科20
床、 神経科18 床、 共通病床 5 床) の神経科精神
科病棟が完成 し た 。 現在 は 、 共通病床が 2 床減
じ 、 神経科病床が 2 床増加 し て いる 。 病棟 は一
部改装 し 、 デ イ ル ー ム と 診察室 を 広 げ、 準開 放
の運営 を し て いる 。 昭和63年 よ り 、 病棟の 1 室
に VTR- EEGシ ス テ ム が設置 さ れ、 睡眠障害や
て ん か ん の 診断 に威力 を発揮 し て いる 。
入院患者 の 内 訳 は 、 気分障害 (27 % ) 、 分裂
病圏 ( 18 % ) 、 器質性精神障害 (17% ) 、 て ん か ん
(8 % ) 、 睡眠時呼吸障害 (8 % ) な ど で ある 。
昭和62 年 よ り 院 内 の リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン 部
で、 作業療 法 を 始 め て も ら っ た が、 人手不足 の
た め 、 継続困難 と な っ た 。 そ こ で、 平成元年か
ら 関作業療法士 に来て も ら い 、 精神科病棟 内 で
再開 し 、 現在 に 至 っ て いる 。 作業療法 は 、 患者
の退院か ら 社会復帰への橋渡 し と し て 重要 な役
割 を 果た し て いる の で、 患者の 「人間的復権」
を 尊重 し 、 そ ろ そ ろ 国立大学の 附属病院で も 、
精神科作業療法士の定員 を つ け て も ら い た い も
の で ある 。 ま た 、 平成元年 よ り 、 日 本語 ・ 日 本
事情 の 大星 助教授 の ご指導 に よる 俳句 ・ 短 歌 の
会 と 書道師範 (小}l 1 ) に よるペ ン習字 が行わ れ、
患者 さ ん に 好評 で ある 。 絵 画療法 は 引網 医師 の
転 出 で 中 断 し て い た が、 平成 6 年 よ り富 下 に よ
り コ ラ ー ジ ュ 療法が は じ め ら れた 。 行動療法 は
松井、 小林か ら石 川 に 引 き 継がれて いる 。
(4) 人事
医局長 : 清水昭規、 平野正治、 清水昭規、 細
川 邦仁 、 三辺義雄、 倉田孝一、 谷井靖之 、 金英
道 (平成 5 年~現在)
病棟医長 : 平野正治、 細川邦仁 、 数川悟 、 金
英道、 三辺義雄、 鈴木道雄、 谷井靖之 (平成 6
年~現在) 。
外来医長 : 清水昭規、 細川邦仁 、 清水昭規、
谷井靖之 、 金英道、 清水昭規、 金英道、 鈴木道
雄 (平成 7 年~現在) 。
な お 、 平成 7 年度か ら 、 北陸 ・ 滋賀地区 5 大
学合同 で神経科 ・ 精神科の研 修医 セ ミ ナ ー が聞
かれる こ と に な っ た 。 (金 英道)
l耐 第 3 章 講座等 の沿革
放射線科
昭和54年10月 、 大学附属病院 の 開 院 と 同 時 に
放射線科 は 設立 さ れ た 。 設備 と し て は 、 一般 X
線診断装置 の み で、 CT、 放射線治療装置 も 未
設置 の ま ま の 診療開始で あ っ た 。
現在の ス タ ッ プは 、 柿下正雄教授 (放射線医
学 全 般) 、 瀬戸 光 助 教 授 (核 医 学、 放 射 線 診
断) 、 羽 田 陸朗放射線部助教授 (放射線診断、
放射線治療) 、 渡辺直人講師 (放射線診断、 核
医学) 、 中 嶋愛子助手 (放射線診断) 、 高葉 泰久
放 射 線 部 助 手 (放射線 診 断) 、 野村邦紀 助 手
(放射線治療、 放射線診断) 、 蔭山 昌成助手 ( I
VR、 核 医 学) 、 清 水 正 司 助 手 (核 医 学、 放射
線診断) 、 永吉俊朗助手 (放射線診断、 IVR) 、
神前 裕 一助手 ( IVR、 放射線診断) 、 将積 浩子
医 員 (放射線 診 断) 、 森 尻実 医 員 (放 射 線 診
断) の 13人で あ る 。
放射線部 で は 、 CT、 MR Iの 診断 は ほ ぼ全 例
放射線科医が行 っ て い る 。 CT 2 台 、 MR ( 超伝
導 1 .5 テ ス ラ ) 1 台に よ り 、 CT 170 件/週、 M
R40 件/週が施行 さ れ て い る 。 胸部診断、 消化
管診断、 超音波診断 は外来 受診 に よ り 行わ れ て
い る 。 血 管造影 は 、 心臓 を 除く 大部分 の部位 を
:6っ て お り 、 動注化学療法、 塞栓療法、 持続動
注化学療 法 の た め の 皮 下ポ ー ト 埋め 込 み術 な
ど、 現代 医 学 の 最 先 端治療 の 一 端を 担 っ て い
る 。
核医学で は 、 4 台 の ガ ン マ カ メ ラ と 1 台 の骨
塩測定装置が設置 さ れ て お り 、 常時 2 名 の 医師
と 3 名 の 技師で運営 さ れ て い る 。 検査 件数 は シ
ン チ グ ラ フ ィ 100 件/週、 骨塩測定20 件/週で
あ り 、 新 設 国 立 医 大 で は 非 常 に 多 い 件数 で あ
る 。 内 訳で は 、 心臓 核医学、 腫場核医学、 脳神
経核医学 の順 に 件数が多 く 、 そ れ ぞ れ関連臨床
科 と の 共 同研究 も 盛ん に 行わ れて い る 。
放射線治療 で は 、 年間150 �200人 の 患 者 が あ
り 、 毎 日 20人 ほ ど の 患者 の 放射線治療が行わ れ
て い る 。
外部照射装置 は ラ イ ナ ッ ク を 装備 し て お り 、
治療計画 は X 線 シ ュ ミ レー タ お よ び専用 C T に
よ り 行わ れて い る 。 更新 さ れ た 現在の 2 台 目 の
ラ イ ナ ッ ク 装置 は 原体照射装置 を 備 え て お り 、
CT に よ る 三次元情報 に よ る 治療計画 も 行 っ て
い る 。
ま た 、 コ バ ル ト 60線源 に よ る リ モー ト ア フ
タ ー ロ ー デ ィ ン グ装置 を 用 い て 、 腔内照射が行
わ れて い る 。
さ らに 特殊 な 照射 と し て は 、 拝頭部癌 な ど に
対 す る 術 中 照射が行わ れ、 ま た RF波 に よ る 温
熱療法が行わ れて い る 。
病棟 は 西 2 階 に 10床 を 持 ち 、 お も に 放射線治
療 患 者 お よ び IVR患 者 の 入 院 治 療 を 行 っ て い
る 。 病室 に 併設 さ れ た R I病室 で は 、 放射線薬
剤 に よ る 内部照射療法 (放射性 ヨ ← ドに よ る 甲
状 腺癌や 甲状 腺機能 克進症 の 治療 な ど) お よ び
密 封小線源治療 (金粒子 に よ る 舌癌 に 対す る 低
線量率組織 内照射な ど) が行わ れて い る 。
最後 に 現在 (95年 3 月 ) ま での 、 医 局長、 病
棟 医 長、 外 来 医 長 の 人事 を 記 し て 本 稿を 終 え
る 。
昭 和 54 年 1 0 月 医 局長 兼病棟 医 長 羽 田 陸
朗、 外来医長 石崎良夫
昭和60年 2 月 医 局長 石崎良夫、 病棟医
長 二谷立 介、 外来医長、 亀井哲 也
昭和61年 4 月 医 局長 二谷立 介、 病棟医
長 亀井哲 也、 外来医長、 古本 尚文
平成 2 年 7 月 医 局長 二谷立 介、 病 棟
医長 亀井哲 也、 外来医長 中 嶋愛子
平成 5 年 1 月 医 局長兼病棟医長 亀井
哲 也、 外来医長、 中 嶋愛子
平成 5 年 2 月 医 局長 亀井哲 也、 病 棟
医長 渡辺直人、 外来医長 中 嶋愛子
平成 5 年1 2 月 医 局長 野村邦紀、 病棟医
長 渡辺直人、 外来医長、 中 嶋愛子
(野村 邦紀 )
第 一 外科
昭和54年開設当 時附属病院第一外科病棟 は第
三 内科 と の混合病棟で あ り 、 昭和57年 に 東 6 階
病 棟が開設 さ れる に伴い 第三内科 と 分か れ た 。
し た が っ て 、 開設当初 は 、 現在第三 内科の諸先
生方が使わ れて いる 医師記録室 も 第一外科 と 共
同 で あ っ た 。 そ の名残 は 、 西 6 階病棟 に は 医師
記録室が あ り 、 東 6 階病棟 は 主任婦長室 と な っ
て いる 点で ある 。 そ れ ら の経緯 を知る 医師 も 看
護婦 も 現在で は ご く わ ず か で ある 。 昭和51年 に
山 本恵一教授が第一外科科長 と し て 、 昭和52年
に は上山 武史助教授が着任 さ れ開院 に 備 え た 。
当時の病棟医長 は永 井講師で あ っ た 。 富川 は病
棟当直 日 誌 に 「早 く 当 病棟が満床 に な り ま す よ
う に ! J と 記載 し て いる が、 新 し い病院への意
欲 が強 く 感 じ ら れる 。 病棟での診療体制 は複 数
の グル ー プ分担制 を 採 り 、 臨床で は成人心臓、
小児心臓、 血管、 消化器、 肺の 5 グルー プ に 分
かれ、 グルー プ毎 に 十 数名 の 患者 を 受 け持 っ て
いる 。 開設時 よ り 手術 日 は手術室、 他の診療科
の好意 に よ り 月 、 水、 金 の週 3 日 制 を と っ た 。
病 棟回診 は火曜 日 に教授、 木曜 日 に 助教授 回診
を行い現在 も踏襲 さ れて いる 。 昭和61年外来医
長が専属 に なる ま で、 回診が 終了 する と 同時 に
病棟の 医師が外来へ駆 け 下 りる 姿が見 ら れた 。
第一外科単科での病棟 カ ン フ ァ レ ン ス は火曜
8 時 よ り 始 め ら れ毎週病棟内 で問題 と なる 症例
の検討会 を 行 っ た 。 木曜日 5 時30分 よ り フ ィ ル
ム カ ン フ ァ レ ン ス を行い 各病棟 グ ル ー プ、 学生
の教育 に 役立つ て いる 。 金曜 日 に は毎週朝8 時
よ り 一外、 二外合同検討会 を 開催 し 、 外科教室
全体の研究意欲 の 向 上 に 尽 く し て いる 。 さ ら に
土曜日 に術前術後症例検討会 を 行 っ て き た が、
平成 3 年度 よ り 週 5 日 制 と な り 土曜 日 の検討会
を金曜 日 5 時30分 よ り 開催 し て いる 。 院 内 カ ン
フ ァ レ ン ス は 他 に 二 内 科 と の 間 に循 環器 カ ン
フ ァ レ ン ス 、 小児科 と の 聞 に 小児循 環器 カ ン
フ ァ レ ン ス 、 一内、 放射線科 と の 聞 に 胸部疾患
カ ン フ ァ レ ン ス 、 三内、 ー内、 和漢診療部 と の
間 に 内視鏡 カ ン フ ァ レ ン ス 、 平成 7 年 よ り 第一
病理 よ り 北11 1 教授、 松井講師 を 招 き 死亡症例検
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討会 を 開始 し 、 外科医 の み の独善 に陥 らぬ よ う
研鎖 し て いる 。 院外カ ン フ ァ レ ン ス は 県立中央
病院の胸部外科、 富 山赤 十字 病院 の 心臓血管胸
部外科 と の 聞 に 3 院合同症例検討会 を行い 富 山
県 内 の胸部外科医が一堂 に 集い 、 交流 を 図 り 現
在100 回 を 超 え 継続 し て いる 。
学会活動 と し て は 、 昭和56年 1 月 の 第 188 回
北 陸外科学会 に 始 ま り 、 5 月 第44 回 日 本消化器
病学会、 第37回 日 本消化器内視鏡学会合同地方
会、 7 月 第15回 日本肺癌学会北陸地方会、 昭和
57年9 月 第19 3 回北 陸医学会外科分科会、 昭和
59 年 2 月 日 本循 環器学会北陸地方会、 昭和60年
1 月 第200 回北 陸外科学会、 昭和62年8 月 第23
回 中部外科学会、 10月 胸腺 研究会、 昭和63年 2
月 第209 回 北 陸外科学会、 1 1 月 第35 回 日 本結核
病学会、 第24回 日 本胸部疾患学会、 第9 回 日 本
気管支学会合同地方会、 平成 2 年 2 月 第17回 日
本胸部外科学会関西地方会学術セミ ナ 一 、 6 月
第33 回 日 本胸部外科学会関西地方会、 平成 3 年
2 月 第218 回北陸外科学会、 平成 6 年 2 月 227回
北 陸外科学会 を 主催 し た 。 学会教育関連施設 と
し て 、 日 本外科学会、 日 本胸部外科学会、 日 本
胸部疾患学会、 日 本呼吸器外科学会、日 本循 環
器学会、 日 本超音波医学会の認定施設 と し て 登
録 さ れて お り 、 こ れ ら の認定医 を 多数輩 出 し て
いる 。 ま た 、 外国人留学生 と し て証鷹揚 が在籍
し 、 博士 ( 医学) の学位 を授与 さ れた。
臨床教育面で は 各病棟 グ ル ー プ毎 に 学生 を配
し 、 1 対 1 以上の濃密な教育体制 を 心が け て い
る 。 ま た 、 病棟 カ ン フ ァ レ ン ス の 出席 も 自 由 で
あ り 、 各人が満 足 の い く 実習体験が得 ら れて い
る と 思 わ れる 。
最後 に レ ク リ エ ーシ ョ ン に つ い て も 当 科 で は
春 の花見、 テ ニ ス 旅行、 夏の海水浴 、 秋の芋煮
会 (バ ー ベ キ ュ ー ) 、 冬 の ス キ ー 旅行 2 回 と 現
在で も 学会、 病棟での仕事の合聞 に 開催 さ れて
いる 。 こ れ か ら も ヨ| き 継 ぐ べ き こ と は 引 き 継
ぎ 、 さ ら に 研究、 診療、 教育の 充実 を 図 り た い
と 考 え て いる 。
170 第 3 章 講座等の沿革
第二外科
周術期 管理、 麻酔学 を 含 め た 外 科領域 に お け
る 進 歩は 、 近年 め ざ ま し い も の が あ り 、 手術手
技 の 修得 は も と よ り 、 高 度 な診断技術、 多分野
に わ た る 広 範 な 知識 が 必 要 と さ れ る 。 当 科で
は 、 1979年10月 の 附属病院開院以来、 消化 管を
は じ め 、 肝 ・ 胆道 ・ 醇臓外 科、 甲状 腺、 乳 腺外
科、 小 児外 科な ど の 分野で精力 的 な 診療 を 行 っ
て き た が、 各分野で診断 か らタ ← ミ ナ ル ケ ア ま
で、 ま さ に オ ー ル マ イ テ ィ ー な 診療 お よ び外 科
医師養成 を 行 っ て き た 。
( 1 ) 病棟診療
開設以来、 附属病院内 ト ッ プ ク ラ ス の 多 忙な
病棟 と し て 、 日 夜め ま ぐ る し い 動 き を 見せ 、 51
床 の ベッ ドは 常 に 満床状態 で あ る 。 チ ← ム 医療
を 基本 と し て お り 、 通常各 3 名 で 4 チ ー ム の 主
治 医 団を 形成 し 、 診 断、 手術、 術後 管理 を 行
う 。 前述 の よ う に 、 診断 か らタ ー ミ ナ ル ケ ア ま
で と こ と ん 患者 と 関 わ っ て い く の が教室 の 基本
方針で あ り 、 入院患者の 中 に は 、 手術患者以外
に 、 非手術療法 目 的や 末期癌患者 も 含 ま れて い
る 。 手術 日 は 、 ( 火) (木) (金) の 週3 日 で、
主治 医 に 加 え て 教授以 下の指導者が術者 ま た は
助手 と し て 手術 に 参加 し て い る 。 直接 手術 に 参
加 し な く と も 、 大学で、行わ れ る 最先 端の 手術手
技 を 見学す る こ と は 、 重 要 な ト レ← ニ ン グ の一
環 で あ る 。 開設以来 の 手術 件数 は 、 優に 4， 800
例を 超え 、 胃 癌 切除例785 例を は じ め 、 結腸 ・
直腸癌370 例、 食道癌169 例な ど と な っ て い る 。
予定手術以外 に も 、 小 児外 科、 腸閉 塞な ど 緊急
手術の 多 さ も 院 内 屈指で、 手術部 ・ 麻酔 科の み
な さ ん に は 非常 に お世話 に な っ て い る 。 以前 は
週2 回 あ っ た 検討会 は 、 週休2 日 制 に 伴 い 現在
週1 固と な っ た が、 入 院 患者 数 に は 変化 は な
く 、 毎 週活発 な討論が行 わ れ て い る 。 検討会 に
引 き 続 く 藤巻雅夫教授 の 回診 は 、 入院患者 さ ん
に と っ て 、 大 き な 心 の よ り ど こ ろ と な っ て い
る 。 病棟 の 設備 と し て は 、 年 々充実 し て い る
が、 日 進月 歩で め ま ぐ る し く 進 歩し て い る 今 日
の 外 科治療学 か らみ る と 、 い ま だ 100 % 満足 で
き る 状態 で は な い 。 ま た 、 一方で、 末期癌患者
や 子術の対象 に な らな い 患者 を 外 科病棟 と し て
い か に 身体 ・ 精神両面でサ ポ ー ト し て い く か も
重 要 な 課題で あ る 。
(2 )  外来診療
新 患 受 付 は 、 基本的 に は 、 ( 月 ) (水) (金)
で、 教授、 助教授、 講師が そ の診察 に あ た る こ
と に し て い る が、 当 科受診 を希望す る 患者 は 、
い か な る 曜日 で あ っ て も す べ て 対応す る こ と を
原則 と し て い る 。 院内他 科や他院か らの 紹介も
多 い が、 む し ろ 症状 を 訴え た り 、 検診後の 精 査
を 希望 し 、 初 め か ら当 科を 訪れ る 患者が多 い こ
と が ひと つ の特徴 と い え る か も し れ な い 。 再診
は 、 上部消化 管、 大腸 ・ 旺門、 肝 ・ 胆道 ・ 醇、
小 児、 乳 腺、 甲状 腺の各専門外来 を 設 け、 主に
術後患者 の f o llo w u p を 行 っ て い る 。 開院 後
15年余 り 経過 し 、 す で に術後10年以上 の通院 を
続 ける 患者 も 少 な く な い 。 中 に は 、 異時性多 発
あ る い は 重複癌が発生 し た 患者 も 増 え て き て い
る 。 外来診察の一方で は 、 内視鏡検査 な ど の 諸
検査、 処置 を 行 う 。 最近 は 、 患者側が求 め る 医
療水準が高 く な っ て お り 、 ま た 、 疾病構造 も 複
雑化 し て い る こ と か ら、 他 科と の連携 も 重視 し
た 、 よ り 敏密 な診療 を 心が けて い き た い と 考 え
て い る 。 ま た 、 検 資オ ー ダ ー や 処 方 が コ ン
ピ ュ ー タ ー 化 さ れ、 外来医師 の 仕事量は幾分 軽
減 さ れた か と は感 じ られ る が、 患者 さ ん に 長時
間 待 っ て い た だ く こ と が 多 い の は 相 変わ らず
で、 悩 み の 種 の ひと つ で あ る 。
(3)  研修 ・ 教育
外 科医 は 、 手術手技 の 他 に 診断技術、 周術期
管理 な ど修得す べ き 事項が多 い が、 医 局員 の 研
修 ・ 教育 は 、 病棟 主治 医 チ ー ム 内 で多 く が な さ
れて い る 。 特 に 、 入 局間 も な い研修医 は 、 チ ー
ム の 先 輩医 師 と 寝食 を 共 に し 、 術後 管理 を 覚 え
て い く 。 と に か く 、 患者の話 を よ く 聞 き 、 五感
(味覚 は と も か く ) を 徹底的 に 働 か せ 、 患者 の
病状 を 的確 に 把握 し対処で き る 能力 を 養 う こ と
が外 科の研修医 ト レー ニ ン グ の 第一 歩で あ る 。
こ の 意味で は 、 こ れ ま で 十分成果 を 挙 げ て き て
い る と 自 負 し て い る 。
脳神経外科
( 1) 病 棟
開 院時 (昭和55年 4 月 ) よ り 西 2 階病棟 を使
用。 専用ベ ッ ド 数 は 当初10余、 現在27床。 放射
線 科、 歯科 口 腔外科 と 混合病棟である が、 医者
同 士 は仲 が良 い 。 診療体制 は一貫 し て 、 チ ー フ
レ ジ デ ン ト 制及 び主治医制 (基本 は チ ー フ 1 、
サ ブチ ー フ 1 、 主治医 3 ) を 敷い て いる 。 病棟
責 任者 ( 医 長 :遠藤俊郎、 岡 伸 夫、 西 罵 美 知
春 、 平島豊が歴任) が彼 ら を補佐する 。 初期研
修医 に 対 し て は 、 先輩 の脳神経外科専門医が カ
ルテ の記載法、 診察の仕方、 治療、 検査 な ど の
指導 を行 う 。 チ ー フ レ ジ デ ン ト は教授直轄下 に
卒後 5 年 目 よ り 6 カ 月 間勤め 、 患者 に 関する 治
療計画及 び手術方法 に つ い て の指導 を仰 ぐ 。 家
族 に対する 手術の説明、 剖検の承諾 、 入退院の
決定、 他診療科及 び検査部門 と の 交渉 な ど病棟
の す べ て を取 り 仕切る 。 こ の期間 を 通 し て人間
と し て 成長する 。 各種の診断機器 ( C T 、 脳循
環 測定、 神経機能モ ニ タ リ ン グ、 M R な ど) が
次 々 に 導入 さ れ、 病棟医 の仕事 は激 務 と な っ て
き た が、 2 週間 に 1 度 は酒宴 が聞 かれる 。 こ れ
ま で に 56名 の 脳神経外科医 が病棟 で鍛 え ら れ
fこ 。
平成 5 年12月 ま で の 入院患者総数 は 4， 273人
で、 こ こ 数年 は 年平均約300人で ある 。 疾 患 の
内 訳 は 、 脳血管障害が約 3 分の 1 で最 も 多 く 、
以 下外傷、 脳腫場 、 奇形、 感染、 機能的疾患で
ある 。 最近で は 、 脊髄 ・ 脊椎 疾患が急増 し て き
た 。
(2) 外 来
開 院時 よ り 、 月 曜、 火曜、 木曜及 び金曜の午
前8 時30分か ら 外来診療 を 行 っ て き た 。 火曜、
水 曜、 金曜 は脳 血管撮影の 日 と し て いる 。 外来
診 療 に は教授、 助教授、 講師以下各研究班が あ
たる 。 新患 に つ い て は 、 主に 各研究班 に 属 する
医師が予診 を と り 、 治療方針や入院の必要性 な
ど に つ い て 教授 の 指 導 を 受 ける 。 コ ン ピ ュ ー
タ ー 導 入 後 は 、 看 護婦不在 の ま ま 、 診療、 投
薬、 検査予約、 再来及 び入院予約 など を 担 当 医
1 人で コ ン ビ ュ ー タ ー 画面 を み て行 い 、 時 に は
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こ れ ら に 加 え て 伝票 書 き も あ り 、 大パ ニ ッ ク と
な っ た 。
平 成 5 年 12 月 ま で の 外 来 患 者 延 べ 総 数 は
74， 59 1人、 新患数 は 13，98 0人である 。 こ こ 数年
は 年平均約1， 000人の新居、数である 。
(3) 手 術
手術 日 は 月 曜、 水 曜、 金曜で ある 。 教授 の 指
導 の も と に 、 手術内 容 に よ り 病棟医長、 専門医
取得者、 チ ー プ レ ジ デ ン ト 、 主治 医が手術 に あ
たる 。 手術記録 は術者、 チ ー フ レ ジ デ ン ト が主
に 行 う 。 予定外の 緊急手術 も 手術部他、 各方面
の協力 に よ り 円 滑 に 行わ れて いる 。
平成 5 年1 2 月 ま で の 手術総数 は 2， 29 7件 で あ
る 。 こ こ 数 年 は 年平 均 約 18 0 件 の 手 術 数 で あ
る 。 カ テ ー テ ル を 用 い た 血管 内 手術、 手術支援
シ ス テ ム を 用 い た 手術、 脊髄 ・ 脊椎 疾患 の 手術
が急増 し て いる 。
(4) 術前 、 術後症例検討会
毎週木曜 日 の 午前 10 時 よ り 術前 症例検討会
が、 火曜 日 の 午後 5 時 よ り 術後症例検討会が行
わ れる 。
(5) 教授回診
毎週火曜 日 の 午前 8 時45分か ら 始 ま り 、 医局
員全員 と 臨床実習 の 学生が参加する 。 主治医団
は前 夜、 教 授 回 診 に 備 え て 万全 の 準 備 を 整 え
る 。 チ ー プ レ ジ デ ン ト 、 主治医、 学生 に は教 授
を前 に し て 緊張、 緊張の時間で ある 。 日 本語が
満足 に 話せ な く なる 者 も いる 。 し か し 、 こ こ 数
年の 高久晃教授 は優 し い 。 め っ た な こ と で は 、
声 を 荒立てる こ と は な い 。 そ れで も 、 学生参加
の な い 回診 で は 、 主治医 団 の あ ま り の 不勉 強 さ
に 対 し て 、 怒 り の 声 を発する 。 回診中 に は 的確
な語学力 が要求 さ れる が、 時折教授か ら でる ド
イ ツ 語の質問 に は頭 を かか える 者が多 い 。
回言� のf麦 は 、 カ ン フ ァ ラ ン ス ル ー ム にて 、 教
授 を 中心 に 症例検討会が行わ れる 。
(西 属 美知春)
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昭 和 54年10 月 15 日 よ り 辻 教 授、 玉置 助 教 授
(現和 歌山 医大教授) 、 伊藤講師 (現東京女子医
大教授) の ス タ ッ プに よ り 外来診療 が 開 始 さ
れ、 16年 を 経 た 。 以来、 高 い 病床稼働率 を 維持
し て い る 。 今 日 、 特定機能病院 と し て の み な ら
ず、 常 に 教育病院で あ る こ と の 強 い認識 に 立 っ
た 教育的診療 の 日 々 で あ る 。
外来診療 は 患 者 の 信頼、 安 心 感 を 得 る よ う
に 、 病棟同様 に 主治 医制 と し て い る 。 外来総数
は 平成 6 年 に は 約18， 000人 (新患約4， 000人)
で あ り 、 特殊外来 と し て 頚椎、 膝 ・ ス ポ ー ツ 、
側 湾症、 リ ウ マ チ 、 骨軟部 腫療な ど が順次設置
さ れ、 能率 よ い 外来 フ ォロ 一 、 医員教育 な ど に
効果 を 挙 げ て い る 。
病棟 は 各 チ ー ム 4 � 5 名 、 全 5 チ ← ム 体制 で、
そ れ ぞ れ に 臨床実習 の 学生 1 名 を 配属 さ せ て い
る 。 学生教育 に は 医 の 原点、 哲学 と 患者 の 身 と
心 の 理解の 上 に 立 っ た 診 断 ・ 治療学 の理念 を 教
援する こ と を 基本 と し 、 そ の イ ン パ ク ト は 随ー
と さ れ る 。 1 日 の 始 ま り は朝 8 時か ら開始 さ れ
る モー ニ ン グ カ ン フ ァ レン ス で あ る 。 術前 ・ 術
後報告、 子術記 録の チ ェ ッ ク 、 問題症 例提示 ・
討論が外来 あ る い は 手術業務前 の 短 い 時間 に 行
わ れ る 。 辻教授 あ る い は 先 輩医師 か らの 鋭 い 指
摘が飛 び、 若 い 医師 に は 緊張の連続であ る 。 手
術 日 は 火、 木 の 2 日 間 で あ り 週平均 8 �10 件の
手術が行わ れ て い る 。 年間手術 件数 は 当 初 の 1 0
年 は 380 件前後で あ っ た が、 そ の 後 徐々 に 増加
し 、 最近 は 400 件を 超え る よ う に な っ て い る 。
各分 野別 に 流れ を概観す る と 脊椎に お ける 業
績が顕著 で あ る 。 す な わ ち 、 腰椎で は 辻教授 を
中 心 に 基礎的研究 に 立 脚し た 新 し い 手術療法 の
開発や 改良が行わ れ た 。 腰椎椎弓 切除後の 不 安
定性 を 予 防 し 成績安定化 を は か る た め の ト ラ ン
ペッ ト 型 椎弓 切除術、 青壮年者 に お ける 比較的
広範囲 の 腰部 脊柱 管狭窄症 の 増加 に 伴 い 、 腰椎
椎弓拡大形成術 を 世界 に 先駆 けて 開発 し た 。 一
方、 当 科に お ける 伝統的 な 手術術式で あ る 腰椎
前 方 椎体 問固定術 に も 幾 多 の 改 良 が加 え られ
た 。 椋問 ブ ロ ッ ク の併用 に よ る 術後 ギ プス 装 着
期 間 の 短 縮あ る い は省 略が 可能 と な り 、 社会復
帰 に 要す る 時間が短 縮さ れた 。 こ れ に は 前 縦靭
帯 を 温存す る た め の ア プ ロ ー チ の 改 良 お よ び 新
し い手 荷器具 の 開発の寄与す る 面 も 大 き い 。 ま
た 、 腰椎前方手術 に お ける 新 し い 手術手技 と し
て 前方 髄核摘出術が辻教授 に よ り 開発 さ れ た 。
最小 の 手術 侵襲に よ る 椎間板ヘル ニ ア の 治 療が
可能 と な り 、 現在 の 経皮 的 椎間板摘出術の 先駆
けと も い え る 。 こ れ らの 多 く の 手術手技 の 極 意
は 腰椎外 科手術書 に 著 さ れ、 本 邦の み な らず 英
語、 独語 に 翻 訳さ れ世界的名著 と な り つ つ あ る 。
頚椎で は 変性 脊柱 管狭窄症、 後 縦靭帯骨化症
に よ る 頚髄症 に 対す る 頭部 脊柱 管拡大術が 当 科
で開発 さ れ、 全国 に 流 布し た 。 こ の術式 は 米 国
の権威あ る 手術書 の 頁を 飾っ て お り 、 こ の 確 立
さ れた 手術法 に よ り 寝た き り 生活か ら救わ れた
患者 も 多 い 。 脊柱 管狭窄症 に 椎間板ヘル ニ ア を
合併す る こ と も 稀で は な く 、 子術技術の 向上 と
と も に 、 前方後方 向持手術 も 行い 、 安定 し た 術
後成績 を 獲得 し て い る 。 以上の 脊椎手術 の 発 展
に は 脊髄モニ タ リ ン グ が大 き な貢 献を し た 。
骨軟部 腫楊で は 組織型 に 応 じ 化学療法剤 の 種
類 と 投与経路 を 選択し 、 一部 は 全 国 的 な ト ラ イ
ア ル に も 参加 し な が ら化学療法、 居、肢温存手 術
を 行 っ て い る 。 原発性骨軟部 肉腫の初診時転 移
巣な し の 症 例の 予 後 は 極 め て 良 好 と な っ て い
る 。 転移性骨 腫療で は 残 さ れ た 期聞 を 苦痛無 く
過 ごし 、 寝た き り と な る 期間 を 可能 な 限 り 短 く
す る と い う 目 標 の も と 、 最小 侵襲で の 治 療 を
行 っ て き た 。 中 で も セ ラ ミ ッ ク 人 工椎体 に よ る
転移性 脊椎腫虜の 治療 は 確立 さ れた も の と な っ
た 。 最近 は 、 基礎的研究 を 応用 し 血中細胞外 マ
ト リ ッ ク ス 蛋白が転移の マ ー カ ー と な り う る こ
と を 臨床的 に 証明 し つ つ あ る 。
リ ウ マ チ ・ 関節外 科で は新 し い 治療薬 の 臨床
研究 の成果が福音 を も た らし て い る 。 約3 年 前
か ら人 工関節手術 を 中心 に 自 己血貯血 を 行 い 、
同種血 輸血が行わ れ る こ と は 殆ど無 く な っ た 。
当 科で は遅滞す る こ と な く 毎 日 少 し で も 前進す
る こ と 、 最小限度の 侵襲、 か っ 生体の反応 を考
え た 自 然 な 方 法 で 治療 す る こ と を 目 指 し て い
る 。 (松井 寿夫)
産科婦人科
附属病 院産科婦人 科 は、 19 79 年10 月 よ り 始
ま っ た わ け で は ある が、 診療設備 と し て 十分 に
備わ っ て い な か っ た も の の 、 学長、 病院長 を は
じ め 関係各位の ご努力 に よ り 、 急速 に 充足、 整
備 さ れ、 県内外 よ り の産婦人科の先生方か ら 貴
重 な症例の 御紹介 も い た だ き 入院患者数 も徐 々
に増 え 、 数年で産婦人科病室 の ベ ッ ド稼働率 も
通常的 に 100% を超 える よ う に な っ た 。
当 科 で行 っ た 手術件数 は 、 199 4年12月 ま で
み9 06件で あ り 、 198 2 年よ りY AG， COz レ ー
ザ、 ー に よる 子宮頚 部異 形成 お よ び上皮 内癌の治
療、 198 3年 よ り 体外受精 に取 り 組み、 腹腔鏡下
採卵 手術 を頻 繁 に行 う よ う に な り 、 199 0年 よ り
腹腔鏡下手術が施行 さ れ、 従来の産婦人科手術
す な わ ち 腹式単純 子 宮全摘術、 腔 式子宮全摘
術、 広汎 性子宮全摘術お よ び帝王 切開 術な ど に
加わ り 手術件数が増 え た (表) 。
表 手術件数
年度 1980 - 84 85- 89 90- 94 合計
平均件数 196. 2 273. 2 307. 6 3， 906 
198 5年 よ り 本学卒業生 の入局者が増 え 、 毎年
3 � 4 名 ず つ 医 局 員 が増 え 、 泉教授、 長 阪講
師、 新居 講師、 川 端講師 の も と に 病棟体制 も 充
実 し 、 一貫 し た 卒後教育が行わ れ優秀 な 医師が
育っ て き た 。 さ ら に 県 内 に 大 き な 関連病院 も 増
え 、 ま さ に 産婦人科ネ ッ ト ワ ー ク の 中心 と な っ
た 。
1988 年 に は診療用 と し て 外来お よ び病棟 に コ
ン ビ ュ ー タ が導入 さ れ、 初 め は 困惑 し た 医局員
お よ びス タ ッ プ 一同 が ト レ ー ニ ン グ を積み、 今
で は迅 速 な診療 に 役立て て いる 。 し か し 今後 さ
ら に 改良 さ れる こ と を 望 ん で いる 。
診療部門で は 、 腫場 、 周産期、 不妊 内分泌、
更年期 と 、 こ こ 10年間 に それ ぞれ に 進歩が み ら
れた 。
腫蕩 に 関 し て は 、 進行卵巣 癌症例 に対 し て 、
術前 にシ ス プ ラ チ ン を 主体 と し た 多剤併用療法
を投与 し 不可能 な手術 を 可能 に し た り 、 進行子
宮頚 癌 に対 し て 、 術前 に 動注抗癌化学療法 を施
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行 し手術や放射線治療 の効果 を 上 げて いる 。 さ
ら に qual ity of l ife を 目 指 し て 副作 用 の 出 現
し に く い手術お よ び放射線療法 を 心掛 け 、 外来
通 院 に て 抗癌化学療法 ある い は 放射線療法 も
千子 っ て いる 。
周産期 に 関 し て は 、 分娩 部の項 に 示す が、 出
生率 の減少 と と も に 大学での 分娩 数 に は増加が
み ら れ な い が、 超音波断層装置 の 改良 に 伴い胎
児検査お よ び胎 児治療 に 関 し て 進歩が著 し く 、
異 常妊娠 お よ び異 常産 に 対 し て大 学へ の母体搬
送の件数が増加 し て いる 。
不妊 内分泌 に 関 し て は 、 198 3年 よ り開 始 し た
体外受精 も な か な か成功 を み な か っ た が、 199 1
年 に 当 科第 1 号 に 成功 、 翌199 2年 に は 6 名 の妊
娠 に及 ん で いる 。 さ ら に 199 4年 よ り 顕微授精の
準備 を開 始 し 、 現在妊娠 例 を 得て いる 。
更年期 に 関 し て は、 199 0年 よ り bone mineral 
dens ity (BMD) 測定装置 を 用 い て 骨組露 症 の
実態 に 取 り 組み、 199 4年 よ り 超音波骨密度測定
装置 (ACHILLES) が加わ り 、 年齢お よ び卵巣
摘除 と の 関係 に つ い て調査 し 、 最適 な診断法お
よ び予防法、 さ ら に は治療法 に つ い て検討 中 で
ある 。
上 記 の 診療 に 加 え 、 さ ら なる 進歩 を 目 指 し
て 、 医局員一問 、 力 を合わせ 日 々 の 努力 を 積 み
重ね て いる 。 (伏 木 弘 )
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眼 科
昭和54年10月 附属病院 の診療開始 ととも に 眼
科 は 創設 さ れ た 。 窪 田 靖夫教授 を 中心 に 少人数
で構成 さ れ て い た が、 昭和55年 4 月 よ り 視能訓
練士 も 加 わ り 徐々 に充実 し た 眼 科 とな っ て い
き 、 高度 の 医療技術 を も っ た 施設 とし て 地域 医
療 の 中核 とし て の 役割 を 果た し て き た 。 そ し て
現在、 平成 6 年 3 月 に 定年退 官とな っ た 窪 田教
授 に か わ り 平成 6 年10月 よ り 早坂征次教授 を 迎
え新時代 を 迎 え て い る 。
[外 来 ] 眼科外来初代看護婦奥村ととも に
診療 を 開始 し た 。 開院 当 初 は 、 月 曜日 か ら土曜
日 ま で毎 日 外来診療 を行 っ て き て い た が、 昭 和
63年 1 月 か らは 土曜日 は 特殊症 例の検査 の み を
行 う よ う に な っ た 。 ま た 、 平成 3 年か らは 完全
週休2 日 制 とな り 、 現在西谷、 渡辺看護婦が外
来で勤務 し て い る 。 外来 は 毎 日 午前 中 の み、 一
般初診お よ び再診 を 受 け付 けて い る が、 視野検
査、 蛍 光 眼 底検査、 涙 嚢造 影 な ど は 予 約制 で
行 っ て い る 。 し か し 、 緊急で検査が必要 な場 合
は即時 に f子 い 、 急患 に も 対 !ιし て い る 。 ま た 、
毎 日 午後 は視能訓練士 を 中心 に 弱視 ・ 斜視訓練
を 行 っ て い る 。 各医師 は 、 月 曜日 か ら金 曜日 ま
での う ち 最低 1 日 を 担当 し 、 す べ て 主治 医制 を
採用 、 そ れ ぞ れが再診予約を 行 い 患者 の 経過 を
観察 し て い る 。 さ らに 平成 6 年10月 よ り 早坂新
体制 の も と教授 お よ び助教授が診断医 とな り 、
初診患者 を は じ め 外来患者 に つ い て 診 断 お よ び
治療方針 を 指導、 よ り充実 し た 外来診察が行わ
れ て い る 。 ま た 、 そ の場で解決で き な い 症 例の
場合 に は症 例検討会で検討す る な ど 完壁な 医療
を 目 指 し て 努力 を 怠らな い よ う に し て い る 。 特
殊外来 とし て 、 網膜 変性、 神 経 眼 科、 電 気 生
理、 斜視 ・ 弱視、 小 児眼科、 糖尿病、 ぶ、ど う 膜
炎、 未熟児、 緑内 障、 角膜、 白内 障 を 行 っ て お
り 、 関連学会 の 発表 な ど に も 積極的 に 参加 し て
い る 。 ま た 外来患者数 は 開院以来常 に 全診療科
中 首位 に 近 い 状態 に あ る 。
[病 棟 ] 開 院 当 初 は 高木婦長 の も と第二内
科、 耳鼻科 との 混合病棟で あ る 5 階病棟が眼 科
の病棟で あ っ た 。 そ の後西 5 病棟 と東 5 階病棟
に 分か れ、 第 二内 科 は 東病棟へ移 っ た 。 現在 川
田 婦長 の も と、 西 5 階病棟の 25床が眼科の ベッ
ドで あ る 。 し か し 、 実際患者数お よ び急患 が多
い た め 、 病床稼働率 は 開院以来常 に 100% を 超
え て お り 、 西 7 階 の共通 ベッ ドを 眼科 優先 で {吏
用 さ せ て も らっ て い る の が現状で あ る 。 患者 受
持 ち は 原則 とし て 1 人 主治 医制 とし て い る が、
入 局初年度 生 に つ い て は 眼科専門 医 レベル の指
導医が検査 ・ 治 療 の 指 導 を man t o  man 方 式
で、行 っ て い る 。 毎 週水 曜日 の 8 時30分か ら西 5
階眼 科診察室で教授回診が行わ れて い る 。 主治
医が担当 患者 の 変化 と問題点 な ど を 報告 し 指 示
を 仰ぐ 場 とな っ て お り 、 患者 に は 愛情 を そ そ ぐ
場 で あ り 、 医 師 ・ 学 生 に は 厳 し い 修 練 の 場 と
な っ て い る 。
午後か らは 症 例検討会が行わ れ、 新入院症 例
や 手術症 例の入院 に至る ま で の 経 緯、 基本的手
術解剖 の 把握の状態、 手術術式 の選択ま で の 考
え 方、 術後の状態の予測、 患者 の 社会生活面な
ど、 あ らゆ る 面か らの 考察 を 行 っ て い る 。 そ の
あ とさ らに 眼 底写真検討会 を行い診断や治療 法
な ど に つ い て 決定 し て い る 。
手術 日 は 月 、 木、 金 で 週平均12 件の 手術が 行
わ れて お り 、 年間子術 件数 で は 殆ど全科ー で あ
る 。 ま た 、 緊急手術 も 全科一多 い 。 手術の 種 類
は 、 白内 障、 網膜 剥離 を 始 め 、 増 殖性 変化 を 伴
う 難治 な糖尿病性 網膜症 な ど、 網膜 硝子体疾 患
の増加が 見られて い る 。 ま た 、 手術 日 の 翌 日 で
あ る 火曜日 、 金 曜日 は教授、 助教授 ととも に 術
後回診 を 行 っ て い る 。 眼科の特殊性か ら学生 に
対す る 眼 底所 見や前眼部所 見の 提示 は ビ デ オ画
面が中心 とな っ て い る 。
看護の 面 で は 眼科 に お い て は 、 視力 障害 とそ
れ に 基づ く 日 常生活の 不 自 由 さ とい う 特殊性が
あ る 。 故 に 患者 と最 も 近 く 接す る 看護婦の 患 者
に 対す る 適 切な 心 優し い応対 は 特 に 必要 とさ れ
る が、 そ れが実践 さ れて き た と思わ れ る 。
今後、 さ らに 地域医療 の 中核 とし て 発展 し て
い く よ う 日 夜努力 を 惜し ま な い 所存で あ る 。
耳鼻咽喉科
( 1 )  耳鼻科外来の設計
本学附属病院の 基本設計構想、 は 臨床各科の教
授、 看護部門 な ど主要 な ス タ ッ プ が内 定 し た 直
後か ら ス タ ー ト し た が、 臨床科 に と っ て 最大 の
関心事で あ る 外来部門の基本 フ レ ー ム が示 さ れ
て 設計 が本格化 し た の は 昭和 5 1 年 5 月 で あ っ
た 。 当 時、 耳鼻咽喉科の水 越鉄 理初代教授 ( 内
定 中 ) は ス ウ ェ ー デ ン 、 ま た 大野吉昭助教授
( 同 ) は 西独 に 留学 中 で外来設計 の 実務 は 本学
に赴 任予定 の渡辺行雄 (現耳鼻科学教授) が担
当 し た 。
基本 フ レ ー ム を 見て 渡辺が感 じ た こ と は 、 既
設大学 の耳鼻科外来 スペ ー ス に 比較 しで か な り
狭 い こ と で あ っ た 。 中央施設 な ど の共通 スペ ー
ス を で き る だ け 広 く 確保す る と の病院 の 基本設
計方針 は 理解で き る が、 耳鼻科外来 は聴覚、 平
衡 、 嘆 覚、 味 覚 な ど の 生理 的 検 査 が 多 く 、 ま
た 、 外来治療 の た め の スペ ー ス が必要で、 呈示
さ れた 広 さ で は聴力 検査室 の確保が困難 な状況
で あ っ た 。 幸 い に し て 、 耳鼻科 で も っ と も ス
ペ ー ス が必要 な平衡 機能検査室 を 中央検査部 内
に 設置す る こ と が基本構想で決 定 さ れて お り 、
な ん と か聴力 検査室分 を 特別 に 確保 し て い た だ
き 、 現在の外来 フ レ ー ム の決 定 に漕ぎ着 け る こ
と がで き た 。 こ れ と 並行 し て 水 越の 指示 を 受 け
つ つ 外来 内 部 の 設計 を 行 っ た 。 現在 の よ う に
FAX で外国 と や り と り で き る 時代 で は な く 、
ス ウ ェ ー デ ン ま での個人 コ ー ル 国際電 話が 3 分
間10， 000 円以上 し た 頃で あ り 、 さ ら に 、 図面提
出後、 短 期間 内 に 次 の修正・ 再提出 を 要求 さ れ
る こ と が多 く 、 な か な か大変 な作業 で あ っ た 。
(2) 開 院前後
病院 の開 院準備が本格化 し た の は 同年9 月 か
ら で あ る 。 種々 の会議が開 催 さ れ同25 日 第 1 回
病院診療シ ミ ュ レ ーシ ョ ン、 10 月 10 日 附属病院
開 院式が挙行 さ れた 。 こ の開 院式 に は 、 教室関
係者 と し て は水越名誉教授の思師であ る 森本正
紀高知医科大学副学長 (後同大学長) 、 猪 初男
新潟大学教授 な どが参列 さ れた 。 開 院式 当 時病
院周辺 は 、 工事終了直後の雰 囲気の ま ま で病院
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前 に は 「 ま む し に 注意」 と い う 看板 が立 っ て い
た 。 附属病院の診療開 始 は 、 10月 15 日 で当 日 耳
鼻科 に は 10名 の初診患者が受診した 。 西 5 階 に
お け る 耳鼻咽喉科病棟 は 完成時30床 (共通病床
を 含 む) 、 眼科 と の 混合病棟 と な っ て い た が、
開 院当 時 は 10床、 眼科 と 完成時に東 5 階病棟 に
予定 さ れて い た 第二内科 と の混合でス タ ー ト し
た 。 そ の後、 昭和55年8 月 に 15床、 翌日 年 5 月
に 30床体制 と な っ た 。
(3) 耳鼻咽喉科診療 の沿革
附属病院が開 院 し た 頃 は耳鼻科の診療が大 き
く 変化 し た 時期 に 一致 し て い る 。 具体的 に は各
種 フ ァ イパ ー ス コ ー プの 進歩、 聴性誘 発反応の
一般臨床への応用、 各種の 生体電 気現象の コ ン
ビ ュ ー タ 分析 の 導入、 レ ーザ ー な ど先進的機器
の 導入、 手術の全身麻酔化 、 等々 で あ る 。
当 科 で は 耳鼻咽喉科 と し て の一般臨床 の レベ
ル を で き る だ け 高度 に 保 ち つ つ 、 と く に 、 め ま
い・ 平衡 障害、 各種の難聴疾患、 顔 面神経疾患
な ど耳科学、 神経耳科学領域 に お ける 臨床・ 研
究 を 最 重点課題 と し て 取 り 組 ん で き た 。 と く
に 、 当科で開 発 し た 眼球運動、 体平衡 な ど平衡
機能 に 関連 し た 事象 に コ ン ビ ュ ー タ 処理 を 応用
し た 「 め ま い平衡 障害 の た め の情報処理シ ス テ
ム」 は 国 内外の高い評価 を 受 け て い る 。 ま た 、
慢 性中耳炎、 メ ニ エ ー ノレ病、 顔 面神経麻障 な ど
高度 の 技術 を 要す る 手術治療 を積極的 に行 う 一
方、 最近で は先天 、 後天 性聾 患者 に対す る 新た
な方法であ る 人工内耳 に つ い て 富山 県 の認可 を
受 け 、 現在、 実施 に 向 け て 準備中 で あ る 。
近 年、 欧米 で は 、 耳鼻咽喉科 を 「耳鼻咽喉
科・ 頭頚 部外科」 と 表現 す る こ と が 多 く な っ
た 。 当 科 に お い て も 、 各 種 の 頭頚 部腫療 に 対
し 、 腫虜 制圧 と 機能保存の両面 を 念頭 に お い て
対応 し て き た 。 と く に 、 耳下腺 、 甲 状腺腫蕩 に
お け る 神経保存の 重視、 各種頭頚 部悪 性腫壌 に
対す る 欠損部 の 有茎 、 遊 離皮弁 を応用 し た 手術
法 を積極的 に 採用 し て き た 。
以上の よ う に 、 当 科 に お い て は今後 と も 耳科
学・ 神経耳科学 と 頭頭 部腫蕩 に対す る 高度 の専
門性の あ る 診療体 制 を継続 し てゆ き た い と 考 え
て い る 。
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泌尿器科
昭和54年10月 の 附属病院開院 と 同時 に 診療科
と し て 泌尿器科が開設 さ れた 。 病棟 は 西7 階 に
位置 し ベッ ド 数 は 開院時16床 で あ っ た が 漸次増
加 し 現在27床 と な り 、 今年 4 月 よ り 3 0床 に 増床
さ れた 。 手術 日 は 火、 金 曜日 。 外来 は 月 ~土 曜
で あ っ た が 週休2 日 制 に よ り 土 曜が 休診 と な っ
た 。 診療 の 質 的 向上 を 目 指 し て 特殊外来 と し て
不妊外来 (水 曜) 、 イン ポテ ン ス 外来 ( 月 曜) 、
神経 因性腸脱外来 (木 曜) を 開設 し て い る 。 開
院時科長 片山 喬、 病棟医長 中 田瑛浩 ( 昭54 �5
8) 、 外来医長 秋谷徹 (昭54 、 55) で ス タ ー ト し
た 。 そ の 後 、 病棟医長 は 秋谷 (昭59 �62) 、 石
川 成 明 (昭63) 、 寺 田為義 (平元 � 3 ) 、 風間 泰
蔵 (平 4 、 5 ) 、 酒本護 (平 6 �) 、 外来医長 は
柳重行 (昭56 、 57) 、 石 ) [1 (昭58�6 0) 、 以後寺
田 、 小 池宏 、 風間 、 梅田慶一 、 酒本 、 里見定信
と l 年毎 に 交替 し 、 酒本 (平 4 、 5 ) 岩崎雅志
(平 6 �) と 続 い た 。 病棟婦長 は 、 吉田定子 、
酒井久 美子 、 五十嵐藤子 、 吉田百合子 、 村上 佳
子 、 西田彰子 、 東 ( 堂前) 比 二美 ( 副婦長) 、
佐竹純子 、 現在 は 中 田 (北 ) [ 1) 洋子が そ の 任に
あ る 。
入院患者 の 疾 患 の 推移 を み る と 腸腕腫癌、 前
立 腺癌 お よ び 腎癌 な ど の 悪性腫療の 占 め る 割合
が増 え て お り 、 最近で は 過 半数 を 超え る 。 前立
腺痛は前立 腺全摘術 に 先 だ っ て ne oadjuvant 療
法が最近他施設 に て 行わ れ る よ う に な っ た が 、
当 科で は 開院 当 初 よ り 本方式 を 実施 し て お り 、
極 め て 良 好な成績 を あ げ て い る 。 ホル モン療法
は 最近 は QOLの観点 よ り 、 LH-RH ana log を
主体 に 行 っ て い る 。 ホル モン 不 応癌 に 対す る 化
学療法 は VIP ， C A P 療法 に 始 ま り EEC 療法 を
実施 し て い る が 、 着実 に そ の 成績が向上 し て い
る 。 昨年 、 腎癌 の 大静脈 腫蕩塞栓に 対 し て 第一
外科の協力 の も と に 体外ノfイパ ス し 、 腫場塞栓
摘 除に 成功 し た こ と は 特記 さ れ る 。 精 巣腫療の
化学療法 は 完全寛解が期待で き 当科で も 開院以
来 、 良 好な成績 を あ げて い る が 、 最近で は 、 さ
ら に 一 歩進 め て 末梢血幹細胞 を 用い た 大量化学
療法 に 着手 し て い る 。 良 性疾患で は前立 腺肥大
症 、 尿路結石 な ど が あ る 。 前者 に 対 し て は T U
R -P が 主 に 行 わ れ て い る が 、 数年前 よ り 尿 道
ス テ ン ト 留置 、 レ← ザ← 治療 な ど も 導入 さ れ 、
治療法 の 選択枝が 広が っ た 。 尿路結石 は 当 初 は
腎な い し 尿管 切石術が主体で あ っ た が 、 昭和58
年 ごろ よ り PNLや T ULと い っ た 内 視鏡 を 用
い た 治療が行わ れ る よ う に な り 、 平成 4 年 よ り
は 当 科 に も 体外 衝撃波 結 石 破砕装 置 が 導 入 さ
れ、 こ れ に よ る ESWLが 中 心 を 占 め る よ う に
な っ た 。 年間 の ESWLの 件数 は 2 00�3 00 件で
あ る 。 ま た 、 西7 階病棟 に 腎移植 用病室が設 置
さ れ 、 第 二内科 、 小 児科 、 第一外科お よ び 当 科
が協力 し て 腎移植 を 行 っ て き た 。 現在 ま で に 生
体 腎移植14 例、 死体 腎移植1 1 例を 数 え る 。 平 成
元年1 1 月 に 寓山 県 腎ノfン ク が設立 さ れ 、 移植 シ
ス テ ム の整備がな さ れた 。
不妊外来 に は 県外か ら 訪れ る 患者 も 多 く 、 年
間新患数50人程度 か ら ス タ ー ト し た が 徐々 に 増
加 し 、 現在で は 1 00人前後 と 、 男性新 恵、総数 の
約1 0% を 占 め る 。 男性 不妊の 原 因の 多 く を 占 め
る 造精機能障害は 大部分が特発性で あ り 、 有効
な 治療法が な く 、 そ の 方面 の 基礎研究 の発展が
待 た れ る 。 精 索静脈癌 は 造精機能障害を も た ら
す が 、 開放手術 に よ る 高位結 紫術か ら 最近 は 、
minima lly invasive surgeryと し て 腹 腔鏡 下
に 本 法 を 施行 し て い る 。 精路通過障害は 人 工精
液癌設置 お よ び精子 吸引 に よ る 人 工受精 、 顕微
鏡 下精管精管 吻合術が行わ れ 、 後者で は 高 い 成
功率 を お さ め た 。 さ ら に 数年前 よ り 画期的治療
法 と し て 、 精 巣上体精子 を体外受精 に 供す る 方
法 も 行 い 、 良 好な 成績 を あ げ て い る 。 こ こ 数
年 精 子 機 能 検 査 法 、 す な わ ち 、 hypo osm otic
s we lling test ， ハ ム ス タ ー テ ス ト な ど を 実 方包し
不妊診断の 質的向上 を も た ら し た 。 イン ポテ ン
ス は 近 年 QOLの 重視 に 伴 い 等閑視 で き な い 疾
患 と な っ て お り 、 平成 6 年か ら は特殊外来 を 設
け 診療 に あ た っ て い る 。 昨年 4 月 よ り 本院 も 特
定機能病院 と し て ス タ ー ト し た が 、 当 科 に お い
て も そ れ に 相 応 し い 最 先端 医 療 を 行 っ て い る
が 、 さ ら に 一層 の 努力 を し て 行 き た い と 考 え て
い る 。 ( 布施 秀 樹)
麻 酔 科
附属病院麻酔 科 は 一般 にペ イ ン ク リ ニ ッ ク と
自称 し 、 昭和54年10月 、 本学附属病院開 院 と 同
時 に 外来診療 を開 始 し た 。 当 時の外来診療 日は
月 ~土曜 日 の毎 日 で、 硬膜 外 ブ ロ ッ ク 、 星状神
経節 ブ ロ ッ ク な ど を 治療 の 中心 に し て 滑 り 出 し
は順調で あ っ た 。 記録 に よる と 第 1 例 目 の 患者
は 、 開 院 当 日 に 来院 さ れ た 三叉 神経痛の51歳男
性で あ っ た 。 開 院当 時、 富 山 県 に は数名 の麻酔
指導医が大学病院 に いる の み で、 麻酔 だ け で な
く 、 ペ イ ン ク リ ニ ッ クへ の認識 は低か っ た 。 し
か し 、 新設医科 大学 の麻酔 科 と し て は順調 に 発
展 し 、 主 要 な 関連病院 に もペ イ ン ク リ ニ ッ ク を
開 設 し て いる 。
(1) 外来診療
外来診療室 は 外来棟の 3 階 に 位置 し 、 中廊 下
に接 し て 4 つ の診察室が あ り 、 1 診 は 主 に 6 年
次生の 学生教育用 に 用 い て いる 。 2 、 3 診 は術
前診察用 の スペ ー ス で ある 。 麻酔 科で は病院開
設当初か ら 、 手術 日 の 2 日 前 ま で に麻酔 前診察
を済 ま せる こ と に な っ て いる の で、 中廊 下 の ソ
フ ァ ー が患者でい っ ぱい に なる 日 も 多 い 。 4 診
はペ イ ン ク リ ニ ッ ク の 問診用 で ある 。 奥 の 治療
室 に は電 動 ベ ッ ド 5台 を 置 き 、 主 に 硬膜 外 ブ
ロ ッ ク 、 星状神経節 ブ ロ ッ ク に 用 い て いる 。 堅
苦 し い外来の雰 囲気 を 和 ま せる た め 、 ま た 話 し
声が直接聞 こ え な い よ う に する た め 、 パ ッ ク グ
ラ ウ ン ド ミ ュ ー ジ ッ ク を 流 し て いる 。 患者 の 中
に は 自 分 の テ ー プ を 持 っ て く る 者 も お り 、 好評
で ある 。
平成 4 年 6 月 よ り 、 完全週休 2 日 制実施 に 伴
い 、 麻酔 科外来業務 も 月 ~金曜 日 の 5 日 間診療
と な っ た 。 一部 に 支 障が ある と の危慎 は あ っ た
も の の 、 土 ・ 日 曜 日 に 処置が必要 な 患者 は救急
部で こ れ を 行 っ て いる 。
現在の診療体制 は教授、 助教授、 助手 1 名、
看護婦 1 名 が専従 の形で診療 に 当 た っ て いる 。
若い研修医 の研修 も 必要 と 考 える が、 ペ イ ン ク
リ ニ ッ ク の 患者 は比較的慢 性 の 患者が多 く 、 麻
酔 や ブ ロ ッ ク の技術 ばか り で な く 、 全人的 な 治
療の必要性 も 高 い の で、 こ れ ま で こ の よ う な体
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制 を 維持 し て き た 。 病歴の 長 い 患者 で は診察 ・
処置 に 1 時間以上かかる こ と も ある 。
術前診察 を 除 く 、 過去 5 年間の延べ患者数 は
お よ そ 1， 500人/ 年程度 で、 そ れ ほ ど 多 く は な
い 。 治療 の 主体 は星状神経節 ブ ロ ッ ク 、 硬膜 外
ブ ロ ッ ク に 薬物療法 を併用 する こ と が多 い 。 疾
患別患者数で特筆 す べ き こ と は顔 面 ・ 眼験痘筆
の症例数の 多 さ で ある 。 開 設当初 よ り 顔 面塵撃
の ブ ロ ッ ク 療法 に 取 り 組ん で き た 。 顔 面神経の
ブ ロ ッ ク 療法 は手技的 に 難 し い こ と 、 患者 の 苦
痛が大 き い こ と か ら 、 平成元年 よ り 千葉 県血清
研究所の協力 を 得 て 、 ボ ツ リ ヌ ス毒 素 を 用 い た
治療 を開 始 し 、 飛躍的 に 患者数が増加 し た 。 現
在 で は こ れ ら 顔 面 の痘撃 性疾患 の 症例 は 200名
を超 え 、 北 陸 3 県 だ け で な く 、 近隣の新潟、 長
野県か ら の 紹介患者 も ある 。 し か し な が ら 平成
6 年9 月 に 、 ボ ツ リ ヌ ス毒 素 を 医薬品 と し て 厚
生省 に 認可 申 請 する た め 一 時 的 に 供給 が 絶 た
れ、 現在 そ の対応 に 苦慮、 し て いる 。
ま た 、 癌性疹 痛患者 を 治療 し て いる が、 そ の
多 く は 内科 ・ 外科系 の入院患者 で ある 。 WHO
方式 の普及 に よ り 依頼 さ れる 患者数 は減少 し て
き た が、 逆 に WHO 方式で も 痛 み の コ ン ト ロ ー
ル が難 し い 症例 が ある こ と を 痛感 する 。 そ の
他、 三文 神経痛の ブ ロ ッ ク 療法で は確実性 を増
す た め に 、 手術部での透視下 ブ ロ ッ ク を 行 っ て
いる 。 ま た 、 帯 状癌疹 ・ 帯 状庖疹 後神経痛 の和
漢薬治療 に力 を 注 い で いる 。
(2) 入院診療
入院施設 は整形外科 と の混合病棟で、 病床数
は専用床が 5 床である 。 入院患者の処置 は す べ
て 外来で行 っ て いる 。 救急部 の後方ベ ッ ド の役
割 を 一部分担 し て いる 。 入院患者 は 年間20名 ほ
ど で満床 に なる こ と は 少 な い。 多 く は帯 状癌
疹 ・ 帯 状庖疹 後神経痛 の 患者 で 占 め られ て い
る 。 PCA ポ ン プで の 癌性疹 痛管理が浸 透 し て
き て お り 、 麻酔 科入院患者 は減少傾向 に ある 。
(3) 今後の 課題
痛 み は 一 つ の 症候 で あ り 、 様 々 な 原 因 が あ
る 。 特 に 慢 性の疹 痛患者 に お い て は そ の傾向が
強 い 。 外来診療科の包括的 な診療体制が望 ま れ
る 。 (増 田 明)
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歯科口腔外科
歯科 口 腔外科の初代科長 は 戸塚盛雄教授 (現
岩手医科大学教授) が 、 東京医科 歯科大学第一
口腔外科か ら 山本康一講 師 (昭和55年助教授 に
昇進) と と も に赴任し 、 助手 1 名 ( 山 田 耕助
手) 、 医 員 1 名 の 計 4 名 、 お よ び 歯科技 工士 、
歯科衛生士 、 文部事務 官各 I 名 の ス タ ッ プに よ
り 外来 、 病棟 、 医 局の整備が進 め ら れ 、 西2 階
病棟 に 病床数 4 床 を 得て 、 昭和54年1 0月 15 日 よ
り 診療が開始 さ れ た 。 ち な み に 初 日 の 患者数 は
外来15人 、 入院 2 人 と の こ と で あ る ( 開学1 0周
年記念 誌) 。 開 院 当 初 に は 正規 の 研究室 は な く
病院 1 階 ( 輸血部) に 仮 説の 医 局がつ く ら れ 、
そ の後医学部研究棟 1 階 (現寄生 虫学教室 の 一
部 、 現 救 急部医 局) に配置 さ れ 、 医 局と し て の
体制がお お む ね整 っ た 。 昭和55年 ブ ラ ジ ル か ら
の留学生中 川 ル シ ア が加わ り 、 賑や か さ を増 し
た 。
昭和58年 1 月 に は 戸塚教授 の 後 任と し て 古 田
勲教授が 札幌医科大学 よ り 着任し 、 科長 を 担 当
した 。 富 山 県 で は 口 腔外科 を 標傍す る 専門機関
がな か っ た た め 、 顎顔面領域 の 炎症 、 腫場、 外
傷、 奇形お よ び 変形症 な ど の 口腔外科疾患患者
の 紹介件数が年々 増加 し た 。 昭和58年1 1 月 に は
病床数が1 0床 と 倍増 し 、 日 本 口 腔外科学会 の認
定医研修機関 に 指定 さ れ る に至っ た 。 昭和6 0年
3 月 に は 山本助教授が ド イツ ・ ボ ン大学 に 留学
し 、 同年 8 月 に は 岩井正行講 師 (現助教授) が
発 令さ れ 、 以来教授 1 、 助教授 1 、 講 師1 、 助
手 2 、 医 員 4 名 の 計 9 名 の 他 、 大 学 院 生 2 名
(杉本 裕史、 小 竹 禰) が 入 学 し 、 教 室 員 は
年々 増 え 、 佐々 木 ノエ ミ ア ゆ り 子 の 留学生 も 加
わ り 、 ス タ ッ プ面 も さ ら に充実 し て き た 。 一
方 、 外 来 要 員 と し て 看護婦 1 名 、 歯科衛 生 士
1 、 歯科技 工士 l で 、 病棟要員 は脳外科 、 放射
線科 、 歯科 口腔外科の 混合病棟で あ る が 、 看護
婦19 、 看護助手 1 の計2 0名 で構成 さ れて い る 。
教育面 で は 、 医学部 4 年次 と 5 年次 に 35時間
の講義 、 臨床実習 は 5 年生前期 に 1 グ ル ー プ12
時間 、 21 グ ル ー プ に 実施 さ れた 。 平成 6 年か ら
は 1 グ ル ー プ 2 � 3 名 の 学生 で 週4 日 間全 日 で
臨床実習が行わ れて い る 。
教室 の 主 な研究 テ ー マ は 、 顎顔面 補綴、 顎口
腔機能 、 イン プ ラ ン ト 、 口 腔癌の診断 と 治療 、
顎顔面外 傷な ど多 岐に亘 っ た 。 教室 の 日 課 は 月
曜日 8 時か ら 連絡会議 、 火曜日 7 時5 0分よ り 外
来 カ ン フ ァ レン ス が 聞か れ る 。 水 曜日 17時の 医
局会で は 、 各 自 の研究 内 容に つ い て 討論が行わ
れ 、 最新文 献の抄読、 ス ラ イド カ ン フ ァ レン ス
な ど に よ り 研績を積 ん で い る 。 木 曜日 9 時か ら
病棟教授 回診が実施 さ れて い る 。
当 科開設後1 0年間 に お け る 総新 居、数 は 14， 1 12
人 と な っ た 。 外来患者数 も 年々 増加 傾向 を た ど
り 、 平成元年で は 1， 5 00人 台 を 推移 し 、 入 院患
者数 は 190人前後で あ る 。 疾 患 と 治療 別 内 訳は
一 般 歯科 疾 患 7， 1 01 例 (54. 9 % ) 、 炎症 性疾 患
1， 817 例、 嚢胞 性疾 患、1 ， 081 例、 顎関節疾 患、661
例、 埋伏歯544 例、 外 傷42 0例、 腫虜333 例、 神経
疾患208例、 奇形お よ び 変形症162 例、 唾液 腺疾
患 1 18 例で あ っ た (奥田 泰生 : 日 口 外 誌 (36 : 
264�265) 。 平成 6 年度 に は 外来 患 者 7， 633人 、
入 院 患 者 3， 682人 と 増加 し た 。 平成 6 年 に は 本
学附属病院が特定機能病院 と し て 指定 さ れ 、 そ
れ に 伴 い 当 科 も 富 山 県 は じ め 近 隣県ドの 高次医
療機関 と し て 地域 か ら の 期待 に 応 え る べ く 教室
一丸 と な っ て 努力 し た い 。
〈中央診療施設〉
検 査 部
検査部 の基本構想 は 、 昭和52年元副学長兼病
院長小林 収名誉教授 に よ り 設置 さ れた検査部
準備委員会で構築 さ れ、 検査部長棲川 信男教授
が着任 し 、 診療上不可欠 な機器 の 導入 と 優秀 な
人材の確保がな さ れ準備体制 は 進展 し た 。
開 院後約 6 年間 の 発展 は 、 富 山 医科薬科大学
開 学十周記年昔、 に 詳述 し た 。
検査部技官人員 は 、 開 院当初技師長 を 含 め て
10名 よ り 発足 し 、 昭和57年で定数19 名 が充足 さ
れ た 。 以後、 服部浩明 (昭57) 、 丹 羽正弘 (昭
58 ) 、 竹内久江、 費住姫代美 (昭59 ) 、 加藤正彦
(昭60) 、 中村嘉子、 西 田 智恵 (昭63) 各技官 の
転 ・ 退職が あ り 、 現ス タ ッ プ は次 の と お り で あ
る 。
部 長 (教授) 棲川 信男
副部長 (助教授) 新谷 憲治
助 手 小津 哲夫
技師長 (技官) 松田 正毅
副技師長 ( か ) 大門 良男、 内記 三郎
主任技師 ( か ) 奥 田忠行、 林史朗、 江尻 哲、
桑原卓美、 吉田郁子、 柴則子
臨床検査技師 野手良剛、 川島猛志、 谷 み ね
子、 坂本純 子、 木屋千恵子、
角 田 美鈴、 佐竹伊津 子、 細谷
孝子、 小野裕子、 浜井 由紀子
事務官 瀬戸美和子
技 官 内藤静枝
臨床検査技師 (パ ー ト ) 笹倉玉恵、 岩 田博子
検査部 の 基本的役割 は 、 臨床各部門へ正確 な
情報 を迅 速 に 提供する こ と で ある 。
定員 の充足 に伴い 臨床支援 に重要な検査項 目
の拡大 と 充実 を 図 っ て き た 。 開 院時以後の 主 な
追加項 目 は 、 昭和57年免疫 グ ロ プ リ ン の測定、
昭和63年血中 ア ンモ ニ ア 、 乳酸定量、 平成 4 年
H D L コ レ ス テ ロ ー ル、 N A G 活性、 総鉄 結合
能、 不飽和鉄 結合能検査がある 。 ま た 、 平成 5
年度末か ら 同 6 年度 聞 で E I A 測定項 目 ( 15項
目 ) と グ リ コ ヘモ グ ロ ビ ン、 ア ポ蛋 白分画等 を
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含 め て 19 項 目 の新規項 目 の 導入 を行い診療支援
に 貢献 し て いる 。
検査依頼件数 は開 院以来増加 を続 け て いる 。
昭和57年度技師定員充足時 ( 19 名) の処理件数
約136万件 に対 し 、 平成 5 年度件数 は 、 約203万
件 と な り 技師 1 人 あ た り の処理件数 は 年間 10. 7
万件 と 、 50% の 負担増 と な っ て いる 。 特 に 、 平
成元年度病院 内 オ ー ダ リ ン グシ ス テ ム の一環 と
し て検査部門 のシ ス テ ム 化が実施 さ れた こ と か
ら 、 前年度 の 10 % の 増加 を み た 。 こ れ ら 検査処
理 は 、 担 当 技官 の 努力 と 最新の機器更新並 び に
シ ス テ ム 化 に よる 能率化、 省力 化 に よる 。 な
お 、 昭和59 年 7 月 よ り 病理部門 は病理部 と し て
病院内 で独立 し 、 そ の発展が期待 さ れて いる 。
一方、 検査部の重要な役割 と し て 業務以外に
研究が あ り 、 日 常 の 臨床検査 を通 じ て 診断 に 寄
与する 症例 に 関する こ と 、 技師本来の 技術開 発
に 関 する こ と な ど公開 の責務が ある 。 198 0年以
降の技官 に よる 研究 は 次 の と お り で ある 。
198 0 : 学 会報告 6 、 198 1 : 学会報告 6 、
198 2 : 原著 1 、 学会報告 2 、 198 3 : 学会報
告 10、 198 4 : 学会報告 6 、 198 6 : 学会報告
2 、 198 7 : 原著 2 、 1988 : 原著 5 、 学会
報告 6 、 1989 : 原著 3 、 学会報告 12、
199 0 : 原著 3 、 学会報告 18 、 199 1 : 原著
4 、 学会報告 8 、 199 2 : 原著 3 、 199 3 : 原
著 3 、 学会報告 10 
近年、 原 著並 び に 学会報告数 は 急速 に 増加
し 、 研究成果の充実が み ら れる 。
ま た 、 検査部職員 に よる 親睦会 も開 院 当 初 よ
り 発足 し 、 職員 聞 の 慶弔、 福祉、 慰労会 な ど も
活発 に行わ れて いる こ と を付記する 。
臨床検査 の 進歩 は 目 覚 ま し く 、 そ の流 れ に 乗
る た め に は 絶 え 間 な い努力 が必要でト ある 。 病院
運営の 円滑化 を 図る 意識 と 共 に 、 研究 に よる 技
術開 発 に 寄与する こ と が大切で あ り 、 一方、 臨
床検査の意義 と 認識 を 目 的 と する 学生教育 に も
検査部 は重要な場である 。
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手 術 部
開学20周 年 、 そ し て 附属病院 は 昨年開設15周
年 を 迎 え た 。 手術部 で の 第 1 例の 手術 は 昭和54
年10月 17 日 の 緊急開腹手術であ っ た 。 以来 、 こ
の 15年間 に 42， 000例以 上 の 手術が行わ れ 、 昨年
1 0月 に は 多 数 の 関係者 に 出席 し て い た だ き 、 手
術部15周 年 を 祝 う こ と が で き た 。 中央診療棟 3
階 に 位置す る 手術部 に は 、 内部設計 に 当 た っ た
伊藤祐輔 、 山本恵一 、 藤巻雅夫 、 故伊藤博 ほ か
の努力 に よ り 、 他 に 誇れ る 手術室が作 ら れた 。
特 に 当 時 と し て は全国初の全室 マ ツ ケ 手術台 導
入 は そ の後の手術部運用 に 大 変な恩恵、 を 与 え て
い る 。 心臓 ・ 血管外科 、 人 工関節 、 臓器移植手
術 な ど に 対応 で き る よ う に ク ラ ス 1 00の バ イオ
ク リ ー ン ル ← ム 2 室 、 脳神経外科 、 眼科 、 耳鼻
咽喉科用 の天井懸垂型手術用顕微鏡 を 備 え た 3
室 な ど 9 室 、 手術部専用 の洗、浄 ・ 滅菌設備 を 持
つ材料室 、 迅速 に 術 中 の 検査 デ ー タ を 提 供で き
る 検査機器 を 有す る 測定室 (緊急検査室 の 性格
を持 ち 病棟 の患者の検査 に も 対応 し て き た ) な
ど を 持 つ 。 他 に 術中照射の た め 高 エ ネ ル ギ 一 治
療棟 に 1 室 の 手術室 を 有し て い る 。 手術部 ス
タ ッ プに は 幾 多 の 変遷が あ っ た が 、 伊藤祐輔子
術部長 は 、 他の 大学病院 の手術部長が持 ち 回 り
で兼 任し て い る 場合が多 い の に 対 し 、 開設当初
か ら 一貫 し た 方針で運営 に 携 わ っ て お り 、 モッ
ト ー と し て 、 第 1 に 手術部 ス タ ッ プが よ く ま と
ま り 、 手術部 を 利用 す る 医 師が気持 ち よ く 子術
で き る 場 を つ く り 、 最大 の 力 を 発揮で き る よ う
に す る こ と 、 第 2 に 良質 な 、 し か も 豊富 な麻酔
サ ー ビ ス 、 お よ ぴ
提 供す る こ と を 掲 げ て い る O
助教授 ( 副部長) は初代 の 宮崎久義 (現国立
熊本病院長) か ら 昭和58年佐藤根敏彦 に 引 き 継
がれた 。 初代助手 は 現在富 山 県立 中 央病院麻酔
科部長の 樋 口 昭子で あ っ た 。 婦 (士) 長 は 江川
ア ツ 子 、 桂木史、 松 田 公夫 、 高木幸子 、 漬野保
子 、 そ し て 現在の 長谷川 薫へ と 引 き 継がれて い
る 。 年 間 3， 000 件前 後 の 手術 に 効率 よ く 対応 で
き る よ う に 、 手術器械 の セ ッ ト 化 、 手術看護手
順 の 作成 、 子術材料の在庫管理の 改善 、 清掃業
務 の 外注化 、 不織 布の 全面導入 な ど を 実現 さ せ
て い る 。 現在の 手術室 は コ メ デ イ カ ル の 存在無
く し て は 成 り 立た な い 。 臨床検査技 師の 中丸勝
人 は術中検査 、 手術室環境維持 ・ 感染 防御 の た
め の 手術部 内細菌数 ・ 手洗装置 の清潔度 ・ 滅菌
装置 の 性能 チ ェ ッ ク な ど 、 臨床 工学技土 の 高道
昭一 は麻酔器 ・ モニ タ ー機器 ・ 各種子術装置 ・
人 工心肺等 々 の 点検整備 ・ 操作 、 ビ デ オ 映像処
理 、 ス ラ イド 作成 、 部 内 コ ン ビ ュ ー タ ネ ッ ト
ワ ー ク の整備 、 診療放射線技 師の 奥野政ー は手
術 中 の X 線透視 ・ 撮影 、 手術情報 コ ン ビ ュ ー タ
ソ フ ト の 開発 、 塚本博 は滅菌装置 、 高圧窒素ガ
ス ・ 液体窒素 な ど の 管理 、 手術衣 ・ 各種 リ ネ ン
の洗濯 、 手術部 内清掃 は 酒井 キ ミ 子か ら 張 田 と
め 子 へ 、 手術部 の 第一印象 と し て 重要 な 受付事
務 は 西山 、 小林 、 大橋 、 中 島 、 有沢 ら に よ り 支
え ら れて き た 。
情報化時代 に も 対応 す べ く 、 平成 3 年度 に 医
療情報手術部 シ ス テ ム 、 平成 5 年度 に は 全室か
ら の テ レビ 映像 モニ タ 一 、 天井懸垂式顕微鏡 の
更新 、 学 内 L A N と 部 内 L A N に よ る 情報収
集 、 平成 6 年度 に は 洗浄 ・ 滅菌 ・ 搬送 シ ス テ ム
が導入 さ れ た 。 搬送 ロ ボ ッ ト に よ る 手術器械回
収 、 従来の 超音波洗浄 に 脊わ る ジ ェ ッ ト 洗浄装
置 の 設置 、 立体回転収納庫 と バ ー コ ー ド に よ る
手 術 情 報 と 連 動 し た 滅 菌 コ ン テ ナ ー の コ ン
ピ ユ ← タ 管理が可能 と な り 、 週休2 日 制導入後
に 増加 し た 業務 の 効率化 に 大 き な助 け と な る こ
と を 期待 し て い る 。 今後の課題 と し て は新 し い
手術器械 の 導入 は も ち ろ ん 、 古 く な っ た 機器 の
更新が不可欠で あ る 。 特 に 定期点検整備 で大事
に 使用 し て き た 麻酔器 も 15年 を 経過 し て お り 、
モニ タ ー も 高機能 の も の が求 め ら れて い る 。 ま
た 、 患者廊 下に は 多 く の機器が置か れ 、 器材倉
庫 の 増設が必要 と な っ て い る 。
長時間手術 の増加 な ど種々 の ス ト レス が あ る
部 門 で は あ る が 、 手術部利用者が楽 し み に し て
い る 恒 例の 忘年会 な ど を 通 し て 良 好な コ ミ ュ ニ
ケ ← シ ョ ン を保 ち な が ら 、 た ゆ ま ぬ 歩み を 続 け
た し 〉 。
(佐藤根 敏彦)
放 射 線 部
( 1) 管理運営、 業務の 変遷 と 現状
放射線部 は 、 放射線診療 の効率的 ・ 合理的 な
運営 を 目 的 に 、 全診療科が利 用 で きる 中央診療
部門 と し て 設立 さ れ、 多 く の部分で放射線科の
協力 を 得て 運営 さ れて いる 。 ま た 、 放射線部で
行わ れる 放射線診療 は 、 X 線診 断 ・ 放射線治
療 ・ 核医学診療 ・ MR検査 に 大別 する こ と が で
きる 。 こ れ ら に よる 診療 を行い な が ら 、 教官 は
も と よ り 、 診療放射線技師 (以下、 技師) に よ
る 研究 は幅広 く 行わ れて お り 、 富 山 県 内 は も ち
ろ ん、 全国 レ ベ ル で高 い評価 を 受 け て いる 。
昭和54年10月 の診療開始 当 時 は 、 一般撮影装
置 4台 ・ 断層撮影装置 1台 ・ X 線テ レ ビ装置 2
台 ・ 血管造影装置 1台 での X 線診断 と 、 放射線
科 ・ 瀬戸助教授指導 の 下でシ ン チ カ メ ラ 1台 と
シ ン チ レ ーシ ョ ン カ ウ ン タ を使つ て の核医学診
療が行わ れて い た 。 そ の後、 放射線診療体制 の
整備 ・ 充実 の た め に 、 こ れ ら 装置の増強や更新
を行 う と と も に 、 昭和56年 に は 高 エ ネ ル ギ ー治
療棟 を新営 し て リ ニ ア ッ ク を 中 心 と する 放射線
治療装置 と X 線CT装置 の 整備 を 行 い 、 平成元
年 に はMR検査棟 を建 て て 病院全体か ら 待望 さ
れて い た MR検査装置 を 導入 し た 。 さ ら に 、 平
成8 年 に は 最先端放射線診療 の一つ で ある IVR
装置 を 導入する 予定 で ある 。
こ れ ら の 中 で特筆 す べ き こ と は 多 々 ある が、
大 き く は 二 つ の こ と が挙 げ ら れる 。 そ の 一 つ
は、 X 線撮影での明室 フ ィ ル ム 処理シ ス テ ム の
導入で ある 。 こ のシ ス テ ム は 、 フ ィ ル ム コ ンベ
ア を 介 し て X 線用 自 動現像機 と フ ィ ル ム レシ ー
ブサ プ ラ イ ヤ 、 フ ィ ル ム チ ェ ン ジ ャ 等 を直結す
る こ と に よ り 、 現像処理過程 (暗室業務) での
人的負担 を軽減 し て X 線撮影系 での技師の作業
性 を 向上 さ せる 効果 が あ り 、 大量の需要が ある
X 線撮影 を 少 な い数の技師で処理する た め の大
き な力 と な っ て いる 。 も う 一つ は 、 平成 2 年 4
月 か ら 運用 を 開始 し た 放射線情報シ ス テ ム が あ
る 。 こ の シ ス テ ム は 、 X 線検査予約 ・ 依頼か ら
会計処理 ま での全て でペ ーパ ー レ ス と X 線装置
と の オ ン ラ イ ン化 を 実現 し た 、 当 時 と し て は 画
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期的なシ ス テ ム で ある 。 現在で は 、 こ の よ う な
シ ス テ ム は 多 く の 病 院 等 で取 り 入 れ ら れ て お
り 、 厚生省が進める 保健医療情報シ ス テ ム で の
活用 が期待 さ れて いる 。
こ の よ う に 、 放射線部での ハ ー ド 的な診療体
制 は 充実 し て き て お り 、 開院か ら 数年間 は 年毎
に 数十%、 十数% の 割合で診療業務量が伸 び、
現在で も 毎年数% の伸び率 を 示 し て いる 。 し か
し 、 現在 の技師数 ( 15名) で は 質 ・ 量共 に 増大
する 診療側か ら の 要求 を 満足 さ せる こ と は非常
に 困難 と な っ て お り 、 将来動向が懸 念 さ れる 。
さ ら に 、 多様化する 放射線診療 に対応する に は
技師の卒後教育 も 重要 で ある が、 現状で は全 く
対応不可能で ある 。 こ れ ら の 問題 を解決 し 、 特
定機能病院 と し て の診療 の 質 を確保する た め に
も 、 技師増員等 の ソ フ ト 面での充実 も 最重点課
題 と し て 解決 さ れる こ と が望 ま れる 。
(2) 沿革 に つ い て
放射線部 は 、 昭和54年 4 月 の病院開設 と 同時
に 、 放射線科 ・ 柿下教授 を長 と し て 発足 し 、 現
在 は放射線部長の 下 に 羽田副部長 (助教授) と
助手 1 名 で構成 さ れる 教官系 と 、 技術 ・ 事務系
と し て 倉西技師長、 中村副技師長 の 下 に 主任技
師 6 名 、 技師 7 名 と 医療助手 ・ パ ー ト 職員各 1
名 を配 し て いる 。 今 ま で に 3 名 の技師 (野原 ・
大塚 ・ 市)1 1 ) が他の病院へ異 動、 ま た は結婚 の
た め に 退職 し た が、 放射線部発足 当 時 の激 動 の
中 で苦楽 を共 に し た仲 間 で あ り 、 今後の益々 の
発展、 活躍、 健勝 を 祈念 し た い 。
多 く の大学関係者の放射線部 に対する 認識 は
診療 の場 と 考 え ら れて いる よ う で ある が、 病院
の 中 で放射線管理 を 行 える 唯一の機関である と
同時 に 、 そ の責任 を 担 っ て いる 部門 と い う 側面
も 持 っ て いる 。 今 ま で、 こ れ に 係 わる 問題 は放
射線部関係者全体の努力 に よ り 皆無 で あ る が、
放射線利用 に 対する 一般社会か ら の安全確保の
要求 も 強 く 、 ま た 医療関係での放射線管理 に 係
わる 不祥 事 も 新聞報道等で は 多 く 伝 え ら れて お
り 、 こ の面での体制の充実 ・ 強化 も 放射線部 と
し て は重要で ある と 考 え て いる 。
(倉西 誠)
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材 料 部
材料部 は 医療現場へ確実 に 安全 な 医材 を提 供
す る 目 的て\ 器材 の 洗浄 ・ 点検 ・ 組立 て ・ 滅菌
業務 、 滅菌器材 の保管 ・ 供給 、 ま た 、 よ り 広い
範 囲 の 材料 と し て 一部 デ ィ ス ポー ザ ブル 製 品 の
管理 と 供給 を 主業務 と し て 担 っ て い る 。
昭和54年1 0月 、 高温蒸気滅菌機 3 台 ・ エ チ レ
ン ガ ス 滅 菌機 1 台 ・ ウ ォ ツ シ ャ ー ス テ リ ラ イ
ザー 1 台 ・ 全 自 動 超音波洗浄機 1 台 ・ 手動式洗
浄機 1 台 を 設置稼働 さ せ 、 病床数339床 と 外来
診療 の対応 に 、 西田婦長 (現在 、 部長) と 3 名
の ス タ ッ プで業務 を 開始 し た 。 常 に 新 し い 知識
を 求 め 、 医療現場 と 材料部 の 業務 を 見つ め 、 安
全 性と 合理 性を 追求 し 、 そ の機能 を 発揮 さ せ る
と い う 基本理念 を 置 き 、 運 用し て い る 。
昭和田年 5 月 、 12病棟す べ て が開棟 し 、 病床
数622床 に 増 え 、 全 自 動 超音波洗、浄機 1 台 が新
た に 追加設置 さ れた 。 昭和58年低温ガ ス 滅菌器
が設置 さ れ 、 光学機器やM E 機器等幅 広く 安全
な滅菌 を 提供す る こ と が可能 と な っ た 。 昭和6 0
年デ ィ ス ポ化 の 波 に 乗 り 、 ガ ラ ス 注射器が デ ィ
ス ポ注射器 に 変更 さ れ 、 業務 内 容に 大 き な 変換
期 を 迎 え た 。 平成 2 年 よ り 長鋪子 2 本入単包 、
材料部 の 器材す べ て が単品包装へ と 代 わ り 、 保
管時の無菌維持能 力 が増 し 、 有効期 限が 1 週間
か ら 、 1 か 月 に 変更 さ れた 。 こ の 事 は 、 医材の
使 用状態 に 合わ せ て ど の よ う な 包装形態 を 選択
し て い く か が感染予防への重要 な 取 り 組 み で あ
る こ と か ら 、 多 く の メ リ ッ ト を 生 み 出 し た 。 平
成 4 � 6 年 に は 、 一部 の有窓 ガ ー ゼ カ ス ト か ら
ス テ リ コ ン テ ナ (密閉 性が高 い ) に 代 わ り 、 院
内感染防止 と 業務 の簡素化 ・ 経済 の 向 Uこ効果
を 挙 げて い る 。 平成 6 年 、 ジ ェ ッ ト 洗浄機 に 更
新 さ れ 、 業務 の整理 と 合理化が進み 、 ま た 、 大
型 ク ー ラ ー の設置 に よ り 、 快適環境が得 ら れ 、
作業能率が高 ま っ た 。
現代 の 医療機関 は様々 な社会情勢の 要 因に よ
り 、 材料部 の位置づ け も 大 き な 変換期 を 迎 え て
い る が 、 材料部 に 課せ ら れた 任務 の 基本 を べ ←
ス に 、 今後 も 各部 署 と の 円 滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン を 図 り 、 合理化 と 改善 の バ ラ ン ス を 保
ち 、 臨床 に 対 す る 支援 に 力 を 入 れ 、 看護業務 の
向上 ・ 安全 な 医療行為の充実 を 目 指 し て い き た
い 。 現在 、 部長 に 古 田教授 、 副部長 に 遠藤助教
授 、 村上婦長 、 芹 田 ・ 奥野 ・ 田辺 ・ 橋本 (看護
部 よ り ) ・ 福 田 (パ ー ト ) の ス タ ッ プで あ る 。
和漢診療部
当診療部 は 、 昭和54年8 月 、 寺津捷年先生が
和漢診療室長 に 就任 し 、 同年10月 国立大学初の
和漢薬診療外来 と し て 発足 し た 。 昭和58 年 4 月
和漢診療部 に 名称変更 し 、 昭和60年 5 月 文部省
に よ っ て 附属 病 院 中 央診療施設 と し て 認可 さ
れ、 平成 5 年 4 月 、 医学部 に和漢診療学講座 を
設立する に 至 っ た 。 開設当 時 は 、 現教授 を 含 め
ス タ ッ プ 2 名 で連 日 外来診療 に あ た り 、 1 年後
に は年間延べ 1 万 5 千人 を超す外来診療 を 行 っ
た 。 そ の後初期 の異 常 な 患者集 中 は 改善 し た が
年間 2 万人前後の診療 を行 っ て いる 。 当 部 の ス
タ ッ プ は 、 昭和56年 に は研修生 を 含 め 5 名 、 昭
和57年 に は 6 名 と な り 、 本学初 の 卒業生 2 名 の
入局者 を 迎 え た 。 以後毎年本 学 の 卒業生 を 得
て 、 現在在籍者数44名 を 数 える に 至 っ た 。 当部
に割 り 当 て ら れた 病床数 は、 当 初西 2 階の 4 床
であ っ た が、 昭和56年 5 月 東 3 病棟 に移 転 し 10
床 に 増床、 ま た 平成 5 年講座設立 と と も に 15床
に増や さ れた 。
当 部 を 受診する 患者群の特徴 を疾患別 に 見る
と 、 ま ず内科領域で は 、 呼吸器系疾患 ・ 消化器
系疾患、 循 環器疾患、 代謝 ・ 内分泌疾患、 腎疾
患、 腰 原病や ア レ ル ギ ー性疾患、 神経疾 患 な ど
内科全般 に わ た り 、 と り わ け西洋医学で問題 と
な っ て いる 治療 に よる 副作用 の 出 や す い 慢 性疾
患患者、 難治性疾患患者が高 い 比率 を 占 め て い
る 。 ま た 、 皮膚科や婦人科的疾患、 耳鼻科的疾
患、 整形外科的疾患、 不定愁訴や精神科領域 の
疾患 な ど、 外科領域 (手術的治療 を 必要 と する
疾患) を 除 く 多岐の診療科領域 の 患者が受診す
る こ と も 、 機能分科 し た 現代医療 の 中 で は 特徴
と し て あ げ ら れる 。 更 に 、 多種の疾患 を 持 っ た
患者や 多種の疾患 を 持 っ た 高齢者、 女性患者 の
比率が多 い こ と も 特徴の一つ で ある 。 こ れ は 、
和漢診療 の理念が 「心身一如」 の 漢方医学の立
場 に 立脚 し て いる た め で あ ろ う 。
漢方医学 は 、 元来臨床医学 を 基礎 と し て 発展
し て き た 医療で あ り 、 和漢診療学講座の 目 指す
和漢診療学の学問体系確立 に あ た っ て も 、 当診
療部 に お ける 臨床治療お よ び臨床研究が重要 な
役割 を 担 っ て いる 。
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当 診療部 で は 、 和漢診療学的病態 へ の 臨床か
ら の ア プ ロ ー チ と し て 、 血液 レ オ ロ ジ ー の側面
か ら 「廉血」 病態 の解明 を行い、 自 律神経系 の
側面か ら 「気」 の異 常 に つ い て 、 科学的な指標
を 用 い検討 を 試 み て いる 。 ま た こ れ ま で に 、 和
漢診療学 に お ける 診 断 法 で ある 「舌診法」 や
「腹診法」 で示 さ れる 特徴 的 な 徴候 に 対 し 、 そ
れぞれの意味 や客観的 な指標の確立 を 試み、 一
定 の 成果 を あ げて き た 。 一方、 現代医学 に お け
る 各種疾患 に対する 和漢薬の 治療効果 も 平行 し
て 検討 し て き た 。 慢 性関節 リ ウ マ チ を は じ め と
する腰 原病、 気管支瑞息 ・ ア ト ピ ー性皮膚炎、
慢 性腎不全等 に つ い て 、 和漢薬治療が そ れぞれ
一定 の効果 を 示す こ と 、 ま た そ の 限界 を 明 ら か
に し た 。 さ ら に 、 こ れ ら の 臨床 デ ー タ を 背景
に 、 和漢薬の作用機序や作用 点、 有効成分の分
析 を 基礎研究 に フ ィ ー ド ノ f ッ ク さ せ 、 和漢薬 の
科学的解明 と 各種和漢薬方剤 の適応病態 を検討
し て いる 。
こ の よ う に 、 西洋医学的視野 を持 っ た 和漢診
療 ・ 臨床研究 を 遂行する た め 、 当部で は そ れ ぞ
れ 2 � 5 年 の 内 科研修 を行い 、 そ の後各人 の希
望 と 適性 に よ っ て 、 各疾患領域 の研究 を行わ せ
て いる 。 そ の 結果、 現在 ま で に 日 本東洋医学会
専門医29 名 (指導医9 名) 、 日 本 リ ウ マ チ 学会
登録医 3 名 (認定 医 1 名) 、 日 本神経 内 科認定
医 4 名、 日 本 内 視鏡学会認定 医 2 名 が誕生 し
た 。
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救 急 部
近年 は 、 交通事故以外の事故 の 患者数 も 年々
増加 し て い る 。 さ ら に 、 高度医療 の 管理 を 要す
る 患者 を 各専門総合施設へ搬送 す る 要望が増 し
て い る 。 こ れ ら 社会背景 の ニ ー ズ を 受 け 入 れ ら
れ る よ う に 、 当 救 急部 は 昭和63年1 0月 1 日 よ り
正式 に 運営が開始 さ れた 。 当 救 急部 の構成人員
は 、 医 師は助教授 の 1 名 、 看護婦 7 名 、 事務 官
2 名 (現 救 急部 に は 不 在) 、 技 師1 名 (現 救 急
部 に は 不 在) の計11名 の ス タ ッ プで構成 さ れて
い る 。 な お 当 救 急、部 は 、 現在助手の ポス ト は な
く 医員 の み で 、 日 中 の 診療 は 専 任医 師1 名 と 医
員 1 名 で、行 っ て い る 。 ま た 、 他科 に 依頼 を 要 し
な い 患者 に お い て は 、 第一外科 の カ ル テ を利 用
し て 診療 を 行 っ て い る 。 こ れ は 救 急医療が ま だ
診療科 に な っ て い な い た め の や む を 得 な い処置
で あ る 。 そ れ以外 の 患者 は 、 そ れ ぞ れ の 専門科
に 診療 を 依頼 し て い る 。 今 は 各科 と の ロ ー テ ー
シ ョ ン体制 は 取 っ て い な い が 、 可能で あ れ ば近
い将来 に は そ の よ う な体制 を 整 え た し 〉 。 現在の
救 急部での 当 直体制 は 、 各科の協力 で輪番制 に
て 1T っ て い る 。
当 救 急部で取 り 扱 っ て い る 救 急患者数 は 、 年
平均6， 000件前後 で あ る 。 平成 6 年 の 成績 を み
て も 、 全症 例数 は 6， 377名 も あ り 、 う ち 救 急車
で搬送 さ れた 件数 は 全症 例の 1 割 の 6 1 2名 (9. 6
% ) を 占 め て い る 。 一次 救 急 の 患 者 が 最 も 多
く 、 全症 例の 78% (4， 972名) を 占 め て い る 。
二次 救 急 は 16 % ( 1 ， 039名) で 、 三次 救 急患者
は 、 全 症 例の わ ず か 6 % (366 名 ) で あ っ た
が 、 そ れ は 全 国 の 諸施設 と 同 じ 傾向 で あ る 。 救
急部 に 搬送 さ れ て い る 患者 を 分析す る と 、 心肺
蘇生 を 要 す る C P A 症 例は 、 全 国 の代表的 な施
設 と 同様 に わ ずか 3 � 6 %程度 で 、 そ れ以外の
9 0%以上 の 症 例は 各種疾病 、 外 傷患者 で構成 さ
れて い る 。
当 救 急部 は 高圧酸素治療室 を 保有し て い る 。
他国立大学 救 急部 で保有し て い る 施設 は ま だ少
な い 。 こ の装置の 年間施行 件数 は 非常 に 多 く 、
平成 6 年 の 成績 で み る と 、 1 ， 15 1 件で95名 の 患
者 に 高圧治療 を行 っ て い る 。
研究 に お い て は 人員 不 足 、 施設の 不 備 、 時間
の制約の た め に 現在 は 臨床研究 の域 を 出 て い な
い が 、 主 な 臨床研究 は 、 胸 部 外 傷患 者 を 対象
に 、 外 傷の形式 と そ の 程度 な ど に お け る 肋骨お
よ び肺実質損 傷の 程度 の 分析 、 ま た 手術の適否
・ 治療 を検討 し発表 し て き た 。 そ の 他腹部外傷
症 例の 分析 、 意識障害と 低体温症 と の 関係 な ど
に つ い て も 検討 し て い る 。 さ ら に 高圧酸素治療
装 置 の 応 用に 基 づ く 検 索も い く つ か 行 っ て い
る 。 特 に 脳卒 中 の 治療 に お け る 高圧酸素療法の
臨床意義 を 検討 し 、 本症 に 起 因す る 後遺症の 出
現 の 軽減 に 極 め て 有用で、 あ る こ と が判 明 し た 。
さ ら に 本法で 末梢循環動態 に 及 ぼす 影響 を 電極
電流計 を 用い て 測定 し 、 血流の 変動様式 の 分析
を 行 っ て き た 。 現在 な お い く つ か の テ ー マ に つ
い て 検討 中 で あ る 。
当 救 急部 に は 血液 ガ ス 分析器 な ど の検査設備
を 備 え て い る 検査室が あ り 、 救 急患者 に 対応す
る 以外 に 各科 に も 役立 て る べ く 検査室 を 開放 し
て い る 。
ま た 救 急時員 に 対す る I 、 II 課程 の講義 を 担
当 し て い る 。 II 課程修了 救 急隊員 、 救 急 救命士
に対す る 臨床実習 も 指導 し て い る 。 こ れ以外 に
各消防署 の 要望 に 応 え 、 積極 的 に 講義 を行 っ て
い る 。
本年 4 月 に 救 急伝送 シ ス テ ム を 設置す る こ と
に な っ た 。 こ れ は preh os pita l care を 一 層 効
果的 に 行 え る よ う に 導入 し た も の で 、 救 急隊員
か ら 患者 の 刻 々 の状態 の 変化 、 心電図 な ど を 当
救 急部 に 伝送す る こ と がで き 、 医 師と 救 急隊員
と の連携 を よ り 一層高 め ら れ る も の で あ る 。
今後 さ ら に 医 師数の充実 、 看護体制 の整備 、
そ れ に 伴 う 病室 の保有に よ り 、 卒前卒後教育 に
役立て 、 当 救 急部 の 発展 に 貢 献で き る も の と 信
ず る 。
輸 血 部
( 1 )  管理運営、 業務の 変遷 と 現状
輸血部の 業務 は 管理、 検査、 治療、 教育の 4
分野 に 分 け ら れる 。 現在 は こ の 業務 を 兼任の部
長 1 名、 副 部 長 1 名、 医員 1 名、 検査技師 3
名、 事務補佐員 1 名 で行 っ て いる 。
管理業務 は 主 に 血液製剤 の管理で あ り 、 血液
製剤 の使用本数 は 、 平成 5 年度 で、 赤 血球MA
P3， 48 0本、 濃厚血小板 3， 442本、 新鮮凍結血薬
3， 323本 で ある 。 平成 5 年9 月 よ り こ の 血液製
剤の 管理 に コ ン ビ ュ ー タ ー を 導入 し 、 正確か っ
迅 速 な管理 を行 っ て いる 。
検査業務 は 、 輸血関連検査、 免疫 ・移 植関連
検査、 感染症関連検査 よ り なる 。 輸血関連検査
は、 血液型 検査、 不規則抗体検査、 交差適合試
験で、 い ずれ も 開院時 よ り 施行 し て いる 。 平成
5 年度 の 検査 件 数 は 各 々 3， 222件、 5， 08 7件、
7， 505件で あ っ た 。 こ れ ら の検査 に 加 え 血小板
抗体検査 を 昭和62年 よ り 、 ク ー ム ス 試験 を平成
5 年 よ り 開始 し た 。 免疫 ・移 植関連検査 と し て
は、 HLA検査 を 昭和60年 よ り 、 リ ン パ球 サ ブ
セ ッ ト 検査 を 昭和61年 よ り 開始 し た 。 い ず れ も
検査件数 は 多 く は な い が、 HLA検査 は 腎移 植
や骨髄移 植 を 受 ける 患者 に 必須 で あ り 、 ま た リ
ンパ球サ ブセ ッ ト 検査 は免疫能 の 把握 に 重要で
ある 。 感染症関連検査 と し て は 、 HTLV- 1 抗
体、 HIV抗体検査 を 昭和62 年 か ら 、 HCV抗体
検査 を 平 成 元 年 か ら 、 HBV 関 連 抗 原 抗 体検
査、 HAV抗体検査、 梅毒 関連検査 を 平成 5 年
か ら 方面f子 し て いる 。
輸血部が協力 ・ 支援 し て いる 治療 と し て は血
禁交換療法、 血小板 採取、 L A K 、 C T L な ど
の養子免疫療法、 自 己血輸血、 さ ら に 自 己末梢
血幹細胞移 植 ・ 自 家骨髄移 植な どが ある 。 血襲
交換 は 昭和56年 よ り 開始 し 、 劇症肝炎 に 関 し て
は約25例 に施行 し 6 例の救命 を 得、 こ れ以外 に
も ギ ラ ン ・ バ レ ー症候群や血栓性血小板減少性
紫斑 病 な ど約25例 に施行 し た 。 血小板 採取 は 昭
和59 年 よ り 開始 し た が、 平成 2 年以降 は 血液セ
ン タ ー よ り 供給 を 受 け て いる 。 L A K 細胞 を 用
い た 養子免疫療法 は 主 に肝細胞癌 を対象 に 昭和
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62年 よ り 開始 し 、 平成 2 年 ま でで約15例 に施行
し た 。 C T L 細胞 を 用 い た 養子免疫療法 も 、 平
成 6 年以 降 に 試 み ら れて いる 。
自 己血輸血 は平成元年 よ り 開始 し た 。 主 に整
形外科、 産婦人科、 第一外科、 第二外科で施行
し て お り 、 輸血部 に お い て は貯血式 自 己血輸血
の分離お よ び、液状保存 を行 っ て お り 、 年間約60
症例 を対象 と し て いる 。 自 己末梢血幹細胞移 植
. 自 家骨髄移 植 は 化学療法 に感受性の ある悪 性
腫療 が対象 と なる 期待の大 き い 治療法 で ある 。
輸血部 は こ の採取 ・ 調整 ・ 長期凍結保存お よ び
造血幹細胞数測定 の 支援 を行 う 。
輸血医学教育 は輸血医療 を 適正 に 行 う た め に
極 め て 重要 で ある 。 平成 4 年以前 は 法医学で基
礎 を 、 第一外科で臨床輸血の講義がな さ れて い
た が、 平成 5 年以後 は 医学部 5 年生 に 対する 臨
床輸血医学の講義 を輸血部で行 っ て いる 。 6 回
の 130分の講義枠の う ち 1 回 を 血液セ ン タ ー の
見学 に 、 1 回 を血液型 お よ び交差適合試験の 実
習 に 当 て て いる 。 卒後教育 と し て 、 附属病院で
の研修開始時 に 交差適合試験の 実習 を 行 っ て い
る 。
(2) 沿革 に つ い て
開院時学 内措置 に よ り 山本恵一部長 と 高道昭
一技師で ス タ ー ト し た輸血部 は 、 昭和55年 に 西
野主員技師 に 、 昭和60年に 藤巻雅夫部長 に 交代
し 、 昭和56年 よ り 井上恭一副部長が、 昭和60年
よ り 道野淳子技師が、 昭和61年 よ り 多葉 田祥 代
技師が加わ っ た 。 そ の後、 平成 2 年 に 樋 口 清博
副部長 に 、 平成 5 年 に 渡辺明治部長 に 交代 し 、
さ ら に 、 平成 6 年 に 安村敏医員 が加わ っ た 。 ま
た 、 事務 系 で は 昭和 56 年 の 奥 野政一事務官以
降、 桑原京子事務官、 平野妙子事務官、 日 合裕
子事務補佐員 、 渡辺好美事務補佐員 に 交代 し 現
在 に 至 っ て いる 。
一方、 施設 と し て の輸血部 は 平成 5 年 4 月 の
正式認可 を 受 け 、 現在附属病院の 中央診療施設
と し て 活動 中 で あ り 、 日 本輸血学会の認定施設
で も ある 。 (樋 口 清博)
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集中治療部
平成 7 年 3 月 2 0日 午前 8 時過 ぎ 、 東京地 下鉄
サ リ ン 事 件発生、 5. 000名 あ ま り の 患者が東京
都 内 の病院 に 運 ばれた 。 中 で も 聖路加国際病院
は 最多 の 患者 を 収 容し た 。 比較的軽症者 は廊 下
・ ロ ビ ー で、 重症者 は病室へ、 最重症者 は 集 中
治療部 (IC U ) で手 当 て を 受 け て い る と 報道 さ
れ た 。 こ の よ う に 総合病院で の 集 中 治療部 は 少
し も 珍 し く な い 、 ごく 当 た り 前 の 中央診療部門
のーっ と な っ て い る 。 し か し誠 に 残念 な こ と で
あ っ た が、 本学附属病院で は 計画 の は じ め か ら
集 中治療部 は 入 れ ら れず、 分散型 の 各病棟重症
室 と し て ス タ ー ト せ ざ る を 得 な か っ た 。
大学病院 と し て 院外か ら 重症 救 急患者の収 容
を 依頼 さ れ る こ と は し ば し ば あ っ た 。 た と え ば
56豪雪 の 時、 5 歳 の 女 児が貯水槽 に 落 ち て 、 3 0
分間以上冷水の 中 に 心停止の ま ま の状態 に あ っ
た 。 こ れ を 救 助 し て 蘇生術 を 施行 し て 1 00 日 に
及ぶ、人 工呼 吸 の 実施 に よ っ て 、 植物状態 か ら 脱
却す る こ と がで き た 。 西4 階病棟4 01号室 の ミ
ニIC U の 出来事で あ っ た 。
開院以来15年が経過 し 、 医療 は さ ら に 進 歩し
た 。 大学病院 は 特定機能病院 と し て 位置づ け さ
れ る よ う に な り 、 本学 も そ の 必須条 件で あ る 集
中 治療部 を創設 し な け れ ば な ら な く な っ た 。 平
成 4 年 6 月 に は 集 中 治療部委員会が発足 し 、 院
内措置 と し て の 集 中 治療部がつ く ら れた 。 し か
し そ の場所 は 手術部 回復室 で し ば ら く し の が な
け れ ば な ら ず、 平成 6 年 4 月 に は 手術部 回復室
も 集 中 治療室 (IC U ) と 改称 し 、 4 床 で術後患
者 の 集 中 治療 的処置 を 実施 し な が ら 時 を 待 っ
た 。 平成 6 年 5 月 2 0日 に は 集 中 治療部 と し て 省
令施設が認可 さ れ、 7 月 1 日 に は本学附属病院
が特定機能病院 と し て の 道 を 歩む こ と に な っ
た 。 9 月 か ら は 週1 回 の 割合で、 l 泊 2 日 の 治
療が開始 さ れ、 対象患者 と し て は 主 と し て 第一
外科の肺 切除術、 血管再建術、 泌尿器科の 腎あ
る い は膳脱腫蕩摘出術の 患者で あ っ た 。
専 任の講 師は 平成 6 年1 0月 山 崎光章が発 令と
な っ た 。 婦長 は長谷川 薫手術部婦長が兼 任し 、
山 本洋子 副看護婦長 が 中 心 と な っ て 、 IC U 当 直
医 と 共 に 週l 泊 の 集 中 治療患者 の 看護 ・ 治療 に
当 た っ て い る 。 平成 7 年 4 月 に は第一外科鈴木
衛 が 助 手 に 任用さ れ、 1 週2 泊 の IC U 業 務 も
女台 っ た 。 し か し 、 手術部 の 間借 り で は と て も 本
来 のIC U 業務 を 全 う す る こ と は で き な い 。 新集
中 治療部 は 中央診療棟 を グ ラ ウ ン ド の 方 向 へ と
延長 し 、 そ の 3 階 に 設置 し 、 6 床で、 主 と し て
やfD'後患者 を 収 容す べ く 計画 さ れ て い る 。 看護ス
タ ッ プの充実 な ど解決 し な け れ ば な ら な い 問題
は 多 い が、 特定機能病院 と し て の 使命 を 考 え
て 、 1 人で も 多 く の 重症患者 を 救命で き る IC U
を 目 指 し て 、 院 内 の 英知 を 結集 し て い き た い。
(伊藤 祐輔)
医療情報部
( 1) 背 景
医学 の 進歩 と 医療需給の増加 に 伴 い 、 医療情
報 は質 ・ 量 と も に 飛躍的増大 を 示 し て き て いる
環 境 に お い て 、 病院業務の効率化 を 図 り 医療資
源の効果的利用 を 推進する た め に は 、 医療情報
の高次総合処理シ ス テ ム の 開発導入が不可欠 で
あ り 、 こ れ を 維持管理する た め の組織 と 専門研
究者が必要 と な っ た 。 本院の 医療情報部 は 、 こ
の よ う な認識 に 基づ い て ま ず院 内措置 と し て 整
備 さ れた 後、 平成 7 年 4 月 、 中央診療施設 と し
て正式設置 (教授 ・ 助教授) と な っ た も の で あ
る 。 病院機能 の 中枢 を 担 い 、 か っ そ の ネ ッ ト
ワ ー ク 構築 の成果が期待 さ れる 医療情報部 の拡
充整備 は 、 大学病院 に対する 社会の ニ ー ズ に 応
える た め の必須の施策で あ り 、 高度情報化社会
に 適応 し て い く こ と で も ある 。 実 際、 本 院 で
は、 患者 ・ 職員 の双方がす で に コ ン ビ ュ ー タシ
ス テ ム に対する 違和感 を な く し 、 本シ ス テ ム を
効果的 に利用 し て いる 状況 に ある 。 元来、 病院
情報シ ス テ ム は 、 最適診療が効率的 に 実践 で き
る よ う な診療環 境 を提供する た め に 開発導入 さ
れる も の で あ り 、 患者 ・ 職員 ・ 経営の 三者が と
も に 満足で きる も の で な け れ ば な ら な い 。 つ ま
り 、 医療情報部 の 役割 は 、 次 の 3 点 に 要約 さ れ
る 。
1 ) す べ て の 医療情報 を体系 的 に 管理 し 、 病院
業務の効率化 に 資 する 。 2 ) 医療情報 に 関する
処理技術の研究開発及 び、関係各部門への指導助
言。 3 ) 医療情報学 に 関する 教育及 び研究。
(2) 業務内容 と 成果
受診手続 き の 自 動化 と 再診予約シ ス テ ム が平
成元年 1 月 に稼働 し 、 同 2 月 に は処方オ ー ダシ
ス テ ム が完成 し た 。 以来、 順次、 開発導入 し て
き た 病院総合情報シ ス テ ム は 、 医師オ ー ダ、 中
診部門、 診療支援及 び統合看護支援の 4 つ の サ
ブシ ス テ ム か ら 構成 さ れて いる 。 医師オ ー ダシ
ス テ ム で は 、 情 報 の 発生源 で ある 医 師 が診療
オ ー ダ を直接 コ ン ビ ュ ー タ に 入力 し て 、 実施部
門 に転送する も の で ある 。 こ れ に よ り オ ー ダ伝
達の正確化、 迅 速化、 効率化 を 図る と と も に 、
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一元的 に 管理 さ れた 医療情報の加工 ・ 編集 を 通
じ て診療 を サ ポ ー ト する た め の フ ィ ー ドパ ッ ク
シ ス テ ム を補完する 。 現在安定稼働中 の 業務で
診療 に 関 する 事項 に は、 医師オ ー ダシ ス テ ム と
し て 、 処方、 注射、 検体検査、 放射線検査、 食
事、 輸血、 診療予約 (再診 ・ 生理検査 ・ 内視鏡
・ 入院 申 込) 、 手術室使用 申 込 の 各 オ ー ダが あ
り 、 い ずれ も 外来 ・ 病棟の 患者診療 に 不可欠 と
な っ て いる 。 診療支援シ ス テ ム で は 、 オ ー ダ履
歴、 検査結果、 患者基本情報、 病床利用状況、
患者予約状況等の参照、 電 子 カ ル テシ ス テ ム 、
診 療 経 費 分 析 支 援及 び UMIN (Un ivers ity 
Med ical In format ion Network) の 利 用 な ど
が ある 。 中央診療部門シ ス テ ム の対象 は 、 医事
課、 薬剤部、 検査部、 放射線部、 手術部、 輸血
部、 給食部及 び看護部で あ り 、 そ れぞれオ ー ダ
の 受 け手 と し て オ ー ダエ ン ト リシ ス テ ム に組み
込 ま れ て いる 。 ま た 、 統合看護支援シ ス テ ム
は 、 看護情報支援、 看護業務支援、 勤務管理及
び管理室業務支援の各機能か ら 構成 さ れ、 医師
オ ー ダシ ス テ ム と も 密接な連携が保た れて いる
た め 、 い ず れ の 機能 も 効果 的 に 利 用 さ れ て い
る 。 一方、 研究成果 と し て は 、 病院総合情報シ
ス テ ム の設計開発、 治験薬 デー タ の解析支援シ
ス テ ム 、 病名 コ ー ド の free-text 探索、 診療
経費分析支援、 電 子 カ ル テシ ス テ ム が ある 。 教
育関連事項 と し て 、 職員研修 プ ロ グ ラ ム の 開発
と 研修環 境 の 整備が完了 し て いる 。 な お 、 引 き
続 き 開発 を 予定 し て いる 実施計画業務 に は 、 物
流シ ス テ ム の 整備、 医療監 査シ ス テ ム の 開発、
研究支援シ ス テ ム の整備拡充、 教育関連情報機
器 の 開発が ある 。
(3) 設 備
ホ ス ト コ ン ビ ュ ー タ は 、 I B M製309 0シ リ ー
ズ (256 MB、 16 MIPS) 、 磁気 デ ィ ス ク 装置
(9 0GB) 、 磁気 テ ー プ装置及 び レ ーザ プ リ ン タ
か ら 構成 さ れ、 ブ リ ッ ジ 結合 し た 6 つ のtoken
r ing LAN を 外来、 病棟、 中診部門及 び研究棟
に 敷設 し 、 高速 プ リ ン タ 200台 と 端末機350台 を
接続 し た 。 な お 、 端末機の う ち 一部 は 、 画像情
報 に も 対応可能 で ある 。
(林 隆一)
1お 第 3 章 講座等の沿革
〈特殊診療施設〉
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
部
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と は 社会復帰 に 向 け て 再
び人間 ら し く 生 き る た め の 医療 の 包括で あ る 。
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン部で は 本学 開院以来 、 疾病
発生早期 か ら 障害の 克服 ま で 、 す な わ ち ベッ ド
サ イド か ら 家庭復帰 ま で を い か に 円 滑 に han­
dica p を 最小 限 に し う る か と い う 課題 に 取 り 組
ん で き た 。 こ の 間 に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と い う
言葉 も 広く 一般 に 受 け 入れ ら れ 、 最近で は 最先
端の 医療 か ら 引 き 続 き 在宅 医療 に 向 け て qua l
ity of life ( QOL) を 改善 、 保持 す る こ と が リ
ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 求 め ら れ る よ う に な っ て き
た 。 す な わ ち 福祉 の 科学技術へ と シ フ ト し つ つ
あ る 。 こ こ に 特定機能病 院 と い え ど も 、 医 学
生 、 医 師教育 に 、 こ の 理念 を 強 く 打 ち 出 し 実施
す べ き 理 由 が あ る 。 こ の 点 、 本学医学科学生 に
は 関連病院高志 リ ハ 病院での体験学習 を い ち 早
く と り 入れ 、 N H K 全 国放送 さ れた の も 注 目 さ
才L る 。
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医学 の 現場 で は チ ー ム
ワ ー ク が要求 さ れ る 。 毎 週水 曜日 朝 の リ ハ ビ リ
テ ー シ ョ ン カ ン ブ ア ラ ン ス で は ス タ ッ プと 主治
医 、 看護婦が参加 し て 障害者 の リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン プ ロ グ ラ ム の立案 お よ び 見直 し を 行 っ て
い る 。 こ れ は 入 院 か ら 退院 ま で の 在院期 間 を合
理的 に 進 め 、 最 も 多 く の 時間 を 費 や す病棟での
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 有効 に 進 め る に は 必要不
可欠 な 勉強会 と な っ て い る 。 他科 と の 連係 を 図
り 、 す べ て の ス タ ッ プが あ る と き は 心理療法士
と な り s ocia l w orker と な り 協力 し て き た こ
と で 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン部 の 責 を 果 た し て く
る こ と がで き た と 考 え て い る 。 し か し 、 人員 の
拡大 は 毎年の概算要求 に も か か わ ら ず 、 果た さ
れず 、 教員 は 整形外科医 の 併 任に よ っ て 運営 さ
れ て い る の は残念で あ る 。 ち な み に 現在の リ ハ
ビ リ テ ー シ ョ ン部 ス タ ッ プは部長辻陽雄 、 作業
療法士松平洋子 、 そ し て 理学療法士 の 川 合宏 、
新 出 敏治 で構成 さ れ て い る 。 副部長 は 高 野治
雄 、 米沢孝信 を 経 て 北川 秀機が担 当 し 、 実務指
導 に 当 た っ て い る 。 (北川 秀機)
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン部入院 ・ 外来別診療行為件数 (昭和59年度 一 平成 5 年度)
S _  59 S . 60 S . 6 1 
入 院 8， 497 9， 924 9， 802 
外 来 3， 759 3， 767 3， 825 
総 数 12， 256 13， 691 13 ， 637 
9.924 9，802 
8，497 
Z 6 000 
S.60 S.6 1 
S . 62 S . 63 H . 1 H . 2 H . 3 H _  4 H . 5 
9， 604 10， 419 9， 053 8， 625 7， 746 8， 043 7， 882 
4， 031 4， 796 5， 041 3， 604 3， 204 2， 637 2 ， 474 
13， 635 15， 2 15  14， 094 12， 229 10， 950 10， 680 10， 356 
入院 ・ 外来別診療行為件数
10.419  
9，604 9，05:� 8，625 8.043 
4A11 4 7.96 
5
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S.62 S.63 
- 入 院 年 度
H.1 
- 外来
H.2 H.3 H.4 H.5 
透 析 部
昭和55年 4 月 透析室 と し て 現在 の 附属病院 の
3 階中央診療棟 に 設置 さ れ、 昭和58 年 1 月 透析
部 と し て 特殊診療施設 に 位置づ け ら れた 。 透析
漉過装置 は現在9台 あ り 、 血禁分離装置 は 2台
ある 。
透析部開設の 当初 よ り 透析部長 は 片 山喬教授
(泌尿器科) 、 副部長 は水村泰治助教授 (第二内
科) が務 め ら れた 。 昭和61年水村副部長が上尾
総合病院の副院長 に 就職 さ れ、 代 わ っ て飯田博
行助教授 (第二内科) が副部長 に 任命 さ れた 。
平成 5 年飯田副部長が富 山 県立 中央病院 の 内 科
部長 と し て 就職 さ れ、 代わ っ て 高 田正信助教授
(第二内科) が任命 さ れ現在 に 至 っ て いる 。 平
成 6 年 6 月 、 片山喬部長が病院長 に 就任 さ れ、
代わ っ て 平成 6 年 7 月 よ り 井上博教授 (第二 内
科) が部長 に 任命 さ れた 。
定期的 な維持透析 は 月 、 水、 金曜 に 行 う 症例
が多 い の で、 血襲交換 は 緊急時以外 は火、 木曜
に行 っ て いる 。 慢 性腎不全患者 は透析導入例で
は 約 1 カ 月 の 教育入 院後、 他 院 に 紹 介 し て い
る 。 他院か ら は維持透析患者が心疾患、 外科、
眼科的 な合併症で本院 に 紹介 さ れて く る 症例が
多 い 。 院内発症 ある い は他院か ら 紹介 さ れる 急
性透析患者 は 平均年間で10�20例 ある 。 延べ治
療総数 は 年 間 で約 1， 100件で ある 。 血祭分離治
療 で は 、 血祭交換、 二重櫨過血築交換、 免疫吸
着、 ビ リ ル ビ ン 吸着、 LDL コ レ ス テ ロ ー ル 吸
着 な ど が年間約30�40件行わ れ て いる 。 ま た 薬
物中毒 、 エ ン ド ト キシ ン な ど の 血液吸着が年間
数例 に行われて いる 。 最近 は透析患者の 中 に も
MRSA 陽性例 が み ら れ、 そ の 場合 当 該科 の 要
請 を 受 け て 病室 で透析 を 行 う こ と も頻 繁 で あ
る 。 透析機器の台 数 は過去10年間変わ っ て い な
い が、 耐周年数の超 え た 透析装置が多 く な り 、
平成 6 年度 に 1台 新機種 に 変 え た 。 近 日 中 に 他
の透析装置 も 新機種 に 変 え て い た だ く こ と を お
願 い し て いる 。 周辺機器 で は 患者監 視装置、 除
細動器、 体重計測装置 な どが入 札 よ り き め細
か な管理がで きる よ う に な っ た 。
他の領域 と 同様 に 血液浄化領域での進歩 は著
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し く 、 透析機器、 透析源過器等 の 改良、 腎性貧
血 に 対 する リ コ ン ビ ナ ン ト ・ エ リ ス ロ ポ エ チ
ン 、 へパ リ ン に か わる 抗凝 固 剤 の 開発等 に よ
り 、 透 析 患 者 の QOL は 飛躍 的 に 向 上 し て い
る 。 研究面で は こ れ ま で透析患者の免疫機能、
循 環機能、 内分泌機能 に 関する 研究が行わ れ、
現在エ リ ス ロ ポエ チ ン に 伴 う 高血圧 と 細胞 内 カ
ルシ ウ ム 代謝等が行わ れて いる 。
現 在 の 透析部 ス タ ッ プ は 第 二 内 科、 第一 内
科、 小児科、 泌尿器科か ら の 多 く の 医師 と 工藤
看護婦、 森 田 臨床工学 技士、 救急部か ら の 看護
婦 よ り な り 、 日 々 の透析業務 に あ た っ て いる 。
現在の第二内科の 医師 は 、 高 田 、 泉野、 供 田 、
上野、 大橋、 中 川 、 坂本、 第一内科で は浜崎、
浦風、 朝 日 、 小児科で は稲場、 泌尿器科では布
施、 酒本で ある 。 透析部 に 勤務 し た 看護婦 は 上
記の ほ か に 、 酒井、 北川、 石 黒、 森 田 、 吉田、
島、 西谷、 矢合、 網 谷、 村藤、 松島、 清水、 高
木、 室谷、 川 田 、 江 口 、 五十嵐 、 北林、 老 目 、
岩城、 中井、 宮 口 、 野城で ある 。
透析 は正月 休 み や 祝日 で も 定期 的 に 行 っ て い
る 。 ま た 夜間や休 日 に 急 な透析患者が発生 し た
り 、 重症例で慢 性持続性血液漉過 を 昼夜 を 問 わ
ず何 日 も 続 ける こ と が し ば し ば ある 。 管理 は第
二、 ー内科、 小児科、 泌尿器科の各科で合 同 で
行わ れて お り 、 相互の親睦 を 深 める た め に 、 歓
送迎会、 新年会 の ほ か に も 、 バーベ キ ュ ー、 温
泉旅行、 ス キ ー旅行な ど を 定期的 に 行 っ て いる 。
本邦 の 透析 患 者 は 病 院 開 設 時 で は 6 万人 で
あ っ た が、 現在13万人 を超 え た 。 透析導入例の
原因疾患 は一般 に 慢 性糸球体腎炎が減 り 、 糖尿
病性腎症が増加の傾向 に あ り 、 こ れ は 当 部で も
み ら れる 。 ま た 透析が長期化する に 従 い 、 心 ・
血管疾患、 骨 ・ 関節疾患、 眼疾患等 の 合併症が
増 え て き た 。 当 透析部で も 初期 に はシ ャ ン ト ・
ト ラ ブルで紹介 さ れる 症例が多 か っ た が最近 は
圧倒的 に 合併症 の 治療 目 的で紹介 さ れる こ と が
多 く な っ た 。 今後、 よ り 難治 の 合併症 を 持つ 長
期透析例が増 える こ と が予想 さ れる 。 現在、 当
透析部 は 院内措置 と し て 設 け ら れて いる が、 一
日 も 早 く 血液浄化療法部の新設が望 ま れる 。
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分 娩 部
開 院 以 来 の 分娩 数 は 1994年 ま で に妊婦 数 で
2 ，  75 0例、 子 供の 数で2， 828人 と な っ た 。 開院時
す で に 少産化の 傾向が明 ら か に な っ て い た が 、
年 間 分娩 数 は 徐々 に 増 え て 80年代 中 期 に 最 高
249 を 示 し た 。 し か し そ の 後 は 減 少 し 、 93年度
に は 158 に ま で低 下し た が 、 94年度 は 再 び増加
し て 218 と な っ て い る 。
こ の 傾向 と は別 に 、 異常妊娠や胎 児の 異常 、
合併症妊娠 な ど 、 い わ ゆ る ハ イリ ス ク妊娠の 件
数 は 増加 し つ つ あ る 。 表 に は 多 胎妊娠 、 低 出 生
体重 児お よ び出生 児に と っ て 予後 に 大 き な 影響
の あ る妊娠28週未満の早産 の 頻度 を 示 し た 。 い
ずれ も 一般医療施設 に 比 べ て 著 し く 高 い頻度 を
示 し 、 特 に '90年代 に 入 っ て か ら の 頻度 の 上昇
が著 し い 。 こ れ は materna l trans port (ハ イリ
ス ク妊娠 は 子 供が出生 し て か ら 高度 医療施設へ
搬送す る の で な く 、 出生前 に 母親 ごと 搬送す る
方 が 児の 予 後 が よ い ) の 考 え 方 が次 第 に 定 着
し 、 紹介患者が増 え た こ と に よ る も の と 考 え ら
れ る 。
年 度 '80 - '84 ' 85 一 '89 ' 90 - '94 
平均分娩数 157. 8 222. 6 183. 2 
多胎妊婦頻度 1. 3% 2. 2% 3. 1% 
低体重児頻度 15. 4% 15. 8% 23. 3% 
早期 早産頻度 2. 2% 2. 7% 4. 9% 
(注) 平均分娩数は 1 年あ た り の 出 生児の数、 多
胎妊婦頻度 は多胎妊娠の妊婦の頻度、 低体重
児頻度 は 出 生時体重が2， 500 g 未満の 児 の 頻
度、 早期早産児頻度 は22週�27週 に 出生 し た
児の頻度
周産期医学 の 進 歩に 伴 い 、 こ の 約1 0年間 に 分
娩部 に お い て も い く つ か の 新 し い 技術が導入 さ
れ た 。 染色体異常や遺伝 性疾 患 の妊娠初期 の診
断 に は 従来 の 羊水穿刺 で は 実施可能 な 時期が妊
娠中期で あ る う え 、 結果 を 得 る ま で に 約1 か 月
を 要 し た の に 対 し 、 妊娠初期 に 紙毛 を 採取す る
こ と に よ り 遅 く と も妊娠第 4 か 月 前 半に 診断が
つ く よ う に な っ た 。 超音波 ガ イド 下に 胎 児か ら
採 血し 胎 児疾患の診断 を行 う こ と も 日 常的検査
の ー っ と な り 、 先 天 異 常 、 feta l we ll-being 
(子宮 内 で胎 児が健康 な状態 で い る こ と ) の評
価 、 胎 児感染症 、 血液疾 患 な ど の 診断 に 応用 さ
れ て い る 。 超音波 断層 法 に よ る 胎 児の 形態診断
は 出 生前 に 異常 を 発 見し 、 よ り 的確 な 産科的対
応が行わ れ る よ う に な っ た 。 超音波 ド ッ プ ラ ー
法 に よ る 胎 児や瞬帯 血管 お よ び子宮動脈の血流
動 態 の 分析 に よ り feta l we ll-being の 評価 が
よ り 精密 に な り 子宮内胎 児死亡や新生 児仮死 を
未然 に 防 ぐ 能 力 が 高 ま っ た 。 さ ら に 最近で は産
樗期 血栓症 の 予 防 を 目 的 と し て 総腸骨静脈血流
速度 の測定 を 実施 し 、 臨床応 用の 可能 性が十分
期待 さ れ る 結果 が 出 て い る 。 こ れ は 世界的 に も
ま だ報告 の な い 研究で あ り 、 期待が大 き い 。
ま た 、 パル ボ ウ イル ス 感染 (伝染 性紅斑) 妊
婦の 胎 児が ウ イル ス 感染 に よ り 胎 児水 腫を発症
し た 症 例を我が国 で は じ め て 報告 し 胎 児に と っ
て 極 め て 重篤 な 胎 児水 腫の 原 因 の ー っ と し て 追
加す る こ と がで き た 。 こ の 後 わ が国 で も 本症に
対す る 関心が高 ま り 、 周 産期医療 に 大 き く 貢献
す る こ と がで き た 。 こ の よ う に 胎 児の健康 な 発
育 と 疾患 に 関す る 正確 な 情報が増 え る こ と に よ
り 遺伝 相 談が実質的 に 可能 と な り 、 そ の 件数 も
徐々 に 増 え て き て い る 。
以上 の よ う に 堅 実 な 進 歩が 見ら れ る 反面 、 世
界的 に 周 産期死亡率や脳 性麻揮 の 発生率 は必ず
し も 明 ら か に 低 下し て い な い 。 当 院 の場合 、 従
来出産 と し て は 扱 わ れ な か っ た 成育 不 能 の早期
早産 児を 管理 ・ 救 命 し よ う と す る よ う に な っ た
こ と と 、 死亡 例の ほ と ん ど が 紹介受診時 す で に
胎 児が死亡 し て い る か 、 重篤 な 先天異常が あ っ
た ケ ー ス で あ る こ と が指摘 さ れ る 。 脳 性麻障の
発生要 因 に つ い て は 分娩 中 よ り は む し ろ 分娩前
に す で に 発生 し て い る と の 考 え 方が支配的であ
る が 、 そ の本態 は 不 明 で あ る 。 ま た 出生体重が
し だ い に 大 き く な る 傾向 の 中 で 巨 大 児 (4， 000
g 以上) 分娩 に お け る 障害も 看過で き な い 。
こ の よ う な 問題が今後の研究課題 と し て 重要
で あ る と 考 え 、 ス タ ッ プ一 同 、 症 例の 調査や臨
床 的 、 基礎的研究 に 励 ん で い る 。
(新居 隆)
病 理 部
学 内措置 に よる 当部の成 り 立 ち に つ い て は、
開 学十周 年記念誌 に 記載 さ れて いる が、 昭和60
年 の 状 況 は 基本 的 に そ の ま ま で ある 。 す な わ
ち 、 当 時 よ り 概算要求 を毎年出 し て いる が、 い
ま だ に 正式の病理部設置 を み て い な い (平成 7
年 3 月 現在、 国立42大学中21大学で設置) 。
当病理部門の開 設 に 当 た っ て は 、 当 時最新の
機器 を 導入する こ と に つ と め た が、 そ の後の大
き な変化 は な い 。 最近の病院全体の コ ン ビ ュ ー
タ ー化 に 伴い 、 病理部 に も 端末 を 設置 し て いる
が、 入手不足で病理部業務 に 関 わる コ ン ビ ュ ー
タ ー化 に は手がつ け ら れて い な い。
検査件数 に 関 し て は上の記載 に 続 く 昭和60年
か ら 平成元年 ま での 5 年間の数字 が学園だ よ り
(第38 号) の 「講座紹介」 に 載 っ て いる の で、
今回 は そ の後の 5 年間 の 内訳 を あ げる 。
病理関係業務の件数の推移
� 1990 1991 1992 1993 1994 I 
組 織 診 4， 139 4， 106 4， 206 4， 655 4， 151 I 
迅 速 診 220 233 222 210 218 
細 胞 診 7， 043 7， 1 1 1  6，850 6， 581 6， 704 
音リ 学内 1 1 1  85 91  66 71 
検 学外 50 21 47 44 43 
受託検査 2， 713 3， 167 3， 212  4， 543 4， 694 
以下は参考資料
こ れ ら 件数 を 通覧する と 、 昭和60年以降10年
間 の 組織 診 は 4， 200 前 後 と ほ ぽ横 ば い で ある
が、 細胞診 は 5， 000�7， 000 の 聞 を 動 い て お り 、
昭和59 年か ら 年間約2， 000枚 の ス ク リ ー ニ ン グ
を 富 山 県健康増進セ ン タ ー に 外注 し て き た 。 し
か し 、 こ れがで き な く な っ た た め 、 平成 7 年 1
月 か ら よ う や く 非常勤技師 1 名 の 雇用 が認 め ら
れた 。
昭和60年 5 月 に 病院助手 1 名 の配属 を 受 け 、
増 田 信 二 君 が昭和63年 3 月 ま で 勤 め た が (既
記) 、 二代 目 以 降 の 任用 は 次 の 通 り で ある 。 い
ず れ も 本学卒業後大学院 を 修 了 し た 諸君 で あ
る 。
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野田 誠 ( 1 病) 昭和63. 4一平成2. 3 ( 2 年)
石 沢 伸 ( 2 病) 平成 2. 4一平成4. 3 ( 2 年)
安田政実 ( 1 病) 平成 4. 4 平成5. 3 ( 1 年)
酒井 剛 ( 2 病) 平成 5. 4一現在
こ の 問、 平成元年 4 月 か ら 1 年間石 沢 伸君
が病理部医員 に つ い た 。 ま た 、 平成 2 年 7 月 病
理部医員 と な っ た 斉藤直敏君 は平成 5 年 4 月 、
新た に 設 け ら れた 富 山 県立中央病院病理検査科
の病理医 の籍 に つ い た が、 平成 7 年 4 月 か ら 生
駒市 の奈良先端科学技術大学院大学 に 転 じ た 。
病理部長 ・ 副部長 の 2 年毎 の 交替 は 依然 と し
て 繰 り 返 さ れて お り 、 病理部委員会 も 病理学教
室関係者 の ほ か は 両外科 と 三つ の 内科の教授が
構成員 と なる 形が維持 さ れて いる 。 こ の委員会
は 、 昭和63年12 月 、 「病理解剖補助者増員 に 関
する 要請書」 を 附属病院長宛提出 し た 。 こ れ は
開 院以来単独で補助者 を 勤 め た技官の死亡 に よ
り 、 常時拘束 さ れる 過酷 な 勤務状態が改 め て 明
ら か に さ れた た め で あ っ た 。 し か し 、 何 ら の 改
善がな さ れ な か っ た た め 、 平成 3 年 3 月 、 週休
2 日 制導入 に 当 た っ て 「土曜 日 ・ 日 曜 日 ・ 祭 日
の補助者増員 に 関 する 要望書」 が出 さ れ、 平成
5 年 1 月 か ら よ う や く 年間40万 円 以 内 で臨時雇
用 が認め ら れる こ と と な り 、 金森俊弥君が そ の
任 に 当 たる こ と と な っ た 。 最近で は開 院以来続
け て き た 24時間解剖受付の 態勢が、 平成 5 年 7
月 か ら 勤務時間 内 (午前 7 時か ら 午後 5 時) 受
付 と さ れた 。 こ れ は 事務局側の事情 に よる も の
で あ っ た 。 こ の時間制限導入以前か ら 院内剖検
率が低下 し て き て お り (平成元年43% 、 2 年41
% 、 3 年32 % 、 4 年36 % 、 5 年27 % 、 6 年29
% ) 、 教育上 も 支 障 を 来す こ と に な り か ね な い
状況 に ある 。 と も あ れ、 わ が大学附属病院 は 昨
年 7 月 特定機能病院 に 指定 さ れ た こ と で も あ
り 、 正 式 の 病理部設置 が待 た れる と こ ろ で あ
る 。
192 第 3 章 講座等の 沿革
内 視 鏡 部
( 1 ) 管理運営 ・ 業務
- 体制 と そ の運営 ・ 業務 内 容
部長 1 名、 副部長 1 名 、 内視鏡検査医 師約3 0
名 、 看護婦 1 名 、 事務 官1 名 よ り な る 。 内視鏡
検査医 師は 関連診療科 (ー内 、 三 内 、 一外、 和
漢、 耳鼻科) に 所属 す る 医 師で あ る 。
運営会議 は部長、 副部長、 内 視鏡検査医 師若
干名 、 看護婦、 事務 官で構成 さ れ、 不 定期 に 開
催 さ れ る 。
以 下の診療業務 を 月 曜日 、 火曜日 、 水 曜日 、
木 曜日 、 金 曜日 の 各午前 ・ 午後 に 行 う 。
内 視 鏡 診 断 : 上 部 消 化管、 下部 消 化 管、 胆
道、 梓胆管、 気管支、 超音波 内 視鏡、 生検。
内視鏡治療 : 上部消化管 腫場切除、 下部消化
管 腫虜切断、 食道静脈癌硬化療法、 十二指腸乳
頭 切開術、 胆道 ド レナ ー ジ 、 胆道砕石術。
以 下の教育業務 を 毎 週行 う 。
医 学 部 医 学 科 の 学 生 の 臨 床 実 習 の 一 環 と し
て 、 内視鏡検査 見学。 サ ンパ ウ ロ 州立 カ ン ビ ー
ナ ス 大学 よ り 定期 的 に 派遣 さ れ る 医 師に 対 す る
内視鏡検査 の指導。
- 利 用状況
平成 6 年度業務実績
A . 内視鏡診断 : 上部消化管2， 623 件、 下部 消
化管43 0件、 胆道 7 件、 醇胆管制 件、 気管支 2 07
件、 超音 波 内 視 鏡 123 件、 生 検 1 ， 4 01 件、 合計
七 8711牛。
B . 内視鏡治療 : 上部消化管 腫場切除42 件、 下
部消化管 腫虜切除151 件、 食道静脈癌硬化療法
34 件、 十二指腸乳頭 切開術17 件、 胆道 ド レナ ー
ジ 1 件、 胆道砕石術 6 件、 合計251 件。
・ 研究体制 と そ の成果
研究 は 関連診療科が そ れ ぞ れ独 自 に 行 っ て い
る 。 毎 月 1 回 開催 さ れ る 合 同検討会 に お い て 、
研究 に 関 す る 関連診療科聞 の 意 見交換が行わ れ
る 。 ま た 、 富 山 県 に お け る 内視鏡治療技術の 向
上 を 目 指 し て 、 「富 山 消 化 器 内 視 鏡 治 療 研 究
会」 を 作 り 、 そ の事務 局を本学の 内視鏡部 に 設
け て い る 。 サ ンパ ウ ロ 州立 カ ン ビ ー ナ ス 大学 と
の 共同研究 も 進行 中 で あ る 。 研究の足跡 ・ 成果
は 以 下の よ う な こ と が ら に 代表 さ れ る 。
A . 学会開催 : 第羽田 日 本消化器 内視鏡学会北
陸地方会 (1987年) 。 第57 回 日 本消化器 内視鏡
学会北 陸地方会 ( 1991年) 。 第 3 回 日 本 消化器
内 視鏡学会北 陸 セ ミ ナ ー ( 1991年) 。 第 6 回 日
本消化器 内視鏡学会北陸 セ ミ ナ ー ( 1994年) 。
B . 内視鏡関連の 学会発表 ・ 論文 : 多 数。
c . 学術賞授与 第45 回 日 本消化器内視鏡学会
総会学会賞 ( 1993年) 。 日 本消化器 内 視鏡学会
奨励賞 ( 1994年) 。 内視鏡医学研究振興財 団学
術賞 ( 1994年) 。 木 曜会学術賞 ( 1994年) 。
(2 )  沿革
・ 設置年月 日
本学附属病院開院 と 同 時 に 設置 さ れた 。 1994
年 3 月 ま で は検査部 に 所属 し て い た が、 1994年
4 月 よ り 特殊診療施設の 中 の 内視鏡部 と し て 独
立 し た 。
・ 主要人事
特殊診療施設の 中 の 内視鏡部 と し て の 独立 に
伴 い 、 1994年 4 月 に部長 1 名 (第 二外科学教室
教授 ・ 藤巻雅夫) 副部長 1 名 (第三 内科助教授
・ 田 中三千雄) が 任命 さ れ た 。
・ 学会認定施設の 認可
1987年 4 月 に 、 日 本消化器 内視鏡学会の認定
施設 と な っ た 。 そ の 基 に 、 同学会認定 の 指導医
2 名 、 認定専門 医 7 名 、 認定医34名、 認定技師
2 名 が内視鏡部で育成 さ れた 。
- 施設 ・ 設備 の整備 ・ 充実
1994年 4 月 に 内 視鏡情報 シ ス テ ム が導入 さ れ
た 。
(3)  そ の 他
. 行事
消化器疾 患 の 合 同検討会 を 毎 月 1 回 開催。
新入医員 等 に 対 す る ガ イダ ン ス を 毎年春 に 開
催。
- 親睦会
新年会 を 毎 年 1 月 に 開催。
. 回想
内視鏡部門が本学で発足 し た 当 初 を 思 い 浮 か
べ る 時、 今 日 に至る ま での 聞 の 内視鏡診断 ・ 治
療技術の 進 歩の 速 さ に 深 い 感慨 を 覚 え る 。
( 田 中 三千雄)
フ ォ ト セ ン タ 一
一質の 高 い学術写真 を 目 指 し て
フ ォ ト セ ン タ ー の 年間撮影件数 は 約50. 000件
で逐年的 に 増加の一途 を た ど っ て いる 。
作業内容 は 、 患者外見撮影 ・ 術中撮影 と そ れ
ら の ス ラ イ ド の管理保管 と 、 レ ン トゲ ン フ ィ ル
ム の複 写の 他 に 、 学内全般 に わ た っ て 持 ち 込 ま
れる 多様な プ リ ン ト の 作成が主 で ある が、 写真
に係わる 多種の相談や撮影依頼 も 寄せ ら れ、 セ
ン タ ー 内 だ け で な く 院 内 や 時 に は学 内各所で写
す こ と も ある 。
当 セ ン タ ー は開 学 5 年後の、 昭和55年9 月 1
日 に 整形外科学教授辻 を セ ン タ ー長 に 、 実務担
当者梅谷の 2 名体制で発足 し 、 開 学20周 年 を 迎
え よ う と する 今 日 も 変わ り な い 。
10年前 と の比較で は 、 患者症例撮影 と レ ン ト
ゲ ン フ ィ ル ム複 写件数 は 、 年度別 に若干の変動
が ある も の の 目 立つ た 傾向 は な い。 学術ス ラ イ
ド ・ プ リ ン ト の作成数 に お い て は 、 本学の活発
な研究活動 を 反映 し て 、 10年で 2 倍強 の 、 年間
約35. 000枚 を作成 し て いる 。 当 セ ン タ ー と し て
は 質 の 高 い 学術写真 を で きる だ け早 く 提供 し よ
う と 努力 し て いる が、 実務担当 者 は 1 名 で ある
の で不便 を お か け する こ と を お 許 し願 い た い 。
し か し 、 セ ン タ ー と し て は 学術研究者 は 同時
に 写真技術の修得 を 必要 と す べ き 、 と い う セ ン
タ ー長 の 考 え に 基づ き 、 で きる 限 り 学術写真 に
つ い て の技術的 な指導の面 に お い て も 要請 に 応
え ら れる よ う 努力 し て いる 。
開 設以来医学写真 の分野 に 努力 し て き た 当 セ
ン タ ー で ある が、 現在稼働 中 の 機材の酷使 は 免
れず、 今後増加する で あ ろ う 需 要 に 対処す べ く
設備の充実 を 願 っ て いる 。 (梅谷 公悦)
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薬 剤 部
医 ・ 薬一体 と 東 西両医学の 融合 を 創設 の 理念
に 大学が発足 し て 2 0年 、 病院が開院 し て 15 年 に
な る 。 開学 十周 年記念 誌に 記載 し た 薬剤部 の 数
多 く の 特色が 、 こ の 1 0年で ど の よ う な 変遷 を 遂
げた か述べ て み た い 。
第一の特色 は病院が大学直属 で薬剤部 は 薬学
教育の研修 の場 と し て 位置づ け ら れ 、 職員 は教
官と 技 官と か ら な 仏 教 官は 薬学部 に 所属 し 、
実務 と 教育 ・ 研究 と が両立 し て い る こ と で あ
る 。 こ の 特色 は 現今薬学教育が医療志向 を 強 め
つ つ あ る 時流 を 先取 り す る も の で あ り 、 ど の よ
う な 医療薬学教育 に も 即対応可能で あ る 。
特色 の 第 二は職員全員が医 師と 同 じ 6 年制修
了 者か学位取得者 で 、 全員 が学位取得者 に な る
の に 1 0年 は 要 し な い で あ ろ う と い う こ と で あ っ
た 。 1 0年前 の職員 が現職 に あ れ ば こ の 目 標 は達
成 さ れ て い る が 、 現在技 官の 学位取得者 は I 名
し か 残 っ て い な い 。 全員 が 栄転 さ れ て 、 教授
1 、 助教授 2 、 講 師1 、 薬剤部長 5 、 主 任研究
員 3 名 が誕生 し 、 他 に 開 局者 4 名 、 地方公務員
や 特殊法人 に 転出 さ れた 方 も お り 、 男性は 計24
名 が転 出 さ れ 、 結婚等 で退職 さ れた 女 性15名 を
合わ せ る と 、 こ の 15年間で定員 の 2 倍の 方々 が
薬剤部 を 巣立 っ て 行かれた こ と に な る 。 定年退
官に 伴 う 部長 の 交代時 に は 薬剤音[í の 教職員 の 年
齢構成 は 開院 時 に 近 い 値 で あ る こ と を 薬剤部長
は理想 と し て い る 。
第三 は職員 全員 に 研究 を 義務付 け た こ と で あ
る 。 診療部門 と の 共 同研究 も 成果 を 挙 げ 、 原著
2 00報 、 う ち 英語の論文 1 00報 、 学会発表 は 圏 内
外 を 含 め 3 00回 に 達 し 、 著書 、 総 説等 は80件 に
も な っ て い る 。 こ の研究成果で13名 が学位 を 取
得 し た 。
ま た 教 官の海外出張 に は 常 に 技 官の薬剤 師を
同行 さ せ 、 こ れ ま で に 13名 が外国 出 張 の 経験 を
積 み 、 留学 さ せ た 5 名 の職員 の 内 2 名 は 技 官の
薬剤 師で あ っ た 。
第四 は和漢診療 の 発足 に 伴 っ て 、 漢方方剤 の
薬効解析や エ キ ス 頼粒剤の評価 を 行 う こ と で あ
る 。 漢 方 は 経験の 累積で集大成 さ れた 医療体系
ゆ え 、 薬 に 関 し て は 原典 を 温存 し 、 こ れ を 科学
的 に 解明 し て 行 く こ と を 使命 と し た 。 し か し 二
重盲検 に よ る 臨床試験の成績 は薬効 に 関 し て 否
定 的 な 結果が多 く 、 経験的 あ る い は 定 性的 な薬
理作 用と 、 そ の 定量的評価 と の 聞 に は 、 大 き な
隔た り の あ る こ と が確認 さ れた 。 加 え て 臨床評
価 の 行わ れて い な い エ キ ス 頼粒剤が医療 用医薬
品 と し て 登場 し 、 政治的圧力 で こ れ を 温存 し よ
う と す る 傾向が 見ら れ る が 、 誠 に 遺憾 で あ り 前
途 は 多事多難で あ る 。
第五は 新 し い タ イプの 薬剤 師の 養成 で あ る 。
薬剤 師の 病棟出 向 は 、 開院時 は 海 の か な た ア メ
リ カ で の 出来事で あ っ た 。 そ れが6 00点業務 と
し て 保険で認 め ら れ る よ う に な り 、 薬学教育 も
こ の 方 向 に 沿 っ た 改革が始 ま っ て い る 。 創設時
に 要求 し た 『薬剤 師も 医 師と 同 じ 教 官職』 化が
現実的な も の に 成 り つ つ あ る の は誠 に 喜 ば し い
こ と で あ る 。
特色 に は 挙 げ な か っ た も の に 治験薬 の 管理 と
評価が あ る 。 本院 で は 開院時か ら 治験薬 は厳密
な 管理 と 評価が必 要 な も の と の認識 に 立 っ て 、
全診療科の 了 解 を 得 、 開院時か ら 管理 を 薬剤部
で行 い 、 薬 は す べ て 処方筆 に 基づ い て 患者 に 投
与 さ れ る シ ス テ ム に して 、 こ れ を 管理 し 、 薬剤
師の み か ら な る 治験薬審査組織 を 作 り 実施 し て
来 た 。 G C P 発行後 は こ の組織 の 上 に I R B を
置 き 、 実質的 な機能 は継続 し て い る 。 こ れ も 薬
剤部 の 特色 と 言 い え よ う 。
最後 に こ の 1 0年以 内 に 起 こ っ た 薬剤部 に 関 わ
る 大 き な 変化 に 、 厚生省 の 推進 し て い る 医薬分
業 に 協力 す る 形 で の 院外処方筆 の 発行が あ る 。
本学 の よ う に 薬剤部や薬剤 師の 主体 性が医療 の
中 で認 め ら れて い る 所で は 、 医療 の 本質 を 考慮
す れ ば意味が な い か も し れ な い 。 し か し 、 医療
費 の赤字対策 と 薬剤 師の 病棟活動 に 増員 の 見込
め な い こ と が 、 こ れ を 加速す る 背景 と な り 、 分
業推進の 先駆的役割 を 担 う 目 的で院外処方の 発
行が機関決定 と な っ た 。
今後 は 県 内 外 に 健全 な 分業態勢の整 う こ と が
望 ま れ る 。
看 護 部
昭和54年 の 附属病院開院時 に は看護婦の平均
年齢 は 23歳で あ り 、 名 実 と も に 若 い力 を 結集 し
て の創設で あ っ た 。
今、 開学20周 年 を 一 つ の節 目 と し 、 看護部 の
こ れ ま で の歩 み を振 り 返 っ て み た 。 限 ら れた 紙
面であ り 、 沿革 に 終始 し先輩諸姉 の ご苦労 を 語
れな い こ と を お詫び、 申 し あ げ る 。
と に か く こ こ ま で来 ら れた の は初代坂倉看護
部長 を 始 め 先輩諸姉 の 大変 な 努力 と 歴代 病 院
長、 関連各部 の 方々 の ご指導 あ っ て の こ と と 感
謝の気持 ち で い っ ぱ い で あ る 。 今後 と も た ゆ ま
ず努力 を 続 け 、 更 な る 前進 を誓 う も の で あ る 。
沿革概要 1 (開院準備 よ り 全病棟開棟 ま で)
昭和52年
4 月 1 日 坂倉ナ ミ 看護主幹着任
4 月 18 日 附属病院創設準備室設置
昭和53年
4 月 1 日 出来田 (現在 堀井) 満恵技官
- 吉固定子技官着任
1 1 月 1 日 西 田彰子技官 ・ 江川 ア ツ 子技官
着任
昭和54年
2 月 7 日 附属病院竣工
2 月 16 日 江 口 富子技官着任
3 月 29 日 看護婦宿舎 1 号棟竣工
4 月 1 日 附属病院設置15診療科及び中央
診療施設、 薬剤部、 看護部設置
10月 15 日 附属病院開院
看護部長 坂倉ナ ミ
副看護部長 出来田満恵
看護婦長 江川 ・ 桂木 ・ 高木 ・ 西 田 ・
森 山
副看護婦長 江 口 ・ 佐藤 ・ 吉田
病床数 339床 看護婦定員 155名
昭和55年
4 月 東病棟及び看護婦宿舎 2 号棟竣工
8 月 東 2 ・ 3 ・ 4 病棟開棟 (132床)
昭和56年
5 月 東 5 ・ 6 ・ 7 病棟開棟 (151床)
病床数計 622床 看護婦定員 297名
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沿革概要 II ( 開学10周年以降)
昭和63年
3 月 附属病院中央診療棟増設
坂倉ナ ミ 看護部長退官
4 月 出来田 満恵看護部長就任
平成元年
4 月 週42時間勤務開始
10月 附属病院開院10周 年記念式典
平成 2 年
4 月 救急部 に D 5 勤務導入
平成 3 年
3 月 近畿 ・ 中部地区看護部長会議開催
4 月 4 週 8 休 テ ス ト 開始
婦長昇任 3 名 副婦長昇任14名
5 月 「看護の 日 」 制定 県 の 記念行事 に
「 ビ デ オ の部」 寺垣士長入選
10月 副婦長昇任10名
平成 4 年
4 月 副婦長昇任 4 名
5 月 「看護の 日 」 県行事 「 ふ れ あ い
ト ー ク 」 本院 よ り 荒井順子出席
11月 初代看護部長 坂倉ナ ミ 叙勲
平成 5 年
4 月 婦長 1 名昇任
副婦長10名昇任
5 月 「看護 の 日 」 本院行事 「 マ マ ・ パパ
の職場参観」 他西武 デパー ト 等
平成 6 年
3 月 堀井満恵看護部長看護学科へ転任
4 月 西田彰子看護部長就任
5 月 「看護 の 日 」 院内作品展他西武
10月 看護学科基礎看護実習 開始
平成 7 年
2 月 阪神大震災救護第 1 班 ( 3 月 に 第 2
班)
看護婦定員 313名
看護婦長20名 副看護婦長46名
研究 ・ 学会発表等 は 、 「看護研究業績集第 1
号」 に 記載 の た め省略
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第 6 節 学 内共同教育研究施設
動物実験セ ン タ ー
( 1 ) 管理運営、 業務の 変遷 と 現状
動物実験セ ン タ ー は 実験医学 を 支 え る 重要 な
機関 と し て そ の 役割 を 果た し て き た 。 バ イオ サ
イエ ン ス の 飛 躍 的 発 展 に よ り 、 動 物 実験 へ の
ニ ー ズ が高度化す る と と も に 極 め て 多様化 し て
き た こ と や 、 動物実験の安全 性の 確保、 研究者
の 生命倫理への配慮が強 く 求 め ら れ る よ う に な
り 、 集 中管理型 の 動物実験施設 と し て 昭和国年
に 省 令化 さ れた 。 科学的、 倫理的観点 か ら 適正
な 動物実験 を 遂行す る た め に 動物実験施設が基
本 的 に 担 っ て い る 機 能 に は 、 研究、 教育、 管
理 ・ 運営 の 三 つ の柱が あ る 。 第 四 の柱 と し て 、
「干士会的活動」 の機能が要求 さ れ て い る 。 動物
実験施設 は 大学 に お け る 研究遂行の重要な部分
を 担 っ て お り 、 従 っ て 、 マ ス コ ミ 等 に よ る 取
材、 市民へ の 啓蒙 ・ 教育活動等 は 機 関 の ー構成
施設 と し て そ の 責 の 一部 も 負 っ て い る 。 ま た 、
自 治体か ら 譲渡 さ れ る 実験 用動物確保 の た め 、
行政 と の 折 衝や動物実験 に 反対 す る グ ル ー プの
働 き か け に も 的確 に 対応 し て い る 。
当 セ ン タ ー ( 国立大学動物実験施設協議会 メ
ンパー の C ラ ン ク (3， OOOm') ) の利 用状況 は 、
本学の研究活動 を 反映 し 、 年間入館者数30， 000
人で あ り 、 利 用申 込 み数、 動物飼育数、 施設 を
利 用し た 研究発表 は 、 B ラ ン ク (4， 000m2) と
同 等 で あ る 。
サ ー ビ ス 業務 と し て 、 各種利 用申 込み受付、
実験動 物 の 管理、 ケ ー ジ 等 の 洗 浄 ・ 消 毒 ・ 滅
菌、 各室 の 管理 ・ 監督、 飼料及 びチ ッ プの購入
・ 保管、 動物 の検収及び検疫、 実験後 の 死体の
保管 ・ 処理 を 行 っ て い る 。 ま た 、 セ ン タ ー の 専
任教 官は 、 薬学部、 医 学 部 学 生 に 「 実 験 動 物
学」 の講義 を 担 当 し て い る 。
研究体制 は 、 専 任助教授 と 学 内配置 に よ る 教
務職員 が 中 心 と な っ て 行 っ て い る 。 動物実験施
設 の 管理運営 の 基本 で あ る 実験動物学 (実験動
物 の 開発か ら 飼育管理、 施設の 温度、 空調 ま で
極 め て 広い 範囲 に わ た る 学際的学問) の 一部 に
つ い て 研 究 を 行 っ て い る 。 実験動物 の 感 染 病
(微生物 モニ タ リ ン グ) や 、 疾患 モデル ( エ イ
ズ 動物 モデノレ) の 開発 に つ い て研究 し て い る 。
(2 )  沿革 に つ い て
昭和53年 3 月 実験動物施設竣 工 (891m2) 、 1 0
月 運営委員会設置。 昭和54年 1 月 施設長 に 小西
健一 ( 医 ・ 細 ・ 免) 選 任。 昭和56年 4 月 1 日 動
物 実 験 セ ン タ ー 設置 (文部省 よ り 認可) 、 9 月
運営委員会設置、 1 1 月 初代 セ ン タ ー長 に 川 崎匡
( 医 ・ 生理 1 ) 就 任。 昭和57年 3 月 東候英昭助
教授就 任、 第 2 期建物 (926m2) 竣 工。 昭和60
年 3 月 第 3 期建物 ( 1 ， 2 2 0m2) 竣工。 6 月 セ ン
タ ー竣工式挙行。 昭和63年1 0月 動物実験委員会
規程制定、 本学動物実験指針制定、 1 1 月 動物実
験 委 員 会 設置。 平成 3 年 1 0月 山 本博助教授就
任、 1 1 月 セ ン タ ー 1 0周 年記念行事。
動物実験施設 は 共同利 用施設で あ り 、 医学、
薬学、 生物学、 生命工学 な ど多種多様な研究 に
対応 し な け れ ば な ら な い 。 施設設置 当 時、 空調
設備、 動物の飼育設備、 洗浄滅菌設備、 手術室
な ど、 基礎的整備 は な さ れた 。 そ の後、 文字通
り 実験セ ン タ ー へ脱皮 す べ く 実験設備 の充実 を
行 っ て き た 。 今後、 学 聞 の 進展 な ら び に 適正 な
動物飼育 へ の配慮、 の 問 題 か ら 、 新 た に 必 要 に
な っ た 設備類 ( ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 動物の作 成
・ 維持 管 理 室 、 臓器移植実験室、 専 用麻酔装
置、 安楽死装置、 共 同 臨床検査室、 教育研修
室、 学術情報処理 ネ ッ ト ワ ー ク 機器) の 補充も
必要 と な っ て い る 。
(3)  そ の 他
例年の行事 と し て は 、 1 0月 に 実験動物慰霊祭
が行わ れ る 。
ま た 、 セ ン タ ー で は 、 セ ン タ ー職員 同士の親
睦 を 深 め る た め に 年 l 回以上の親睦会 を 企画 し
て い る 。 夏 の 暑 気払 い や 秋 の 慰安 旅行、 そ し
て 、 冬 の 忘年会 は 毎年の恒 例で あ る 。 セ ン タ ー
長 の 交替時や、 セ ン タ ー職員 の 異動時 に 歓送迎
会が行わ れ る 。
実験実習機器セ ン タ ー
昭和54 年 6 月 、 現 在 の 「実験実習機器 セ ン
タ ー」 の 前身 で あ る 「共同利用研究施設」 が発
足 し た 。 こ の 施設 の 整備 と 運営 に あ た っ た の
は、 同運営委員会で あ っ た 。 5 年後の59年 4 月
に 現在の名称で あ る 「実験実習機器セ ン タ ー」
と 改名 さ れ省令施設 と し て 再 出 発 し た 。 こ の
時、 助教授定員 と 運営費が割 り 当 て ら れ現在の
セ ン タ ー の 運営体制 が ほ ぼ確立 さ れ た 。 セ ン
タ ー の職員構成 は 、 セ ン タ ー 長 (併任) 、 教員
( 1 名) 、 技官 ( 5 名) であ り 、 主 に施設備品 の
管理区分 に 従 っ て 12部門 (超遠心機、 形態系、
構造分析、 物性分析、 ア ミ ノ 酸分析、 工作機
器、 X 線装置、 コ ン ビ ュ ー タ 一 、 液体窒素、
GC - MS、 LC - MS、 分 光 分 析) に 分 け ら れ
た 。 運営委員会 は セ ン タ ー の 予算、 運営の 重要
事項 を 決定 し 、 専門部会の幹事 と 教職員 が協力
し て 日 常 の 運営 を 担 当 す る こ と と な っ た 。 以
後、 今 日 に 至 る ま で施設設備の 拡張 ・ 充実が図
ら れて き た 。
昭和54年 3 月 に は共同利用研究棟の 1 、 2 階
部分 を あ て て 開設 さ れた が、 翌日年 に は和漢薬
研究棟の 1 階部分 ( 2 ス パ ン ) が新 し く 加 え ら
れた 。 さ ら に 、 平成元年 3 月 に は 医学部 と 薬学
部の研究棟 の 聞 に 実験実習機器棟の新館が完成
し 、 機器設備及 び教職員 の研究環境が整備 ・ 充
実 さ れ た 。
昭和56年に 『共同利用研究施設利用案内』 が
初 め て 作成 さ れ配布 さ れ た 。 昭和60年 (実験実
習機器セ ン タ ー と な っ た 翌年) に は セ ン タ ー版
の利用 案 内 を 発行 し た 。 平成 2 年 (実験実習機
器棟完 成 の 翌年) に は こ れ の 改訂版 を 発行 し
た 。 ま た 、 昭和62年か ら は学内共同利用 3 施設
共編の 『共同利用施設d情報』 を 発行 し て い る 。
こ れ ら に加 え て 平成 4 年か ら は 『機器セ ン タ ー
ニ ュ ー ス 』 も 発行 し て利用 し や す い セ ン タ ー づ
く り を 目 指 し て い る 。
共同研究施設の 出発当初 に 富 山 県協力会寄付
金 に よ り 購入 さ れた機器 の 多 く が平成 5 年度 に
更新 さ れ た が、 そ の 主 な も の は 分離 用 超 遠 心
機、 分析用超遠心機、 蛍光分光光度計、 元素分
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析装置等で あ っ た 。 さ ら に 主要機器 と し て 自 動
細胞分散分析装置、 単結晶 自 動 X 線構造解析装
置、 遺伝子情報解析 シ ス テ ム 用機器 の 20 品 目 程
度が新た に 設置 さ れ た 。 当初12 に 分 け ら れて い
た 当 セ ン タ ー の諸部門 も 機器の新設等 に 伴 っ て
ア ミ ノ 酸分析部 門 の 廃止お よ び細胞分析部門 と
コ ン ビ ュ ー タ ー ・ ラ ボ の新設 を行い 、 さ ら に遺
伝子情報解析 シ ス テ ム の機器 の 導入 を機 に 生化
学系 を新設 し 、 超遠心機部門の生化学系 へ の 吸
収、 CG-MS と LC-MS の 特殊MSへ の 統合 な ど
の 改変 を 経 て 今 日 に 至 っ て い る 。
実験実習機器セ ン タ ー長会議 は セ ン タ ー業務
の質的向上 を 図 る た め 、 新設医科大学 と 大学医
学部 に よ り 年 1 回 の持 ち 回 り に よ り 開催 さ れて
お り 、 セ ン タ ー長、 専任教官 な ら び に 技官が参
加 し て い る 。 第 8 回 セ ン タ ー長会議 は 平成 2 年
10月 19 日 に 本大学が 当 番校 と し て 主催 し (平賀
紘 一 セ ン タ ー 長) 、 1 2 大 学 か ら 21 名 が 参加 し
た 。 会議の 成果 と し て は 、 特 に 機器セ ン タ ー の
円滑な運営及び技官 の質的向上 を 図 る た め 、
(1) 実験実習機器セ ン タ ー技術職員 の待遇改
善 に つ い て 、 及び
(2) 実験実習機器セ ン タ ー技術職員 の研修旅
費 の 予算設置 に つ い て
の 要望 書 を 文部省 に 提 出 し た こ と が挙 げ ら れ
る 。
平成 4 年 に 富 山 医科薬科大学で行 わ れ た 点検
・ 評価の な か で、 全学的委員会が行 っ た 管理運
営 に 関す る 自 己点検 ・ 評価 に お い て 実験実習機
器セ ン タ ー運営委員会の も の が 『大学改革への
序章』 に 掲載 さ れ て い る 。 こ れ よ り 、 点検 し て
改善が望 ま れ る 主 な項 目 は 予算要求 と 人員配置
の 2 項 目 で あ る と さ れ、 今後の 改善 の 重点 と す
る こ と が確認 さ れた 。
平成 5 年 に は 利 用 者 の 希望 に よ り カ ー ド ・
ロ ッ ク シ ス テ ム が新 し く 導入 さ れ た 。
今後 も 上 に 挙 げ た 点検 ・ 改善点等 に 留意 し つ
つ よ り 良 い機器セ ン タ ー を 目 指 し て い る 。
198 第 3 章 講座等の沿革
遺伝子実験施設
こ の た び 、 平成 7 年度 の概算要求事項で あ っ
た 遺伝子実験施設の設置が承認 さ れ た 。 先発大
学での経過 を 考慮す る と 、 特 に 条 件が 変わ ら な
け れ ば 、 本学 に お い て も 、 約1 ， 5 00m2 の 規模 の
施設が 2 � 3 年内 に 完成す る と 思わ れ る 。
い わ ゆ る 分子生物学的研究方法が現在 、 医学
や薬学 な ど 少 な く と も 生物 を研究対象 と す る 領
域で既 に 不 可欠 に な っ て お り 、 将来 も 恐 ら く 一
層 高 い 水準 の 方法が開発応 用さ れ る と 予想 さ れ
る 。 ま た 、 こ の領域での研究 に は 指定 さ れた レ
ベル の研究環境 を 持 つ 施設の使 用が義務づ け ら
れて い る 。 そ こ で 、 医学部小林正教授 を 委員 長
と し 、 遺伝子実験施設設置準備委員会が山崎学
長 の 諮 問 機 関 と し て 設 け ら れ 、 そ の 活 動 の 結
果 、 本施設が要求 さ れた 。
幸 い に し て 、 要求後 2 年で設置が承認 さ れた
こ と は 大 変幸運だ っ た が 、 こ れ は 、 各委員 の協
力 、 RI 実験施設 を 中 心 と し た 生命科学教育研
究 セ ン タ ー構想 に 基づ く 概算要 求 の 歴史、 こ れ
ら の 要求実現 に 向 け て の 学長 、 副学長 、 当 時 の
押 田 事務 局長 を は じ め と し た 事務部 局の 努力 な
ど 多 く の 要 因が あ る 。 ま さ に 、 小 さ い 地方大学
が新設医科大 と い う 特色 を 生か し て 一致団結 し
て 獲得 し た 施設 と い え る 。 偶然 、 2 0周 年 を 迎 え
る 時期 に こ の様な施設の設置が決 ま っ た が 、 こ
れ は 、 本学が 着実 に 成長 し て い る こ と を 示す一
例で 、 大 変喜 ば し い こ と で あ る 。
こ の施設の設計の確定 ま で に は ま だ十分考慮、
す べ き 部分は あ る が 、 他大学 の 既設施設 の 構 造
研究か ら 始 め 、 施設の 原形 を 設計 し た 白 木公康
教授 を 中心 に 活動 し た 建築専門委員 会 の 努力 に
感謝す る 。 ま た 、 こ の施設 に は 、 助教授 ポス ト
が配分さ れ た 。 本学での分子生物学研究 の発展
の た め に 必要 な 人材が登 用さ れ る こ と 、 ま た 、
こ の 専 任教 官を 中心 と し て 学 内 外へ の 指 導 、 協
力体制が整備 さ れ 、 施設が設置 目 的通 り に 運営
さ れ る よ う 初代施設長 と し て 努力 す る 積 も り で
あ る 。 学内諸氏 の ご協力 を 再度 お願 い し た い 。
(平賀 紘一)
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第 7 節 共同利用施設
放射性同位元素実験施設
1895 年 に W. Röntgen が エ ッ ク ス 線 を 発見
し 、 さ ら に 1896 年 に A. Bequerel が放射能 を
発見 し て お よ そ 100年、 医学 ・ 薬 学 の 分野 に お
け る 放射性 同位元素 (以下 'RIJ と い う ) の
利用 は 急速 に 発展 し 、 今や こ の 分野 に お い て は
必要不可欠 な も の と な っ て い る 。 本施設 は 、 本
学 で研究用 に RI を使用 で き る 唯一 の 学 内 共 同
利用施設で あ る 。 施設の運営 は 放射性同位元素
実験施設運営委員会 (以下 「運営委員会」 と い
う ) で審議 さ れ、 本田 昂施設長の も と 技官 2
名 が管理運営 に あ た っ て い る 。
施設の 開設 に 際 し て は 、 開学当初本施設の 必
要性 を認識 さ れ、 計画の ご配慮 を い た だ い た 本
学設立準備委員 会 な ら び に 文部省、 富 山 県 、 本
学 の 関係者各位 の ご尽力 に よ る と こ ろ が大 き
い 。 昭和52年11 月 1 日 に運営委員会が発足 し 、
昭和53年 3 月 に は放射性同位元素実験施設第 I
期工事893ぱが竣工 し た 。 同 年 5 月 29 日 付で科
学技術庁 よ り RI の 使 用 が承認 さ れ、 本 田教授
が放射線取扱主任者 な ら びに施設長 に 選任 さ れ
た 。 同年10月 2 日 施設利用手続等説明会が実施
さ れ施設の利用が始 ま っ た 。 こ の時の利用講座
数 は 医学部 9 講座、 薬学部 1 講座で あ っ た 。
昭和54年 4 月 に は薬学部が、 翌年 に は和漢薬
研究所が五福 よ り 移転 し た 。 利 用 者数 は 年 を
追 っ て 増加 し 昭和58年 3 月 に は 第 11 期工事372
ぱが竣工 し 、 RI を 使用 す る 教育研究活動 は い
よ い よ 盛 ん に な っ た 。 さ ら に 平成 3 年 3 月 に は
入退室管理 シ ス テ ム が導入 さ れ、 年末年始 と 年
数回の休館 日 を 除 い て 24時間施設の利用 が可能
と な っ た 。 そ し て 平成 6 年度 の 利用講座等数 は
45 に 上 っ て お り 、 研究業績 も 年々 増加 し て い
る 。
本施設 で の RI の 利 用 形態 は 主 に 標識化合物
の ト レ ー サ 利 用 で あ る が、 開 設 当 初 は 薬物代
謝、 酵素反応、 ラ ジ オ イ ム ノ ア ッ セ イ 等 が 多
く 、 使用核種 も 3H、 14C、 1251 が 中 心 で、 遺伝子
レ ベ ル で の 利 用 は 一部 で行わ れ て い た だ け で
あ っ た 。 そ れが、 標識化合物や そ れ を利用 す る
た め の 実験器材の 供給態勢の発展 と 相 ま っ て 、
今 は 32P、 35S等 を 用 い る 遺伝子解析が基礎、 臨
床 を 問 わ ず一般的 な 技法 と な っ て い る 。
こ の よ う に RI は 本学 に お い て も 広 く 利 用 さ
れ て い る が、 RI を 利 用 す る た め に は 、 実 は 利
用 者 自 身 の 十分 な 基礎的 な知識 と 安全管理が前
提 と な る 。 RI に つ い て は 、 昭和32 年 に 制定 さ
れた 放射線障害防止法 に よ っ て 厳 し く そ の使用
が制限 さ れて お り 、 富 山 医科薬科大学放射線障
害予防規程 に 本学 に お け る 放射線障害 の 防止 に
関 し 必要 な 事項が具体的 に 定 め ら れて い る 。 本
施設の 主 な 業務 は 、 ① そ れ ら の基準 に 適合 し た
実験場所の提供 と 放射線関連設備の共同利用 な
ら び に そ れ ら の維持、 ②利用者及び施設内外の
放射線安全管理、 ③利用 者 に対す る 教育訓練、
④学部生 に対す る 学生実習 (医学部 4 年次、 薬
学部 3 年次) で あ る 。
運営委員会 と 並 び、 本施設 に 関連す る 委員会
に 放射性同位元素等管理委員会 (以下 「管理委
員会」 と い う ) が あ る 。 管理委員会 は本学全体
の放射線安全管理 に 関 し て 指導、 助言 を行 う た
め の委員会で、 昭和53年 6 月 に発足以来本施設
の 放射線安全管理 に 指 導 的役割 を 果 た し て い
る 。 平成 6 年 6 月 ま で狐塚 寛薬学部教授 (現
名誉教授) が委員長 を 務 め ら れ、 そ の 間二度 に
わ た る 大幅 な 法令改正 に 伴 う 管理体制 の確立 に
努 め た 。 ま た 泣 く 子 も 黙 る と い わ れ る 科学技術
庁 の立入検査で も 適正な放射線安全管理で、 概
ね良好の講評 を 得 て い る 。 平成 6 年 6 月 よ り 平
賀紘一医学部教授が委員長 に 選任 さ れて い る 。
運営委員会 と 管理委員会 は本施設 に と っ て 車
の 両輪で あ り 、 こ れ ま で重大 な事故 も な く 運営
し て 来 ら れた の も 、 両委員会の委員 を は じ め施
設利用者 な ら び に 関係部局各位の ご協力 に よ る
も の と 深 く 感謝す る 。
本学開学20年の 節 目 に あ た り 、 本施設の一層
の充実 と 発展 を 祈念す る も の で あ る 。
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第 8 節 保健管理セ ン タ ー
保健管理セ ン タ ー
保健管理セ ン タ ー は 、 学生お よ び教職員 の 心
身 の健康 の保持増進 を 図 る こ と を 目 的 と し て 設
置 さ れた 。 し た が っ て 、 身体的 な 異常 や 、 精神
的 な 不 安 、 悩 み に対す る 指導 、 助言 は も ち ろ ん
の こ と 、 健鹿 と 思 わ れ る 人 の 健康 状 態 を 維持
し 、 さ ら に 増進す る こ と も 重要 な 業務 と し て い
る 。 こ れ ら の 目 的達成 の た め に 、 常 に 最新 の 設
備で時代 の ニ ー ズ に 沿 っ た健康管理がで き る よ
う に 図 っ て き た 。
保健管理セ ン タ ー の職員 は 、 初代 の加須屋所
長が昭和58年 8 月 に 着任の後 、 昭和62年 8 月 か
ら は 矢野所長 、 平成 3 年 4 月 か ら は 窪 田 所長 、
平成 5 年 4 月 か ら は 小林所長が就 任し て い る 。
所長 は 併 任な が ら 、 そ れ ぞ れ の 理想 を 掲 げ 、 体
制 の 確立や設備 の充実等 に 尽力 さ れ 、 今 日 の保
健管理 セ ン タ ー が築 か れ て き た 。 専 任は講 師1
名 、 看護婦 I 名 で あ り 、 講 師は 昭和58年 1 0月 に
斎藤が選 任さ れ 、 昭和63年 7 月 か ら は 山 下が 着
任し 、 今 日 に至っ て い る 。 こ れ ら 講 師は い ずれ
も 内 科 医 で あ り 、 斎 藤 は 消 化 器 専 門 で あ っ た
が 、 心身症 、 神経症 を も 専門 と し て お り 、 特 に
体制が充分整わ な い 時期 に は 、 他 に 代 わ る 者が
な い 人材 で あ っ た 。 山 下は 呼 吸器 が 専 門 で あ
り 、 最 も 相 談 件数 の 多 い上気道 炎に 適 切に 対処
で き る 他 、 免疫 ・ ア レル ギ ー を も 専門 と す る た
め 、 近 年 非 常 に 増加 し て き て い る 各種 ア レル
ギ ←疾患の 相 談 に 応 じ て い る 。 看護婦 は 、 昭和
58年 に 山 田 が 着任、 昭和62年 4 月 か ら 吉田 、 平
成 3 年 4 月 か ら は 家城が担当 し て い る 。 こ れ ら
看護婦 は い ずれ も 優秀 な 人材が選 ばれて お り 、
種々 の 疾 患 の 相 談の他 、 友人関係 、 恋愛問題 、
学業 、 家庭の 問題等 に も 時間 を か け て 対応 し て
お り 、 学生の身近な 相 談 相 手 と し て 最 も 重要 な
存在 と な っ て き た 。 非常勤の看護婦 は 、 こ れ ま
で柏 樹、 中道 、 門 口、 そ し て 現在桑守が勤務 し
て お り 、 そ れ ぞ れ き ち ん と サ ポー ト し て も ら っ
て い る 。 さ ら に 、 附属病院 と 連携 し 専門 的業務
を 行 う 体制 を と っ て お り 、 精神神経科 、 整形 外
科 、 産婦人科 、 眼科 、 耳鼻咽喉科 、 歯科 口腔外
科 の 各科か ら 学校 医 を お願 い し て い る 。 ま た 、
心理 相 談の カ ウ ン セ ラ ー と し て 、 心理学 の桜井
助教授 に は 本学赴任以来協力 い た だ い て い る 。
そ の他 、 学業上 の 諸問題 に つ い て の 相 談 は 、 医
学部 、 薬学部 の 教授 に も 相 談員 と し て お願 い し
て い る 。 さ ら に 、 学生課厚生係 の 協力 が あ っ て
業務 は 成 り 立 っ て い る 。
保健管理セ ン タ ー の利 用状況 は 、 学生 に つ い
て は 、 1 0年前 の 3， 000件台 か ら 最近 は 4， 000件台
に 増加 し て き て お り 、 教職員 の 利 用も 6 00 件前
後か ら 現在 は 倍増 し て い る 。 そ の う ち 内科的疾
患 の 指導 、 応急処置が最 も 多 い が 、 件数 は そ れ
ほ ど多 く な く て も 、 心理 相 談 を 含 む面接 相 談 は
重視 し て い る 。 定期健康診断 も 重要 な 業務であ
り 、 受診率 を 高 め る こ と が必 要 で あ る が 、 一時
低 下傾向 が み ら れ た 受診率 も 増加 し て き た 。
そ の 他 、 健康教育 、 メ ン タ ルヘ ル ス に 関す る
活動 は 、 講義 、 エ イズ講演会 の 開催や 、 パ ン フ
レツ ト の配布、 自 律訓練法講習会 、 北陸地区国
立 5 大学合同健康増進合宿 セ ミ ナ ー な ど を 通 し
て f子 っ て い る 。
研究活動 に つ い て は 、 全国大学保健管理研究
集会 お よ び地方部会研究集会 での発表 の 他 、 そ
れ ぞ れ の 内科専門分野での 学会活動 を 続 け て き
た 。 最 近 で は 、 AMERIC A N THOR ACIC 
SOCIETY INTERN ATION AL CONFERE­
NCE で の 発表 や 、 Third Internati ona l  C on 
gress on Essentia l Fatty Acids and Eic o­
san oids に お け る 招待講演 、 胸部疾 患学会総会
での発表な ど を 続 け て お り 、 ま た 著書 、 総説 、
症 例報告が あ る 他 、 原著論文 は 欧米 誌を 中 心 に
発表 し て き た 。 現在の研究 テ ー マ は 、 ぴ ま ん性
肺疾患 の 病態解明 お よ び治療 に 関す る 研究 と 学
生お よ び教職員 の 健康管理 シ ス テ ム 作 り に 関す
る 研究 と な っ て い る 。
今後 も 益々 信頼 さ れ る 保健管理セ ン タ ー を 目
標 に し て 努力 し て 行 き た い 。
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第 1 節
関連教育病院
-21世紀 の 医療 に 期待 さ れ る こ と 一
富 山県立中央病院長 舘野 政也
20世紀の後半 の 科学技術の発達 に は 目 覚 ま し
い も の が あ っ た 。 軍事 目 的 に 利 用 さ れて い た 核
が平和 的 に 利用 さ れ る よ う に な り 、 コ ン ビ ュ ー
タ ー の 普 及 に よ る パ ソ コ ン や F A X 通信 イ ン
タ ー ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 情報過多 の 到来、 さ ら
に 医療の領域 で は 、 遺伝子操作、 遺伝子治療 な
どが行 え る よ う に な っ た 。 こ れ ら は 、 人聞の生
活 に と っ て む し ろ ハ ー ド コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の
進歩で あ っ た 。 し か し こ の 間 に 、 人間 の 内 的 な
部分 を 置 き ざ り に し て は い な か っ た だ ろ う か。
た と え ば、 医師 と 患者が直接対面せ ず、 ブ ラ ウ
ン管 を 通 し て 在宅で診療 し 、 種々 の オ ー ダー の
み で機械的 に 医療が実施 さ れ る と な る と 、 医師
と 患者 は 肌で感 じ 合 う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン がで
き な く な る 。 こ れで は 、 医療 に お い て 最 も 大切
な イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト ど こ ろ か、 患者の
心 を 見つ め 、 心の通い合 う 優 し い信頼関係 の上
に成 り 立つ 医療がで き な く な る 。
20世紀の科学の進歩 は人類 に 大 き な 恩恵 を も
た ら し た 反面、 科学 ばか り に頼 り す ぎ る と 、 上
述の よ う な 医師 と 患者 と の人間関係、 ソ フ ト コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が稀薄化 し て し ま う 。 21世紀
は、 医療 の 原点 を 求 め 、 医療者 と 患者 と の触れ
合い を 大切 に す る 、 よ り 良い人間関係 の構築が
さ ら に 望 ま れ る 時代 に な っ て 欲 し い も の で あ
る 。 21世紀の 医療 に 求 め ら れ る も の は 、 20世紀
の科学の発展 に 支 え ら れつ つ 、 医師 と 患者 と の
人間関係 を よ り 良 く す る こ と に 努 め る 、 ま さ に
ソ フ ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を築 く こ と で あ ろ う
し 、 そ う な っ て欲 し い と 願 う も の で あ る 。
関 連 団 体
第 1 節 関 連 団 体 却3
し ら ゆ り 会
「 し ら ゆ り 会」 は 北 陸地方 に お け る 献体登録
者 の 団体であ る 。 献体 と は 「本人の意志 に よ り
死後 そ の 遺体 を 研究 用 に 無償で提供 す る こ と
(広辞苑) J で あ る 。 自 ら の 遺体 を 提供 す る こ
と に よ り 、 医学教育 に 役立 ち 、 間接 的 な が ら 医
学 ・ 医療の 発展 に 係 わ っ て 人類 の 未来 に 貢献 し
よ う と す る こ と で あ る 。
日 本 に お け る 献体お よ び、献体運動の 変遷 に つ
い て は 富 山 医科薬科大学 『 開学十周年記念誌』
に 中 井精一氏 が詳 し く 記 さ れ て い る 。 こ こ で
は 、 そ の 概 要 を 述 べ る に と ど め る 。 明 治 2 年
(1869年) 8 月 、 34歳 で死亡 し た ミ キ 女 が遺言
に よ り 献体 し 、 医学校 (後の東京大学医学部)
で遺体解剖が行わ れ た 。 こ れが、 日 本 に お け る
献体第 1 号 と 言わ れて い る 。 戦後間 も な く 倉屋
利助氏 お よ び同氏 の 紹介 3 名 の 「死体寄付の 申
し込み」 を 藤田恒太郎東京大学解剖学教授が受
け入れ ら れた 。 長男倉屋利一氏 は 父 の 悲願 を 受
け継 ぎ、 献体 を希望す る 人々 の 団体 「 白 菊会」
を藤田恒太郎教授 を会長 と し て 発足 さ せ た 。 こ
れが 日 本献体運動 の 始 ま り で あ る 。
倉屋利一氏 と 中井精一氏 と の 出会い は 、 中井
精一氏 と 山 田致知金沢大学解剖学教授 と の 出会
い に 発展 し た 。 こ の 出会い が金沢大学 に献体登
録者 の会 「 し ら ゆ り 会」 の創立 を も た ら し た の
で あ る 。 石川 、 富 山 、 福井の三県人 を対象 と し
て い た が、 富 山 医科薬科大学、 福井医科大学の
設立 に 伴い 、 そ れ ぞれの 「 し ら ゆ り 会支部」 を
創 り 活動 し て い る 。
昭和46年 3 月 に は 、 献体登録者 「 団 体」 に
「大学」 を 加 え た 全 国組織 「篤志解剖全 国連合
会」 が創 ら れた 。 や が て 、 連合会 を 中心 に 、 日
本解剖学会、 日 本学術会議、 献体推進議員連盟
な ど の協力 に よ り 進 め ら れた 運動が 「 医学及び
歯学教育 の た め の 献体 に 関 す る 法律」 の 成 立
(昭和58年 5 月 ) と し て 結実 し た 。 こ の 立法化
推進過程で献体者 に対 し て 文部大臣 の感謝状が
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贈呈 さ れ る こ と と な っ た 。 こ こ に お い て 初 め て
「 献体」 が市民権 を 得た と 言 え る 。
「 し ら ゆ り 会」 創設以 来 、 総会 は 金沢で 開催
さ れて い た が 、 平成 5 年か ら 各支部持 ち 回 り で
担 当 す る こ と と な り 、 「第 24 回 し ら ゆ り 会 総
会J (平成 4 年) は 「 し ら ゆ り 会福 井 医科大学
支部」 、 第25 回総会 (平成 5 年) は 「 し ら ゆ り
会富 山 医 科薬科大学支部」 、 第26 回 総会 (平成
6 年) は 「 し ら ゆ り 会金沢大学支部」 が そ れ ぞ
れ担 当 し て 開催 さ れ た 。 各 支部 と も 十 分発展
し 、 会 員 数 も 増加 し 、 独 自 に 活 動 す る 基 盤 が
整 っ た た め 、 第28回総会 (平成 8 年富 山 で開催
予定) を 最後 に 、 各支部が 完全 に 独立 し て 活動
す る こ と に な っ て い る 。
「 し ら ゆ り 会富 山 医科薬科大学支部」 で は 、
中 井精一会長 、 佐々 "'f: 支部長 は じ め 理事 を 中心
に 理事会 、 支部総会 、 地 区懇談会 、 法要 、 富 山
医科薬科大学教職員 ・ 学生 と の 懇談会 な ど活発
な 活 動 が 展 開 さ れ 、 生存会員 は 1， 000名 を 超え
て い る (平成 7 年 6 月 現在で1， 039名 ) 。 ま た 、
こ こ 1 0年間 (昭和60年 4 月 か ら 平成 6 年 3 月 ま
で) に 富 山 医科薬科大学 に 献体 し た 会 員 数 は
430名 に 及 ん で い る 。
「 し ら ゆ り 会」 の 発足 、 篤志解剖 全 国連合会
結成 の提唱 、 献体 に 関す る 法律制定 を は じ め 日
本 献体運動 の 先頭 に 立た れた 山 田 致知先生 は 、
平成 6 年 に 他界 さ れた 。 「 し ら ゆ り 会」 創立 の
当初か ら 、 と も に 献体運動 に 精力 的 に 携 わ っ て
こ ら れた 中 井精一氏 の 追悼文 を こ こ に 掲載 し 、
山 田 致知先生の ご冥福 を お祈 り す る と と も に 、
「 し ら ゆ り 会」 を 一層発展 さ せ る こ と を 誓 い た
(大谷 修)
山 田致知先生
中井 精一
山 田致知 ( む ね さ と ) 先生
あ な た は 「 し ら ゆ り 会」 発足 の 当初か ら 北陸
地方 を 中心 と す る 献体運動 の 先頭 に 立た れ ま し
た 。
こ の 問 、 篤志解剖全国連合会結成 の提唱者 ・
指導者 と し て 、 献体 に 関す る 法律制定 の 困難 な
道 の 先頭 を 歩か れ ま し た が 、 あ な た の す べ て の
努力 の 結果 は 「第25回 し ら ゆ り 会総会J (富 山、
1993年) に 結実 し 、 あ な た を 知 る す べ て の人の
温 か い祝福 を 受 け ら れ ま し た 。
1994年の あ な た の 言卜報 は 、 私 ら を 深 く 悲 し ま
せ 、 あ な た を直接知 ら な い 「 し ら ゆ り 会」 一般
会員 も 涙 し て お り ま し た 。
日 本 献体運動 の 最高 の 指 導 者 、 「患 者 の 人権
尊重」 の無言 の提唱者 、 推進者。
私 ら は 、 先生 を 忘 れ な い !
医学部後援会
医学部後援会長 松下 勝八
開学二十周 年記念 誌の 発刊 を 心 か ら お慶び、申
し 上 げ ま す 。
本後援会 は 平 成 2 年 7 月 に 発足 い た し ま し
た 。 設立 の 契機 は 、 本学が平成 3 年度 に 行わ れ
る 西日 本 医科学 生総合体育大会 の 主 管校 と な
る 、 と い う こ と に あ り ま し た 。 こ の 大会 は 医学
生 に と っ て は大 変有意義 な会 と い う こ と で 、 本
学か ら も 永年多 数参加 し て い ま し た 。 参加各大
学 は そ れ ぞ れ分担金 を 支払 っ て 参加 し て い ま す
が 、 主管校 と も な れ ば 、 分担金で カ バ ー し き れ
な い 支 出 の 負担が あ る と い う こ と 、 並 び に 本学
は 国立 で あ る た め 課外活動 に 補助が無 い こ と 等
に よ り 、 当 時の 片山 医学部長が前 例の あ る 他大
学 の 実情 を ご調査 さ れて 、 本会 の よ う な組織が
必 要 で、 あ る と い う こ と に な っ た 次第 で あ り ま
す 。 ま た 、 課外活動 は体育系 の み な ら ず文化系
の も の も あ り 、 か つ 、 大学祭 ・ 芸術祭等 の行事
も あ る 、 と い う こ と も あ っ て 、 課外活動 の助 成
. 福利厚生業務 の 促進 に 寄与す る こ と を 目 的 と
す る (会則第 3 条) 会 と し て 発足 い た し ま し
Tこ 。
本後援会 の組織 は 、 在学生の 父兄又 は保証人
で所定 の会費 を入学時 に 納入 し た 方 を 正会員 と
し て お り 、 そ の 中 か ら 理事 を 選 び 、 理事の互選
で会長等 の 役員 を 選出 し 、 会 の 運営 に 当 た っ て
お り ま す 。 本学 の 所在地 の 関係 で 、 理事 は 富 山
県 内在住の者が 1 学年 に つ き 3 名 ( 医学科 2 ・
看護学科 1 ) 宛選 任さ れて お り ま す 。
本会の 運営 は 、 学生及び大学 当 局 か ら の 要望
を聴取 し て 、 予算 を編成 し 、 理事会及び総会の
承認 を 経て 実行 (支出) す る こ と です。 支出項
目 は (直近年度 を 基準 と し て ) 、 運営費15% ・ 事
業費77% ・ 積立金 8 % と な っ て お り ま す。 事業
費 と は 、 (1 )課外活動 (大会参加 ・ 大会登録 ・ 発
表会 ・ 演奏会等) 30% 、 (2)大学祭 7 % 、 (3)献体
活動 6 %、 (4)図書購入 6 %、 (5)運動会 ・ 講演会
7 %等 で あ り ま す。 運営費 と は 、 会報印刷費 ・
郵便料 ・ 事務費 ・ 会議費等です。 積立金 は 、 将
来の有事 (例 え ば遭難) に備 え る 為 の も の で、
平成 6 年度末 で は 約900万 円 の 累積残高 と な っ
て お り ま す。
こ の よ う に 本会 は 発足以来満 5 年 を 経過 い た
し ま し て 、 漸 く “後援" パ タ ー ン が出来て き ま
し た 。 関連団体で あ る 同窓会 と も 連絡 を と り な
が ら 、 本学発展 の お手伝い を し て い く つ も り で
す。
医学部同窓会
一民間活力一
医学部同窓会長 高 田 良久
医学部 同 窓 会 は 昭和51年 ( 1976) 、 第 1 期生
入学 と 同時 に 準備 さ れ、 昭和57年 ( 1982) そ の
卒業 を 機 に 正式発足 致 し ま し た 。 し か し な が
ら 、 研修、 研究の 多忙 に 取 り 紛れ、 ょ う や く 会
ら し く な っ て き た の は 平成 4 年 (1992) 頃か ら
です。 名簿 ・ 会報の発行、 卒業記念品 の贈呈や
卒業祝賀会開催、 ま た 、 図書 の 寄贈 な ど、 本学
の備品 あ る い は行事への協力 と い っ た 従来の事
業 に 加 え 、 以下の よ う な企画事業 を行 っ て ま い
り ま し た 。
1 ) 附属病院短歌俳句 の会の運営協力 1993年
よ り
創造の喜 び を 通 じ て 、 豊 か な 療養生活 を 送 っ
て い た だ こ う と の趣 旨 か ら 日 本語 ・ 日 本事情助
教授大星光史先生 を 選評者 に お 迎 え し て 発足 し
ま し た 。
作 品投稿用 の ポ ス ト の 寄贈 や 、 作 品 集 「避
遁」 の発行 (現在 の と こ ろ 年 1 回 同窓会報発行
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時) を 行 っ て お り ま す。
2 ) 医学教育の評価 と 展望 (調査) 1987年、
1992年
よ り よ い 医学教育の模索 の た め 、 正会員 ・ 特
別会員 を 対象 に 現在 の 医 学教育 に 対 す る ア ン
ケ ー ト 調査 を行 い 、 第 1 田 中部地区医学教育 シ
ン ポ ジ ウ ム ( 1988. 1. 11名古屋) 、 医学教育振興
財団助成研究成果発表会 ( 1993. 6. 2東京) 、 本
学 医学会総会 ( 1993. 12. 4 富 山 ) で発表 い た し
ま し た 。 現在審議 中 の 新 カ リ キ ュ ラ ム に 、 本調
査結果が参考資料 と さ れて お り ま す。
3 ) 本学卒業生の 就業状況調査 1993年
本学卒業生 の 富 山 県 内公的病院就業率 は 10%
で し か な い と い う 衝撃的 な 結果 と な り 、 1994.
2. 3付 け北 日 本新聞社会面 に 3 段抜 き の 見 出 し
で報道 さ れ ま し た 。 そ の後、 県議会で も 問題 に
さ れ る な ど波紋 を 広 げて い ま す。
そ の ほ か、 医薬大祭記念講演会講演録 と し て
「竹林 に 曾 す」 を 出版 ( 1995年10 月 ) 、 富 山 医
科薬科大学研修 ガ イ ド (仮称) を 出版予定、 開
学20周 年記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「今、 大学 は何 を な
す べ き かJ ( 1995年10月 14 日 、 パ ネ リ ス ト : 西津
潤一、 福1 1 1伸次、 木村俊光氏 ら ) を 開催 し て き
て お り ま す。
こ う し た 関連団体 と し て の特色 を生か し た 事
業 に 取 り 組む こ と で、 会員相互の親睦 と 母校の
発展、 医学 の進歩 に 多 少 な り と も 寄与す る こ と
がで き れ ば幸 い と 考 え て お り ま す。
薬学部同窓会
一富 山 薬窓会か ら の一言一
富山薬窓会長 森 政雄
富 山薬学専門学校並 び に 富 山大学薬学部 を継
承 し 、 富 山 医科薬科大学が創立 さ れて 20年、 開
学二十周 年記念誌の発刊 を 心 か ら お慶び、申 し上
げ ま す。
さ て 、 富 山 医科薬科大学 の発足 に 際 し ま し て
は 、 医学及び薬学両分野の知識、 情報の 交換が
活発 に 行わ れ る こ と が期待 さ れた も の と 思わ れ
ま す。 医療 の担い手 と し て の 医師 ・ 薬剤師 を 両
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学共通の場で育 て 上 げ る こ と に よ っ て 、 医学 を
志す も の 、 薬学 を 志 す も の が互 い に 理解 を 深 め
合 い 、 必 要 な 知識 を 共有し 、 医療 に つ い て の倫
理感 を 高 め 合 う 、 そ の こ と が 「患者 さ ん が医療
の 主人公」 と の 意識 を 忘 れ な い 、 よ り 優れた 医
療 の 実現 に つ な が る も の と 信 じ ま す。 薬剤 師が
臨床現場 の 実際 を 知 ら ず 、 基礎的医学知識 に 乏
し く 、 医学 用語 も よ く 知 ら な い 、 こ れで は 医 師
と 薬剤 師の協力体制 は難 し い と 言 わ ざ る を 得 ま
せ ん。 現在わ が国 に お い て は 薬学教育の あ り 方
が問わ れ て お り 、 そ の 内 容、 年限等が再検討 さ
れて お り ま す 。 創薬研究 の 従事者養成 に 傾き が
ち な従来 の薬学教育か ら 、 医療 の 担 い 手 と し て
の薬剤 師養成 を 専門 と す る 教育 を 分離 し 、 こ れ
に 力 を 入 れ る べ き と の気運が よ う や く 高 ま っ て
参 り ま し た 。 薬剤 師は調剤 ロ ボ ッ ト に 堕 す る こ
と な く 、 医 師の よ き 助言者 、 協力者 と し て の 自
覚 を も っ て 誇 り 高 く そ の務 め を 果 た さ ね ば な り
ま せ ん。 富 山 医科薬科大学が こ の よ う な理想的
な 医療 の 担い 手養成 に 先駆的役割 を 果 た さ れ る
こ と を 願 っ て や み ま せ ん。
ま た 一方 に お い て 、 富 山 医科薬科大学が地域
社会 に 対 し 聞か れ た 施設 と し て 、 様々 な 問題 に
揺れ る 薬業界 の た め 助 っ 人 と し て の 役割 も 果た
し て い た だ き た く 、 富 山薬窓会 に そ の橋渡 し の
お 手伝 い がで き れ ば と 考 え て お り ま す 。 今 、 薬
窓会の会員 た ち は 、 医薬分業 、 薬学再教育 、 薬
事法改正 に 伴 う 多 く の課題 、 あ る い は 医薬 品 開
発の現実 と 将来等様々 な 問題 に 翻弄 さ れつ つ 、
そ れ ぞ れ の 分野でが ん ば っ て お り ま す 。 富 山 医
科薬科大学が こ れ ら 薬窓会会員 の た め に 、 あ る
い は 県 下の 医薬品業界 の た め に 、 2 1世紀 に 向 け
て の 高 度 な 医療 推 進 の よ き ア ド バ イザ ー と し
て 、 知識や情報の提供 に ご協力 い た だ き た い と
願 い つ つ 、 本学 の ま す ま す の ご発展 を 心か ら お
祈 り い た し ま す。
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公 開 講 座
本学で は 、 教育研究 の成果 を 広 く 社会 に 開放
し 、 地域社会の教育文化 の 向上 に 資す る た め 、
公開講座 を 実施 し て き て い る 。 昭和59年 6 月 に
公開講座委員会 を 設置 し 、 以来、 本委員会が公
開講座の実施 に 関す る 企画立案及び連絡調整 に
当 た っ て い る 。
最 近 の 科学技術 の 急速 な 進歩、 人 口 の 高齢
化、 社会構造の情報化及び国際化等 に 伴 い 、 生
涯学習 の必要性が ま す ま す高 ま っ て お り 、 本学
が行 う 生涯教育全般 の 中 で、 リ カ レ ン ト 教育 を
含 め た 公開講座の長期的か つ体系 的 な 実施計画
を検討 し て い る 。
公開講座の年度別担当講師及び講義題 目 一覧表
昭和60年度 「薬 と 健康J 12. 5時間 受講者76名
加須屋教授 ( 医) 富 山 の成人病の現状
矢野 教授 (医) 易 し い成人病の話
森田 教授 (薬) 薬用植物現地指導 (大沢野
町猿倉山周辺)
身近な薬草 と 健康管理 に つ
い て
大浦 教授 (研) 和漢薬 と 代謝改善
寺津 助教授 (病) 頭痛 と 和漢薬
昭和61年度「薬 と 健康J 12時間 受講者54名
加須屋教授 (医) 老人 ボ ケ に つ い て
倉知 教授 (医) 老人 ボ ケ に つ い て
辻 教授 (医) 老人の か か り 易 い病気 整
形疾患
窪 田 教授 (医) 老人の か か り 易 い病気 眼
科疾患
片 山 教授 ( 医) 老人の か か り 易 い病気 泌
尿器疾患
吉崎 助教授 (薬) (学内施設見学)
荻 田 教授 (研) 老人 と 薬 和漢薬
難波 教授 (研) (学内施設見学)
中川 副薬剤部長 (病) 老人 と 薬 現代薬
出来田看護部長 (病) 老人の看護 の 実際
(学 内施設見学)
施設見学 (病院、 薬用植物園、 薬学資料館)
昭和62年度 「薬 と 健康J 12時間 受講者43名
篠 山 教授 (医) 老人 と 心臓病
諸橋 教授 (医) 老人 と 皮膚
高久 教授 (医) 老人 と 脳卒 中
古 田 教授 (医) 最近の歯科治療法 ーい っ
ま で も 、 お い し く 食べ ら れ
る よ う に一
木村 教授 (薬) 薬の作用
吉崎 助教授 (薬) (学内施設見学)
難波 教授 (研) 薬物資源 を ヒ マ ラ ヤ に訪ね
て
(学内施設見学)
出来田看護部長 (病) 老人の看護の実際
(学内施設見学)
施設見学 (病院、 薬用植物園、 薬学資料館)
昭和63年度 「薬 と 健康J 12時間 受講者36名
佐々 木教授 (医) 肝炎 の予防 と 治療
水越 教授 (医) 高齢者 の難聴
飯田 助教授 ( 医) 腎臓病の話
森田 教授 (薬) 身近な薬草 と 2 � 3 の漢方
薬
小泉 徹教授 (薬) 薬 の で き る ま で
堀越 教授 (病) 薬 に 関す る 最近の話題
寺津 助教授 (病) 不定愁訴 と 漢方薬
出来田看護部長 (病) 老人看護の実際
平成元年度 「健やかに 生 き る た め に J 1 1 . 5時間
受講者52名
篠 山 教授 (医) 心臓発作 を 防 ぐ た め に
棲川 教授 (医) A I D S と は何か
吉崎 助教授 (薬) 生活の 中 の薬草
小野寺助教授 (薬) 健康 と 体力 づ く り の運動
処方
難波 教授 (研) 健や か に食べ よ う
寺津 助教授 (病) 若 さ を保つ た め の和漢薬
の 知識
出来田看護部長 (病) 臨床看護者の 立場か ら
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施設 見学 (薬 用植物園 、 薬学資料館 、 病院薬
剤部)
平成 2 年度「健や か に 生 き る た め に J 1 1 . 5時間
受講者63名
矢野 教授 ( 医) 栄養 と 健康
加藤 義 助教授 ( 医) 骨 と 加齢
布施 助教授 ( 医) 高齢者 と 排尿障害
森 田 教授 (薬) 身近な薬草 に つ い て
小橋 教授 (薬) 日 本人の 寿命
荻 田 教授 (研) に お い と あ じ
斎藤 講 師(病) こ こ ろ と か ら だ の健康
施設 見学 (薬 用植物園 、 薬
学資料館 、 病院放射線部)
平成 3 年度 「健やか に 生 き る た め に J 12時間
受講者63名
鏡森 教授 ( 医) ラ イフ ス タ イル と 成人病予
防
高久 教授 (医) 脳卒中 の 予 防 と 対策
田 中 助教授 (医) 消化管 (食道 ・ 胃 ・ 腸)
の 出 血
吉崎 助教授 (薬) 薬草 の 恩 恵、
渡遺 教授 (研) 動物実験か ら み た 「老化 と
和漢薬」
羽 田 助教授 (病) C T お よ びM R 1 検査 に
つ い て
西田 副看護部長 (病) さ さ え あ い 生 き る 喜 び
を
施設 見学 (薬 用植物園、
薬学資料館 、 病院放射線
部)
平成 4 年度「健や か に 生 き る た め に J 12時間
受講者90名
渡遺 教授 ( 医) 肝臓 と 病気
倉知 教授 ( 医) 脳 と 精神活動 画像診断
か ら 一
窪 田 教授 ( 医) 眼の健康 を 守 る た め に
新居 講 師(医) 女性の 後 半生 と ホル モン
木村 教授 (薬) 食べ も の と く す り
森 田 教授 (薬) 身近な薬草の利 用に つ い て
服部 教授 (研) 東洋人 の 知 恵
西田 副看護部長 (病) 大学病院医療 の イン ブ
ォ メ ー シ ョ ン
平成 5 年度「健やか に 生 き る た め に 」 テ ー マ
が ん と エ イズ 12時間 受講者81名
棲川 教授 ( 医 ) 後天性免疫不全症候群 ( エ
イズ)
北川 教授 (医) 増 え 続 け る 肺がん
鏡森 教授 (医) が ん の 免疫 と 予 防
神郡 教授 (医) が ん と 精神看護
田 津 助教授 ( 医) 大腸が ん の 予防 は で き る
の か
清水 助教授 (薬) が ん と 伝承薬物
服部 教授 (研) エ イズ の ク ス リ 開発最前線
龍村 助教授 (病) が ん の 治療法 に つ い て
平成 6 年度「健やか に 生 き る た め に 」 テ ー マ
痛 み と の つ き あ い 16. 5時間 受講者80名
辻 教授 (医) 痛 み と 仲良 く 生 き る コ ツ
井上 教授 (医) 胸 の 痛 み 狭心症か ? ー
高間 教授 ( 医) 痛 み と ケ ア
遠藤 助教授 ( 医) 頭痛 ・ め ま い と の つ き あ
い 方
新居 講 師(医) 心配な痛 み と 心配な い 痛 み
一痛 み の 正体 を 知 っ て か し
こ く 生 き る 方法
木村 教授 (薬) 痛 み と 薬
清水 助教授 (薬) 痛 み に か か わ り の あ る 天
然薬物
倉石 教授 (研) 痛 み と 鎮痛 の 基礎
龍村 助教授 (病) 癌 の 痛 み と そ の対策
坂本 助手 (病) 急 性腹症 外科医 か ら み
た 腹痛一
平成 7 年度 「健やか に 生 き る た め に 」 テ ー マ 腎
臓 と 病気 14時間1 0分 受講者69名
小泉 教授 ( 医 ) 腎臓の は た ら さ と 尿毒症
稲場 講 師(医) 小 児腎疾患 の 特徴
大角 講 師(医) 糖尿病 と 腎臓
横津 助教授 (研) 腎疾患 と 和漢薬
高田 助教授 ( 医) 内科的 腎疾 患 の 進行 と そ
の対策
宮原 助教授 (薬) 腎臓 と 骨障害
老田 副看護婦長 (病) 慢性 腎疾 患 の セ ル フ
ケ ア と 尿失禁の対処
に つ い て
酒本 講 師(病) 腎結石症 そ の 治療 の 革命
的変化 に つ い て一
風間 講師 (病) 腎臓 に 見 ら れ る 泌尿器科的
疾患
注) 職名及 び所属 は 、 講演 を 担当 さ れた 時の
も の です。
リ カ レ ン ト 教育
富山地域 リ カ レ ン ト 教育学習 コ ース
近年の 急速 な 技術革新、 産業構造 ・ 就業構造
の 変化 に 伴 う 時代 の 要請 か ら 、 職業人 を 含 む
様々 な社会人 に対す る 各種学習機会の 開設が求
め ら れて お り 、 本学 も 文部省か ら の 『 リ カ レ ン
ト 教育推進事業』 の委嘱 に よ る 『富山地域 リ カ
レ ン ト 教育推進協議会』 に参加 し て 、 平成 4 年
度か ら 学習 コ ー ス を 開設 し た 。 平成 6 年度 ま で
の 3 回 は 、 本学薬学部教官 を 中心 と す る 『富山
医科薬科大学 リ カ レ ン ト 教育運営委員会 (委員
長 : 薬 学 部 長) � に よ り 、 そ の 事 業 を 推 進 し
た 。 薬学関係業務従事者等 を対象 と し た 、 初年
度 「薬学基礎」 、 第 2 年度 「創薬科学」 、 第 3 年
度 「薬学 に お け る 情報処理技術の 実際」 は い ず
れ も 参加定員 を満た し て以下の通 り 実施 さ れ、
多大の成果 を挙げて事業 目 的 に 貢献 し た 。
第 l 回 平成 4 年度学習 コ ー ス
0学習 コ ー ス の名称 薬学基礎
0実施期間 平成 4 年 9 月 4 日 ~平成 4 年12月
18 日 毎週金曜 日 16回 32時間
O受講者 30人
0講義題 目 ・ 担当講師
9 月 4 日 現代薬学の特色
薬学部長 ・ 教授 狐塚 寛
9 月 11 日 薬用植物 と 生薬
薬学部助教授 吉崎正雄
9 月 18 日 光学活性医薬 品 の 入手法、 分析法
薬学部教授 小泉 徹
9 月 25 日 微量分離分析法の二、 三 の 試 み
薬学部教授 谷村忠徳
10月 2 日 胃 と 腸
薬学部教授 竹 口 紀晃
10月 9 日 薬 と し て の生理活性物質
薬学部教授 中川 秀夫
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10月 16 日 骨代謝 と 薬
薬学部助教授 宮原龍郎
10月 23 日 腸内菌代謝
薬学部教授 小橋恭一
10月 30 日 抗生物質 の作用
薬学部教授 西 荒介
1 1 月 6 日 薬の効 き 方の遺伝学
和漢薬研究所教授 荻 田善一
1 1 月 13 日 薬 の レ セ プ タ ー
薬学部教授 木村正康
1 1 月 20 日 か ら だ の 中 の薬の働 き
薬学部教授 小泉 保
1 1 月 27 日 脳 に 作用 す る 薬
和漢薬研究所教授 渡遺裕司
12月 4 日 医療 と 界面活性剤
薬学部教授 上野雅晴
12月 11 日 市販製剤 の評価
附属病院薬剤部長 ・ 教授 堀越
勇
12月 18 日 薬 の 歴史
和漢薬研究所教授 難波↑現在
第 2 回 平成 5 年度学習 コ ー ス
0学習 コ ー ス の名称 創薬科学
0実施期間 平成 5 年10月 1 日 ~平成 5 年1 1 月
26 日 毎週金曜 日 9 回 30時間
0受講者 30人
0講義題 目 ・ 担当講師
1 コ ー ス 「最近の分離分析、 構造分析」
10月 1 日 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ に よ る 分離
と 分析
薬学部教授 谷村忌徳
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活 性天然物質 の 分離 と 構 造
薬学部助教授 清水左手夫
1 0月 8 日 構 造分析の進 歩 核磁気共鳴
和漢薬研究所教授 荻 田 善-
2 コ ー ス 「最近の創薬合成」
1 0月 15 日
活 性ビ タ ミ ン D
薬学部教授 吉井英一
立体制御合成 と 創薬
薬学部教授 小泉 徹
有機合成計画法
薬学部教授 百瀬雄章
3 コ ー ス 「バ イオ テ ク ノロ ジ ー と 薬学」
1 0月 22 日 消化管 エ コ ロ ジ ー
薬学部教授 小橋恭一
植物 に お け る 遺伝子操作 の 利 用
薬学部教授 西 荒 介
1 0月 29 日 和漢薬 と バ イオ テ ク ノロ ジ ー
和漢薬研究所教授 服部征雄
4 コ ー ス 「疾病 と 薬学」
炎症 と 抗 炎症薬
薬学部教授 中 川 秀夫
1 1 月 5 日 糖尿病態 と イン ス リ ン の 薬理
薬学部教授 木村正康
1 1 月 12 日 消化器潰痕 と 治療薬
薬学部教授 竹口 紀晃
う つ 病 と そ の薬物療法
和漢薬研究所教授 渡遺 裕 司
1 1 月 19 日 痛 み と 鎮痛薬
和漢薬研究所教授 倉石 泰
5 コ ー ス 市販製剤 の評価 ( そ の 2 ) 
附属病院薬剤部長 ・ 教授 堀越
勇
1 1 月 26 日 リ ポソ ー ム と D D S
薬学部教授 上野雅晴
薬動学 ・ 薬力学
薬学部教授 小泉 保
第 3 回 平成 6 年度学習 コ ー ス
。学習 コ ー ス の名称 薬学 に お け る 情報処理技
術 の 実際
O実施期間 平成 6 年 9 月 1 日 ~平成 6 年10月
2 1 日 毎 週金 曜日 又 は 木 曜日 1 0  
回 33時間 2 0分
0受講者 24人
O講義題 目 ・ 担当 講 師
9 月 1 日 基本操作
実験実習機器セ ン タ 一助教授
五味知治
9 月 2 日 ワ ← ド プ ロ セ ッ サ ←
実験実習機器 セ ン タ ー助教授
五味知治
9 月 9 日 実験デー タ の取 り 込み
薬学部助手 森 佳洋
9 月 16 日 化学構 造式 の 作成
薬学部助教授 高畑!責紀
9 月 22 1::l ケ ミ カ ル ア ブス ト ラ ク ト に よ る
文 献検 索
薬学部講師 武 田 敬
9 月 3 0日 分子 モデル
薬学部講師 武 田 敬
1 0月 7 日 遺伝子解析
富 山大学助教授 磯部正治
1 0月 14 日 統計 、 検定
薬学部助教授 木村郁子
1 0月 2 0日 図 、 表作成
薬学部助手 篠 田 裕 之
1 0月 21 日 画像処理 ・ ま と め
薬学部講 師 森井孫俊
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第 1 節
1 ) 本学教育課程の特色
本学 は 、 開学時 よ り 教養課程 と 専門課程 の 区
分 を設 け な い で 4 年 あ る い は 6 年一貫教育 を 実
施 し て き た 。 平成 3 年、 大学設置基準が大綱化
さ れ、 各学部学科 は そ れぞれの教育理念 と 教育
目 標 に 基 づ い て 自 由 に 特色 あ る 一貫教育 カ リ
キ ュ ラ ム を編成で き る よ う に な っ た の で、 教養
教育 と 専門教育の連繋 を こ れ ま で以上 に 緊密 な
も の に し た 一貫教育カ リ キ ュ ラ ム を 編成 中 で あ
る 。
本学 は 、 医学及び薬学 を総合 し た 特色 あ る 教
育及び研究の機関 と し て 、 高度 の 知識 を授 け る
と と も に 、 時代 の 要請 と 地域社会 の 要望 に 応 え
う る 有為の人材 を育成 し 、 併せ て 、 医学、 薬学
の進展 と 社会の福祉 に 貢献す る こ と を 目 的 と し
て い る 。 医学部医学科 は 、 医師 と し て 、 ①豊か
で温かな人間性、 広 い視野 と 社会的使命感 を培
い、 ② 医 学 の 基本的知識、 技術、 態 度 を 体得
し 、 ③ 医 学 に 対 す る 全人格 的 関 心 と 生涯 に わ
た っ て 学習 を 継続 し て い く 習慣 を 養 う こ と を 教
育理念 と し て い る 。 医学部看護学科 は 幅広 い教
養 と 知識 を 身 に つ け た 資質 の 高 い 看護専門職の
養成、 さ ら に 国際社会 に お い て 十分 に 活躍 し う
る 高度 の専門的知識 を 身 に つ け た 人材の育成 を
教育 目 標 と し て い る 。 薬学部薬科学科の教育課
程の特色 は 、 教養教育 と 専門教育 を 有機的 に 結
ぶ、 4 年 間 の 一貫教育 を 実施 し て い る こ と に あ
る 。 ま た 、 薬学部 と 医学部及び和漢薬研究所か
ら な る 特色 あ る 国立大学 と し て 、 医薬共通の 科
目 を設 け る こ と に よ り 、 病態 と 疾患及び和漢薬
に対す る 知識 を 与 え る と と も に 、 医薬品 の 開発
への志向意欲 を 伸 ばす こ と を 目 指 し て い る 。 さ
ら に 、 教育効果 を 重視 し た 授業管理の 一環 と し
て 少人数教育の 充実 を 図 っ て い る 。
こ の よ う な 教育理念及 び教育 目 標 に 基づ い
て 、 リ ベ ラ ル ・ ア ー ツ と し て の 教養教育 の 重要
性 を 認識 し つ つ 、 教養教育 と 専門教育の連繋 を
よ り 緊密 な も の に し た カ リ キ ュ ラ ム の編成 を 目
指 し て い る 。 一方、 科学技術 の 進展 に対応で き
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る 専門性 と 総合性 を育成 す る た め の教養教育 を
目 指 し て い る 。
1 . 教 養 教 育
教養教育科 目 を 医学部医学科 と 看護学科 に お
い て は、 教養基礎科 目 と 教養基礎専門科 目 に 分
け 、 薬学部薬科学科 に お い て は教養 ・ 基礎科 目
と し て い る 。
1 ) 教養基礎科 目 は基盤的教育科 目 で、 ①専
門教育 に 役立つ も の と い う だ け で な く 、 成熟段
階 に 到達 し て い な い学生 に 、 限 ら れた 時間 内 で
学問の本質的部分 を伝達す る こ と 、 ②幅広 く 深
い教養、 総合的 な判断力、 豊か な人間性及び国
際社会 に対応で き る 能力 を有す る 人材 を 育成す
る こ と を 目 的 と し て い る 。 し た が っ て 、 個別 的
授業科 目 の枠 に と ら わ れ る こ と な く 、 学際的 な
視野や相互関連的知識 を与 え 、 現代社会が直面
す る 基本的な課題群 に 総合的 に対処 し う る 能力
を 画養す る こ と を 目 指 し て い る 。 従来の人文科
学系科 目 、 社会科学系科 目 、 外国語科 目 及 び保
健体育科 目 が こ れ に 当 た る 。 教養基礎専門科 目
は 、 専門教育の質的向上 を 図 る た め に 、 専門教
育の基礎 あ る い は 専門関連領域 を修得す る こ と
を 目 的 と し て い る 。 従来の 自 然科学系科 目 と 基
礎教育科 目 が こ れ に 当 た る 。
人文科学科 目 と 社会科学科 目 に つ い て は 、 こ
れ ら を 統合 し た 主題別科 目 を 導入 し 、 ま た 、 自
然科学科 目 及 び専門教育科 目 を も 一部取 り 入れ
る 形で、 総合科 目 を 導入 し て い る 。 さ ら に 、 少
人数教育 と し て 基礎セ ミ ナ ー を 導入 し て い る 。
主題別科 目 で は 、 従来の個別授業科 目 の羅列
を排す る こ と に よ り 、 各教員 の授業が、 そ れぞ
れの専攻分野の殻 に 閉 じ こ も り が ち に な る 欠点
を 克服で き 、 同時 に 、 各学科の教育 目 標 を 反映
さ せ る こ と がで き る 。 ま た 、 設定 さ れ た 現代的
な 主題 に 基づ い て 、 そ の 理解や探究 に 有効 な 方
法論 を習得 さ せ る と と も に 、 人類の文化 に対す
る 理解 と 広 い視野 を持て る よ う に し て い る 。 三
つ の基本主題、 歴史 と 文化、 人間 と 社会、 心 と
行動 を設 け て い る 。 ま た 、 周 辺領域 の授業科 目
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も 設定 し て い る 。
総合科 目 で は 、 社会的及び学 問 的 に 重 要 な 主
題 に つ い て 、 複数の部 局に 属す る さ ま ざ ま な専
門分野の教員 が そ れ ぞ れ の 専門 的立場 に 基づ い
て 協力 し 、 学際的な講義 を行 う こ と に よ り 、 多
面 的 な 理解 と 総合的 な 洞察力 を 高 め る こ と がで
き る 。 各教員 が責 任主体 と な り 、 順番 で総合科
目 を 用意 し て お り 、 学際系 列 の 総合科 目 、 人間
と 環境か ら ス タ ー ト し て い る 。
基礎セ ミ ナ ー は 、 教養教育担当 教員 全員 が一
つ は必ず開講す る も の で 、 学生が積極的 に 参加
し 、 表現 し 、 行動 す る こ と を 通 し て 学 ぶ 科 目
で 、 最大2 0名 を め ど と す る 少人 数 の 演習型科 目
で あ る 。 教 員 が 自 由 に 設定 し た テ ー マ に 基 づ
き 、 外国語の文 献講読、 資料読解 、 討 論 な ど を
通 し て 学 問研究 の 基本的態度 の 修得 と 発表能力
の 開 発 を 目 指 し て い る 。 テ ー マ は 、 キ ル ケ ゴ ー
ル を 読む 、 ト ポロ ジ ー入門 、 論文 の 書 き 方 な ど
で あ る 。
2 ) 教養基礎専門科 目 に お い て は 、 ①基礎情
報処理学 と 基礎統計学 を 必修 と し 、 情報処理教
育の充実 を 図 っ て い る 。 基礎情報処理学 は 、 コ
ン ビ ュ ー タ を 文具 あ る い は 考察 を 整理す る た め
の道具 と し て 利 用で き る よ う に な る こ と を 目 的
と し て い る 。 基礎統計学で は 、 統計の理論的基
礎 と 基本的 な 検定方法 を 解 説し て い る 。 ②基礎
補充科 目 (基礎数学 、 基礎物理学 、 基礎化学)
を 開設 し 、 高校で こ れ ら 科 目 を 履修 し て い な い
学 生 に 対応 し て い る 。 ③授 業 科 目 名 を 「数学
1 J な ど の 漠然 と し た も の で な く 、 よ り 内 容に
即 し た も の に 変更 し で あ る 。 例え ば 、 解析学 、
線型代数学 、 力 学 、 電磁気学 で あ る 。
2 . 専 門 教 育
1 ) 概要
医学科及 び薬科学科 に お い て は 、 医薬 の総合
教育 と い う 立場か ら 、 医薬共通 の授業科 目 を 設
け る と と も に 、 医学科 に お い て は 、 特 に 病態論
に基づ く 治療法 の 医学的 ・ 社会 的問題点 を よ り
重点的 に 思考 さ せ 、 さ ら に 和漢薬 に 関 す る 科学
的知識 を 教授 す る 。 看護学科 に お い て は 、 あ ら
ゆ る 健康 レベル に あ る 人々 へ の 全人的 、 科学的
ア プ ロ ー チ を 基礎 に し た 看護学 の知識 を 教授す
る 。 薬科学科 に お い て は 、 従来お ろ そ か に さ れ
て い た 病態 と 疾患 に 対す る 知識 を 与 え る と と も
に 、 医薬 品 の 開発 へ の 指 向意欲 を 伸 ばす こ と を
目 指 し て い る 。
2 ) 授業内 容の精選
医学部医学科
①早期体験実習
医学部医学科 に 入学 し た こ と の意義 と 学習 の
目 標 を 、 体験 を 通 し て 認識す る こ と を 目 的 に 実
施す る も の で あ る 。 1 年次 5 月 の連 休明 け に 設
定 す る 。 1 学年 を 3 グ ル ー プ に 分け 、 基礎医学
系講座 、 臨床医学系講座 、 6 年次生 の 臨床実習
に配属 し 、 各 1 日 の ロ ー テ ー シ ョ ン を 行 う 。
こ の 他 に 、 夏季 休暇直前 に 保健医療施設 な い
し福祉施設 に お い て 3 泊 4 日 の体験実習 も 設定
し て い る 。 こ こ で は 、 高齢者福祉医療 と 身 障者
の 介護 の 実 際 を体験す る 。
②基礎医学体験学習
基礎研究 の 実 際 を体験 し 、 研究推進の論理 、
研究 の 実 際 、 得 ら れ た 成 績 の 解釈 の 子 法 を 学
ザロ。
3 年次後学期 末の 4 週間 を こ れ に 当 て 、 基礎
医学系 の 各講座 を 主体 に 小 グ ル ー プで配属 し 実
施す る 。
③統合講義
4 年次 ・ 5 年次 に 開講す る 臨床各科系統別講
義 を 一部 削減 し 、 統合講義 を新た に 設定 す る 。
統合講義 は 特定 の臓器器 官を 取 り 上 げ、 解剖 ・
生理 ・ 病理 ・ 薬理 ・ 疫学 ・ 診断 ・ 治療 な ど を 統
合的 に 取 り 扱 う 講義形態で あ る 。 こ の 他 に 精選
さ れた 主題 を 設定 し て 幅 広く 統合 を 計 る 講義形
態 も 採 用す る 。 学生参画型 を 目 指 し て い る 。
④臨床実習 と 晩期体験実習
臨床実習 を 5 年次 の 9 月 か ら 約1 年 間 (県立
中央病院 で の 約4 週間 の 臨床実習 を 含 む ) 実施
す る 。 実習終 末の 2 週間 を 晩期体験実習期間 と
し 、 県 内外の 医療施設 に 出 向 し て プ ラ イマ リ ケ
ア を 含 め た 医療現場 を 体験す る 。
薬学部薬科学科
①専門教育科 目 の 年次進行
専門教育 に お け る 授業科 目 は 1 年次 か ら 開講
し 、 可能 な 限 り 、 物理化学系 、 有機化学系 、 生
物系、 そ し て 医薬品系 の 順 に 各 系 の 教科 目 が年
次進行 し て 開講 さ れ る よ う に配慮 し て い る 。 さ
ら に 、 各 系 のバ ラ ン ス に 配慮 し な が ら 、 必修講
義科 目 ( コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム ) の卒業要件単位
を で き る だ け 少 な く し 、 か つ 、 必修講義 の 多 く
が 2 年次 の 前学期 ま で に 終了 し 、 2 年次 の 後学
期か ら は選択科 目 が主体 に な る よ う に 配慮、 し て
い る 。 学生が選択科 目 を選択す る に 際 し て 、 極
端 に 片寄 っ た 履修 を し な い よ う に 、 選択科 目 を
A 系列 (指定選択科 目 ) と B 系列 ( 自 由選択科
目 ) に 分類 し 、 必修講義科 目 の 不足 を 指定選択
科 目 を 履修す る こ と に よ っ て補 う よ う 配慮 し て
い る 。
②薬学英語の 開設
薬学英語 を新設 し 、 専門教育担当教員 に よ る
専門科 目 の英語 に 関す る 少人数教育 を行い 、 学
生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン お よ び薬学英語の 充
実 を 図 っ て い る 。
③医療薬学教育の充実
薬剤師国家試験の 内容の変更 を 考慮 し 、 医療
薬学 に 関す る 教育の充実 を 図 っ て い る 。 未だ不
十分で あ る が、 現在、 医療薬学 に 関連 し た 講義
科 目 と し て 、 医療生化学、 病院薬学、 疾病学、
臨床 医 学概 論 1 ( 内 科 系 ) 、 臨 床 医 学概 論 II
(外科系) な ど を 開講 し て い る 。
2 ) 経 済 援 助
イ . 奨 学 生
表 1 日 本育英会
学 生 数 奨学金の 種類
区 分 7 年 2 月
現 在 第 I 種 第 2 種
人 人 人
ρナ主今 医 学 部 医 学 科 599 99 33 
医学部看護学科 119 27 8 
薬学部薬科学科 449 103 22 
部 計 1 167 229 63 
大 医 学 研 究 科 58 24 
:ι 子 薬 学 研 究 科 64 23 2 
院 計 122 47 2 
dEE3 h 計 1289 276 65 
(外国人留学生除 く )
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日 本育英会 は 、 日 本育英会法 に 基づ い て 設立
さ れ、 国 の 育英奨学事業 を行 っ て い る 機関で、
優れた 学生及び生徒で経済的理由 に よ り 修学 に
困難が あ る も の に 対 し 、 学資 の貸与等 を 行 っ て
い る 。
本学 に お け る こ の 奨学生の推薦の選考 は 、 学
部学生 は学生委員会、 大学院医学研究科生 は 医
学研究科教務委員 会、 大学院薬学研究科生 は薬
学研究科委員会 と 、 そ れぞれの審議機関 に お い
て 推薦基準 に 基づ き 行 っ て い る 。
本学学生の平成 7 年 2 月 現在の採用状況 は 、
表 1 の と お り で あ り 、 学生数 に対す る 貸与者 の
比率 は 、 学部学生で25 % 、 大学 院 生 は 40 % と
な っ て い る 。
貸与月 額 は 、 学部学生 に つ い て は 昭和60年度
入学生が 自 宅生で22， 000 円 、 自 宅外生で28， 000
円 で あ っ た が、 平成 7 年度入学生で は 自 宅生で
38， 000 円 、 自 宅外生で44， 000円 と な っ て い る 。
大学院生 も 修士課程が65， 000円 → 81， 000 円 、 博
士課程が75， 000 円 吟 112， 000 円 と な っ て お り 、
学部学生及び大学院生 と も に授業料の値上 げ に
ほ ぼ比例 し て 順次増額 さ れて き て い る 。
ま た 、 日 本育英会以外の育英奨学団体の採用
者 も 数多 く 、 昭和60年度か ら 現在 ま で に本学が
取 り 扱 っ た 育英 国体 と 採用 者 は 、 49 団体、 102
名 と な っ て お り 、 そ の 内訳 は 、 表 2 の と お り で
あ る 。
ロ . 授業料免除
計
人 (%)
本学 に 第 1 期生が入学 し た 昭和51年度
当 時 の 授 業料 は 年額96， 000 円 で あ っ た
が、 そ の後隔年 ご と に 改訂 さ れ昭和60年
度 に お い て は 252， 000 円 、 昭和62年度 は
300， 000 円 、 平成元年度 は339， 600 円 、 平
成 3 年 度 は 375， 600 円 、 平 成 5 年 度 は
411 ， 600 円 、 平成 7 年度 の 入学者 に つ い
て は 、 年額447， 600 円 と な っ て い る 。
四 (川) I 
35 (29. 4) 
125 (27. 8) 
292 (25. 0) 
24 (41. 4) 
25 (39. 1 ) 
49 (40. 2) 
341 (26. 5) 
国立学校 で は 学生の奨学援護の一環 と
し て 、 授 業料免除制 度 が と ら れ て い る
が、 本学 に お い て も 、 こ の制度の適切 な
活用 を 図 る た め 、 学内規程 を 整備 し 、 学
生委員会 に お い で慎重 に選考の上決定 し
て い る 。
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表
育 英 奨 学 金 の 種 類 医 看 薬 計
富山県奨学金 2 2 4 
富山県母子福祉修学資金 1 l 
富山市奨学金 I I 
入善町奨学金 1 1 
立山町奨学金 I l 
吉田育英会奨学金 9 4 13 
富山第一銀行奨学金 1 
石川 県奨学金 3 4 7 
志賀町奨学金 l 1 
穴水町奨学金 1 
水原町質学金 1 1 
安田町奨学金 I 
黒川村奨学金 1 1 
十勝勤労者医療生協奨学金 I I 
稲垣村奨学金 1 I 
平田町育英資金 1 1 
足利市奨学金 1 1 
宇都宮市奨学金 1 1 
太田市奨学金 1 I 
東京都公衆衛生修学資金 I 
岐 阜県選奨生奨学金 3 1 4 
岐阜県看護修学資金 2 2 
浜松市奨学金 2 2 
紀伊長島町奨学金 I I 
大阪府育英会奨学金 8 3 1 1  
和気町奨学金 2 2 
広島県看護修学資金 l 1 
島根県奨学金 1 l 
山 口 県奨学金 1 l 
松山 市奨学金 1 1 
佐賀県奨学金 1 I 
宮崎県育英資金 l 1 
都城育英資金 I I 
矢部町奨学金 1 1 
寓江町奨学金 1 1 
鹿児島県育英財団奨学金 1 I 
加治木町奨学金 1 
森下仁丹奨学金 9 9 
中村積善会 1 1 2 
電通奨学金 1 1 
住友生命福祉事業団 4 4 
あ し なが育英会奨学金 2 2 
日 Z本t三〉三h コ カ コ ー ラ ボ ト ラ ー ズ育 1 2 3 
英 奨学金
安田記念奨学金 1 1 2 
小林育英会奨学金 1 1 
川村育英会奨学金 1 l 
真宗大谷育英会奨学金 1 1 
パ リ 12大学奨学金 1 l 
朝鮮奨学会奨学金 1 I 
百十 47 6 I 49 102 
昭和6 0年度 か ら の 免 除者数 は 、 表 3 、 4 の と
お り で あ る 。
ハ . 学生生活実態調査
学生生活 の実態調査 は 、 本学学生 の 経済面 と
健康等 の 実態 を 把握 し 、 学生生活 の充実 向上 を
図 る 基礎資料 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 現在 ま
で に 5 回 実施 さ れ て い る 。 最初 は 、 ま だ学年進
行途上 の 昭和55年 に 実施 、 2 回 目 は 、 学年進行
が ほ ほ、 完成 し た 昭和58年 に 実施 さ れ た 。 3 回 目
は 、 大学院医学研究科の 完成 し た 翌年の 昭和61
年 に 、 平成元年 に は 4 回 目 を 実施 し た 。 5 回 目
か ら は 学生全員 を 対象 と し て 平成 4 年 に 実施 し
た 。 今後 も 引 き 続 き 調査 を 実施す る 予定 で あ る
が 、 回収率 ア ッ プ の課題 を 残 し た 。 回収率 は 、
表 5 に 示 す結果 と な っ て い る 。
調 査 の 内 容は 、 ①住居 ・ 通学 、 ② 経 済 ・ 生
活 、 @ 福利厚生施設 、 @ 健康 、 ⑤学生生活お よ
び悩 み と 大 き く 5 項 日 に 区 分し て 行 わ れ て い
る 。
過去の 調査結果 を 比較 し て み る と 、 全般的 に
顕著 な 変動 は認 め ら れ な い が 、 生活環境が向上
し て い る 反面 、 経費が増加 し て い る こ と が示 さ
れ て い る 。
調査結果 の概要 は 、 次 の と お り で あ る 。 住居
面で は 、 自 室 に 風呂 、 台所 、 便所付 き の い わ ゆ
る 学生 マ ン シ ョ ン 形式 の 室 に 住む者が 6 割近 く
に 増 え て き て お り 、 通学方法 も 自 動車通学が大
幅 に 増 え 、 現在で は 8 割以上 に 達 し て い る 。
こ れ を 反映 し て か経済面 で は 、 月 平均支 出額
が 自 宅生 で は 7 万 円 、 自 宅外生で は 12万円余 り
と な っ て い る 。
福利厚生施設関係 で は 、 食堂 、 売白 、 理 容室
の利 用状況 、 施設 に対す る 要望等 に つ い て は 、
特 に 変化 は み ら れ な か っ た 。
表 3 学部生授業料免除者数
年 弓
，ll4ユ 生 数 免 除
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者
前期 医 学 部 薬 学 部 iEL l 計
度 医 薬
計
後期 全額 (%)
和昭 前期 34 (5. 4) 630 429 1， 059 
60 後期 36 (5. 7) 
前期 27 (4. 3) 
61 630 429 1， 059 
後期 26 (4. 1 ) 
前期 28 (4. 4) 
62 636 429 1， 065 
後期 32 (5. 0) 
前期 33 (5. 0) 
63 659 435 1， 094 
後期 29 (4. 4) 
平成 前期 24 (3. 7) 643 447 1， 090 
:TC 後期 22 (3. 4) 
前期 18 (2. 8) 
2 637 439 1， 076 
後期 20 (3. 1 ) 
前期 13 (2. 1) 
3 630 450 1， 080 
後期 16 (2. 5) 
前期 18 (2. 8) 
4 636 455 1， 091 
後期 22 (3. 5) 
前期 27 (4. 0) 
5 678 450 1， 128 
後期 28 (4. 1 ) 
前期 37 (5. 1 ) 
6 721 452 1， 173 
後期 35 (4. 9)  
健康面 で は 、 1 年間 に病気や け が を し た 者が
約 4 割で、 そ の 治療費 も 1 万 円 以上支払 っ た 者
も 増 え て い る 。
学生生活 と 悩 み に つ い て は、 将来の進路 に つ
い て 悩 ん で い る 者が最 も 多 く 、 次 い で試験、 進
級、 経 済 問題 の I1債 で、 そ の 対処 方 法 に つ い て
は、 大部分が、 友人先輩 に相談、 自 分 で対処す
る 、 な り ゆ き に ま かせ る と し て お り 、 保健管理
セ ン タ ー の利用 も 傷病治療 ・ 健康相談 ・ 悩 み事
相談 と 利用者 の増加傾向がみ う け ら れた 。
3 ) 保 険 制 度 (学生教育研究災害障害保険)
こ の保険 は、 文部省が、 大学 に 学ぶ学生の被
半額 (%) 全額 ( % ) 半額 (%) 全額 (%) 半額 ( % )
1 (0. 2) 22 (5. 1 ) o (0. 0) 56 (5. 3) 1 (0. 1 ) 
2 (0. 3) 27 (6. 3) o (0. 0) 63 (5. 9) 2 (0. 2) 
2 (0. 5 ) 21 (4. 9 ) o (0. 0) 48 (4. 5) 2 (0. 2) 
1 (0. 2) 17 (4. 0) 。 (0. 0) 43 (4. 1 ) 1 (0. 1 ) 
1 1  ( 1 .  7) 24 (5. 6) 4 (0. 9) 52 (4. 9) 15 ( 1 . 4) 
11 ( 1 .  7) 22 (5. 1 ) 2 (0. 5) 54 (5. 1 ) 13 ( 1 . 2) 
10 ( 1 .  5 ) 24 (5. 5) 3 (0. 7) 57 (5. 2) 13 ( 1 .  2 ) I 
14 (2. 1 ) 20 (4. 6) 4 (0. 9) 49 (4. 5) 18 ( 1 . 6) 
10 ( 1 . 6) 16 (3. 6) 3 (0. 7) 40 (3. 7) 13 ( 1 . 1 ) 
8 ( 1 . 2) 21 (4. 7) 2 (0. 4) 43 (3. 9) 10 (0. 9) 
5 (0. 8) 14 (2. 2 ) 8 ( 1. 8) 32 (3. 0) 13 ( 1 . 2) 
4 (0. 6) 15 (3. 4) 2 (0. 5) 35 (3. 3) 6 (0. 6) 
3 (0. 5) 22 (4. 9) 3 (0. 7) 35 (3. 2) 6 (0. 6) 
5 (0. 8) 22 (4. 9) 1 (0. 2) 38 (3. 5) 6 (0. 6) 
7 ( 1 . 1 ) 17 (3. 7) 7 ( 1 . 5) 35 (3. 2) 14 ( 1 .  3) 
4 (0. 6) 19 (4. 2 ) 7 ( 1 . 5) 41 (3. 8) 1 1  ( 1 .  0)  
5 (0. 7) 19 (4. 2 ) 6 ( 1 . 3) 46 (4. 1 ) 1 1  ( 1 . 0) 
8 ( 1 .  2) 17 (3. 8) 8 ( 1. 8) 45 (4. 0) 16 ( 1 .  4) 
3 (0. 4) 21 (4. 6) 3 (0. 7) 58 (4. 9) 6 (0. 5) 
8 ( 1 . 1 ) 21 (4. 6) 3 (0. 7) 56 (4. 8) 1 1  (0. 9) 
( ) 内 は、 学生数に対す る 免除者の割合 を示す。
る 種々 の教育研究活動 中 の 災害 に対す る 被害救
済の措置 と し て 検討 し て き た 災害補償制度で あ
り 、 財団法人内外学生セ ン タ ー が保険契約者 と
な り 、 東京海上火災保険闘 を 幹事会社 と す る 国
内 の損害保険会社20社 と の 聞 に 一括契約す る も
の で、 各大学 は 内外学生セ ン タ ー の賛助会員 と
し て 、 被保険者 と な る 学生の本保険加入 と り ま
と め の事務 を 行 っ て い る 。
任意加入で あ る が、 本学で は、 こ の保険制度
の趣 旨 か ら 全員加入 を 呼 びか け て お り 、 新入生
に つ い て は 100% が加入 し て い る 。
補償の対象 は、 「被保険者が被保険者 の 在籍
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表 4 大学院生授業料免除者数
年
兵ヲ主今二 生 数 免 除 者
前期 医 学 研 究 科 薬 学 研 究 科 d仁E1h 計
度 医 薬
計
後期 全額 (%)
昭 前期 。 (0. 0)
和 70 92 162 
60 後期 o (0 . 0)  
前期 1 ( 1 .  4 )  
61  7 1  98  169 
後期 。 (0. 0 )
前期 。 (0. 0)
62 69 103 172 
後期 o (0 . 0 )  
前期 1 ( 1 .  4)  
63 69 99 168 
後期 o (0 . 0)  
平 前期 o (0 . 0 )  
成 66 94 160 
.lC 後期 o (0 . 0)  
前期 。 (0. 0)
2 72 90 162 
後期 。 (0. 0 )
前期 2 ( 2 . 8) 
3 72 79 15 1  
後期 2 ( 2. 8) 
前期 1 ( 1 . 5) 
4 66 90 156 
後期 1 ( 1 . 5) 
前期 2 ( 2. 7) 
5 74 94 168 
後期 2 ( 2. 7) 
前期 6 (8 . 5)  
6 7 1 87 158 
後期 4 (5 . 6 ) 
す る 大学 の 教育研究活動中 に 被 っ た 急激 か っ 偶
然 な外来 の 事故 に よ る 身体の 傷害」 と な っ て お
り 、 「教育研究活動 中」 と は 、 ①正課 を 受 け て
い る 問、 ②学校行事 に 参加 し て い る 問、 ③①②
以外で学校施設 内 に い る 問、 ④学校施設外で大
学 に 届 け 出 た 課外活動 を 行 っ て い る 間 と な っ て
い る 。
昭和6 0年度 か ら の 事故 件数及 び そ の事故内 容
は表 6 、 7 の と お り で あ る 。 な お 、 平成 5 年度
に お け る 全国 (加入者約25 0万人) の 事故 件数
は8， 956 件で事故発生率 は 0. 36% で あ っ た 。
半額 (%) 全額 (% ) 半額 (%) 全額 (%) 半額 (%)
1 ( 1 .  4)  8 (8. 7) o (0 . 0 )  8 (4 . 9 ) 1 (0 . 6) 
。 (0. 0) 8 (8. 7)  。 (0. 0 ) 8 (4 . 9 ) 。 (0. 0)
。 (0. 0 ) 9 (9. 2 ) 1 ( 1 . 0 )  10 (5 . 9 ) 1 (5 . 9) 
。 (0. 0) 8 (8. 2 ) 1 ( 1 .  0 )  8 (4 . 7)  1 (5 . 9) 
。 (0. 0) 10  (9 . 7) 3 ( 2 . 9 ) 10 (5 . 8 )  3 ( 1 . 7) 
o (0 . 0 )  10 (9. 7) 2 ( 1 .  9 ) 10 (5 . 8 )  2 ( 1 . 1 ) 
。 (0. 0) 5 (5 . 1 ) 3 (3 . 0 )  6 (3 . 6 ) 3 ( 1 . 8 ) 
1 ( 1 .  4 ) 7 (7 . 1 ) 1 ( 1 .  0 )  7 (4 . 2 ) 2 ( 1 . 2 ) 
。 (0. 0 ) 7 (7. 4 )  5 (5 . 3) 7 (4 . 4 )  5 (3. 1 ) 
。 (0. 0) 8 (8. 5)  2 (2. 1 ) 8 (5 . 0)  2 ( 1 . 3) 
。 (0. 0) 7 (7 . 8 )  3 (3 . 3 )  7 (4 . 3 )  3 ( 1 . 9) 
。 (0. 0 ) 5 (5. 6 ) 4 (4 . 4 )  5 (3 . 1 ) 4 (2 . 5)  
1 ( 1 .  4)  4 (5 . 1 ) 3 (3 . 8 )  6 (4 . 0 )  4 (2 . 6) 
o (0 . 0)  5 (6. 3 ) 2 ( 2. 5) 7 (4 . 6 ) 2 ( 1 . 3) 
1 ( 1 . 5) 5 (5 . 6 ) 6 (6 . 7 ) 6 (3. 8 )  7 (4 . 5) 
。 (0 . 0) 5 (5. 6 ) 5 (5 . 6 ) 6 (3 . 8) 5 (3 . 2 ) 
1 ( 1 . 4)  8 (8. 5)  4 (4 . 3 )  10 (6. 0 )  5 (3 . 0) 
1 ( 1 .  4 )  8 (8. 5)  3 (3 . 2 ) 10 (6 . 0 )  4 ( 2. 4)  
。 (0. 0 ) 14 ( 16. 1 ) 2 (2. 3) 20 ( 12 .  7)  2 ( 1 . 3) 
1 ( 1 . 4)  16 ( 18. 4 )  。 (0. 0 ) 20 ( 12 . 7) 1 (0 . 6 ) 
( ) 内 は 、 学生数 に対す る 免除者 の割合 を 示 す 。
4 )  福利厚生施設
イ. 食 堂
昭和52年 か ら 、 福利棟 1 階 に お い て 、 (財)
学校福祉協会 に 経 営 を 委託 し 、 セ ル フ サ ー ビ ス
方 式 で運 営 さ れ て お り 、 現在 ホー ル の 面積 は
453m2、 席数 は 390席で、 8 時15分か ら 18時3 0分
ま で営業 し て い る 。
昭和6 0年以降 は 、 昭和61年 に コ ー ヒ ー 自 動販
売機、 平成 4 年 に 冷房装置が設置 さ れ、 ま た 、
平成 3 年 と 平成 6 年 に 価格改訂が あ っ た 。
利 用者 数 も 看護学科 の 新 設 に 伴 っ て 年々 増
え 、 現在で は 1 日 平均1， 6 00食 を 提 供し て い る 。
表 5 学生生活実態調査
医 守山" 部 薬 学
調査年度 性別
抽出数 回収数 回収率 抽出数 回収数
男 233 147 63. 1% 95 59 
昭 和 女 19 15 78. 9 134 1 1 1  
55年度
計 252 162 64. 3 229 170 
男 279 161 57. 7 127 95 
58年度 女 32 19 59. 4 90 84 
言十 311  180 57. 9 217 179 
男 269 137 50. 9 111  60 
61年度 女 48 32 66. 7 104 77 
計 317 169 53. 3 215 137 
男 250 94 37. 6 96 44 
平 成 女 73 35 47. 9 127 68 
元年度
計 323 129 39. 9 223 112  
男 435 58 13. 3 209 30 
4 年度 女 181 43 23. 8 241 45 
計 616 101 16. 4 450 75 
表 6 事故件数
正 課 中 学校行事中 課外活動中
年 度 学生数 (% )  (% )  ( 5 %) 
昭和60 1221 12 (0. 9) 1 (0. 1) 21 ( 1. 7) 
61 1228 10 (0. 8) 18 ( 1 . 4) 
62 1237 8 (0. 6) 3 (0. 2) 1 1  (0. 9) 
63 1262 13 ( 1 . 0) 
平成元 1250 4 (0. 3) 12 (0. 9) 
2 1238 4 (0. 3) 13 ( 1 . 1 ) 
3 1231 1 (0. 1 ) 14 ( 1 . 1 ) 
4 1247 4 (0. 3) 16 ( 1 . 3) 
5 1269 2 (0. 1 ) 4 (0. 3) 
6 1331 3 (0. 2) 13 ( 1 .  0) 
( ) 内 は 、 学生数 に対す る 被害者の割合 を示す。
第 1 節 学 生 生 活 219 
部 必E』3 
回収率 抽出数 回収数
62. 1% 
82. 8 
74. 2 
74. 8 
93. 3 
82. 5 
54. 1 
74 
63. 7 
45. 8 
53. 5 
50. 2 
14. 4 
18. 7 
16. 7 
キ ャ ンノ f ス
内 の休憩中
(%)  
1 (0. 1 ) 
1 (0. 1 ) 
2 (0. 2) 
1 (0. 1 ) 
328 206 
153 126 
481 332 
406 256 
122 103 
528 359 
380 197 
152 109 
532 306 
346 138 
200 103 
546 241 
644 88 
422 88 
1066 176 
ぷE与1 三ロt
(%)  
35 (2. 8) 
28 (2. 2) 
23 ( 1 . 8) 
15 ( 1 . 2) 
16 ( 1 . 2) 
18 ( 1 . 5) 
15 ( 1 . 2) 
20 ( 1. 6) 
6 (0. 4) 
16 ( 1 . 2) 
計
回収率
62. 8% 1  
82. 4 
69. 0 
63. 1 
84. 4 
68. 0 
51. 8 
71. 7 
57. 5 
39. 9 
51. 5 
44. 1 
13. 7 
20. 9 
16. 5 
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表 7 事故内容
召和60 61  
靭 帯 損 傷 ・ 捻 挫 (3) (2 ) 14 9 
骨 折 (3)  6 7 
運 脱 臼 ( 1 ) 2 l 
裂 傷 ・ 挫 創 ( 1 ) 1 
n 撲 ( 1 ) 1 
動 目良 の 損 1第
J!と白 。〉 損 傷
腰 痛 ( 1 ) 
中 ア キ レ ス 臆 断 裂 2 2 
そ の {也 ( 1 ) 1 
( 6) (7 )  
26 21 
切傷 ・ 裂傷 ・ 創傷 5 3 
実 火 傷 I 1 
験 薬 む/ニ2友" 
実 目艮 0) f員 f易 l 
習 挫 ( 1 ) 1 
中
i 乙 の f也 2 1 
( 1 ) 
8 7 
靭 帯 損 傷
そ
挫
の
骨 折 1 
f也
計 I 
之仁込3 百十 ( 6) (8 ) 35 28 
( ) 内 は 、 女子学生で内 数 を 示す。
62 63 
(4) ( 1 ) 
7 5 
(2 ) ( 1 ) 
5 3 
( 1 ) 
1 3 
1 
1 
( 1 ) ( 1 ) 
2 2 
(7) (4) 
1 7  13  
1 
1 
( 1 ) 
3 
(2 ) 
5 
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) ( 1 ) 
1 2 
( 10 )  (5 )  
23 15 
平成元 2 3 4 5 6 計
(2) ( 1 ) ( 2 ) ( 15)  
7 6 7 7 3 6 7 1  
( 1 ) ( 1) (8)  
4 7 5 4 2 5 48 
( 2) 
1 1 1 2 1 2  
( 1 ) 
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) ( 1 ) 
2 3 
1 2 
( 1 ) 
1 
(2 ) 
2 1 1 12  
( 1 ) 
1 1 3 6 
( 1 ) ( 3) ( 1 ) ( 1 ) (2 ) (32) 
1 5  16 14 16 5 14  157 
( 1 ) ( 1 ) 
2 1 1  
( 1 ) ( 1 ) 
I l 5 1 
( 1 ) ( 1 ) 
1 1 
( 1) ( 1 ) 
1 3 
( 1 ) ( 1 ) (3)  
1 l 1 3 
( 1 ) 
1 7 
(2 ) ( 1 ) ( 2 ) (8 ) 
1 1 1 4 1 2 30 
1 
( 1 ) 
1 2 
( 1 ) 
2 
(2 ) 
l 5 
( 1 ) (3 )  ( 1 ) (3)  ( 1 ) (4 ) (42) 
16 18  15 20 6 16  192  
ロ . 談話室、 喫茶室
福 利 棟 2 階 に あ る 談話 室 (面 積 265 m') に
は、 約90席 の ソ フ ァ ー等が設置 さ れて お り 、 テ
レ ビ、 新 聞、 雑誌、 囲碁 ・ 将棋 等 の 設備 を 設
け 、 学業の合間の休憩や親睦 に く つ ろ い だ場 を
提供 し て い る 。
喫茶室 は 、 談話室 に 隣接 し て 設 け ら れ、 昭和
55年か ら (財) 学校福祉協会の 委託経営 に よ り
運営 さ れ て お り 、 8 時 15分 か ら 17 時 ま で営 業
し 、 一 日 平均300名が利用 し て い る 。
ハ . 売庖、 理容室
売屈 は 、 昭和52年か ら 福利棟 1 階部分 (面積
130m') で書籍、 文房具 に つ い て は 中 田 図書販
売側、 日 用雑貨 に つ い て は鮒大和富 山庖の委託
経営 に よ り 運営 さ れて お り 、 8 時30分か ら 17時
30分 ま で営業 し て い る 。
理容室 は 、 厚生棟 1 階 に お い て 昭和55年か ら
瀬川 孝勝氏 の委託経営 に よ り 運営 さ れて お り 、
9 時か ら 19時 ま で営業 し て い る 。
5 ) 健 康 管 理
学生諸君の健康管理 に 関 し て は 、 昭和58年に
保健管理セ ン タ ー が設置 さ れ、 昭和59年か ら は
本格的 な 活動 を 開 始 し 、 そ の 任 に 当 た っ て き
た 。 こ の保健管理セ ン タ ー の 目 的 は 、 本学 の 学
生 ( お よ び教職員 ) の心身の健康保持 ・ 増進 を
図 る た め に セ ン タ ー が附属病院 と 連携 し 、 専門
的業務 を行 う こ と に あ る 。 し た が っ て 、 種々 の
疾患や悩 み に対す る 指導 ・ 助言 は も ち ろ ん の こ
と 、 健常 な者の健康 を 維持 ま た は増進す る こ と
も 重要 な 目 的 と し て い る 。 次 に 具体的 な活動状
況 に つ き 示す。
イ . 学校医 に よ る 健康相談お よ び処置
各種疾患の相談お よ び健康 の 維持 ・ 増進 の た
め 、 セ ン タ ー専任教官 ( 内科) 、 看護婦お よ び
専 門 の 校 医 (神経精神 科、 整 形外科、 産婦人
科、 眼科、 耳鼻咽喉科、 歯科 口 腔外科) が相談
に 応 じ る 体制 を と っ て い る 。 ま た簡単 な処置 に
つ い て も 対応 し て お り 、 い ず れ も 多 数 の 学生
( お よ び教職員) に 利用 さ れ て い る 。 学生の セ
ン タ 一利用 者 は 、 延べ件数 に し て 昭和60年度 の
3， 200件か ら 平成 6 年度 の4， 400件 と 増加 し て き
て い る 。 セ ン タ ー利 用者 の 区分 で は 、 呼吸器疾
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患 (主 に かぜ症候群) 、 消化器疾 患 が 多 く 、 そ
れ ら に 次 い で創傷 ・ 熱傷、 捻挫 ・ 打撲、 筋肉 ・
関節痛 な どが受信 の 理 由 と な っ て い る 。 ま た 、
ア レ ル ギ ー に 関す る ア ン ケ ー ト 調査 を 開始 し て
か ら は 、 ア レ ル ギ ー性疾患 に つ い て の 受診 ・ 相
談が増加 し て い る こ と が特徴 と し て 挙 げ ら れ
る 。 こ れ ら 相談、 処置 に適切 に 対応で き る よ う
に 、 設備の面で も 年々 充実 さ せ て お り 、 時代 に
則 し た対応 を 図 っ て い る 。
ロ . 学生相談 ・ 心理相談
履修上の 問題、 将来の進路の こ と 、 経済上の
問題、 そ の他 さ ま ざ ま な 問題で悩 む と き に は精
神 的 に も 不安定 と な り 、 種々 の 身体症状 を伴 う
こ と も 多 い 。 主 と し て セ ン タ ー教官、 看護婦が
相 談 を 担 当 す る ほ か に 、 学務相談 に は 、 医 学
部、 薬学部 よ り 相談員 を 委嘱 し協力 い た だ い て
お り 、 カ ウ ン セ ラ ー と し て 心理学 の教官 に も 応
援い た だ い て い る 。 ま た 、 自 律訓練法の講習会
も 臨床心理師の協力 を得て行 っ て い る 。 こ れ ら
は数の上か ら は少 数 に 留 ま る も の の 、 重要な業
務 と な っ て い る 。
ハ . 健康診断
全学生 を対象 に 、 定期健康診断 を 毎年 4 月 、
6 月 に 実施 し て い る 。 実 施項 目 は 、 内 科、 眼
科、 耳鼻科診察、 血圧測定、 尿検査、 胸部 X 線
撮影 を 行 っ て い る 。 健康診断実施時間 に 授業 を
入れな い よ う に 配慮、 い た だ い て か ら は 、 受診率
も 良 く な っ て き て い る 。 定期健診 に お け る 有所
見者 に対 し て 再検査、 診察が行わ れ、 必要 な場
合 に は 附属病院 に 精査 を 依頼 し て い る 。 ま た 、
定期健康診 断 の 他 に 、 駅伝大会 な ど の 各 種大
会、 山岳部夏 山 ・ 冬山登山 な ど の ク ラ ブ活動、
ス キ ー 実 習 の 際 に 臨時 の 健康診断 を 行 っ て い
る 。
ニ . 健康教育
定期 に 発行 さ れ て い る 「学園 だ よ り 」 に 、 保
健管理セ ン タ ー か ら の た よ り と し て 毎 回違 っ た
テ ー マ を 取 り あ げ、 わ か り や す く 解説 し て い
る 。 ま た 、 全世界的 に 問題 と な っ て い る エ イ ズ
( H  1 V 感染) や 実習 に 関連 し て 関心 の 高 い肝
炎 ウ イ ル ス 、 そ の 他 の 感 染症 に 関 す る 講演会
を 、 セ ン タ ー 独 自 お よ び学 内 共 同 で行 っ て い
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る 。 更 に 、 北陸地区 の 国立 5 大学合同 で健康増
進合宿 セ ミ ナ ー を 開催 し て き た 。
こ れ ら の活動 は 、 学生課 ( な か で も 厚生係)
の ご協力 を 得て 初 め て 成 り 立 っ て い る 。 ま た 、
各 ク ラ ス 担当 教 官、 各講座主 任教授 の ご協力、
ご玉里解 を 得て 行 っ て い る 。 今後 も 学生諸君が よ
り 良 き 学生生活、 課外活動がで き る よ う に 、 心
身 の 健康 管理 の 面 か ら の 支 援 を 続 け て い き た
� ) o  
6 ) 研 修
イ. 新入生合宿研修
富 山 は海 と 山 の 自 然 に 恵 ま れ、 本学 は遠 く 富
山湾 を 望 み 、 近 く 北 ア ル プ ス 連 峰 を 目 前 に し た
呉羽丘陵 に 立地 し て い る 。 創設以来本学 で は 新
入生合宿研修 を 実施 し 、 早春 の 5 月 上旬 、 積雪
の 中 を 開通間 も な い 立 山 天狗平で、 学生 ・ 教職
員 が共 に 一泊 し 、 悠大 な 自 然 の 懐 に 入 っ て 己 が
人聞 の 小 さ さ を 覚 り 、 自 然 と 人間 ・ 人 間 同 士の
出合い の場 と し て 語 り 合 う 機会 と し て い る 。 学
生 は 全国 か ら 広く 集 ま り 、 ま た 地元 出 身 者 で も
夏 山 は と も か く 、 こ の こ ろ の 厳 し い 春 山 の 経験
は な く 、 新 入 生 に は 強 烈 な 印 象 を 与 え る よ う
で、 卒業後 も 本学で学 ん だ 良 い 思 い 出 と な っ て
い る 。
往復 の 団体行動 か ら 宿泊 中 ま で班別 に リ ー
ダー を 設 け 、 学生 に 役 目 を 分担 さ せ て 自 主協力
活動 を 促 し 、 晴天 に 恵 ま れれ ば屋外で雪 中 を 国
見峠や 地獄谷へ と 歩き 、 ス ノー ボ ー ト で斜面 を
滑 り 興 じ て 十分に 若 さ を発散 し 、 雨天 な ら 屋内
で講演や ス ラ イド 映写で山 に 関 す る 知識 を 聞 く
な ど と 自 由 時間 も 交 え 、 両学部、 学生 ・ 教職員
の 別 な く 互 い に 交流 し親 し く 話 し 合 う 意義 は大
き し ) 0
( た だ し 昭和58年度 は 、 乗鞍青 年 の 家 で実施 し
た )
ロ . 在来生合宿研修
本学で は 、 毎年12月 に 「合宿 に よ る 共 同生活
と 野外研修等 を 通 じ て 、 大学生活か ら 生 じ る 諸
問題 に つ い て 教職員 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を
深 め る こ と に よ り 、 よ り 健全 な 学生生活 と 豊か
な 人間形成 に 資 す る 」 こ と を 目 的 と し て 在来生
合宿研修 を 開催 し て い る 。
平成 6 年度 は 、 12月 23 日 か ら 27 日 ま で の 4 泊
5 日 の 日 程で長野県 山 ノ内 町 の 志賀高原発晴温
泉 で本学学生約80名 、 本学教職員 15名、 特別講
師1 名 が参加 し て 行わ れ多大 な成果 を あ げた 。
第 2 節
「正課」 と 「課外」 は相互 に 深 く 影響 し 合 っ
て 学生の キ ャ ン パ ス 生活 を 形成 し て い る 。 学生
は正課 と 課外の両者 に よ っ て 学 問 的 に も 、 人間
的 に も 自 立 で き る よ う に な っ て い く と 考 え ら れ
る 。 学生 は 自 ら 選択 し た 課外活動 の 中 で、 親密
な友人関係 を 見 出 し 、 社会人 と し て の 品性 を
養 っ て 人間形成 を 図 っ て い く こ と がで き る 。 大
学 と し て も 、 正課 と 課外 を 有機的 に 結びつ け る
工夫 と 努力 を し て お り 、 全学生 に 対 し て 積極的
に サ ー ク ル に 参加 す る よ う 指 導 し て い る 。 ま
た 、 活動の場 と な る 施設の整備 な ど に 努め て い
る 。
以下 に 、 平成 6 年度 に 届 け 出 の あ っ た 文化系
と 体育系 の サ ー ク ル の 現状 と 、 そ れ ぞれの サ ー
ク ル の最近10年間の活動状況 を 中心 に 記 し 、 併
せ て ス ポ ー ツ 大会 と 医薬大祭 に つ い て 述べ る 。
平成 6 年度 の課外活動サ ー ク ル数お よ び加入
学生数 は 次 の と お り で あ る 。
サ ー ク ル名 所属サ ー ク ル数 加入学生数
体 育 系 28 934 
文 化 系 17 466 
lE〉コ‘ 計 45 1400 
(注) 複数加入 を含む。
1 ) 文化系サー ク ル活動
各サ ー ク ル と も 、 顧問教官がサ ー ク ル活動全
般 に わ た っ て 面倒 を み て い る 。 学生 自 治会文化
部会 と し て 、 機関誌 「竹林 に 坐 す 」 を 年 1 回刊
行 し て い る 。 文化系 サ ー ク ル の 活動の場 と し て
は、 北陸 3 県大学学生交歓芸術祭 (芸交祭) が
あ る 。 23 の短大 と 大学が加盟 し て お り 、 本学か
ら は 、 軽音楽、 管弦楽、 三曲会、 美術、 写真 の
各サ ー ク ルが参加 し て い る 。
① 青 い 鳥
昭和56年設立。 顧問 は小西 徹先生。 加入学
生数30名。 入院児童 を 楽 し ま せ る ボ ラ ン テ ィ ア
活動 か ら 生 ま れ た サ ー ク ル で あ る 。 小 児 科慰
問、 日 曜学校 の 子供 た ち と の 交流 を 図 っ て い
る 。 七夕 会 (附属病院小児科) 、 日 帰 り キ ャ ン
課 外 活 動
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プ (太 閤 山 ラ ン ド ) 、 打 ち 上 げ合 宿 (浜 黒 崎
キ ャ ン プ場) な ど を 行 っ て い る 。
② 囲碁将棋部
昭和59年設立。 顧問 は小泉富美朝先生。 加入
学生数14名。 本学職員 と の対抗試合 (第 4 回医
薬大名人戦) 、 春季北信越学生囲碁お よ び将棋
大会 (新潟大学、 富 山 大学、 金沢大学、 本学)
に 参加 し 、 夏期 (利賀村) と 冬期 ( 山 田温泉)
の合宿 に よ っ て 技術の 向上 を 図 っ て い る 。
③ 演劇 を 楽 し む会
昭和54年設立。 顧問 は桜川信男先生。 加入学
生数14名。 新歓公演 や 大 学祭公演 を 行 っ て い
る 。
④ 管弦楽団
昭和52年室 内合奏団設立。 昭和61年管弦楽団
に 編成替 え 。 加入学生数35名。 顧問 は 本 田 昂先
生。 入学式での演奏、 定期演奏会 (第17回、 県
教 育 文 化 会 館 ホ ー ル) 、 芸 交 祭 (第 41 回、 ラ
ポ ー ル小杉) 、 病院 コ ン サ ー ト ( 附属病院) 、 合
宿 (岐阜県上宝村) な ど活躍 し て い る 。 サ ー ク
ル 誌 L'ESTRO ARMONICO を 刊 行 し て い
る 。
⑤ ギ タ ー マ ン ド リ ン ク ラ ブ
昭和52年設立。 顧問 は桜川信男先生。 加入学
生数29 名 。 定期 演奏会 (第 16 回、 ラ ポ ー ル 小
杉) 、 北 陸 学 生 マ ン ド リ ン 合 同 演 奏 会 (第22
回、 富 山市公会堂) 、 夏期合宿 (志賀高原) を
f子 っ て い る 。
⑥ ク ラ シ ッ ク ギ タ ー部
昭和53年設立。 顧問 は小泉富美朝先生。 加入
学生数 は 2 1名。 定期演奏会、 北陸 3 県合同演奏
会、 第 24 回 プ レ ク ト ラ ム 音楽祭 に 参加 し て い
る 。
⑦ 軽音楽部
昭和52年設立。 顧 問 は 諸橋正昭先生。 加入学
生 数 35 名 。 定 期 演 奏 会 (第 12 回) 、 新 歓 コ ン
サ ー ト 、 鯉の ぽ り コ ン サ ー ト に 参加。 合宿 (北
志賀) に よ っ て 技 を磨い て い る 。
⑧ 混声合唱団
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昭和52年設立。 顧問 は伊藤祐輔先生。 加入学
生数36名。 定期演奏会 、 他大学 と の合同演奏会
を 行 っ て い る 。 サ ← ク ル 誌 “唱" を 刊行 し て い
る 。
⑨ 茶道部
昭和57年設立。 顧問 は 木村正康先生。 部員数
26名。 勉強会 、 練習 、 大学祭 で の 発表会 な ど で
活躍 し て い る 。
⑩ 三 曲 会
昭和58年設立。 顧問 は小林正先生。 会員数30
名。 日 本古来の楽器で あ る 琴 、 尺八 、 三絃 を 演
奏す る サ ー ク /レ。 芸交祭 、 ゆ か た 会 、 病院 コ ン
サ ー ト (協立病院) に 参加。
⑪ 写真部
昭和51年設立。 顧問 は 辻陽雄先生。 部員数1 2
名。 写 真 展 (年 2 回) や 撮影会 を 開 催 し て い
る 。
⑫ 富 山 リ ー ガ ル ・ ク ラ ブ
昭和63年設立。 顧問 は 阿原稔先生。 部員数 9
名 。 法律学 を 勉強 す る サ ー ク ル で 、 医事法制や
法医学 の み な ら ず 、 一般 の 法 令を研究 す る 。
⑬ 桔鞭会
昭和49年設立。 顧問 は難波恒雄先生。 会員数
126名。 永 い 歴史を 持 つ サ ー ク ル。 植 物 採 集
( 5 月 、 6 月 、 7 月 ) 、 植物栽培 、 文 献輪読、 夏
合宿 を 行 っ て い る 。 2 0周 年記念式典ノ f ー テ ィ を
実施。 会 誌 “結鞭" を刊行 し て い る 。
⑭ 書道部
昭和59年設立。 顧問 は鏡森定信先生。 部員数
4 名 。 看板書 き ( 1 2 月 ) 、 卒業生 に 送 る 色紙 書
き ( 3 月 ) な ど を 行 っ て い る 。
⑮ 美術部
昭和51年設立。 顧問 は大谷修先生。 部員数18
名。 作品 の制作お よ び鑑賞 を 行 う 。 交歓芸術祭
や 院 内 展 を 開催 し て い る 。
⑮ ウ イン ド ア ン サ ン プル
平成 2 年設立。 顧問 は佐藤根敏彦先生。 部員
数15名。 管弦楽団 と 異 な り 、 楽器構成 は ほ と ん
ど 管 楽 器 で あ る 。 附 属 病 院 ロ ビ ー で病 院 コ ン
サ ー ト ( 3 月 ) を 開催 し て 患者 の 皆 さ ん に 好評
を 得て い る 。
⑫ ア マ チ ュ ア 無線 ク ラ ブ
平成元年設立。 顧問 は 北 川 泰司 先生。 ク ラ ブ
員 数12名。 ア マ チ ュ ア 無線の健全 な 発展 、 会員
相 互の 友 好の増進 、 無線科学 の 向上 を 目 的 と し
て い る 。 ] ARL 総会 に 参加 、 各種 コ ン ク ー ル
に 出場。 ALL] A コ ン テ ス ト で は 北陸地区 1 位
で あ っ た 。
2 ) 体育系サー ク ル活動
各 サ ー ク ル と も 顧問教 官がサ ー ク ル活動 の活
性化 に 努 め て い る 。 学生 自 治会体育会 で は 、 機
関 誌 「 天放」 を 毎 年 1 回刊行 し て い る 。 体育系
サ ー ク ルが参加す る 主 な 大会 は 、 北陸地 区国立
大学総合体育大会 (北 国 大会) 、 西日 本 医科学
生総合体育大会 ( 西医体) お よ び関 西薬学生競
技大会 ( 関薬) で あ る 。 北 国大会 は 、 北陸地区
の 国立大学 (金沢大 、 富 山 大 、 福井大 、 福井医
科大 、 高 岡 短期大 、 富 山 医薬大) 相 互の 友 好を
ク ラ ブ活動 を 通 し て 深 め る こ と を 目 的 と し て い
る 。 西医体 は 関 西東 ブ ロ ッ ク に 属す る 44 の 医学
部 ・ 医 科 大 の 体育 系 の サ ー ク ル が 一 堂に 会 し
て 、 日 頃鍛 え た 技 を 2 0競技で競い 合 う 大会であ
る 。 参加総人数 は 1 万5， 000人 に 達 す る 。 本学
は こ の 大 会 で 総 合 準優 勝 (45 回 大 会) 、 4 位
(42 回大会) 、 6 位 (43回大会) の 成績 を 挙 げて
い る 。 関薬 は 関 西の薬学生だ け の 大会で 、 8 競
技が行わ れて い る 。 以 下に 各サ ー ク ル の こ の 1 0
年間 の 活動状況 と 平成 6 年度 の 現況 を 記す 。
① 空手道部
昭和52年設立。 顧問 は佐々 木博先生。 部員 数
22名。 過去 に 輝 か し い戦績 を 残 し て い る 。 北 国
大会 : 団体優勝 (4 0回 大会) 、 西医体 : ベス ト
8 ( 4 1 回 、 42 回、 43 回大会)
② 弓 道部
昭和51年設立。 顧問 は 武 田龍司 先生。 部員 数
53名。 北 国大会 : 団体女子準優勝 (42回 、 46 回
大会) 、 3 位 (4 0回大会) 、 西医体 : 団体男子優
勝 (45回大会) 、 3 位 (46回大会) 、 団体女子 3
位 (44回大会) 、 6 位 (38回 、 43 回大会) 。
③ 剣道部
昭和51年設立。 顧問 は 二谷立 介先生。 部員 数
3 3 名 。 北 国 大 会 : 男子 団 体 準 優 勝 (43 回 大
会) 、 3 位 (4 0回 、 44 回) 、 女子 団体 3 位 (38回
�41 回 大会 、 4 3 回 大会) 。 西医体 : 女子 団体準
優勝 (41 回 大 会) 、 男 子 団 体準 優 勝 (37 回 大
会) 、 女子個人優勝 (38回大会) 。
④ ソ フ ト テ ニ ス
昭和51年設立。 顧問 は平賀紘一先生。 部員数
5 1 名 。 北 国 大 会 : 男 子 団 体 準 優 勝 (44 回 大
会) 、 女子団体準優勝 (42回大会) 、 男子個人戦
優勝 (45 回 大会) 、 西医体 : 女子団体優勝 (45
回大会) 、 準優勝 ( 44 回 大 会) 、 女 子 個 人優勝
(46回大会) 。 関薬 : 男子団体準優勝 (平成 4 年
度) 、 個人優勝 (平成 5 年度) 。
⑤ 硬式庭球部
昭和51年設立。 顧問 は滝沢久夫先生。 部員数
43 名。 北 国 大 会 : 男 子 団 体 準 優 勝 (37 回 大
会) 、 女子団体準優勝 (41 回大会) 、 西医体 に 参
加。
⑥ サ ッ カ 一部
昭和51年設立。 顧問 は落合宏先生。 部員 数35
名。 北 国大会 : 優勝 (44 回大会) 、 準優勝 (41
回、 45回大会) 、 西医体 に 参加。
⑦ 水泳部
昭和51年設立。 顧問 は小野武年先生。 部員 数
36名。 北 国大会 : 男女 と も 個人種 目 別 で数多 く
優勝。 西医体 : 男子総合優勝 (43 回大会) 、 準
優勝 (44 回、 45回大会) 、 そ の 他個人種 目 別 で
優勝 (41回、 42 回大会) 。
⑧ 競技 ス キ ー部
昭和51年設立。 顧問 は藤巻雅夫先生。 部員数
45名。 西医体 : 男子総合準優勝 (40 回、 42回、
43 回、 45 回、 46 回) 、 女子総合準優勝 (38 回、
40 回、 43 回、 44 回 大 会) 、 女 子 総 合優 勝 (45
回、 46回大会) 。
⑨ 山岳部
昭和51年設立。 顧問 は小野寺孝一先生。 部員
数 22 名。 春、 新 歓 合 宿 (立 山 ) 、 夏、 夏 山 縦
走、 秋、 も み じ狩 り 、 冬、 冬山登山。 夏期 の双
六小屋診療所開設 を サ ポ ー ト 、 昭和59年部員 が
国体へ 出場。
⑩ 準硬式野球部
昭和51年設立。 顧問 は 川 崎匡先生。 部員 数40
名。 北 国 大 会 : 優 勝 (38 回、 39 回、 42 回 大
会) 、 西医体 : 3 回戦進出 (39回大会) 、 ベ ス ト
16 (45 回 大会) 、 関薬 3 位 (平成 4 年、 6 年
の 大会) 。
⑪ 柔道部
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昭和53年設立。 顧問 は三崎拓郎先生。 部員数
26名。 北 国大会 : 団体準優勝 (42 回 大会) 、 3
位 (37回大会) 、 西 医体 : 団体準優勝 (38 回大
会) 、 ベ ス ト 8 (41 回大会) 、 決勝 ト ー ナ メ ン ト
進出 (39 回大会) 。
⑫ 体操 ・ 新体操部
昭和51 年設立。 昭和60 年 に 新体操 が加わ っ
た 。 顧問 は小泉富美朝先生。 部員数20名。 北 国
大会 : 男 子 団体準優勝 (38 回、 39 回、 44 回 大
会) 、 西医体 に 参加。
⑬ 卓球部
昭和51年設立。 顧問 は清水写夫先生。 部員数
45名。 北 国大会 : 女子団体 3 位 (40回、 46回大
会) 、 男子 シ ン グ ル ス 準優勝 (46回大会) 、 西医
体 : 男 子 団 体 準 優 勝 (44 回 大 会) 、 4 位 (43
回、 46 回大会) 、 女子団体決勝 ト ー ナ メ ン ト 進
出 (39 回、 40 回 大会) 、 関薬 : 男子団体準優勝
(昭和63年、 平成 3 年、 5 年) 、 女子団体準優勝
(昭和 63 年、 平成 2 年) 、 男 子 シ ン グ ノレ ス 優勝
(平成 2 年) 。
⑭ 男子パ ス ケ ッ ト ボ ー ル部
昭和51 年設立、 顧 問 は 諸橋先生、 部 員 数33
名。 北 国 大 会 : 3 位 (37 回 � 42 回、 46 回 大
会) 、 西医体 : 決勝 ト ー ナ メ ン ト 進 出 (38 回~
41 回大会) 、 関薬 : 3 位 (昭和61年) 。
⑮ 女子バ ス ケ ッ ト ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は諸橋正昭先生。 部員数
21名。 北 国大会 : 準優勝 (46回大会) 、 3 位 (37
回�44 回大会) 、 西医体 : 優勝 (41 回、 43 回、
46回大会) 、 3 位 (45 回大会) 、 関薬 : 3 位 (昭
和62年) 。
⑮ バ ド ミ ン ト ン部
昭和51年設立。 顧問 は倉知正佳先生、 部員数
72名。 北 国大会 : 女子団体準優勝 (43 回、 44回
大会) 、 3 位 (42 回大会) 、 男子団体 3 位 (42回
大会) 、 西医体 : 男子団体優勝 (42 回大会) 、 準
優勝 (43回大会) 、 ベ ス ト 16 (41 回大会) 、 女子
団体ベ ス ト 16 (45 回大会) 、 全薬大会 : 男 子 団
体優勝 ( 平 成 3 年) 、 女 子 団 体優勝 (平成 3
年) 、 準優勝 (平成 2 年) 。
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⑪ 男子バ レー ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は 白 木公康先生。 部員数
34名。 北 国大会 : 3 位 (37 回 �4 0回 、 42 回 �44
回大会) 、 西医体 : 決勝 ト ← ナ メ ン ト 進 出 (37
回 、 38回 、 4 0回大会) 、 全薬大会 3 位 (昭和
63年) 。
⑮ 女子バ レー ボ ー ル部
昭和52年設立。 顧問 は 井上博先生。 部員数26
名。 北 国 大 会 3 位 (41 回 、 44 回 、 45 回 大
会) 、 西医体 4 位 (44 回 �46回大会) 、 関薬 :
6 位 (平成 6 年) 。
⑮ ハ ン ド ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は滝沢久夫先生。 部員数
31名。 西医体 3 位 (37 回 大 会) 、 北 国大会 に
参加。
⑩ ヨ ッ ト 部
昭和53年設立。 顧問 は大島博先生。 部員数27
名。 北 国 大 会 : 総 合 準 優 勝 (41 回 、 46 回 大
会) 、 3 位 (39 凹 、 4 0 回 、 4 2 回 大 会) 、 西医
体 : 総 合 1 3 位 (46 回 大 会) 、 19 位 (37 回 、 4 0
回 、 4 1 回 大 会) 。 平 成 5 年 葛 西部 員 が 国 体 出
場。
⑫ ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル部
昭和51年設立。 顧問 は 高久晃先生。 部員 数25
名 。 北 国大会 : 準優勝 ( 4 1 回 大 会) 、 3 位 (39
回 、 4 0回 、 42 回大会) 、 西医体 : ベス ト 16 (41 
回大会) 。
⑫ 陸 上競技部
昭和51年設立。 顧問 は藤巻雅夫先生。 部員数
35名。 北国大会 : 男子総合 3 位 (41 回 、 42回大
会) 、 女子総合 3 位 (41 回 �44回大会) 、 個人種
目 優勝 (43 回 、 45回大会) 、 西 医体 : 男子総合
準優勝 (38回 、 4 0回 、 4 2 回 大 会) 、 3 位 (43 回
大会) 、 4 位 (41 回 大 会) 、 8 位 (37 回 大会) 、
女子総合準優勝 (43 回 大会) 、 関薬 : 男子総合
優勝 (平成 3 年 、 5 年) 、 3 位 (昭和62 年 ~平
成 2 年 、 平成 4 年) 。
⑮ 合気道部 ( 富 山 医科薬科大学養神館合気
道部)
昭和6 0年設立。 顧問 は 高屋憲一先生。 部員数
32名。 西医体 : オ ー プ ン 参加 (41 回大会) 、 団
体の部敢闘賞 (43回大会) 、 個人の部優秀賞 (43
回大会) 。
⑫ ウ イン ド サ ー フ ィ ン部
昭和61年設立。 顧問 は 古 田 勲先生。 部員数22
名 。 週2 回練習 、 学連 レー ス や一般 レー ス 参加
に 向 け て 頑張 っ て い る 。
⑮ 応援団
昭和63年設立。 顧問 は 古 田 勲先生。 部員 数 8
名。 入学式 、 卒業式 、 大学祭 、 運動会 に お い て
演武会 を行 っ て お り 、 高 い評価 を 受 け て い る 。
⑮ 女子軟式野球部
昭和6 0年設立。 顧問 は 武 田龍司 先生。 部員数
32名。 第 2 回 お よ び第 3 回全国大学女子軟式野
球大会で準優勝 ( 昭和63年お よ び平成元年) 。
春季 ・ 秋季北陸大会 に も 参加。
⑫ 軟式野球同 好会
平成 2 年設立。 顧問 は 大谷修先生。 部員数15
名 。 地元 の 野球 チ ー ム と 試合 を し 、 野球技術の
向上 を 図 っ て い る 。
⑮ ス キ ー ・ ス ノー ボ ー ト > チ ー ム ウ ェ イ
ブ <
平成 6 年設立。 顧問 は大谷修先生。 部員 数5 0
名 。 冬期 ス キ ー 、 ス ノー ボ ー ト 訓 練 、 春 期 合
宿。
3 ) サー ク ル リ ー ダー研修会
サ ー ク ノレ活動 は 学生の 自 主牲 に 委ね ら れて お
り 、 そ の た め 、 サ ー ク ル の組織 と 運営 に お い て
民 主 的 な ル ー ル が確立 し て い な い 。 ま た 、 各
サ ー ク ル に お い て は 、 部員 相 互の人間関係 は 緊
密 で あ り 、 組織 に 対す る 帰属感 も 強 い が 、 反面
セ ク ト 化 傾向 も 強 い 。 こ の よ う な 点 を 補 う た め
に は 、 サ ー ク ル各 リ ー ダー に リ ー ダー と し て の
資 質 の 向 上 と リ ー 夕、 ー シ ッ プ の 向 上 が望 ま れ
る 。 学生課が世話役 と な っ て 毎年 8 月 に 文化系
と 体育系 の 各サ ー ク ル の リ ー ダー を 集 め て 、 こ
の た め の研修 を 行 っ て い る 。 学 内外の講師 に よ
る 講演会 と 体育系 と 文化系 そ れ ぞ れで個別討論
会 を も っ て い る 。
4 ) 春季 ・ 秋季ス ポ ー ツ 大会及び大運動会
い ず れ も 体育会事業 局が企画 ・ 運営 し て い
る 。 全学生 と 職員 の 自 由 参加 に よ る お 祭 り 的 な
も の で あ る 。 春季 ・ 秋季 ス ポー ツ 大会 は 医学部
医学科 と 薬学部薬科学科の各学年 a チ ー ム と b
チ ー ム 及びサ ー ク ル ご と の チ ー ム に よ っ て競わ
れ る 。 競技種 目 は 、 ソ フ ト ボ ー ル、 バ レ ー ボ ー
ル、 テ ニ ス 、 卓 球、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル、 リ
レ ー 、 綱引 き な ど多 岐 に わ た っ て い る 。 大運動
会 は 、 学生 と 職員 が参加す る 運動会で あ る 。 職
員 の部 で は 、 外科 2 が強力 チ ー ム で あ る が、 近
年、 薬剤部、 眼 科 ・ 耳 鼻科、 整 形 ・ リ ハ ビ リ
チ ー ム な ど も 外科 2 チ ー ム を脅 か し て い る 。
5 ) 医 薬 大 祭
毎 年 10 月 末 の 金 ・ 土 ・ 日 の 3 日 間行 っ て お
り 、 平成 6 年度 で18 回 を 数 え る 。 日 常性か ら の
解放 を 謡 っ て い る 。 そ の 内 容 は 、 医薬展、 ス
ポー ツ 大会、 応援団演武、 軽音 ラ イ ブ、 医薬大
名 人 戦 ( 囲 碁、 将 棋) 、 大 学 祭 記念 学 術 講 演
会、 医薬大 オ ー プ ン (硬式 テ ニ ス ) 、 デ ィ ス コ
ノ f ー テ ィ 、 後夜祭 ( フ ァ イ ア ー ス ト ー ム ) な ど
で あ る 。 ま た 、 各 サ ー ク ル が 屋 外 出 庖 (模擬
庖) し て い る 。 学術講演会 は 医学部 ・ 附属病院
助講会主催で、 最近 3 年間の講演者 と 演題 を あ
げ る と 、 日 野原重明先生 「 日 本 の 医療の軌道修
正 の 提日昌」、 石川 信義先生 「 自 由 こ そ 治療 だ !
一患者 を つ く る 医療 か ら の 脱却←」 、 杉 田秀夫
先生「分子生物学 と 神経学」 で あ る 。
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婦 ( 士) ・ 養護教諭 と し て 専門的立場で活躍す
る こ と が期待 さ れ て い る 。 ま た 、 設置 を 計画 し
て い る 大学院修士課程 に 進学 し て 臨床看護学 な
ど の研究 に 携 わ る と と も に 、 大学での教員 に な
る 道 も あ る 。
平成 9 年 3 月 に は第一期 の 卒業生 を送 り 出 す
こ と に な り 、 現在看護学科教 官に よ り 、 適 切な
進路指導が行わ れ て い る 。
2 ) 薬 学 部
ア . 本学部 の 歴史は 、 地元の伝統産業 (富 山 の
く す り ) の振興の た め に 明治26年 に 設立 さ れた
共立富 山 薬学校 に 始 ま り 、 市立 富 山 薬学校 (明
治30年) 、 県立薬学専門学校 ( 明治43年) 、 官立
富 山薬学専門学校 (大正 9 年) 、 富 山 大学薬学
部 (昭和24年) へ と 、 組織 ・ 学制 の 改革 に 伴 っ
て 名称の 変更 を 重ね、 昭和5 0年 に は和漢薬研究
所 と と も に 富 山 医科薬科大学 の創設 に 参加 し 、
昭 和 5 1 年 に 第 1 期 生 を 迎 え て 今 日 に至っ て い
る 。
そ の 問、 第 1 回卒 (大正 2 年) か ら 第82 回卒
(平成 7 年) ま で の 卒業生 は 約九 1 00名 に 達 し 、
全国各地 は も と よ り 海 外 ま で に 及ぶ活躍ぶ り は
伝統的 に 高 い評価 を 受 け て い る 。
富 山 医科薬科大学の卒業生 と し て は 、 昭和55
年 3 月 卒業 の 第 1 回生か ら 平成 7 年 3 月 卒業の
医学部卒業者 の本学へ の残留率
卒業生 の 動 向
1 ) 医 学 部
昭 和 57年 3 月 に 第 1 回 生 75 名 が卒 業 し て 以
来、 平成 7 年 3 月 卒業の第14回生 ま で、 計1， 348 
名 ( う ち 女子23 0名 ) が卒業 し た 。
第 1 回生 を 始 め 卒業生 は 、 い ま や 医学部 お よ
び附属病院 に お け る 研究 ・ 診療 の 中堅 と な っ て
お り 、 本学 (母校) の 発展 に 寄与 し て い る 。
卒業生 の 進路状況及 び本学 へ の 残留率 を 図 に
し て み た 。
進路状況 は 、 研修医82% 、 大学院進学 9 % 、
助手 3 % 、 他 6 % と な っ て い る 。
昭和6 0年度 か ら 平成 6 年度 ま で の 卒業生の う
ち 、 大学院進学 を 含 め て 、 本学 での研修 を 行 う
た め 残 る 学生 は 、 4 0�5 0% と 低迷 し 、 本学医学
部及び附属病院 の将来の発展 を 考 え る と 残念 な
こ と で あ る 。 こ れ は 他の新設医科大学 も 同様で
こ の事が問題 と な っ て い る 。 な お 、 本学 出 身者
で他大学、 あ る い は他県の病院へ行 く も の は 、
ほ と ん ど が郷里 に 戻 る 、 い わ ゆ る U タ ー ン で あ
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こ の た め 、 医学部 てや は卒業生 の母校へ の 定 着
率 を 高 め る た め 、 卒後教育検討委員会 を 設 け 、
6 年生 を対象 と し た 卒後教育ガ イダ ン ス を 年 2
回行 う と と も に 、 ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し 、 そ
の結果 を も と に 鋭意検討 を 重 ね て い る 。
ま た 、 附属病院で は 卒後臨床研修、 と り わ け
そ の 最 も 基本 と な る 初期研修 の効果が高 め ら れ
る よ う 、 平成 6 年度 か ら 臨床研修委員会が中心
と な り 卒後研修 プ ロ グ ラ ム ( ，卒後研修 の 手 引
き (平成 6 年度) J ) を 作成 し 、 卒業生 に よ り 魅
力 あ る 修練の場 を提 供す る と と も に 、 時代 に 即
し た 医 師養成 を 目 指 し て い る 。
本学 は 、 平成 5 年度 に は新設医科大学 と し て
は最初 に 医学部 に 四年制看護学科が創設 さ れ、
医療 に 関 し て は 医 師の 良 き パ ー ト ナ ー で あ る 指
導 的 な看護婦 (士) の 養成 を も 目 指 し た 医療 に
関す る 総合 的 な教育の場 と な っ た 。
4 年間 に 看護の 学問 的知識 ・ 技術 ・ 態度 を 身
に つ け 、 卒業後 は 看護婦 (士) 、 あ る い は 保健
医 学 部 卒 業 者 の 進 路 状 況
区 分 おは空 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和56 57 58 59 60 61 
県 内 出 身 5 6 2 2 3 1 
助 手 県 外 出 身 1 4 4 7 。 。
計 6 10 6 9 3 1 
本 県 内 出 身 7 14 14 3 10 14 研修医 県 外 出 身 24 17 15 33 24 21 
計 31 31 29 36 34 35 
県 内 出 身 9 3 4 6 3 3 
大学院 県 外 出 身 9 7 7 3 6 1 
計 18 10 11 9 9 4 
県 内 出 身 。 1 。 。 。 。
山ヲ， 研究生 県 外 出 身 。 4 。 。 。 。計 。 5 。 。 。 。
県 内 出 身 21 24 20  11 16 18 
計 県 外 出 身 34 32 26 43 30 22 
言十 55 56 46 54 46 40 
県 内 出 身 1 5 。 1 。 2 
研修医 出身県の大学 5 20 22 23 24 28 そ の 他 6 10 9 11 15 9 
他 計 12 35 31 35 39 39 県 内 出 身 。 。 。 1 。 。
大学院 出身県の大学 2 1 。 1 7 。そ の f也 。 1 1 。 1 1 
大 計 2 2 1 2 8 1 県 内 出 身 。 。 。 。 1 。
研修生 出身県の大学 。 。 2 。 。 。そ の 他 1 。 。 。 。 。
兵寸三今a 計 1 。 2 。 1 。
県 内 出 身 1 5 。 2 1 2 
計 出身県の大学 7 21 24 24 31 28 そ の 他 7 11  10  11 16 10 
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県 内 出 身 。 1 2 。 l 。
県内の病院 県 外 出 身 1 。 2 1 1 。
計 1 1 4 1 2 。
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県外の病院 出身県の病院 2 5 5 1 1 7 そ の 他 1 。 2 4 2 3 
計 4 6 8 6 4 12 
県 内 出 身 。 。 。 1 。 。
厚 生 省 県 外 出 身 。 1 。 。 。 。
計 。 1 。 1 。 。
県 内 出 身 。 。 。 l 。 。
そ の 他 県 外 出 身 。 1 。 2 。 1 
計 。 1 。 3 。 1 
県 内 出 身 23 31 23 16 19 22 
l日L 計 県 外 出 身 52 71 69 86 81 71 
計 75 102 92 102 100 93 
昭和 昭和 平成62 63 フむ
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第 1 6 回 生 ま で 1， 5 06名 に 達 し 、 そ の う ち 女子 は
848名 を 数 え る 。
薬学部卒業生の 進路状況 は 、 昭和6 0年度 か ら
平成 6 年度 ま で の 進路先の 変化 を み る と 、 大学
院進学者が33% か ら 41 % と 増 え 、 特 に 女子が 4
% か ら 29% に 大 き く 増 え て い る 。
こ れ は 、 大手製薬 メ ー カ ー の 研究職 に は大卒
で は な か な か 就職 で き な い た め で は な か ろ う
か。
ま た 、 就職先 を み る と 昭和 6 0年度 は 製薬会社
6 1 %  (就職者 中 の 割合) 、 病院22 % 、 公務員 6
% 、 卸 ・ 小売 2 % で あ っ た も の が 、 平成 6 年度
で は病院51 % 、 製薬会社22 % 、 卸 ・ 小売 14% 、
公務員 13% と な っ て い る 。
男女別 に み る と 、 男子 は 昭和 6 0年度 は 製薬会
社64% 、 公務員 2 1 % で あ っ た も の が 、 平成 6 年
度 で は 製薬会社4 0% 、 病院27% 、 公務員 2 0% 、
卸 ・ 小売13% と な っ て お り 、 女子 は 昭和60年度
は 製薬会社6 0% 、 病院30% で あ っ た も の が 、 平
成 6 年度 で は 病院62% 、 製薬会社15% 、 卸 ・ 小
売15% 、 公務員 9 % と な っ て い る 。
男女 と も に 製薬会社が減 り 、 病院 、 卸 ・ 小売
が圧倒的 に 増 え て い る 。 こ の た め 、 薬剤 師国家
試験の 意味が重要視 さ れ る こ と と な る 。
な お 、 病院の薬剤 師希望者 の ほ と ん ど が地元
志望 で あ る が 、 目 的が達成 で き ず に 、 地元 の 大
学病院 の薬剤部研修生 に な る 者 も 数人 い る 。
求人 の 方 は 、 円 高 に よ る 景気 の 低迷が続 い て
い る が 、 こ の 業界 は 景気 に は 影響 さ れ な い と 一
般的 に 言 わ れ 、 ま た 医薬分業が進み 、 薬 局か ら
の求人 件数 は 急増 し て い る 。
イ. 大学院
大学院前期 (修士) 課程 は 昭和55年 3 月 修了
か ら 平成 7 月 3 月 ま で合 わ せ て 49 1 名 ( う ち 女
93名) が修了 し 、 そ の う ち 留学生 は 32名 い る 。
薬学研究科の 進路状況 は 、 平成 4 年度 ま で は
製薬会社の研究職約6 0% 、 大学院進学約15% 、
公務 員 約1 0% で病 院 に 進 む 者 は ほ と ん ど い な
か っ た が 、 平成 5 年度以降 は 病院 に 進 む 者 が 1 0
%近 く に な っ て き て い る 。
大学院後期課程 は 昭和56年 3 月 修了 か ら 平成
7 年 3 月 ま で 合 わ せ て 79 名 ( 女 1 6 名 ) が 修 了
し 、 う ち 留学生が 半数 を 超え る 41名が修了 し て
い る 。
留学生の 中 に は 、 学位取得後母国 の大学助教
授や研究所の研究員 と し て 活躍 し て い る も の も
多 く 、 ま た 日 本国 内 の製薬会社の研究所 に も 数
名就職 し て い る 。
薬学部卒業生及 び大学院薬学研究科修了生の
進路状況 は別表の と お り で あ る 。
第 4 節 市民医薬学講座及び医薬大祭記念学術講演会 之沼
第4 節 市民 医薬学講座及 び医薬大祭記念学術講演会
昭和51 年 に 第 1 回 医薬大祭が行われた が、 回
を重ねて第 7 回 (昭和57年) か ら 医薬大祭の 一
環 と し て 「市民医薬学講座」 が始 ま っ た 。 こ の
講座 は 、 「 学 内 外 の 教授等 2 � 3 人 に よ る わ か
り や す い市民向 け の講演会」 と し て 毎 回市民か
ら 好評 を博 し て い る 。 ま た 、 学外の著名 な方々
を 招 い て 開催 さ れ る 「医薬大祭記念学術講演
会」 も 年々 充実 し て き て い る 。 以下 に 「市民医
薬学講座」 及び 「学術講演会」 の 内容 を 紹介す
る 。
第 1 回 荻 田善一 和漢薬研究所教授
辻 陽雄 医学部教授
第 2 回 熊谷 朗 病院長
佐々 学 学長
第 3 回 佐々 木博 医学部教授
篠山重威 医学部教授
木村正康 薬学部教授
荻田善一 和漢薬研究所教授
矢野三郎 医学部教授
第 4 回 山本恵一 医学部教授
出来田満恵 副看護部長
片 山 喬 医学部教授
第 5 回 高久 晃 医学部教授
片 山 喬 医学部教授
佐々 木博 医学部教授
矢野三郎 医学部教授
難波恒雄 和漢薬研究所教授
寺津捷年 附属病院助教授
第 6 回 佐々 埜 学長
北川正信 医学部教授
難波恒雄 和漢薬研究所教授
倉知正佳 医学部教授
寺津捷年 附属病院助教授
辻 陽雄 医学部教授
第 7 回 矢野三郎 医学部教授
難波恒雄 和漢薬研究所教授
寺西秀豊 医学部助教授
上 山武史 医学部助教授
山崎高臆 学長
寺津捷年 附属病院助教授
第 8 回 加須屋賓 医学部教授
井上恭一 医学部助教授
「市民医薬学講座」
性決定機構 に つ い て
姿勢 と 腰痛ーそ の正 し い理解 と 明 日 への活躍 の た め に
肥満 と 健康
人間の健康 と 生存の た め の環境保全
肝臓病
心臓発作
糖尿病治療薬
老化 は 防 げ る か
糖尿病 と そ の 治療
肺が ん診察 の第一線か ら の 報告
タ ー ミ ナ ル ・ ケ ア 一 一臨死者 の看 と り
腎移植 を め ぐ っ て
脳死
腎移植
肝臓病
ア レ ル ギ ー
薬食同源
痛 み ・ シ ビ レ の漢方治療
未来へ の 医学 一医学者へ の き っ か け と 経験 を通 し てー
タ バ コ の 害 タ バ コ は こ ん な に も 身体 を む し ばむ
和漢薬 に つ い て
精神の健康 と 病気
和漢診療 こ ぽれ話 一医療 と 医学の狭間で一
腰痛
気管支端息 と ア レ ル ギ ー
和漢薬 の故郷 を訪ね て
花粉症 に つ い て
動脈硬化性疾患の外科的治療
私の信条 と 科学
病気 で な い病気 不定愁訴症候群の 和漢薬治療一
環境汚染 ・ 破壊 と 健康問題
肝臓病か ら 身 を守 る 方法
動受
賊
噸
授
耕昨
師
授
M V
教助授究講教授授
三助
院教教研院教教
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鏡森定信 医学部教授
第12回 小林 正 医学部教授
高久 晃 医学部教授
第13回 松井寿夫 医学部助教授
j賓崎智仁 附属病院講師
高齢者 の健康 と 骨粗 し ょ う 症
虚弱体質 の和漢薬治療
過労死 に つ い て 何が問 わ れて い る か
腰痛 と 仲良 く 付 き 合 う 法
和漢薬 と 山野草
タ ー ミ ナ ル ケ ア ー 生 と 死 を 考 え る
若 さ を保つ漢方
賢 い母 と ワ ク チ ン接種
幸 せ を 自 ら 作 り 出 す こ っ 痛 み な く 、 自 由 に 活動 で き る
日 々 の た め に
高齢化社会 に 於 け る 医療
糖尿病 は なぜ恐 ろ し い か
脳卒 中 に つ い て
骨粗露症 は な ぜ恐 ろ し い か
魚、 と 健康
注) 職名及 び所属 は 、 講演 を 担 当 さ れた 時 の も の です 。
「学術講演会」
昭和60年度 三木 哲郎 (大阪大学医学部助手) �生命工学 の 医学薬学 に お よ ぽす イ ン パ ク ト 」
D N A 塩基配列 の 多型性 ( R F I P S ) を利用 し た 遺伝病 の 解析
昭和61年度 黒木登志夫 (東京大学医科学研究所癌細胞学研究部教授) �癌細胞誕生…社会 か ら 遺
伝子 ま で・ ・ ・ 』
昭和62年度 松原 謙一 (大阪大学細胞工学 セ ン タ ー長遺伝子構造機能調節部門教授)
「遺伝子工学 と 医学」 一分子生物学 の 医学への応用
昭和63年度 岡本 宏 (東北大学医学部医化学第一講座教授) �逆境か ら 匙 る 細胞」
平成元年度 丸 山 直滋 (新潟大学脳研究所教授) í認識の し く み」 視覚 ・ 聴覚中枢機序 よ り の 考
察一
平成 2 年度 清水 将之 (名古屋市立大学医学部精神科助教授) 青年の 自 立 と 大学生 の精神病理
平成 3 年度 中川 米造 (大阪大学名誉教授) 医師 ・ 患者関係 の人間科学
平成 4 年度 日 野原重明 (聖路加看護大学学長) í 日 本 の 医療 の 軌道修正の提唱」
平成 5 年度 石川 信義 (三枚橋病院理事長兼院長) 自 由 こ そ 治療 だ !
平成 6 年度 杉 田 秀夫 ( 国立精神 ・ 神経 セ ン タ ー総長) 分子生物 と 神経学
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第 1 節 学術国 際交流
1 ) 学術国際交流 ・ 協力 の現状
富 山 医科薬科大学 (以下 「本学」 と い う 。 )
は、 学術の 国 際交流の必要性 に 鑑 み 開学以来外
国 の 大学、 研究機関等 と の学術国際交流 ・ 協力
の推進 に 努力 を 重 ね て き た 。 現在の本学の 国際
性 を 、 学術研究の面か ら 概観す れ ば次 の と お り
で あ る 。
学術交流協定の締結状況 (平成 7 年10月 現在)
大学問協定
1 溶陽蔚学院 ( 中 国 ) : 現溶陽蔚科大学
昭和60年 ( 1985) 5 月 10 日
2 中 日 友好医院 ( 中 国)
昭和61年 ( 1986) 5 月 7 日
3 中 国 中 医研究院 ( 中 国 )
平成 3 年 ( 1991) 1 1 月 14 日
4 カ ン ビ ー ナ ス 大学 ( ブ ラ ジ ル ・ 覚書)
平成 3 年 ( 1991) 12月 4 日
学部間協定 ( 医学部 ・ 覚書)
1 チ ュ ラ ロ ン コ ン大学医学部 ( タ イ )
昭和62年 ( 1987) 7 月 16 日
2 ハ サ ヌ デ ン大学医学部 ( イ ン ド ネ シ ア )
昭和63年 ( 1988) 7 月 13 日
2 ) 藩陽病科大学 と の交流
協定以来、 隔年 に 5 � 6 名 の研究者が相互 に
訪問 し 学術講演、 情報交換等 を 行 っ て い る 。 平
成 2 年 ( 1990) 4 月 に は 、 洛陽蔚学院 に お い て
協定締結 5 周 年記念式典が挙行 さ れ、 本学か ら
山崎高臆学長 は じ め 6 名 が訪問 し て 記念講演、
社松の苗木の植樹等 を行 っ た 。
平成 3 年度 (1991) に は、 本学国際交流基金
の 果 実 に よ り 研究者 1 名 を 3 か 月 間 招 へ い し
7ご o
平成 6 年 ( 1994) 5 月 、 海陽蔚学院 は 藩陽蔚
科大学 に 昇格 し 、 一層 の充実が図 ら れて い る 。
3 ) 中 日 友好医院 と の交流
日 中友好の 象徴 で あ る 中 日 友好医院 は 、 昭和
56年 ( 1981) 12月 に 着工 し 、 昭和59年 ( 1984)
6 月 に 竣工 し た 。 同10月 に は 開院式 を挙行 し て
い る 。
都 心 か ら 東北 へ約 10km、 市 の 外縁部 に 位置
し 、 周 辺 は 、 和平里 と 呼 ばれて い る が、 病院前
の 通 り は 、 日 本か ら 寄付 し た 桜の 苗木が植樹 さ
れて い て 桜花束路 と 呼ばれて い る 。
中西医結合 に 関 す る 部門 を 有 し て お り 、 本学
附属病院 に お い て も 和漢診療部門が開設 さ れた
こ と か ら 、 学術交流の気運が高 ま り 、 中西結合
研究室主任で あ る 金思源教授 を は じ め と す る 各
位 の ご尽力 に よ り 、 昭和61年 ( 1986) 5 月 7 日
学術交流協定 を締結 し た 。 協定以来、 西洋医学
と 東洋 医学 の 融合 に 関 す る 共 同 研究 が 開 始 さ
れ、 平成元年 ( 1989) 8 月 か ら 1 年間、 金恩源
教授 を本学客員教授 に 迎 え る な ど、 研究者 の 交
流 や 学術情報 の 交換等 が積極的 に 行 わ れ て い
る 。 平成 5 年 ( 1993) 4 月 に は本学か ら 、 佐々
木博副学長 (現学長) は じ め 9 名 が訪 問 し て
「和漢薬研究 の 最近 の 進歩」 を テ ー マ と し た サ
テ ラ イ ト シ ン ポ ジ ウ ム を 共催 し た 。
平成 6 年 ( 1994) 10月 同 医院 は 、 開院10周 年
記念 を 迎 え 式典 に は 、 本学か ら 佐々 木博学長 と
堀越勇薬剤部長 の 2 名 が出席 し た 。 そ の 際、 学
長 に 名誉顧問、 薬剤部長 に 名誉教授 の称号が授
与 さ れた 。
中 日 友 好 医 院 の 概 要
[China-Japan Friendship Hospital]  
所在地 : 北京市朝陽 区和平里桜花束路 100029 
病院規模、 病棟数 : 1， 500床 ( そ の う ち 、 リ ハ
ビ リ テ ー シ ョ ン300床)
診療科 目 数 : 14 
外来患者数 1 日 平均2， 500名
敷地面積 : 97， 000m' 
延べ面積 : 82， 992ぱ
職員総数 : 3， 800余名
病院構成 (面積m')
病 棟 35， 069
外 来 棟 12， 460
放 射 線 棟 4， 232 
手 術 棟 5， 514 
一 般 康 復 棟 5， 650 
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外 賓 康 復 棟 4， 518 
給 食 棟 2， 950
洗 濯 棟 1， 336
電 気 棟 417
ボ イ ラ ー 棟 1， 508 
臨床医学研究棟 6， 357 
衛 生 学 校 棟 2， 981  
外来系統 : 外来部 に は 中 医、 西洋医の専門外来
が44科設 け ら れ、 国 内外の著名 な専門家 お よ び
教授が診療 に 当 た っ て お り 、 現代医学 に よ る 最
新の診断 と 治療 に 合わ せ て 中 国 の伝統医学 に よ
る 診断 と 治療 も 受 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
救急系統 : 院 内 の 救急 シ ス テ ム は 、 主 に 『救急
診断科 → 手術室 吟 重症監視病棟 ( 1 C U : 集 中
治療部、 C C U : 冠疾患集 中 治療部) 斗 各科病
棟』 と な っ て お り 、 救急診断科で は 、 独立 し た
検査、 放射線診査 を 行 う こ と が で き 、 救急手術
室 、 救急室 お よ び20 の観察病床 が設 け ら れて い
る 。 重症監視病棟 に は 、 集 中 監視病床 と 隔離監
視病床が20床 あ り 、 各種の 重症患者 の 救急医療
と 術後の監視お よ び脳血管障害患者 の監視な ど
を 引 き 受 け て い る 。 セ ン タ 一 手術室 に は 、 無菌
手術室 10室 と 高度浄化手術室 10室が あ り 、 複雑
な 心臓、 脳、 腹膜、 整形外科 な ど の 手術お よ び
臓器移植 を 行 う こ と が で き る よ う に な っ て い
る 。
入院病棟系統 : 院 内 に は 2 9 の 西洋医科 と 15 の 中
医科室が設 け ら れ、 病棟 は 中 医 、 西洋医 お よ び
リ ハ ビ リ テ ← シ ョ ン の 3 つ の 部 門 に 分 か れ、 教
授、 助教授以 上 の 専門家 は 、 300余名 で あ り 、
現代 医学 と 中 国 の伝統的 な 医学理論 を 結合 し て
運用 し 、 各種疾病 に対す る 治療 と 研究 を 広範囲
に わ た っ て 進 め て い る 。
補 助 診 療 系 統 : C T ( コ ン ビ ュ ー タ 断 層 撮
影) 、 E C T  ( エ ミ ッ シ ョ ン コ ン ビ ュ ー タ 断 層
撮影) 、 P E T ( 陽電子断層撮影) 、 カ ラ ー ド プ
ラ ー診断装置 お よ び各種の 最新試験検査機器 を
備 え 、 電子 ラ イ ナ ッ ク 、 コ ン ビ ュ ー タ ア ナ ロ グ
治療計画 シ ス テ ム を 装備 し て い る 放射線治療科
と 、 園 内 に お け る 最大規模の血液浄化 セ ン タ ー
で は 、 直接患者 の 治療 を 行 っ て い る 。
リ ハ ビ リ 系 統 : リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 、 各種疾
患、 損傷な ど に 対す る 回復性治療で あ り 、 本院
は 近代 化 病 院 の 重要 な 組織 部 門 と し て 物理療
法、 針灸按摩気功治療、 体能訓練、 言語療法 を
行 い 、 脳血管疾患 お よ び脳損傷後遺症 な ど の患
者治療 に 好成績 を 挙 げて い る 。
予防保健系統 7 万余 の 周 辺住民 の 予 防 と 婦幼
保健 を 担 当 し 、 病院の地域保健科 は 、 付近の学
校、 幼稚園 、 住民家庭 に 衛生思想、 予 防接種お
よ び婦幼保健の 指 導 を行 い 、 地域住民 の 予 防接
種率 は 100% で あ る 。
医学教育系統 : 本院 は 、 北京医科大学、 北京 中
医薬大学 と 提携 し て 教育 に あ た り 、 本臨床医学
院 は 、 博士、 修士学位授与病院 と 認定 さ れて い
る 。
衛生学校 に は 、 看護管理、 薬剤、 臨床検査、
放射線 な ど 10 の 専 門科 目 を 設 け て お り 、 2 年制
で、 各学年 は 、 50名 ず つ の 3 ク ラ ス か ら な り 、
生徒の 数 は 、 300名 で あ る 。 普通教室 6 室、 看
護実習室、 実験室 、 視聴覚教室 お よ び階段教室
を 設置 し て い る 。
科学研究 系 統 : 臨床 医学研究所 に は 、 細胞生
物、 免疫、 生理 病理生理、 薬物薬理、 生物物
理、 中西医結合 な ど 1 1研究室 と 内科、 外科な ど
44 臨床研究室 を 設 け 、 200余名 の研究者が、 中
西医結合の 臨床研究 に 従事 し て い る 。
同 医院 に は 、 中 国全土 の各医科大学 か ら 選 り
抜 き の 俊英が集 ま っ て お り 、 中 国 に お け る 医療
の 中核: を な し て い る 。
( こ の 項 中 日 友好医院 金恩、源)
4 )  中 国 中 医研究院 と の交流
昭和田年 ( 1975) 10 月 に 富 山 医科薬科大学が
創設 さ れた 。 そ の 後、 富 山大学か ら 薬学部 と 和
漢薬研究所が順次移管 さ れ、 昭和54年 ( 1979)
4 月 実質的 に 現在 の態勢がで き あ が っ た 。 開学
以来、 韓国、 台湾、 ス リ ラ ン カ 等 か ら の 留学生
を 受 入 れ て い た が、 昭和国年 ( 1981) 頃か ら 中
国 の 留学生が増 え 始 め た 。 と く に 、 同 じ 素材 を
研究対象 と し て い る 和漢薬研究所 は 、 中 国人留
学生 の 受 け皿 と し て 最適で あ っ た O 世界人 口 の
5 分の l を 占 め る 中 国 と の 友好関係 は 強 く 長 く
続 け る べ き で あ る と の 考 え か ら 、 昭 和 59 年
( 1984 ) 春、 富 山 県 は 、 遼寧省 と の 間 で友好県
省 を締結 し 、 同 時 に 富 山大学 と 遼寧大学 の 間 で
も 学術交流協定が結 ぼれた 。 富 山 医科薬科大学
の薬学 は 歴史が古 い の で、 是非遼寧省 内 の薬系
の大学 と 学術交流 を さ れて は と い う 県知事や 富
山大学長 の お 薦 め も あ り 、 潅腸蔚学院 (現溶陽
蔚科大学) と 協議 の 末、 富 山 県 の 遼寧省の 友好
県省締結一周 年記念式典が 溶 陽 で挙行 さ れ た
折、 本 学 の 職員 数名 が同行 し 、 昭和60年 ( 198
5) 5 月 10 日 本学 と 溶 陽荷学院 と の 学術交流協
定が締結 さ れた 。 以来多 く の人事交流がな さ れ
て き た 。
昭和61年 (1986) 5 月 7 日 に は 、 医学部、 附
属病院が中心 と な っ て 本学 と 北京 の 中 日 友好医
院 と の 間 で学術交流協定が締結 さ れた 。 こ れ ら
洛陽蔚学院お よ び中 日 友好医院 は 、 近代医薬学
の教育、 研究、 診療が主体で あ り 、 和漢薬研究
所 と し て は 中 国 医薬 学 の 研究、 診療 を 専 門 に
行 っ て い る 機関 と の学術交流 を 希望 し て い た 。
幸い和漢薬研究所 に は 、 外国人客員教授 の 免疫
機能制御部門が設置 さ れて お り 、 毎年中 国 か ら
教授 を招鴨 し て い る 。 中 国 で最大 の 中 医薬研究
機関で あ る 北京 の 中 国 中 医研究院か ら は 、 す で
に 2 名 の 客員教授 を 招轄 し た 実績 が あ る 。 ま
た 、 同研究院 中薬研究所の数名 の教授 と は 、 今
ま で に 何度 も 共同研究 を行っ て い る 。 お互い に
協定書 の 内容 に つ い て 協議 を 重 ね た 後、 平成 3
年 ( 1991 ) 1 1 月 14 日 田 辺正英副学長 を 団長 と し
た 訪中 団 を 派遣 し 、 本学 と 中 国 中 医研究院の 聞
で学術交流協定 を締結 し た 。 学術交流の 成果 と
し て は 、 す で に 同研究院か ら 中 国政府国費留学
生 と し て 和漢薬研究所 に 派遣 さ れ て い た 学生
が、 平成 7 年 ( 1995) 3 月 、 博士 (薬学) の 学
位 を取得 し て 帰国 し た と こ ろ で あ る 。
平成 5 年 ( 1993) か ら は、 科学研究費補助金
( 国 際学術研究一大学間協力研究) に よ る 中 国
中 医研究院 と の 共 同研究 「仏教 医 学 の 調査研
究J を 3 年間 の 予定で開始 し て お り 、 平成 8 年
( 1996) に は 、 そ の 成果が大 い に 期待 さ れ て い
る 。
現在、 中 国 だ け で な く 、 エ ジ プ ト 、 中央 ア ジ
ア諸国、 イ ン ド ・ 東南 ア ジ ア 諸国か ら 、 伝統医
薬 に 関 す る 共 同 研究 に つ い て 多 数 の 要望 が あ
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る 。 個人 レ ベル の 共 同研究 で は 、 す で に 多 く の
実績が あ る が、 今後 は、 大学問 だ け で な く 、 研
究所問、 あ る い は 各研究室 聞 の 学術交流協定 も
必要 に な っ て く る も の と 思わ れ る 。 そ の よ う な
場合、 研究費等 の 資 金 を ど う す る か、 な どが問
題で あ ろ う 。
中 国 中 医 研 究 院 の 概 要
[China Academy of Traditional Chinese 
Medicine (CATCM) ] 
所在地 : 北京市東城 区北新倉18号 100700 
創 設 : 1955年 12 月 19 日 当 初、 衛生部直
轄。 現在 は 、 国家中 医薬管理局直轄 の 中 医
薬科学研究セ ン タ ー お よ び主要な 医療、 教
育機関で あ る 。
構成部門 :
西苑医院 (第一臨床研究所、 老年病研究所
を付設)
広安門医院 (第二臨床研究所、 眼科研究所
を付設)
中薬学研究所
鋪灸研究所
骨傷研究所
中 医基礎理論研究所
中 国医史文献研究所
図書情報研究所 ( 中 医古籍出版社 を 付設)
中 医研究生部 (大学院)
衛生学校
中 医雑誌社
実験製薬工場
眼科医院 (建設中)
北京鋪灸骨傷学院 (大学)
中医臨床 な ら び に 情報、 鋪灸お よ び中薬の
3 部門 は 、 WH O と の伝統医学統合セ ン タ ー
と な っ て い る 。
職員数お よ び学生数
総職員 : 4， 300余名 ( う ち 研究者、 3， 000 余
名 ) 研究者、 研究員 (教授) ; 副研究員 (副
教授) 560余名 ; 助理研究員 (助手) 900余
名 、 そ の他技術者
大学院生 : 1990年 ま で に 502名 が卒業
中 医学、 中西医結合お よ び薬学 の 3 分野17
専門部で大学院生 を 受入れて い る 。 博士指
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導教官、 22名 ; 修士指導教官、 232名
国家か ら 指定 を 受 け た 5 つ の 教育研修基地 と
し て 、 1 ) 中 医研究班、 2 ) 中 医学史研究班、
3 ) 中 医薬文献研究班、 4 ) 西医学習 中 医班、
5 ) 国際鋪灸学習班が あ る 。
図書館 : 中国最大 の 中 医薬図書館 : 約30万冊
( そ の う ち に は 、 中医古籍、 孤本 ・ 善本 6 万
冊 を 含 む )
附属病院 : 西苑医院、 広安門医院、 鋪灸研究
所、 骨傷研究所お よ び中医基礎理論研究所
ベ ッ ド 数 : 1， 100、 年間外来愚者数 : 100万名
( そ の う ち 外国人 : 5， 000名)
研究 の概要 : 本研究院 の 中心任務 は科学的な
研究 と さ れ て い る 。 1990年 ま で、 431 項 の 研究
成果 を 挙 げ、 そ の う ち の一部 は 、 国家発明二等
奨 ( 1 項 目 : 青嵩素 に つ い て の 研究) 、 国家科
学技術進歩奨 ( 5 項 目 ) 、 衛生部 お よ び国家 中
医薬管理局科学技術進歩奨 (52項 目 ) を 受賞 し
て い る 。 1989年以来、 13名 の専門家が世界文化
理事会 か ら 表彰 を 受 け 、 “Albert Einstein" 世
界科学奨栄誉証書 を授与 さ れて い る 。 現在、 約
300 項 目 の 研究 を 行 っ て お り 、 そ の 一 部 は 、
WH O の 注 目 と 支持 を 受 け て い る 。
出版 : 中 医薬学術期刊 (雑誌 な ど) と 著作の編
集出版 も 行 っ て い る 。 現在、 国 内外向 き 、 出版
発行 さ れて い る 中 医薬専門 の 雑誌 は 、 8 種 あ る
( W 中 医雑誌』 、 『中西医結合雑誌』 、 『 中 国 中薬雑
誌』 、 『 中 国 鋪灸』 、 『 中 国 骨傷』 、 「 中 華 医 史 雑
誌』 、 「 中 国 医学文摘一中 医』 お よ び F 国外医学
中 医 中薬分冊� ) 。 本院が創設 さ れて 以来、 約
100種類 の 各種 中 医著作 を 主編 あ る い は 共 同編
集 し 、 孤、 善、 珍本古籍お よ び 中 医学術著作 を
整理出版 し 、 総数約300万冊 を発行 し た 。
国際交流 : 中 国 中 医研究院 は 、 数多 く の外国
の研究機関お よ び大学 と の学術交流お よ び共同
研究 を 行 っ て い る 。 毎年、 約200人 の 学者 を 学
術交流お よ び共同研究の た め に 海外へ派遣 し 、
約3， 000人 の 外国人研究者が本研究 院 を 訪問 し
て い る 。 1978年以来、 国際誠灸学習班お よ び各
種短期間の養成班 を 開設 し 、 80以上の 国家、 あ
る い は 地 区へ約2， 000名 の 鋪灸、 骨傷 な ど の 中
医薬専門技術員 を 派遣 し 、 多 く の人材 を 養成 し
7こ 。 ( こ の項 難波 恒雄)
日 本国 富 山 医科薬科大 学 と 中華人民共和国 中 自 主軒医院
と の 友 好 関 時 及 び 学 荷 主 流 に 関 す る 協 定 書
日 本 間 í:í l l l l)_:H薬科大小 と q，:;巨 人 民共和国巾 日 友 好恢 院 は 日 中 両 国 民 P 友 好
関 係 を 発 浪 き せ ? 学11，j 交 流 企 推進す る f グ' . 削 除閣 の 友 好 協 力 関係 を 制 改 守 る
こ と に 台立 L . 学 術 主 i，t;に 閉 し こ の 協定 を 締 結 t る こ と と L た 。
1 闘機関{丸 相互厘解 と 思量 し 合 》 精神 に づ き ， 次円学術交 流 を 打 九
( 1 )  干 ド円支術関係の字術情 線 を 交 流 し 合 う 。
(2) 研 究 を 行 う た め 教職員 及 び研究者 を 交 流 し 合 九
(3) そ の 他 河 機聞 が協議 し て 同 意 し た 事 淵
2 削機問lì， こ の 協定の実胞に 当 た っ て 、 に れl乎機関 の 法 規 及 び制度 を 退
干 し ( 分 な 協 議 を 経 て 学術 交 流 を 行 う .
3 こ の 協定u 必3更の任 七 た と き に は 五 い の 協 ;i\ ! 同�Ô� (:. 符 て 改め る こ と カ C
さ支 λ 、- �
4 こ の協)(.(:1:， 1 9 8 6 .'1-ーに 中 市人民共和l-iilr{' 日 友好医院?調 印 し 各々 が 1'1
l羽 詰に よ る 協 必 設 を 交換 し 合 つ 。
5 こ の協には 淵l:jl L た け か 1， 効 力 を 生 じ 3 年 間効 力 を 有 す る も の と し ，刈
機関 に 呉誠 が な け れ ば 引 き 続 き 史 新 引1 る 。 た だ し ず れ カ 叫 貼附 ζ の 協
J己 を 終 了 し よ 1 と 守 る と さ は そ の 6 月 11'1 ま てtこ 書問 を も A て 通知す る も の と
す る p
6 .  !-J '1' 向 111 の 日 国語 に よ る こ の協定需は いl 等 の 効 力 を 右 す る 。 ょ の 協 定 諮 は
各 2 m;作成 L ， f! 字 国 高 山 医 科薬科大学 と 中 華 人民共和 国 中 日 友 好匹 院 と は そ
れ ぞれ 1 先日 ず つ保存す る 。
11 4'5jI7 日
日 本出富山医科薬科大学 '1'草 人民共干!I[�1Jl1' 日 友 好際院
宇 、
物営む
中 日 主 持 軍 院 lj 富 山 医 科 酉 科 大 学
結 成 主 舟 長 五 E 学 オミ 吏 ìII. 的 協 世 帯
中 日 友好 医 院 号 富 山 巨割 弱科大控fJ T # 展 ヰz 目 前 回 人 民 的tx_官長 $. ，
4ß:t:ì: 学 求 主 流. ;;Z ;方 向 意月 二主 主主f共 Ji-. 井就学坊 主 流姉括本排浪。
1 _ JCゲ本着相互理，1l.， 相互草宜的精神道行'"下学，，�主流.
(1崎 吋 吏扶苧木研 究情説膏軒.
は)互振監査人 員 . 研究人 員 及 管 理人 民 赴 行詐学、 研普及課用協作。
(3)ヲF轟其』邑;;Z/J tか ι司 同 湾 曲項 目 .
号 、 在悼作 中 害指人 IA必>>i草萱， 理 守対7/的 法規足並傘樹皮， 主主充
分悼 商， 進行学求吏況.
3 、 悼世帯 要y!政吋， 畳J(ブ7i:品開 1'1 意 后 . W 可世世.
4 、 本悼世一九八六年 在中傘人民共和 田 中 日 友好医院甚宇井相互
交扶本国 :詩的 丈本， 中 日 1吾紳丈ヌド 阿 寺有按. 中 日 Z好 極 ，)t R 富 山 邑科11
科大全会均持中 日 清粋丈本谷ー叶.
ムr 悼世帯JA笹宇之 目 見 生妓. 有設期三年， 知県到 期;;z方5最長 出 井世
'J�. _:t� wìi-i� 総裁匙t三年一・ 臼是， 任両 方揖要終止本 Þifil， 須千本協
与 止子干始前六ノト月 初 面 吐 出 .
; r S6年五「月 7 R
，)， 茶 人 民 洪 相 問 中 日 友Hr-官民
が 卓;i町!
民
日 本国 富 山 医科薬科大学 と 中 華人民共和国
中 間 中 医研究院 と の学荷主流に 関 す る 協定書
日 本国 民 山医科薬科大限 左 中執 人民男 子日間 中 I盟 小 医研究況は、 1] 11' 両 国 民 の
友 好 開 訴 を 発咲 き ぜ 。 学術交流を 推進す る た め， 方正'f的 な協議に基づ き ， 珂機
開 わ す‘術交流及 び友芦日羽 係 を 樹 ぴ す る こ と に 合意 し 。 こ の 協 定 を 締結 守 る こ と
と し た e
I 問機聞 は φ 相互理解に 基づき ， 次の学術交流 を 行 ヲ 。
山 科学校術開係の学術情報 を 交 流 し 合 う 。
121 研究及び教育 を 行 ? ため 教職員及び研究者 を 派;u し 合 う 。
131 そ の 地両機聞が協議 し て 同意 し た事頂
2 刷機聞は ， こ の I�定の実施に 当 た っ て ， 平等互恵並び』 相互埋I�干の精神に
部づ き 互 い に 相 手機 苅 グ)法鋭及 び制度 を $.1I1 L ， 十 分 な 協 議 を 続 て 学術交
北 を 行 h
3 こ の協定Ii. 必官'0) �上 じ た と き に は 五 いの協議 と 同 意 を 経 て 改め る こ と が
む き る r
4 と の 協定は. 1叩l年に 中総 人民共和 国 斗3 国 中 隊紛究院で調印 し ， 各 々 が 日
国語に よ る 協定設 を 交換 し 合 品 。
5 .  [-1 11'両 国 の a 国語に よ る こ の協 定書 U: ， 同等の判力 を ;(11 る e
ド 協定i!}1ま X- 3 者11作成 L ， 日 本国 商 [11医科薬科大学 と 中 裕 人 民 共 和 国 中 出
中 眠術究院 と は そ れ ぞ れ l 部保存 F る ほ か， 両機関の行E又J の管狸部門 に l志
向 国語に よ る も 円 を 保 存す る 。
6 こ の 協 定 監 は ， 調 印 し た R か ら 効 力 を 辻 じ :3 �I 問効力 を 有 守 る も の と し，
同機関に 異議が な け れ ば引 き 続 き 更新 さ れ る . た だ し . い ず れ か の機関カ こ
の 協 定 を 終 了 し よ 7 と す る 左 き は . そ の 6 筒 月 前 ま で に 寄函 を も っ て 通知市
る も の と す る .
' '1 '' 1 年 11 月 ''1'日
日 本国 詰 山 臣科薬科大学
学 川、 時
中華人民共和国 中圏中酪研空院輿 日 本 国
富 山 留 科 薬 科 大 畢 翻於畢術史斑協議書
中 裕 人 民共平日 間 中 開 中際研究食興 臼 本岡 高 l[J鴨科礎科大JJ�， 為 吸 1民 日 '1' 雨閏
人民的友録馴 係 推進争術交流 同 意 在 友 好 協商的装礎 上 挫.tr双方的懇術支
配及友野腕臼f.. 為比簸訂本協議容。
l 双方在相互理解的基礎上， 進行下列候術交流。
111  開反科坐技術}j商的感術主流。
121 為進行研究及教育， 互派教職員 及研究 人 貝 .
131 其他紐双方協商同意的事項a
2 双方為賓旋本協議， 在平等互恵*flTL狸解的基礎 上 相五 雄重針方的法規
及制度p 経充分協商進行事Wr主流.
3 . 本協時書 必製時経双方1樹議、 准同意的基礎上可j並行修改。
4 本協議、 於19引2γ 在 中 兼 人民共利 岡 中 間 中 瞳 研究院簸今 、 各E換本副文
本的協議欝.
5 日 本両国文本的協議帯具有同等歎力句
本協議書各製作多部、 中挙人民共 和 問 中 圏 中酪研究院奥 日 本圃富 山積科
饗科大名手各保存安部 双方上司 行政管理ll'm保存本問 文本a
6 本協議諮 問 後字的 日 起生敬 三 年 1白 波p 仰双方無異議�<Ï'ñ1組織更新，
知任何一 方姿終品 本協議時、 間駐在終止六個 月 前以郵ilíl通知針方F
l'fCll '1' 11 Pl I7-" 
5 ) カ ン ビー ナ ス大学 と の交流
昭和62年 ( 1987) か ら 、 ブ ラ ジ ル 国 に お け る
消化器関連医療体系 ( と く に 、 食道静脈癌等 の
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消化器疾患 に 係 わ る 診断、 治療お よ び予防) を
確立す べ く 、 国際協力事業団 ( J 1 C A ) と の
国際協力事業が展 開 さ れて い る 。
チ ュ ラ ロ ン コ ン大学 と の 交流
昭和61年 ( 1986) か 弘 前頭部脳癌対策 に つ
い て 共同研究が実施 さ れた が、 現在、 新 し い課
題 に つ い て も 検討 し て い る 。
ノ \ サ ヌ デ ン大学 と の交流
昭和田年 ( 1987) か ら 、 コ レ ラ 菌 に 関す る 共
同研究が実施 さ れた が、 現在、 新 し い課題 に つ
い て も 検討 し て い る 。
6 ) 国際学会の開催
定期的 に 開催 さ れ る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム
1 和漢薬 ( 中薬) の 医学薬学的研究 に 関す
る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム
民族 の偉大 な遺産 と も 言 う べ き 和漢薬 に つ い
て 、 本学 と 中 国衛生部 と の 共催で中西医学 を 統
合 し た 臨床研究 に 関 す る 第 1 回 目 の 研究交流
が、 昭和60年 9 月 富 山市 に お い て 開催 さ れ た 。
そ の後、 こ の研究交流 は 、 北京市 と 交互 に 計 4
回 開催 さ れて い る 。 第 5 回 目 は、 平成 7 年10月
11 日 、 12 日 の両 日 に わ た っ て 「 中 国 医学 と 漢方
医 学 を 考 え る 。 」 を 主 題 に 、 富 山 市 ( 県 民 会
館) で開催 さ れ る 。
2 国 際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山
人類の 長年の英知の賜物であ る 伝統医薬学 を
見直 し 、 健康の 維持、 増進 に 寄与す る こ と を 目
的 に 第 1 回 目 は 、 平成 4 年 8 月 富 山市 に お い て
開催 さ れた 。 そ の後、 毎年富 山市 に お い て 開催
さ れ、 第 4 回 目 は 、 平成 7 年10月 1 1 日 、 12 日 の
両 日 に わ た っ て 、 富山市 ( 県民会館) で開催 さ
れ る 。
3 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「知覚、 記憶、 情動 の
脳内機構 : 神経科学の最前線」
知覚、 認知、 記憶、 情動 の脳内機構 を 明 ら か
に し 、 ヒ ト の精神機能の 一層 の理解 と 健忘症、
老年痴呆 な ど の精神疾患の 原因解明、 予防や治
療法の 開発 を 目 的 に 、 全世界の第一級の研究者
が一堂 に 会 し て 、 第 1 回 目 は 、 平成 3 年10 月 富
山 県大 山 町 (大山研修セ ン タ ー) に お い て 開催
さ れた 。 第 2 回 目 は 、 前 回 と 同様 に 全世界の 第
一級の研究者 を招待 し 、 平成 7 年 7 月 3 日 か ら
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5 日 間 に わ た っ て 富 山 県大 山 町 (大 山研修 セ ン
タ ー ) に お い て 開催 さ れた 。
今後 も 定期 的 に 神経科学 の 最前線の課題 に つ
い て 、 こ の よ う な 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 を 予
定 し て い る 。
7 )  国際協力事業の実績
国 際協力事業団 ( J 1 C A ) と の協力事業
1 カ ン ビ ー ナ ス 大学 ( ブ ラ ジ ノレ) 消化器病
診断 ・ 研修 ゼ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト
ブ ラ ジ ル 国 に お け る 消化器関連医療体系 ( と
く に 、 食道静脈癌 の 消化器疾患 に 係 る 診断、 治
療及び予防等) を 確立す べ く 、 昭和61年 ( 1986)
に プ ロ ジ ェ ク ト 方 式 に よ る 技術協 力 が計 画 さ
れ、 昭和61年か ら 同62年 に わ た っ て 調査団 が派
遣 さ れた 。 昭和63年 5 月 に は 、 日 本側 プ ロ ジ ェ
ク ト チ ー ム と カ ン ビ ー ナ ス 大学 と の 間 で協議書
が交換 さ れ た 。 専門家 の 派遣、 研修員 の受入れ
計画、 医療機材 の検討等 の準備期間 を 経 て 、 平
成 3 年度 ( 1991 ) か ら 5 年計画 で本格的 に 専 門
家 の 派遣、 研修員 の 受入れが開始 さ れた 。 そ の
後、 常時 2 名 の専門家 を 交替で派遣す る と と も
に 、 毎年延べ数名 の研修員 を 受入 れ て い る 。
2 ア ス ン シ オ ン 大 学 (パ ラ グ ア イ ) と の
「ノ f ラ グ ア イ 薬草の化学、 薬学的共 同研究」
昭和60年度 (1985) か ら 開始 さ れ、 所期 の 目
的 を 達成 し て 、 昭和62年度 に 終了 し た 。
3 チ ュ ラ ロ ン コ ン大学 ( タ イ ) と の 「前頭
部脳癌対策」
昭和61年度 ( 1986) か ら 開始 さ れ、 所期 の 目
的 を 達成 し て 、 昭和63年度 に 終了 し た 。
8 ) 世界保健機構 (W H 0 ) と の協力事業
WH O 伝統医学研究協力 セ ン タ ー
世 界 の 伝 統 医 学 の 情報収集 ・ 発信基地 と し
て 、 昭和63年 ( 1988) 4 月 に 、 本学附属病院 中
央診療施設和漢診療部が標記セ ン タ ー に 指定 さ
れ た 。
9 ) 日 本学術振興会 と の協力事業
l 東南 ア ジ ア 学術交流事業 ( イ ン ド ネ シ ア
と の 拠点大学方式) : 平成元年度 (1989) 開始
交流分野 : バ イ オ サ イ エ ン ス (伝統薬物 の 資
源開発)
拠点大学 : 名 古屋大学 ・ バ ン ド ン工科大学
協力大学 : 本学和漢薬研究所
2 東南 ア ジ ア 学術交流事業 ( タ イ と の 拠点
大学方式) : 平成 2 年度 (1990) 開始
交流分野 : 薬学 (天然物化学 ・ 高分子化学)
拠点大学 : 東京大学 ・ チ ェ ラ ロ ン コ ン大学
協力大学 : 本学薬学部、 和漢薬研究所
国 際交流基金 に よ る 事業
国 際交流基金 の 創設
本学国 際交流基金 は 、 本学 の 国際交流推進の
た め に 関係各位か ら 寄せ ら れた 資金 を 基 に 、 平
成元年 2 月 に 創設 さ れた も の で あ る 。
基金 に よ る 事業 は 、 基金 か ら 生 じ た 果 実 を
も っ て 行 う こ と と し 、 平成 3 年度 か ら 次 の事業
(援助) を 開始 し た 。
1 研究者 の招轄
2 私費留学生へ の奨学援助
3 教職員 の 派遣
4 学生の留学 (派遣)
5 国際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催
6 大学問交流協定 に よ る 交流
7 そ の 他
10) 国際交流会館の設置
昭和62年 4 月 、 外国人留学生お よ び外国人研
究者 に 居住の場 を 提供 し 、 ま た 教育研究 の 国際
交流の促進 に 資 す る こ と を 目 的 に 開館 し た 。
原則 1 年の 居住 を 限度 に 活用 し て い る が、 留
学生や研究者 の増加 に 伴 い 、 常 に 満室の状況 に
あ る 。
建物延面積 : 1， 060m' 
共 用 施設 : ロ ビ ー 、 談話室 ・ 図 書室、 研修
室、 洗濯室
居住施設 : 単身室18室、 夫婦室 3 室
家族室 4 室 計25室
(前本学国 際交流委員会委員長 小野武年)
海 外 報 告
富 山 医科薬科大学で実施中 の 国際協力事業団
( J  I C A ) 医療協力 プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て
ーサ ンノ f ウ ロ 州立 カ ン ビ ー ナ ス 大学医学部消
化器病診断研究セ ン タ ー プ ロ ジ ェ ク ト ( J 1 
C A 1990�95年) の 現況 と そ の 周 辺事情一
総 括 指 導
国 内 委 員 長
現地チ ー ム ・ リ ー ダー
佐々 木 博
藤 巻 雅 夫
山 本 恵 一
富 山 医科薬科大学で は 、 1986年 (昭和61) 初
よ り 藤巻、 佐々 木、 渡遺教授 ら に よ る 州立 カ ン
ビ ー ナ ス 大学 (以下 カ 大) と の 事前協議、 準備
調査等 の の ち 、 1990年 7 月 に標記 プ ロ ジ ェ ク ト
方式 に よ る 国 際 医 療 協 力 を 、 琉球大学医学部
(寄生虫学) 等 を 含 め た 支援体制 の 下 に 発足せ
し め 、 1994年 5 月 以降 山本がチ ー ム ・ リ ー ダー
を継承 し て 渡伯 し 、 現在 に 至 っ て い る 。 O D A
プ ロ ジ ェ ク ト 協力規定 に よ れ ば、 奇 し く も 本学
創設20周 年 を 刻す る 1995年 7 月 を も っ て 協力活
動 の 完結 を 達成す る こ と に な っ て い る が、 目 下
そ の協力延長、 第 2 期計画へ の 発展 に 向 け た 企
案策定が、 日 伯双方 に お い て 熱心 に 進め ら れつ
つ あ る 。
1 . 背景 ・ 環境
ブ ラ ジ ル の 人 口 1 億5， 000万人 の う ち 、 サ ル
パ ド ル (パイ ア 州) 以南、 リ オ ・ グ ラ ン デ ・ ド
・ ス ル ま での 大西洋岸 と 、 そ れ に 接す る 内 陸部
に そ の 大部分が集 中 し て い る 。 サ ンパ ウ ロ 州 は
同地域 の 中心的存在で あ り 、 産業、 文化の水準
は 圏 内 で も 最高 と 言 わ れて い る が、 医療面で も
同様で あ る 。 し か し そ の反面、 同 国 の一大特徴
と さ れ る 貧富 の較差の 著 し い こ と で は 国 内僻地
(北部、 北 東 部) と さ し て 変 わ る と こ ろ な く
( ブ ラ ジ ル の 上下所得較差78倍、 国 際的 に も 首
位 を 争 う 。 因 み に 日 本 の そ れ は 4. 5倍。 J 1 C 
A 資料) 、 富裕階層 (総人 口 の 約10 % に 満 た な
い と い わ れ る ) に奉仕す る 私立高級病院 を 別 と
す れ ば、 総人 口 の約30% を 占 め る 貧困階層 の 患
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者が ま と も な診療 を 望む場合、 そ れ に 対応可能
な公立病院、 す な わ ち 州立 3 大学の 附属病院等
に 集 中 す る こ と に な る 。 こ れ ら 3 大学附属病院
( カ 大学病院 も 含 ま れ る ) の 医療費 は 州税等 か
ら の給付金の み に よ っ て 賄わ れ、 患者負担 を 免
ぜ ら れ る か ら で あ る 。 な お 当該施設の 医師た ち
に 支払わ れ る 州給 は 、 日 本 に お け る そ れ よ り も
遥か に 低廉であ り ( 日 本 円換算で15�25万 円 前
後) 、 つ ま る と こ ろ 私立病院 の 兼業 (多 く は 午
後勤務) に よ る 副収で彼 ら の 生活 を 維持 し て い
る 。
カ 大 消 化器病診断研究 セ ン タ ー の 教育 担 当
者、 レ ジ デ ン ト ら の 資質 は 国 内 で も 最高水準 に
あ る と い わ れ、 私 ど も と 比べ て も さ ほ ど遜色 あ
り と は 思 わ れ な い 。 し か し使用機器の整備、 訓
練教育 に 関 し て は 、 同 国最高 レベルの カ 大 と い
え ど も 協力 開始 ( 1990年) 時 に は わ が国 の そ れ
ら に 較べて 遥か に 劣 り 、 私 ど も の援助、 技術移
転 の効果 は絶大で あ っ た 。
2 医療協力 5 カ 年の成果
カ 大病院 (600床) の管轄す る 医療圏約500粁
四 方 ( 日 本中部圏の 4 倍強) 、 対象人 口 400万人
に と っ て 唯一 の 高 レベル公共医療機関 を 目 指 し
て 雲集す る 患者 に 対 し て 行 っ て い る 消化器診療
の 内訳 を最新 (1993年度) の集計で示す と 、 内
視 鏡 諸 検 査 7， 100 余件 (南 米 大 陸諸施設 中 随
一、 早期 胃 癌診断件数 (率) は 、 当初の 0 % が受
診者 中 20 % に ま で上昇) 、 超音波検査5， 000余
件、 X 線透視 (注腸検査 を 含 む) 1， 500余件、
ま た 同 国 で は手術、 お よ び内視鏡等検査前 に 行
う 習慣の な か っ た 感染症 ス ク リ ー ニ ン グ検査の
実施延22， 000件余 (受検者の約 2 % に A I D S
陽性) に の ぼ っ た (図 1 ) 。 そ の 他手術、 生検
に 伴 う 病理組織検査 は 4， 000件 を 超 え 、 日 本側
指導 に よ る 臨床研究 も 消化吸収試験 ( 7， 000余
件) 、 へ リ コ パ ク タ ー ・ ピ ロ リ の 上部消化管感
染病態追究 な ど の ほ か、 病原寄生虫 の探索、 免
疫血清学的診断法 の 開発 (現地抗原 に よ る ) も
進 め ら れつ つ あ る 。
さ ら に 外科治療 の 内容 を 過去 5 年間 の 手術数
の う ち 、 上部消化管の場合 を と っ て 示す と 、 総
数903例の う ち 、 食道309例 ( シ ャ ー ガ ス 病巨大
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図 l 各種検査診断件数の推移
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表 l 食道 ・ 胃 手術 ( 開腹) 症例 内訳
1987.  1�1994. 12  
Esophagus 
恥1egaesophagus
Cancer 
Stomach 
221例
88例
Ulcer 
Vagotomy リι門V戸l同dnHU --
、11111kill--ノphuハHdqLにり 1ょ
Gastric resect 
Cancer 
Resection 
Others 
245 1 � . .. . ， (切除率r341例96 J "'T L ln 7 1 . 8 % )  
58例Others 
903例
UNICAMP GASTROCENTRO 1994 
食道症221例、 癌88例) 、 胃 536例 ( 胃 潰疹195例
に つ い て は迷切126例、 切除69例、 胃 癌切除341
例) と な っ て い る (表 1 お よ び 2 ) 。 詳細 は 略
す る が、 上述の各手術例 の術後管理の た め 50床
表 2 巨大食道症 (Chagas etc. ) 手術症例
1987. 1 � 1994. 12  
Heller'op 159例 71. 9% 
Esophagectomy 24例 10. 8 %
Thal 'op (vagotomy 十 Heller') 16例 7. 2%
Cir.de 孔1eraradino'op 17{7U 7. 6% 
Esophagogastric anastomosis 5 例 2. 5%
221例 100%
UNICAMP GASTROCENTRO 1994 
図 2 消化管手術 ( 胃 、 小腸お よ び大腸各切除
再建術) の 通常術前後管理様式
A . 開腹手術の場合
入院
| 2 1 - 1 1 op 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 
検査 前処理
Polyethylene 
glycol (経 口 )
B . 腹腔鏡子術の場
前処理 (点滴)
経 口 退院 ・ →
退院 … ー → 
表 3 各種内視鏡 (腹腔鏡) 手術例
1991. 1 � 1994. 12 
孔1egaesophagus
Nissen (症例 に よ り Heller'op併用) 法 152 例
Cholelithiasis， Cholecystitis ほ カミ
Minilaparotomy併用法 486 例
に 満た な い定床 を 、 他の肝、 醇、 下部消化管 グ
ル ー プ と 分 け合 い 、 1 例 当 た り 平均 5 日 前後の
術後入院期間で回転 さ せ る ( 図 2 ) と い う 、 私
ど も の 目 か ら み れ ば離れ業 を行っ て い る 。 そ れ
を補 う 手段 と し て 、 供与機器 に よ る 腹腔鏡子術
が著増 し 、 そ れ ら 技術 の 向 上 に は 瞳 目 す べ き 成
果が上 っ て い る (表 3 ) 。 し か も 一方 で全肝移
植 も 20例近 く を 実施す る な ど、 外科 ス タ ッ プ の
意欲 に は極 め て 旺盛 な も の が見 ら れ る 。
3 . ブ ラ ジル医学 (高等) 教育援助の意義
以上述べた 如 く に 、 カ ン ピ ー ナ ス 大学 に お け
る わ が国 O D A プ ロ ジ ェ ク ト が、 そ れの管轄す
る サ ン パ ウ ロ 州 第 5 行政 区 の 低所得者層 に 対
し 、 消化器病診療 を 中心 と す る 医療福祉 の 向上
に 直接貢献 し て い る こ と は疑 い な い と こ ろ で あ
る 。 そ れ と 並 ん で重要視 さ る べ き こ と は 、 本 プ
ロ ジ ェ ク ト の諸成果が、 単 に サ イ ト 内 に 限局化
さ れ る こ と な く 、 そ こ での卒前、 卒後教育 を 通
じ 、 さ ら に ま た 同 国 内 、 外での研究会、 学会等
に お け る 各種学術発表、 教科書、 教育用 ビ デオ
制作な ど を通 じ て な さ れ る ブ ラ ジ ル臨床消化器
病学の レ ベ ル 向上への貢献で あ る 。
こ れ に つ い て は 、 カ ン ビ ー ナ ス 大学が医学高
等教育機関 と し て は サ ンパ ウ ロ 大学 と 肩 を 並べ
る 優良校の評価 を 受 け て お り 、 こ れ よ り 輩出 す
る 若手医師達が近未来 に お け る ブ ラ ジ ル医学界
の 指 導 層 を構成 す る こ と は 疑 い な い と こ ろ で
あ っ て 、 彼 ら に対す る 技術移転 の効果が 日 伯 医
学協力 に も た ら す好影響 に は計 り 知れな い も の
が あ る と い っ て も 過言で は な い 。
私 ど も の プ ロ ジ ェ ク ト サ イ ト の サ ンパ ウ ロ 州
は 、 既述の 如 く 医療分野 に お い て オ ー ス ト ラ リ
ア 、 南 ア フ リ カ 共和国 と 並ぶ南半球の 3 大先進
地域 の一つ で あ り 、 特 に ブ ラ ジ ル は 経済の 回復
と 相 ま っ て 南米の 指導的国家た ら ん こ と を 目 指
し て い る 。 こ の 1995年 に 日 伯 修好100 年 を 迎 え
る こ と の意義 も 大 き く 、 本学 の 国際的貢献の一
端 を そ の創立20周 年 に 当 た っ て 顕示す る こ と の
で き る 喜 び を 同学諸賢 と と も に し た い 。
な お 本 プ ロ ジ ェ ク ト への 派遣 に協力 さ れた 医
師、 技 師 ほ か 64名 中、 本学関係 者 38氏 の 芳 名
(敬称、 職位略) を 記 し 、 深謝の 意 を 表す る 。
愛場信康 青山圭一 新井英樹 折原正周
勝山新弥 唐木芳昭 倉茂洋一 黒木嘉人
小泉富美朝 康 山俊学 斉藤清二 斉藤毒ー
榊原年宏 坂本 隆 佐々 木 博 清水哲朗
清水幸裕 霜田光義 鈴木修一郎 高原照美
竹森 繁 田 沢賢次 回 中三千雄 月 城孝志
土田敏博 南部修二 根本美洲 樋 口 清博
藤井 惇 藤巻雅夫 舟木 淳 宮林千春
山崎高応 山下芳朗 山 田 明 若木邦彦
若林泰之 渡遺明治 (五十音11原)
( 山本恵一)
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第 2 節 主 宰 学 会
昭和60年度 か ら 平成 6 年度 ま で に 開催 さ れた 本学関係者主 宰 の 学会 ( ，地方会」 以上) を 年次別 に
列挙 し 、 学会活動 の一端 を 紹介す る 。
開 催 年 月 日 称名 b. Z三三 場
昭和60. 7. 14 第 7 回北陸医史学同好会 | 富山県民館
昭和60. 8. 3� 8. 4 I 第 2 回富山医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー | 立山国際ホ テ ル
昭和60. 8. 30� 8. 31  I 第2 1田中部 日 本小児科学会 | 富山 県農協会館
昭和60. 9 . 1 � 9 . 2 I 和漢薬 ( 中薬) の 医学薬学的研究 に 関す る 日 中 I �富 山県民会館
シ ン ポ ジ ウ ム
昭和60. 10. 16�10. 18 I 第44回 日 本公衆衛生学会総会
昭和60. 10. 22�10. 24 I ア ー ユ ル ヴ、 エ ー ダ研究会第 7 回研究総会
昭和60. 10. 26 日 本 口腔科学会中部地方会
昭和60. 1 1 . 15� 1 1 . 1 7 I 第 5 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
昭和60. 12 . 14 第 6 回北陸先天異常研究会
昭和61. 3. 9 第214回 日 本小児科学会北陸地方会
昭和61. 4. 23� 4. 24 I 第51 同 日 本温泉気候物理医学会
昭和61. 6. 14 第13 1 凶 H 本内科学会北陸地方会
日召平日61. 7. 5 日 本核医学会第14 loj中部地方会
富 山県民会館
立山国際ホ テ ル
富 山医科薬科大学
立山国際ホ テ ル
富 山県民会館
富山医科薬科大学
宇奈月 福祉ゼ ン タ ー
富 山医科薬科大学
富 山県民会館
昭和61. 7. 6 I l:::I 本医学放射線学会第91 [日l中部地方会 | 富山県民会館
昭和61. 7. 19 第 8 回中部 日 本神経精神薬理学研究会 i 言山医科薬科大学
昭和61. 8. 2� 8. 3 I 第 3 回富山医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー | 立山国際ホ テ ル
昭和61. 8. 31� 9. 2 I 第 6 田富 山 カ ン フ ァ レ ン ス | 立山国際ホ テ ル
昭和61. 9. 27� 9. 28 I 第37同 日 本皮膚科学会中部支部総会学術大会 | 富 山県民会館
昭和61. 10. 20� 10. 2 1  I 第18 l口l薬物代謝 と 薬効 ・ 毒性 シ ン ポ ジ ウ ム | 寓 山県民会館
昭和61. 1 0. 22 日 本薬物動態学会第 l[Fi]年会
昭和61. 10 . 30� 10. 3 1  I 第67田 中部 日 本整形外科 ・ 災害外科学会
昭和61. 12. 14 第217回 日 本小児科学会北陸地方会
昭和62. 2. 14 第57回 日 本循環器学会北陸地方会
昭和62. 2 . 15 第335同 日 本泌尿器科学会北陸地方会
昭和62. 2. 22 第322凶 H 本皮膚科学会北陸地方会
昭和62. 3. 8 第26回 日 本臨床病理学会東海 ・ 北陸部会総会
昭和62. 3. 28 昭和62年度北陸体育学会
昭和62. 4. 24� 4. 25 I 第 4 回 日 本顎顔面補綴学会総会
昭和62. 5. 16 日 本生化学会北陸支部第 5 回大会
昭和62. 6. 13 第336回 日 本泌尿器科学会北陸地方会
日百不日62. 6. 14 
昭和62. 6. 28 
日 本産婦人科学会北陸連合地方部会
第49回 日 本消化内視鏡学会 ・ 北陸地方会
富 山県民会館
富 山県民会館ほ か
富山医科薬科大学
富山医科薬科大学
金沢大学
金沢大学記念館
富 山医科薬科大学
富山医科薬科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
富 山医科薬科大学
福井医科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
富 山医科薬科大学
昭和62. 7. 25� 7. 26 I 民衆思想研究会 ! 高志会館
昭和62. 8. 1 � 8. 2 I 第 4 回富山医科薬科大学整形外科立 山 セ ミ ナ ー l 立山国際ホ テ ル
昭和62. 8. 22 第23田中部外科学会総会
昭和62. 8. 28� 8. 29 I 第 4 同和漢医学会
昭平日62. 9 . 6 第136回 日 本内科学会北陸地方会
高志会館
富 山県民会館
富 山医科薬科大学
世 話 人
松 田 健 史
辻 陽 雄
岡 田 敏 夫
難 波 恒 雄
渡 辺 正 男
難 波 恒 雄
古 田 勲
荻 田 善 一
松 田 健 史
阿 国 敏 夫
柿 下 正 雄
篠 山 重 威
柿 下 正 雄
柿 ←卜 正 雄
武 田 龍 司
辻 陽 雄
荻 田 善 一
諸 橋 正 昭
小 泉 保
小 泉 保
辻 陽 雄
岡 田 敏 夫
篠 山 重 威
片 山 喬
諸 橋 正 昭
桜 川 信 男
金 子 基 之
古 田 勲
小 橋 恭 一
片 山 喬
泉 陸 一
田 中三 千雄
小 津 浩
辻 陽 雄
山 本 恵 一
大 浦 彦 吉
佐々 木 博
AE 
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世 話 人開 催 年 月 日 名 称
昭和62. 9. 6 第324回 日 本皮膚科学会北陸地方会 ! 富山県民会館 | 諸 橋 正 昭
昭和62. 9. 6 第337回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 ! 富山県民会館 | 片 山 喬
昭和62. 9. 6 第220回 日 本小児科学会北陸地方会 ! 富山医科薬科大学 | 岡 田 敏 夫
昭和62. 9. 29--10. 1 I 第22回 日 本ア ル コ ール医学会総会 ! 富山県民会館 | 中 西 頴 央
昭和62. 10. 6 第 6 回胸腺研究会 ! 石川 県教育会館 | 山 本 恵 一
昭和62. 11 . 6 第 9 回 日 本学術会議毒科学研連 シ ン ポ ジ ウ ム 1 富山県民会館 | 中 西 頴 央
昭和62. 11 . 29 I 第23回 日 本皮膚科学会北信越合同地方会 | 富山県民会館 | 諸 橋 正 昭
昭和62. 12. 6 I 第42回 日 本麻酔学会北陸地方会 | 富山医科薬科大学 | 伊 藤 祐 輔
昭和62. 12. 20 I 第325回 日 本皮膚科学会北陸地方会 | 高志会館 | 諸 橋 正 昭
昭和62. 12. 20 I 第338回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 l ホ リ デ ィ ・ イ ン金沢 | 片 山 喬
昭和63. 2. 13 I 第339回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 i 金沢医科大学 | 片 山 喬
昭和63. 2. 20 I 第209回北陸外科学会 | 富山医科薬科大学 | 山 本 恵 一
昭和63. 3. 19 I 第 4 回耳鼻咽喉科情報処理研究会 i 富山県民会館 | 水 越 鉄 理
昭和63. 6. 3-- 6. 4 I 第12回北 日 本脳神経外科連合会 | 富山県教育文化会館 | 高 久 晃
昭和63. 6. 18 I 第24回 日 本脳神経外科学会中部地方会 | 高志会館 | 高 久 晃
昭和63. 7. 2 I 民族薬物 と そ の資源 に 関す る シ ン ポ ジ ウ ム 1 富山医科薬科大学 | 難 波 恒 雄
昭和63. 7. 2 I 第340回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 | 富山医科薬科大学 | 片 山 喬
昭和63. 8. 6-- 8. 7 I 第 5 回富山医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー ! 立山国際ホ テ ル | 辻 陽 雄
昭和63. 9. 4 I 第341回 日 本泌尿器科学会北陸地方会 ! 福井医科大学 | 片 山 喬
昭和63. 10. 11 I 第 1 回上皮輸送研究会 ! 京都大学会館 | 竹 口 紀 晃
昭和63. 10. 23 I 第 2 回 日 本病院薬剤師会北信越ブロ ッ ク 学術大 ! 高志会館 | 堀 越 勇
昭和63. 11. 4--11. 5 
昭和63. ll .  26 
昭和63. 12. 2 
昭和63. 12. I I  
H百平口63. 12. 18
平成元. 5. 13 
平成元. 5. 19 
平成元. 5. 29-- 6. 2 
平成元. 6. 1-- 6. 2 
平成元. 7. 1 
平成元. 8. 5-- 8. 6 
þ­ヨ三
第35回 日 本結核病学会 1 
第24回 日 本胸部疾患学会 ↓ 合同北陸地方会
第 9 回 日 本気管支学会 j 
北陸先天異常研究会第 9 回学術集会
第28因子宮癌研究会
第225回 日 本小児科学会北陸地方会
第342回 日 本泌尿器科学会北陸地方会
第 7 回 日 本血液学会北陸地方会
国際食道疾患会議 日 本部会第 5 回総会
第 6 回国際ア イ ソ ザイ ム会議
第39回電気泳動学会春季大会
第23回 日 本肺癌学会北陸地方会
第 6 回富山医科薬科大学整形外科立山 セ ミ ナ ー
高志会館
富山医科薬科大学
富山県民会館
富山医科薬科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
ホ テ ルニ ュ ー金沢
高志会館
富山県民会館
富山県民会館
富山県医師会館
富山厚生年金休暇セ
ン タ ー
平成元. 10. 14--10. 15 I 第 3 回和漢薬 (中薬) の医学薬学的研究 に 関す | 富山県民会館
る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム
平成元. 10. 20--10. 21 I 第32回 日 本感染症学会中 日 本地方会
平成元. 10. 21--10. 22 I 日 本放射線技術学会第24田中部部会
平成元. 11. 4--11. 5 I 第39回 日 本泌尿器科学会中部総会
平成元. ll . 9--11 .  10 I 第26回 日 本細菌学会中部支部総会
平成元. 11. 18 
平成元. 11. 25 
平成元. 12. 2 
第 7 回麻酔 ・ 集中治療 コ ン ビ ュ ー タ 研究会
第33回手術手技研究会
第 1 回小児科腎疾患漢方研究会
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
高岡文化ホ ール
富山県民会館
山 田温泉玄猿楼
富山県民会館
富山県民会館
高志会館
山 本 恵 一
渡 辺 正 男
泉 陸 一
岡 田 敏 夫
片 山 喬
佐々 木 博
藤 巻 雅 夫
荻 回 善 一
荻 田 善 一
矢 野 三 郎
辻 陽 雄
灘 波 恒 雄
渡 遺 裕 司
矢 野 三 郎
倉 西 誠
片 山 喬
小 西 健 一
伊 藤 祐 輔
藤 巻 雅 夫
岡 田 敏 夫
Z必 第 6 章 国際交流 ・ 主宰学会
開 催 年 月 日 称 世 話 人名
ム一山 場
平成元. 12. 10 第229回 日 本小児科学会北陸地方会 | 富 山医科薬科大学 | 岡 田 敏 夫
平成 2. 2. 9� 2. 10 I 日 本胸部外科学会関西地方会第17回学術セ ミ | 石川教育会館 | 山 本 恵 一
ナ ー
平成 2. 2. 25 
平成 2. 6. 2 
第336回 日 本皮膚科学会北陸地方会
第13回北陸乳癌懇話会
金沢大学記念館
富山県医師会館
平成 2. 6. 15� 6. 16 I 第33四 日本胸部外科学会関西地方会学術セ ミ ナ ー | 高志会館
平成 2. 6. 23 第147回 日 本内科学会北陸地方会 | 富山 医科薬科大学
平成 2. 6. 24 第337回 日 本皮膚科学会北陸地方会 | 金沢大学記念館
平成 2. 7. 7 日 本医学放射線学会中部地方会 | 高志会館
平成 2. 7. 8 日 本核医学会中部地方会 高志会館
諸 橋 正 昭
唐 木 芳 昭
山 本 恵 一
渡 辺 明 治
諸 橋 正 昭
柿 下 正 雄
柿 下 正 雄
平成 2. 7. 17 第 1 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会 | 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル i 小 野 武 年
平成 2. 8. 4� 8. 5 I 第 7 回富 山 医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ← | 富山厚生年金休暇セ | 辻 陽 雄
ン タ ー
平成 2. 8. 25� 8. 26 I 第 7 田和漢医薬学会大会
平成 2. 8. 31  � 9. 2 I 第 5 回国際生態学芦原サ テ ラ イ ト セ ミ ナ ←
平成 2. 9. 2 第232回 日 本小児科学会北陸地方会
平成 2. 1 1. 9� 11. 1 1  I 第18回 日 本放射線技術学会秋季学術大会
平成 2. 1 1 . 17 第32回 日 本産業 ・ 労働 ・ 交通眼科科学会
平成 2. 1 1 . 24 
平成 2. 12. 9 
平成 2. 12. 16
平成 3. 1. 30 
平成 3. 2. 16 
第 2 回北陸病理集談会
第48回 日 本麻酔学会北陸地方会
第340回 日 本皮膚科学会北陸地方会
第 2 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会
第218回北陸外科学会
平成 3. 2. 23 第 3 回富山 県母性衛生学会総会 ・ 学術総会
平成 3. 3. 9� 3. 10 I 第 3 回 日 本消化器内視鏡学会北陸セ ミ ナ ー
平成 3. 5. 1 7 
平成 3. 5. 25 
平成 3. 6. 9 
平成 3. 6. 23 
第 9 回紙毛性疾患研究会
日 本生化学会北陸 シ ン ポ ジ ウ ム
第57回 H 本消化器内視鏡学会北陸地方会
第72回 日 本消化器病学会北陸地方会
平成 3. 6. 23 第19回 日 本産科婦人科学会北陸連合地方部会
平成 3. 6. 29� 6. 30 I 第 9 回北陸病害動物研究会
平成 3. 7. 13 第39回 日 本耳鼻咽喉科学会中部連合会
富 山県民会館
パ ス ト ラ ル清雲閣
富 山医科薬科大学
富 山県民会館
富山電気 ビル
富 山医科薬科大学
富山医科薬科大学
高志会館
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
富山医科薬科大学
高志会館
金沢市文化 ホ ール
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
ボ ル ブ ア ー ト 富山
富山医科薬科大学
富 山医科薬科大学
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
立山少年自然の家
高志会館
矢 野 三 郎
鏡 森 定 信
岡 田 敏 夫
倉 西 誠 t
窪 田 靖 夫 |
小泉富美朝 l
伊 藤 祐 輔
諸 橋 正 昭
小 野 武 年
山 本 恵 一
鏡 森 定 信
田 中三千雄
泉 陸 一
藤 岡 基 二
田 中三千雄
渡 辺 明 治
泉 陸 一
上 村 清
水 越 鉄 理
平成 3. 7. 23 第 3 回富 山 「脳 と 精神機能」 研究会 | 名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル | 小 野 武 年
平成 3. 8. 3� 8. 4 I 第 8 回富 山 医科薬科大学整形外科立山セ ミ ナ ー | 富山厚生年金休暇セ | 辻 陽 雄
平成 3. 9. 12� 9. 14  I 第23回 日 本臨床電子顕微鏡学会
平成 3. 9. 19 第 5 回小児 C A P D 研究会
平成 3. 9. 20� 9. 2 1  I 第13同小児腎不全研究会
平成 3. 9. 2 1 第 1 回 日 本M E 学会北陸地方会
平成 3. 9. 28� 9. 29 I 有機合成北陸セ ミ ナ ー
平成 3. 10. 5 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「認知 ・ 記憶の脳内機構 :
ニ ュ ー ロ ン か ら 行動 ま で」 開催記念公開学術講演会
平成 3. 以 6�以 11 I 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「認知 ・ 記憶の脳内機構 :
平成 3. 1 1 . 7 
ニ ュ ー ロ ンか ら 行動 ま で」
第 4 回肝画像診断研究会西部会
ン タ ー
富 山県民会館
名鉄 ト ヤ マ ホ テ ル
入善 コ ス モ ホ ール
富 山医科薬科大学
富山県青年の家
富 山県民会館
佐々 木 博
稲 場 進
岡 田 敏 夫
篠 山 重 威
小 泉 徹
小 野 武 年
大山研修セ ン タ - I 小 野 武 年
富 山県民会館 | 佐々 木 博
開 催 年 月 日
平成 3. 11 .  8� 1 1. 9 
平成 3. 12. 8 
平成 3. 12. 14
平成 4. 1. 14 
平成 4. 2. 8 
平成 4. 2. 22 
平成 4. 3. 14 
平成 4. 5. 15� 5. 16  
平成 4. 5. 23 
平成 4. 6. 26� 6. 27 
平成 4. 7. 2� 7. 3 
平成 4. 7. 21 
平成 4. 8. 1� 8. 2 
平成 4. 8. 22� 8. 24 
平成 4. 8. 26� 8. 27 
平成 4. 10. 4 
平成 4. 10. 14�10. 15
平成 4. 10. 15� 10. 16  
平成 4. 1 1. 21
平成 4. 1 1. 2 1  
平成 4. 12. 13
平成 5. 1 . 26  
平成 5. 3. 6 
平成 5. 5. 29 
平成 5. 6. 4� 6. 5 
平成 5. 6. 17  
平成 5. 6. 19 
平成 5. 6. 19 
平成 5. 6. 27 
平成 5. 6. 29 
平成 5. 7. 3 
平成 5. 7. 3 
平成 5. 8. 7� 8. 8 
平成 5. 9. 1 1  
平成 5. 10. 1�10. 2 
平成 5. 10. 2 
平成 5. 10. 5� 10. 7 
平成 5. 10. 30�10. 31
名 称
第26回 日 本肝臓学会西部会
第237回 日 本小児科学会北陸地方会
1991年 日 本不妊学会北陸支部学術総会
第 4 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会
第 9 回 日 本 ス ト ー マ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン学会
第 5 回老年脳神経外科研究会
第 2 回 日 本M E 学会北陸地方会
第39回 マ ト リ ッ ク ス 研究会
1992年 日 本不妊学会北陸支部学術総会
第29回 日 本胸部疾患学会 合同北陸地方会
第13回 日 本気管支学会
第15回 日 本顔面神経研究会
第 5 回富山 「脳 と 神経機能」 研究会
第 9 回 富 山 医科薬科大学整形外科立山 セ ミ ナ ー
国際伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 富 山'92
第11 回北 日 本脳神経外科夏期セ ミ ナ ー
第 2 回北陸救急 ・ 集中治療医学研究会
第 3 田和漢薬の 医学薬学的研究 に 関す る 日 中 シ
ン ポ ジ ウ ム
日 本薬学会 シ ン ポ ジ ウ ム 中枢高次機能障害 と 薬
物療法
日 本薬学会北陸支部第87例会
第13回北陸先天異常研究会
第241 回 日 本小児科学会北陸地方会
第 6 田富山 「脳 と 精神機能」 研究会
第 3 回 日 本M E 学会北陸地方会
1993年 日 本不妊学会北陸支部学術総会
第22 回 日 本脊椎外科学会
第 5 回花粉症研究会
日 本イ ン ポ テ ン ス 学会中部地方会
第18四 日 本 口 腔外科学会中部地方会
第159回 日 本内科学会北陸地方会
第 7 回富山 「脳 と 精神機能」 研究会
病院病理医協会第31 田 中部標本交見会
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点検評価 と 将来
の
展望
は じ め に
大学審議会の 「高等教育改革 の 答 申 」 に 基づ
き 、 平成 3 年 7 月 1 日 に 大学設置基準が改正、
施行 さ れ、 設置基準 の 大綱化、 制度 の 弾力化が
図 ら れ、 本学 に お い て も 自 主的 に 点検 ・ 評価 を
行い、 現状の 把握 と 、 改革の 問題点、 将来計画
の構築 を継続的 に 行 う こ と と な っ た 。 す で に 国
立大学協会 は昭和60年以来、 大学の 自 己評価の
原則、 提言 を行 っ て 来て お り 、 点検 ・ 評価 は①
高等教育の個性化、 多様化、 ②教育研究 の 高度
化、 ③組織運営の活性化の 3 原則 に 基づ き 、 国
際交流、 社会的寄与 の 要請 に 応 え つ つ 改革路線
を 明 ら か に す る こ と と な っ た 。
第 1 節 「大学改革への序章」
上記の 目 的の た め 、 本学 に お い て は平成 3 年
10月 28 日 に 第 1 回 の 「 自 己評価等検討委員会」
が発足 し 、 教育活動、 研究活動 お よ び管理運営
に 関す る 3 専門委員会が設置 さ れ た 。 同委員会
に お い て 点検 ・ 評価の事項 ・ 項 目 お よ び実施担
当組織 (全学委員会組織、 部局組織) が検討 さ
れ、 各組織か ら の報告 を ま と め 、 第10 回委員会
(平成 4 年 7 月 2 日 ) で承認後、 第 5 回評議会
( 同 年 7 月 30 日 ) に 報告書が提 出 さ れた 。 同委
員会 は 「富山 医科薬科大学点検 ・ 評価委員会」
に 改組 さ れ、 前述の 3 専門委員 会 を 統括 し 、 報
告書 に も と づ き 「大学改革への 序章 富 山 医科
薬科大学 の点検 ・ 評価 1992J が平成 5 年 5 月
に 発行 さ れ た 。
こ の 「大学改革への 序章」 に 基づ き 、 短期、
中 ・ 長期的 な 改善、 改革お よ び計画が そ の後実
施 さ れ、 ま た 検討中 で あ る が、 教育、 研究活動
に つ い て の報告書が各部局、 委員会 よ り 相次 い
で提 出 さ れた (資料) 。 こ の 間平成 5 年度 よ り
看護学科が新設 さ れ、 そ の教科内容が公表 さ れ
た 。 一方薬学部 の カ リ キ ュ ラ ム は 平成 7 年度 よ
り 改正 さ れ、 従来の教養教育科 目 を 教養 ・ 基礎
教育科 目 に 改め 、 学科 目 制 も 一部変更 さ れた 。
学 長 佐 々 木 博
す な わ ち 人文 ・ 社会科学 は 主題別 科 目 、 セ ミ
ナ ー科 目 、 総合科 目 に 3 区別 さ れ、 更 に そ れぞ
れの授業科 目 に細分科 さ れて い る 。 ま た 自 然科
学 の 一部 は専門教員 も 担当 す る こ と と な っ た 。
「研究活動一覧」 に は 開学 時 に 第 1 輯 ( 1976 ・
1977) が発行 さ れて 以来、 毎年各講座、 施設単
位で論文、 学会報告が ま と め ら れ、 本学 の研究
活動 の 進展状況が把握 さ れ、 貴重 な 資料が積み
重ね ら れて 来た 。 昨年報告 さ れた 医学部 の 「教
育 ・ 研究 の 歩 み一現状 と 展望」 に は 、 5 年以上
在籍の助手以上 の 全教官各 自 の研究活動状況が
ま と め ら れ、 今後の研究 の 展開、 高度化、 活性
化 に つ な が る も の と 期待 さ れ る 。 附属病院 に お
け る 卒後研修 (初期研修) は従来各診療科で個
別 に行わ れて 来た が、 平成 6 年度か ら 他科 ロ ー
テ ー シ ョ ン を 基盤 と し て 研修 カ リ キ ュ ラ ム が提
示 さ れ、 到達 目標、 自 己評価、 指導医評価 を 明
ら か に し 、 研修終了時に 委員会 に よ る 審査後、
認定証 を 交付す る 事 に な り 、 初期研修の充実に
寄与す る と 考 え ら れ る 。
管理運営面で は 全学委員会、 共同利用施設等
の 運営委員会の 改廃、 改組、 こ れ ら 委員会 と 評
議会、 各部局教授会 と の 関連、 位置づ け の 明確
化が指摘 さ れて い る 。 現在管理運営 に 関 す る 専
門委員 会 で は 学長選考規程 の 見 直 し が検討中
で、 そ の後 こ れ ら の課題 に つ い て 早急 に 点検予
定 で あ る 。 ま た 近年休眠状態 に あ っ た 将来計画
懇談会 は 点検評価委員会 に 吸収、 廃止 さ れ、 従
来薬学部学生が対象 で あ っ た 就職指 導 委 員 会
は 、 全学委員会組織 よ り 薬学部 に 移行 さ れた 。
入試関係 は従来の 3 委員 会 ( ，入学試験管理委
員会」、 「大学入試 セ ン タ ー 試験実施委員会」、
「入学者選抜方法研究委員会J ) は 「入学試験委
員会」 に 一本化 さ れた 。 年々 自 家 用 車 に よ る 通
勤、 通学者が増 え る と 共 に 違反駐車 も 増加 し 、
と く に 外来診療患者、 家族か ら の 不満が多数聞
か れ、 交通委員会で は取 り あ え ず外来患者用駐
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車場 を 指定、 確保 し 、 患者サ ー ビ ス に 努 め る と
と も に 、 今後規制、 駐車場増設 を 含 め て検討す
る こ と と な っ た 。
一方委員 会 の 新設 と し て は 、 次節で述べ る 教
養教育 と 専門教育の カ リ キ ュ ラ ム 改正 と そ れ に
伴 う 教員組織 の 改組 に 対応す る た め 、 教員組織
検討特別委員会が設 け ら れた 。 ま た 本年度 に 遺
伝子実験施設、 医療情報部が予算化 さ れ、 前者
に つ い て は 新 た に 委員会が設置 さ れ、 後者 は 従
来院内措置 に よ る 特殊診療施設で あ っ た が 中央
診療施設化 さ れ、 そ の ほ か附属病院で は 中央検
査部 に 所属 し て い た 内視鏡部 を 分離 し 、 院内措
置 に よ り 特殊診療施設化 さ れた 。
第 2 節 「将来展望」
平成 5 年度 に 新設 さ れた 看護学研究科 は 、 学
年進行 に 伴 い 、 平成 9 年度 に は 看護学研究科前
期課程 の 設置 に 向 け て の計画が進行中 で あ り 、
一方薬学部 で は 医療薬学が重視 さ れ、 平成12年
度 よ り 6 か 月 間 の 臨床実習 を 含 む薬学 6 年間教
育が実施 さ れ る 予定で あ る 。 ま た 前述 の 医学部
卒業後 2 年間 の初期臨床研修 は 、 厚生省 に お い
て 義務化す る 方 向 での検討が本年度 よ り 開始 さ
れ る 。 21世紀初頭 に は こ れ ら の 教育、 研修 を 終
了 し た 医師、 専門看護婦、 臨床薬剤師が医療現
場 に 参入 し 、 医療 の 質的向上が期待 さ れ、 同 時
に 本学 も よ り 高次 な 医学 ・ 薬学 ・ 看護学 の教育 ・
研究 ・ 医療機関 と し て 新た な 役割 を 担 う こ と に
な る 。
一万 国立大学 と し て は唯一の 和漢薬研究所 に
は 昭和62年以来 3 部門が増設 ( 10年時限立法)
さ れ、 ま た 附属病院 の和漢診療部 は和漢診療学
講座 と し て 予算措置 さ れ、 和漢薬 の 先端的 な研
究、 医療 の 進展 と 開発が期待 さ れ て い る 。
す な わ ち 中 ・ 長期 的 な計画 は 、 か か る 医 ・ 薬 ・
看 の 共通 の 基盤 を 確立 し つ つ 3 部 門 を 統合 し 、
ま た 西洋医学 と 伝統医学 と の 融合 ・ 共存 を 目 標
と す る 大 学 と し て 、 教育 ・ 研究 ・ 医 療 の 個 性
化、 多様化、 高度化 を 意図 す べ き で あ る 。
1 . 教育、 特 に教養教育の改革
本学で は 開学以来、 一般教育 と 専門教育 は い
わ ゆ る 「 ク サ ビ型」 に 設定 さ れ て 来た が、 一方
単科医科大学の場合 と 異 な り 、 一般教育教員 の
所属 は 両学部 に 仮分属 さ れて き た 。 前述の大学
設置基準 の 大綱化 に よ り 、 一般教育科 目 、 専門
教育科 目 等 の 授 業科 目 に 関 す る 規程 は 廃止 さ
れ、 教育課程の編成 に あ た っ て は 、 個々 の大 学
が そ れ ぞ れの 教育理念 ・ 目 的 に 基づ き 制度 の弾
力 的運 営 が 図 ら れ、 各 大 学 独 自 の カ リ キ ュ ラ
ム 、 教員組織の 改組が行わ れ て き た 。 本学 に お
い て は教員組織検討特別委員会が 中心 と な り 、
一般教育等運営委員会、 両学部教授会 に フ ィ ー
ド パ ッ ク し つ つ 、 平成 9 年度概算要求 を 目 標 に
現在検討中 で あ る 。
本節の 冒頭で指摘 し た 如 く 、 本学 の 特色 は 医
療 の 中 心 的役割 を 担 う 医学 ・ 薬学 ・ 看護学 の 教
育機 関 で あ り 、 医療現場 に お い て 医 師 、 薬剤
師、 看護婦 は そ れ ぞれの 専門技術 を 発揮 し つ つ
協調 し な が ら 患者 の 治療 cure と 看護 care に
従事す る と と も に 、 患者の人権、 自 己決定権が
尊重 さ れ な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 体外受精、
臓器移植、 遺伝子治療等新 し い 治療 法 の 開 発 に
対応 し 得 る 「 医療倫理」 は 、 職種の し 功〉 ん に か
か わ ら ず、 教育、 実践 の 場 を 通 じ て 等 し く 体得
し な け れ ば な ら な い 。 こ の 医療倫理 は 、 医学以
外の 社会学、 文化、 哲学、 宗教等 を 包含す る 学
際的 な領域 と し て 医療教育の根幹的 な 分野 と 見
な さ れつ つ あ る 。 し た が っ て 本学 の教養教育 は
こ れ ら そ れ ぞ れ の 分野の教育 と と も に 、 こ れ ら
を 包括 す る バ イ オ エ シ ッ ク ス 教育 は 、 医 ・ 薬 ・
看 の 最 も 基本的 な 共通基盤 と 考 え ら れ る 。 こ の
基本理念 を 基 に 教育科 目 の 区分、 授業科 目 を再
編成 し 、 一般教育教員 と 専門教員 が共同 し て 一
貫教育の カ リ キ ュ ラ ム を 担当 す る と と も に 、 研
究 の 交流 も 行わ れ、 人事面での 活性化が図 ら れ
る こ と を 望 む も の で あ る 。
一方学生 に よ る 授業評価 は 、 個 々 の 教員 の 資
質 の 評価 と し て で な く 、 教授方法の 改善、 シ ラ
パ ス 改正等 に 関係 す る フ ィ ー ド パ ッ ク 機構 と 見
な さ れ る べ き で あ り 、 す で に 薬学部で は 実施 さ
れ て い る が、 医学部で も 積極 的 に 採用 し 、 教育
改善 に 役立 つ 事 を 期待 し た い 。
2 . 研究活動、 組織改革等
近年基礎科学 の 振興が重視 さ れ、 文部省 の 科
学 研 究 費 も 本 年 度 は 920億 円 ( 前 年 比 12. 1 %
増) に 増額 さ れ、 一方研究補助 金 は 重点配分の
傾向 に あ る 。 す な わ ち 新 プ ロ グ ラ ム 方式 に よ る
「創成的基礎研究」 は 平成 6 年度 よ り 2 テ ー マ
が追加 さ れ て 1 2 テ ー マ に な り 、 ま た 本年度 よ り
新た な構想、 と し て セ ン タ ー ・ オ ブ ・ エ ク セ レ ン
ス ( C 0 E ) の 形 成 が 予 算 化 (91 億 8， 000 万
円) さ れた 。
基礎研究の振興の た め に は施設 ・ 設備 の充実
と と も に 、 広 い視野 に 立 っ た 秀れた人材の採用
と 登用 、 大学院 を 中 心 と す る 若手研究者の育成
と そ の た め の機構改革、 国際的 レ ベ ル の研究成
果の達成 を 目 標 に す べ き で あ る 。 近年分子生物
学、 遺伝子領域での基礎、 応用研究が急速 に 進
展 し て お り 、 本学で も 遺伝子実験施設の新設 を
契機 に 、 部局聞 を横断す る 研究 プ ロ ジ ェ ク ト の
立案、 産官学協力体制、 国際的共同研究等、 幅
広 い研究ネ ッ ト ワ ー ク の構築 に よ り 、 研究の 高
度化、 活性化 を 推進す る 必要 が あ る 。
一方学部、 研究所の講座、 部門の増設等 に つ
い て は 、 医学部で は細菌 ・ 免疫学講座の分離が
継続 し て 予算要求 さ れて お り 、 ま た 現在附属病
院中央診療施設であ る 救急部 の講座化 も 検討対
象 に な ろ う 。 薬学部 で は 前述 の 臨床薬学重視の
6 年間教育 を充実す る た め 、 医療薬学 を 主体 と
す る 大学院独立専攻の設置が現在検討 さ れて い
る 。 和漢薬研究所で は 3 部門が平成 8 年度 か ら
11年度 に か け て 、 10年の時限 に 該 当 す る の で、
平成 9 年度概算要求 と し て研究所の組織改革の
具体案 を提示す る 必要があ る が、 全国共同利用
機関 を指向 し つ つ 、 将来的 に は C O E に 参画可
能 な構想、が望 ま れ る 。
大学院 の 改革 に つ い て は 、 大学院大学、 大学
院独立専攻構想、 な どが浮上 し て き て い る が、 す
で に 述べた通 り 教育改革 に 伴い 、 独立専攻設置
の可否 も 検討の対象 に な ろ う 。 中 ・ 長期 的 に は
医 ・ 薬 ・ 看 の 総合 の 理念 に 基づ き 、 医薬総合大
学院 (仮称) 設置 を 今後積極的 に検討す べ き で
あ る 。 し か し こ の 目 標 の た め に は両研究科 と も
博士課程の定員 を 充足す る た め の対策が急務で
あ る 。 な お 、 開学以来の博士 ( 医学) 取得者 は
356名 で あ る が、 過半数の200名 が論文博士で あ
る 。 近年論文博士の廃止 な い し は制限を検討 し
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て い る 医学部、 医科大学 も あ り 、 課程博士 に 比
較 し て 論文博士の研究 レ ベルが低 い事が指摘 さ
れて い る 。 一方看護学研究科修士課程新設後 に
は 、 同博士課程 を 設置 し 、 医薬総合大学院 (仮
称) に 参画 さ せ る こ と も 長期的 な 課題で あ る 。
3 . 医療
す で に 序文 で述 べ た が、 本 学 の 附属病院 で
は 、 特定機能病院 と し て の認可、 院外処方の発
行 に よ る 医薬分業 の推進、 薬剤師の病棟業務へ
の参入、 看護学科の新設、 医師初期研修 の 改革
等、 よ り 高次 な 医育 ・ 医療機関 と し て の役割 を
果た し て 行か な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 疾病構
造の変化、 高齢化社会の 到来、 福祉計画の 進展
等 に対応す る た め 、 診療部門の新設、 予算要求
を推進す る 必要 が あ る 。 診療部門 と し て は小児
外科、 心臓血管外科、 神経内科、 老人科、 心療
内 科、 中 央 診療施設 と し て は 光学 医 療 ( 内 視
鏡) 診療部、 総合診療部、 血液浄化部、 病理
部、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン部、 新生児集中 治療部
( N 1 C U ) を 含 む 周 産母子セ ン タ ー が想定 さ
れ る 。 し か し 部門新設 に 当 た っ て は 院内措置 と
診療実績が重要で あ り 、 さ ら に 地域医療 の ニ ー
ズ を も 視野 に 入れつ つ 要求 の 重点化 を 図 る べ き
で あ る 。
ま た 医 師 の 研修 に 関 し て は 、 「卒後研修 の 手
ヨ I J が昨年 ま と め ら れた が、 他科 ロ ー テ ー シ ョ
ン の 原則が必ず し も 円 滑 に 実施 さ れて お ら ず、
各診療科の コ ン セ ン サ ス の構築 と 協力 が一層望
ま れ る 。 さ ら に 大学での研修が専門医養成 に 片
寄 り 、 地域医療機関か ら の 要望、 卒前教育の視
点か ら も プ ラ イ マ リ ー ・ ケ ア 教育が計画的 に 実
施 さ れ る 必要 が あ り 、 受皿 と し て の総合診療部
の新設 に つ い て マ ス タ ー ・ プ ラ ン の 作成が急が
れ る 。
医療倫理 に つ い て は す で に 若干触れた が、 本
学 の 医療従事者 の 関 心 は 薄 く 、 必ず し も 徹底 し
て い な い 点が多 い 。 全学的 な委員会で あ る 倫理
委員会 に お い て は 、 数年来体外受精、 新規高度
医療 の 申請承認、 輸血拒否患者への対応 ガ イ ド
・ ラ イ ン の 作成、 検査、 手術患者同意書 の 改正
等 を行 い 、 脳死問題 に つ い て は現在討議 中 で あ
る が、 最近注 目 さ れて い る がん の 告知、 タ ー ミ
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ナ ル ・ ケ ア 、 尊厳死、 安楽死等 に つ い て の論議
が深 ま る 事 を 期待 し た い 。 ま た 従来倫理委員会
での 討議が本学医療従事者、 学生等 に フ ィ ー ド
ノ f ッ ク さ れて こ な か っ た 点 に つ い て は 自 責の 念
に か ら れ る が、 学内 で の講漬会、 シ ン ポ ジ ウ ム
等 を 通 じ て 全学的な討議 を 深 め る べ き で あ る 。
一方将来専門看護婦の 医療現場への参入 を 念
頭 に お き つ つ 、 現看護婦 の 再教育が必要 で あ
り 、 看護部 を 中 心 に 、 ジ ュ ニ ア 、 シ ニ ア ・ グ
ル ー プの生涯教育の立案が望 ま れ る 。
4 . 国際交流
国際交流 の現状 に つ い て は す で に 序文 で述べ
た が、 一方姉妹協定機関 と の 交流 に つ い て は 、
日 中和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム 、 伝統医薬 シ ン ポ ジ ウ
ム へ の講師参加が見 ら れ る も の の 、 計画的、 継
続的 な 交流が行わ れて い な い現状で あ る 。 こ の
点 は 国際交流委員会で も 指摘 さ れて い る が、 財
政的措置の欠如が障路 に な っ て い る 事 は否定出
来 な い 。 こ の 点 を 解決 し つ つ 科研費 に よ る 国際
学術研究 の促進、 学生の相互交流、 帰国留学生
の招轄 に よ る 国際 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催等、 具体
的 な立案 を し つ つ 、 平成 9 年度 を 目 標 に 協定校
と の 交流 を 実施出来 る 様努力 し た い 。
おわ り に
本学 の 点検 ・ 評価の経緯、 問題点 を 要約 し 、
そ の後の改革の現状 と 、 さ ら に 短期的、 中 ・ 長
期的計画の概要 を述べて き た 。 新設医科大学 と
し て 発足後、 本年10月 に は 開学20周 年 を迎 え る
に 当 た り 、 近年の 基礎研究分野 に お け る 著 し い
進歩 と 社会的要請の変遷 に対応 し 、 医療の 3 本
柱であ る 医 ・ 薬 ・ 看の統合 と 、 東西医学 の融合
を 担 う 本学 の 特色 を 発揮 し つ つ 、 21世紀 に 向
け 、 活力 あ る 大学 と し て 今後の発展 を企図 し た
し 〉 。
資料 : 教育、 研究活動 に 関す る 報告書
1 . 教養教育 シ ラ パ ス (平成 6 年 4 月 、 平成
7 年 5 月 )
2 . 平成 6 年度及び 7 年度教科内容 ( 医学科
- 看護学科専門科 目 )
3 . 薬学部授業計画 ( シ ラ パ ス ) 、 平成 7 年
度
4 . 富 山 医科薬科大学研究活動一覧、 第16�
18輯 ( l992�1994) 
5 . 富 山 医科薬科大学共同研究活動一覧 (平
成 2 年度� 4 年度) 富 山 医科薬科大学共
同研究等委員会
6 . 富 山 医科薬科大学医学部 「教育 ・ 研究の
あ ゆ み 現状 と 展望J 1994 
7 . 平成 6 年度 卒後研修の手引 ・ 富 山 医科薬
科大学附属病院
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昭和49年 (1974) 8 月 16 日 富山大学 に 国立医学教育機関創設準備室設置
昭和50年 ( 1975) 4 月 2 日 富山大学 に 富 山医科薬科大学創設準備室設置
10月 1 日 国立学校設置法の一部 を 改正す る 法律 (昭和50年 4 月 22 日 法律第27号) の施行 に
よ り 富 山 医科薬科大学設置 (富 山 医科薬科大学創設準備室廃止) 医学部 ( 医学
科) 及び附属図書館設置
昭和51年 (1976) 4 月 1 日 薬学部 (薬学科、 製薬化学科) 設置 (富 山大学か ら 移行)
医学部 8 講座開設 (解剖学、 生理学、 生化学、 病理学、 細菌学 ・ 免疫学、 内 科
学、 外科学、 産科婦人科学)
薬学部 3 講座開設 (薬化学、 薬品作用学、 薬品物理化学)
学科 目 1 1科 目 開設 (哲学、 歴史学、 法学、 心理学、 数学、 物理学、 化学、 生物
学、 英語、 独語、 保健体育)
4 月 14 日 第 1 回入学式挙行
5 月 10 日 事務局 5 課設置
5 月 27 日 開学記念式典挙行
昭和52年 (1977) 3 月 29 日 福利厚生棟竣工
3 月 30 日 講義実習棟、 解剖棟、 体育館竣工
4 月 1 日 医学部 2 講座増設 (薬理学、 小児科学)
薬学部 4 講座増設 (薬品分析化学、 生薬学、 薬品合成化学、 生物薬品製造学)
4 月 18 日 附属病院創設準備室設置 薬学部附属薬用植物園設置
12月 24 日 エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー竣工
昭和53年 (1978) 3 月 28 日 医学部研究棟竣工
3 月 30 日 慰霊碑竣工
3 月 31 日 放射性同位元素実験施設、 実験動物施設竣工
4 月 1 日 医学部 6 講座増設 ( ウ イ ル ス 学、 公衆衛生学、 法医学、 精神神経医学、 放射線医
学、 整形外科学薬学部の 学科及び講座が改組 さ れ、 次の学科及び講座 を設置
薬科学科 (薬剤薬理学、 臨床分析学、 医薬品化学、 衛生 ・ 生物化学、 薬用資源
学、 物理薬剤学) C富 山 大学薬学部か ら 薬剤学、 環境衛生分析学、 薬剤製造学、
薬品製造工学、 薬品製造化学移行事務局 1 課増設〕
6 月 17 日 大学院薬学研究科博士課程 (医療薬科学専攻) 設置
和漢薬研究所 (資源開発、 生物試験、 臨床利用、 病態生化学、 化学応用) 設置
〔富 山大学か ら 移行〕
昭和54年 (1979) 2 月 7 日 附属病院竣工
3 月 2 日 事務局管理棟竣工
3 月 23 日 薬学部研究棟、 共同利用研究棟竣工
3 月 28 日 附属図書館竣工
4 月 1 日 医学部 5 講座増設 (皮膚科学、 眼科学、 耳鼻咽喉科学、 泌尿器科学、 麻酔科学)
〔富山大学薬学部か ら 衛生化学、 薬品生物化学が移行 し 、 移行完了〕
附属病院設置
附属病院15診療科 (第一内科、 第二内科、 皮膚科、 小児科、 神経科精神科、 放射
線科、 第一外科、 第三外科、 整形外科、 産科婦人科、 眼科、 耳鼻咽喉科、 泌尿器
科、 麻酔科、 歯科口腔外科) 4 中央施設 (検査部、 手術部、 放射線部、 材料部)
開設 薬剤部及び看護部設置 事務局 3 部 8 課制 に 乱組
10月 10 日 附属病院開院記念式典挙行
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10月 15 日 附属病院開院 (339床)
昭和55年 (1980) 3 月 19 日 和漢薬研究所研究棟竣工
3 月 20 日 昭和54年度卒業証書並び に 学位記授与式挙行 (薬学部第 1 回)
4 月 1 日 医学部 2 講座増設 (保健医学、 脳神経外科学) 附属病院 2 診療科増設 (第三 内
科、 脳神経外科)
4 月 30 日 附属病院東病棟竣工
8 月 19 日 附属病院132床増床 (計471床)
昭和56年 (1981) 3 月 初 日 高 エ ネ ル ギ 一治療棟竣工
4 月 1 日 動物実験セ ン タ ー設置
5 月 1 日 附属病院151床増床 (計622床)
7 月 10 日 医学部研究棟竣工 (大学院第 I 期工事)
昭和57年 (1982) 3 月 初 日 昭和56年度卒業証書並び に 学位記授与式挙行 (医学部第 1 回)
3 月 29 日 武道場竣工
3 月 30 日 動物実験セ ン タ ー竣工 (第 II 期工事)
3 月 31 日 医学部研究棟竣工 (大学院第 II 期工事)
4 月 1 日 大学院医学研究科博士課程 (生理系専攻、 生化学系専攻、 形態系専攻、 環境系専
攻) 設置
昭和田年 (1983) 4 月 1 日 保健管理セ ン タ ←設置
昭和田年 (1984) 4 月 11 日 実験実習機器セ ン タ ー設置
10月 31 日 プー ル竣工
昭和60年 (1985) 3 月 20 日 動物実験セ ン タ ー竣工 (第III期工事)
5 月 13 日 R 1 病床10床減 (計612床)
5 月 17 日 中央診療施設増設 (和漢診療部)
7 月 四 日 薬学研究資料館竣工
10月 1 日 開学十周年記念式典挙行
2 開学十周 年後の あ ゆ み あ1
2 
関学十周 年後の
あ ゆ み
昭和61年 (1986) 4 月 1 日 医学部 1 講座増設 (歯科口腔外科学)
昭和田年 ( 1987) 3 月 16 日 国際交流会館竣工
5 月 21 日 和漢薬研究所 1 客員部門増設 (高次神経機能制御部門)
昭和63年 (1988) 3 月 25 日 附属病院中央診療棟 (救急部等) 竣工
4 月 8 日 和漢薬研究所 1 客員部門増設 (免疫機能制御部門)
5 月 25 日 附属病院中央診療施設増設 (救急部) 、 学科 目 1 科 目 増設 ( 日 本語 ・ 日 本事情)
平成元年 (1989) 3 月 20 日 実験実習機器棟竣工
3 月 24 日 M R I - C T 装置棟竣工
6 月 28 日 医学部 1 講座増設 (臨床検査医学)
10月 7 日 附属病院開院十周 年記念式典挙行
平成 2 年 (1990) 3 月 20 日 臨床研究棟竣工
6 月 8 日 薬学部 1 講座廃止 (物理薬剤学)
11 2 講座増設 (薬剤設計学、 薬物生理学)
和漢薬研究所 1 部門増設 (時限10年) (細胞資源工学部門)
平成 4 年 (1992) 4 月 10 日 医学部 1 講座増設 (放射線基礎医学)
1 1 月 7 日 薬学部創立百周年記念式典挙行
平成 5 年 (1993) 4 月 1 日 医学部看護学科設置
月 1 講座増設 (和漢診療学)
学科 目 1 科 目 増設 (行動科学)
附属病院中央診療施設増設 (輸血部)
10月 1 日 和漢薬研究所創設三十週年記念式典挙行
平成 6 年 (1994) 5 月 20 日 医学部看護学科 3 講座増設 (人間科学 ・ 基礎看護学、 臨床看護学、 地域 ・ 老人看
護学)
学科 目 1 科 目 増設 (統計 ・ 情報科学)
附属病院中央診療施設増設 (集中治療部)
7 月 1 日 附属病院が特定機能病院 に承認
12月 5 日 医学部看護学科研究棟竣工
平成 7 年 (1995) 4 月 1 日 遺伝子実験施設設置
附属病院中央診療施設増設 (医療情報部)
事務局入学主幹設置
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医事課長
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役職員
学長 佐々 木
副学長 中 西
(教育研究及び厚生補導担当 )
副学長 ・ 病院長 片 山
( 医療担当 )
医学部長
薬学部長
和漢薬研究所長
附属図書館長
事務局長
動物実験セ ン タ ー長
実験実習機器セ ン タ ー長
遺伝子実験施設長
保健管理セ ン タ 一所長
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木西山
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泉野黒岡田
村沖
々保 佐中片辻
百渡小小
北伊中
小菅金久舘田
中林慶森
評議員
学長
副学長
副学長
医学部長
薬学部長
和漢薬研究所長
附属図書館長
医学部教授
瀬
薬学部教授
与会:と'"
夫
朗
猛
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関
事務局
事務局長
総務部長
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定年退官者名簿
定年退官年月 日 氏 名 退 官 時 官 職 名
日召57. 4 . 2 長 谷 純 一 薬学部教授
58. 4 . 2 永 原 茂 薬学部教授
60. 3 . 3 1  瀬 川 義 虞 業務部施設課長
!J 有 津 竹 次 郎 業務部施設課整備係長
!J 才 記 宗 儀 業務部施設課整備係 ボ イ ラ ー技士
11 松 山 晴 子 教務部研究協カ課研究企画係教務助手
60. 4 . 1 須 藤 修 作 医学部教授
61. 3 .  3 1  渡 辺 正 男 医学部教授
62_ 3 _ 31  山 田 房 子 保健管理セ ン タ ー看護婦
63_ 3 _ 31  加 藤 昭 作 教務部長
JJ 坂 倉 ナ \ 、、 附属病院看護部長
11 森 田 隆 夫 総務部庶務課福祉係長
平元. 3 .  31 行 野 昭 三 業務部長
11 藤 井 丘支三えL 教務部研究協力課長
11 谷 本 淑 夫 教務部学生課学生係体育施設等整備員
!J 村 藤 貞 雄 教務部研究協力課研究助成係動物飼育員
11 酒 井 キ ミ 子 附属病院手術部医療助手
元. 4 . 1 榎 本 二 郎 薬学部教授
2 _ 3 _ 3 1  津 崎 成 逸 総務部長
11 小 川 君 子 教務部学生課教務第一係学籍主任
2 _ 4 _  1 庭 山 j青 八 郎 医学部教授
3 _ 4 _  1 大 浦 彦 吉 和漢薬研究所教授
11 金 子 基 之 医学部教授
4 . 3 .  1 中 山 忠 夫 業務部長
11 長 谷 川 賓 教務部研究協力課研究助成係動物飼育員
11 横 野 猛 附属病院材料部消毒機器操作員
4 . 4 . 1 金 岡 又 雄 和漢薬研究所教授
5 .  3 .  31  藤 田 修 教務部長
11 田 嶋 毅 総務部庶務課庶務係 自 動車運転手
!J 真 野 一 夫 総務部経理課用度第一係作業員
11 奥 田 浩 平 業務部施設課整備係電工
5 _ 4 _ 1 水 越 鉄 理 医学部教授
11 森 田 直 賢 薬学部教授
11 上 原 欣 一 薬学部教授
!J 荻 田 善 一 和漢薬研究所教授
6 . 3 .  3 1  斉 藤 ミ サ 子 附属病院材料部医療材料工手
6 _ 4 _  1 窪 田 靖 夫 医学部教授
11 山 本 恵 一 医学部教授
!J 永 田 正 典 医学部教授
11 西 荒 介 薬学部教授
11 吉 崎 正 雄 薬学部附属薬用植物園助教授
7 . 4 . 1 岡 田 敏 夫 医学部教授
11 藤 岡 基 二 医学部教授
11 狐 塚 寛 薬学部教授
11 菊 池 徹 和漢薬研究所教授
11 日 合 奨 和漢薬研究所助教授
2巧歴代部局長一覧6 
平 松 博 昭50. 10. 1 �昭57.
佐 々 埜 昭57. 4 . 1 �昭63.
山 崎 高 慮 昭63. 4 . 1 �平 6 .
佐々 木 博 平 6 . 4 . 1 �  
長 (教育研究及び厚生補導担当)
山 崎 高 臆 昭50. 10. 1 �昭54.
小 津 光 昭54. 7 . 1 �昭57.
増 田 克 忠 昭57. 4 . 1 �昭63.
田 辺 正 英 昭63. 8 . 1 �平 4 .
中 西 頴 央 平 4 . 8 . 1 � 
長 ( 医療担当 )
小 林
熊 谷
佐々 木
}} 片 山
附属病院創設準備室長
(併) 小 林
附属病院長 小 林
}} (取) 佐 々
刀 (併) 熊 谷
万 (併) 佐々 木
刀 (併) 片 山
医 学 部 長
)} (取) 小 林
万 (併) 中 西
)} (併) 佐々 木
刀 (併) 川 崎
)} (併) 片 山
)} (併) 高 久
)} (併) 辻
薬 学 部 長
)} (取) 山
刀 (併) 増
)} (併) 山
)} (併) 西
)} (併) 吉
)} (併) 狐
)} (併) 百
和漢薬研究所長
万 (取) 平
月 (併) 難
月 (併) 大
)} (併) 渡
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刀 (併) 失
刀 (併) 西
月 (併) 大
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刀 (併) 同
月 (併) 小
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庁 (併) 小
動物実験施設長
月 (併) 小 西
万 (併) I 1 1 崎
動物実験セ ン タ ー長
月 (取) 小 津
川 (併) I 1 1 崎
11 (併) 庭 山
刀 (併) 木 村
万 (併) 小 西
11 (併) 藤 同
月 (併) 小 橋
万 (併) 竹 口
11 (併) 加須屋
11 (併) 倉 石
保健管理セ ン タ ー所長
庁 (取) 増 田 克 忠
11 (併) 加須屋 賓
11 (併) 矢 野 三 郎
11 (併) 窪 田 靖 夫
11 (併) 小 林 正
放射線同位元素実験施設長
11 (併) 本 田 昂
共同利用施設長
11 (併) 中 西 頴
11 (併) 吉 井 英
11 (併) 小 泉 富美朝
実験実習機器セ ン タ ー長
11 (取) 増 田 克
11 (併) 吉 井 英
11 (併) 小 泉 富美朝
11 (併) 谷 村 怠 徳
3 . 3 1  
3 . 31  
3 _ 31  
1 �昭60.
1 �平元.
1 �平 7 .
1 �  
.•.• 
4qd斗AA斗Ad斗ム
昭58.
昭60.
平元.
平 7 .
徹
雄
司
善恒裕
料
池田波
遺
2元7
L 31 
L 31  
L 31 
L 31  
L 31  
L 31  
1 . 31  
1 . 31 
1 . 31  
1 �昭54.
1 �昭56.
1 �昭58.
1 �昭60.
1 �昭62.
1 �平元.
1 �平 3 .
1 �平 5 .
1 �平 7 .
1 �  
日百50. 10. 
H召55. 2 . 
H召56. 2 . 
H百58. 2 . 
E召60. 2 . 
H召62. 2 . 
平元. 2 . 
平 3 . 2 . 
平 5 . 2 . 
平 7 . 2 . 
博雄郎介吉史夫
昂
{呆
陽三
荒彦健敏恭
松
野
浦田
田橋田泉
昭54. 1 . 12�昭54. 1 1. 5 
昭54. 1 1 . 6 �昭56. 3 . 31 
健
1 �昭56. 10. 31  
1 �昭58. 10. 31 
1 �昭60. 10. 31 
1 �昭62. 10. 31  
1 �昭63. 3 . 31 
1 �平 2 . 3 . 31 
1 �平 3 . 1 . 31  
1 �平 5 . 1 . 31 
1 �平 7 . 1 . 31  
1 �  
日召56. 4 . 
H百56. 11 .  
H召58. 11 .  
H百60. 11 .  
H召62. 11 . 
H召63. 4 . 
平 2 . 4 . 
平 3 . 2 . 
平 5 . 2 . 
平 7 . 2 . 
匡
光匡郎康
ー、清正
健基恭紀
晃賓泰
8 _ 14 
8 _ 14 
3 . 31 
3 . 31 
4 . 1 �昭58.
8 . 15�昭62.
8 . 15�平 3 .
4 . 1 �平 5 .
4 _ 1 � 
日百58.
H召58.
日召62.
平 3 .
平 5 .
6 _ 27 
6 _ 27 
4 _  10 
昭53. 1 1 . 10� 
6 . 28�昭56.
6 . 28�昭58.
6 . 28�昭59.
日召54.
日百56.
H召58.
央
7 _  31 
7 . 31  
7 . 31  
7 . 31  
4 . 1 1�昭59.
8 . 1 �昭61.
8 . 1 �昭63.
8 . 1 �平 2 .
昭59.
H召59.
H召61.
日百63.
忠
267 歴代部局長一覧6 
7 . 3 1  
7 . 3 1  
1 �平 4 .
1 �平 6 .
1 �  
••• 
000600 
平 2 .
平 4 .
平 6 .
徹
紘
5 _ 15 4 . 1 �平 7 .
5 _  16� 
平 7 .
平 7 .
央
6 . 30 
6 . 30 
7 . 31  
3 .  31 
4 . 18�昭54.
7 . 1 �昭60.
7 . 1 �昭61.
8 .  1 �平 6 .
4 . 1 �  
昭52.
昭54.
昭60.
昭61.
平 6 .
庭雄賢雄章
万 (併) 平 賀
11 (併) 小 泉
11 (併) 高 屋
遺伝子実験施設長
万 (取) 中 西 頴
11 (併) 平 賀 紘
薬学部附属薬用植物園長
11 (取) 山 崎 高
11 (併) 吉 崎 正
11 (併) 森 田 直
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名 称
学生委員会
医学部教授会
薬学部教授会
施設整備委員会
附属図書館運営委員会
廃棄物処理委員会
評議会
一般教育等運営委員会
学園 だ よ り 編集委員会
体育施設運営委員会
和漢薬研究所教授会
大学院委員会
大学院薬学研究科委員会
レ ク リ ェ ー シ ョ ン協議会
実験動物施設運営委員会
放射性同位元素実験施設運営委員会
放射性同位元素管理委員会
発明委員会
関連教育病院運営協議会
附属病院運営会議
電子計算機委員会
薬学部附属薬用植物園運営委員会
8 各種委員会一覧 2刀
8 各種委員会一覧
設置年月 名 称 設置年月
目白51. 4 .  共同利用研究施設運営委員会 日百54. 6 .  
目白51. 4 .  肝炎予防対策委員会 日召54. 8 .  
日召51. 5 .  感染予防対策委員会 日百54. 8 .  
日百51. 6 .  防火管理委員会 日召54. 10. 
目白51. 6 .  動物実験セ ン タ ー運営委員会 日召56. 9 .  
日召51. 6 .  大学院医学研究科委員会 日百57. 4 .  
日百51. 8 .  廃棄物処理施設運営委員会 日百57. 10. 
日百51. 12. 組換 え D N A 実験安全委員会 日召58. 5 .  
81351.  12.  保健管理セ ン タ ー運営委員会 日召58. 5 . 
自召52. 4 .  実験実習機器セ ン タ ー運営委員会 目白59. 4 .  
自召53. 6 .  共同研究等委員会 H百59. 5 . 
日百53. 6 .  公開講座委員会 日召59. 6 .  
日百53. 6 .  交通委員会 日召60. 2 . 
日召53. 9 .  国際交流委員会 日召60. 3 .  
H百53. 10. 倫理委員会 日召60. 9 .  
日召53. 10. 横田基金運用委員会 日百61. 9 .  
日召53. 10. 国際交流会館運営委員会 日召62. 4 .  
日召53. 10. 動物実験委員会 日召63. 11.  
日召54. 1 .  放射性同位元素等管理委員会 平元. 4 .  
日召54. 4 .  入学試験委員会 平 6 . 4 .  
日百54. 6 .  学 内 L A N 委員会 平 6 . 8 . 
日百54. 6 .  遺伝子実験施設運営委員会 平 7 . 4 . 
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9 諸 統 計
1 ) 職員の定員及び現員
教 官 そ の 他 の 職 員
dEi コ
戸す�与与 国リ 教 助 講 助 行 行 教 教 医 医
戸寸主今与 教 計 政 政 育 務 療 療 計職 職 職 職 職 職 計
長 長 授 授 師 手 (一) (斗 (寸 員 (二) (三)
昭和 定員 1 2 62 66 35 159 325 247 62 14 58 298 679 1004 
60年度 現員 1 2 59 58 35 159 314 220 95 13 57 281 666 980 
日召平日 定員 1 2 62 66 35 161  327  245 60 13 59 299 676 1003 
61年度 現員 1 2 60 57 37 162 319 225 93 13 59 284 674 993 
昭和 定員 1 2 62 66 36 160 327 24 1  60 13 59 299 672 999 
62年度 現員 1 2 60 59 36 156 314 223 86 13 58 286 666 980 
昭和 定員 1 2 63 67 36 160 329 238 60 13 61  306 678 1007 
63年度 現員 1 2 58 58 39 159 317 220 78 13 61 290 662 979 
平成 定員 I 2 64 67 37 159 330 233 60 13 61 308 675 1005 
元年度 現員 1 2 57 59 41  157  317 219 73 13 62 300 667 984 
平成 {疋
貝日 1 2 66 69 37 160 335 228 60 10 61  308 667 1002 
2 年度 現員 l 2 59 61  39  159 321 220 73 8 62 299 662 983 
平成 定員 1 2 66 69 38 160 336 224 60 10 61  308 663 999 
3 年度 現員 1 2 58 60 40 157 318 218 73 10 62 303 666 984 
平成 定員 1 2 67 70 38 159 337 221  58 9 61  309 658 995 
4 年度 現員 1 2 59 63 40 158 323 217 67 9 62 305 660 983 
平成 定員 1 2 68 71  39  160  341  221  54 9 63 311  658 999 
5 年度 現員 1 2 59 63 40 161 326 213 63 8 65 304 653 979 
平成 定員 1 2 75 74 40 163 355 217 53 9 63 314 656 1011  
6 年度 現員 1 2 62 62 41 169 337 206 62 8 65 308 649 986 
2 ) 学生の入学定員及び現員
医学部医学科
入学
年度 総定員
定員 1 年次 2 年次
昭和 102 115  61  100  600  (24) (20) 年度
日百平日 101 125 62 100 600 (28) (31 )  年度
昭和 101 125 63 100 600 (28) (31 )  年度
平成 100 118  
年
7G
度
100 600 (29) (29) 
平成 95 110  2 95 595 (26) (28) 年度
平成 95 108 3 95 590 (32) (26) 年度
平成 95 107 4 95 585 (35) (32) 年度
平成 95 112  5 95 580 (25) (37) 年度
平成 95 109 6 95 575 (24) (27) 年度
平成 97 101 7 95 570 (43) (24) 年度
医学部看護学科
入学 現
年度 総定員
定員 1 年次 2 年次
平成 60 5 60 60 (58) 年度
平成 60 59 6 60 120 (59)  (58) 年度
平成 60 60 60 7 [ 10J 190 (59) (59) 年度
現
3 年次 4 年次
103 135 
(2 1 ) (22)  
103 115 
(24) (21 )  
103  115  
(24) (2 1 ) 
105 118 
(30) (27) 
107 125 
(30) (33) 
95 129 
(27) (33) 
95 120 
(25) (30) 
89 124 
(30) (31)  
95 113  
(35) (32) 
96 115 
(25) (37) 
員
3 年次 4 年次
67 
(67) 
9 諸 統 計 2沼
現員 は毎年 5 月 1 日 現在
員 卒 業 者 数 医 師 国
家 試 験 備考
5 年次 6 年次 計 年度計 累計 合格者数
82 93 630 93 564 99 
(10)  ( 5 ) ( 102) ( 5 ) (53) ( ) 
97 118 659 77 641 89 
(21 )  (20) ( 145) ( 10 )  (63) ( ) 
97 1 18  659 113  754 78 
(21) (20)  ( 145) (20) (83) ( ) 
100 102 643 99 853 107 
(19)  (21 )  ( 155) (2 1 ) ( 104) ( ) 
97 103 637 99 952 92 
(23) (19) ( 159) ( 19)  ( 123) ( ) 
102 101  630 87 1 ， 039 107 
(30) (23) (171 )  (21 )  ( 144) ( ) 
103 116 636 112  1， 151 90 
(30) (32) ( 184) (29) ( 173) ( ) 
9 1  107 618 107 1， 258 114  
(24) (33) ( 180) (33) (206) ( ) 
99 91 602 90 1， 348 109 
(28) (24) ( 170) (24) (230) ( ) 
93 100 602 83 
(29) (28) ( 186) ( ) ( ) ( ) 
卒 業 者 数 看 護 婦
国家試験 備考
計 年度計 累計 合格者数
60 
(58) 
119  
( 117) 
187 
(185) 
) は女子で内数
〕 は 3 年次編入定員
Z74 資 料
薬学部薬科学科
入学
総定員
現 員 卒 業 者 数| 年度 定員 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 計 年度計 累 計
昭和 105 109 124 91 429 91 735 61 105 420 (56) (49) (57) (46) (208) (46) (415) 年度
昭和 106 108 119  96 429 96 831 62 105 420 (62) (56) (58) (46) (222)  (46) (461) 年度
昭和 106 1 1 1  129 89 435 89 920 63 105 420 (58) (61) (62) (51 ) ( 232) (52) (513) 年度
平成 106 110 124 107 447 107 1， 027 フE 105 420 (58) (60) (65) (56) ( 239) (56) (569) 年度
平成 105 117  123  94  439 93 1 ，  120 2 105 420 (59) (58) (68) (55)  ( 240) (55) (624) 年度
平成 110 118 130 92 450 92 1 ，  212 3 105 420 (57) (60) (68) (56) ( 241 ) (56) (680) 年度
平成 105 122 121  107 455 106 1， 318 4 105 420 (58) (60) (61 ) (64) (243) (64) (744) 年度
平成 105 118 130 97 450 95 1， 413 5 105 420 (67) (61) (62) (56) (246) (55) (799) 年度
平成 105 114 140 93 452 93 1， 506 6 105 420 (53) (68) (67) ( 5 1 ) (239) (51) (850) 年度
平成 109 1 12  127 112 460 7 105 420 (53) (56)  (73) (58) (240) L年里
3 ) 入学試験状況一覧
入学 入学 受験者 入学者 入学者 の 内訳定員 志願者 男 i 女 県内 i 県外 現役 i 既午 ( そ の他
医 医 100 269 258 101 82 • 19 30 • 71 29 • 72 . 。( 45) (43) ( 19)  ( 7) : ( 12) (12 ) : (7) :  
日召 80 236 227 78 38 • 40 23 • 55 57 • 2 1  • 。
手口 ( 127) ( 122) (40)  ( 16 )  : ( 24) (35) : (5) : 
60 薬科
度
年 薬 25 180 180 27 2 1 : 6 10 • 17 12 • 15 。(73) ( 73) (6) (2) : (4) (5 ) : ( 1 ) : 
計 105 416 407 105 59 • 46 33 72 69 • 36 • 。(200) ( 195) (46) ( 18) ( 28) (40) : (6) : 
医 医 100 253 243 101  77 • 24  33  68  25 : 76 : 。(37) (36) (24) (6)  : ( 18) ( 10) : ( 14) : 
日召 80 268 253 76 28 • 48 28 • 48 54 : 22 : 。
平日 ( 162) ( 155) (48) (21 )  : ( 27) (43) : (5) : 
61 薬科
度
年 薬 25 159 159 29 21 . 8 4 . 25 10 • 19 • 。(72) (72)  (8) ( 1 ) : (7)  (4) : (4) : 
計 105 427 412  105 49 : 56 32 • 73 64 : 41 • 。(234) (227) (56) (22)  : (34) (47) : (9) : 
薬
試
数
験剤合師格国家者
92 
(40) 
82 
(43) 
89 
(43) 
96 
(55) 
99 
(61)  
84 
(51 )  
78  
(46) 
108 
(66) 
83 
(50) 
79 
(44) 
備 考
入学 入学 受験者定員 志願者
昭和 100 998 540 医 医 ( 196) ( 131 )  
62  年度薬 薬科 105 471 402 (246) (214) 
医 医 100 530 503 ( 1 12) ( 1 1 1) 
105 572 529 
和昭
(295) (276) 
約15 165 53 63 薬科 ( 133) (45) 年度 薬
若干 3 。
(3) 
計 105 740 582 (431 ) (321)  
100 563 534 
( 132) (126) 
医
医 約20 122 122 (47) (47) 
平 計 100 685 656 成 (179) ( 173) 
ヌじ年 105 416 386 度 (237) (218) 
薬 薬科 約15 146 55 ( 122) (43) 
若干 。 。
(0) 
計 105 562 441 (359) (261)  
95 382 367 
推含 (77) (73) 
医
医 約20 107 107 (38) (38) 
計 95 489 474 
平 ( 1 15) ( 1 1 1) 
成 105 361 340 2 推含 ( 159) ( 147) 年度
薬科 約20 139 72 ( 107) (53) 
薬
若干 2 。
(2) 
計 105 502 412 (268) (200) 
入学者
101 
(31 )  
105 
(61)  
100 
(27) 
88 
(46) 
17  
(11 )  
105  
(57)  
80 
(21 )  
20 
(8)  
100 
(29) 
85 
(44) 
20 
( 14)  
105 
(58) 
75 
( 16 )  
20 
(10 )  
95 
(26) 
83 
(41 )  
22  
( 18) 
105 
(59) 
入学者 の 内訳
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男 ! 女 県 内 ) 県外 現役 i 既牟 ! そ の他 備 考 1
70 : 31  
44 : 6 1  
73 : 27  
42 : 46  
6 :  1 1  
48 : 57 
59 : 21  
12 : 8 
71 : 29 
41 : 44 
6 : 14 
47 : 58 
59 : 16 
10 : 10  
69 : 26 
42 : 41 
4 : 18 
46 : 59 
33 : 68 
( 10) : (21 )  
20 : 85 
( 16)  : (45)  
24 : 76 
( 1 1) : (16) 
13  : 75 
( 10) : (36) 
7 :  10  
(6) : ( 5 )  
20 : 85 
( 16) : (41) 
16 : 64 
(5) : ( 16)  
2 :  18  
(0) :  (8 )  
18  82 
(5) (24) 
1 1 : 74 
(9)  : (35) 
3 : 17  
(3)  ( 1 1) 
14 : 9 1  
( 12 )  : (46) 
18 : 57 
(8) : (8) 
4 : 16  
(2) : (8) 
22 : 73 
(10 )  : ( 16)  
18  : 65 
(13) : (28) 
7 : 15  
(7)  : ( 11 )  
25 : 80 
(20) : (39) 
36 : 65 : 
( 15) : ( 16) : 
79 : 26 : 
(49) : ( 12 )  : 
43 : 57 : 
( 15 )  : ( 12)  : 
60 : 28 : 
(37) : (9) : 
17 : 0 :  
( 1 1 ) : (0) : 
77 : 28 : 
(48) : (9) : 
22 : 58 : 
(9)  : ( 12) : 
20 : 0 
(8) :  (0) : 
42 : 58 : 
( 17) : ( 12) 
51  34  
(32 )  : ( 12) 
20 : 0 : 
( 14) : (0) 
71 : 34 : 
(46) : ( 12) : 
27 : 48 : 
( 10) : (6) : 
20 : 0 : 
( 10) : (0) : 
47 : 48 : 
(20) : (6) : 
60 : 23 : 
(32) : (9) : 
22 : 。 :
( 18) : (0) : 
82 : 23 : 
(50) : (9) : 
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
1 
276 資 料
入学 入学 受験者定員 志願者
95 314 300 
推含 (95) (93) 
医
医 約20 131 130 (53) (53) 
計 95 445 430 
平 ( 148) ( 146) 
成 105 302 277 3 推合 ( 157) ( 144) 
度
年
約20 133 66 薬科 (108) ( 58) 
薬
若干 。 。
(0) 
計 105 435 343 (265) (202) 
95 323 302 
推含 ( 106) (99) 
医
医 約20 143 142 (68) (68) 
計 95 466 444 
平 ( 174) ( 167) 
成 105 301 278 4 推含 ( 162) ( 1 5 1 )  年
度 約20 124 122 薬科 (101) (99) 
薬
若干 。 。
(0) 
計 105 425 400 (263) (250) 
60 460 404 
( 78) (70) 
医 20 345 220 ( 1 17) (81 )  
平 15 75 73 
成 (34) (32) 
5 医
度
年 小計 95 880 697 (229 ) ( 183) 
看護 60 240 231 (233) (224) 
計 155 1 120 928 (462) (407) 
入学者
75 
(20) 
20 
( 1 2) 
95 
(32) 
90 
(40) 
20 
( 17 )  
1 10  
(57) 
77 
(24) 
18 
( 1 1 ) 
95 
(35) 
82 
( 48) 
23 
( 10) 
105 
(58 ) 
60 
(9 ) 
20 
( 1 1 ) 
15  
( 5) 
95 
(25) 
60 
(58 ) 
155 
(83) 
入学者 の 内訳
男 i 女 県 内 i 県外 現役 i 既卒 i そ の他
55 : 20 14 : 61 
(7) : ( 13) 
8 : 12 2 :  18 
( 2 ) : ( 10) 
63 : 32 16 : 79 
(9 ) : (23) 
50 : 40 10 : 80 
(7) : (33) 
3 : 17 6 :  14 
(5 )  : ( 12) 
53 : 57 16 : 94 
( 12) : (45) 
53 : 24 18 : 59 
(9 ) : (15) 
7 : 11 17  
( 1 ) : ( 10) 
60 : 35 19 : 76 
( 10) : (25) 
34 : 48 6 : 76 
(4 )  : (44) 
13 : 10 3 : 20 
( 1 ) (9 ) 
47 : 58 9 96 
(5) : ( 53) 
5 1 : 9 10 : 50 
(3) . (6) 
9 : 1 1  3 : 1 7  
(3) : (8) 
10 : 5 2 : 13 
( 1 ) . (4 )  
70 : 25 15  : 80 
(7 )  : ( 18) 
2 : 58 23 : 37 
( 22 ) • (36) 
72 : 83 38 : 1 17  
(29) : (54) 
25 : 49 : 
( 10 ) : ( 1 0) : 
20 : 0 :  
( 12 ) : (0) :  
45 : 49 : 
(22) : ( 10) : 
52 : 38 : 
(25) : ( 15) : 
20 : o : 
( 17) : (0) :  
72 38 
(42 ) : ( 15) 
30 47 
( 16) : (8) 
18 。
( 1 1 ) :  (0) 
48 :  47 : 
(27) : (8) 
54 : 28 : 
( 38) : ( 10) : 
23 : 0 : 
( 10) : (0) 
77 28 
(48) ( 10 ) 
16 : 44 : 
(3 ) . (6) . 
6 : 14 : 
(4 ) : (7 ) . 
15 : o : 
(5) : (0) . 
37 : 58 : 
( 12 )  • ( 13) : 
5 1  : 9 : 
(50) . (8) : 
88 : 67 : 
(62) : ( 21 )  • 
1 
。
1 
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
備 考
入学 入学 受験者 入学者定員 志願者
60 325 293 63 
( 170) ( 151 )  (35) 
25 489 159 22 
平 (308) ( 1 14)  ( 17) 成 薬科 20 132 131 20 5 薬 ( 1 14) ( 1 13) ( 15) 年度
若干 。 。
(0) 
計 105 946 583 105 (592) (378) (67) 
60 337 319 60 
(71) (66) (9) 
医 20 189 132 20 (56) (41 ) (6) 
15  67  65 15 
(30) (29) (9) 
小計 95 593 516 95 ( 157) ( 136) (24) 
医
40 105 102 40 
( 105) ( 102) (40) 
看護
20 145 78 20 
平成
( 139) (75) ( 19) 
60 250 180 60 6 小計 (244) ( 177) (59) 
度年
155 843 696 155 計 (401)  (313)  (83) 
60 277 251 60 
( 136) ( 126) (24) 
25 309 185 24 
(181 )  ( 110) ( 10 )  
薬科
薬 20 129 128 21 ( 106) ( 106) ( 19)  
若干 1 。
(0) 
計 105 716 564 105 (423) (342) (53) 
9 諸 統 計 277
入学者 の 内訳
男 ! 女 県 内 i 県外 現役 ! 既牟 i そ の他 備 考
28 : 35 
5 : 17 
5 : 15 
38 : 67 
51 : 9 
14 : 6 
6 :  9 
71 : 24 
o : 40 
1 : 19 
1 : 59 
72 : 83 
36 : 24 
14 : 10 
2 : 19 
52 : 53 
13 : 50 
( 1 1) : (24) 
2 :  20 
(1) : ( 16)  
4 :  16  
(4)  : ( 11) 
19 : 86 
( 16) : (51 )  
12  : 48 
(2) : (7) 
7 :  13  
(2) :  (4) 
1 : 14 
(9 )  
20 : 75 
(4) : (20) 
12 : 28 
( 12 )  : (28) 
6 :  14 
(6) : ( 13)  
18 : 42 
( 18) : (41)  
38 : 117 
(22) : (61 ) 
8 52 
(7) ( 17) 
1 :  23 
( 1 ) : (9)  
2 :  19 
(2) ( 17) 
1 1 : 94 
( 10) : (43) 
52 : 1 1 : 
(31 ) : (4) : 
18 : 4 :  
( 13) : (4) : 
20 : 0 :  
( 15) : (0 ) :  
90 : 15 : 
(59) : (8 ) :  
14 : 46 : 
(5) : (4) : 
10 : 10 : 
(4) : (2 ) :  
15 : 。 ;
(9) : 
39 : 56 : 
( 18) :  (6) : 
39 : 
(39) : ( 1 ) : 
15 : 5 :  
( 15) : (4) : 
54 : 6 :  
(54) : (5) : 
93 : 62 
(72) : ( 1 1 ) : 
39 : 21 : 
( 18) : (6)  
13 : 1 1  
(6) :  (4) : 
21 : 0 : 
( 19) 
73 : 32 : 
(43) : ( 10) 
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
下欄 は 女子で内数
Z78 資 料
4 ) 出 身地別入学者数
医学部医学科
入
出
学
身
年度地 昭60
和
年度
昭
61
和
年度
北 海 道 2 ( 1 ) 
青 森 県 1 
岩 手 県 1 
宮 城 県
秋 田 県 1 1 ( 1 ) 
山 形 県 1 
福 島 県 1 
茨 城 県 1 
栃 木 県 2 2 
群 馬 県 3 7 (3) 
埼 玉 県 3 2 ( 1 ) 
千 葉 県 4 2 ( 1 ) ( 1 ) 
東 京 都 5 10 (2) (5) 
神奈川 県 2 4 ( 1 ) ( 1 ) 
新 潟 県 6 9 ( 1 ) (4) 
富 山 県 30 33 (7) (6) 
石 川 県 5 7 ( 1 ) 
福 井 県 l ( 1 ) 
山 梨 県 1 
長 野 県 6 7 (2) 
岐 阜 県 4 1 
静 岡 県 3 (2) 
愛 知 県 4 4 
三 重 県 3 1 ( 1 ) 
滋 賀 県
日
6
百
2
平
年
日
度
I 
I 
3 
(2) 
2 
(2 ) 
6 
( 2) 
1 
( 1 ) 
3 
( 1 ) 
5 
( 1 ) 
5 
33 
( 10 ) 
8 
(3) 
3 
1 
( 1 ) 
4 
1 
1 
( 1 ) 
4 
(2) 
昭
63
和
年度
平
元
成
年度
平
2
成
年度
2 1 2 
1 
l 
1 
1 3 1 
(2) 
1 
10 8 7 
( 1 ) (3) ( 1 ) 
5 3 5 
(2) (2 ) (2 ) 
2 5 2 
( 1 ) 
5 3 3 
( 1 ) 
2 5 4 
( 1 ) 
3 5 2 
(2) 
24 18 22 
( 1 1 ) (5 )  ( 10 ) 
11  12 3 
(4) (4) 
5 4 2 
(3) 
1 I 2 
(2 ) 
3 4 1 
(2) ( 1 ) 
5 6 6 
( 1 ) (3) 
2 1 4 
5 2 4 
( 1 ) 
l 1 
1 1 
平
3
成
年度
平成 平
5
成
年度
平
6
成
年度 計4 年度
3 2 3 16 
( 1 ) (2) 
3 4 
( 2 ) ( 2 ) 
1 2 1 1 7 
( 1 ) ( 1 ) 
。
(0) 
2 1 7 
( 1 ) ( 2 ) 
1 I 1 1 
( l
5 
) ( 1 ) 
1 l 4 I 
( 0 ) 
4 3 1 17 
( 1 ) ( 1 ) (6) 
1 4 3 l 16 
(2) 
6 2 5 5 59 
(2) ( 2) ( 14) 
2 1 2 24 
( 1 ) (9) 
3 3 2 2 28 
( 1 ) ( 1 ) (6) 
5 5 10 4 55 
(2) (2 ) ( 1 ) ( 14) 
3 4 6 l 31 
( 1 ) (3) ( 7) 
3 3 4 4 44 
(2) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 12) 
16 19 15 20 230 
(9) ( 10) (7) ( 4) ( 79) 
6 4 5 10 71  
( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (5) (20) 
2 1 18 
( 1 ) (5) 
3 1 1 l 12 
(3) ( 1 ) (7) 
2 2 4 5 38 
( 1 ) (2 ) (2) ( 10) 
2 6 4 6 41 
( 1 ) (2) ( 1 ) (8) 
2 3 4 4 24 
( 1 ) ( 1 ) ( 2) (7) 
10 5 3 5 46 
(3) (2) ( 1 ) ( 1 ) ( 10) 
1 I 1 9 
( 1 ) 
2 4 
(0) 
9 諸 統 計 279
医学部医学科
入出学身
年度地 昭60和年度 昭61和年度 昭62和年度 昭63和年度 平元成年度 平2 成年度 平3 成年度 平4 成年度 平5 成年度 平6 成年度 計
京 都 府 2 1 1 2 3 2 11  ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (2) ( 1 ) (6) 
大 阪 府 2 3 7 6 2 3 3 5 5 8 44 ( 1 ) ( 1 ) (2 )  ( 1 ) (2 ) (2 )  (9) 
兵 庫 県 3 2 2 2 7 3 4 4 3 1 31 ( 1 ) (4)  (2) ( 1 ) ( 1 ) (9) 
奈 良 県 1 2 1 2 1 7 (2) ( 1 ) (3) 
和歌 山 県 2 1 2 1 6 ( 1 ) ( 1 ) 
鳥 取 県 。(0) 
島 根 県 2 1 3 (2) (2) 
岡 山 県 2 1 2 l 1 2 9 ( 1 ) ( 1 ) (2 )  
広 島 県 1 1 2 ( 1 ) ( 1 ) 
山 口 県 1 1 2 1 (0) 
徳 島 県 1 1 1 2 1 6 ( 1) ( 1 ) (2 ) 
香 川 県 1 1 1 3 ( 1 ) ( 1 ) 
愛 媛 県 l 1 I 1 1 1 1 7 (0) 
高 知 県 1 1 (0) 
福 岡 県 1 3 1 1 1 2 l 10 ( 1 ) ( 1 ) (2) 
佐 賀 県 。(0) 
長 崎 県 1 1 1 3 (0) 
熊 本 県 1 1 2 ( 1 ) ( 1 ) 
大 分 県 1 1 1 3 ( 1 ) ( 1 ) (2)  
宮 崎 県 1 l 2 1 5 ( 1 ) ( 1) (2 ) 
鹿児島県 2 3 2 1 1 9 ( 1 ) ( 1) ( 1 ) (3) 
沖 縄 県 1 1 1 3 ( 1 ) ( 1 ) 
そ の定他) 
1 1 
(検 (0) 
計 101 101 101 100 100 95 95 95 95 95 978 (19)  (24) (31 ) (27) (29) (26) (32) (35) (25) (24) (272) 
下欄 は 女子で内数
2り 資 料
医学部看護学科
入出学身年度地 6
昭
0
和年度
北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川 県
i 新 潟 県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
日召手口 昭平日 昭和 平成
61年度 62年度 63年度 元年度
平成 平成 平成 平成2 年度 3 年度 4 年度 5 年度
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) 
1 
( 1 ) 
23 
(22) 
16 
( 16) 
2 
(2 ) 
3 
(3) 
2 
( 1 ) 
3 
(3) 
I 
一一一」一一一ー ( 1 ) 
平成 計6 年度
1 
( 1 ) 
。
(0) 
。
(0) 
1 
( 1 ) 
。
(0) 
1 1 
( 1 ) ( 1 ) 
。
(0) 
。
(0) 
1 1 
( 1 ) ( 1 ) 
1 1 
( 1 ) ( 1 ) 
。
(0) 
。
(0) 
1 2 
( 1 ) 
。
(0) 
1 
( 1 ) 
18 41 
( 18) (40) 
1 1  2 7  
( 1 1 ) (27) 
2 4 
( 2 )  (4) 
。
(0) 
5 5 
(5) (5) 
7 10 
(7) ( 10) 
1 3 
( 1 ) ( 2 )  
6 9 
(6) (9) 
。
(0) 
1 2 
( 1 ) (2 ) 
9 諸 統 計 2ßl
医学部看護学科
入出学身
年度地 6昭0和年度 6昭1和年度 昭62和年度 6昭3和年度 平元成年度 平2 成年度 平3 成年度 平4 成年度 平5 成年度 平6 成年度 計
京 都 府 2 1 3 (2) ( 1) (3) 
大 阪 府 1 1 ( 1 )  ( 1 )  
兵 庫 県 I 1 ( 1 ) ( 1) 
奈 良 県 1 1 ( 1 ) ( 1 ) 
和歌山 県 。(0) 
鳥 取 県 。(0) 
島 根 県 。(0) 
岡 山 県 1 1 ( 1) ( 1 )  
広 島 県 1 1 2 ( 1 )  ( 1 ) (2 ) 
山 口 県 。(0) 
徳 島 県 。(0) 
香 川 県 。(0) 
愛 媛 県 1 l ( 1 ) ( 1) 
高 知 県 1 l ( 1 ) ( 1 )  
福 岡 県 。(0) 
佐 賀 県 。(0) 
長 崎 県 。(0) 
熊 本 県 。(0) 
大 分 県 。(0) 
宮 崎 県 。(0) 
鹿児島 県 。(0) 
沖 縄 県 。(0) 
そ の定他) 
。
(検 (0) 
計 60 60 120 (58) (59 )  ( 1 17) 
下欄 は女子で内数
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薬学部薬科学科
入学身年度
出 土也
北 海 道
青 森 県
岩 手 県
宮 城 県
秋 田 県
山 形 県
福 島 県
茨 城 県
栃 木 県
群 馬 県
埼 玉 県
千 葉 県
東 京 都
神奈川 県
新 潟 県
富 山 県
石 川 県
福 井 県
山 梨 県
長 野 県
岐 阜 県
静 岡 県
愛 知 県
三 重 県
滋 賀 県
昭60和年度
4 
(2) 
1 
( 1 )  
1 
1 
2 
3 
(2) 
1 
( 1 )  
2 
( 1 )  
1 
2 
4 
(2) 
33 
( 18) 
7 
(4) 
2 
( 1 )  
4 
(2) 
7 
(5) 
2 
( 1 )  
3 
( 1 )  
1 
( 1 )  
昭61平年日度
1 
1 
( 1 )  
l 
2 
( 1 )  
4 
(3) 
l 
( 1 )  
2 
( 1 )  
2 
4 
4 
(2) 
32 
(22) 
5 
(3) 
6 
(5) 
2 
3 
(2) 
7 
(3) 
6 
(4) 
3 
昭62平年日度 昭63和年度 平元成年度
1 2 3 
( 1 )  
1 2 
(2) 
2 
( 1 )  
2 3 
(2) 
1 
( 1 )  
2 
1 I 
( 1 )  
1 2 5 
( 1 )  ( 1 )  
4 1 1 
(4) ( 1 )  ( 1 )  
2 2 
( 1 )  ( 1 )  
1 
( 1 )  
3 1 
(2) ( 1 )  
2 3 
3 5 3 
(3) (4) (2) 
20 20 14 
( 16) ( 16) ( 12) 
15 9 10 
(8) (5) (6) 
6 6 3 
(2) (4) (3) 
3 
(2) 
4 5 7 
(4) (3) (5) 
5 1 4 
(2) (3) 
7 2 1 
(5) ( 1 )  ( 1 )  
10 6 4 
(5) (4) (3) 
1 l 
( 1 )  ( 1 )  
2 1 
(2) 
平2 成年度 平3 成年度 平成 平5 成年度 平6 成年度 言十4 年度
3 7 5 2 5 33 
( 1 )  (4 ) (3) ( 1 )  (2) (14) 
1 2 1 2 10 ( 1 )  ( 1 )  (5) 
1 l 1 6 
( 1 )  ( 1 )  (4 ) 
1 
( 1 )  ( 1 )  I 
l 1 3 2 3 15 I ( 1 )  (3) 
1 1 1 4 2 12 
( 1 )  ( 1 )  (3) ( 1 )  (7) 
l l 2 9 
( 1 )  ( 1 )  (3) 
4 3 2 1 12 
(3) (3) ( 1 )  (8) 
4 1 2 4 25 
(2) ( 1 )  (2) (2 ) ( 12) 
2 3 5 5 7 32 
(2) ( 1 )  (2) (4) (2 ) (20) 
1 3 2 7 2 22 
(2) (6) (2 ) ( 14) 
1 1 2 9 
(2) 
1 1 1 12 
(3) 
3 l 11 
( 1 )  ( 1 )  (2) 
7 6 3 2 9 46 
(6 ) (5) (2) (2) (7) (35) 
25 16 9 19 1 1  199 
(20 ) ( 12) (5) ( 16) ( 10) (147) 
5 6 4 10 5 76 
(3) (5) (3) (4 ) (2 ) (43) 
4 7 10 2 9 55 
(3) (3) (8) (2) (7) (38) 
l 2 3 1 16 
(2) (2) ( 1 )  (9) 
4 4 4 5 6 49 
(3) ( 1 )  (3) ( 1 )  (27) 
2 4 2 4 4 35 
(2) ( 1 )  (2) ( 1 )  ( 15) 
8 2 4 1 3 28 
( 1 )  (3) ( 1 )  (3) ( 15) 
10 7 2 6 4 58 
(7) (2) ( 1 )  (3) (2 ) (32) 
3 2 1 1 2 15 
(2) ( 1 )  ( 1 )  ( 1 )  (8) 
4 2 1 10 
(2) (4) 
9 諸 統 計 283
薬学部薬科学科
入学身年度
出 地 昭60和年度 昭61平年日度 昭62和年度 6昭3不年日度 平元成年度 平2 成年度 平3 成年度 平4 成年度 平5 成年度 平6 成年度 計
京 都 府 1 1 3 2 2 1 1 2 1 14 (3) ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 1) ( 1) (8) 
大 阪 府 5 6 3 8 2 2 3 6 1 3 39 (2) ( 1 ) (2) (4) (9) 
兵 庫 県 5 3 4 7 8 4 5 5 1 7 49 ( 1 ) ( 1 ) (4) (3) ( 1) ( 1 ) (3) (2) ( 16) 
奈 良 県 1 1 3 3 1 I 1 11  ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (3) 
和歌山県 3 1 4 (2) (2) 
鳥 取 県 1 1 l 1 2 1 7 ( 1 ) ( 1 ) ( 1) (2) ( 1 ) (6 ) 
島 根 県 2 2 1 1 6 ( 1 ) ( 1) (2) 
岡 山 県 2 2 3 1 1 2 4 1 16 ( 1 ) ( 1) (2 ) 
広 島 県 1 1 2 2 1 4 1 12 ( 1 ) (3) (4) 
山 口 県 1 4 1 1 3 1 1 12 (3) ( 1 ) (2) ( 1 ) (7) 
徳 島 県 1 1 1 3 (0) 
香 川 県 I 1 1 2 5 ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (3) 
愛 媛 県 2 3 1 1 3 3 1 ( 1 ) ( 1 ) (2) (3) ( 1 ) (8) 
高 知 県 。(0) 
福 岡 県 3 1 2 1 1 2 10 ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (2) (5) 
佐 賀 県 1 1 1 1 4 ( 1 ) ( 1 ) 
長 崎 県 2 1 1 1 2 7 ( 1 ) ( 1 ) (2) 
熊 本 県 3 1 2 2 8 ( 1 ) ( 1 ) (2) 
大 分 県 1 1 1 2 1 1 1 8 ( 1 ) ( 1 ) ( 1 ) (3) 
宮 崎 県 2 1 1 5 2 1 12 (2) ( 1 ) ( 1 ) (3) ( 1 ) ( 1 ) (9)  
鹿児島県 3 1 1 4 3 1 1 1 15 (3) (2) ( 1 ) (6) 
沖 縄 県 1 1 1 3 ( 1 ) ( 1) ( 1 ) (3) 
そ の他定の) 
。
(検 (0) 
計 105 105 105 105 105 105 110 105 105 105 1 ， 055 (46) (56) (61) (57) (58) (59) (57) (58) (67) (53) (572) 
下欄 は 女子で内数
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5 ) 大学院入学者数
入{疋貝学日 総定員 E召60 H百61 日百62 昭63 平元 平 2 平 3 平 4 平 5 平 6 平 7
医学
博
研
士
究
課
科
程
30 120 15 18 15 15 13 25 16 11 21 22 27 
( 1) ( 1 ) (3) ( 1) (4 ) (2) ( 1 ) (5) (5) (5) 
薬学研究
目リ
科 33 66 32 38 38 31 36 28 31 39 31 32 44 
博士 期課程 ( 1 ) (5) (6) (3) (3) ( 1 ) (2) (4) (4) (3) (3) 
薬
博
学研究
期
科 14 42 11  10  8 14 6 2 8 7 7 10 9 
士後 課程 (4 ) (5) (3) (8) (3) (2) (5) (5) (4) (7) (7) 
計 77 228 58 66 61 60 55 55 55 57 59 64 80 
(5) ( 1 1 ) ( 10) ( 14) (7) (7) (9) ( 10) 日日) (15) ( 15) 
( ) は外国人留学生 を 示 し 、 内数
6 ) 国別外国人留学生数
60年度 61年度 62年度 63年度 元年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 6 年度 合計
イ ン ド ネ シ ア 3 2 1 1 7 
ス リ フ ン カ 1 1 2 
タ イ 1 2 1 1 5 
大 韓 民 国 1 1 1 3 
L口三、 湾 1 1 1 1 1 5 
中 国 6 5 11 3 3 6 5 7 6 6 58 
ネ ノ f lレ 1 l � 
パ プア ・ ニ ュ ー ギ ニ ア 1 1 
バ ン グ ラ デ シ ュ l 1 2 I 
フ イ リ ピ ン 1 1 1 3 
マ レ シ ア 1 1 2 
\ 、、 ヤ ン マ 1 1 1 3 
イ ス フ コニ yレ 1 1 
シ リ ア 1 1 
ウ ズ ベ キ ス タ ン 1 1 
コ二 ジ プ ト I 1 2 l 1 6 
ガ ナ 1 1 
ザ イ 一 ノレ I 1 1 3 
ロ シ ア 1 1 
ア メ リ カ 合 衆 国 1 1 
フ フ ジ Jレ 2 1 2 l 1 7 
コ ロ ン ビ ア 1 1 
ノ f ナ マ 1 I 
ノ て ブ グ ア イ 1 1 
ア ル ゼ ン チ ン 1 1 
<< 内 /レ 1 1 
lロ』 計 13 10 20 9 6 13 12 15 11  11  120 
一一L
7 )  奨学生数 ( 日 本育英会)
学 部
9 諸 統 計 2お
学 生 数 一 般 貸 与 第 1 種奨学生 第 2 種奨学生 之に込1 計
年度 医 ・ 医 医 ・看 薬 計 医 ・ 医 医 ・看 薬 医 ・ 医 医・看 薬 医・ 医 医 ・ 看 薬 医 ・ 医 医 ・看 薬 計
昭和 630 429 1 ， 059 (6， 5 ) (4， 7) ( 15， 2) (21.  0) ( 1 . 6) ( 1. 6) (23， 3) (27， 3)  (24 ， 9) 60 41  20  96 90 10 7 147 ll7 264 
61 630 429 1 ， 059 (2 ， 4) (2 ， 6) ( 14 ， 4) (21. 4) ( 1 . 9) (2， 8) ( 18， 7) (26， 8 )  (22 ， 0) 15  11  91  92  12 12 118 115 233 
62 636 429 1 ， 065 (2 ， 7) ( 16， 5) ( 19， 1) (2， 7) (3， 7) (21. 9 ) (22， 8) (22， 3) 17  105 82 17 16 139 98 237 
63 659 435 1 ， 094 (1 . 7) ( 16， 4) (21. 1) (3， 8) (4， 6) (21.  9) (25， 7 )  (23， 4) 1 1  108 92 25 20 144 1 12 256 
平成 643 447 1 ， 090 (0， 3) ( 17， 4) ( 18， 8) (4， 4) (4， 9) (22， 1 ) (23， 7) (22， 8) ヌ乙 2 112  84 28 22 142 106 248 
2 637 439 1 ， 076 ( 17， 0) ( 17， 8) (4， 4) (4， 8) (21. 4) (22， 6 ) (21 . 8) 108 78 28 21 136 99 235 
3 630 450 1 ， 080 ( 16， 0) (18， 9) (4， 6) (4， 4) (20， 1 ) (23， 3) (21 . 8) 101 85 29 20 130 105 235 
4 636 455 1 ， 091 ( 16， 2) ( 19， 8) (5， 0) (5， 5) (21 . 2) (25， 3) (22， 9) 103 90 32 25 135 115  250 
5 618 60 450 1 ， 128 ( 16， 3) (20， 0) (20， 9) (4， 9) (5， 0) (5， 1 ) (21. 2) (25， 0) (26， 0 ) (23， 3) 101 12 94 30 3 23 131 15  ll7 263 
6 602 119 452 1 ， 173 (16， 4) (23， 5) (22， 8) (5， 5) (8， 4) (5， 1) (21. 9) (31. 9) (27， 9 )  (25， 2) 99 28 103 33 10 23 132 38 126 296 
( ) 内 は 、 学生数に対す る 奨学生の割合 を 示 す 。
大 学 院
A子主4 生 数 奨 学 生 数
年度
研
医
究
学
科
薬学研究科
研
医
究
学
科
楽学研究科
別 期 後 期 計 前 期 後 期 計
昭和 70 66 26 162 (71 . 4) (34， 8) (57， 7) (54， 3) 60 50 23 15 88 
6 1  71 68 30 169 (62， 0) (29， 4) (56， 7) (48， 0) 44 20 17 81 
62 69 74 29 172 (58， 0) (29， 7) (4 1 . 3) (43， 0) 40 22 12 74 
63 69 68 31 168 (52， 2) (32， 4) (25， 8) (39， 3) 36 22 8 66 
平成 66 65 29 160 (45， 5) (35， 4) (24， 1 ) (37， 5) 7c 30 23 7 60 
2 72 64 26 162 (36， 1 ) (39， 1 )  (23， 1 ) (35， 2) 26 25 6 57 
3 72 58 21 151 (31 . 9) (37， 9) ( 14， 3) (31. 8) 23 22 3 48 
4 66 69 21 156 (30， 3) (30， 4 )  ( 14， 3) (28， 2) 20 21 3 44 
5 74 70 24 168 (29， 7) (27， 1 ) (20， 8) (27， 4) 22 19 5 
6 71 63 24 158 (33， 8) (31. 7) (20， 8) (31 .  0) 24 20 5 49 
( ) 内 は 、 学生数に対す る 奨学生の割合 を示す。
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8 ) 大学院修了生数
入学
定員
医学研究科博士 30 
課程
薬学研究科博士 33 
前期課程
薬学研究科博士 14 
後期課程
計 77 
9 ) 学位授与状況
授 与 年 度
課程修了者
医学博士 論文提出者
計
課程修了者
薬学博士 論文提出者
計
総定員 日召60
120 16 
66 33 
( 1 ) 
42 6 
(2) 
228 55 
(3 ) 
日百平日 56 55 
人 人
2 l 
1 
2 2 
昭61 日召62 昭63
15 14 16 
29 37 36 
( 1 ) (5) (6) 
5 10 8 
(2) (4) (5) 
49 61  60 
( 3) (9 ) ( 1 1 ) 
57 58 59 60 
人 人 人 人
16 
16 
2 3 3 6 
7 5 7 5 
9 8 10 11 
平元 平 2 平 3 平 4 平 5 平 6
17  13 15 12  25 13 
( 1 ) (3) ( 1 ) (4) (2) 
28 36 27 30 39 31 
(3) (3) ( 1 ) (2) (4) (4) 
3 1 1  6 4 9 7 
( 1 ) (7 )  (3) (3) ( 5) (5) 
48 60 48 46 73 51 
(4) ( 1 1 ) (7 ) (6) ( 13) ( 1 1 ) 
( ) は外国人留学生 を示 し 、 内数
6 1  62 63 平成 2 3 4 5 6 言十フじ
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
15 14 16 17 13 15 12 25 13 156 
13 1 1  1 8  21  1 1  34 28 32 32 200 
28 25 34 38 24 49 40 57 45 356 
5 10 8 3 1 1  6 4 9 7 80 
9 9 6 5 4 5 6 4 9 82 
14 19 14 8 15 1 1 10 13 16 162 
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10) 
留 学生一覧
氏 名 出 身 国 在学期間 指導教官
J utila， J anice ア メ リ カ 1990. 10�1992. 3 吉 崎 正 雄
Williams， Wynford Robert イ ギ リ ス 1980. 10�1980. 12  渡 漫 正 男
Levin， W olf Ronit イ ス ラ エ ル 1988. 4�1988. 9 泉 陸 一
Pintov， Shay イ ス ラ エ ル 1985. 4�1990. 1 伊 藤 祐 輔
Risyaf， Saladin イ ン ド ネ シ ア 1978. 10�1979. 1 1  中 西 頴 央
Jusnam， Sj arief イ ン ド ネ シ ア 松 田 健 史
Umi Susane， 羽Tidj aj a イ ン ド ネ シ ア 1979. 11�1980. 3 戸 塚 盛 雄
Rusdi， Sulan イ ン ド ネ シ ア 1980. 6�1981. 3 北 川 正 信
恥1arpaung， Lamek イ ン ド ネ シ ア 1987. 4�1989. 3 菊 池 徹
Syafruddin イ ン ド ネ シ ア 1987. 4�1992. 3 北(上
j
村
1 1 止
清
信
) 
Hatta， Mochammad イ ン ド ネ シ ア 1987. 4�1992. 3 村 口 篤
Samir， Sayed Abu Zaid エ ジ プ ト 1980. 4�1984. 3 竹 口 紀 晃
Taie， Hamdy Tawfic エ ジ プ ト 1983. 4�1987. 3 荻 田 善 一
Amin， Magdy Aly エ ジ プ ト 1984. 10�1988. 3 西 荒 介
EI-Sedawy， Adel エ ジ プ ト 1986. 10�1990. 3 難 波 恒 雄
Marei， Ahamed hassan エ ジ プ ト 1992. 4�1994. 6 古 田 勲
趨 明 憲 韓国 1978 .  6�1978. 8 難 波 恒 雄
表 基 :喚 韓国 1978. 7�1981. 3 難 波 恒 雄
金 溶 歪 韓国 1978. 6�1981. 9 荻 田 善 一
朴 鐘 喜 韓国 1982. 8�1986. 3 難 波 恒 雄
李 奉 柱 韓国 1985. 4�1986. 3 難 波 恒 雄
金 東 絃 韓国 1983. 11�1987. 3 小 橋 恭 一
鄭 海 泳 韓国 1984. 4�1988. 3 大 浦 彦 吉
李 太 雄 韓国 1988 .  4�1991. 3 大 浦 彦 吉
Nsimba， Miezi ザイ ー ル 1987. 4�1989. 3 楼 川 信 男
Nzunzu， Lami Kanu-wa- Nzozo ザイ ー ル 1985. 10�1991. 3 菊 池 徹
Shiroishi Chandorika ス リ ラ ン カ 1979. 4�1983. 3 難 波 恒 雄
Serasinghe， Palita ス リ ラ ン カ 1986. 10�1991. 3 中 西 頴 央
Serasinghe， Soma ス リ ラ ン カ 1988. 4�1991. 3 中 西 頴 央
Reanmongkol Wantana タ イ 1991. 10�1995. 3 渡 辺 裕 司
林 俊 清 台湾 1979. 4�1982. 3 難 波 恒 雄
陳 明 豊 台湾 1987. 4�1992. 3 小 林 正
変沼 資 料
氏
郭 貴 斌
清 永 青
陳 永 畏
張 春 生
孟 祥 成
劉 瑞 梅
孫 永 鳳
失 家 壁
王 昌 恩
張 循 範
鄭 平 東
李 傑 茶
超 学 慧
尚 宏 偉
音予 躍 中
慮 燈
鐘 国 躍
楊 主←7主
:李 鳴
李 菌
察 少 青
王 1旋
黄 愛 率
崖 利 竿
莫 遵 立
白 樺
実 小 埼
李 愛 軍
葉 加 南
黄 聖 倫
車 灰 明
朱 春 燕
基矛事支τミ 兵
名 出 身 国
台湾
台湾
台湾
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
中国
在学期間 指導教官
1986. 4�1992. 3 難 波 恒 雄
1991. 2� 1992. 3 難 波 恒 雄
1991. 12�1992. 12 菊 池 徹
1981.  5� 1981. 7 窪 田 靖 夫
1981 .  5� 1981. 7 窪 田 靖 夫
1981.  5� 1981. 7 中 西 頴 央
1981 .  5� 1981. 7 岡 田 敏 夫
1980. 4�1982. 7 小 泉 保
1982. 4�1983. 4 渡 辺 和 夫
1982. 5�1983. 9 7}( 村 泰 治
1982. 5�1984. 3 大 浦 彦 吉
1985. 10�1986. 9 荻 田 善 一
1987. 1�1987. 4 野 村 靖 幸
1987. 4�1987. 7 谷 村 ，呂、 徳
1982. 3�1988. 3 難 波 恒 雄
1982. 10�1988. 3 小 泉 {呆
1987. 5�1988. 3 難 波 恒 雄
1987. 5�1988. 3 西 荒 介
1987. 5�1988. 5 難 波 恒 雄
1988. 8�1988. 9 小 橋 恭 一
1983. 10�1989. 3 難 波 恒 雄
1985. 12�1989. 3 難 波 恒 雄
1986. 1�1989. 3 荻 田 善 一
1986. 1�1989. 3 木 村 正 康
1986. 6�1989. 3 大 浦 彦 吉
1988. 1 � 1990. 3 森 田 直 賢
1986. 12�1990. 3 大 浦 彦 吉
1989. 1 1  � 1990. 3 渡 遺 裕 司
1984. 4�1990. 9 難 波 恒 雄
1985. 5� 1991. 3 難 波 恒 雄
1985. 10�1991. 3 難 波 恒 雄
1987. 9�1991. 3 堀 越 勇
1988. 4�1991. 3 渡 遺 裕 司
」
氏 名 出 身 国
章 雲 文 中 国
路 f某 中 国
楊 秀 偉 中 国
崖 承 彬 中 国
黄 新 立 中 国
劉 玉 津 中 国
在 鷹 揚 中 国
黄 慶 中 国
比 力 夫 中 国
イ児 健 偉 中 国
周 光 春 中 国
孫 暁 麗 中 国
Takano Sumitra ネ パー ル
Basnet， Purusotam ネ パー ル
Hombhabj e， Francis Wanak パ プア ・ ニ ュ ー ギ ニ ア
Takesaki， Ruri パ ラ グ ア イ
Haque， Mohammad Ekramul ノ f ン グ ラ デ シ ュ
Pancho， Leonora Emos フ ィ リ ピ ン
Uy-yu， Narcisa フ ィ リ ピ ン
Ikeda， Mariangela Sumie ブ ラ ジ /レ
Nakagawa， Lucia ブ持 ラ ジ lレ
Miusa， Irene Kazue フや ラ ジ lレ
Nishiyama， Paula ブ ラ ジ ル
Inoue， Eunice Akemi ブ ラ ジ ル
Sasaki， Noemia Yuriko フ、 ラ ジ yレ
Tanaka， Claudio Kenji ブラ ジ ル
楠本イ ネ ス 倶子 ブ ラ ジ ル
リ マ カ ル ロ ス ブ ラ ジ ル
蘇 フ ィ リ ッ プ腎林 マ レ ー シ ア
U， Kyaw ミ ャ ン マ ー
Khin， Nyein Nyein ミ ャ ン マ ー
Isaeva， Nata!ia Nikolayevna ロ シ ア
」
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在学期間 指導教官
1990. 8�1991. 3 難 波 恒 雄
1987. 10�1991. 9 木 村 正 康
1986. 6�1992. 3 難 波 恒 雄
1986. 10�1992. 3 菊 池 徹
1987. 4�1992. 9 難 波 恒 雄
1987. 10�1993. 3 難 波 恒 雄
1987. 10�1993. 3 山 本 恵 一
1989. 10�1995. 3 菊 池 徹
1990. 4�1995. 3 鏡 森 定 信
1992. 1�1995. 3 堀 越 勇
1992. 4�1995. 3 難 波 恒 雄
1992. 10�1995. 3 難 波 恒 雄
1985. 2�1989. 3 難 波 恒 雄
1991. 1�1995. 3 難 波 恒 雄
1989. 4�1990. 3 中 西 頴 央 |
1990. 1�1991. 3 渡 遺 裕 司
1983. 4�1986. 3 菊 池 {数
1986. 4�1989. 3 木 村 正 康
1985. 4�1991. 3 狐 塚 寛
1978. 4�1979. 3 堀 越 勇
1980. 4�1981. 3 戸 塚 盛 男
1984. 4�1985. 3 岡 田 敏 夫
1985. 4�1986. 3 堀 越 勇
1985. 4�1986. 3 棲 川 信 男
1986. 4�1987. 3 古 田 勲
1987. 4�1988. 3 篠 山 重 威
1987. 4�1993. 3 難 波 恒 雄
1990. 10�1995. 3 北 川 正 信
1987. 4�1993. 3 ((北鏡 森
川 正定 信
信)
) 
1985. 4�1986. 3 小 泉 保
1987. 4�1988. 3 菊 池 徹
1992. 10�1993. 3 古 田 勲
1 
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3 ) 土地建物面積一覧表
(平成 7 年 5 月 1 日 現在)
建 物 (ぱ)
区 分 土地 (m2) 備 考
建 面 積 延 面 積
事 務 局 管 理 棟 1， 105 3， 652 
講 義 実 習 棟 2， 317  6， 987 
解 音日 棟 864 945 
医 学 部 研 究 棟 3， 279 18， 174 
看 護 学 科 研 究 棟 1， 020 6， 159 
薬 学 部 研 究 棟 879 5， 981 
和 漢 薬 研 究 所 研 究 棟 580 3， 485 実験実習機器セ ン タ ー 64m2
共 同 利 用 研 究 棟 807 3， 477 実験実習機器セ ン タ ー 846m2
附 属 病 院 1 1 ， 860 42， 830 
図書館 ・ 保健管理 セ ン タ ー 791 2， 858 保健管理セ ン タ ー 280ぱ
薬 学 研 究 資 料 館 402 605 
薬 用 植 物 園 699 900 
杉 谷 地 区
I 実 験 施 設
321， 891 
R 627 1， 590 
動 物 実 験 セ ン タ ー 997 2， 733 
遺 骨 収 モむそア? 庫 29 29 
福 利 厚 生 棟 1， 268 2， 312  
体 育 館 1， 495 1， 495 
武 道 館 335 335 
弓 道 場 126 126 
屋 外 運 動 施 設 301 301 陸上競技場， 野球場， ア ー ス コ ート ， プーlレ (25m )
職 員 宿 4Eコ� 107 186 
国 際 交 流 会 館 457 1， 061 
機 械 室 ・ そ の 他 2， 612 3， 696 
看 護 婦 宿 4E1 2E 1 ， 098 4， 768 a 型76戸， b 型33戸
職 員 宿 舎 1， 161 3， 969 d 型48戸
五 福 地 区 7， 1 12  
職 員 宿 d仁Eコb C 87 87 e 型 1 戸
職 員 宿 d仁ヨb 14， 333 2， 619 8， 874 b 型72戸， c 型66戸
太 閤 山 地 区
職 員 宿 舎 A • B 487 172 172 e 型 2 戸
lEL 1 計 343， 823 38， 094 127， 787 
1 1  附属図書館
(1) 蔵書冊数
Fh 。 1 2 3 4 5 6 社科 会学 科自 然学総 記 哲 学 歴 史 工 学 産 業
平日 2， 533 2， 640 2， 023 4， 042 45， 080 2， 016 558 
60
昭
年
和度 i羊 850 708 65 251 49， 481 764 147 
言十 3， 383 3， 348 2， 088 4， 293 94， 561 2， 780 705 
手口 2， 6 1 1  2， 774 2， 080 4， 172 46， 248 2， 027 568 
6
昭
1年
和度 j羊 864 715 71  255 52， 079 770 150 
言十 3， 475 3， 489 2， 151  4， 427 98， 227 2， 797 718 
和 2， 712 2， 886 2， 157 4， 312  47， 918  2， 065 570 
6
昭
2年
平日度 洋 884 733 74 257 54， 607 779 151 
計 3， 596 3， 619 2， 231 4， 569 102， 525 2， 844 721 
不日 2， 762 3， 068 2， 203 4， 486 49， 973 2， 090 586 
6
昭
3年
平日度 洋 897 738 75 371 57， 469 781 147 
計 3， 659 3， 806 2， 278 4， 857 107， 442 2， 871 733 
和 2， 826 3， 158 2， 263 4， 629 51， 331 2， 109 598 
元
平
年
成度 洋 909 766 78 373 59， 733 785 148 
計 3， 735 3， 924 2， 341 5， 002 1 1 1， 070 2， 894 746 
手口 2， 881 3， 084 2， 145 4， 715 52， 712 2， 121  609 
2
平
年
成度 洋 928 799 79 377 62， 283 790 150 
計 3， 809 3， 883 2， 224 5， 092 1 14， 995 2， 9 1 1  759 
不日 2， 928 3， 138 2， 184 4， 792 54， 182 2， 140 620 
3
平
年
成度 洋 900 848 87 387 64， 593 794 154 
言十 3， 828 3， 986 2， 271  5， 179 1 18， 775 2， 934 774 
手口 3， 005 3， 190 2， 220 4， 910 55，  725 2， 165 634 
4
平
年
成度 洋 924 885 106 396 66， 372 805 160 
計 3， 929 4， 075 2， 326 5， 306 122， 097 2， 970 794 
手口 3. 085 3， 287 2， 203 4， 760 57， 166 2， 197 637 
5
平
年
成度 洋 1 ， 031 989 135 375 68， 519 813  161 
計 4， 1 16  4， 276 2， 338 5， 135 125， 685 3， 010  798 
平日 3， 1 1 7  3， 492 2， 232 5， 060 60， 148 2， 213  644 
6
平
年
成度 洋 1 ， 221  1 ， 017 136 384 70， 679 821 163 
計 4， 338 4， 509 2， 368 5， 444 130， 827 3， 034 807 
11 附属図書館 293 
7 8 9 雑誌の
計
芸 術 語 学 文 学 種類数
1 ， 140 1 ， 928 1 ， 996 63， 956 1 ， 340 
50 2， 079 323 54， 718 1 ， 584 
1 ， 190 4， 007 2， 319 1 18， 674 2， 924 
1 ， 186 1 ， 963 2， 064 65， 693 1 ， 800 
52 2 ， 101  360 57， 4 17  1 ， 702 
1 ， 238 4， 064 2， 424 123， 1 10  3， 502 
1 ， 213 1 ， 979 2， 097 67， 909 1 ， 851 
54 2， 1 12  377 60， 028 1 ， 766 
1 ， 267 4， 091 2， 474 127， 937 3， 617  
1 ， 301 2， 053 2， 228 70， 750 1 ， 876 
59 2， 110  405 63， 052 1 ， 803 
1 ， 360 4， 163 2， 633 133， 802 3， 679 
1， 351 2， 109 2， 407 72， 787 1 ， 851 
66 2， 1 17  441  65， 416 1 ， 766 
1 ， 417 4， 226 2， 848 138， 203 3， 617  
1 ， 371 2， 169 2， 451 74， 258 1 ， 925 
69 2， 127 468 68， 070 1 ， 839 
1 ， 440 4， 296 2， 919 142， 328 3， 764 
1 ， 390 2， 204 2， 517  76， 095 1 ， 953 
701 2， 148 513 70， 494 1 ， 887 
1 ， 460 4， 352 3， 030 146， 589 3， 840 
1 ， 422 2， 261 2， 709 78， 241 1 ， 965 
701 2， 176 574 72， 468 1 ， 903 
1 ， 492 4， 437 3， 283 150， 709 3， 868 
1 ， 375 2， 305 2， 709 79， 724 2， 015 
64 1  2， 225 576 74， 888 1 ， 936 
1 ， 439 4， 530 3， 285 154， 612 3， 951 
1 ， 388 2， 356 2， 744 83， 394 2， 028 
641 2， 231 589 77， 305 1 ， 961 
1 ， 452 4， 587 3， 333 160， 699 3， 989 
294 資 料
(2) 利用状況
年 度 入館者数 館外貸出冊数
昭和60年度 167， 860 19， 520 
昭和61年度 175， 514 17， 947 
昭和62年度 184， 249 17， 241 
昭和63年度 171， 028 15， 048 
平成元年度 156， 534 13， 916 
平成 2 年度 139， 198 17， 318 
平成 3 年度 131， 569 13， 159 
平成 4 年度 121， 801 11 ， 824 
平成 5 年度 126， 122 1 1 ， 890 
平成 6 年度 152， 313 13， 086 
(3) 文献複写
年 度 学外受付件数 相互貸借分 学外依頼件数( 内数)
昭和60年度 15， 068 ( 1 ， 981 ) 2， 276 
昭和61年度 19， 247 (2， 735) 2， 283 
昭和62年度 23， 541 (3， 514) 1 ， 976 
昭和63年度 22， 004 (4， 475) 1， 846 
平成元年度 22， 284 (3， 688) 1 ， 648 
平成 2 年度 22， 884 (3， 389) 1 ， 591 
平成 3 年度 19， 250 (2， 791 ) 1 ， 606 
平成 4 年度 21， 773 (3， 359) 1 ， 746 
平成 5 年度 13， 051 (3， 922) 2， 486 
平成 6 年度 11 ， 630 (3， 687) 2， 927 
) は相互貸借 と し て の複写件数で内数
(4) 資料費
昭和60年度 72， 030千円
昭和61年度 69， 453千円
昭和62年度 70， 692千円
昭和63年度 68， 880千円
平成元年度 69， 431千円
平成 2 年度 77， 613千円
平成 3 年度 80， 458千円
平成 4 年度 81， 445千円
平成 5 年度 86， 493千円
平成 6 年度 95， 889千円
12 附 属 病 院
12 附 属 病 院 沼5
(1) 病 床 数 単位 : 床
lx 予算病床 普通 N I C U 
昭和60年度 600 580 12  
昭和61年度 600 580 12 
昭和62年度 600 580 12 
昭和63年度 600 580 12  
平成元年度 600 580 12 
平成 2 年度 600 580 12 
平成 3 年度 600 580 12 
平成 4 年度 600 580 12 
平成 5 年度 600 580 12 
平成 6 年度 600 579 9 
承 認 (実 在) 病 床
般 病 床
I C U R 1 計
592 
592 
592 
592 
592 
592 
592 
592 
592 
4 592 
精 神
病 床
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
20 
合 計
612 
612 
612 
612 
612 
612 
612 
612 
612 
612 
備 考
未熟
病
児
床
病床を N I
C U  に 変更
2万 資 料
(2) 診療科別病床数 単位 : 床
戸》主空 昭60年度 昭61年度 昭62年度 昭63年度 平元年度 平 2 年度平 3 年度 平 4 年度 平 5 年度 平 6 年度
第 一 内 科 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 
第 二 内 科 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 
第 三 内 科 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 
皮 膚 科 12  12  12  12 12  12  12  12  12  12  
児 科 28 28 28 28 28 28 28 28 28 28 
神経科精神科 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 
放 射 線 科 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 
第 一 外 科 47 47 47 47 47 47 47 47 47 
第 二 外 科 47 47 47 47 47 47 47 47 47 47 I 
脳 神 経 外 科 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 
整 形 外 科 46 46 46 46 46 46 46 46 46 46 
産 科 婦 人 科 38 38 38 38 38 38 38 38 38 38 
目艮 科 25 25 25 25 25 25 25 25 25 25 
耳 鼻 咽 喉 科 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 
泌 尿 器 科 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 
麻 酔 手斗 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 
歯科 口 腔外科 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 
和 漢 診 療 部 10 10 10 10 10 10 10 15 15  15  
共 通 76 76 76 76 76 76 76 71  7 1  71  
C U (4) 
計 612 612 612 612 612 612 612 612 612  612 
注 1 C U  ( 4 ) に つ い て は 、 共通病床 の 内数
(3) 診療科別病床稼働率
hで
昭60年度 昭61年度 昭62年度 昭63年度
第 一 内 科 100. 8 95. 8 94. 1 95. 6 
第 二 内 科 92. 4 94. 8 93. 9 93. 6 
第 三 内 科 102. 5  104. 9 108. 1 104. 8 
皮 膚 科 75. 1 72. 7 70. 0 86. 2 
児 科 99. 0 93. 8 94. 8 103. 2 
神経科精神科 76. 0 91. 3 101.  8 96. 1 
放 射 線 科 78. 1 66. 7 86. 2 62. 0  
第 一 外 科 96. 9 101. 9 102. 0  92. 5 
第 二 外 科 106. 8 110. 8 109. 5 106. 7 
脳 神 経 外 科 106. 4 99. 7 93. 7 98. 5 
整 形 外 科 100. 9 102. 3 104. 9 107. 8 
産 科 婦 人 科 104. 9 117. 4 96. 7 97. 4 
眼 科 120. 5 1 13. 6 1 12. 3 1 13. 1 
耳 鼻 咽 喉 科 105. 0 102. 5 93. 1 96. 0 
泌 尿 器 科 105. 0  105. 8 104. 6 97. 1 
麻 酔 科 110. 4 147. 9 91 . 8 69. 9  
歯科 口腔外科 130. 6 147. 0  143. 2 142. 7 
和 漢 診 療 部 157. 5 148. 9 159. 6 165. 6 
計 88. 4 90. 4 89. 1 88. 2 
平元年度 平 2 年度 平 3 年度
103. 4 100. 7 97. 3 
94. 4 93. 5 99. 6 
105. 4 104. 7 104. 4 
99. 8 75. 3 72. 7 
107. 1 1 10. 0 102. 6 
97. 3 95. 6 91 .  8 
62. 6 105. 4 89. 6 
97. 3 100. 4 100. 9 
108. 4 111 . 9 115. 4 
106. 1 100. 3 104. 3 
1 10. 2 1 18. 7 115. 6 
107. 3 93. 4 93. 7 
104. 1 92. 4 99. 7 
100. 0 100. 7 97. 2 
101 . 0 100. 9 1 14. 8 
40. 7 28. 6 43. 9 
134. 8 1 18. 1 125. 1 
160. 7 177. 5 152. 0 
90. 6 90. 0 90. 1 
12 附 属 病 院 沼7
平 4 年度 平 5 年度 平 6 年度
94. 9 96. 1  92. 3 
98. 7 98. 1  102. 7 
107. 9 104. 1 102. 4 
55. 7 73. 5  58. 2 
100. 6 98. 1  98. 9 
98. 8 100. 6 93. 9 
85. 9 59. 8 53. 6 
99. 7 94. 4 96. 2 
107. 7 99. 1 96. 8 
97. 2 102. 2 93. 2 
107. 5 1 1 1. 9 1 13. 4 
98. 4 98. 0 99. 8 
103. 2 104. 1 102. 6 
88. 6 92. 1  94. 2 
125. 8 1 14. 1 101 . 0 
53. 0 45. 6 29. 6 
104. 4 103. 7 100. 9 
147. 8 101 .  9 99. 7 
88. 7 87. 5  85. 7 
2恕 資 料
(4) 診療科別 患者延数
1;;ぐ 外 来 患 者 数同60年度開61年度 召62年度問63年度平元年度坪 2 年度平 3 年度伴 4 年度平 5 年度序 6 年度
第 一 内 科 13， 320 15， 114 17， 221 17， 983 18， 846 19， 027 20， 465 21， 541 21， 457 20， 380 
第 二 内 科 16， 518 15， 980 17， 244 16， 915 17， 308 18， 194 19， 557 20， 052 21， 075 21 ， 872 
第 三 内 科 15， 217 16， 47l 18， 080 17， 584 18， 200 18， 551 17， 055 18， 730 19， 273 19， 944 
皮 膚 科 13， 097 13， 882 14， 617 18， 297 20， 685 18， 703 18， 97l 20， 352 21， 207 19， 451 
ノ! 日U 科 13， 989 16， 243 16， 873 17， 394 17， 652 16， 145 17， 456 16， 042 14， 826 13， 862 
神 経 科 精 神 科 5， 616 7， 162 7， 825 8， 031 9， 021 9， 697 10， 816 11 ，  709 12， 068 12， 909 
放 射 線 科 5， 784 5， 538 4， 761 5， 017 5， 478 5， 902 5， 887 5， 403 4， 602 5， 109 
第 一 外 科 5， 617 6， 285 7， 118 7， 148 6， 752 7， 742 7， 502 7， 202 6， 931 6， 302 
第 二 外 科 7， 786 8， 053 8， 313 8， 427 8， 533 9， 407 10， 425 11 ， 423 11 ， 241 10， 482 1 
脳 神 経 外 科 5， 099 5， 742 5， 509 5， 974 6， 115 6， 185 6， 222 6， 011 6， 331 6， 157 
整 形 外 科 14， 806 16， 632 18， 202 17， 800 19， 485 19， 906 20， 156 20， 567 19， 497 19， 350 
産 科 婦 人 科 8， 909 9， 174 8， 615 8， 786 9， 479 10， 797 11 ， 044 10， 7l0 12， 264 13， 548 
目艮 科 22， 144 21， 386 22， 297 21， 887 22， 385 21， 091 21， 515 22， 164 22， 963 18， 405 
耳 鼻 咽 喉 科 14， 714 16， 645 17， 274 16， 993 16， 869 17， 114 17， 042 15， 502 15， 912 15， 661 
泌 尿 器 科 9， 058 9， 824 9， 950 9， 757 9， 278 9， 694 10， 530 10， 851 10， 145 10， 175 
麻 酔 科 4， 222 4， 306 4， 120 3， 745 3， 908 4， 073 3， 870 3， 780 3， 810 3， 341 
歯 科 口 腔 外 科 7， 412 10， 664 10， 658 10， 067 9， 965 9， 815 8， 927 7， 709 8， 000 7， 633 
和 漢 診 療 部 14， 700 15， 541 16， 695 18， 030 21， 152 20， 894 21， 404 21， 667 20， 295 22， 877 
lEL 3 言十 198， 008 214， 642 225， 372 229， 835 241， 111 242， 937 248， 844 251， 415 251， 897 247， 458 
診 療 日 数 296 296 298 295 295 293 249 247 244 245 
一 日 平均患者数 666_ 7 725. 1 756. 3 779. 1 817_ 3 829. 1 999. 4 1 ， 017. 9 1， 032. 4 1 ， 010. 0 
稼 {動 率
入 院
昭60年度 昭61年度 昭62年度 昭63年度
17， 288 16， 442 16， 191 16， 395 
15， 844 16， 269 16， 161 16， 056 
17， 584 17， 989 18， 599 17， 985 
3， 288 3， 183 3， 073 3， 774 
10， 1 17  9， 585 9， 720 10， 549 
10， 543 12， 669 14， 155 13， 334 
2， 850 2， 433 3， 155 2， 263 
16， 624 17， 485 17， 541 15， 871 
18， 326 19， 001 18， 832 18， 306 
9， 710 9， 094 8， 574 8， 990 
16， 933 17， 181 17， 655 18， 107 
14， 551 16， 283 13， 455 13， 509 
10， 992 10， 367 10， 272 10， 324 
10， 347 10， 104 9， 201 9， 459 
10， 343 10， 428 10， 335 9， 570 
2， 015 2， 699 1， 680 1， 275 
4， 766 5， 366 5， 240 5， 209 
5， 747 5， 434 5， 843 6， 044 
197， 868 202， 012 199， 682 197， 020 
365 365 366 365 
542. 1 553. 5 545_ 6 539. 8 
88_ 4 90. 4 89. 1 88. 2 
患i 者
平元年度 平 2 年度 平 3 年度
17， 736 17， 279 16， 743 
16， 187 16， 041 17， 133 
18， 079 17， 963 17， 951 
4， 371 3， 299 3， 194 
10， 950 11 ， 243 10， 517 
13， 502 13， 264 12， 769 
2， 286 3， 848 3， 281 
16， 690 17， 222 17， 351 
18， 596 19， 188 19， 847 
9， 685 9， 152 9， 548 
18， 498 19， 936 19， 463 
14， 878 12， 950 13， 038 
9， 498 8， 434 9， 118 
9， 858 9， 925 9， 601 
9， 954 9， 943 11， 342 
743 522 803 
4， 921 4， 3 11  4， 578 
5， 866 6， 479 5， 562 
202， 298 200， 999 201， 839 
365 365 366 
554_ 2 550. 7 551. 5 
90. 6 90_ 0 90. 1 
12 附 属 病 院 2汐
単位 : 人
数
平 4 年度 平 5 年度 平 6 年度
16， 281 16， 483 15， 841 
16， 939 16， 821 17， 616 
18， 507 17， 854 17， 569 
2， 438 3， 221  2， 551 
10， 283 10， 029 10， 110 
13， 710 13， 951 13， 027 1 
3， 137 2， 182 1 ， 955 1 
17， 096 16， 187 16， 508 
18， 477 16， 997 16， 614 
8， 865 9， 328 8， 509 
18， 056 18， 796 19， 046 
13， 651 13， 592 13， 846 
9， 416 9， 497 9， 361 
8， 733 9， 080 9， 285 
12， 397 11 ， 245 9， 956 
967 833 541 
3， 810 3， 785 3， 682 
5， 394 5， 577 5， 458 
198， 157 195， 458 191 ， 475 
365 365 365 
542. 9 535. 5 524_ 6 
88. 7  87. 5 85. 7 
3(x) 資 料
(5) 地域別患者数
新入院患者数
注疋 昭60年度 昭61年度
富 山 県 4， 390 4， 571 
石川 県 40 33 
新潟県 315 290 
岐阜県 102 127 
そ の 他 160 180 
合 計 5， 007 5， 201 
外来患者延数
誌空 昭60年度 昭61年度
富 山 県 186， 900 202， 499 
石川 県 1， 294 1， 409 
新潟県 4， 411  4， 952 
岐阜県 2， 283 2， 127 
そ の他 3， 120 3， 655 
合 計 198， 008 214， 642 
昭62年度 昭63年度 平元年度
4， 638 4， 739 4， 670 
47 45 35 
296 272 259 
109 97 123 
147 155 149 
5， 237 5， 308 5， 236 
昭62年度 昭63年度 平元年度
212， 913 216， 367 226， 995 
1， 771 2， 581 2， 628 
4， 566 4， 558 4， 570 
2， 044 1 ， 964 2， 410 
4， 078 4， 365 4， 508 
225， 372 229， 835 241， 1 1 1  
単位 : 人
平 2 年度 平 3 年度 平 4 年度 平 5 年度 平 6 年度
4， 754 4， 807 5， 022 5， 071 4， 958 
36 32 41  43 48 
267 244 208 209 177 
96 103 108 126 108 
161 155 160 144 136 
5， 314 5， 341 5， 539 5， 593 5， 427 
単位 : 人
平 2 年度 平 3 年度 平 4 年度 平 5 年度 平 6 年度
229， 518 234， 844 237， 235 238， 079 叫 801 I 
2， 185 2， 200 2， 518 2， 549 3， 046 1 
4， 408 4， 659 3， 903 3， 239 3， 394 
2， 080 2， 046 2， 263 2， 521 2， 450 
4， 746 5， 095 5， 496 5， 509 6， 760 
242， 937 248， 844 251， 415 251， 897 247， 451 
(6) 臨床検査件数
以里
昭60年度 昭61年度 昭62年度 昭63年度
一般検査 197， 564 192， 718 189， 770 152， 563 
血液学的 355， 424 186， 645 185， 548 177， 429 検査
生化学的 890， 755 1 ， 586， 105 1， 601， 541 1 ， 526， 331 検査
内分泌学
的検査
免疫学的 118， 336 130， 969 120， 833 102， 259 検査
微生物学 30， 460 28， 744 26， 132 24， 068 的検査
病理学的 4， 233 4， 494 4， 325 4， 079 
検査 5， 377 5， 934 5， 946 5， 101 
そ の他検
体検査
生理機能 53， 311  52， 927 53， 755 51 ， 966 検査
採血 ・ 採 4， 475 4 ， 375 3， 903 3， 723 液検査
内視鏡検 6， 823 7 ， 775 7， 475 6， 804 査
そ の 他 126， 608 126， 737 136， 387 119， 632 
合 計 1 ， 793， 216 2， 327， 059 2， 334， 567 2， 173， 140 
注 病理学的検査の 上段は組織診、 下段 は細胞診
平元年度 平 2 年度 平 3 年度
126， 269 96， 811  94， 620 
184， 395 2 15， III 219， 742 
1， 601， 716 1 ， 829， 320 1， 962， 509 
23， 149 
97， 445 1 16， 768 48， 292 
21， 883 23， 333 28， 533 
4， 227 4， 139 4， 106 
5， 183 7， 043 7， 1ll  
322 
41， 698 44， 956 45， 077 
3， 673 7， 922 12， 171 
6， 717 6， 596 7， 316 
120， 272 114， 773 66， 332 
2， 212， 596 2 ， 467， 250 2， 518， 058 
12 附 属 病 院 301 
単位 : 件
平 4 年度 平 5 年度 平 6 年度
66， 473 59， 200 67， 405 
228， 225 229， 456 222， 166 
1 ， 825， 315 1， 952， 513 1 ， 630， 280 
23， 322 24， 552 27， 380 
105， 339 70， 008 107， 859 
32， 881 30， 046 26， 794 
4， 206 4， 655 4， 151 
6， 850 6， 581 6， 704 
89 99 138 
49， 332 53， 452 66， 580 
12， 343 12， 267 21 ， 571 
6， 650 6， 974 10， 083 
70， 133 7， 682 
2 ， 430， 864 2， 450， 764 2 ， 201， 836 
3θ2 資 料
(7) 手術及び麻酔件数
lX 
昭和60年度
昭和61年度
昭和62年度
昭和63年度
平成元年度
平成 2 年度
平成 3 年度
平成 4 年度
平成 5 年度
平成 6 年度
手 術 件 数
10， 000 I 15， 000 0~999 1， O00~ 3， O00~ 5' 000~ ~14 999 ~19 999 2O， O00 点 2， 999点 4， 999点 9， 999点 ð""" 1 �ð 点以上
418 620 652 1 ， 063 371 256 132 
448 550 627 1 ， 038 428 239 177 
397 568 627 972 435 220 162 
363 586 648 958 429 138 171  
439 768 740 890 399 1 1 1  173 
375 647 722 854 361 181 190 
503 614 719 795 343 190 158 
401 466 350 622 540 389 577 
385 387 394 667 522 439 602 
224 403 298 549 461 466 652 
(8) X 線診断件数及び R I 検査件数
kぞ: 撮影件数及び透析件数 M R I 骨塩定量撮影件数 透視件数 C T 件数
昭和60年度 111 ， 271 5， 901 
昭和61年度 84， 582 6， 480 6， 188 
昭和62年度 45， 638 4， 412  5， 454 
昭和63年度 49， 031 4， 183 6， 270 
平成元年度 46， 347 2， 370 4， 188 1 ， 125 128 
平成 2 年度 44， 845 3， 437 5， 227 1 ， 753 248 
平成 3 年度 49， 566 3， 837 6， 147 1 ， 597 348 
平成 4 年度 50， 448 3， 181  6， 356 1 ， 566 418  
平成 5 年度 50， 862 3， 082 7， 584 1 ， 601 524 
平成 6 年度 55， 790 2， 752 7， 421 1 ， 597 506 
単位 : 件
麻 酔 件 数
0�999 1 ， 000点計 計占 以上
3， 512 1 ， 066 2， 007 3， 073 
3， 507 1 ， 026 1 ， 965 2， 991 
3， 381 964 1 ， 882 2， 846 
3， 293 1 ， 1 18  1 ， 806 2， 924 
3， 520 919 1， 887 2， 806 
3， 330 935 1 ， 941 2， 876 
3， 322 651 1 ， 923 2， 574 
3， 345 669 1 ， 901 2， 570 
3， 396 624 1， 985 2， 609 
3， 053 637 1 ，  763 2， 400 
単位 : 件
麻 酔 件 数
超音波
イ ン ビ ボ イ ン ビ ト ロ
4， 542 37， 170 
4， 632 43， 914 
4， 2 1 1  48， 393 
5， 496 45， 722 
527 4， 750 47， 593 
735 3， 491 49， 115  
750 3， 982 52， 031 
1 ， 040 4， 035 53， 216 
。 4， 543 54， 623 
。 4， 947 24， 906 
(9) リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン件数
運 動 療 法 脳血管 作 業 療 法
(発疾3 症月患後以加内算) 患者数 (簡 単) I (複 雑) (簡 単) I (複 雑)
12 附 属 病 院 羽3
単位 : 件
介達 ギ ブ そ の
ス シ 計
牽引 他t 6 月 内 6 月 超 6 月 内 6 月 超 運療動法 作療業法 6 月 内 6 月 超 6 月 内 6 月 超 ー ネ
日召60 12， 034 2， 669 6. 537 1， 420 1， 941 1， 097 20 7 13， 691 
61 12， 670 4 ， 083 5， 622 1， 024 1， 823 1， 062 19 4 13， 637 
62 12， 530 5， 281 4， 566 1， 489 1 ， 355 946 8 13. 645 
63 14， 456 5， 787 733 5， 856 1 ， 389 1， 440 9 l 15， 215 
平元 13， 781 4， 630 851 5， 225 1 ， 350 2， 034 5 14， 095 
2 1 1， 442 5， 260 623 558 130 711 5 1  2， 165 1， 192 269 77 1， 234 5 12， 229 
3 10， 369 5， 321 675 255 68 550 28 1 ， 701 1， 386 157 8 800 1 10， 950 
4 9， 948 5， 809 921 55 59 714 1， 540 809 6 13  750 4 10， 680 
5 10， 008 5 ， 369 953 76 194 151 2， 369 735 2 506 I 10， 356 
6 9， 493 5， 071 881 151 66 2， 427 662 32 419 1 9， 710 
(10) 分娩件数 単位 : 人
誌と 正 常 分 娩 異 常 分 娩 計成 熟 児 未 熟 児 成 熟 児 未 熟 児
昭和60年度 164 5 46 22 237 
昭和61年度 147 3 34 29 213 
昭和62年度 160 5 47 37 249 
昭和63年度 150 3 31  33  217  
平成元年度 130 2 17  36  185  
平成 2 年度 118  17 20 27 182 
平成 3 年度 112 24  31  15 182 
平成 4 年度 111  3 2  2 8  15  186 
平成 5 年度 118 1 1  15  22 166 
平成 6 年度 144 24 19 16 203 
304 資 料
(11) 年度別処方筆枚数 単位 : 枚
�三 入 院 外 来 院外処方筆 計
昭和60年度 75， 521 140， 254 215， 775 I 
昭和61年度 73， 632 134， 940 208， 572 
昭和62年度 53， 842 136， 261 190， 103 
昭和63年度 53， 473 142， 176 195， 649 
平成元年度 68， 496 153， 424 221， 920 
平成 2 年度 64， 705 155， 667 220， 372 
平成 3 年度 57， 668 161， 204 218， 872 
平成 4 年度 57， 457 164， 055 221， 512 
平成 5 年度 54， 918 148， 825 14， 097 217， 840 
平成 6 年度 54， 203 112 ， 746 47， 299 214， 248 
(12) 死亡患者数及び病理解剖件数
計ご 死 亡 患 者 数 病 理 解 剖 件 数 音リ 検 率男 女 計 男 女 計 男 女 五十
昭和60年度 (1) ( 1 ) (2) 183 97 280 99 45 144 54_ 10 46. 39 5L 43 
昭和61年度 (2) (2) (2) 161 100 261 92 56 148 57. 14 56. 00 56. 70 
昭和62年度 (3) (2) ( 5) 162 90 252 87 39 126 53_ 70 43_ 33 50_ 00 
昭和63年度 (1 ) ( 1 ) (2) 177 107 284 77 40 117  43_ 50 37. 38 4L 20 
平成元年度 (2) (3) (5) 176 94 270 76 33 109 43. 18  35. 1 1  40. 37 
平成 2 年度 (1) ( 1 ) 173 97 270 73 36 109 42_ 20 37. 1 1  40. 37 
平成 3 年度 146 96 242 47 31 78 32_ 19 32. 29 32_ 23 
平成 4 年度 (1) ( 1 ) 170 91 261 56 35 91 32. 94 38. 46 34. 87 
平成 5 年度 (1) ( 1 ) 148 90 238 42 18 60 28. 39 20. 0 25. 21  
平成 6 年度 133 82 215  34 24 58 25. 56 29. 27 26. 98 
注 ( ) 書 は死産等 を外数で示す。
編集
後 記
富 山 医科薬科大学二十周 年記念誌の 編集 を 終 え て 、 今、 一 つ の感慨 を 覚 え て い ま す 。 学
問上 の発見や成果が、 決 し て 突然無か ら 生 じ る の で は な く て 、 そ の 背後 に 伝承の歴史 が繋
が っ て い る こ と を 、 記念講演 に よ っ て 改 め て 想起 さ せ ら れ ま し た が、 こ の記念誌 に 記録 さ
れた 最近10年間 の 本学 の 歩 み も 、 将来の輝か し い成果へ必ず繋が る 一 こ ま に相違無 い と 思
え る か ら で あ り ま す。 そ の 意味で、 こ れ は ま さ に 本学が路傍 に 遺 し て ゆ く 二つ 目 の里程標
で あ り ま す 。
記念誌編集委員会 は 、 前附属 図書館長 の 本 田 を 委員長 と し て 発足 し 、 編集作業 を 進 め て
参 り ま し た が、 図書館長 の任期満了 に と も な い 、 後任の小泉が委員長 を 引 き 継い でト編集作
業 を行 っ て き ま し た 。 平成 7 年 中 の刊行 を 目 途 と し て き ま し た が、 平成 7 年10月 13 日 の 記
念式典 に お け る 祝辞、 記念講演、 写真等 も 掲載す る こ と が、 当初か ら の計画で あ り ま し た
の で、 若干遅れ ま し た 。
記念講演 を 始 め 、 祝辞、 随想文等 を ご寄稿 く だ さ っ た 各位 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す と と
も に 、 ご協力 い た だ い た 教職員 の 皆様 に 心 よ り 謝意 を 表 し ま す 。 本誌の編集 に あ た り 、 北
川 編集委員 に は 、 精読 な ら び に 全般 に わ た る 統一 あ る 校正 に 多大 の ご尽力 を い た だ き ま し
た 。 こ こ に 感謝の 意 を 表 し ま す 。
平成 7 年12月
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